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公募型研究事業
これまでの公募型研究事業
 学融合推進センターでは、平成22 年4 ⽉の組織再編以降、学際的分野、専攻横断的分野など、学融合 を⽬指した学内共同研究の⽀援
を実施してきました。
 平成26 年度の新規公募において、総研⼤が今後推進する「異分野連繋」「社会連携」「基盤機関連係」 「国際連携」の4 つのキー
ワードを軸として、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術研究の 推進、並びに社会に貢献する先導的学問分野の開拓を⽬
的に、既存の⽀援事業の枠組みを再編すること となりました。すなわち、これまでの「戦略的共同研究Ⅰ」、「戦略的共同研究Ⅱ」、
「育成型共同研究⽀援」 の各事業を統合、整理し、『グローバル共同研究』と『学融合共同研究』として位置付けを新たにしました。 
 平成29 年度より、本学の教育⽬標である「⾼い専⾨性」と「広い視野」、「国際的な通⽤性」を推進し、か つ本学の教育に資する異
分野連繋型共同研究を⽀援するため、『萌芽的共同研究⽀援』として位置 付けを新たにし、新規研究課題の公募を開始しました。
これまでの研究事業による⽀援
2011-2013年度
予算：6,900万円（2010年度）8,550万円（2011年度）8,653万円（2012年度）7,000万円（2013年度） 
事業枠：公募型共同研究、若⼿研究者研究⽀援、⼥性研究者研究⽀援、戦略的共同研究III、育成型共同研究⽀援（2013年度〜）、論⽂
出版費助成、学融合研究事業のありかた検討会（2012年12⽉3⽇；学術総合センターにて）、研究プロジェクト企画会議（2013年度
〜）
2014-2016年度
予算：4,970万円（2014年度）4,368万円（2015年度） 
事業枠：戦略的共同研究Ⅰ（継続分；〜2014年度、 2013年度〜 2015年度）、育成型共同研究⽀援（継続分；2013年度〜2015年度）、
グローバル共同研究、学融合共同研究、論⽂出版費助成、研究プロジェクト企画会議（ 〜2015年度）、萌芽的研究会開催⽀援（ 2015
年度〜 ） 
2017年度
予算：1,550万円（2017年度） 
事業枠：萌芽的共同研究、異分野連繋活動⽀援、萌芽的研究会開催⽀援、論⽂出版費補助、学融合特別共同研究、異分野連繋研究、論
⽂掲載費等助成 
過去の採択課題代表者インタビュー
1
2
過去の採択課題⼀覧
事業枠 研究課題名 専攻 研究代表者 実施期間 成果報告書
公募型共同研究 ⽇本中世・近世における「職⼈尽絵」の解明と都市⾵俗のE-learning教材化 ⽇本⽂学研究専攻 ⼤⾼ 洋司
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 素粒⼦物理学における⾼精度演算専⽤システムの開発研究 加速器科学専攻 ⽯川 正
H22~H23(2カ
年)
公募型共同研究 ⾼強度場の物理と真空の多様性 素粒⼦原⼦核専攻 磯 暁 H22~H24(3カ年)
公募型共同研究 ビッグバン以前の宇宙を探る科学衛星に向けた⼩型地上観測実験 素粒⼦原⼦核専攻 ⽥島 治
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 南極湖沼⽣態系における光合成⽣物集合体の形態・構造および機能の多様性 極地科学専攻 ⼯藤 栄
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り得るか? 基礎⽣物学専攻 堀内 嵩 H22(1カ年)
公募型共同研究 島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス ⽣理科学専攻 永⼭ 國昭 H22(1カ年)
公募型共同研究 ⽣物の⾚外線センシングメカニズムの基礎的調査研究 ⽣命共⽣体進化学専攻 渡邊 正勝 H22(1カ年)
公募型共同研究 資源利⽤と環境に関する学融合的研究:狩猟採集から⾷料⽣産への⽣業の変化と社会 ⽣命共⽣体進化学専攻 本郷 ⼀美
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究
視覚的判断に関わる脳内機構の解明―モデル⽣物
研究との融合による神経⾏動学の新展開をめざし
て―
⽣命共⽣体進化学専攻 ⽊下 充代 H22~H24(3カ年)
公募型共同研究 分野を越境した学術対話⼿法の開発と評価 メディア社会⽂化専攻 加藤 浩 H23~H24(2カ年)
公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション H23~H24(2カ年) 森⽥ 洋平 加速器科学専攻
公募型共同研究 脳の進化―⼤脳新⽪質の起源を尋ねて― H23~H24(2カ年) 平⽥ たつみ 遺伝学専攻
公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り得るか? H23(1カ年) 渡邊 孝明
基礎⽣物学専
攻
公募型共同研究 脳の左右⾮対称性:その⽣理的意義と発⽣学的および進化学的側⾯ H23~H24(2カ年) 重本 隆⼀ ⽣理科学専攻
公募型共同研究 膵島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス ⽣理科学専攻 富永 真琴
H22~H24(3カ
年)
公募型共同研究 糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御 ⽣理科学専攻 池中 ⼀裕 H23~H25(3カ年)
公募型共同研究 温度感受性の進化⽣物学 ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦ H23~H24(2カ年)
公募型共同研究 模擬宇宙線を⽤いた実験室宇宙科学の展開 加速器科学専攻 ⾼⼭ 健 H24~H25(2カ年)
公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション 学融合推進センター 平⽥ 光司 H24(1カ年)
戦略的共同研究I ⼿話⾔語学を世界へつなぐ―メディア発信とe-learning開発に向けて― ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦
H24~H26(3カ
年)
戦略的共同研究I 在ハワイの⽇本歴史・⽂化資料をめぐる国際共同研究―ハワイにおける⽇本⽂化の受容 ⽇本歴史研究専攻 ⼤久保 純⼀
H24~H26(3カ
年)
戦略的共同研究I 観相資料の学際的研究 ⽇本⽂学研究専攻 相⽥ 満 H24~H26(3カ年)
戦略的共同研究I テクノロジーアセスメント報告の試作―ヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に 遺伝学専攻 井ノ上 逸郎
H24~H25(2カ
年)
戦略的共同研究I 惑星科学と⽣命科学の融合:⽣命概念の普遍化をめざして ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦
H24~H26(3カ
年)
戦略的共同研究I 「料理」の環境⽂化史:⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト 地域⽂化学専攻 野林 厚志
H25~H26(2カ
年)
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戦略的共同研究I ニュー・ミュージオロジーの確⽴のための研究 地域⽂化学専攻 ⽵沢 尚⼀郎 H25~H26(2カ年)
戦略的共同研究I ⾃然界の様々なスケールに現れる⾼エネルギージェット現象の解明 素粒⼦原⼦核専攻 板倉 数記
H25~H26(2カ
年)
戦略的共同研究I 温度感受システムの進化⽣理学―無脊椎動物をターゲットとして― ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦
H25~H26(2カ
年)
戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II
現⽣⼈類の拡散による遺伝⼦と⽂化の多様性創出
に関する総合的研究 遺伝学専攻 ⻫藤 成也
H22~H25(4カ
年)
戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II
⽣命科学の発展がもたらす社会的課題とその対応
策の基盤構築 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦ H22(1カ年)
戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II
⽇本における諸科学の変成と基礎概念の検討―分
理融合の有効性をさぐる 国際⽇本研究専攻 鈴⽊ 貞美・稲賀 繁美
H23~H25(3カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 宇宙論を使った超対称荷電粒⼦の検証 素粒⼦原⼦核専攻 郡 和範 H22~H23(2カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ガラス転移現象におけるフラジリティの物理的起源の解明 機能分⼦科学専攻 ⾦ 鋼 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 成層圏⽔蒸気が地球気候を左右する~南極昭和基地での⽔蒸気ゾンデ観測の提案~ 極域科学専攻 冨川 喜弘 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽪膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明 遺伝学専攻 浅川 和秀
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 粘液細胞と繊⽑細胞の分化プログラムの解明 遺伝学専攻 森本 充 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 始原⽣殖細胞における発⽣コアシグナル伝達ネットワークのシステム⽣物学的解析 基礎⽣物学専攻 佐藤 昌直 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽣体内上⽪構造の細胞学的解析とセカンドメッセンジャーシグナル 基礎⽣物学専攻 鈴⽊ 誠 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援
形態視に関わる網膜神経節細胞の同定:より精巧な
越シナプス神経回路トレース法の確⽴ ⽣理科学専攻 森 琢磨
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ⼤型哺乳類における⾏動⽣態学と⽐較認知科学の融合 ⽣命共⽣体進化学専攻 沓掛 展之
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 統合的新分野形成過程の理論的検証:「統合⽣命科学」を例として 学融合推進センター ⾒上 公⼀ H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ミドリムシの光集合応答を制御するプテリン様センサーの同定 学融合推進センター 松永 茂 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⻄アジア乾燥地帯における農耕および遊牧の発⽣と環境変化 学融合推進センター 那須 浩郎
H22~H23(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 C型肝炎⻑期経過を予測するためのシュミレータの開発 学融合推進センター 中林 潤 H22(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 3次元局所特徴によるボリュームデータの分類に関する研究 メディア社会⽂化専攻 鈴⽊ ⼀史
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 複核希⼟類錯体による酸素還元触媒の開拓 構造分⼦科学専攻 ⼤津 英揮 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 次世代CMB偏光実験に⽤いる超伝導検出器に適応可能なミリ波偏光源の開発 素粒⼦原⼦核専攻 ⻑⾕川 雅也 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 複合的アプローチを⽤いた中⼼体複製の分⼦機構の解析 遺伝学専攻 北川 ⼤樹
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ⾷物連鎖のメタゲノム解析:⾷性適応の遺伝基盤解明にむけて 遺伝学専攻 北野 潤
H23~H24(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 共⽣応答におけるカルシウムイオン動態のイメージング解析 基礎⽣物学専攻 武⽥ 直也 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 レーザー光技術を⽤いた脳内グリア細胞の活性化による⽣理機能の解明 基礎⽣物学専攻 檜⼭ 武史 H23(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 太陽系外惑星からastrobiologyへ 学融合推進センター 眞⼭ 聡 H23~H24(2カ年)
若⼿研究者研究⽀援 近世有職故実の展開と伝播に関する基礎的研究 ⽇本⽂学研究専攻 ⻄村 慎太郎 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ⽣体分⼦の⾃⼰組織化過程の時間分解観察を可能にするモデル脂質⼆分⼦平⾯膜系の構築 構造分⼦科学専攻 ⽊村 哲就 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 最終氷期以降における東南極氷床の融解:その量・速度の定量的復元 極域科学専攻 菅沼 悠介
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 沿岸ポリニヤにおける海氷⽣産量データの⾼度化 極域科学専攻 ⽥村 岳史 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 ショウジョウバエにおけるmiRNA遺伝⼦と標的遺伝⼦の共進化の検証 遺伝学専攻 野澤 昌⽂
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 ヘパラン硫酸微⼩構造(HSNS)によるWntシグナルの制御 基礎⽣物学専攻 三井 優輔
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 分散と社会性の共進化ダイナミクスの解明 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⼤槻 久 H24(1カ年)
若⼿研究者研究⽀援 複合的災害を巡る社会構造と⾔論に関する科学技術社会論的研究~格差の構造に注⽬して ⽣命共⽣体進化学専攻 標葉 隆⾺
H24~H25(2カ
年)
若⼿研究者研究⽀援 学習過程における志向性の変遷を可視化する学習⽀援ツールの開発 学融合推進センター ⼭⽥ 雅之 H24(1カ年)
⼥性研究者研究⽀援 計算機の進展による数理的⼿法の分析 加速器科学専攻 湯浅 富久⼦ H22~H23(2カ年)
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⼥性研究者研究⽀援 Web閲覧時のユーザ⾏動情報に基づくWebユーザ
ビリティ問題の「⾒える化」に関する研究
統計科学専攻 松井 知⼦ H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 ドーパミン代謝系酵素のショウジョウバエ⾃然集団における発現・⾏動解析 遺伝学専攻 ⾼橋 ⽂
H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 ゼブラフィッシュ近交系のTILLINGライブラリー作成系の確⽴ 遺伝学専攻 新屋 みのり
H22~H24(3カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 鱗翅⽬チョウ類のオプシンにおける遺伝⼦重複と⾊覚の変化 学融合推進センター 粟⽥ ひろ⼦
H22~H23(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 東地中海地域の聖者信仰にみる、⼀神教徒の共存の様態についての⼈類学的研究 学融合推進センター 菅瀬 晶⼦ H22(1カ年)
⼥性研究者研究⽀援 階層的銀河形成理論が予測する銀河の⾊等級図の理論計算とその系統的分析 天⽂科学専攻 ⽣⽥ ちさと
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 真⾻⿂類2分⼦種AR遺伝⼦による雄性形質発現の分⼦機構 基礎⽣物学専攻 荻野 由紀⼦
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 未分化細胞マーカーであるRex1遺伝⼦のマウス胚および成体組織における発現局在 基礎⽣物学専攻 豊岡 やよい
H23~H24(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 界⾯電⼦移動反応を利⽤した⽔の完全光分解システムの創成 構造分⼦科学専攻 近藤 美欧
H24~H25(2カ
年)
⼥性研究者研究⽀援 被⼦植物の花粉管極性伸⻑に関わるレセプター様キナーゼ遺伝⼦変異体の表現型解析 遺伝学専攻 宮崎 さおり H24(1カ年)
育成型共同研究⽀援 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカッション型教育メソッドの開発 情報学専攻 坊農 真⼸
H25~H26(3カ
年)
グローバル共同研究 失われた⽣態システムの多様性解明に向けた古代DNA研究の展開 統計科学専攻 ⾜⽴ 淳
H26~H28(3カ
年)
学融合共同研究 細胞建築の博物学 遺伝学専攻 ⽊村 暁 H26~H27(2カ年)
学融合共同研究 ⽇本列島⼈の起源 遺伝学専攻 斎藤 成也 H26~H27(2カ年)
学融合共同研究 極域湖沼から探る⽣態系態系のメジャートランジション ⽣命共⽣体進化学専攻 佐々⽊ 顕
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 有害捕獲された野⽣動物の利⽤とその過程で起こる諸問題の検討ーカラスを例としてー 学融合推進センター 塚原 直樹
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 新たな量⼦物理量の基礎の探求と精密測定への応⽤ 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉
H26~H27(2カ
年)
学融合共同研究 社会と研究のインターフェースとしての展⽰に関する総合的研究 地域⽂化学専攻 佐藤 浩司
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 動物が「⾒えない光」を受容するメカニズム－化学と⽣理学を融合したアプローチ－ 構造分⼦科学専攻 古⾕ 祐詞
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 ⼤型科学施設の連携で切り拓く表⾯の科学 加速器科学専攻 都丸 隆⾏ H27~H28(2カ年)
学融合共同研究 オーロラと⼈間社会の過去・現在・未来 極域科学専攻 ⽚岡 ⿓峰 H27~H28(2カ年)
学融合共同研究 ⾃然界の蛍光の世界を理解する〜光情報解析と⽣物学的解析の融合〜 情報学専攻 佐藤いまり
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 総研⼤の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統合の研究 情報学専攻 武⽥ 英明
H27~H28(2カ
年)
学融合共同研究 動物福祉学の確⽴に向けた⽂理融合研究－ニワトリをモデルとして－ 基礎⽣物学専攻 新村 毅
H27~H28(2カ
年)
萌芽的共同研究 太陽系⾒聞録の作成と発信―太陽系の起源と進化の統合的理解に向けて―
複合科学研究科
極域科学専攻 ⼭⼝ 亮 H29(1カ年)  
萌芽的共同研究 ⽣物界を超えた遺伝⼦発現調節因⼦trans-kingdominterfering RNAの探索
⽣命科学研究科
基礎⽣物学専攻 新美 輝幸 H29(1カ年)
萌芽的共同研究 抗体の糖鎖修飾をモデルとした糖転移酵素の細胞内局在の探査
物理科学研究科
機能分⼦科学専攻 加藤 晃⼀ H29(1カ年)
萌芽的共同研究 アゲハチョウの眼外紫外光受容タンパク質と⽣殖⾏動との連関
物理科学研究
構造分⼦科学専攻 塚本 寿夫 H29(1カ年)
萌芽的共同研究 ⽣物の紫外線の利⽤と蛍光の⽣物学的意味を理解する〜光情報解析と⽣物学解析の融合〜
先導科学研究科 
⽣命共⽣体進化学専攻 寺井 洋平 H29(1カ年)
センター⻑裁量⽀援研究 天変地異と⼈間社会の変遷：⾔葉の在り⽅と世界の在り⽅
複合科学研究科
極域科学専攻 ⽚岡 ⿓峰 H29(1カ年)
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ߚޕ(G[POCP ࡞࡯ࡊⓍಽ໧㗴ࠍࡌࡦ࠴ࡑ࡯ࠢߣߒߡޔ୚  ୚  ୚♖ᐲṶ▚ߢ  
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࡟࡯࡚ࠪࡦࠃࠅᩰᲑߦ㜞ㅦߢ޽ࠆޕ
⚛☸ሶ‛ℂቇߩ㜞ᰴ⵬ᱜߢᔅⷐߥ⸘▚ߪⓍಽߦᏫ⌕ߔࠆޕߘߩ㓙ߩਗ೉ൻߩߚ߼ߩࠕ࡞
ࠧ࡝࠭ࡓߪᲧセ⊛◲නߢ޽ࠆޕࠊࠇࠊࠇ߇ᔅⷐߣߔࠆⓍಽ⸘▚ߢߪᄙ୚㐳⸘▚߇޽ࠇ߫ޔ
ᢙ୯⊛ߦ᳞߼ࠄࠇࠆߣ⠨߃ࠄࠇࠆޕ⸘▚ེߩታⵝ਄ߦ㑐ߒߡߪޔᄙ୚㐳⸘▚ߦߥࠇ߫ߥࠆ
߶ߤޔṶ▚ེߩㇱಽߩᲧ₸߇ᄢ߈ߊߥࠅޔࡔࡕ࡝ㇱಽߪ⋧ኻ⊛ߦዋߥߊߡࠃ޿ߩߢޔࠃࠅ
Ṷ▚ེߦ㈩ಽߔࠆߎߣ߇ߢ߈ࠆޕᄙ୚㐳Ṷ▚ߩᢙ୯Ⓧಽߦ․ൻߒߚ (2)# ߢߩ⹏ଔߢ޽ࠆ߇ޔ
໡↪ߩ᳢↪ߩ %27 ࠍ૶߁ࠃࠅޔᢙ  ୚߆ࠄ  ୚એ਄ޔ⸘▚ࠍടㅦߢ߈ࠆߎߣࠍታ⸽ߒߚޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
(1) H. Daisaka, N. Nakasato, J. Makino, F. Yuasa, T. Ishikawa,” GRAPE-MP: An SIMD
Accelerator Board for Multi-precision Arithmetic”, Procedia Computer Science, Volume
4,2011,Pages 878-887.
(2)⍹Ꮉᱜ,ḡᵻንਭሶ,ựญାⴕ, “ࡈࠔࠗࡦࡑࡦ࡮࡞࡯ࡊⓍಽߩᄙ୚㐳♖ᐲ⸘▚ߣߘߩ㜞ㅦ
ൻ”, ╙ 67࿁ᣣᧄ‛ℂቇળᐕળ
公募（2）　素粒子物理学における高精度演算専用システムの開発研究
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
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ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ☾ ᬡ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ࡇࡢ◊✲ࡢ➨୍ࡢ┠ⓗࡣࠊ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮࡟ࡼࡿᇶ♏≀⌮Ꮫࡢྍ⬟ᛶࢆ᥈ࡾࠊ⣲⢏Ꮚ࠿ࡽ
࣮ࣞࢨ࣮ࠊຍ㏿ჾ≀⌮࡞࡝ከࡃࡢቃ⏺࡟ࡲࡓࡀࡿቃ⏺㡿ᇦࡢᏛၥ㡿ᇦࢆᵓ⠏ࡍࡿࡇ࡜࡛࠶
ࡿࠋᖹᡂ  ᖺᗘࡣࠊࡇࡢ┠ⓗࡢࡓࡵ࡟㧗ᙉᗘሙ࡟㛵ࡍࡿᅜෆึࡢᏛ㝿ⓗ࡞ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࢘
࣒ࢆ㛤ദࡋࡓࠋࡲࡓࡑࢀ࡟㛵㐃ࡋ࡚ࠊ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮࡟ࡼࡿ࣮࢘ࣥࣝຠᯝࡢ᳨ドྍ⬟ᛶࠊ
㔜࢖࢜ࣥ⾪✺ࡸ࣐ࢢࢿࢱ࣮㸦ᙉ☢ሙࢆࡶࡘᫍ㸧࡟࠾ࡅࡿ㧗ᙉᗘ☢ሙࡢຠᯝࠊ࡞࡝ࡢ◊✲ࡀ
㐍ࢇࡔࠋࡉࡽ࡟㧗ᙉᗘሙ࡟㛵㐃ࡍࡿ஧ࡘࡢᐇ㦂ィ⏬ࡀᥦ᱌ࡉࢀࡓࠋ
ࡲࡓ఍㆟࡛ヰ㢟࡜࡞ࡗࡓ┿✵ᔂቯࡢ㞷ᔂ⌧㇟࡟㛵ࡋ࡚ࡶࠊㅮ₇⪅ࡸ௚ࡢཧຍ⪅࡜ࡢ㆟ㄽࢆ
✚ࡳ㔜ࡡࡿࡇ࡜࡛ࠊ኱ᖜ࡟⌮ゎࡀ㐍ࢇࡔࠋ
ࡇࡢ◊✲ࡢ➨஧ࡢ┠ⓗ࡛࠶ࡿ࣍ࣛ࢖ࢬࣥ㸦ᆅᖹ㠃㸧ࡢ࠶ࡿ┿✵ࡢ≀⌮࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊຍ㏿㐠
ືࡍࡿࣜࣥࢻ࣮ࣛᆅᖹ㠃ࠊࣈࣛࢵࢡ࣮࣍ࣝࡢᆅᖹ㠃ࠊຍ㏿⭾ᙇࡍࡿᏱᐂࡢᆅᖹ㠃ࡑࢀࡒࢀ
࡟㛵ࡋ࡚ࠊ⌮ㄽ◊✲ࡀ኱ᖜ࡟㐍ࢇࡔࠋࡑࡢヲ⣽ࡣ௨ୗ࡟グ㏙ࡍࡿࠋ
඲యⓗ࡟ࡳ࡚ࠊᙜึࡢணᐃࢆୖᅇࡿᡂᯝࡀᚓࡽࢀࡘࡘ࠶ࡾࠊ◊✲ࡣ㡰ㄪ࡟㐍ᒎࡋ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
࣭㧗ᙉᗘሙࡢ≀⌮࡟㛵ࡍࡿᅜෆึࡢᏛ㝿ⓗ࡞ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㛤ദ㸸 ࡇࢀࡲ࡛ࠊಶู࡟
㢮ఝࡢࢸ࣮࣐ࡀྲྀࡾୖࡆࡽࢀࡓࡇ࡜ࡣ࠶ࡗࡓࡀࠊ௒ᅇࡢࡼ࠺࡟␗࡞ࡿศ㔝ࡢ◊✲⪅ࡀୡ⏺࠿
ࡽ㞟ࡲࡾࠊ㧗ᙉᗘሙࡢ≀⌮ࡀ㆟ㄽࡉࢀࡓࡢࡣᅜෆึ࡛࠶ࡿࠋ≉࡟┿✵ᔂቯࡀ⮫⏺㟁ሙࡼࡾᩘ
᱆ᑠࡉ࡞ሙ࡛㞷ᔂⓗ࡟Ⓨ⏕ࡍࡿྍ⬟ᛶࡣࠊ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮࡛ࡢ᳨ドࡶぢᤣ࠼࡚┒ࢇ࡟㆟ㄽࡉ
ࢀࠊᙜ◊✲ࡢ࣓ࣥࣂ࣮ࢆྵࡵ⫈⾗࡟኱ࡁ࡞่⃭ࢆ୚࠼ࡓࠋ
࣭ࡇࡇ࡛ࡢ㆟ㄽࢆࡶ࡜࡟஧ࡘࡢᐇ㦂ィ⏬ࡀᥦ᱌ࡉࢀࡓࠋ୍ࡘࡣࠊ.(.㸦⏣ෆࠊ⸨஭࡞࡝㸧࡛
ࡢ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮࡜㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮㟁Ꮚ⾪✺࡟ࡼࡿ㠀⥺ᙧ㔞Ꮚ㟁☢ຊᏛࡢ◊✲ࠊࡶ࠺୍ࡘࡀᗈ
ᓥ኱Ꮫ㸦㧗ᶫ㸧ࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮ሙ࡛ࡢ┿✵೫ᴟࡢ⢭ᐦ ᐃ࡛࠶ࡿࠋᏛ⼥ྜ◊✲
࡟ࡼࡿ࣓ࣥࣂ࣮ࡢ◊✲஺ὶࡣࠊࡇࢀࡽᐇ㦂ᥦ᱌࡟㔜せ࡞ᙺ๭ࢆᯝࡓࡋࡓࠋ
࣭⌮ㄽ㠃࡛ࡣḟࡢࡼ࠺࡞◊✲ᡂᯝࢆᚓࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ
㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ࣮࡟ࡼࡿ࣮࢘ࣥࣝຠᯝࡢ᳨ドྍ⬟ᛶࡢ◊✲☾ࠊᙇࠊᒣᮏ
☾ࡣ⥲◊኱⏕ࡢᙇࠊᒣᮏ࡜ࠊ㧗ᙉᗘሙ࡛ຍ㏿㐠ືࡍࡿⲴ㟁⢏Ꮚࡢ࣮࢘ࣥࣝ㍽ᑕࢆゎᯒࡋ
ࡓࠋࡇࡢ◊✲࡛ࡣࠊࡇࢀࡲ࡛࠶ࡲࡾ⣔⤫ⓗ࡟ゎᯒࡉࢀ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓⲴ㟁⢏Ꮚࡢࢫࢺ࢝ࢫ
ࢸ࢕ࢵࢡ࡞㐠ື᪉⛬ᘧࢆㄪ࡭࠶ࡆࠊࡑࡇ࠿ࡽ࡛ࡿ㔞Ꮚⓗ࡞㍽ᑕࡢィ⟬࡜ࠊࡑࡢ㍽ᑕ࡜┿
✵ᦂࡽࡂ࡜ࡢ㔞Ꮚᖸ΅ࡢィ⟬ࡀ⾜ࢃࢀࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ୧⪅ࡢ㛫࡟㒊ศⓗ࡞┦ẅࡣ࠶ࡿࡶ
ࡢࡢࠊྂ඾ⓗ࡞㍽ᑕ௨እࡢ㔞Ꮚຠᯝࡀṧࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡇࢀࡣᑗ᮶ࡢ㧗ᙉᗘ࣮ࣞࢨ
公募（3）　高強度場の物理と真空の多様性
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࣍ࣛ࢖ࢬࣥࡢ≀⌮ ࡑࡢ㸯
☾ࡣ⥲◊኱⏕ࡢᙇࠊᒸ⃝࡜ࠊᆅᖹ㠃㸦࣍ࣛ࢖ࢬࣥ㸧ࡢ࠶ࡿ᫬✵࡛ࡢሙࡢ㔞Ꮚㄽ࡟㠀ᖹ⾮
⇕⤫ィຊᏛࡢᡭἲࢆᑟධࡋࠊࣈࣛࢵࢡ࣮࣍ࣝᆅᖹ㠃ࡢᦂࡽࡂࡢᐃ⌮ࢆᑟฟࡋࠊ ᮏࡢᏛ
⾡ㄽᩥ࡟ࡲ࡜ࡵୖࡆࡓࠋࡇࡢ◊✲㸦≉࡟  ᮏ┠ࡢ◊✲㸧࡛ࡣࠊࣈࣛࢵࢡ࣮࣍ࣝ᫬✵࡛ࡢ
ࢫ࣮࢝ࣛሙࢆ⪃࠼ࠊࡑࡢሙࡀ‶ࡓࡍࢫࢺ࢝ࢫࢸ࢕ࢵࢡ᪉⛬ᘧࢆᑟฟࡋࡓࠋࡇࡢᑟฟࡢࡓ
ࡵ࡟ࡣࠊ࣍ࣛ࢖ࢬࣥࡢࡈࡃഹ࠿እഃ࡟࠶ࡿࢫࢺࣞࢵࢳࢺ࣍ࣛ࢖ࢬࣥࢆ⪃࠼ࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ
࡛࠶ࡾࠊ࣍ࣛ࢖ࢬࣥ࡜ࢫࢺࣞࢵࢳࢺ࣍ࣛ࢖ࢬࣥࡢ㛫ࡢ⮬⏤ᗘࡀࠊ⎔ቃኚᩘ࡜ࡋ࡚స⏝ࡍ
ࡿࡇ࡜࡛ࠊ᭷ຠⓗ࡞ࢫ࣮࢝ࣛሙࡢ᪉⛬ᘧ࡟ᦶ᧿࡜ࣀ࢖ࢬࡢ⌧ࢀࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡉࡽ
࡟ࡑࡢ᪉⛬ᘧ࡟ࠊ㠀ᖹ⾮⤫ィຊᏛ࡛㛤Ⓨࡉࢀࡓᡭἲ࡛࠶ࡿࠕᦂࡽࡂࡢᐃ⌮ࠖࢆ㐺⏝ࡍࡿ
࡜ࠊ୍⯡໬ࡉࢀࡓࣈࣛࢵࢡ࣮࣍ࣝ➨஧ἲ๎ࡀᑟฟ࡛ࡁࡿࡇ࡜ࡶᑟࡃࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ
㸦㸧࣍ࣛ࢖ࢬࣥࡢ≀⌮ ࡑࡢ㸰
໭⃝ࡣ⥲◊኱⏕ࡢ໭ᮏ࡜ࠊຍ㏿⭾ᙇࡍࡿᏱᐂࡢᆅᖹ㠃࡟㉳ᅉࡍࡿሙࡢ㔞Ꮚㄽࡢ㉥እⓎ
ᩓࢆゎᯒࡋࡓࠋຍ㏿⭾ᙇࡍࡿᏱᐂ࡟ࡣࠊ᫬㛫࡜࡜ࡶ࡟⭾ᙇࡍࡿᆅᖹ㠃ࡀᏑᅾࡍࡿࠋࡑ
ࡢ⤖ᯝࠊࡇࡢࡼ࠺࡞᫬✵࡛ሙࡢ㔞Ꮚㄽࡢ┿✵≧ែࢆᵓᡂࡍࡿ࡜ࠊሙࡢ⮬⏤ᗘࡀ᫬㛫࡜
࡜ࡶ࡟ኚ໬ࡍࡿࡇ࡜࡟࡞ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺࡞㉥እⓎᩓࡢຠᯝࢆࠊ㠀ᖹ⾮⤫ィຊᏛࡢᡭἲ࡛
࠶ࡿ 6FKZLQJHU .HOGLVK IRUPDOLVP ࢆ౑࠺ࡇ࡜࡛ィ⟬ࡋࠊᏱᐂ㡯ࡀ᫬㛫ኚ໬ࡍࡿྍ⬟
ᛶࢆ◊✲ࡋࡓࠋࡲࡓࠊ㉥እⓎᩓࡀ㢧ⴭ࡟⾲ࢀࡿ౛࡜ࡋ࡚ࠊຍ㏿⭾ᙇࡍࡿ᫬✵࡟࠾ࡅࡿ
㠀⥺ᙧࢩࢢ࣐ᶍᆺࢆ⪃ᐹࡋࡓࠋࡇࢀࡽࢆ㸰ᮏࡢᏛ⾡ㄽᩥ࡟ࡲ࡜ࡵࡓࠋ
㧗ᙉᗘሙ࡜㔜࢖࢜ࣥ⾪✺ࡢ≀⌮
ᯈ಴ࡣி㒔኱Ꮫࡢ᪥㧗Ặࠊ࢔ࣜࢰࢼ኱ࡢ .LULOO 7XFKLQ Ặࡽ࡜ࠊ㔜࢖࢜ࣥ⾪✺࡛ฟ⌧ࡍ
ࡿᙉ☢ሙ࡟㉳ᅉࡍࡿࣞࣉࢺࣥᑐ⏕ᡂࡢ᩿㠃✚ࢆホ౯ࡋࡓࠋ㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮㔜࢖࢜ࣥ⾪✺࡛
ࡣࠊ㟁ⲴࢆࡶࡗࡓཎᏊ᰾ࡀ㧗㏿࡛⾪✺ࡍࡿࡓࡵ࡟ࠊ⮫⏺☢ሙࢆࡣࡿ࠿࡟㉸࠼ࡿᙉຊ࡞☢
ሙࡀฟ⌧ࡍࡿࠋࡑࡢ☢ሙ୰࡟࠾࠿ࢀࡓࢡ࢛࣮ࢡࡣࢩࣥࢡࣟࢺࣟࣥᨺᑕࢆࡍࡿࡀࠊᙉ☢ሙ
୰࡛ࡣᨺฟࡉࢀࡓගᏊࡀࡉࡽ࡟ࣞࣉࢺࣥᑐ࡟ᔂቯࡍࡿ஦ࡀྍ⬟࡛࠶ࡾࠊࡑࡢ᩿㠃✚ࢆホ
౯ࡋࡓࠋࡇࡢෆᐜࡣ ᭶ࡢ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍࡟࠾࠸࡚ᯈ಴࡟ࡼࡗ࡚ሗ࿌ࡉࢀࡿࠋࡉࡽ࡟ᯈ಴
ࡣࠊ.(. ࡢ᭹㒊Ặ࡜ࠊᙉ☢ሙࡀᘬࡁ㉳ࡇࡍගࡢᒅᢡ⋡ࡢኚ໬ࢆ㔜࢖࢜ࣥ⾪✺࡛ほ ࡍࡿ
ྍ⬟ᛶࢆ㆟ㄽࡋࡓࠋࢡ࢛࣮ࢡ࣭ࢢ࣮ࣝ࢜ࣥࣉࣛࢬ࣐࠿ࡽᨺᑕࡉࢀࡿከᩘࡢගᏊࡢ࠺ࡕࡢ
 ࡘࡢගᏊࡢ┦㛵ࢆぢࡿࡇ࡜࡛ࠊࢡ࢛࣮ࢡ࣭ࢢ࣮ࣝ࢜ࣥࣉࣛࢬ࣐ࡢ኱ࡁࡉࢆホ౯ࡍࡿ᪉
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公募（4）　ビッグバン以前の宇宙を探る科学衛星に向けた小型地上観測実験
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E NCMG ╙࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓޔᭂ࿾⎇
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ޔᐕ᦬
࡮6CPCDG ; 7EJKFC / 1UQPQ 6 ;COCOWTQ / CPF -WFQJ 5 &KXGTUKV[ QH #PVCTEVKE
NCMGU HTQO VJG RGTURGEVKXG QH PWVTKGPVU KP ICR YCVGT QH NCMG UGFKOGPVU CPF NCM
G YCVGT ╙࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓޔᭂ࿾⎇
┙Ꮉޔᐕ᦬

㧞 ධᭂḓᴧߩ⮺㘃⟲㓸↢⢒ⅣႺߢߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈ⸃ᨆ⚿ᨐࠍขࠅ߹ߣ߼ࠆߣߣ߽
ߦޔධᭂḓᴧߢߩ⟲㓸᭴ㅧ᭴▽ߦ㑐ߔࠆశⅣႺ㧔౉኿శࠬࡍࠢ࠻࡞㧕߳ߩ⟲㓸ᔕ╵ࡕ࠺
࡞ࠍ᭴▽ߒߚޕ⟲㓸᭴ㅧߩᄙ᭽ൻߦኻߒߡޔ᷹ⷰ߆ࠄᓧߚታᘒߣℂ⺰ࡕ࠺࡞ߢߩᔕ╵ᕈ
ࠍᬌ⸛ߒޔᣣᧄ↢ᘒቇળߦ߅޿ߡᒰ⎇ⓥࠣ࡞࡯ࡊਥ௅ߩડ↹㓸ળߩ႐ߢ⚫੺ߒߚޕ
Ꮏ⮮ ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ࡮᳓㊁ᤩሶ࡮ศጊᶈᐔ࡮૒ޘᧁ㗼ޔ6
ડ↹㓸ળ㧕⮺㘃ߩ⟲㓸᭴
ㅧߣㅴൻേᘒℂ⺰ߣታ⸽ߘߩ㧞ޔ╙࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળޔ㦖⼱ᄢ
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࡮ศጊᶈᐔޔ᳓࿤↢ᘒ♽ߩ㋦⋥᭴ㅧ㧦᷹ⷰޔታ㛎ޔℂ⺰⎇ⓥ଀
࡮Ꮏ⮮ ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶޔධᭂḓᴧߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈߣ⮺㘃⟲㓸ߩశๆ෼․ᕈ
࡮૒ޘᧁ㗼ޔධᭂ᷆᳓ḓߩḓᐩ⮺㘃⟲㓸ߦ߅ߌࠆశㆡᔕߣߘߩ㋦⋥ಽᏓᒻᚑߩᢙℂࡕ࠺
࡞㧝
࡮᳓㊁ᤩሶޔධᭂ᷆᳓ḓߩḓᐩ⮺㘃⟲㓸ߦ߅ߌࠆశㆡᔕߣߘߩ㋦⋥ಽᏓᒻᚑߩᢙℂࡕ࠺
࡞
ࠦࡔࡦ࠹࡯࠲࡯㧦↰ㆻఝ⾆ሶ࡮ጊ㆏⋥ੱ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
Tanabe Y. and Kudoh S. (2012) Possible ecological implication of floating microbial
assemblages lifted from the lakebed on an Antarctic lake. Polar Biology 27:359-367.
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ධᭂḓᴧ↢ᘒ♽ߦ߅ߌࠆశวᚑ↢‛㓸ว૕ߩᒻᘒ࡮᭴ㅧ߅ࠃ
߮ᯏ⢻ߩᄙ᭽ᕈ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౒ห⎇ⓥᡰេ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ Ꮏ⮮ ᩕ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ᧄ⎇ⓥߩᦨ⚳ᐕᐲߦᒰߚࠆ 24ᐕᐲߪޔධᭂߢߩࡈࠖ࡯࡞࠼ࡢ࡯߽ࠢ⛮⛯ታᣉߒߥ߇ࠄޔ
(1)ⶄᢙߩධᭂḓᴧߩశⅣႺߦ㑐ߔࠆ᷹ⷰ࠺࡯࠲ࠍ೑↪ߒޔశⅣႺߩᄙ᭽ᕈߩታᘒߣⷐ࿃ߩ
ಽᨆࠍㅴ߼ޔߘߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈߣశวᚑ↢‛⟲㓸ߩశๆ෼․ᕈߣߩ㑐ଥߩ⸃ᨆࠍㅴዷߐ
ߖࠆߎߣޔ(2)శๆ෼․ᕈࠍ᳿ቯߔࠆశวᚑ↢‛⟲㓸ߩ⦡⚛ߦ㑐ߒޔ↢ℂ↢ᘒቇ⊛஥㕙ߣᦨ
ㆡൻℂ⺰⊛஥㕙߆ࠄ⋧੕ߦᬌ⸛ߒߚశวᚑᔕ╵ࡕ࠺࡞ࠍቢᚑߐߖޔ(3)ታ㓙ߦධᭂḓᴧ߆ࠄ
ᓧߚ࠺࡯࠲߅ࠃ߮⹜ᢱߣߩᲧセࠍㅢߓߡ↢‛⟲㓸ߩᄙ᭽ൻߩታᘒߦㄼࠆߎߣࠍ⋡ᮡߣߒߡޔ
(4)ߎࠇࠄߩ⎇ⓥᚑᨐࠍ࿖ౝᄖߩቇળߢᐢߊ౏㐿ߔࠆߎߣࠍ⋡ᜰߒᵴേߒߚޕ߹ߚޔೋᐕᐲ
߆ࠄߩ⎇ⓥᚑᨐࠍ౏㐿ߔߴߊޔࡎ࡯ࡓࡍ࡯ࠫ૞ᚑߦขࠅ⚵ߺޔㄭᣣਛߦ౏㐿ߢ߈ࠆ⁁ᴫࠍ
ᢛ߃ࠆߎߣ߇ߢ߈ߚޕ 
 ධᭂߢߩࡈࠖ࡯࡞࠼ࡢ࡯ࠢߢណ㓸ߒߚ⹜ᢱߪޔశวᚑ↢‛㓸ว૕ߩᤨ㑆ᄌൻ஥㕙߆ࠄ⟲
㓸ߩᄙ᭽ൻ߿࠾࠶࠴ಽൻߦ㑐ߔࠆታᘒ⸃ᨆࠍㅴ߼ࠆߴߊޔ᡼኿ᕈห૏૕㧔ᐕઍ᷹ቯ㧕࡮቟ቯ
ห૏૕ಽᨆࠍᄖᵈߒߡㅴ߼ࠆߎߣ߇ߢߚޕᧄ⎇ⓥߪ 24ᐕᐲߢ⚳ੌߔࠆߩߢߪ޽ࠆߌࠇߤޔ
੹ᓟޔߎࠇࠄ⚿ᨐࠍ߽〯߹߃ߚ⟲㓸ᔕ╵ߩታᘒߣߘߩℂ⺰⊛⺑᣿ࠍߐࠄߦᷓൻߐߖޔ↢‛
ߩⅣႺᔕ╵ߩᦨㆡൻ߿ㅴൻߩ⺑᣿ࠍㅊ᳞ߒޔ࿖㓙⹹ߥߤߢ⺰ᢥႎ๔ߒߡ޿ߊ੍ቯߢ޽ࠆޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 ਄⸥(1)~(4)ߩ⋡ᮡߦ㑐ߒߡޔࡈࠖ࡯࡞࠼ࡢ࡯ࠢ࡮ታ㛎࡮ℂ⺰ߩ 3ߟߩ஥㕙߆ࠄޔධᭂḓ
ᴧߩశวᚑ↢‛㓸ว૕ߦ⷗ࠄࠇࠆ⟲㓸᭴ㅧߣߘߩᄙ᭽ᕈ߇ޔḓᴧ߇߽ߟ㐽㎮⁛┙⊛↢ᘒ♽
ߦ⿠࿃ߔࠆ↢ᕷⅣႺߩᄙ᭽ߐ߳ߩᦨㆡൻᔕ╵߿᭴ㅧ᭴▽ߦࠃࠆ⟲㓸ౝߢߩ࠾࠶࠴ಽൻߣⅣ
Ⴚᒻᚑ૞↪ߢ⺑᣿ߢ߈ࠆน⢻ᕈࠍ⷗಴ߔߎߣ߇ߢ߈ߚޕߎࠇࠄߦ㑐ߒߡߪએਅߦ೉᜼ߒߚ
࿖ౝ࡮࿖㓙ቇળߢ⊒⴫ߒߚޕ߹ߚޔ╙ 3࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓߢߪᭂၞ↢‛࠮࠶࡚ࠪࡦ
ౝߢ᜗ᓙ⻠Ṷࠍⴕߞߚ߶߆ޔ╙ 60࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળߦ߅޿ߡߪᧄ⎇ⓥ࠹࡯ࡑߩࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ
ࠍ㐿௅ߒߚޕ⎇ⓥᚑᨐ౏㐿ߣߒߡWEBࠨࠗ࠻ߩ૞ᚑࠍⴕߞߚޕ 
 
A) ASLO(The Association for the Sciences of Limnology and Oceanography) Aquatic 
Science Meeting 2012 (at Lake Biwa), July 2012. 
1)Kudoh S. and Tanabe Y. Variability of optical properties of waters and spectral 
bsorption pattern of phytobenthos communities in Antarctic lakes. 
2)Tanabe Y., Hori M., Yamanuro M. and Kudoh S. Nutrients and Hydrogen sulfide 
distribution in Antarctic Sediments. 
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3)Hori M., Tanabe Y., Kudoh S. and Yamamuro M. Nutrient flow in Antarctic lakes 
estimated by means of sediment analysis. 
4)Mizuno A.N. and Sasaki A. Mathematical model for color pattern and community 
structure of mat-forming phytobentic in shallow Antarctic lakes. 
5)Yoshiyama K. A model of algal mat formation as a moving boundary problem. 
6)Sasaki A. and Mizuno A. Light absorption spectra for protection and 
photosynthesis in layered community. 
B) ᣣᧄ㒽᳓ቇળ╙ 77࿁ᄢળ(ฬฎደ)ޔ2012ᐕ 9᦬ 
7)Ꮏ⮮ ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ. ධᭂḓᴧߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈޔߘߩⷐ࿃ޔ↢‛ᔕ╵㧔ࡐࠬ࠲
࡯࠮࠶࡚ࠪࡦ㧕. 
8)↰ㆻఝ⾆ሶ࡮ၳ ⺈࡮ౝ↰㓷Ꮖ࡮ᄢ࿦੨ม࡮ጊቶ⌀Ẵ࡮Ꮏ⮮ ᩕ. ධᭂḓᴧ↢ᘒ♽
ࠍᡰ߃ࠆḓᐩߩᩕ㙃Ⴎ㧔ࡐࠬ࠲࡯࠮࠶࡚ࠪࡦ㧕. 
C) Polar Ecology Conference (࠴ࠚࠦ౒๺࿖)ޔ2012ᐕ 9᦬
9)Kudoh S. and Tanabe Y. Massive, simultaneous floatation of phytobenthic 
microbial assemblages under the lower ice surface of a frozen Antarctic lake. 
10) Tanabe Y, Hori M, Uchida M, Osono T, Yamamuro M, Kudoh .S Nutrients in 
sediments as driving force behind Antarctic lake ecosystems 
 
D) ╙ 3࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ㧔᧲੩ޔᭂ࿾⎇㧕ޔ2012ᐕ 11᦬ 
11)Kudoh S. Polar terrestrial ecosystem – Diversity and biological response – An 
introduction (Opening address). 
12)Tanabe Y. Hori M. Uchida M. Osono T. Yamamuro M and Kudoh S. Nutrients in 
sediments as driving force behind Antarctic lake ecosystems.(᜗ᓙ⻠Ṷ) 
13)Mizuno A. and Sasaki A. Mathematical model for color pattern and community 
structure of mat-forming phytobenthos in shallow Antarctic lakes.(᜗ᓙ⻠Ṷ) 
14)Kudoh S. and Tanabe Y. Massive, simultaneous floatation of phytobenthic 
microbial assemblages under the lower ice surface of a frozen Antarctic lake. 
(Poster) 
15)Hori M. Tanabe Y. Kudoh S. and Yamamuro M. Production and nutrient cycling 
in Antarctic lakes deciphered from stable isotope measurements. (Poster) 
E) ╙60࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળ㧔㕒ጟ㧕ޔ2013ᐕ3᦬ 
ࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ㧔S13㧕ዊቝቮߣߒߡߩධᭂḓᴧ↢ᘒ♽㧦ᭂ㒢ⅣႺ߆ࠄߟߥߍࠆ⃻⽎ߣℂ⺰ 
16)↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂḓᴧࠍࡕ࠺࡞ߣߒߚ⃻⽎࡮ℂ⺰࡮ታ⸽ߩ⛔วࠍ⋡ᜰߒߡ 
17)Ꮏ⮮ ᩕ ධᭂḓᴧߣ޿߁ࡈࠖ࡯࡞࠼~᳓ਛߩశⅣႺߣḓᐩᬀ‛⟲㓸ߩశๆ෼․ᕈ
~ 
18)૒ޘᧁ 㗼 శ⾗ḮࠍᎼࠆ┹੎ߣᬀ‛⟲㓸ߩࡆ࡞࠼ࠕ࠶ࡊ㧦ධᭂḓᐩ⮺㘃ࡑ࠶࠻᭴
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ㅧߣశๆ෼࡮㒐ᓮࠬࡍࠢ࠻࡞ߩㅴൻ 
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22)↰ㆻఝ⾆ሶ ቶౝታ㛎߆ࠄ⺒ߺ⸃ߊධᭂḓᐩ⮺㘃ߩశวᚑߣ⦡⚛วᚑ⺃ዉߩశᵄ㐳
ଐሽᕈ 
F) ߘߩઁ 
⎇ⓥᚑᨐߩWEBࠨࠗ࠻ 
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٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
H22ᐕᐲ⊒⴫⺰ᢥ(ቇળႎ๔) 
1)↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂߩḓᴧ↢ᘒ♽ ~శᄌേߦኻߔࠆᬀ‛ࡊ࡜ࡦࠢ࠻ࡦߣḓᐩ⮺㘃⟲
㓸ߩᔕ╵~ޔ╙ 20࿁ᣣᧄᢙℂ↢‛ቇળᄢળ(ർᄢ)ޔ2010ᐕ 9᦬ 
2)↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂḓᴧ↢ᘒ♽ߦ߅ߌࠆశวᚑ↢‛㓸ว૕ߩᒻᘒ࡮᭴ㅧ෸߮ᯏ⢻ߩᄙ᭽
ᕈޔ╙ 85࿁ᣣᧄ㒽᳓ቇળᄢળ(ᒄ೨)ޔ2010ᐕ 9᦬ 
3)↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂߩḓᐩ⮺㘃⟲㓸ߦ߅ߌࠆ㋦⋥ಽᏓ᭴ㅧޔ╙ 58࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ
(ᧅᏻ)ޔ2011ᐕ 3᦬ 
4)᳓㊁ᤩሶ࡮૒ޘᧁ㗼 ධᭂߩḓᐩ⮺㘃ࡑ࠶࠻ߦ߅ߌࠆ㋦⋥ಽᏓࡄ࠲࡯ࡦࡕ࠺࡞ޔ╙
58࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ(ᧅᏻ)ޔ2011ᐕ 3᦬ 
 
H23ᐕᐲ⊒⴫⺰ᢥ(ቇળႎ๔) 
1)Ꮏ⮮ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂ⿧౻ਛ(2010ᐕ)ߦ಴ળߞߚධᭂḓᴧߩߜࠂߞߣ㕙⊕޿⃻
⽎ޔ╙ 86࿁ᣣᧄ㒽᳓ቇળᄢળ(ፉᩮ)ޔ2011ᐕ 9᦬ 
2)↰ㆻఝ⾆ሶ࡮ౝ↰㓷Ꮖ࡮ᄢ࿦੨ม࡮ጊቶ⌀Ẵ࡮Ꮏ⮮ᩕޔḓᴧ㑆㓗᳓ߣḓ᳓ߩᩕ㙃Ⴎ߆
ࠄߺߚධᭂḓᴧߩᄙ᭽ᕈޔ╙ 86࿁ᣣᧄ㒽᳓ቇળᄢળ(ፉᩮ)ޔ2011ᐕ 9᦬ 
3)Kudoh S. and Tanabe Y. Internal waves observed under an ice-covered Antarctic 
lake.╙ 2࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ(ᭂ࿾⎇)ޔ2011ᐕ 11᦬ 
4)Tanabe Y. Uchida M. Osono T. Yamamuro M. and Kudoh S. Diversity of Antarctic 
lakes from the perspective of nutrients in gap water of lake sediments and lake 
water.╙ 2࿁ᭂၞ⑼ቇࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ(ᭂ࿾⎇)ޔ2011ᐕ 11᦬ 
5)Ꮏ⮮ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ࡮᳓㊁ᤩሶ࡮ศጊᶈᐔ࡮૒ޘᧁ㗼ޔT11(ડ↹㓸ળ)⮺㘃ߩ⟲㓸᭴
ㅧߣㅴൻേᘒ-ℂ⺰ߣታ⸽ߘߩ 2-ޔ╙ 59࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ(ᄢᵤ)ޔ2012ᐕ 3᦬ 
6)ศጊᶈᐔ ᳓࿤↢ᘒ♽ߩ㋦⋥᭴ㅧ㧦᷹ⷰޔታ㛎ޔℂ⺰⎇ⓥ଀ޔ╙ 59࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળ
ᄢળ(ᄢᵤ)ޔ2012ᐕ 3᦬ 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
7)Ꮏ⮮ᩕ࡮↰ㆻఝ⾆ሶ ධᭂḓᴧߩశⅣႺߩᄙ᭽ᕈߣ⮺㘃⟲㓸ߩశๆ෼․ᕈޔ╙ 59࿁
ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ(ᄢᵤ)ޔ2012ᐕ 3᦬ 
8)૒ޘᧁ㗼 ධᭂ᷆᳓ḓߩḓᐩ⮺㘃⟲㓸ߦ߅ߌࠆశㆡᔕߣߘߩ㋦⋥ಽᏓᒻᚑߩᢙℂࡕ
࠺࡞㧝ޔ╙ 59࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ(ᄢᵤ)ޔ2012ᐕ 3᦬ 
9)᳓㊁ᤩሶ ධᭂ᷆᳓ḓߩḓᐩ⮺㘃⟲㓸ߦ߅ߌࠆశㆡᔕߣߘߩ㋦⋥ಽᏓᒻᚑߩᢙℂࡕ
࠺࡞㧞ޔ╙ 59࿁ᣣᧄ↢ᘒቇળᄢળ(ᄢᵤ)ޔ2012ᐕ 3᦬ 
H24ᐕᐲ⊒⴫⺰ᢥ(ቇળ╬ႎ๔)ߪ೨ߩ㗄⋡ߢ⸥ㅀߒߚޕ 
 
⎇ⓥᦼ㑆ߦ߅޿ߡ⃻࿷߹ߢߦឝタߐࠇߚේ⪺⺰ᢥ 
Tanabe Y. and Kudoh S. (2012) Possible ecological implications of floating microbial 
assemblages lifted from the lakebed on an Antarctic lake. Ecological Research 27: 
359-367. 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢞ࣥ㑇ఏᏊቑᖜࡢᶵᵓࡣࠊ㑇ఏᏊ㐍໬ࡢᶵᵓ㊊ࡾᚓࡿ࠿㸽
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᇼෆ ᔞ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
௒ᖺᗘࡣ௨ୗࡢ㸱ࡘࡢࢸ࣮࣐ࡢෆࠊ௨ୗࡢ㸰ࡘ࡟ࡘ࠸࡚ゎᯒࡋࡓࠋ㸦㸯㸧㓝ẕ࡛᫂ࡽ࠿࡟ࡉ
ࢀࡓ࢞ࣥ㑇ఏᏊࢱ࢖ࣉࡢቑᖜᶵᵓࡀࠊື≀⣽⬊࡛ࡶᡂ❧ࡍࡿ࠿㸽㸦㸰㸧ቑᖜᶵᵓࡢ୰ᚰ཯
ᛂ࡛࠶ࡿ Double Rolling Circle Replication (DRCR)࡟࠾࠸࡚⤌᥮࠼཯ᛂࡀ㢧ⴭ࡟άᛶ໬ࡉ
ࢀࡿࡀࠊࡑࢀࡣ DRCR࡟౫Ꮡࡍࡿ࠿㸽
㸦㸯㸧㓝ẕ࡛ࡣࠊFAIRᵓ㐀㸦ЍЋЍЋ㸧ࡀᏑᅾࡍࡿ࡜⮬↛᮲௳ୗ࡛ DRCRࢆㄏᑟࡋࠊ࢞
ࣥ㑇ఏᏊࢱ࢖ࣉࡢቑᖜࢆ㉳ࡇࡍࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋ࡚ࡁࡓࠋࡑࡇ࡛ࡇࡇ࡛ࡣື≀⣽⬊࡟࠾࠸
࡚ࡶྠᵝࡢࡇ࡜ࡀ㉳ࡇࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡿࡓࡵ࡟ືࠊ ≀⣽⬊ࡢᰁⰍయୖ࡟ FAIRᵓ㐀ࢆᵓ⠏ࡍ࡭ࡃࠊ
Cre-loxࡸN15ࣇ࢓࣮ࢪࡢࢤࣀ࣒⥺≧໬ࢩࢫࢸ࣒ࢆ฼⏝ࡋ࡚ࠊFAIRᵓ㐀ࢆᵓ⠏ࡍࡿࡇ࡜࡟
ᡂຌࡋࡓࠋ௒ᚋࠊࡇࡢື≀⣽⬊ࢆ⏝࠸࡚ࠊ㓝ẕ࡜ྠᵝࠊ⮬↛᮲௳ୗ࡛ DRCR࡟ࡼࡾ㑇ఏᏊ
ቑᖜࡀㄏᑟࡉࢀࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆㄪ࡭ࡓ࠸ࠋ
㸦㸰㸧DRCRࡣHyper-recombination࡞ࣉࣟࢭࢫ࠿㸽࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ⮬↛᮲௳ୗ࡛၏୍DRCR
ࢆ⾜࠺㓝ẕࡢ㸰࣑ࢡࣟࣥࣉࣛࢫ࣑ࢻࢆ⏝࠸࡚ㄪ࡭ࡓࠋDRCRࢆ⾜࠺ࣉࣛࢫ࣑ࢻࡣࠊ☜࠿࡟
㏫఩ࠊḞኻࠊಸ໬ࡢ⤌᥮཯ᛂࡀάᛶ໬ࡉࢀࡓࡀࠊṇᖖ࡞」〇ࡋ࠿ฟ᮶࡞࠸ DRCRḞᦆࣉࣛ
ࢫ࣑ࢻ࡛ࡣࠊࡑࢀࡽ඲࡚ࡢ⤌᥮཯ᛂࢆ᳨ฟฟ᮶࡞࠿ࡗࡓࠋࡘࡲࡾ┦ྠ⤌᥮࠼ࡢάᛶ໬ࡣ
DRCR࡟౫Ꮡࡍࡿࡇ࡜ࢆ⤖ㄽࡋࡓ㸦༳ๅ୰㸧ࠋࡲࡓࠊDRCRࡀ┦ྠ⤌᥮࠼ࢆάᛶ໬ࡍࡿࣔࢹ
ࣝࢆᥦ♧ࡋࡓࠋ௒ᚋࡇࡢࣔࢹࣝࡢṇྰࢆ᳨ドࡋࡓ࠸ࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
≉࡟ᙉㄪࡋࡓ࠸◊✲ᡂᯝࡣࠊ㸦㸰㸧ࡢ DRCRࡀ Hyper-rec࡞ࣉࣟࢭࢫ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡢⓎぢ࡛
࠶ࡿࠋࡇࢀࡲ࡛ࠊ」〇࡟ࡼࡗ࡚⤌᥮࠼ࡀάᛶ໬ࡍࡿ࡞࡝࡜ࡣࠊㄡࡶ᝿ീࡋᚓ࡞࠿ࡗࡓࠋ࡜
ࡇࢁࡀṇᖖ࡞」〇࡛ࡣ඲ࡃ⤌᥮࠼ࡣάᛶ໬ࡉࢀ࡞࠸ࡢ࡟ࠊDRCR࡛ࡣⴭࡋ࠸⤌᥮࠼ࡢάᛶ
໬ࡀ㉳ࡇࡗࡓࡢ࡛࠶ࡿࠋࡇࡢ⌧㇟ࡢ⏕⌮ⓗព࿡ࡣ࡞ࢇ࡛࠶ࢁ࠺࠿㸽ᡃࠎࡣ௨ୗࡢᵝ࡟⪃࠼
࡚࠸ࡿࠋື≀⣽⬊ࡢࢤࣀ࣒࡟ࡣࠊࢺࣛࣥࢫ࣏ࢰࣥᵝᅉᏊ㸦TE㸧ࡀࢤࣀ࣒ࡢ 1/4㹼1/3ࢆ༨ࡵ
࡚࠸ࡿࠋࡑࡢࡓࡵࠊDRCRࡀ㛤ጞࡉࢀࡿ࡜ࠊ࠶ࡽࡺࡿ⤌ࡳྜࢃࡏࡢ⤌᥮࠼ࡀ㉳ࡇࡾࠊࡑࡢ
⤖ᯝࠊࡑࡢ᫬ࡢ㑅ᢥ᮲௳ୗ࡟᭷฼࡞㑇ఏᏊࡀቑᖜࡉࢀࠊ୰ᛶᡈ࠸ࡣ᭷ᐖ࡞㑇ఏᏊࡸ㡿ᇦࡣ
㝖࠿ࢀࡿࡇ࡜ࡀண᝿ࡉࢀࡿࠋࡇࢀࡣࠊᚑ᮶ㅦ࡜ࡉࢀ࡚ࡁࡓື≀⣽⬊࡛ࡢ㑇ఏᏊቑᖜ᫬࡟࠾
ࡅࡿ⃭ࡋ࠸ࢤࣀ࣒෌⦅ࡢ⌧㇟ࢆ࠺ࡲࡃㄝ࡛᫂ࡁࡿࡇ࡜ࡀฟ᮶ࡿ࡜ඹ࡟ࠊ⣽⬊ෆ࡛㑇ఏᏊ㛫
ࡢ➇தࡀ㉳ࡇࡗ࡚࠸ࡿ࡜ࡶ⪃࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
(1) Okamoto, H., Watanabe, T., and Horiuchi, T. (2011) Double Rolling Circle Replication
(DRCR) is recombinogenic. Genes to Cells (in press).
(2) Watanabe, T., Tanabe, H., and Horiuchi, T. Gene amplification system based on
double rolling-circle replication undergoes oncogene-type amplification (submitted)
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᓥ⛣᳜ࢆࣔࢹࣝ⣔࡜ࡋࡓᶵᲔ̿໬Ꮫᛂ⟅⣽⬊Ṛࡢ࢖࣓࣮ࢪࣥ
ࢢࢧ࢖࢚ࣥࢫ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ọᒣ ᅧ᫛
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲ࡢ┠ⓗࡣࠊ⢾ᒀ⑓἞⒪ࡢ⮅ᓥ⛣᳜࡟࠾ࡅࡿ࢖ࣥࢩࣗࣜࣥ⣽⬊ࡢ⣽⬊Ṛ࡜⾑⟶ෆ
⏕య㜵ᚚᶵᵓࡢ┦㛵ゎ᫂ࡢࡓࡵ࡟ D㸧⣽⬊⭷ࢆ௓ࡋࡓ⣽⬊⭷ෆእࡢᙧែⓗኚ໬ࢆ⣽⬊Ṛ
࡟⮳ࡿࡲ࡛ࢆ⺯ග㢧ᚤ㙾ἲཬࡧ㏱㐣㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ἲ⏝࠸࡚ゎᯒࡍࡿࠋ E㸧⣽⬊⭷ࢆ௓ࡋࡓ
ࢩࢢࢼࣝ᝟ሗఏ㐩ኚ᥮ᶵᵓࢆ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗᡭἲࢆ⏝࠸࡚ゎᯒࡍࡿࠋ F㸧3(7㸫&7 ࡞࡝ࢆ
⏝࠸ࡓ⏕య࢖࣓࣮ࢪࣥࢢࢆ⏝࠸࡚⏕యෆ࡛ᐃ㔞ホ౯ࡋࠊ◚ቯ㜵Ṇ⟇ࡢᣦᶆ࡜ࡍࡿࡇ࡜࡟
࠶ࡿࠋ
a) ࡢㄢ㢟࡟㛵ࡋ࡚ࡣ⮅ᓥࡢ⾑ᾮ㏱㉳⣽⬊Ṛ࡟ࡘ࠸࡚⺯ග㢧ᚤ㙾࡟ࡼࡿ࢔ࢵࢭ࢖⣔ࢆ☜❧ࠋ
ࡲࡓ㟁㢧࣭ග㢧┦㛵◊✲ࡢࡓࡵࠊ⾑ᾮจᅛ⣔࡟ࡘ࠸࡚⾑ᑠᯈ࡜ࣇ࢕ࣈࣜࣥ┦஫స⏝ࢆほ 
ࡍࡿ⣔ࢆ❧ࡕୖࡆࡓࠋࡇࡢ⣔࡟ࡘ࠸࡚ࣇ࢕ࣈࣜࣥ⥙ᙧᡂࡢ⺯ග㢧ᚤ㙾࢔ࢵࢭ࢖ࢆ⾜࠸ࠊྠ
୍᮲௳࡟࠾࠸࡚ప 㟁㢧ほᐹࡋศᏊࣞ࣋ࣝࡢᙧែᏛⓗ▱ぢࢆᚓࡓࠋࡲࡓ⾑ᑠᯈ࢔ࢵࢭ࢖⣔
࡟࠾࠸࡚ࣇ࢕ࣈࣜࣥ⥙ᙧᡂ࡟క࠺ຊⓎ⏕ࡢ AFMほᐹࡶ⾜ࡗࡓࠋb) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ࢖ࣥࢩࣗࣜ
ࣥ⣽⬊ࡢ⣽⬊Ṛ࡟㝶కࡍࡿ࢝ࣝࢩ࣒࢘࢖࢜ࣥὶධࢆ⺯ගࣔࢽࢱ࣮ࡋ࠿ࡘ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗィ 
ࢆ⾜࠸୧⪅ࡢ┦㛵ࢆ☜ドࡋࡓࠋc) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ௒ᖺᗘࡣᮍ㐩ᡂ࡛࠶ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
௨ୗࡢᡂᯝࡀ࠶ࡗࡓࠋ
i) 㟁㢧࣭ග㢧┦㛵ἲ࡟ࡘ࠸࡚ࣁ࣮ࢻ࢙࢘࢔ࡢᩚഛ≉࡟ప ⺯ග㢧ᚤ㙾ࡢᩚഛࢆ⾜ࡗࡓࠋࡇ
ࢀࡣග㢧ほᐹ࡜ప 㟁㢧ࡢヨᩱⓗ┦㛵ࢆᐜ᫆࡟ࡍࡿࡓࡵ࡛࠶ࡿࠋ
ii) ⺯ග㢧ᚤ㙾࡟ࡼࡿ࢖ࣥࢩࣗࣜࣥ⣽⬊⾑ᾮㄏ㉳⣽⬊Ṛ࢔ࢵࢭ࢖⣔ࢆ☜❧ࡋࡓࠋ
iii) ప 㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾࡟ࡼࡾୡ⏺࡛ึࡵ࡚⾑ᑠᯈ㸫ࣇ࢕ࣈࣜࣥ⣔ࡢศᏊࣞ࣋ࣝᙧែࡀほᐹࡉ
ࢀࠊ୧⪅ࡢ࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡛࠶ࡿ࢖ࣥࢸࢢࣜࣥศᏊࡀ⣽⬊⾲㠃࡛≉ᐃࡉࢀࡓࠋ
iv) ⣽⬊Ṛ⌧㇟ࡢ✀ࠎࡢ࢔ࢫ࣌ࢡࢺ࡟㛵ࡋ࢝ࣝࢩ࣒࢘࢖࢜ࣥὶධࠊࢳࣕࢿࣝ㛤㛢ࠊࣇ࢕ࣈࣜ
ࣥ⥙ᙧᡂ࡞࡝ࡢ┦㛵ࡀ࡜ࢀࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
࡞ࡋ
公募（7）　島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⏕≀ࡢ㉥እ⥺ࢭࣥࢩࣥࢢ࣓࢝ࢽࢬ࣒ࡢᇶ♏ⓗㄪᰝ◊✲
ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ώ㎶ ṇ຾
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
 ⫼ᬒ࡜┠ⓗ㸸㉥₻ࣉࣛࣥࢡࢺࣥࡸࣄࢺࢹᗂ⏕ࡀ㉥እ⥺࡟ᛂ⟅ࡋ࡚↷ᑕ㒊఩࡬㞟ྜࡍࡿ஦
ࡀⓎぢࡉࢀࡓࡾ㸦Ώ㎶ࠊ⣸ຍ⏣ࠊᯇỌࠊᅋ㸧᪻⹸࡟࠾࠸࡚ྂࡃ࠿ࡽ㉥እ⥺ࢭࣥࢩࣥࢢ࡞࠸
ࡋ ᗘศᕸ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢࡢᏑᅾࡀ♧၀ࡉࢀ࡚࠸ࡿ㸦⽥ᕝࠊ኱ᶫ㸧ࡀࠊࡑࡢࢭࣥࢧ࣮ศᏊࡢ
ᐇయࡣ࠾ࢁ࠿ࠊ㉥እ⥺ࡢ᭷ຠἼ㛗ࡍࡽ᫂ࡽ࠿࡟ࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋࡑࡇ࡛ࠊ㉥እ⥺ࡢἼ㛗ไᚚ
ࡸ᳨ฟ➼࡟ᚲせ࡞᭱᪂ࡢ㉥እ⥺ᕤᏛࢆᑟධ㸦⊷಴㸧ࡋࡘࡘࠊ◊✲࡟㐺ࡋࡓࢩࣥࣉࣝ࡞ࣔࢹ
ࣝ⏕≀⣔࡜཯ᛂ ᐃ᪉ἲࡢᩚഛ㸦Ώ㎶ࡽ㸧ࢆ⤒࡚ࠊ᭷ຊࢭࣥࢧ࣮ೃ⿵࡛࠶ࡿ 753㸦ࢺࣜࢵࣉ㸧
ࢳࣕࢿࣝࡢศᏊ⏕⌮Ꮫ㸦ᐩỌ㸧࠾ࡼࡧ㐍໬⣔⤫Ꮫ㸦㣁⏣㸧ࡢᑟධ࡟⮳ࡿࠊ㞟Ꮫⓗ࣭Ꮫ⼥ྜ
ⓗ࡞  ୡ⣖ᆺࡢ◊✲ࢆ㛤ጞࡍࡿࠋ
 ᚲせᛶ࣭⊂๰ᛶ㸸ࡇࢀࡽࡢ㉥እ⥺ࢭࣥࢩࣥࢢ࡞࠸ࡋࡣ ᗘࢭࣥࢩࣥࢢࡢ◊✲ࡣࠊᇶ♏⏕
≀Ꮫⓗ࡟ࡣ᪂ࡓ࡞≀⌮่⃭ࢭࣥࢩࣥࢢ࣓࢝ࢽࢬ࣒ࡢゎ࣭᫂Ⓨぢ࡟ࡘ࡞ࡀࡿࡢࡳ࡞ࡽࡎࠊࡓ
࡜࠼ࡤ㉥₻ࣉࣛࣥࢡࢺࣥࡸ࢜ࢽࣄࢺࢹᗂ⏕ࡢࡼ࠺࡞Ỉ⏘ᴗࡸ⎔ቃಖ඲࡟࡜ࡗ࡚ࡢགྷ௓࡞⏕
≀ࡢᤕ⋓࣭㥑㝖ࡢ඲ࡃ᪂ࡓ࡞ᡭἲࢆᥦ౪ࡍࡿྍ⬟ᛶࡶ࠶ࡿࠋࡉࡽ࡟ࠊᕤᏛⓗ࡞㉥እ⥺ࢭࣥ
ࢩࣥࢢ࡞࠸ࡋ ᗘ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢࡢ඲ࡃ᪂ࡓ࡞ࣂ࢖࢜⣲ᮦࡢᥦ౪࡟ࡶࡘ࡞ࡀࡿࠊᴟࡵ࡚⊂๰
ⓗ࡞ࢸ࣮࣐࡛࠶ࡿࠋ
 㐩ᡂࡋࡼ࠺࡜ࡍࡿᡂᯝ㸸ࡑࢀࡒࢀࡢᐇ㦂⣔࡟࠾ࡅࡿ㉥እ⥺Ἴ㛗ឤᗘࡸ ᗘឤཷศゎ⬟➼ࠊ
ᇶ♏ⓗ࡞ࢹ࣮ࢱࢆࠊᡭἲࢆඹ᭷ࡋࡘࡘྲྀᚓࡋࠊࠕ㉥እ⥺ࢭࣥࢩࣥࢢࠖ࡜ࠕ ᗘឤཷࠖࡢ┦஫
㛵㐃ᛶࢆ⌧㇟ㄽⓗ࡟௙ศࡅࠊ୪⾜ࡋ࡚ࢭࣥࢧ࣮ೃ⿵ศᏊ 753 ࢳࣕࢿࣝࡢศᏊ⏕≀Ꮫⓗ࣭㐍
໬⏕≀Ꮫⓗ᥈⣴࡜⌧㇟ㄽ࡜ศᏊᐇయㄽࡢᑐᛂ㛵ಀࢆࠊ඲࣓ࣥࣂ࣮ࡢᐦ᥋࡞ពぢ࣭᝟ሗ஺᥮
࡜༠ຊయไ࡟ࡼࡗ࡚ゎ᫂ࡍࡿ➃⥴ࢆᚓࡿࠋ
 ◊✲యไࡢ඲యീ 㸸 ⊷಴ಙᙪ㸦㜰኱࣮ࣞࢨ࣮◊㸹ඖ⥲◊኱ඛᑟ◊࣭ග⛉Ꮫᑓᨷ≉
௵㸧㉥እග※㸦Ἴ㛗 ̾ ࣑ࢡࣟࣥ㸧࡜࣓࢝ࣛ㸦Ἴ㛗 ̾ ࣑ࢡࣟࣥ㸧ࡢᥦ౪   
࡟ᑐࡋ㸹 ⣸ຍ⏣▱ᖾ࣭ᯇỌⱱ࣭Ώ㎶ṇ຾㸦⥲◊኱ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧 ㉥
₻ࣉࣛࣥࢡࢺࣥࡢ㉥እ⥺࣭ ᗘ㉮ᛶࡢィ   ࡜㐃ᦠ㸹 ᅋࡲࡾ࡞㸦㝵ᒙ⏕≀Ꮫ◊㸧࣭
㔠Ꮚὒஅ㸦៞ᛂ኱㸧ࣄࢺࢹᗂ⏕ࣅࣆࣥࢼࣜ࢔ࡢ㉥እ⥺࣭ ᗘ㉮ᛶࡢィ  ୖグࢢ࣮ࣝࣉࡢ
᪉ἲⓗᨭ᥼ࢆཷࡅࡿ    ࡜㐃ᦠ㸹 ኱ᶫ୍ᬕ㸦⟃Ἴ኱㸧࣭ ⽥ᕝㅬኴ㑻㸦⥲◊኱
ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧᪻⹸ࡢ㉥እ⥺㉮ᛶࡢ᥈⣴㸦   ࡜㐃ᦠ㸧㸹 ᐩỌ㸦⥲
◊኱⏕࿨⛉Ꮫ◊✲⛉࣭⏕⌮Ꮫᑓᨷ㸧 ୖグ⏕≀ࡢ 753$ ࢳࣕࣥࢿࣝࡢ᥈⣴᳨࣭ウ   
 ࡜㐃ᦠ   㣁⏣㸦⥲◊኱ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧ศᏊ㐍໬Ꮫⓗゎᯒ㸦 
 ࡜㐃ᦠ㸧
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
㸯㸧 ⾜ືほᐹᐇ㦂㸸ࣄࢺࢹࡢᗂ⏕࠾ࡼࡧࢰ࣒࢘ࣜࢩࡢ ᗘ㉮ᛶᐇ㦂ࢆࠊࢩ࣮ࣕࣞࡢ୰࡟
㉥እ⥺ࢫ࣏ࢵࢺ࡛⇕※ࢆ୚࠼ࡘࡘࣅࢹ࣓࢜࢝ࣛ࡜ࢧ࣮ࣔࢢࣛࣇ࢕࣮࡛㐟Ὃ⾜ື࡜ ᗘࢆグ
㘓ࡍࡿ᪉ἲ࡛⾜ࡗࡓࠋ㧗 ᇦ࡛ࡣ⇕ᑐὶࡢᙳ㡪ࡶぢࡽࢀࡓࡀࠊ ᗘ & ๓ᚋࡢ୰ ᇦ࡛㢧ⴭ
࡞㐟Ὃ㏿ᗘࡢୖ᪼ࡀ᫂░࡟ㄆࡵࡽࢀࡓࠋࡇࢀ࡟ࡼࡾ ᐃἲ࡜ࢧࣥࣉࣝ⏕≀ࡢ୧㠃࡟࠾࠸࡚
┠ฎ࡜ᨵⰋࡍ࡭ࡁⅬࡀศ࠿ࡗࡓࡢ࡛ḟᖺᗘ௨㝆࡟ྥࡅ࡚ࡢᇶ♏ࡀᚓࡽࢀࡓࠋḟᖺᗘ௨㝆ࡣࠊ
ࡇࢀࢆⓎᒎࡉࡏࡓ ᗘ໙㓄่⃭ୗ࡛ࡢほᐹࡸࢥࣥࣆ࣮ࣗࢱ࣮໬㐠ືゎᯒἲ➼ࡢ㐺ษ࡞ᑟධ
࡜┠ⓗ࡟ᛂࡌࡓᕤኵࡀᚲせ࡟࡞ࡿࠋ
 ศᏊ㐍໬Ꮫⓗゎᯒ㸸࢘ࢽࡢࢤࣀ࣒㓄ิࡀỴᐃࡉࢀ࡚࠸ࡿࡢ࡛ࠊࡇࡢࢤࣀ࣒୰࡟⬨᳝ື
≀ࡢ ᗘཷᐜయ㑇ఏᏊ 753 ࡢ┦ྠ㑇ఏᏊࡀᏑᅾࡍࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝ㸲ࡘࡢ┦ྠ㑇ఏ
ᏊࡀᏑᅾࡍࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡑࡢ୰ࡢࡦ࡜ࡘࡣ࣊ࣅ࡛ᗈ⩏ࡢ㉥እ⥺ཷᐜయ࡜ࡋ࡚ྠᐃࡉ
ࢀࡓ 753$ ࡢ┦ྠ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡗࡓࠋ୍᪉ࠊࣄࢺࢹࡢࢤࣀ࣒࡛ࡣ┦ྠ㑇ఏᏊࡣྠᐃࡉࢀ࡚࠸
࡞࠸ࠋࡇࢀࡣࠊࣄࢺࢹࡢࢤࣀ࣒㓄ิỴᐃࡢ⢭ᗘࡢࡓࡵ࡜ᛮࢃࢀࡿࠋࡑࡇ࡛ࠊࡇࡢ࢘ࢽࡢ㓄
ิ࡜௚ࡢ⬨᳝ື≀ࡢ 753$ ࡢ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࡀಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿ㡿ᇦࢆ୰ᚰ࡟ࠊࣄࢺࢹ࡛ࡢ㑇
ఏᏊࢆྠᐃ࡛ࡁࡿࠊ3&5 ࡢࣉࣛ࢖࣐࣮ࢆタィࡋࠊ⌧ᅾྠᐃࢆヨࡳ࡚࠸࡚ࠊḟᖺᗘ௨㝆࡟ࣄࢺ
ࢹࡢ 753$ ࡢ┦ྠ㑇ఏᏊࡢ༢㞳࡜ࡑࡢᇵ㣴⣽⬊࡛ࡢⓎ⌧࠾ࡼࡧ㟁Ẽ⏕⌮ᐇ㦂࡟ࡼࡾᶵ⬟ゎ
ᯒ࡟㐍ࡴ࡜࡜ࡶ࡟ࠊ㓄ิẚ㍑࡟ࡼࡾ↓⬨᳝ື≀࡛ࡢ 753 㑇ఏᏊࡢ㐍໬ࡢ㐣⛬ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍ
ࡿᒎᮃࡀᚓࡽࢀࡘࡘ࠶ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
඲ࡃ᪂つ࡞ඹྠ◊✲ࡢ㛤ጞ㸯ᖺ┠࡛࠶ࡿࡢ࡛ࠊㄽᩥⓎ⾲࡟ࡣ⮳ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠋ
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ㈨※฼⏝࡜⎔ቃ࡟㛵ࡍࡿᏛ⼥ྜⓗ◊✲㸸⊁⊟᥇㞟࠿ࡽ㣗ᩱ
⏕⏘࡬ࡢ⏕ᴗࡢኚ໬࡜♫఍
ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᮏ㒓୍⨾
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲ࡣ䚸ே࡟ࡼࡿ⮬↛㈨※ࡢ฼⏝࡜ࠊ⎔ቃኚ໬࡬ࡢ㐺ᛂ࡟ࡘ࠸࡚ࠊே㢮ྐ࣭ே㢮㐍໬ࡢどⅬ
࠿ࡽ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࠊ⥲◊኱ࡢᇶ┙ᶵ㛵࡟ᡤᒓࡍࡿ◊✲⪅ࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿ࣓ࣥࣂ࣮ࡀ
ྛࠎࡢᑓ㛛ࢆ⏕࠿ࡋ㐃ᦠࡍࡿඹྠ◊✲࡛࠶ࡿࠋ
௒ᖺᗘィ⏬ࡉࢀࡓᅜෆእࡢࣇ࢕࣮ࣝࢻ࡛ࡢ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝ࡜Ẹ᪘Ꮫㄪᰝࡣࡍ࡭࡚ᐇ᪋ࡋ
ࡓࠋㄪᰝᆅࡣࠊᾏእࡣࢺࣝࢥ ࣚࣝࢲࣥ㸪࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ ྎ‴ࠊ࢖ࣥࢻ㸦࢔ࣥࢲ࣐ࣥᓥ㸧ࠊ
࣮࡛࣌ࣝ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝ࠾ࡼࡧẸ᪘ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋᙜึࡢ◊✲ィ⏬࡛ࡣᮾ࢔ࢪ࢔࡜ᮾ༡
࢔ࢪ࢔ᆅᇦࢆ୰ᚰ࡟ㄪᰝࢆ⾜࠺ணᐃ࡛ࠊ࣮࣌ࣝࡣィ⏬ࡉࢀ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓࡀࠊᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤
≀㤋ࢆ୰ᚰ࡟Ⓨ᥀ㄪᰝࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࣃࢥࣃࣥࣃ㑇㊧࡛ࠊ᪂኱㝣ඛྐ᫬௦࡟࠾ࡅࡿࣛࢡࢲ⛉
ᐙ␆ࡢ฼⏝࡟ࡘ࠸࡚◊✲ࡍࡿࡓࡵ࡟ࠊ㏣ຍࡋࡓࠋᅜෆࡣࠊἈ⦖ࠊᐑᓮࠊᚨᓥࠊ⁠㈡࡛ࠊ࢖
ࣀࢩࢩࡢ฼⏝ࡸ⪔సᆅ࿘㎶ࡢ㔝⏕ື᳜≀฼⏝࡟㛵ࡍࡿㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࡲࡓࠊ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔
ࡢ㑇㊧ฟᅵே㦵ࡸఀ㇋ㅖᓥฟᅵࡢ࢖ࣀࢩࢩ㦵࡟ྵࡲࢀࡿᏳᐃྠ఩యศᯒࠊἈ⦖ࡢ㑇㊧ฟᅵ
ࡢ࢖ࣀࢩࢩ㦵ࡢྂ '1$ ศᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
௒ᖺᗘࡣࠊㄪᰝࡀ  ᭶ࠥ㸱᭶࡟㞟୰ࡋࠊ࣓ࣥࣂ࣮㛫࡛ࡢㄪᰝᡂᯝ࡟㛵ࡍࡿ᝟ሗ஺᥮ࡣࡲ
ࡔ༑ศ⾜࠼࡚࠸࡞࠸ࠋ࢔ࣥࢲ࣐ࣥᓥ࡛ࡢㄪᰝ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ⊁⊟᥇㞟Ẹࡀ㎰⪔ࡸᐙ␆㣫⫱ࢆ
᥇⏝ࡍࡿ㝿ࡢ㞀ᐖ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ⯆࿡῝࠸ほᐹᡂᯝࡀᚓࡽࢀࡘࡘ࠶ࡿࠋࡲࡓࠊྎ‴ࡸἈ⦖࡛ࡢ
ㄪᰝ࡛ࡣࠊ࢖ࣀࢩࢩࡢᤕ⋓࡜㣫⫱࡟㛵ࡍࡿ஦౛ࡢ୍᪉ࠊࣈࢱࡢᨺࡋ㣫࠸࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆ
཰㞟ࡋࡓࠋ᪥ᮏᅜෆࡢ↝⏿ࠊ⏿ࠊỈ⏣࿘㎶ࡢ㈨※฼⏝࡟㛵ࡍࡿㄪᰝ࡛ࡣࠊ㎰⪔Ẹ࡟ࡼࡿ㔝
⏕㈨※ࡢ⥅⥆฼⏝࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆ཰㞟ࡋࡓࠋࡇࢀࡽࡣࠊ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝࡢᑐ㇟࡛࠶ࡿࠊ
ே㢮ྐࡢ୰࡛኱ࡁ࡞㌿᥮Ⅼ࡜࡞ࡗࡓ᳜≀᱂ᇵ࡜ᐙ␆㣫⫱ࡢ㛤ጞ㸦⣙  ᖺ๓㸧࠿ࡽ㎰⪔
∾␆♫఍ᡂ❧㸦⣙  ᖺ๓㸧ࡲ࡛ࡢ㐣⛬ࢆ⪃ᐹࡍࡿࡓࡵࡢ㔜せ࡞㈨ᩱ࡜ࡶ࡞ࡿึࠋ ᖺᗘࡣࠊ
ඹྠ◊✲࣓ࣥࣂ࣮ࡑࢀࡒࢀࡀࠊᑓ㛛ࢆ⏕࠿ࡋࡓࡉࡲࡊࡲ࡞ษࡾཱྀ࠿ࡽࠊே࡜⎔ቃࡢ┦஫㛵
ಀ࡟ගࢆ࠶࡚ࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡋࡓࠋ௒ᚋே࡟ࡼࡿ㈨※฼⏝࡜⾜ື㑅ᢥࢆ⌮ゎࡍࡿࡓࡵ
ࡢඹྠ◊✲ࢆⓎᒎࡉࡏࡿࡓࡵࡢ༠ຊ㛵ಀࢆ⠏ࡃࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
㸦Ꮫ఍࡛ࡢཱྀ㢌Ⓨ⾲ࠋㄽᩥࡣᢞ✏୰ࠋ㸧
1DVX + 7DQQR . +RQJR + 	 )XMLL 6 $UFKDHRERWDQLFDO VWXG\ RI 331% RXWSRVW :DGL
$EX 7XOD\KD VRXWKHUQ -RUGDQ ZLWK VSHFLDO UHIHUHQFH WR WKH EHJLQQLQJ RI QRPDGLVP LQ
WKH VRXWKHUQ HGJH RI WKH IHUWLOH FUHVFHQW WK 6\PSRVLXP RI WKH ,QWHUQDWLRQDO :RUNLQJ
*URXS IRU 3DODHRHWKQRERWDQ\   :LOKHOPVKDYHQ *HUPDQ\
+RQJR + 'RPHVWLFDWLRQ RI DUWLRGDFW\OV LQ 6RXWKZHVW $VLD DQ LPSDFW RQ ORFDO ELRGLYHUVLW\
Ꮫ⾡࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ %LRGLYHUVLW\ RI $QFLHQW 6RFLHWLHV ([SORUDWLRQV RI 1DWXUH
:RUOGYLHZV DQG +XPDQ (YROXWLRQ    ឡ▱┴❧኱Ꮫ
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㧔᭽ᑼ 㧟㧕
ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ⾗Ḯ೑↪ߣⅣႺߦ㑐ߔࠆቇⲢว⊛⎇ⓥ㧦⁚⁸ណ㓸߆ࠄ㘩ᢱ
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公募（9）　資源利用と環境に関する学融合的研究：狩猟採集から食料生産への生業の変化と社会
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会社と化変の業生のへ産生料食らか集採猟狩：究研的合融学るす関に境環と用利源資　）9（募公
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ࡇࡢ࠺ࡕどぬ୰ᯡෆࡢ㸱ࡘࡢ㡿ᇦࢆࡘ࡞ࡄ㸰✀㢮ࡢ⚄⤒ࡀࠊAOTu ෆ࡟࠶ࡿ⥙⭷ᆅᅗᵓ㐀ࢆసࡗ
࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡇࢀࡽࡢᐇ㦂࡛ࡣ⣙㸯㸮㸮ಶࡢヨᩱࢆసᡂࡋ࡚࠾ࡾࠊ௒ᚋヲࡋ࠸ゎᯒࢆ
㐍ࡵࡿࡇ࡜࡛ࠊどぬ᝟ሗฎ⌮඲యࡢࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡࢆ⌮ゎࡍࡿࡢ࡟㔜せ࡞▱ぢࡀฟ࡚ࡃࡿࡔࢁ࠺ࠋ
ࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ AOTu ࡣࠊ⬻୰ኸࡼࡾ࡜ഃ᪉ࡢᑡ࡞ࡃ࡜ࡶ㸰ࡘࡢ㡿ᇦ࠿ࡽᡂࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ
࠿࡟࡞ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟⚄⤒ఏ㐩㒊㸦ࢩࢼࣉࢫ㸧ࡢᚤ⣽ᵓ㐀࡟⣒⌫యᵝࡢᵓ㐀ࢆⓎぢࡋࡓࠋࡲࡓࠊ
AOTu ࡢ࠺ࡕ⬻୰ኸࡼࡾ࡟ࠊࡼࡾከࡃࡢ⣒⌫యᵝࢩࢼࣉࢫࡀศᕸࡋ࡚࠸ࡓࠋࡇࡢ⣒⌫యᵝࢩࢼࣉ
ࢫࡣࠊ⚄⤒ࡢྍረᛶࡢ㧗࠸㡿ᇦ࡛ぢࡽࢀࡿࡇ࡜࠿ࡽࠊAOTu ࡀどぬᏛ⩦࡟㛵ࢃࡿྍ⬟ᛶࢆ⪃࠼࡚
࠸ࡿࠋ≉ᐃࡢ⚄⤒࡟ GFP ࢆⓎ⌧ࡉࡏࡓ✺↛ኚ␗య(NP0681)ࢆࢩࢼࣉࢩࣥᰁⰍࡋࡓヨᩱ࡛ࡣࠊ⬻
୰ኸࡢ㡿ᇦ඲య࡟ศᕸࡍࡿ⚄⤒ࡀ GFP ࡟ࡼࡗ࡚ྍど໬࡛ࡁࡓࠋ
ẚ㍑⏕⌮ᏛⓗどⅬ࠿ࡽࠊどぬ◊✲ࡀẚ㍑ⓗ㐍ࢇ࡛࠸ࡿ࣐ࣝࣁࢼࣂࢳ࡜㫣⩟┠᪻⹸㢮ࡢ AOTu
ࡢᇶᮏᵓ㐀ࡢほᐹࢆ⾜ࡗࡓࠋ࣐ࣝࣁࢼࣂࢳ AOTu ୖ㒊࡛ࡣࠊ࢔ࢤࣁྠᵝ⥙⭷ᆅᅗ࡟┦ᙜࡍࡿ⚄
⤒ᢞᑕࡀぢࡽࢀࡓࠋ㫣⩟┠᪻⹸ࡢ AOTu ࡣࠊ✀࡟ࡼࡽࡎ㸰ࡘࡢ㡿ᇦ࠿ࡽ࡞࡞ࡗ࡚࠾ࡾࠊAOTu
ࡢᇶᮏᵓᡂࡣྠࡌ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ᮏᖺᗘࡣヱᙜ࡞ࡋ
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ᡰេ඙ಽ䋨㪚䋩䇸౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ䇹
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٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔
ᧄࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ߪޔⷞⷡᖱႎߦၮߠߊޟ್ᢿޠߦ߆߆ࠊࠆ␹⚻ᯏ᭴ߩ⸃᣿ࠍ߼ߑߒ
ߚ␹⚻ⴕേቇ⊛⎇ⓥߩၮ⋚ࠍ┙ߜ਄ߍࠆߎߣࠍ⋡ᮡߣߔࠆޕ․ߦޔ↢๮౒↢૕ㅴൻ
ቇኾ᡹ߣㆮવቇኾ᡹ߩදജߦࠃࠅޔ㕖ࡕ࠺࡞ߣࡕ࠺࡞↢‛ߩ೑ὐࠍ↢߆ߒߚ⎇ⓥࠍ
Ⲣวߒޔޟ್ᢿޠߣ޿߁⣖ߩ㜞ᰴᯏ⢻ߩࠃࠅᷓ޿ℂ⸃ࠍ⋡ᜰߒޔታ㛎⊛⎇ⓥࠍⴕߞ
ߡ߈ߚޕౕ૕⊛ߦߪޔⷞⷡ⊛ߥ್ᢿߩ႐ߣߒߡ #16W ߣࠠࡁࠦ૕߇㊀ⷐߥᓎഀࠍᨐ
ߚߔߣ޿߁૞ᬺ઒⺑ߩ߽ߣޔࡕ࠺࡞േ‛ߢ޽ࠆ࡚࡚ࠪ࠙ࠫ࠙ࡃࠛߣ㠦⠅⋡᣸⯻ਛᦨ
߽ⷞⷡⴕേߣߘߩᖱႎಣℂߦߟ޿ߡℂ⸃߇ㅴࠎߢ޿ࠆࠕࠥࡂࠍኻ⽎ߦޔߘࠇߙࠇߩ
േ‛⒳ߩ․ᓽࠍ↢߆ߒߚ⚵❱ቇ⊛ታ㛎ࠍⴕߞߡ޿ࠆޕ
٤ ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ
㧞㧟ᐕᐲߪޔࠕࠥࡂߢߪ #16W ߆ࠄߩ಴ജ♽ࠍਛᔃߦᖱႎߩᏂⷞ⊛ߥᵹࠇࠍ⦡⚛
ᵈ౉ᴺߦࠃߞߡ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕ#16W ߆ࠄߩ಴ജ߇⸃ᨆߐࠇߡ޿ࠆ᣸⯻ߪ߶ߣࠎߤߥ
ߊޔ੹࿁ࠕࠥࡂߩ #16W ߆ࠄߩ಴ജߪޔ᣿⏕ߥ㗔ၞ߇ሽ࿷ߒߥ޿⣖㗔ၞߦᐢߊಽᏓ
ߒߡ޿ࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߦߥߞߚޕ․ߦޔࠃࠅ㜞ᰴ߳ߩᖱႎಣℂߩᵹࠇߛߌߢߥߊޔ
ⷞⷡਛᨔ߳ߩࡈࠖ࡯࠼ࡃ࠶ࠢ⚻〝߇޽ࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚߎߣߪᄢ߈޿ޕ߹ߚޔᲧセ
↢ℂቇ⊛ⷞὐ߆ࠄޔⷞⷡߦᒝߊଐሽߒߚⴕേࠍ␜ߔࡑ࡞ࡂ࠽ࡃ࠴ߦߟ޿ߡ߽ޔ#16W
ࠍਛᔃߣߒߚⷞⷡᖱႎ⚻〝ࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕ৻ᣇޔࡕ࠺࡞േ‛ߢ޽ࠆ࡚࡚ࠪ࠙ࠫ࠙
ࡃࠛߩ #16W ߪޔߎࠇ߹ߢ㧟㗔ၞ߆ࠄߥࠆߣ⠨߃ࠄࠇߡ޿ߚ߇ޔࠕࠥࡂ߿ࡂ࠴㘃ห
᭽㧞ߟߩࠨࡉ࡙࠾࠶࠻߆ࠄߥࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߦߥߞߚޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
Pfeiffer K, Kinoshita M (2012) Segregation of visual inputs from different regions of the compound eye
in two parallel pathways through the anterior optic tubercle on the bumblebee (Bombus ignites).
Journal of Comparative Neurology, (in press)
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٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ᧄࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ߪޔⷞⷡᖱႎߦၮߠߊޟ್ᢿޠߦ߆߆ࠊࠆ␹⚻ᯏ᭴ߩ⸃᣿ࠍ߼ߑ
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ࠇߩ㗔ၞߦ․ᓽ⊛ߥࠪ࠽ࡊࠬ᭴ㅧࠍ᣿ࠄ߆ߒߚޕ౉ജㇱߢߪ♻⃿૕᭽ߩࠪ࠽ࡊࠬ߇ޔ
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
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1. Pfeiffer K, Kinoshita M (2012) Segregation of visual inputs from different regions of the compound 
eye in two parallel pathways through the anterior optic tubercle on the bumblebee (Bombus ignites). 
Journal of Comparative Neurology, 520(2): 212-229 
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el.2012.01.004 㧔⺰ᢥPDFᷝઃ ✚⎇ᄢቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺഥᚑߦࠃࠆߎߣࠍ⻢ㄉߦ᣿⸥㧕
⺰ᢥ౏⴫ߩ㓙ߦߪࡊ࡟ࠬ࡝࡝࡯ࠬࠍⴕ޿ޔᢙޘߩࠗࡦ࠲࡯ࡀ࠶࠻࠾ࡘ࡯ࠬߢޟᄢ⣖ᣂ⊹
⾰ㅴൻߩᣂ઒⺑ޠ߇ขࠅ޽ߍࠄࠇߚޕ
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٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
߶੃㘃ߩᄢ⣖⊹⾰ߩᄢ߈ߥ․ᓽߪޟጀ᭴ㅧޠߢ޽ࠆޕᕈ⾰ߩૃߚ␹⚻⚦⢩߇৻೉ߦ
ਗࠎߢᢛὼߣߒߚጀࠍᒻᚑߔࠆޕߎߩጀ᭴ㅧߪޔోߡߩູ੃㘃ߦ౒ㅢߒߡⷰኤߐࠇ
ࠆ߇ޔ㠽㘃߿Ῥ⯻㘃ߥߤູ੃㘃એᄖߩേ‛ߦߪ⹺߼ࠄࠇߥ޿ޕߘߩߚ߼ޔູ੃㘃ߩ
ㅴൻߦ઻ߞߡ⓭ᅤ⃻ࠇߚޔㅴൻ⊛ߦᣂߒ޿⣖᭴ㅧߢ޽ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߡ߈ߚޕᧄ⎇ⓥ
ߢߪޔູ੃㘃ᄢ⣖ᣂ⊹⾰ߩ਄ጀߣਅጀߦሽ࿷ߔࠆ␹⚻⚦⢩ߩࠨࡉ࠲ࠗࡊ߇ޔ࠾ࡢ࠻
࡝ߩ⣖ߦ߽ሽ࿷ߔࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕߐࠄߦޔ࠾ࡢ࠻࡝␹⚻ᐙ⚦⢩ߩၭ㙃♽ࠍ
↪޿ߚ⎇ⓥߦࠃࠅޔߎࠇࠄߩ␹⚻⚦⢩ࠨࡉ࠲ࠗࡊ߇ޔູ੃㘃ဳߩ⊒↢ࡊࡠࠣ࡜ࡓߦ
ࠃࠅ↥↢ߐࠇࠆߎߣࠍ␜ߒߚޕߎࠇࠄߩ⚿ᨐߪޔᄢ⣖⊹⾰ߩ␹⚻⚦⢩ࠨࡉ࠲ࠗࡊ߿
ߎࠇࠍ↢ߺ಴ߔ⊒↢ࡊࡠࠣ࡜ࡓ߇ޔູ੃㘃ߣ㠽㘃ߩ౒ㅢ␲వߩᲑ㓏ޔߔߥࠊߜᄢ⣖
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ᧄᐕᐲߪޔ౒ห⎇ⓥ⠪ߩදജࠍᓧߡޔߎߩᣂߚߥ⣖ㅴൻߩࡕ࠺࡞ߩᬌ⸽ࠍ㊀ߨߡ߈
ߚޕਥߦ࠾ࡢ࠻࡝એᄖߩ⣄ᬁേ‛ࠍ↪޿ߚ⸃ᨆࠍ߅ߎߥߞߚޕ
 ࠞࡔߩ⣖ߦ߅ߌࠆጀ․⇣⊛ㆮવሶࡑ࡯ࠞ࡯ߩ⊒⃻ࠍ⸃ᨆߒޔ␹⚻⚦⢩Ⴧᱺ߿ಽ
ൻߩⓨ㑆ࡄ࠲࡯ࡦࠍ⸃ᨆߒߚޕߘߩ⚿ᨐޔࠞࡔߩ⣖ߪޔၮᧄ⊛ߦ࠾ࡢ࠻࡝⣖ߣ
หߓࠃ߁ߦޔ␹⚻⚦⢩ࠨࡉ࠲ࠗࡊ߇ⓨ㑆⊛ߦ೙㒢ߐࠇߡ↢ߺ಴ߐࠇࠆߎߣ߇ࠊ
߆ߞߚޕߎߩ⚿ᨐߪޔᄢ⣖ᣂ⊹⾰ޟጀ᭴ㅧޠࠍ↢ߺ಴ߔᯏ᭴ߩฎ޿⿠Ḯࠍᡰᜬ
ߔࠆޕ
 ູ੃㘃ᣂ⊹⾰ጀ․⇣⊛ㆮવሶߩࠝ࡯࠰ࡠࠣࠍ฽߻࠾ࡢ࠻࡝ࠥࡁࡓࠍዉ౉ߒߚ࠻
࡜ࡦࠬࠫࠚ࠾࠶ࠢࡑ࠙ࠬࠍⶄᢙ♽⛔૞ᚑߒߚޕ⚳⣖ᣂ⊹⾰ߦ߅ߌࠆ࠾ࡢ࠻࡝ㆮ
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ࠟࡦㆮવሶჇ᏷ߩᯏ᭴ߪޔㆮવሶㅴൻߩᯏ᭴⿷ࠅᓧࠆ߆㧫
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ 
# ౒ห⎇ⓥᡰេ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ᷰㆻ ቁ᣿
٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔
ㆮવሶჇ᏷ߪ↢߈ߚ⚦⢩ౝߢ޽ࠆㆮવሶ㗔ၞߩࠦࡇ࡯ᢙ߇Ⴧടߔࠆߎߣࠍᗧ๧ߒޔ⮎೷
⠴ᕈ⃻⽎ޔ≸ߩᖡᕈൻޔࠥࡁࡓㅴൻ╬ޔᄙߊߩ↢‛⃻⽎ߦ㑐ࠊߞߡ޿ࠆ߇ޔㆮવሶჇ᏷ߩ
ಽሶࡔࠞ࠾࠭ࡓߦߪਇ᣿ߥὐ߇ᄙߊᱷߐࠇߡ޿ࠆޕᚒޘߪ࠺ࠩࠗࡦߒߚᨴ⦡૕᭴ㅧ࡮Ⴧ᏷
෻ᔕࠍၮߦ߹ߕ಴⧘㉂ᲣߦㆮવሶჇ᏷ࠍ⺃ዉߒޔ⥄ὼߦ⷗ࠄࠇࠆჇ᏷↥‛ࠍᒻᚑߒᓧࠆ߆
ࠍᬌ⸽ߔࠆ࡙࠾࡯ࠢߥࠕࡊࡠ࡯࠴ߦขࠅ⚵ࠎߢ߈ߚޕߘߩ⚿ᨐޔ㜞ㅦߥჇ᏷߇น⢻ߥ double
rolling-circle replication(DRCR)߇ࠟࡦㆮવሶߩჇ᏷ߦ㊀ⷐߥᓎഀࠍᨐߚߔน⢻ᕈ߇㜞޿
ߎߣޔDRCRჇ᏷ߪ⚵឵߃㗫ᐲࠍᄢ᏷ߦ਄᣹ߐߖჇ᏷㗔ၞߦỗߒ޿ᨴ⦡૕ౣ✬ࠍ઻߁ߎߣ
߇ಽ߆ߞߚޕ
એ਄߆ࠄࠟࡦㆮવሶჇ᏷ߦ㑐ࠊࠆ DRCRჇ᏷߇ㆮવሶߩᄙ᭽ൻࠍଦߒㆮવሶㅴൻߩࡔࠞ
࠾࠭ࡓߣߒߡ߽⽸₂ߒߡ޿ࠆߩߢߪߥ޿߆ߣ⠨߃ޔ(1)േ‛⚦⢩ߢߩࠟࡦㆮવሶჇ᏷ࡕ࠺࡞
ߩ⸽᣿ޔ(2)DRCRჇ᏷ߦ઻߁⚵឵߃ߩᵴᕈൻᯏ᭴ߩ⸃ᨆޔ(3)ᷫᢙಽⵚᦼߩჇ᏷ㆮવሶ․⇣
⊛ߥᄌ⇣ዉ౉ߩᬌ⸽ޔߦߟ޿ߡขࠅ⚵ࠎߛޕᐔᚑ 23ᐕᐲߩ(1)~(3)ߩㅴ᝞⁁ᴫߪએਅߩㅢࠅ
ߢ޽ࠆޕ
(1)⸘↹ߒߚౝኈࠍ߶߷ታᣉߢ߈ߚޕࡕ࠺࡞⸽᣿ߩߚ߼ߩᨴ⦡૕᭴ㅧߩ᭴▽߿Ⴧ᏷⚦⢩ߩ
⮎೷ㆬᛯࠍ⸘↹ㅢࠅⴕߞߚ߇ޔჇ᏷↥‛ߩ⹦⚦ߥ FISH⸃ᨆߪᧂታᣉߢ޽ࠆޕ৻ᣇޔ
ᐔᚑ 24ᐕᐲߦ੍ቯߒߡ޿ߚ࡝ࠕ࡞࠲ࠗࡓჇ᏷ⷰኤ♽ߩ᭴▽߿ޔ⸘↹ᄖߢߪ޽ࠆ߇࠲
ࡦࡄࠢ⾰Ⴧ↥ߦࠃࠆჇ᏷ᬌ಴ࠍⴕߞߚޕ
(2)⸘↹ߩඨಽ⒟ᐲߩㅴ᝞ߦ⇐߹ߞߚޕࠢࡠࡑ࠴ࡦ఺∉ᴉ㒠ߦࠃࠅჇ᏷㗔ၞߣࠦࡅ࡯ࠪࡦ
߿⚵឵߃㑐ㅪ࠲ࡦࡄࠢ⾰ߩ⋧੕૞↪ࠍ⺞ߴࠆߚ߼ߩḰ஻ߪ߶߷ቢੌߒߚޕㅴ᝞ࠍᅹߍ
ࠆ໧㗴ߪή߆ߞߚ߇ઁߩታ㛎㗄⋡ߦഀߊᤨ㑆߇ᄙߊ⸘↹ߩቢㆀߦ⥋ࠄߥ߆ߞߚޕ
(3)⸘↹ߩඨಽ⒟ᐲߩㅴ᝞ߦ⇐߹ߞߚޕਇ቟ቯൻ࠼ࡔࠗࡦࠍ೑↪ߒߚᄌ⇣ᬌ಴ࡑ࡯ࠞ࡯ߩ
૞ᚑ߇੍ᗐએ਄ߦ࿎㔍ߢ޽ߞߚޕ
ߥ߅⎇ⓥઍ⴫⠪ߩ☨࿖⇣േߦ઻޿ޔᒰ⺖㗴ಽᜂ⠪ߢ޽ࠆ↢๮౒↢૕ㅴൻቇኾ᡹ߩ↰ㄝ⑲
ਯಎᢎ᝼߇ᒰ⺖㗴ߩᚑᨐࠍၮ␆ߦ⎇ⓥౝኈ࡮⚵❱ࠍ೚ᣂߒޔᐔᚑ 25ᐕᐲએ㒠ߦᣂⷙ⎇ⓥ⺖
㗴ߣߒߡᔕ൐੍ቯߢ޽ࠆޕ
٤ ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ
(1)Ⴧ᏷ࡕ࠺࡞ߩ⸽᣿
公募（14）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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േ‛⚦⢩ߢߩ⮎೷⠴ᕈ⃻⽎߿ࠟࡦߩ
ᖡᕈൻߩჇ᏷ೋᦼߦߪ BFB(Breakage
-Fusion -Bredge)ࠨࠗࠢ࡞ߣ޿߁Ⴧ᏷
ㆊ⒟߇㊀ⷐߥ௛߈ࠍߒߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄ
ࠇߡ޿ࠆ߇ޔߘߩᓟჇ᏷න૏߇⍴❗ߒ᭴
ㅧ߇ⶄ㔀ൻߔࠆࡔࠞ࠾࠭ࡓߪోߊਇ᣿
ߢ޽ࠆ(࿑㧝)ޕᚒޘߪ㜞ㅦߥჇ᏷߇น⢻
ߥ࠳ࡉ࡞ࡠ࡯࡝ࡦࠣဳⶄ⵾(࿑㧞)ߦ⌕
⋡ߒޔBFBࠨࠗࠢ࡞ߦࠃࠅჇ᏷ೋᦼߦ
ᒻᚑߐࠇࠆ᭴ㅧࠍ FAIR(four alternate
inverted repeat:ψφψφ)ߣฬઃߌޔߎ
ߩ᭴ㅧ߆ࠄേ‛⚦⢩ߢ⷗ࠄࠇࠆౖဳ⊛
ߥᨴ⦡૕ౝᄖߩჇ᏷↥‛߇ᒻᚑߐࠇࠆ
ࡕ࠺࡞ࠍ᭴▽ߒߚ(࿑㧟)ޕ಴⧘㉂Უߢߪ
ታ㓙ߦߎߩ FAIR᭴ㅧ߆ࠄേ‛⚦⢩ߩ
Ⴧ᏷↥‛ߦ⦟ߊૃߚ↥‛߇ᓧࠄࠇߡ޿
ࠆޕᧄ⎇ⓥߢߪߎࠇࠍേ‛⚦⢩ߢ⏕⹺ߔ
ࠆߎߣࠍ⋡ᜰߒߚޕታ㓙ߩჇ᏷න૏ߩ㐳
ߐ(ᢙ⊖ kb)ߦㄭߠߌࠆߚ߼ࡃࠢ࠹࡝ࠕੱᎿᨴ⦡૕㧔BAC㧕ࠍන૏ߣߒߡޔੑ⒳㘃ߩㇱ૏․
⇣⊛⚵឵߃♽(Flp-FRTޔCre-lox)ޔ߅ࠃ߮ࠥࡁࡓࠍ․⇣⊛ߦಾᢿߒࡋࠕࡇࡦ᭴ㅧࠍᒻᚑߔࠆ
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tos-TelN♽ࠍ೑↪ߒߡ FAIR᭴ㅧߩ᭴▽ߒߚ(࿑㧠)ޕ
߹ߕೋ߼ߦ tos-TelN♽߇ᯏ⢻ߔࠆ߆ࠍᬌ⸽ߒߚޕᄢ⣺⩶ߦᗵᨴߔࠆN15ߣ๭߫ࠇࠆṁේ
ൻࡈࠔ࡯ࠫߩᗵᨴ࡮ṁේൻߦࠃࠅ↢↥ߐࠇࠆ࠲ࡦࡄࠢ⾰ TelNߪޔtosߣ๭߫ࠇࠆ DNA㈩
೉ࠍ⹺⼂ߒߡ DNAߩ㧞㊀ࠄߖࠎࠍಾᢿߒޔߘߩ┵߇ࡋࠕࡇࡦ⁁ߦ᛬ࠅ㄰ߐࠇߚᓟޔಾᢿ㕙
ࠍ❬߉⋥ߔ⢻ജࠍ᦭ߒߡ޿ࠆޕChinese hamster ovary(CHO)⚦⢩ࠥࡁࡓ਄ߦߎߩ tos㈩೉
ࠍ฽߻ BACࠍᝌ౉ߒ TelN⊒⃻ࡌࠢ࠲࡯ࠍዉ౉ߔࠆߎߣߢޔࡋࠕࡇࡦ⁁ᧃ┵ࠍᒻᚑߒ DNA
ⶄ⵾ߦࠃߞߡ dicentric chromosome(ੑേේ૕ᨴ⦡૕)ࠍᒻᚑߢ߈ࠆ߆ࠍ⺞ߴߚ(࿑㧡)ޕಽⵚ
ᦼ FISHᴺߦࠃࠅ tos㈩೉ࠍ฽߻᭴ㅧࠍⰯశᮡ⼂ߒߚ⚿ᨐޔㅢᏱߩᨴ⦡૕ߣᲧߴ tos-TelN
♽ࠍ௛߆ߖߚ႐วߦ․ᓽ⊛ߥᨴ⦡૕௝߇⃻ࠇߚ(࿑㧢)ޕߎࠇࠄߪ tos㈩೉ߩ㗔ၞࠍਛᔃߦേ
ේ૕ࠍ฽߻㗔ၞ߇୚ടߒߚኻ⽎᭴ㅧࠍߣࠆੑേේ૕ᨴ⦡૕(A1~A3)ޔTelN߇૞↪ߒߚ⋥ᓟ
ߩࡋࠕࡇࡦ⁁ᧃ┵ࠍ߽ߟਛ㑆૕(B1~B4)ੑޔ േේ૕ᨴ⦡૕ᒻᚑߦࠃࠅჇ᏷ࠍ㐿ᆎߒߚੑേේ
૕ᨴ⦡૕(C1~C4)ߢ޽ࠆߣᕁࠊࠇࠆޕએ਄ߪ⮎೷╬ߦࠃࠅੑേේ૕ᨴ⦡૕ࠍⓍᭂ⊛ߦㆬᛯߒ
ߡ޿ߥ޿ߦ߽߆߆ࠊࠄߕޔో૕ߩ 1~5%⒟ᐲߩಽⵚᦼ௝ߦ⷗ࠄࠇߚޕᓥߞߡ⥄ὼߩჇ᏷⃻⽎
ࠃࠅ⋧ᒰ㜞޿㗫ᐲߢੑേේ૕ᨴ⦡૕߇↢ߓߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߚޕ
ᰴߦ⸘↹ߦᴪߞߡ tos㈩೉ޔჇ᏷ㆬᛯࡑ࡯ࠞ࡯DHFRㆮવሶޔⶄ⵾㐿ᆎ㗔ၞޔჇ᏷ߩ࡝
ࠕ࡞࠲ࠗࡓᬌ಴ߩߚ߼ߩ TetR-EYFPㆮવሶޔ࠲ࡦࡄࠢ⾰Ⴧ↥ࠍᜰᮡߦჇ᏷ࠍᬌ಴ߔࠆߚ߼
ߩࠗࡦࠬ࡟࡯࠲࡯㈩೉ߦ᜽߹ࠇߚ G-CSFㆮવሶ╬ࠍ CHO⚦⢩ᨴ⦡૕ߦ BACࠍ੺ߒߡᝌ
౉ߒߚ(࿑㧠A)ޕ⚦⢩ߪォ౮߇ᵴ⊒ߥࠥࡁࡓ㗔ၞߦ੍߼ FRT㈩೉߇ᝌ౉ߐࠇߚ CHO⚦⢩ࠍ
೑↪ߒޔ╙৻Ბ㓏ߢߪ Flp-FRT⚵឵߃ߦࠃࠅ hygromycin⠴ᕈㆮવሶࠍᵴᕈൻߒ BACߦ
㈩⟎ߒߚ GFPㆮવሶ(࿑㧠ߦߪ㕖⴫␜)ߩ⊒⃻ࠍᜰᮡߦන㔌ߒߚޕ╙ੑᲑ㓏ߢߪᄌ⇣ဳ lox
㈩೉ࠍ↪޿ᝌ౉෻ᔕ߇ఝవ⊛ߦ⿠ߎࠆࠃ߁Ꮏᄦߒ(࿑㧠B)ޔ⚵឵߃ߦࠃࠆ blasticidin⠴ᕈߩ
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ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ
ᵴᕈൻߣmCherry⿒⦡Ⱟశ࠲ࡦࡄࠢ⾰(࿑㧠ߦߪ㕖⴫␜)ࠍ೑↪ߒߡන㔌ߒߚޕ
ߒ߆ߒޔߘߩᨴ⦡૕᭴ㅧࠍಽⵚᦼ FISHᴺߦࠃࠅ⸃ᨆߒߚߣߎࠈޔ੍ᗐߐࠇࠆ BACᝌ౉
ᨴ⦡૕ߦട߃ޔੑേේ૕ᨴ⦡૕ߣᕁࠊࠇࠆኻ⒓ᕈߩ޽ࠆ௝ߦࠪࠣ࠽࡞߇ᓧࠄࠇߚ(࿑㧣)ޕ
TelN⊒⃻⺃ዉ೨ߩߎߩᤨὐߢߪੑേේ૕ᨴ⦡૕ߪᒻᚑߐࠇߥ޿ߪߕߢ޽ࠆ߇ޔBACᝌ౉ߦ
ࠃࠅᒻᚑߐࠇߚ 150kbએ਄ߦ෸߱㐳ᄢߥㅒ૏෻ᓳ㈩೉߇ tos-TelN♽ߩ௛߈ࠍઍⴕߒߡ৻ㇱ
ߩ⚦⢩ߢੑേේ૕ᨴ⦡૕߇ᒻᚑߐࠇޔჇ߃ߚ blasticidin⠴ᕈㆮવሶߦࠃࠅჇᱺఝ૏ᕈࠍ₪
ᓧߒߚߣ⠨߃ࠄࠇࠆޕ㕖⚵឵߃⚦⢩ࠍ⏕ታߦ㒰ߊߚ߼ 30μg/mLߩ blasticidinߢㆬᛯࠍⴕߞ
ߚ߇ޔೋᦼߩㆬᛯએ㒠ߪߘߩỚᐲࠍඨᷫߔࠆ╬ߒߡᨴ⦡૕ౣ✬ᚑߩ಴⃻ࠍㆱߌࠆߴ߈ߢ޽
ߞߚޕ੹࿁ߩ⚿ᨐߪჇ᏷ೋᦼߦᒻᚑߐࠇࠆ᭴ㅧ߇ߐࠄߥࠆჇ᏷ࠍଦߔࡐ࠹ࡦࠪࡖ࡞ࠍ߽ߟ
ߎߣޔᗐቯࠃࠅ߽㜞޿㗫ᐲߢࠥࡁࡓਇ቟ቯൻࠍᒁ߈⿠ߎߔน⢻ᕈ߇޽ࠆߎߣޔࠍ␜ໂߒߚ
ೋ߼ߡߩ଀ߢ޽ࠆޕᧄ᧪ߎߩࠃ
߁ߥᨴ⦡૕ౣ✬ᚑࠍ⿠ߎߒߡ޿
ߥ޿⚦⢩ߦኻߒMTXߦࠃࠆჇ
᏷ㆬᛯࠍ㐿ᆎߔߴ߈ߢ޽ࠆ߇ޔ
੍ᗐߐࠇࠆ BACᝌ౉૏⟎ߦട
߃ੑേේ૕ᨴ⦡૕ߩዋߥߊߣ߽
৻ᣇߦ߽ tos㈩೉߇฽߹ࠇࠆน
⢻ᕈ߇㜞ߊޔTelN⊒⃻⺃ዉߦࠃ
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ࠅߐࠄߥࠆㆮવሶჇ᏷߇ᦼᓙߢ߈ࠆߎߣ߆ࠄޔߎߩ⚦⢩ࠍၮߦჇ᏷ㆬᛯࠍ⹜ߺߚޕ
਄⸥⚦⢩ߦ TelN⊒⃻ࡌࠢ࠲࡯ࠍዉ౉ߒޔੑᣣᓟߦ 0ޔ200ޔ350ޔ500nMߢMTXㆬᛯ
ࠍ㐿ᆎߒߚޕ350ޔ500nMߢߪ↢ሽ⚦⢩߇ዋߥߊჇᱺࠍ⛮⛯ߢ߈ߥ߆ߞߚ߇ޔ200nMߢߪ
ㆬᛯน⢻ߢ޽ߞߚޕTelN⊒⃻⺃ዉߦࠃࠅ↢ሽ⚦⢩߇௖߆ߦჇടߔࠆ௑ะߪ⷗ࠄࠇߚ߇᣿⏕
ߥᏅ⇣ߪή߆ߞߚޕߎࠇߪ blasticidinㆬᛯᤨὐߢ DHFRㆮવሶࠍ฽߻ BACᝌ౉㗔ၞ߇ᦨ
ᄢ 3ࠦࡇ࡯߹ߢჇ᏷ߒߚߚ߼(࿑㧣)ޔMTX⠴ᕈߩࡃ࠶ࠢࠣ࡜࠙ࡦ࠼߇਄᣹ߒߡߒ߹ߞߚߚ
߼ߣ⠨߃ࠄࠇࠆޕ200nMㆬᛯਅߢߪჇᱺㅦᐲ߇ૐ޿ߚ߼ޔ⚦⢩㓸࿅ࠍ㓸߼ߡ 2ޯ3ㅳ㑆ࠍ
⋡቟ߦᡷ߼ߡ 100ޔ200ޔ300nMߢ⛮ઍၭ㙃ࠍⴕ޿㚔ൻߐߖ
ߚޕMTXỚᐲޔTelN⊒⃻⺃ዉߩ᦭ή߇⇣ߥࠆ⸘㧢ὐߩ⚦⢩
㓸࿅ߣޔMTXㆬᛯ೨ߩ⚦⢩ߩၭ㙃਄ᷡࠍ࿁෼ߒޔᏒ⽼ߩ
ELISAࠠ࠶࠻ࠍ↪޿ߡG-CSF↢↥ᕈࠍ⹏ଔߒߚޕߘߩ⚿ᨐޔ
TelN⊒⃻⺃ዉߦࠃࠅ↢↥ᕈ߇ะ਄ߔࠆߎߣޔ200nMએ਄ߢ
↢↥ᕈ߇Ⴧߔߎߣ߇ಽ߆ߞߚ(࿑㧤)ޕMTXㆬᛯ೨ߦᣢߦᦨᄢ
3ࠦࡇ࡯߹ߢჇ᏷ߒߚߚ߼(࿑㧣)ޔMTXㆬᛯߦࠃࠆ↢↥ᕈߩ
Ⴧട᏷ߪᄢ߈ߊߥ޿߇ࠗޔ ࡦࠬ࡟࡯࠲࡯ߩ೑↪ߦࠃࠅ޿ߕࠇ
ߩ⚦⢩⟲ߢ߽቟ቯߒߚ࠲ࡦࡄࠢ⾰⊒⃻߇ታ⃻ߒߡ޿ߚޕ
એ਄ߩࠃ߁ߦ FAIR᭴ㅧߩ૞ᚑߦᨴ⦡૕ౣ᭴ᚑࠍ઻ߞߚ߽ߩߩޔ৻ቯᦼ㑆ࠍⷐߔࠆჇ᏷ㆬ
ᛯ߹ߢታᣉߔࠆߎߣ߇ߢ߈ߚޕ
(2)DRCRჇ᏷ߦ઻߁⚵឵߃ߩᵴᕈൻᯏ᭴ߩ⸃ᨆ
DRCR⥄૕߇ recombinogenicߥࡊࡠ࠮ࠬߢ޽ࠆߣ⠨߃ޔDRCRࠍ฽߻ Rolling-circleဳ
ⶄ⵾ߢߪᆌᆂᨴ⦡ಽ૕ߩធ⌕ߦ㑐ࠊࠆࠦࡅ࡯ࠪࡦ߇Ⴧ᏷㗔ၞߦሽ࿷ߒߥߊߥࠆߎߣ߇⚵឵
߃ᵴᕈൻߩ㎛ߣߥࠆߣ઒ቯߒߚ(࿑㧥)ޕߎࠇࠍ DRCRߩ ON/OFFࠍ೙ᓮน⢻ߥ 2μࡊ࡜ࠬ
ࡒ࠼♽ߢ⸃ᨆߔࠆߚ߼ޔ߹ߕࠦࡅ࡯ࠪࡦߩ᷷ᐲᗵฃᕈᄌ⇣ᩣ(smc3-42ޔscc1-73ޔsmc1-259ޔ
scc2-4)ࠍ K. Nasmyth⎇ⓥቶࠃࠅ౉ᚻߒޔࠦ
ࡅ࡯ࠪࡦਇᵴൻߩᦨㆡ᧦ઙࠍ⏕┙ߒߚޕߎࠇߦ
ࠃࠅࠦࡅ࡯ࠪࡦਇᵴൻ߇ DRCRߦࠃࠆ⚵឵߃
ࠍჇᒝߔࠆߎߣ߿ DRCR㕖ଐሽ⊛ߦ߽⚵឵߃
ࠍᵴᕈൻߢ߈ࠆߎߣࠍᬌ⸽ߢ߈ࠆޕ߹ߚࠢࡠࡑ
࠴ࡦ఺∉ᴉ㒠ᴺߦࠃࠅჇ᏷㗔ၞߢߩࠦࡅ࡯ࠪ
ࡦ߿⚵឵߃ୃᓳ࠲ࡦࡄࠢ⾰ߩሽ࿷㊂ࠍ⸃ᨆߔ
ࠆߚ߼ޔSCC1ޔRAD52ㆮવሶߦ HA࠲ࠣࠍ
Ⲣวߐߖࠆߎߣߦขࠅ⚵ߺޔᓟ⠪ߦߟ޿ߡߪ᭴
▽ࠍቢੌߒߚޕ
(3)ᷫᢙಽⵚᦼߩჇ᏷ㆮવሶ․⇣⊛ߥᄌ⇣ዉ౉ߩᬌ⸽
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RIP⃻⽎ߣߪޔࠕࠞࡄࡦࠞࡆߦ߅޿ߡ৻୚૕㑆ߢߩ⚦⢩Ⲣวߩᓟߦ㊀ⶄㆮવሶߦᄙᢙߩ
ὐ⓭ὼᄌ⇣߇ዉ౉ߐࠇࠆ⃻⽎ߢ޽ࠆޕᦨೋޔㆮવሶㅴൻߦ௛޿ߡ޿ࠆߣᦼᓙߐࠇߚ߇ࠕࠞ
ࡄࡦࠞࡆߩోࠥࡁࡓ㈩೉߿ᄌ⇣㗫ᐲߩ૛ࠅߩ㜞ߐ߆ࠄޔࠥࡁࡓਛߩ࠙ࠗ࡞ࠬ߿࠻࡜ࡦࠬࡐ
࠱ࡦࠍᛥ೙ߔࠆߚ߼ߩᯏ⢻ߢ޽ࠆߣ⃻࿷ߢߪ⠨߃ࠄࠇߡ޿ࠆޕߒ߆ߒޔㆮવሶㅴൻ߿᣸⯻
ߩㄘ⮎⠴ᕈ⃻⽎╬ߢߪᷫᢙಽⵚᦼߦჇ᏷ߣᄌ⇣ዉ౉߇࡝ࡦࠢߔࠆߎߣ߇ਇนᰳߢ޽ࠆߎߣޔ
ࠕࠞࡄࡦࠞࡆߣห᭽ߩ⌀⩶㘃ߢ޽ࠆ㉂Უ 7⒳ߢ߽ᒙ޿ RIPᵴᕈ߇ႎ๔ߐࠇߚߎߣ߆ࠄޔ಴
⧘㉂Უࠍ↪޿ߡㆮવሶㅴൻߩታ㛎⊛ߥᬌ⸽߇น⢻ߢߪߥ޿߆ߣ⠨߃ߚޕ
ᐔᚑ 23ᐕᐲߪᄌ⇣ࠍᬌ಴ߔࠆࡑ࡯ࠞ࡯ߩ᭴▽ࠍⴕߞߚޕ߹ߕ FKBP12࠲ࡦࡄࠢ⾰ᄌ⇣
૕ࠍ⤑ㅘㆊᕈ࡝ࠟࡦ࠼ Shield1ߦࠃࠅ቟ቯൻߒนㅒ⊛ߥ⺞▵߇ߢ߈ࠆ♽ߦขࠅ⚵ࠎߛ߇ޔ
಴⧘㉂Უߢߪ Shield1㕖ሽ࿷ਅߢ߽ല₸⦟ߊಽ⸃ߐࠇߥ޿ߎߣ߇್᣿ߒޔᐔᚑ 23ᐕ 9᦬ߦ
ઁߩࠣ࡞࡯ࡊ߆ࠄ߽ห᭽ߩႎ๔߇ߥߐࠇߚ(Bioorg Med Chem Lett. 2011, 21:4965)ޕߎࠇ
ߪᄌ⇣ዉ౉એ೨ߦᄙᢙߩ⚦⢩߇㜞޿ࡃ࠶ࠢࠣ࡜࠙ࡦ࠼ߣߒߡ↢ሽߢ߈ࠆߎߣࠍᗧ๧ߒ⥌๮
⊛ߥ໧㗴ߢ޽ࠆޕߘߎߢᚒޘߪ಴⧘㉂Უߢߩታ❣
߇޽ࠆAuxinଐሽ⊛ಽ⸃࠼ࡔࠗࡦ(AID)ߩ೑↪ߦ
⌕ᚻߒߚ(࿑㧝㧜)ޕ⃻࿷ kanamycinޔhygromycin
ߩ⠴ᕈㆮવሶߦ AIDࠍⲢวߐߖߡ⸃ᨆߒޔᚒޘ
ߩ಴⧘㉂Უᩣߢߪ৻⥸⊛ߥ 50μMࠃࠅ߽㜞Ớᐲ
ߩ Auxin߇ಽ⸃ߦᔅⷐߢ޽ࠆߎߣ߇್᣿ߒߟߟ
޽ࠆޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
⎇ⓥᚻᴺߩ৻ㇱߪએਅߩ⊒⴫⺰ᢥߣ㑐ㅪߒߡ޿ࠆޕ
Nucleic Acid Res., 2011, 39, e106.
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈ㧦ߘߩ↢ℂ⊛ᗧ⟵ߣ⊒↢ቇ⊛߅ࠃ߮ㅴൻቇ
⊛஥㕙
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㊀ᧄ 㓉৻
٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔
ᚒޘ߇⊒⷗ߒߚ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈߢ޽ࠆᶏ㚍ࠪ࠽ࡊࠬߩ౉ജଐሽ⊛㕖ኻ⒓ᕈߩ↢ℂ⊛ᗧ⟵
ࠍ⺞ߴࠆߚ߼ߦޔಽ㔌⣖ࡕ࠺࡞ࡑ࠙ࠬߦⓨ㑆ቇ⠌ࠍⴕࠊߖޔc-Fos ⊒⃻ࠍᶏ㚍ߢ⸃ᨆߒߚޕ
㛳޿ߚߎߣߦฝ⣖ࠍਥߦ૶߁ࡑ࠙ࠬߛߌߢߥߊᏀ⣖ࠍਥߦ૶߁ࡑ࠙ࠬߦ߅޿ߡ߽ᶏ㚍ߢߪ
ฝ⣖ఝ૏ߥ c-Fos ⊒⃻߇ᱤ⁁࿁ߦ߅޿ߡ⷗಴ߐࠇߚޕᏀ⣖ࠍਥߦ૶߁ࡑ࠙ࠬߢߪޔ╙৻ᰴⷞ
ⷡ㊁߿਄ਐߦ߅޿ߡߪ⏕߆ߦᏀ஥ߢఝ૏ߥ c-Fos ⊒⃻߇⹺߼ࠄࠇߚߩߢޔߘࠇ߇⹺߼ࠄࠇߥ
߆ߞߚౝ༦⊹⾰ࠍਛᔃߣߒߡᏀฝߩఝ૏ᕈߩㅒォ߇⿠ߎߞߡ޿ࠆߎߣ߇⠨߃ࠄࠇࠆޕߐࠄ
ߦޔౝ⤳ߩᏀฝㅒ૏߿ᶏ㚍 %# ࠪ࠽ࡊࠬߦ߅ߌࠆฝ஥ൻ߇⿠ߎߞߡ޿ࠆ KXᄌ⇣ࡑ࠙ࠬߢห
᭽ߩታ㛎ࠍⴕߞߚߣߎࠈޔ㛳޿ߚߎߣߦ㊁↢ဳߣోߊหߓࡄ࠲࡯ࡦࠍ␜ߔߎߣ߇ಽ߆ߞߚޕ
ߎߩ⚿ᨐߪޔKX એᄖߦ߽⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈࠍ᳿߼ߡ޿ࠆ࿃ሶ߇ሽ࿷ߒޔⓨ㑆⸥ᙘߩฝఝ૏
ᕈߪߘࠇࠄߩ࿃ሶߢⷙቯߐࠇߡ޿ࠆน⢻ᕈࠍ␜ໂߒߡ޿ࠆޕ
٤ ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ
ᧄ੐ᬺᐕᐲߪ/*% ENCUU+߇⚦⢩⤑ߦ⊒⃻ߒߥ޿ᄌ⇣ࡑ࠙ࠬࠍ↪޿ߡ㕖ኻ⒓ᕈ߇ቢోߦᄬࠊ
ࠇߡ޿ࠆߎߣࠍ⷗಴ߒߚ㧔⃻࿷ᛩⓂਛ㧕ޕߎߩ⚿ᨐߪޔࠪ࠽ࡊࠬน႟ᕈ߿04$ߩᜟ᛫⮎ߦ
ኻߔࠆ෻ᔕᕈߥߤߩ㔚᳇↢ℂቇ⊛⸃ᨆߣ㔚ሶ㗼ᓸ㏜ࠍ↪޿ߚ౉ജ஥ଐሽ⊛ࠪ࠽ࡊࠬ㕖ኻ⒓
ᕈߩᒻᘒቇ⊛⸃ᨆߩਔᣇߢ⏕⹺ߐࠇߚޕߎߩߎߣߪޔᧄ᧪఺∉♽ߢ௛޿ߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄࠇ
ߡ޿ࠆᧄಽሶ⟲߇␹⚻⚿วߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈߦᔅ㗇ߩಽሶߢ޽ࠆߎߣࠍೋ߼ߡ⸽᣿ߒߚ߽ߩ
ߢ޽ࠆޕ੹ᓟߪ/*% ENCUU+ߣ⚿วߒߡ޿ࠆߣផቯߐࠇࠆࠪ࠽ࡊࠬ೨ㇱߩ2KT$ߦᵈ⋡ߔࠆ߶
߆ޔ޿ߊߟ߆ߩ㑐ㅪಽሶߩࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬࠍ૶ߞߡޔࠪ࠽ࡊࠬࠨࠗ࠭ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈ
ࠍ⺞ߴࠆޕ߹ߚⰮ⊕⾰࡟ࡌ࡞ߢߪߎࠇࠄߩಽሶߦߟ޿ߡޔታ㓙ߦᏀฝ౉ജߩ㆑޿ߦࠃࠆࠪ
࠽ࡊࠬዪ࿷ߩ⋧㆑߇⹺߼ࠄࠇࠆ߆ߤ߁߆ࠍޔRTGGODGFFKPIᴺ߿࡟ࡊ࡝ࠞᮡ⼂ᴺߥߤߩ఺∉
㔚ሶ㗼ᓸ㏜ᴺߢ⸃ᨆߔࠆޕ߹ߚޔหቯߐࠇߚಽሶࠍ୘ޘߩ␹⚻⚦⢩ߢ࠙ࠖ࡞ࠬ߿㔚᳇⓫ሹ
ߦࠃࠆㆮવሶዉ౉ߦࠃߞߡᠲ૞ߒޔᒻᘒቇ⊛ߥᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈᜰᮡࠍ⸃ᨆߔࠆޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
Shinohara Y, Hosoya A, Yamasaki N, Ahmed H, Hattori S, Eguchi M,
Yamaguchi S, Miyakawa T, Hirase H, Shigemoto R. Right-hemispheric
dominance of spatial memory in split-brain mice. Hippocampus. 2012
22(2):117-21䇯
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈ㧦ߘߩ↢ℂ⊛ᗧ⟵ߣ⊒↢ቇ⊛߅ࠃ߮ㅴൻቇ
⊛஥㕙 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԘ(C)ޟ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㊀ᧄ 㓉৻ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ߎߩ੐ᬺߢߪޔᚒޘ߇⊒⷗ߒߚ౉ജ஥ଐሽᕈߩᶏ㚍ࠪ࠽ࡊࠬߩᒻᘒߣࠣ࡞࠲ࡒࡦ㉄ฃ
ኈ૕ࠨࡉ࡙࠾࠶࠻ኒᐲߩᏀฝᏅࠍᜰᮡߣߒߡޔ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈߩ↢ℂ⊛ᗧ⟵ߣ⊒↢ቇ
⊛߅ࠃ߮ㅴൻቇ⊛஥㕙ࠍ⺞ߴࠆߎߣࠍ⋡ᮡߣߒߡ޿ࠆޕᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲߪޔߎߩᏀฝ㕖ኻ
⒓ᕈࠍᄬߞߡ޿ࠆㆮવሶᄌ⇣ࡑ࠙ࠬ beta2 microglobulinࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬࠍ⷗ߟߌޔ
㔚᳇↢ℂቇ⊛߅ࠃ߮ᒻᘒቇ⊛ߦ⸃ᨆߒߚޕ߹ߚޔ೎ߩᜰᮡߣߒߡಽ㔌⣖ࡕ࠺࡞ࡑ࠙ࠬߢ
ᣂⷙⅣႺࠍត⚝ߐߖߚ޽ߣᱤ⁁࿁ߦ⊒⃻ߔࠆ c-fosߦฝ⣖ఝ૏ᕈ߇޽ࠆߎߣࠍ⷗಴ߒޔ
ߎࠇ߇ beta2 microglobulinࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬߢߪޔᄬࠊࠇߡ޿ࠆߎߣࠍ⷗ߟߌߚޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
   MHC classIࠍ⚦⢩⤑਄ߦߦ⊒⃻ߐߖࠆߚ߼ߦᔅ㗇ߩ beta2 microglobulin߇ߐࠇߡ 
޿ࠆࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬߢߪޔᶏ㚍㍙૕⚦⢩ߩ᡼኿⁁ጀߦ߅ߌࠆࠪ࠽ࡊࠬߦ⊒⃻ߒߡ޿
ࠆ NMDAဳࠣ࡞࠲ࡒࡦ㉄ฃኈ૕ࠨࡉ࡙࠾࠶࠻ GluN2B߇ޔ౉ജ஥ߦ㑐ࠊࠄߕ㊁↢ဳߩ
Ꮐ஥౉ജࠪ࠽ࡊࠬߣห᭽ߩ㜞ኒᐲဳߣߥߞߡ߅ࠅࠪޔ ࠽ࡊࠬ߿ࠬࡄࠗࡦߩࠨࠗ࠭ߦ߽Ꮐ
ฝᏅߪߥ޿ߎߣ߇ಽ߆ߞߚޕએ೨ߦ⊒⷗ߒߡ޿ߚฝ஥౉ജဳߩߺߦߥߞߡ޿ࠆ iv 
mutantࡑ࠙ࠬߣߪ⇣ߥࠅޔ᡼኿⁁ጀߣ਄᣹ጀߢߩ㕖ኻ⒓ᕈ߽ᶖᄬߒߡ޿ߚޕ৻ᣇޔಽ
㔌⣖ࡕ࠺࡞ࡑ࠙ࠬߢߩ c-fos⊒⃻ߩฝఝ૏ᕈߪޔiv mutantߢߪ㊁↢ဳߣోߊห᭽ߦ⹺
߼ࠄࠇߚ߇ beta2 microglobulinࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬߢߪޔ㕖ኻ⒓ᕈ߇ᄬࠊࠇߡ޿ߚޕ
ߎࠇࠄߩ⚿ᨐߪޔ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈߦߪޔLR dyneinߣMHC classIಽሶߩਔᣇ߇ᔅ㗇
ߩಽሶߣߒߡ㑐ਈߒߡ޿ࠆ߽ߩߩޔߘࠇࠄ߇หߓ⚻〝਄ߦ޽ࠆ਄ᵹߣਅᵹߩⷐ⚛ߢߪߥ
ߊޔLR dyneinߣߪ೎ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈ᳿ቯⷐ࿃߇ሽ࿷ߒߡ޿ࠆߎߣࠍ␜ߒߡ޿ࠆޕ߹ߚޔ
LR dyneinߩ㑐ਈ߇ೋᦼ⊒↢ߦ߅޿ߡౝ⤳ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈࠍ᳿ቯߒߡ޿ࠆߩߣห᭽ߦޔ
ฝ߆ࠄᏀ߳ߩ৻ᣇะᕈ nodal flowࠍ੺ߒߡ⣖ߩ౉ജ஥ଐሽᕈᏀฝᏅߩᒻᚑߦ㑐ਈߒߡ
޿ࠆߩ߆ޔ޽ࠆ޿ߪ೎ߩ႐ᚲߦ⊒⃻ߒߡ޿ࠆ LR dyneinߦࠃߞߡ㕖ኻ⒓ᕈࠍ૞ࠆߚ߼
ߦ right isomerismߣߥߞߡ޿ࠆߩ߆ޔࠍ⺞ߴࠆߚ߼㒋ᄢߩᵿ↰⎇ߢ nodalߩࡁ࠶ࠢࠕ
࠙࠻ࡑ࠙ࠬߦ node․⇣⊛ߦ nodalࠍ࡟ࠬࠠࡘ࡯ߒߚࡑ࠙ࠬࠍ૞ᚑߒߡ޿ߚߛ߈ޔห᭽
ߩ⸃ᨆࠍⴕߞߡ޿ࠆޕ 
   
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
  ⃻࿷ޔ৻ႎ߇ᡷ⸓ਛޔ߽߁৻ႎ߇ᛩⓂ㑆ㄭߢ޽ࠆ߇ޔ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߪߥߒޕ 
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㧔᭽ᑼ 㧟㧕
ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ⤟ፉ⒖ᬀࠍࡕ࠺࡞♽ߣߒߚᯏ᪾̆ൻቇᔕ╵⚦⢩ᱫߩࠗࡔ࡯ࠫ
ࡦࠣࠨࠗࠛࡦࠬ
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ޟ౒ห⎇ⓥᡰេޠIII.ޟ↢‛⑼ቇޠ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ን᳗ ⌀ℙ
٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔
1) 㔚᳇↢ℂ㧔ࡄ࠶࠴ࠢ࡜ࡦࡊ㧕ߦࠃࠆ⚦⢩ᱫ㑐ਈ࠴ࡖࡀ࡞ಽሶߩᯏ⢻⸃ᨆ TRPM2ࡁ࠶ࠢ
࠳࠙ࡦ INS-1 ⚦⢩ࠍ૞ᚑߒߡޔ㔚᳇↢ℂቇ⊛ߦ ADPRߦࠃࠆ෻ᔕߩૐਅߣ㔚૏ଐሽᕈ Ca
࠴ࡖࡀ࡞ߩᯏ⢻߇଻ᜬߐࠇߡ޿ࠆߎߣࠍ⏕⹺ߒߚޕߎߩࡁ࠶ࠢ࠳࠙ࡦ⚦⢩ߦኻߔࠆࡈࠖࡉ
࡝ࡁ࡯ࠥࡦߩ෻ᔕߪ᣿ࠄ߆ߦૐਅߒߡ߅ࠅޔㆊ㉄ൻ㉄⚛㧔H2O2㧕ߦࠃࠆ෻ᔕ߽ૐਅߒߡ޿
ࠆߎߣࠍ⏕⹺ߒߚ㧔ਅ࿑㧕ޕTRPM2ࡁ࠶ࠢ࠳࠙ࡦ⚦⢩ߦ߅޿ߡోⴊᛩਈߒߚߣ߈ߩ PS⴫಴
ࠍ⏕⹺ਛߢ޽ࠆޕ
2) ේሶ㑆ജ㗼ᓸ㏜ࠍ↪޿ߡޔINS ⚦⢩ߩࠞ࡞ࠪ࠙ࡓࠪࠣ࠽࡞෻ᔕ߇ᗖ⿠ߐࠇࠆߎߣࠍ⏕⹺
ߒߚޕ
3) 㔚ሶ㗼ᓸ㏜ߦࠃࠆࡈࠖࡉ࡝ࡦ✂ߣ⚦⢩ౝ㛽ᩰߩಽሶ᭴ㅧ⸃ᨆ㧦ⴊዊ᧼ߣࡈࠖࡉ࡝ࡁ࡯ࠥ
ࡦ⚿วࠨࡦࡊ࡞ࠍ↪޿ߡ૞ᚑߒߚ㊄ࠦࡠࠗ࠼ᮡ⼂ࡈࠖࡉ࡝ࡦ᛫૕ߩ᦭ലᕈࠍ⏕⹺ਛߢ޽ࠆޕ
5) ↢૕౒ὶὐ㗼ᓸ㏜ߦࠃࠆⴊ▤ౝᒻᘒ࡮ᯏ⢻⸃ᨆ㧦ⴊ▤ౝߦߡ TRPM2 ࡁ࠶ࠢ࠳࠙ࡦ⚦⢩
ߪ೨ᛩਈߒߚ 568-ANXߦߡᮡ⼂ߐࠇޔPS⴫಴߇ࠆ߆ߤ߁߆ᬌ⸛ਛޕ
6) TRPM2 ߩᗵ૞ᯏ᭴ࠍ⸃ᨆߒޔTRPM2 ߇ㆊ㉄ൻ᳓⚛ߦࠃࠆ 214 ⇟⋡ߩࡔ࠴ࠝ࠾ࡦᱷၮߩ
㉄ൻߦࠃߞߡᯏ⢻Ⴧᒝߒߡޔ᷷ᐲߦኻߔࠆᗵฃᕈ߇ߚ߆߹ࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕ
٤ ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ
਄⸥ 6) ߦߟ޿ߡ⹦⚦ࠍ⸥ㅀߔࠆޕTRPM2߇⤟⤳ ȕ⚦⢩ߢ᷷ᐲଐሽ⊛࡮♧ଐሽ⊛ߥࠗࡦࠬ
࡝ࡦಽᴲߦ㑐ࠊࠆߎߣߪ 2011ᐕߦႎ๔ߒߡ޿ࠆ߇㧔Diabetes 2011㧕ޔ࡟࠼࠶ࠢࠬࠪࠣ࠽࡞ߦ
ࠃߞߡ TRPM2 ߩᵴᕈൻ᷷ᐲ㑣୯߇࠳ࠗ࠽ࡒ࠶ࠢߦᄌൻߔࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕ
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㧔᭽ᑼ 㧟㧕
ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ
Ca-imaging ᴺޔࡄ࠶࠴ࠢ࡜ࡦࡊᴺߦࠃߞߡޔ૗߽ೝỗ߇ߥ޿ߣ߈ߦߪ TRPM2 ߩᵴᕈൻ᷷
ᐲ㑣୯߇ 47 ᐲߊࠄ޿ߥߩߦޔㆊ㉄ൻ᳓⚛ߩỚᐲଐሽ⊛࡮ᦑ㔺ᤨ㑆ଐሽ⊛ߦߘߩᵴᕈൻ᷷ᐲ
㑣୯߇ 35 ᐲ㧔૕᷷ၞ㧕߹ߢૐਅߒߚ㧔᷷ᐲߦኻߔࠆᗵ૞㧕ޕ⚦⢩⤑ߛߌߩ inside/out ᴺߦ
ࠃࠆන৻࠴ࡖࡀ࡞⸥㍳ߢ߽ㆊ㉄ൻ᳓⚛ߦࠃࠆ TRPM2 ߩᗵ૞߇⹺߼ࠄࠇߚߩߢޔㆊ㉄ൻ᳓
⚛ߪ࠴ࡖࡀ࡞ߦ⋥ធ૞↪ߒߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߚޕ⮎ℂቇ⊛ߥᬌ⸛߆ࠄޔㆊ㉄ൻ᳓⚛ߩ૞↪
ߪࡔ࠴ࠝ࠾ࡦᱷၮߩ㉄ൻߦࠃࠆߣ⚿⺰ߐࠇߚޕ⚦⢩ౝ࠼ࡔࠗࡦߩࡔ࠴ࠝ࠾ࡦߩὐᄌ⇣૕ߩ
⸃ᨆ߆ࠄޔ214 ⇟⋡ߩࡔ࠴ࠝ࠾ࡦߩ㉄ൻߦࠃߞߡ TRPM2 ߩᗵ૞߇⿠ߎߞߡ޿ࠆߎߣ߇᣿ࠄ
߆ߣߥߞߚޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
1) Suzuki Y, Yasui H, Brzoska T, Magami H, Urano T. Surface-retained tPA is essential for
effective fibrinolysis on vascular endothelial cells. Blood 118:3182-3185, 2011.
2) Rybaltowski M, Suzuki Y, Mogami H, Chlebinska I, Brzoska T, Tanaka A, Banno F, Miyata T,
Urano T. In vivo imaging analysis of the interaction between unusually large von Willebrand
factor multimers and platelets on the surface of vascular wall. Pflugers Arch. Eur. J. Physiol.
461:623-33, 2011
3) Uchida K, Dezaki K, Damdindorj B, Inada H, Shiuchi T, Mori Y, Yada T, Minokoshi Y,
Tominaga M. Lack of TRPM2 impaired insulin secretion and glucose metabolisms in mice.
Diabetes 60:119-126, 2011.
4) Redox signal-mediated sensitization of Transient Receptor Potential Melastatin 2 (TRPM2)
to temperature affects macrophage functions. Kashio M, Sokabe T, Shintaku K, Uematsu T,
Fukuta N, Kobayashi N, Mori Y, Tominaga M. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A. (in press)
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ⤟ፉ⒖ᬀࠍࡕ࠺࡞♽ߣߒߚᯏ᪾㧙ൻቇᔕ╵⚦⢩ᱫߩࠗࡔ࡯ࠫ
ࡦࠣࠨࠗࠛࡦࠬ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ን᳗ ⌀ℙ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
ߎࠇ߹ߢߦޟ⤟ፉ⒖ᬀᤨߦోⴊ᥸㔺ᤨޔⴊዊ᧼ࠍߪߓ߼ߣߒߚⴊዊ᧼ಝ㓸෸߮ⴊᶧಝ࿕෻
ᔕߦࠃࠅޔ⤟E⚦⢩ߦ⊒⃻ߔࠆ᷷ᐲᗵฃᕈ෸߮ᵴᕈ㉄⚛ᗵฃᕈߩⅣႺ࠮ࡦࠨࠗࠝࡦ࠴ࡖࡀ࡞
ߢ޽ࠆ TRPM2 ࠴ࡖࡀ࡞߇ᵴᕈൻߒޔTRPM2 ࠴ࡖࡀ࡞ࠍ੺ߒߚࠞ࡞ࠪ࠙ࡓ㧔Ca㧕෻ᔕ߇
⤟ፉ⚦⢩ᱫߩ⽿છࠪࠣ࠽࡞ߩ৻ߟߣߥࠆޕޠߣ޿߁૞ᬺ઒⺑ࠍၮߦએਅߩታ㛎⚿ᨐࠍᓧߡ޿
ࠆޕ࡜࠶࠻ࠗࡦࠬ࡝ࡦ↥↢⚦⢩㧔INS-1㧕ߦ⊒⃻ߔࠆ TRPM2࠴ࡖࡀ࡞ࡁ࠶ࠢ࠳࠙ࡦ቟ቯ⚦
⢩ᩣ㧔KD-INS㧕ࠍ૞⵾ߒߚޕోⴊޔᄙⴊዊ᧼ⴊẏ㧔PRP㧕ޔࡈࠖࡉ࡝ࡁ࡯ࠥࡦ㧔FBG)ߦኻ
ߔࠆ Caᔕ╵෸߮ోⴊޔᄙⴊዊ᧼ⴊẏ㧔PRP㧕ߦࠃࠅ⺃⊒ߐࠇࠆ INS-1⚦⢩ᱫࠍⷰኤߒߚޕ
KD-INS ⚦⢩ߩ㔚᳇↢ℂቇ⊛ᬌ⸛ࠃࠅޔTRPM2 ࠴ࡖࡀ࡞ߩౝ࿃ᕈ࡝ࠟࡦ࠼ߢ޽ࠆ ADP
Ribose ߦߪ߶ߣࠎߤ෻ᔕߒߥ߆ߞߚ߇ޔ㔚૏ଐሽᕈ Ca ࠴ࡖࡀ࡞ᯏ⢻ߪ଻ሽߐࠇߡ޿ߚޕ
KD-INS⚦⢩ߢߪ᷷ᐲଐሽ Caᔕ╵෸߮ㆊ㉄ൻ᳓⚛㧔H2O2㧕ߦኻߔࠆ Caᔕ╵߽᦭ᗧߦᷫ
ᒙߒߡ޿ߚޕTRPM2ߩᗵ૞ᯏ᭴ߪޔTRPM2߇ㆊ㉄ൻ᳓⚛ߦࠃࠆ 214⇟⋡ߩࡔ࠴ࠝ࠾ࡦᱷၮ
ߩ㉄ൻߦࠃߞߡᯏ⢻Ⴧᒝߒߡޔ᷷ᐲߦኻߔࠆᗵฃᕈ߇ߚ߆߹ࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߚޕ 
KD-INS⚦⢩ࠍ↪޿ߡోⴊޔPRPޔFBGߦኻߔࠆ KD-INS⚦⢩ߩ Caᔕ╵෸߮ోⴊޔPRP
ߦࠃࠅ⺃⊒ߐࠇࠆ INS-1⚦⢩ᱫࠍⷰኤߒߚޕINS-1⚦⢩ߦ߅޿ߡ Caᔕ╵ߪޔోⴊޔPRP
෸߮ FBGߦࠃߞߡ⺃⊒ߐࠇߚޕߎߩ Caᔕ╵ߪޔࠗࡦ࠹ࠣ࡝ࡦ㒖ኂࡍࡊ࠴࠼߿ TRPM2࠴
ࡖࡀ࡞ߩ㕖․⇣⊛㒖ኂ⮎ 2-APBߦࠃߞߡ㒖ኂߐࠇߚޕKD-INS⚦⢩ߢߪోޔ ⴊޔPRPޔFBG
ߦኻߔࠆ Caᔕ╵ߪᷫᒙߒߡ޿ߚޕ 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
TRPM2࠴ࡖࡀ࡞ࠍ੺ߒߚࠞ࡞ࠪ࠙ࡓ㧔Ca㧕෻ᔕ߇⤟ፉ⚦⢩ᱫߩ⽿છࠪࠣ࠽࡞ߩ৻ߟߣߥ
ࠆߤ߁߆⚦⢩ࠗࡔ࡯ࠫࡦࠣᴺߦࠃࠅᬌ⸽ߒߚޕᄙⴊዊ᧼ⴊẏ㧔PRP㧕ߦࠃࠅ⺃⊒ߐࠇࠆ⚦
⢩ᱫ㧔⿒㧕ߪ KD-INS⚦⢩ߢߪ߶ߣࠎߤᗖ⿠ߐࠇߕޔINS⚦⢩ߢߪᄙᢙߩ⚦⢩ߢⷰኤߐࠇ
ߚޕ(࿑ 1) 
 
ᦝߦޔன⤟ፉࠍߎࠇࠄ⚦⢩ߢ૞⵾ߒޔPRP ߦኻߔࠆ⚦⢩ᱫ߇ᗖ⿠ߐࠇࠆ߆౒ὶὐ㗼ᓸ㏜ࠍ
↪޿ߡᬌ⸽ߒߚޕ(࿑ 2) 
KD-INS WT-INS 
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ߐࠇࠆߎߣࠃࠅޔࡈࠖࡉ࡝ࡦ✂ᒻᚑߦਈࠆ PRPߦࠃࠆಝ࿕෻ᔕࠍ੺ߒߚ⚦⢩ᱫߪޔൻቇࠪ
ࠣ࠽࡞ၮߠߊ⚦⢩ᱫࠍࠃࠅ߽ജቇ⊛ᔕ╵ߦၮߠߊ⚦⢩ᱫ߇ᒁ߈⿠ߎߐࠇࠆߎߣࠍ␜ໂߒߡ
޿ࠆޕ⎇ⓥ࠹࡯ࡑߢ޽ࠆޟ⤟ፉ⒖ᬀࠍࡕ࠺࡞♽ߣߒߚᯏ᪾㧙ൻቇᔕ╵⚦⢩ᱫޠࠍࠗࡔ࡯ࠫ
ࡦࠣᛛⴚࠍ↪޿ߡ᣿ࠄ߆ߦߔࠆߎߣ߇ߢ߈ߚޕ⚿⺰ߣߒߡޔ⤟ፉ߇ⴊᶧߣធ⸅ߒޔⴊᶧಝ
࿕࿃ሶࡈࠖࡉ࡝ࡁ࡯ࠥࡦ෸߮ࡈࠖࡉ࡝ࡦ✂ᒻᚑߦࠃࠅ⤟E⚦⢩TRPM2࠴ࡖࡀ࡞߇ᵴᕈൻߐ
ࠇޔTRPM2࠴ࡖࡀ࡞੺ߒߚࠞ࡞ࠪ࠙ࡓᔕ╵߇⚦⢩ᱫࠍᗖ⿠ߒߡ⤟ፉ⎕უߩ৻࿃ߣߥߞߡ޿
ࠆߎߣ߇␜ໂߐࠇߚ(⺰ᢥḰ஻ਛ)ޕ 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⢾㙐㞟ྜ≧ែࡢኚ໬࡟ࡼࡿᖿ⣽⬊㏆᥋ሙไᚚ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ụ୰ ୍⿱ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
㸯㸧 ⢾㙐ࡢ❧యᵓ㐀ゎᯒࡣࠊ⢾㙐ࡢ᭷ࡍࡿ㐠ືᛶ࡜ᵓᡂṧᇶࡢ㢮ఝᛶ࠿ࡽ୍⯡࡟ࡣᅔ
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⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁⢾㙐ࢆ⥙⨶ⓗ࡟ゎᯒࡋࡓࠋࡲࡓࠊᾮᛶᅉᏊࡣ㓟ᛶ⢾㙐࡟⤖ྜࡍࡿࡇ࡜ࡀ
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࡞࠸ࠋ౛࠼ࡤࠊⓎ⏕㐣⛬ࡢ⚄⤒⟶࡟࠾࠸࡚ࠊWnt ࡢヲ⣽࡞ศᕸࡣࢃ࠿ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠋ୍
᪉ࠊWnt ࡞࡝ࡢᾮᛶᅉᏊࡣࠊ⢾㙐ࡸ⬡㉁࡟ࡼࡾ⩻ヂᚋಟ㣭ࢆཷࡅࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊ⣽⬊㏆
᥋ሙ࡟Ꮡᅾࡍࡿᵝࠎ࡞⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡸ⢾⬡㉁࡜┦஫స⏝ࡍࡿࡶࡢ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋࡋࡓ
ࡀࡗ࡚ࠊᾮᛶᅉᏊࡢ⩻ヂᚋಟ㣭ࡢᐇែࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࠊ࡞ࡽࡧ࡟ᾮᛶᅉᏊ࡜┦஫
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࡟ࡼࡿ Wnt3a ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢ⚄⤒⟶࡟࠾ࡅࡿศᕸࢆゎᯒࡋࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
㸯㸧 ⢾㙐࡟ࣛࣥࢱࢽࢻ࢖࢜ࣥࢆ㓄఩ࡉࡏࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊᨃࢥࣥࢱࢡࢺࢩࣇࢺࡸᖖ☢ᛶ
⦆࿴ࡢቑᙉຠᯝ࡞࡝ࡀ฼⏝ྍ⬟࡜࡞ࡾࠊࡼࡾຠ⋡ࡼࡃ⢾㙐ࡢᵓ㐀ゎᯒࢆ⾜࠼ࡓࠋ 
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Chen, Q Takada, R., & *Takada, S. (2012) Deficiency of Porcupine, an O-acyltransferase 
gene, impairs convergent extension during gastrulation in zebrafish embryos and does 
not affect equivalently the trafficking of different Wnt proteins. J. Cell Sci. in press 
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޽ߢሶ࿃ᕈᶧޔߡߒ⋡⌕ߦ╬▤⚻␹ࠆ޽ߢ❱⚵♽⚻␹ᨔਛߩ⒟ㆊ↢⊒ߢߎߘޕ޿ߥ޿ߡࠇ
ߥޘ᭽ࠆߔ࿷ሽߦ႐ធㄭ⢩⚦߇ሶ࿃ᕈᶧߩߤߥtnWޔߦ․ޕߚߒ⸛ᬌࠍᏓಽ㑆ⓨߩtnWࠆ
ߔ↪૞੕⋧ߣሶ࿃ᕈᶧޔࠄ߆ߣߎࠆࠇࠄ߃⠨ߣߩ߽ࠆߔ↪૞੕⋧ߣ⾰⢽♧߿⾰ࠢࡄࡦ࠲♧
ߌ߅ߦ૕⇣ᄌ㘼ୃ㎮♧ߩ߆ߟߊ޿ޔ߈߅ߦ㗡ᔨࠍߣߎࠆߔቯหࠍ⾰⢽♧߿⾰ࠢࡄࡦ࠲♧ࠆ
 ޕࠆ޿ߡ߼ㅴࠍ⸛ᬌߩߡ޿ߟߦᏓಽ㑆ⓨߩtnWࠆ
ࠬ࠙ࡑޔߢߩࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆ߃ਈࠍ㗀ᓇߦ↢⊒⚻␹ޔߒว⚿ߣࡦࠥࠜࡈ࡞ࡕ߇㎮♧ൻ㉄⎫
ޕߚߞⴕࠍᨆ⸃⃻⊒ߡ޿ߟߦ㘃⒳04 ⚂ޔ⚛㉂ᚑวߩ㎮♧ൻ㉄⎫ޔߡߒߦ⽎ኻࠍ㜑⣄ᦼ↢⊒
ߒੌ⚳ߪ೎ㆬߩሶવㆮࠆߔ⃻⊒ߡߒൻ࿷ዪߣሶવㆮࠆߔ⃻⊒ߊᐢߦ㜑⣄ᦼ↢⊒ޔᨐ⚿ߩߘ
 ޕߚ
⎇ห౒ߡ޿ߟߦߩ߽ࠆߍ᜼ߦਅએޔߜ߁ߩሶવㆮㅪ㑐㎮♧ࠆߔ⃻⊒ߦ㜑⣄ᦼ↢⊒ޔ࿷⃻ 
 ޕࠆ޿ߡߞߥⴕࠍᨆ⸃߼㓸ࠍࠬ࠙ࡑߡߒߣⓥ
 ))↢వ᧻㐷 ቇᄢደฎฬ( ࠬ࠙ࡑ៊ᰳ㉄⎫ࡦ࠲࡜ࠤ(ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ1-TS6cANclG࡮
 )↢వ᪊ ቇᄢᵄ╳(ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ2fluS ,1fluS ࡮
 ))↢వጟ ቇᄢㇺ੩( ࠬ࠙ࡑ៊ᰳ1-KNH(ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁP-TAclG࡮
 )↢వᷨ⠀ ቇᄢ⑼ක⍮ᗲ(ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ1-TS6,4cANlaG࡮
 ))↢వ⼱Ⓑ ቇᄢ੗⑔( ࠬ࠙ࡑ៊ᰳ㉄⎫ࡦ࡜ࡄࡋ(ࠬ࠙ࡑxolf-1txE࡮
࠺ࠧ࡝ࠝࠄ߆⚻␹േㆇ߮ࠃ߅ㅧ᭴ࡦࠗࡔ࠼ߩ㜑⣄ᦼ↢⊒ߡ޿↪ࠍࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁฦ 
 ޕࠆ޿ߡߞߥⴕࠍᨆ⸃ߦ⚦⹦ߡ޿ߟߦ឵ォൻಽߩ߳࠻ࠗࠨࡠ࠼ࡦ
 dipil(ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ3DG/2DG/2MGޔߡ߃ടߦࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁߩ⸥਄ޔߚ߹ 
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
ࡦࠥࠜࡈ࡞ࡕߪtfar dipilޕࠆ޿ߡߞߥⴕ߽ᨆ⸃ߩ))↢వᎹฎ ቇᄢደฎฬ( ࠬ࠙ࡑ៊ᰳtfar
޿ߡ߼ㅴ߽ᨆ⸃ߩࠬ࠙ࡑ៊ᰳtfar dipilޔ߼ߚࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆ޽ߢⷐ㊀ߡߒߣ႐ࠆขߌฃࠍ
 ޕࠆ
 
 
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
 ޤಽᒰᜂ⮮ടޣ
ࠊวߺ⚵ࠍ▚⸘ቇജേሶಽߣᴺRMN ߚߒ↪ᵴࠍࡉ࡯ࡠࡊᕈ⏛Ᏹޔߚߒ⊒㐿ߦߢ߹ᐲᐕ೨ 
ߘޕߚߒ↪ᔕߦ㎮♧࠼ࠪࠝ࡝ࠣࡦࠟࠆߔ᦭ࠍㅧ᭴ጘಽޔࠍᴺᨆ⸃ㅧ᭴૕┙⊛േߩ㎮♧ߚߖ
ㅧ᭴૕┙ߩ㎮♧߇ㅧ᭴ጘಽޔߦ߽ߣߣࠆߔߦ߆ࠄ᣿ࠍࡦ࡚ࠪ࡯ࡔࠜࡈࡦࠦߩ㎮♧ޔᨐ⚿ߩ
࠮ࠗࡃࠆ޽ߢ࡞࠺ࡕ⤑⾰⢽ޔߚ߹ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔଔ⹏ࠍ㗀ᓇࠆ߃ਈߦࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߩ
ࠨޔߢߣߎࠆߔ⵾⺞ࠍ࡞࠮ࠗࡃဳዊߛࠎㄟ⚵ࠇߙࠇߘࠍ࠼ࠪࠝ࡝ࠣࡦࠟ⒳ฦޔߒ⋡⌕ߦ࡞
࠮ࠗࡃ᦭฽࠼ࠪࠝ࡝ࠣࡦࠟޔߦࠄߐޕߚߒ▽᭴ࠍ࡞࠺ࡕ࡯࠲ࠬ࡜ࠢ㎮♧ߚࠇߐᓮ೙ߩ࠭ࠗ
ޔᨐ⚿ߚߞⴕࠍᨆ⸃↪૞੕⋧RMN ߩߣ㧕nyS-ǂ㧔ࡦࠗ࡟ࠢ࠿ࠪ-ǂ ⾰ࠢࡄࡦ࠲ᕈว⚿⤑ߣ࡞
ߎࠆߔว⚿ߣ࡯࠲ࠬ࡜ࠢ࠼ࠪࠝ࡝ࠣࡦࠟޔߒ೎⼂ࠍㅧ᭴㎮♧ߡߒ੺ࠍၞ㗔┵ᧃN ߇nyS-ǂ
 ޕߚߒߦ߆ࠄ᣿ࠍߣ
 ޤಽᒰᜂ↰㜞ޣ
 ޕߚࠇࠄᓧ߇ᨐᚑⓥ⎇ߥ߁ࠃߩਅએޔߪߡ޿߅ߦᐲᐕ㧟㧞ᚑᐔ
⸃ߦ⚦⹦ࠍᏓಽࠆߌ߅ߦ▤⚻␹ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲ a3tnW ࠬ࠙ࡑࠅࠃߦᴺ⦡ᨴ❱⚵∉఺㧕㧝㧔
࿐๟߇⾰ࠢࡄࡦ࠲ a3tnW ࠄ߆⢩⚦↢↥ߪߡ޿߅ߦ▤⚻␹஥⢛ޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒᨆ
ᱛ߈⓭ࠍߣߎࠆ޿ߡߒⓍ㓸ߦ⊛⇣․ߦ஥⣧▤ޔߦᤨหߣࠆ޿ߡߒᢔ᜛ࠍ㑆ߩ⢩⚦ߩ
ቯหࠍሶવㆮ⊛ᮡࠆࠇߐዉ⺃߇⃻⊒ߡߓᔕߦⓍ㓸ߩtnWߥ߁ࠃߩߎޔߦࠄߐޕߚ߼
tnWޔߡߞࠃߦߣߎ߁ⴕࠍᨆ⸃⢻ᯏߩሶવㆮ⊛ᮡߩߎߪᓟ੹ޕߚߒഞᚑ߽ߦߣߎࠆߔ
 ޕࠆ޿ߡ߃⠨ߣߩ߽ࠆ߈ߢߦ߆ࠄ᣿ࠍ⟵ᗧߩⓍ㓸ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲
ߩ⚛㉂ᚑว2DG/2MG ߣ⚛㉂ᚑว3DG㧔૕⇣ᄌߩ߆ߟߊ޿ࠆࠊ㑐ߦ㘼ୃ࡮ᚑว㎮♧㧕㧞㧔
㉄⎫-㧢-ࡦࡒࠨࠦ࡞ࠣ࡞࠴࠮ࠕ-N ߣ㧕ࠆߔ๒ࠍᏱ⇣ߦᚑᒻ࠻ࡈ࡜⾰⢽㧔૕⇣ᄌ㊀ੑ
ࠍᏓಽ㑆ⓨߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲ a3tnW ࠆߌ߅ߦ▤⚻␹ޔߡ޿߅ߦ㧕૕⇣ᄌߩ 1-⚛㉂⒖ォ
ޔߊߥߪᏱ⇣ߥ߈ᄢ߽ߡ޿߅ߦ૕⇣ᄌߩࠄߜߤޔߪߡ޿߅ߦࠅ㒢ߚߴ⺞ޕߚߒᨆ⸃
⠨ߣߩ߽޿ߥ߃ਈࠍ㗀ᓇߥ߈ᄢߪߦᏓಽ㑆ⓨߩtnWߪ⚛㉂㘼 ࡮ୃᚑว㎮♧ߩࠄࠇߎ
㒠એᐲᐕᰴޔߪߡ޿ߟߦᏓಽ㑆ⓨߩtnWࠆߌ߅ߦ૕⇣ᄌߩ⚛㉂㘼ୃ㎮♧ޕߚࠇࠄ߃
 ޕࠆߔᨆ⸃ࠍ㘼ୃ㎮♧ߩ߈⛯߈ᒁߡ޿↪ࠍ૕⇣ᄌߩ⚛㉂㘼ୃߩ೎߽
 ޤಽᒰᜂਛᳰޣ
2/1fluS࡮ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁP-TAclG࡮ࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ1-TS6cANclGޔߦߢ߹࿷⃻
ߦࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁߩࠇߕ޿ޔࠄ߆ᨆ⸃ߩߘޕࠆ޿ߢࠎㅴ߇ᨆ⸃ߩࠬ࠙ࡑ࠻࠙ࠕࠢ࠶ࡁ
⇣ൻಽߩ࠻ࠗࠨࡠ࠼ࡦ࠺ࠧ࡝ࠝࠆߓ↢ࠄ߆ࡦࠗࡔ࠼NMpޔߡߒߣဳ⃻⴫ࠆߔㅢ౒߽ߡ޿߅
࠙ࡑOK ߇ᢙߩ࠻ࠗࠨࡠ࠼ࡦ࠺ࠧ࡝ࠝࠆࠇߐ↢↥ࠄ߆㗃ᣣ5.21 ↢⢝᧪ᧄޕߚࠇߐኤⷰ߇Ᏹ
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
ࠬߦ߅޿ߡ᦭ᗧߦᷫዋߒߡ޿ߚޕ߹ߚޔߎߩ⴫⃻ဳߦട߃ߡޔGlcNAc6ST-1ࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻
ࡑ࠙ࠬߢߪmotor neuronߩ↥↢੣ㅴ߅ࠃ߮࠼ࡔࠗࡦ᭴ㅧߩ⣻஥஥߳ࠪࡈ࠻߇ⷰኤߐࠇߚޕ
⢝↢ 12.5ᣣߢߩࠝ࡝ࠧ࠺ࡦ࠼ࡠࠨࠗ࠻ಽൻߦߪޔfloor plate߆ࠄಽᴲߐࠇࠆ Shhࠪࠣ࠽࡞
߇㊀ⷐߥᓎഀࠍᜂߞߡ޿ࠆߎߣ߇⍮ࠄࠇߡ޿ࠆޕฦࡁ࠶ࠢࠕ࠙࠻ࡑ࠙ࠬߦ߅޿ߡ Shhࠪࠣ
࠽࡞ߩਅᵹㆮવሶߢ޽ࠆ Patched1ࠍ⺞ߴߚߣߎࠈޔ⊒⃻ߩᷫᒙ߹ߚߪ⇣ᚲ⊛ߥ⊒⃻਄᣹߇
⹺߼ࠄࠇߚޕ 
 એ਄ߩߎߣ߆ࠄޔ⎫㉄ൻ♧㎮ߦࠃߞߡ Shhߩࠪࠣ࠽࡞વ㆐߇⺞ᢛߐࠇߡ޿ࠆ⁁ᴫ߇⷗߃
ߡ߈ߚޕ 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⢾㙐㞟ྜ≧ែࡢኚ໬࡟ࡼࡿᖿ⣽⬊㏆᥋ሙᢚไ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ㸦㹁㸧ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ụ୰ ୍⿱ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
᫖ᖺ࡟ᘬࡁ⥆ࡁࠊࣔࣝࣇ࢛ࢤࣥࡢศᕸ࡟࠾ࡅࡿ⢾㙐ࡢᙺ๭ࢆㄪ࡭ࡿ࡜ඹ࡟ࠊ⢾㙐ࡀࣔࣝ
ࣇ࢛ࢤࣥ࡜⤖ྜࡍࡿ࡜ࡁࡢศᏊᵓ㐀ⓗᇶ┙ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࡓࠋ 
 ⢾㙐ࡣࠊ㐠ືᛶࡢ㧗ࡉࡸᵓᡂṧᇶࡢ㢮ఝᛶ࠿ࡽࠊ୍⯡ⓗ࡞⏕యศᏊࡢᵓ㐀ゎᯒᡭἲࡢ㐺
⏝ࡀᅔ㞴࡛࠶ࡿࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊᾮ୰ࡸ⣽⬊㏆᥋ሙ࡟࠾ࡅࡿ⢾㙐ࢆ◊✲ᑐ㇟࡜ࡋ࡚ࠊ⢾㙐ࡢ
୕ḟඖᵓ㐀ゎᯒἲࡢᶞ❧ࢆ⾜ࡗ࡚ࡁࡓࠋᖹᡂ ᖺᗘ࡛ࡣࠊࡇࢀࡲ࡛࡟☜❧ࡋࡓ⢾㙐ࡢືⓗ
ᵓ㐀ゎᯒᡭἲࢆά⏝ࡋࠊศἪ⤒㊰࡟࠾࠸࡚ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢရ㉁ࢆᥦ♧ࡍࡿᙺ๭ࢆᢸ࠺㧗࣐ࣥ
ࣀ࣮ࢫᆺ⢾㙐ࡢືែゎ᫂࡟ྲྀ⤌ࢇࡔࠋࡉࡽ࡟ࠊඛኳᛶ➽ࢪࢫࢺࣟࣇ࢕࣮⑌ᝈ࡟࠾࠸࡚ㄆࡵ
ࡽࢀࡿࠊ⣽⬊⭷ୖࡢ⢾㙐ᵓ㐀ࡢᙧᡂ␗ᖖ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ⑌ᝈࡢཎᅉ㑇ఏᏊࡢ㸯ࡘ࡟ࢥ࣮ࢻࡉࢀ
ࡓࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢᶵ⬟ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋ
 ᖿ⣽⬊࡜ࡣࠊ⮬ศ࡜ྠࡌᮍศ໬࡞⣽⬊ࢆ⏕ࡳฟࡋ࡞ࡀࡽࠊ୍᪉࡛ศ໬ࡍࡿ⣽⬊ࢆ⥅⥆ⓗ
࡟⏕ࡳฟࡍࡇ࡜ࡀฟ᮶ࡿ⣽⬊࡛࠶ࡿࠋᖿ⣽⬊ࡸᮍศ໬๓㥑⣽⬊ࡢ࿘ᅖ࡟࠾ࡅࡿᾮᛶᅉᏊࡢ
✵㛫ศᕸࡣࠊᮍࡔ༑ศ࡟᫂ࡽ࠿࡟ࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋࡑࡇ࡛Ⓨ⏕㐣⛬ࡢ୰ᯡ⚄⤒⣔⤌⧊࡛࠶ࡿ
⚄⤒⟶ࢆࣔࢹࣝ⣔࡟㑅ࡧࠊᾮᛶᅉᏊ :QW ࡢ⣽⬊እ࡛ࡢ᫬✵㛫ືែࡢゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ≉࡟ࠊ
:QW ࡞࡝ࡢᾮᛶᅉᏊࡣࠊ⣽⬊㏆᥋ሙ࡟Ꮡᅾࡍࡿᵝࠎ࡞⢾㙐࡜┦஫స⏝ࡍࡿࡶࡢ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿ
ࡇ࡜࠿ࡽࠊ:QW ࡜┦஫స⏝ࡍࡿ⢾㙐ࢆྠᐃࡋࠊ:QW ࡢ✵㛫ศᕸ࡟ཬࡰࡍᙳ㡪ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿ
ࡇ࡜࡟㔜Ⅼࢆ⨨ࡁ◊✲ࢆ㐍ࡵࡓࠋࡍ࡛࡟ࠊᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ࠾ࡼࡧ㸰㸲ᖺᗘࡢ◊✲࠿ࡽࠊ:QWD
ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡀ⏘⏕⣽⬊࡛࠶ࡿ⚄⤒⟶᭱⫼ഃ㸦⵹ᯈ㸧ࡢ⣽⬊࠿ࡽᣑᩓࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊ⚄⤒⟶
ࡢෆഃ࡟ᒁᡤⓗ࡟ᒁᅾ໬ࡶࡍࡿ࡜࠸࠺ࠊ㸰┦ᛶࡢศᕸᵝᘧࢆ࿊ࡍࡿࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋ࡚ࡁ
ࡓࠋࡑࡇ࡛ᮏᖺᗘࡣࠊࡇࡢ㸰┦ᛶࡢศᕸᵝᘧ࡜ :QW ࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩࡜ࡢ㛵㐃࡟ࡘ࠸࡚ࠊ⵹
ᯈ࡟࠾ࡅࡿ :QW ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢⓎ⌧࡟╔┠ࡋ࡚ゎᯒࢆ㐍ࡵࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࡇࡢࡼ࠺࡞ศᕸᵝᘧ
࡟⣽⬊㏆᥋ሙࡢ⢾㙐ࡀཬࡰࡍᙳ㡪ࢆ⢾㙐ಟ㣭㓝⣲ࡢኚ␗య࣐࢘ࢫࢆ⏝࠸࡚ゎᯒࡋࡓࠋ
 ◲㓟໬⢾㙐ࡀࣔࣝࣇ࢛ࢤࣥ࡜⤖ྜࡋࠊ⚄⤒Ⓨ⏕࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࡢ࡛ࠊ࣐࢘
ࢫⓎ⏕ᮇ⬨㧊ࢆᑐ㇟࡟ࡋ࡚ࠊ◲㓟໬⢾㙐ࡢྜᡂ㓝⣲ࠊ⣙ 40 ✀㢮࡟ࡘ࠸࡚Ⓨ⌧ゎᯒࢆ⾜࠸ࠊ
Ⓨ⏕ᮇ⬨㧊࡟ᗈࡃⓎ⌧ࡍࡿ㑇ఏᏊ࡜ᒁᅾ໬ࡋ࡚Ⓨ⌧ࡍࡿ㑇ఏᏊࡢ㑅ูࢆᖹᡂ 24ᖺᗘࡲ࡛࡟
⤊஢ࡋࡓࠋᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣࠊࢣࣛࢱࣥ◲㓟࡜࣊ࣃࣛࣥ◲㓟࡟╔┠ࡋ࡚ゎᯒࢆࡋࡓࠋࢣࣛࢱࣥ
◲㓟ࡣࡑࡢḞᦆ࣐࢘ࢫࢆ⏝࠸࡚Ⓨ⏕ᮇ⬨㧊ࡢࢻ࣓࢖ࣥᵓ㐀࠾ࡼࡧ㐠ື⚄⤒࠿ࡽ࢜ࣜࢦࢹࣥ
ࢻࣟࢧ࢖ࢺ࡬ࡢศ໬㌿᥮࡟ࡘ࠸࡚ヲ⣽࡟ゎᯒࢆ⾜࡞ࡗࡓࠋ 
 ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟ࡣࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡢ⣔ࢆ౑ࡗࡓࠋ㏆ᖺࡢࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚⏕Ṫᖿ⣽⬊◊
✲࡟ࡼࡾࠊᖿ⣽⬊ࡢ⥔ᣢ࡟ࡣᖿ⣽⬊ࢆྲྀࡾᕳࡃ⣽⬊እᚤᑠ⎔ቃ㸦ࢽࢵࢳ㸧ࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࡇ
࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗ࡚ࡁࡓࠋࢽࢵࢳࡢศᏊⓗᐇయࡣࠊ⏕Ṫᖿ⣽⬊࡟㏆᥋ࡍࡿ≉Ṧ໬ࡉࢀࡓ⏕
Ṫ⭢య⣽⬊㸦ࢽࢵࢳ⣽⬊㸧ࡼࡾศἪࡉࢀࡿ⣽⬊ቑṪᅉᏊ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡿࠋ
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ࡋ࠿ࡋࠊศἪᛶࡢ⣽⬊ቑṪᅉᏊࡀࠊࢽࢵࢳ⣽⬊㏆ഐ࡟ࡢࡳ␃ࡲࡾࠊ㝈ࡽࢀࡓ㡿ᇦ࡟ࢽࢵࢳ
ࢆᙧᡂࡍࡿ࣓࢝ࢽࢬ࣒ࡣ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠋᮏ◊✲࡛ࡣࢽࢵࢳ࡟࠾࠸࡚ቑṪᅉᏊࡢศ
ᕸࢆไᚚࡍࡿᅉᏊ࡜ࡋ࡚ࠊ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟ࣉࣟࢸ࢜ࢢࣜ࢝ࣥ㸦HSPG㸧࡟╔┠ࡋࡓࠋHSPG
ࡣ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟㸦HS㸧ࢆഃ㙐࡜ࡋ࡚ࡶࡘ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢࣇ࢓࣑࣮࡛ࣜ࠶ࡾࠊ⣽⬊እ⎔ቃ࡛
⣽⬊ቑṪᅉᏊࡢศᕸࢆไᚚࡍࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋᮏ◊✲࡛ࡣ HSPG ࡀࢽࢵࢳ࡟࠾࠸࡚
⣽⬊ቑṪᅉᏊࡢศᕸࢆไᚚࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊࢽࢵࢳࡢ⠊ᅖࢆศᏊⓗ࡟つᐃࡍࡿࡢ࡛ࡣ࡞࠸
࠿࡜ண᝿ࡋࠊゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
࠙ຍ⸨ᢸᙜศࠚ 
 ᖖ☢ᛶຠᯝࢆᛂ⏝ࡋࡓ᰾☢Ẽඹ㬆㸦NMR㸧ἲ࡜ศᏊືຊᏛ㸦MD㸧ィ⟬࡜ࢆ⤌ࡳྜࢃࡏࠊ
㧗࣐ࣥࣀ࣮ࢫᆺ⢾㙐 M9 ࠾ࡼࡧ M8B ࡢ⢭ᐦᵓ㐀ゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ㓝ẕኚ␗యࢆ⏝࠸࡚ㄪ〇ࡋ
ࡓ⢾㙐࡟ᖖ☢ᛶࣉ࣮ࣟࣈࢆᑟධࡋࠊศᏊ⛉Ꮫ◊✲ᡤࡢ 920MHz ࡞ࡽࡧ࡟ 800MHz ㉸㧗☢ሙ
NMR ⿦⨨ࢆά⏝ࡍࡿࡇ࡜࡛ࠊ⢾㙐ࡢᵓ㐀᝟ሗࢆ཰㞟ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊ⢾㙐ࡢࣞࣉࣜ࢝஺᥮
MD ィ⟬ࢆᐇ᪋ࡋࠊࡑࡢ❧య㓄ᗙ✵㛫ࢆ᥈ᰝࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊNMR ゎᯒ࡟ࡼࡿᵓ㐀᝟ሗ࡟ᇶ
࡙࠸࡚ᵓ㐀ࢧࣥࣉࣜࣥࢢࡢ㐺ษࡉࢆホ౯ࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊM9 ࠾ࡼࡧ M8B ⢾㙐ࡢ❧యᵓ㐀
ࡢኚື⠊ᅖࡀ᭷ព࡟␗࡞ࡿࡇ࡜ࡀ♧ࡉࢀࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢရ㉁⟶⌮࡟㛵ࢃࡿ୍㐃ࡢ㧗࣐ࣥ
ࣀ࣮ࢫᆺ⢾㙐ࡢࠊࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡞ࢥࣥࣇ࢛࣓࣮ࢩࣙࣥኚ໬ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
 ࡲࡓࠊඛኳᛶ➽ࢪࢫࢺࣟࣇ࢕࣮ཎᅉ㑇ఏᏊࡢ㸯ࡘ࡛࠶ࡿ AGO61 ࡢࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫࢆ
సฟࡋࠊࡑࡢ⾲⌧ᆺゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊAGO61 ࡢḞᦆ࡟క࠸ࠊ⣽⬊⭷࡟Ꮡᅾࡍࡿ α-
ࢪࢫࢺࣟࢢࣜ࢝ࣥ㸦αDG㸧ୖࡢ࣑ࣛࢽࣥ⤖ྜᛶࢆ♧ࡍ⢾㙐ࡢⓎ⌧ࡀᾘኻࡋࠊ⬻ࡢᒙᙧᡂࡢ
୙඲ࡀ㉳ࡁࡿࡇ࡜ࢆぢฟࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࡇࡢ㑇ఏᏊ࡟ࢥ࣮ࢻࡉࢀࡓࢱࣥࣃࢡ㉁ࡀࠊαDG ୖ
ࡢ≉ᐃࡢ఩⨨࡟⤖ྜࡋࡓ࣐ࣥࣀ࣮ࢫṧᇶ࡬ࡢ N-࢔ࢭࢳࣝࢢࣝࢥࢧ࣑ࣥಟ㣭ࢆᢸࡗ࡚࠸ࡿࡇ
࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋࡇࢀࡽࡢ⤖ᯝ࡟ࡼࡾࠊAGO61 ࡢḞᦆ࡟క࠸ αDG ୖࡢ࣑ࣛࢽࣥ⤖ྜᛶ
⢾㙐ࡢᙧᡂ୙඲ࡀ㉳ࡇࡾࠊࢪࢫࢺࣟࢢࣜ࢝ࣀࣃࢳ࣮ࡀⓎ⑕ࡍࡿࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ
࡛ࡁࡓࠋࡲࡓࠊ⣽⬊⭷ୖࡢ⢾⬡㉁ࡢᶵ⬟࣓࢝ࢽࢬ࣒ࡢ⌮ゎࢆࡼࡾ῝ࡵࡿࡓࡵ࡟ࠊேᕤタィ
࡟ᇶ࡙ࡃ⢾⬡㉁㸦ࢿ࢜⢾⬡㉁㸧ࡢྜᡂ࡜ᶵ⬟ホ౯ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
 
࠙㧗⏣ᢸᙜศࠚ 
࣐࢘ࢫ⬨㧊⚄⤒⟶ࡢ⵹ᯈ࿘㎶࡟࠾࠸࡚ࠊ㸰ࡘࡢ Wnt ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ࢆ᳨ウࡋࡓࠋࡲࡎࠊ
᭱ࡶ୍⯡ⓗ࡞ Wnt ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢ୍ࡘ࡛࠶ࡿ Axin2 ࡢⓎ⌧ࡣࠊ⵹ᯈࢆྵࡴ⚄⤒⟶⫼ഃࡢᗈ࠸
㡿ᇦ࡟ㄆࡵࡽࢀࡓࡀࠊࡑࡢ㡿ᇦࡣ Wnt3a ࡢᣑᩓⓗ࡞ศᕸࣃࢱ࣮ࣥ࡜ࡼࡃ୍⮴ࡋ࡚࠸ࡓࠋ୍
᪉ࠊWnt3a ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡣ⵹ᯈࡢ᭱ࡶෆ⭍ഃ࡟ᒁᅾ໬ࡍࡿ࡜࠸࠺ࡶ࠺୍ࡘࡢࣃࢱ࣮ࣥࢆ࿊ࡍ
ࡿࡀࠊࡇࡢᒁᅾ໬㡿ᇦ࡟ᑐᛂࡋ࡚ RPG1㸦௬ྡ㸧࡜࠸࠺㑇ఏᏊࡀ Wnt ౫Ꮡⓗ࡟Ⓨ⌧ࡍࡿࡇ
࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࡇࡢ Wnt ࡢ㸰┦ᛶศᕸ࡜࣊ࣃࣛࣥ◲㓟㙐࡜ࡢ㛵ಀࢆㄪ࡭ࡿ
ࡓࡵ࡟ࠊ࣊ࣃࣛࣥ⏕ྜᡂ࡟ᚲ㡲ࡢ㓝⣲࡛࠶ࡿ Ext1 ࢆ⵹ᯈ≉␗ⓗ࡟ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺࡋࠊWnt
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢ✵㛫ศᕸࢆㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊᣑᩓⓗ࡞✵㛫ศᕸࡣᙳ㡪ࢆཷࡅࡓࡢ࡟ᑐࡋ࡚ࠊෆ
⭍ഃ࡬ࡢᒁᅾ໬ࡣṇᖖ࡟㉳ࡁ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀほᐹࡉࢀࡓࠋࡇࡢࡇ࡜ࡣࠊWnt ࡢ㸰┦ᛶࡢ✵㛫
ศᕸࡀ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟࡟ࡼࡾ␗࡞ࡿไᚚࢆཷࡅ࡚࠾ࡾࠊWnt ࡢᒁᅾ࡟ᑐࡋ࡚࣊ࣃࣛࣥ◲㓟௨
እࡢᅉᏊࡀ㛵୚ࡍࡿࡇ࡜ࢆ♧၀ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺࡞ᅉᏊࡢྠᐃ࡜ᶵ⬟ゎᯒࢆ㐍ࡵࡿࡇ࡜
࡜࡟ࡼࡾࠊWnt ࡢ✵㛫ศᕸࡢไᚚᶵᵓࡢ඲యീࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡿࡶࡢ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ 
࠙ụ୰ᢸᙜศࠚ 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ GlcNAc6ST-1 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ㸦ࢣࣛࢱࣥ◲㓟Ḟᦆ㸧࣭ Sulf1/2 ࣀࢵࢡ࢔
࢘ࢺ࣐࢘ࢫ㸦࣊ࣃࣛࣥ◲㓟ࡢ⬺◲㓟໬㓝⣲Ḟᦆ㸧ࡢゎᯒࡀ㐍ࢇࡔࠋ࠸ࡎࢀࡢࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ
࣐࢘ࢫ࡟࠾࠸࡚ࡶඹ㏻ࡍࡿ⾲⌧ᆺ࡜ࡋ࡚ࠊpMN ࢻ࣓࢖ࣥ࠿ࡽ⏕ࡌࡿ࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺ
ࡢศ໬␗ᖖࡀほᐹࡉࢀࡓࠋpMN ࢻ࣓࢖ࣥ࠿ࡽࡣࡲࡎ motor neuron ࡀ⏘⏕ࡉࢀࠊᘬࡁ⥆ࡁ
࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺࡀ⏘⏕ࡉࢀࡿࠋGlcNAc6ST-1 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡛ࡣ motor neuron
ࡢ⏘⏕ஹ㐍ࡀほᐹࡉࢀࡓࡀࠊSulf1/2 ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡛ࡣ motor neuron ࡢ⏘⏕ࡶᢚไ
ࡉࢀ࡚࠸ࡓࠋ⫾⏕ 12.5 ᪥࡛ࡢ࢜ࣜࢦࢹࣥࢻࣟࢧ࢖ࢺศ໬࡟ࡣࠊfloor plate ࠿ࡽศἪࡉࢀࡿ
Shh ࢩࢢࢼࣝࡀ㔜せ࡞ᙺ๭ࢆᢸࡗ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋྛࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫ࡟࠾
࠸࡚ Shh ࢩࢢࢼࣝࡢୗὶ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ Patched1 ࢆㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊⓎ⌧ࡢῶᙅࡲࡓࡣ␗ᡤ
ⓗ࡞Ⓨ⌧ୖ᪼ࡀㄆࡵࡽࢀࡓࠋ 
 ௨ୖࡢࡇ࡜࠿ࡽࠊ◲㓟໬⢾㙐࡟ࡼࡗ࡚ Shh ࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࡀㄪᩚࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊࡑࡢኚ໬
࡟ࡼࡗ࡚⚄⤒Ⓨ⏕࣭ศ໬ࡀࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡟ไᚚࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋ 
࠙ᯘᢸᙜศࠚ 
HSPG ࡢ୍✀࡛࠶ࡿࢢࣜࣆ࢝ࣥࡀࠊᖿ⣽⬊࡟ቑṪᅉᏊࢩࢢࢼࣝࢆఏ㐩ࡍࡿࡢ࡟ᚲせ࡛࠶ࡿ
ࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋࠊࢢࣜࣆ࢝ࣥࡢᶵ⬟ࢆ㜼ᐖࡋࡓሙྜࡢᙳ㡪ࡣࠊ඲࡚ࡢ HSPG
ാࡁࢆ㜼ᐖࡋࡓሙྜࡢᙳ㡪࡟ẚ࡭ࡿ࡜㐶࠿࡟㍍ᚤ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡶ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋࡇࡢࡇ࡜
ࡣࢢࣜࣆ࢝ࣥ௨እࡢ HSPG ࡀࢽࢵࢳ࡟࠾࠸࡚㔜せ࡞ാࡁࢆࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆ♧၀ࡋ࡚࠸ࡓࠋ
ࡑࡇ࡛ࠊࢢࣜࣆ࢝ࣥ௨እࡢ୺せ࡞ HSPG ࡛࠶ࡿࢩࣥࢹ࢝ࣥ࠾ࡼࡧࣃ࣮ࣝ࢝ࣥࡢࢽࢵࢳ࡟࠾
ࡅࡿᶵ⬟ࡢゎᯒࢆヨࡳࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊࡇࢀࡽࡢ HSPG ࡢࢽࢵࢳ⣽⬊࡟࠾ࡅࡿാࡁࡣ༸ᕢ⏕
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ᬁേ‛䈫ή⣄ᬁേ‛䈎䉌䈭䉎 㪫㪩㪧㪘㪈 䉪䊧䊷䊄䈪䈫䇮ή⣄ᬁേ‛䈣䈔䈎䉌䈭䉎䉪䊧䊷䊄䈪䈅
䉎䇯䈖䈱ੑ䈧䈱䉪䊧䊷䊄䈱ಽጘ䈲䇮⣄ᬁേ‛䈫ή⣄ᬁേ‛䈱ಽጘ䉋䉍ฎ䈇䇯㩷
㩷
੹ᓟ䈲䇮䉡䊆䇮䊍䊃䊂䈱ᐜ↢䈪䈱᷷ᐲ⿛ᕈ䉕䉼䊞䊮䊋䊷䈱᷷ᐲ䉕ᄌ䈋䈩䇮ઁ䈱↢‛䈱 㪫㪩㪧㪘
䈪䉂䉌䉏䉎䈱䈫ห᭽䈮㜞᷷䈮ኻ䈜䉎ᔊㆱⴕേ䈮㑐ਈ䈜䉎䈱䈎䈬䈉䈎䉕⺞䈼䉎䇯䉁䈢䉟䊃䊙䉨䊍
䊃䊂䈱 㪫㪩㪧䋱ㆮવሶ䊉䉾䉪䉻䉡䊮୘૕䈮䈧䈇䈩䈱䇮᷷ᐲ⿛ᕈ䉕⹦⚦䈮⺞䈼䉎䇯ઁ䈮䇮䊗䊦䊗䉾
䉪䉴䈪䈲ಽሶㅴൻቇ⊛ᚻᴺ䈪 㪫㪩㪧㪘 䈱⋧ห㈩೉䉕หቯ䈚䇮䈠䈱⊒⃻䉕ಽሶ↢‛ቇ⊛ᚻᴺ䈪
䊑䊨䉾䉪䈜䉎䈖䈫䈮䉋䉎䇮᷷ᐲ⿛ᕈ䈱ᄌൻ䉕⺞䈼䉎䇯 
੹ᓟ䈲㪃એਅ䈱᭽䈭ዷ㐿䈮䈧䈭䈕䈢䈇䇯 
㽲 䉡䊆ᐜ↢䈱 㪺㪛㪥㪘 䈎䉌 㪫㪩㪧㪘 ⋧หㆮવሶ䉕න㔌䈚䇮㔚᳇↢ℂቇ⊛ታ㛎䈪䇮ᯏ⢻․ᕈ䉕
᣿䉌䈎䈮䈜䉎䇯㩷
㽳 䊍䊃䊂ᐜ↢䈱 㪫㪩㪧㪘㪈 ㆮવሶ䊉䉾䉪䉻䉡䊮୘૕䈱ⴕേ䋨᷷ᐲ⿛ᕈ䋩䉕⺞䈼䉎䇯㩷
㽴 䊗䊦䊗䉾䉪䉴䉇䉪䊤䊚䊄䊝䊅䉴䈱᷷ᐲᗵฃᕈ䈮䈎䈎䉒䉎ಽሶ䈱න㔌㩷
㽵 એ਄䈱⍮⷗䈮ၮ䈨䈐䇮ㅴൻ䈱ೋᦼᲑ㓏䈪䈱᷷ᐲᗵฃᕈฃኈ૕䈱ᯏ⢻ᄌൻ䈮䈧䈇䈩⼏
⺰䈜䉎䇯㩷
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
㪪㪸㫀㫋㫆㩷㪪㪃㩷㪥㪸㫂㪸㫋㫊㫌㫂㪸㩷㪢㪃㩷㪫㪸㫂㪸㪿㪸㫊㪿㫀㩷㪢㪃㩷㪝㫌㫂㫌㫋㪸㩷㪥㪃㩷㪠㫄㪸㪾㪸㫎㪸㩷㪫㪃㩷㪦㪿㫋㪸㩷㪫㪃㩷㪫㫆㫄㫀㫅㪸㪾㪸㩷㪤㪅㩷㪘㫅㪸㫃㫐㫊㫀㫊㩷㫆㪽㩷
㪫㫉㪸㫅㫊㫀㪼㫅㫋㩷㪩㪼㪺㪼㫇㫋㫆㫉㩷㪧㫆㫋㪼㫅㫋㫀㪸㫃㩷㪘㫅㫂㫐㫉㫀㫅㩷㪈㩷㩿㪫㪩㪧㪘㪈㪀㩷㫀㫅㩷㪽㫉㫆㪾㫊㩷㪸㫅㪻㩷㫃㫀㫑㪸㫉㪻㫊㩷㫀㫃㫃㫌㫄㫀㫅㪸㫋㪼㫊㩷㪹㫆㫋㪿㩷
㫅㫆㪺㫀㪺㪼㫇㫋㫀㫍㪼㩷㪿㪼㪸㫋㩷㪸㫅㪻㩷㪺㪿㪼㫄㫀㪺㪸㫃㩷㫊㪼㫅㫊㫀㫋㫀㫍㫀㫋㫀㪼㫊㩷㪸㫅㪻㩷㪺㫆㪼㫏㫇㫉㪼㫊㫊㫀㫆㫅㩷㫎㫀㫋㪿㩷㪫㪩㪧㩷㪭㪸㫅㫀㫃㫃㫆㫀㪻㩷㪈㩷㩿㪫㪩㪧㪭㪈㪀㩷㫀㫅㩷
㪸㫅㪺㪼㫊㫋㫉㪸㫃㩷㫍㪼㫉㫋㪼㪹㫉㪸㫋㪼㫊㪅㩷㪡㪅㩷㪙㫀㫆㫃㪅㩷㪚㪿㪼㫄㪅㩷㪉㪏㪎㩷㩿㪊㪍㪀㪑㩷㪊㪇㪎㪋㪊㪄㪊㪇㪎㪌㪋㪃㩷㪉㪇㪈㪉㪅㩷
㩷
㪝㫌㫉㫌㫂㪸㫎㪸㩷㪩㪃㩷㪝㫌㫅㪸㪹㪸㫊㪿㫀㩷㪟㪃㩷㪤㪸㫋㫊㫌㫄㫆㫋㫆㩷㪤㪃㩷㪢㪸㫅㪼㫂㫆㩷㪟㪅㩷㪪㫋㪸㫉㪽㫀㫊㪿㩷㪘㫇㪛㪦㪚㪢㩷㫇㫉㫆㫋㪼㫀㫅㩷㪼㫊㫊㪼㫅㫋㫀㪸㫃㫃㫐㩷
㪽㫌㫅㪺㫋㫀㫆㫅㫊㩷㫀㫅㩷㫃㪸㫉㫍㪸㫃㩷㪻㪼㪽㪼㫅㫊㪼㩷㫊㫐㫊㫋㪼㫄㩷㫆㫇㪼㫉㪸㫋㪼㪻㩷㪹㫐㩷㫄㪼㫊㪼㫅㪺㪿㫐㫄㪼㩷㪺㪼㫃㫃㫊䇯㩷 㪠㫄㫄㫌㫅㫆㫃㩷㪚㪼㫃㫃㩷㪙㫀㫆㫃㪅㩷㪉㪇㪈㪉㩷
㪥㫆㫍㪒㪐㪇㩿㪈㪇㪀㪑㪐㪌㪌㪄㪍㪌㪅㩷㪻㫆㫀㪑㩷㪈㪇㪅㪈㪇㪊㪏㪆㫀㪺㪹㪅㪉㪇㪈㪉㪅㪊㪎㪅㩷
㩷
㪝㫌㫉㫌㫂㪸㫎㪸㩷㪩㪃㩷㪤㪸㫋㫊㫌㫄㫆㫋㫆㩷㪤㪃㩷㪢㪸㫅㪼㫂㫆㩷㪟㪅㪚㪿㪸㫉㪸㪺㫋㪼㫉㫀㫑㪸㫋㫀㫆㫅㩷㫆㪽㩷㪸㩷㫊㪺㪸㫍㪼㫅㪾㪼㫉㩷㫉㪼㪺㪼㫇㫋㫆㫉㩷
㪺㫐㫊㫋㪼㫀㫅㪼㪄㫉㫀㪺㪿㪄㪻㫆㫄㪸㫀㫅㪄㪺㫆㫅㫋㪸㫀㫅㫀㫅㪾㩷㫇㫉㫆㫋㪼㫀㫅㩷㫆㪽㩷㫋㪿㪼㩷㫊㫋㪸㫉㪽㫀㫊㪿㪃㩷㪘㫊㫋㪼㫉㫀㫅㪸㩷㫇㪼㪺㫋㫀㫅㫀㪽㪼㫉㪸㪑㩷㪘㫇㪪㪩㪚㪩㪈㩷㪸㪺㫋㫊㩷
㪸㫊㩷㪸㫅㩷㫆㫇㫊㫆㫅㫀㫅㩷㫀㫅㩷㫋㪿㪼㩷㫃㪸㫉㫍㪸㫃㩷㪸㫅㪻㩷㪸㪻㫌㫃㫋㩷㫀㫅㫅㪸㫋㪼㩷㫀㫄㫄㫌㫅㪼㩷㫊㫐㫊㫋㪼㫄㫊㪅㩷㪛㪼㫍㩷㪚㫆㫄㫇㩷㪠㫄㫄㫌㫅㫆㫃㪅㩷㪉㪇㪈㪉㩷
㪡㪸㫅㪒㪊㪍㩿㪈㪀㪑㪌㪈㪄㪍㪈㪅㩷㪻㫆㫀㪑㩷㪈㪇㪅㪈㪇㪈㪍㪆㫁㪅㪻㪺㫀㪅㪉㪇㪈㪈㪅㪇㪍㪅㪇㪇㪌㪅㩷
公募（18）　温度感受性の進化生物学
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ᮨᡆቝቮ✢ࠍ↪޿ߚታ㛎ቶቝቮ⑼ቇߩዷ㐿 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԘ(C)ޟ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ 㜞ጊ ஜ 
 
٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
⎇ⓥ࡙࠾࠶࠻㧭㧦࠺ࠫ࠲࡞ടㅦེߦࠃࠆ㊀ࠗࠝࡦടㅦታ㛎ࠍ߶߷㗅⺞ߦߔߔߺޔขࠅ಴ߒ
Ბ㓏߹ߢߦ೔ߞߚޕᣉ⸳ᬌᩏ⚳ੌᰴ╙ޔࡆ࡯ࡓଏ⛎ࠍⴕ߁੍ቯޕ࿑㧝ෳᾖ 
⎇ⓥ࡙࠾࠶࠻㧮㧦ᾖ኿↪ߩ 2ゲ⒖േบ߇ቢᚑߒߚޕ෶ޔࡆ࡯ࡓࠦ࡝ࡔ࡯࠲࡯߽ቢᚑߒߚޕ
ߎࠇࠄߩᾖ኿↪ᯏེߩᝪ߃ઃߌࠍⴕ߁೨Ბ㓏ߦ೔ߞߡ޿ࠆޕ࿑㧞ෳᾖ 
⎇ⓥ࡙࠾࠶࠻㧯㧦ᾖ኿↪ࡆ࡯ࡓ⓹ޔᾖ኿ࡏ࠶ࠢࠬޔࠟࠬᷙว↪ߩ࠷࡯࡞߇ቢᚑߒߚޕ⃻࿷
ࠢ࡜ࠗࠝࠬ࠲࠶࠻ߩḰ஻ࠍߒߡ޿ࠆߣߎࠈߢ޽ࠆޕ࿑㧟ෳᾖ 
 
 
 
 
 
 
 
 
٤ ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
⎇ⓥ࡙࠾࠶࠻㧯߇੍஻ᾖ኿ታ㛎ߣߒߡ᧲Ꮏᄢ࠲ࡦ 
࠺ࡓⵝ⟎ߦࠃࠆ 2.5 MeV㓁ሶࡆ࡯ࡓࠍ↪޿ߡޔ᳓ޔ 
৻㉄ൻ὇⚛ޔࠕࡦࡕ࠾ࠕߩᷙวࠟࠬࠍḩߚߒߚࡄࠗ 
࡟࠶ࠢࠬኈེౝߦࠕࡒࡁ㉄೨㚟૕ߩ↢ᚑታ㛎ࠍⴕߞ 
ߚޕࠣ࡝ࠪࡦߩ↢ᚑ㊂ߣ㓁ሶࡆ࡯ࡓߩᾖ኿㊂ߣߩ⋧ 
㑐ޔࠕࡦࡕ࠾ࠕࠟࠬ࿶ߣߩ⋧㑐ࠍታ㛎⊛ߦᓧߚޕ 
࿑㧟ෳᾖ 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥ 
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࿑㧞㧦ࠦ࡝ࡔ࡯࠲࡯ߣ x-y⒖േࠬ࠹࡯ࠫ ࿑㧝㧦ടㅦ⚳ੌᓟߩ㊀ࠗࠝࡦࡆ࡯ࡓ 
 
࿑㧟 ᳇⋧ਛߩ㓁ሶࡆ࡯ࡓㅘㆊ 
公募（19）　模擬宇宙線を用いた実験室宇宙科学の展開
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᶍᨃᏱᐂ⥺ࢆ⏝࠸ࡓᐇ㦂ᐊᏱᐂ⛉Ꮫࡢᒎ㛤 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ඹྠ◊✲ᨭ᥼ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㧘ᒣ ೺ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᫖ᖺᗘࡼࡾ⥅⥆ⓗ࡟௨ୗࡢᩚഛࢆ㐍ࡵ࡚᮶ࡓࠋ 
 ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾ࠿ࡽࡢ࢖࢜ࣥࣅ࣮࣒ྲྀࡾฟࡋ᭱㐺໬ࠊ㔠ᒓ࢖࢜ࣥ⏝ࡢ࣮ࣞࢨ࣮࢖࢜ࣥ
※ࡢᐇドヨ㦂 
㸲᭶ࡢྲྀࡾฟࡋᶵჾ㸦࢟ࢵ࣮࢝㟁☢▼㸧ࡢࣜࣥࢢෆ⛣タ࡜ࠊ┿✵ᗘᨵⰋసᴗࢆ⾜ࡗࡓࠋ᪂
ࡋ࠸ྲྀࡾฟࡋࢩࢫࢸ࣒ࡢୗ࡟ྲྀࡾฟࡋࢱ࢖࣑ࣥࢢࠊࢭࣉࢱ࣒☢▼ࣃ࣓࣮ࣛࢱ࣮ࡢ᭱㐺໬ᐇ
㦂ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 ᶍᨃ࢔࢖ࢫ࣐ࣥࢺࣝᦚ㍕↷ᑕᶆⓗ㒊ࡢ〇స 
๓㥑࢔࣑ࣀ㓟ࡢཎᩱ࡟࡞ࡿ୍㓟໬Ⅳ⣲ࠊỈࠊ࢔ࣥࣔࢽ࢔➼ࡢ໬Ꮫ≀㉁ࢆ┿✵୰࡟ᅛ┦≧ែ
࡛☜ಖࡍࡿᶍᨃ࢔࢖ࢫ࣐ࣥࢺࣝ⏝ࡢࢡࣛ࢖࢜ࢫࢱࢵࢺ෭༷↷ᑕࣉ࣮ࣞࢺࡢ〇సࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 Ᏹᐂ㟁Ꮚᶵჾ↷ᑕ⏝ࣅ࣮࣒ࢥ࣓࣮ࣜࢱ࣮ࡢᨵ㐀 
᫖ᖺᗘ〇సࡋࡓࣅ࣮࣒ࢥ࣓࣮ࣜࢱ࣮ࡢ୰ᚰ㒊㛤ཱྀ㒊✰ᚄ࡛ࡣࠊ༑ศ࡞࢖࢜ࣥᩘࡢ㏱㐣ࡀ㞴
࠿ࡋ࠸࡜࠸࠺஦࠿ࡽࠊࡇࡢࣅ࣮࣒ࢥ࣓࣮ࣜࢱ࣮ࡢᨵ㐀ࢆ⾜ࡗࡓࠋཪࠊࢥ࣓࣮ࣜࢱ࣮ᨭᣢᯫ
ྎࡢ 3 ḟඖ ᐃࢆ⾜࠸ࠊࣅ࣮࣒ࢥ࣓࣮ࣜࢱ࣮⏝࡜ࡋ࡚౑⏝࡛ࡁࡿࡇ࡜ࡀ☜ㄆ࡛ࡁࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
 ᶍᨃᏱᐂ⥺ࢻࣛ࢖ࣂ࣮࠿ࡽ↷ᑕ఩⨨┦ᙜࡲ࡛ࡢࣅ࣮࣒࢞࢖ࢻ࡟ᡂຌࡋࡓࠋ 
 㕲➼ࡢᶍᨃᏱᐂ⥺ࢆ⏕ᡂࡍࡿ࣮ࣞࢨ࣮࢔ࣈ࣮ࣞࢩࣙࣥ࢖࢜ࣥ※ࡢヨ㦂ࢆ⾜࠸ࠊ㧗㟁㞳
ࡢⅣ⣲ࠊ࢔࣑ࣝ࢖࢜ࣥࢆᚓࡿ஦࡟ᡂຌࡋࡓࠋ 
 ༠ຊ◊✲ᶵ㛵࡛࠶ࡿᮾᕤ኱ཎᏊ⅔◊ 1.6MV ࢱࣥࢹ࣒⿦⨨࡛ᚓࡽࢀࡿ㝧Ꮚ࢖࢜ࣥࢆ⏝࠸
࡚ࠊẼ┦ᐇ㦂ࢆ⾜࠸ࠊ࢔࣑ࣀ㓟๓㥑≀㉁ࡢ⏕ᡂ࡟ᡂຌࡋࡓࠋ 
 
᪋タ᳨ᰝࢆཷࡅࡿ࡟ᙜࡓࡗ࡚ࠊ୙ᡭ㝿ࡀ࠶ࡾࠊணᐃࡢᮇ㛫ෆ࡟↷ᑕᐇ㦂ࢆ㛤ጞฟ᮶࡞࠿ࡗ
ࡓࠋ௒ᚋ㏿ࡸ࠿࡟ࠊࡇࡢ᳨ᰝࢆཷࡅࠊୟࡘ࢖࢜ࣥ✀ࢆቑࡸࡋ࡞ࡀࡽẁ㝵ⓗ࡟౪⤥ࡍࡿᶍᨃ
Ᏹᐂ⥺✀ࢆቑࡸࡋࠊ᝿ᐃࡋ࡚࠸ࡓᐇ㦂ࢆࠊྛ✀እ㒊㈨㔠ࡢ⋓ᚓ࡟ດࡵ࡚ᐇ᪋ࡍࡿணᐃ࡛࠶
ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
1. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࡢ⌧≧࡜ Heavy Ion Beam Factory ᵓ᝿ ࠖࠊ㟁ẼᏛ఍
㔞Ꮚࣅ࣮࣒࡟ࡼࡿࢼࣀࣂ࢖࢜ࢧ࢖࢚ࣥࢫᢏ⾡ㄪᰝᑓ㛛ጤဨ఍ࠊ7 ᭶ 11 ᪥ KEK 㸦ᣍ
ᚅㅮ₇㸧 
2. ๽ᫍග ࡑࡢ௚ࠕKEK-DA LEBT ṧ␃☢ሙᙳ㡪ୗ࡟࠾ࡅࡿ᏶඲㟁㞳࢖࢜ࣥࣅ࣮࣒㌶㐨
公募（19）　模擬宇宙線を用いた実験室宇宙科学の展開
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᭱㐺໬ࠖ➨ 10 ᅇ᪥ᮏຍ㏿ჾᏛ఍ 8/3-5 ྡྂᒇ኱Ꮫ 
3. N.Munemoto et al., “Development of the C6+ laser ablation ion source for the KEK 
digital accelerator”, Rev. Sci. Inst. 85, 02B922 (2014). 
4. 㧘ᒣ ೺ࠕ㧗㏿࢖࢜ࣥ⏝ㄏᑟຍ㏿ࢩࣥࢡࣟࢺࣟࣥ㸦ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࡢ㛤Ⓨ㸧ࠖࠊH25 ⛅
᪥ᮏᛂ⏝≀⌮Ꮫ఍㸦ྠᚿ♫኱㸧ࠊ9 ᭶ 17 ᪥㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
5. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾ㸦ᑠᆺㄏᑟຍ㏿ࢩࣥࢡࣟࢺࣟࣥ㸧ࡀᥦ౪ࡍࡿᶍᨃᏱᐂ
⥺࡜࢔ࢫࢺࣟࣂ࢖࢜ࣟࢪ࣮ ࠖࠊࠕ⮬↛⏺࡟࠾ࡅࡿ⏕యศᏊ࢟ࣛࣜࢸ࢕࣮㉳※ࠖ◊✲఍ࠊ
11 ᭶ 16 ᪥ࠊศᏊ◊ 
6. Ken Takayama et al., “Induction Acceleration of Heavy Ions in the KEK Digital 
Accelerator: Demonstration of a Fast-Cycling Induction Synchrotron”, Phys. Rev. 
ST-AB 17, 010101 (2014).  
7. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾࢆ⏝࠸ࡓᫍ㛫ᶍᨃᐇ㦂 ࠖࠊᏱᐂ࡟࠾ࡅࡿ⏕࿨◊✲ศ㔝
ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ◊✲఍ࠊ2 ᭶ 3 ᪥ࠊ⟃Ἴ኱ィ⟬ᶵ⛉Ꮫ◊✲ࢭࣥࢱ࣮㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
8. Ken Takayama, “Applications of Hadron Accelerators”, India Accelerator School, 
3/26, Indian Institute of Technology in Bombay (Invited lecture) 
9. 㧘ᒣ ೺ࠕKEK ࢹࢪࢱࣝຍ㏿ჾ࡛ࡢከ✀࢖࢜ࣥຍ㏿ჾࡢྍ⬟ᛶ࡜ᨺᑕ⥺≀⌮Ꮫࡑࡢ௚
࡬ࡢᛂ⏝ࠖH26 ᖺ᫓ ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍ࠊ3 ᭶ 29 ᪥ ᮾᾏ኱㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⛉Ꮫᗈሗ࡜Ꮫ⾡ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ&ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖͤᪧ㸸බເᆺඹྠ◊✲஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㻌ᖹ⏣ගྖ㻌
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
㻌 ᮏ◊✲஦ᴗ䛿䚸䐟Ꮫၥ䛾ඛ㗦໬ၥ㢟䛻ᑐ䛧䛶䚸⛉Ꮫᗈሗ䞉Ꮫ⾡䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ཬ䜃
䛭䛾ᩍ⫱䛜ᢸ䛖ᙺ๭䚸䐠Ⓨᒎ㏵ୖ䛾⛉Ꮫᗈሗホ౯䛾䛒䜚᪉䚸䐡䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䛾௒ᚋ䛾
᪉ྥᛶ䚸௨ୖ䠏䛴䛾䝔䞊䝬䛻↔Ⅼ䜢䛒䛶䛶◊✲䜢᥎㐍䛧䛶䛝䛯䚹䜎䛯䚸௒ᚋ䛾᪂䛧䛔䛂⛉
Ꮫᗈሗ䛸Ꮫ⾡䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛃άື䞉ᩍ⫱䜢㆟ㄽ䛩䜛◊✲఍䜢㛤ദ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸⥲
◊኱䛸༠ຊ㛵ಀ䛻䛒䜛䚸ᇶ┙ᶵ㛵䛾ᗈሗᢸᙜ⪅䛻䜘䜛ୖグ䝔䞊䝬䛻䛴䛔䛶䛾ྲྀ⤌䛸ྛ
ᶵ㛵䛜ᢪ䛘䜛ㄢ㢟䛸䛭䛾ゎỴ⟇䛻䛴䛔䛶◊✲ሗ࿌᭩䛻䜎䛸䜑䛯䚹㻌
㻌 ᮏ◊✲஦ᴗ䛾ᡂᯝ䛿䛥䜙䛻⥲◊኱䝺䜽䝏䝱䞊䛂⛉Ꮫ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛃䛷⏝䛔䜛ᩍ⛉᭩
䛻཯ᫎ䛧䛶䛔䛟ணᐃ䛷䛒䜛䚹㻌
㻌
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 
㸦◊✲ሗ࿌㸧⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱ᏛᏛ⼥ྜ࣭බເᆺ◊✲ሗ࿌᭩ࠕ⛉Ꮫᗈሗ࡜Ꮫ⾡ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮
ࢩࣙࣥ 㸦ࠖ㸰㸮㸯㸱㸧
㸦Ꮫ఍Ⓨ⾲㸧಴⏣ᬛᏊࠕ኱Ꮫ⏕ྥࡅᐇ෗⛉Ꮫᫎീไస࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࡢタィ࡜ᐇ᪋ࠖ
⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ༠఍ ➨㸯ᅇᖺ఍ 㸦㸰㸮㸯㸰㸧
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
㸦ᇳ➹ศᢸ㸧 ᖹ⏣ගྖࠕ⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ̽⛉Ꮫ࡜♫఍ࡢどⅬ࠿ࡽࠖᅜ❧ኳᩥྎ⛉
Ꮫᩥ໬ᙧᡂࣘࢽࢵࢺ⦅ࠕ⛉Ꮫࣉࣟࢹ࣮ࣗࢧධ㛛ㅮᗙࠖSS
㸦ᣍᚅㅮ₇㸧ᖹ⏣ගྖࠕ⛉Ꮫ࡜♫఍ࢆ⤖ࡪ •ࠖ༡ᅜ㝿ᮧ࢔࢝ࢹ࣑࢔ࠕ࢝ࣇ࢙࣭࢖ࣥࢸࢢࣛࣝࠖ
⛉Ꮫ࡜♫఍ࠊᆅᇦ࡜♫఍ࢆ⤖ࡪ•༡ᅜ㝿ᮧ࣑࢚࣮ࣝࣝ㈈ᅋἲே࠿࡞ࡀࢃᅜ㝿஺ὶ㈈ᅋ
ᖺ᭶᪥ 
㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧಴⏣ᬛᏊ ㎰◊ᶵᵓᗈሗ㛵ಀ◊ಟࠕఏ࠼ࡿᢏ⾡ࠖ ᖺ  ᭶  ᪥
㸦Ꮫ఍Ⓨ⾲㸧಴⏣ᬛᏊࠕ኱Ꮫ⏕ྥࡅᐇ෗⛉Ꮫᫎീไస࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࡢタィ࡜ᐇ᪋ࠖ
      ⛉Ꮫࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ༠఍ ➨㸯ᅇᖺ఍ᖺ᭶᪥ 
㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 ᳃⏣ὒᖹࠕ%LJ6FLHQFHDQGWKH:HE̽+LJJVSDUWLFOHWR2SHQ%LRORJ\̽ ࠖ
ᖹᡂ  ᖺᗘ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠕ▱ࡢᚠ⎔ Ѹࢢ࣮ࣟࣂࣝ⼥ྜ♫఍࡟࠾ࡅࡿ
᝟ሗᚠ⎔ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡࡢ๰ᡂࠖᖺ᭶᪥ 
㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧 ᳃⏣ὒᖹࠕࣅࢵࢢࢧ࢖࢚ࣥࢫ࡜ᅜ㝿◊✲ᶵ㛵ࡢ 35 ᡓ␎ࠖ⟃Ἴ኱Ꮫ㔜Ⅼබ㛤
ㅮᗙࠕ኱Ꮫ࣭ ◊✲ᶵ㛵ࡢࣃࣈࣜࢵࢡ࣮ࣜࣞࢩࣙࣥࢬ⛉Ꮫᢏ⾡ࡢ 35 ᡓ␎ ࠖᖺ᭶
公募（20）　科学広報と学術コミュニケーション
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᪥ 
㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧┾ᒣ⪽ ⚄ዉᕝ┴㧗➼Ꮫᰯ⌮⛉㒊఍ᩍ⫋ဨ≀⌮◊ಟ఍  ᖺ  ᭶  ᪥
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
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⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓ ᚻ⹤⸒⺆ቇ䉕਎⇇䈻䈧䈭䈓㵪䊜䊂䉞䉝⊒ା䈫㩷 㪼㪄㫃㪼㪸㫉㫅㫀㫅㪾㩷 㐿⊒䈮
ะ䈔䈩㵪 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ᡰេ඙ಽ䋨㪘䋩䇸ᚢ⇛⊛౒ห⎇ⓥ㸇䇹 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⩵㩷 Ỉ㩷 㩷 ᓞ㩷 ሶ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
ೋᐕᐲߩ⎇ⓥ⸘↹ߦߩߞߣࠅޔ࿖┙᳃ᣖቇඳ‛㙚ߢਥ௅ߒߚᚻ⹤⸒⺆ቇ߅ࠃ߮⸒⺆ቇ㑐
ଥߩࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓߩ⻠Ṷࠍࠗࡦ࠲࡯ࡀ࠶࠻ߢ㈩ାߒߚޕ߹ߚޔߘߩਛߩ޿ߊߟ߆ࠍㆬᛯߒޔ
࠙ࠚࡉ਄ߢឝタߔࠆߚ߼ߩᚻ⛯߈ࠍㅴ߼ߚޕᣏ⾌߇ᒰೋ੍▚ࠃࠅዋߥߊߥࠅޔᓎോߣ⻢㊄
߇Ⴧ߃ߡ޿ࠆߩߪޔࠃࠅല₸ࠃߊ૞ᬺㅴ߼ߡⴕߊߚ߼ߦᣇะᕈࠍᐕᐲㅜਛߢୃᱜߒߚߎߣ
ߦࠃࠆޕߔߥࠊߜޔ⚛᧚ࠍ೙૞ߒߡⴕߊਛߢౕ૕⊛ߥᒻࠍᬌ⸛ߔࠆߎߣޔ߹ߚޔࡎ࡯ࡓࡍ
࡯ࠫߩ૞ᚑߪቢᚑࠍᓙߟࠃࠅ߽⹜૞ຠࠍឝタߔࠆᣇะߢ⠨߃ߚᣇ߇⦟޿ߣ⠨߃ߚޕߒߚ߇
ߞߡޔ2 ᐕᐲએ㒠ߦ੍ቯߒߡ޿ߚ࠙ࠚࡉࠨࠗ࠻߿ e-learning ߩ㔇ᒻߩ೙૞╬ߦߟ޿ߡ߽ೋ
ᐕᐲࠃࠅߔߢߦขࠅដ߆ࠅᆎ߼ߡ޿ࠆޕ3᦬ߩ⎇ⓥળߢߪޔෳട⠪ߘࠇߙࠇߩ┙႐߿ኾ㐷ࠍ
↢߆ߒߚᵴ⊒ߥᗧ⷗ࠍ⡞ߊߎߣ߇ߢ߈ޔ੹ᓟߩข⚵ߺߦߗ߭ޔ↢߆ߒߡ޿߈ߚ޿ߣ⠨߃ߡ
޿ࠆޕ 
ੑᐕᐲ⋡ߪޔᚻ⹤⸒⺆ቇߦ㑐ߔࠆ⻠Ṷߩᤋ௝⚛᧚╬ߩ෼㍳ߦട߃ޔ⚛᧚ࠍ web ਄ߢឝタ
ߔࠆߚ߼ߩℂᗐ⊛ߥᒻߦ⚿߮ߟߌࠆߚ߼ߩᣇᴺࠍតࠆߎߣޔ⚛᧚ߩ૞ᚑࠍല₸ࠃߊ࡞࡯࠹
ࠖ࡯ࡦൻߔࠆߚ߼ߩᚻᴺߩᬌ⸛╬ࠍㅴ߼ࠆ੍ቯߢ޽ࠆޕ 
 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
1䋩 ⎇ⓥ⚵❱ෳട⠪䈱䊜䊷䊥䊮䉫䊥䉴䊃䈍䉋䈶Facebook䈱䉫䊦䊷䊒䉕૞ᚑ䇮ᐢ䈒৻⥸␠ળ䈱ᚻ⹤㑐ଥ⠪
䈫䈱ㅪ⛊෸䈶ᧄ䊒䊨䉳䉢䉪䊃䈱ᐢႎ䈱䈢䉄䇮ᧄ䊒䊨䉳䉢䉪䊃䈱䊕䊷䉳
http://www.facebook.com/SSLL.Sokendai㩷 䉕૞ᚑ䇯
2䋩 ᚻ⹤⸒⺆䈫㖸ჿ⸒⺆䈱࿖㓙䉲䊮䊘䉳䉡䊛䋨䋱䋩䇸⸒⺆䈱⸥ㅀ䊶⸥㍳䊶଻ሽ䇹䋨೎⚻⾌䈮䉋䉎੐ᬺ䋩䈱䉴䊃䊥
䊷䊛㈩ା䈍䉋䈶ᤋ௝෼㍳䉕ⴕ䈦䈢䇯䉴䊃䊥䊷䊛㈩ା䈲䇮ว⸘䉝䉪䉶䉴ᢙ600䇮Ᏹᤨ䉝䉪䉶䉴ᢙ12䈎䉌
30䇯
3䋩 2䋩䈱෼㍳ᤋ௝䉕⚛᧚䈫䈚䈩㈩ା↪䈱䉰䊮䊒䊦䊂䊷䉺䉕૞ᚑ䈚䈢䇯૞ᚑ䈚䈢ౝኈ䈲એਅ䈱ㅢ䉍䇯
㽲PowerPoint↹㕙䋫⻠Ṷ⠪䇮⧷⺆ሼ᐀䈍䉋䈶䉝䊜䊥䉦ᚻ⹤ㅢ⸶䈱ᤋ௝䇮㽳PowerPoint↹㕙䋫⻠Ṷ
⠪䇮ᣣᧄ⺆ሼ᐀
3䋩 9᦬12䊶13ᣣ䈍䉋䈶䇮3᦬4ᣣ䈮䊊䊪䉟ᄢቇ䈱⸒⺆⸥㍳ᢎ⢒䉶䊮䉺䊷䈪⎇ⓥળ㐿௅䇯ᣢሽ䈱䊒䊨䉫䊤
䊛䉕ᔕ↪䈚䈩䇮ᚻ⹤⸒⺆䈱⸥ㅀ䈮㑐䈜䉎⻠⟵䉕䉟䊮䉺䊷䊈䉾䊃㈩ା䈜䉎䈢䉄䈱⸘↹䉕ౕ૕ൻ䈚䈢䇯䉁
䈢䇮⃻࿷䈱䊒䊨䉫䊤䊛䉕⚛᧚䈫䈚䈩䇮એਅ䈱䉰䊮䊒䊦䊂䊷䉺䉕૞ᚑ䈚䈢䇯㽴PowerPoint↹㕙䋫⻠Ṷ⠪䇮
戦略Ⅰ（1）　手話言語学を世界へつなぐ ―メディア発信と e-learning開発に向けて―
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⧷⺆ሼ᐀䇮㽵PowerPoint↹㕙䋫⻠Ṷ⠪䇮ᣣᧄ⺆ሼ᐀
4䋩 ᧄ䊒䊨䉳䉢䉪䊃䈱ᚑᨐ౏㐿䈱䈢䉄䈱䉡䉢䊑䉰䉟䊃䉕૞ᚑ䈚䈢䇯
http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html㩷 䋨ᧂ౏㐿䇮ID䋺 sokenssll㩷 㩷 Password: ID8j䋩
5䋩 3᦬8ᣣ䈮䇮㽲䌾㽵䈍䉋䈶䉡䉢䊑䉰䉟䊃䉕㗴᧚䈫䈚䇮໧㗴ὐ䉕ᵞ䈇಴䈚䇮੹ᓟ䈱ᣇ㊎䈮䈧䈇䈩⼏⺰䈚
䈢䇯
 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
 
⃻ᤨὐߢ߹ߣ߹ߞߚ߽ߩߪߥ޿߇ޔࠗࡦ࠲࡯ࡀ࠶࠻㈩ା╬ࠍଥࠆࡁ࠙ࡂ࠙⎇ⓥႎ๔ߩᒻ
ߢ߹ߣ߼ࠆᚻ⛯߈ࠍㅴ߼ߡ޿ࠆޕ 
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᡭヰゝㄒᏛ䜢ୡ⏺䜈䛴䛺䛠㻌
䇷䝯䝕䜱䜰Ⓨಙ䛸㻌 㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓㻌㛤Ⓨ䛻ྥ䛡䛶䇷 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⳥⃝ ᚊᏊ 
 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 
ィ⏬㏻䜚䚸஦ᴗ䜢䛩䛩䜑䛶䛔䜛䚹䠄ලయⓗ䛻䛿ḟ㡯ཧ↷䚹䠅 
ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾┠ᶆ䛷䛒䜛䛂ᇶ┙䛵䛟䜚䛃䛻䛴䛔䛶䛿䚸┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛧䛴䛴䛒䜛䚹᭱⤊ᖺᗘ䛸䛧䛶䚸䐟䜴
䜵䝤㈨ᩱ䛾ᣢ⥆ⓗ䛺ᥖ㍕䜢௒ᚋ䛹䛾䜘䛖䛻㐍䜑䜛䛛䚸䐠䜹䝇䝍䝬䜲䝈䛷䛝䜛㓄ಙᙧែ䛾ᐇ⌧໬䛾㛗ᮇⓗ
䛺ど㔝䛛䜙䛾ぢ㏻䛧䚸䐡ලయⓗ䛺ホ౯᪉ἲ䛾᳨ウ䚸䐢◊✲฼⏝䛾䛯䜑䛾බ㛤᪉ἲ䛸チㅙ⏦ㄳ䛻㛵䛩
䜛᳨ウ䚸䛜ㄢ㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
 
1䠅 ึᖺᗘ䛻ᗈ䛟୍⯡♫఍䛾ど⫈⪅䛸䛾㐃⤡䜢┠ⓗ䛸䛧䛶సᡂ䛧䛯 Facebook 䝨䞊䝆䜢ά⏝䛧䛯䚹
http://www.facebook.com/SSLL.Sokendai 
2014ᖺ4᭶11᪥⌧ᅾ451ྡ䛾Ⓩ㘓⪅䛜䛚䜚䚸୍⯡䛻㛵ᚰ䜢䜒䛯䜜䜛ᥖ♧䠄බເ᝟ሗ䛺䛹䠅䛾ᥖ㍕䛻䛿
24᫬㛫䛷1000௳䜢㉸䛘䜛䜰䜽䝉䝇䛜䛒䜛䛺䛹䚸ᅜෆ䛾䜝䛖䞉⫈⪅䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯ᡭヰゝㄒᏛ䛻㛵䛩䜛᝟
ሗⓎಙ䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁፹య䛸䛧䛶䛾ᙺ๭䜢ᯝ䛯䛩䜘䛖䛻䛺䛳䛯䛸ホ౯䛧䛶䛔䜛䚹௒ᚋ䛿䚸䛣䛱䜙䛛
䜙䛾Ⓨಙ䛰䛡䛷䛺䛟䚸Ⓩ㘓⪅䛻฼⏝䛧䛶䜒䜙䛖䛯䜑䛾ᕤኵ䛜䛷䛝䜜䜀䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹 
 
2䠅 ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᡂᯝබ㛤䛾䛯䜑䛾䜴䜵䝤䝃䜲䝖 
http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html 
䛾ᨵၿⅬ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛧䚸⌧ᅾ䛾䝇䝖䝸䞊䝭䞁䜾䝃䞊䝞䞊䛛䜙YouTube䛾䜘䛖䛺፹యᥖ㍕䛾ᇙ䜑㎸䜏
䛻⛣⾜䛩䜛䛣䛸䛻Ỵᐃ䛧䚸⛣⾜䛾䛯䜑䛾ᡭ⥆䛝䜢䛩䛩䜑䛶䛔䜛䚹᳨ウㄢ㢟䛸䛧䛶䚸ᫎീ䛾ᩘ䛜ቑ䛘䛯
ሙྜ䛻౑䛔຾ᡭ䜢Ⰻ䛟䛩䜛䛯䜑ᥖ㍕ᙧែ䜢ᨵၿ䛧䚸䝃䜲䝖䜈䛾䜰䜽䝉䝇䜔฼⏝᪉ἲ䛻㛵䛩䜛ホ౯᪉
ἲ䜢⪃䛘䜛䚸䛺䛹䛜䛒䜛䚹䜎䛯䚸䜴䜵䝤ୖ䛷䜰䜽䝉䝇䛷䛝䜛䝸䝋䞊䝇䠄OER䠅䛸䛧䛶䛾฼⏝䜢ಁ㐍䛩䜛᪉
ἲ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛䚹 
 
3) Ꮠᖥ䞉ᡭヰ㏻ヂ௜䛝䛾ᫎീ䛾⦅㞟䜢䛩䛩䜑䚸⌧ᅾ䚸YouTube 䛷௨ୗ䛾ᫎീ䛜㜀ぴྍ⬟䛸䛺䛳䛶䛔
䜛䚹䠄チㅙ➼ᡭ⥆䛝୰䛾䛯䜑䚸URL䛾ྲྀ䜚ᢅ䛔䛻ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ᅄゝㄒ䠄᪥ᮏㄒᏐᖥ䞉᪥ᮏᡭヰ㏻ヂ䞉ⱥㄒᏐᖥ䞉䜰䝯䝸䜹ᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄1
ㅮ₇ศ䠅 
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMdrCcnwwywGQ5c1OmGEg0Z9 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄ⱥㄒᏐᖥ䞉䜰䝯䝸䜹ᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄10ㅮ₇ศ䠅 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMfqFrzraLcNyW3eCHVcZApR 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄᪥ᮏㄒᏐᖥ䞉᪥ᮏᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄7ㅮ₇ศ䠅 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMd5CNHSz4DFBfLNz5F00ZlA 
䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ୍ゝㄒ䠄ⱥㄒ䠅䛴䛝ᫎീ䠄5ㅮ₇ศ䚸䛖䛱䚸4ㅮ₇䜢௨ୗ䛻ᥖ㍕䠅 
http://www.minpaku.ac.jp/research/activity/news/rm/20130210 
 
4)  䜹䝇䝍䝬䜲䝈䛷䛝䜛㓄ಙᙧែ䛾䝃䞁䝥䝹䜢సᡂ䛧䛯䚹ᢏ⾡ⓗ䛺ഃ㠃䜢ྵ䜑䚸ᐇ⏝໬䛻䛿䛹䛖䛧䛯䜙䜘
䛔䛛䚸㛵㐃ㅖᑓ㛛ᐙ䜔NPO䚸ᴗ⪅䛺䛹䛸ヰ䜢䛧䛶᳨ウ䜢䛩䛩䜑䚸ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾㊃᪨䛻ἢ䛳䛯ᡂ
ᯝ≀䜢సᡂ䛩䜛䛯䜑䛾᪉㔪䜢䜎䛸䜑䛯䚹 
䐟 㓄ಙᑐ㇟䜢୍⯡䛸䛩䜛䛣䛸䠄䜝䛖⪅䛻㝈ᐃ䛧䛺䛔䠅 
䐠 㛤Ⓨ᫬䛻䛚䛡䜛㓄ಙ፹య䛿䜴䜵䝤䛸䛩䜛䛜䚸ᑗ᮶ⓗ䛻᏶ᡂရ䜢䝍䝤䝺䝑䝖䛻ᣑᙇ䛩䜛䛣䛸䜢ど㔝
䛻ධ䜜䛶㛤Ⓨ䛩䜛䛣䛸 
䐡 ᰗ἟䚸⳥⃝䛜䝁䜰䛸䛺䜚䚸ᢏ⾡⪅䜢ྵ䜑䛯㛤Ⓨ䝏䞊䝮䜢䛴䛟䜛 
䐢 䝥䝻䝖䝍䜲䝥䛾సᡂ䊻ᐇ⏝໬ 
䐣 ౑⏝⪅ഃ䛛䜙䛾ホ౯➼ 
ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖⠊ᅖෆ䛷௨ୖ䛩䜉䛶䜢⾜䛖䛣䛸䛿㞴䛧䛔䛜䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖⤊஢䜎䛷䛻ே䛾㓄⨨䜢ྵ䜑
䛯㛤Ⓨ䝏䞊䝮䜢☜ಖ䛧䛯ୖ䛷௒ᚋ䛾◊✲㛤Ⓨィ⏬䜢䛯䛶䚸ᐇ⌧໬䛻⤖䜃௜䛡䜛䚹 
 
5) ⦅㞟๓䛾䝕䞊䝍䠄⌧ሙ䛷᧜䛳䛯䜎䜎䛾䝕䞊䝍䠅䛿䚸⌧ᅾ䚸䛩䜉䛶䜢ಖᏑ䛧䛶䛔䜛䚹Ⓨヰศᯒ䜔㏻ヂ
ㄽ➼䚸䛭䛾௚䛾◊✲䛻฼⏝䛷䛝䜛䝕䞊䝍䛷䛒䜛䛯䜑䚸බ㛤ᙧែ䠄㝈ᐃ䚸㠀㝈ᐃ䚸◊✲⪅㝈ᐃ➼䠅䛾
᳨ウ䛸ᥖ㍕チㅙ䛻㛵䛩䜛ᡭ⥆䛝䜢䛸䜛䛯䜑䛾ヲ⣽䜢᳨ウ䛩䜛䚹 
 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
䛺䛧䚹 
䜴䜵䝤ᥖ㍕≀䛻䛴䛔䛶䛿ୖグཧ↷䚹 
 
戦略Ⅰ（1）　手話言語学を世界へつなぐ ―メディア発信と e-learning開発に向けて―
97
― 100 ―
 
   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ࿷ࡂࡢࠗߩᣣᧄᱧผ࡮ᢥൻ⾗ᢱࠍ߼ߋࠆ࿖㓙౒ห⎇ⓥ ̆ࡂ
ࡢࠗߦ߅ߌࠆᣣᧄᢥൻߩฃኈ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ᡰេ඙ಽ䋨㪘䋩䇸ᚢ⇛⊛౒ห⎇ⓥ㸇䇹㩿㪸㪀㩷 䇸౒ห⎇ⓥᡰេ䇹㩷
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ᄢਭ଻ ⚐৻ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ᧄᐕᐲߪޔᧄ੐ᬺߦ㑐ࠊߞߡޔౕ૕⊛ߦߪਅ⸥ߩࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ࠍታᣉߒߚޕ 
Ԙ ࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞ߆ࠄߩᄢቇ㒮↢ߩ᜗⡜ߣᣣᧄߦ߅ߌࠆ⺞ᩏ࡮⎇ⓥႎ๔ 
ԙ ࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞࡂࡒ࡞࠻ࡦ࡜ࠗࡉ࡜࡝࡯ߦ߅ߌࠆࡎ࡯࡟࡯ᢥᐶࠍਛᔃߣߔࠆ⾗
ᢱ⺞ᩏ 
Ԛ ࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞߦ߅ߌࠆޔࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ” Interpreting Parades and 
Processions of Edo Japan: History, Culture, and Foreign Relations”߅ࠃ߮㑐ㅪ੐
ᬺ㧔visiting classes㧔㧠ࠢ࡜ࠬ㧕,৻⥸ะߌߩ public lecture㧕ߩታᣉ 
ԛ ࡂࡢࠗߦ߅ߌࠆᣣᧄ㑐ଥ⾗ᢱޔᣣᧄੱߩ⒖᳃ผߦ㑐ࠊࠆዷ␜⴫⽎ߦߟ޿ߡߩ⺞ᩏ 
Ԝ ᧄቇᄢቇ㒮↢ߦࠃࠆࡂࡢࠗᄢቇࡑࡁࠕᩞߦ߅ߌࠆ౏㐿⎇ⓥળߢߩ⎇ⓥႎ๔
ޟChanging Representations: Recent Depictions of the Japanese Internment in 
Exhibits in Hawaiiޠߩታᣉޕ 
 ਄⸥ߩࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ߩౝޔԙߪޔ⃻࿷ߩࡂࡢࠗߦᚲ⬿ߐࠇߡ޿ࠆޔᣣᧄߦ㑐ࠊࠆᱧผ࡮
ᢥൻ⾗ᢱߩ⺞ᩏߦ޽ߚࠆޕԛߪޔࡂࡢࠗߦ߅ߌࠆᣣᧄᢥൻߩฃኈߣᄌኈߩ⃻⁁ߦ㑐ࠊࠆ⺞
ᩏߢ޽ࠆޕ߹ߚԘԚԜߪޔ⇣ᢥൻߩ⸃㉼࡮⴫⽎ࠍ߼ߋߞߡޔߣࠅࠊߌᣣᧄߣࡂࡢࠗߩ㑐ଥ
ߩߥ߆ߢ⌕⋡ߔߴ߈⎇ⓥ⺰ὐߩ᛽಴ࠍߨࠄ޿ߣߒߚ߽ߩߢ޽ࠆޕ 
 ߎࠇࠄߩࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ࠍㅢߒߡޔ⾗ᢱߘߩ߽ߩߦ㑐ߔࠆ⺞ᩏࠍ߅ߎߥߞߚߩߪ߽ߜࠈࠎ
ߢ޽ࠆ߇ޔหᤨߦޔࡂࡢࠗᄢቇߣߩ౒ห૞ᬺߦ߅޿ߡㅊ᳞ߔߴ߈⺰ὐ߇߆ߥࠅ᣿⏕ߦߥߞ
ߚޕ 
 ߎࠇ߹ߢޔᣣᧄߣࡂࡢࠗߩ෺ᣇߦ߅޿ߡޔߘࠇߙࠇߩ㑐ᔃ߆ࠄ࿷ࡂࡢࠗߩᣣᧄ㑐ଥ⾗ᢱ
߿ޔࡂࡢࠗ߳ߩ⒖᳃ㅍ಴ࠍ߼ߋࠆ⎇ⓥ߇ㅴ߼ࠄࠇߡ߈ߚޕߘࠇࠄߪޔ✚૕ߣߒߡ޿߃߫ޔ
⚛ᧉߦ⾗ᢱ߿੐ታࠍㅊ߁߽ߩߢ޽ࠅޔߘ߁ߒߚᵹࠇߪޔ৻ᔕߩߣߎࠈ৻Ꮌߒߚߣ޿߃ࠆޕ
ߘ߁ߒߚ੐ᖱࠍ⢛᥊ߣߒߡޔᧄ੐ᬺࠍㅢߓߡޔߎࠇ߹ߢߩ⎇ⓥㆊ⒟ߢ⷗ㆊߏߐࠇߡ߈ߚޔ
ᣣᧄᢥൻߩฃኈߣᄌኈߦᒝߊᓇ㗀ࠍ෸߷ߒߡ߈ߚޔޟᏢ࿖ޠߣߒߡߩ࿖ኅᮭജߥߤ⢛ᓟߦ޽
ࠆ᡽ᴦ᭴ㅧ߿ޔߘߩਅߢߣࠅࠊߌᣣᧄੱ࡮ᣣ♽ੱࠍࠨࠢ࠮ࠬ࡮ࡑࠗࡁ࡝࠹ࠖ࡯ߣߒߡ૏⟎
ߠߌߡ޿ߊജቇ߇ޔ㊀ⷐߥ⎇ⓥ਄ߩ⺰ὐߣߒߡᶋ߈ᓂࠅߦߥߞߚޕ 
 ߣࠅࠊߌ㊀ⷐߥߩߪޔᧄ੐ᬺࠍㅢߓߡޔߎ߁ߒߚ⹺⼂ࠍޔᣣᧄ஥ߩ⎇ⓥ⠪ߣࡂࡢࠗ஥ߩ
⎇ⓥ⠪߇ޔ౒᦭ߒߚߣ޿߁ὐߢ޽ࠆޕࡂࡢࠗࠍ⸰ࠇࠆᄖ࿖ੱߩᢙߛߌࠍ⷗ࠆߣޔਛ࿖ੱ߿
㖧࿖ੱ߇Ⴧ߃ߡ߅ࠅޔ߹ߚࠕࡔ࡝ࠞో૕ࠍߺߡ߽ޔࠕࠫࠕ⎇ⓥߩゲ⿷ߪᣣᧄ߆ࠄਛ࿖߿㖧
࿖ߥߤߦ⒖ࠅߟߟ޽ࠆޕߘ߁ߒߚߥ߆ߢޔᢥൻߩฃኈ࡮ᄌኈߦ㑐ࠊࠆ㕖Ᏹߦ㊀ⷐߥ⺰ὐࠍ
ᱷߒߚ߹߹ޔᣣᧄᢥൻߦ㑐ߔࠆ⎇ⓥߩᓟ⛮⠪߇ᷫዋ௑ะߦ޽ࠆߩ߇⃻ታߢ޽ࠆޕ 
 ߎ߁ߒߚὐߦ㐓ߺߚߣ߈ޔᧄ੐ᬺߦ߅ߌࠆ⺰ὐߩ᛽಴ߣ⋧੕ߩ౒᦭ߪޔᰴᐕᐲએ㒠ߩᧄ
੐ᬺޔߥࠄ߮ߦ੹ᓟߩᣣᧄߣࡂࡢࠗߥ޿ߒࠕࡔ࡝ࠞวⴐ࿖ߣߩ㑆ߩޔᣣᧄᢥൻ⎇ⓥߣޔߘ
ߩᇦ੺ߩᓎഀࠍᨐߚߔ⒖᳃ߩᜬߟᗧ๧ࠍ߼ߋࠆ⎇ⓥߦߣߞߡޔ㊀ⷐߥ࿯บߦߥߞߡ޿ߊߣ
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
 ޕࠆࠇࠄ߃⠨
  
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
ᣉታࠍᩏ⺞ᢱ⾗ߩߡ޿ߟߦᢱ⾗ⴚ⟤ߌࠊࠅߣޔߡߒ㑐ߦޠᐶᢥ࡯࡟࡯ࡎޟߩቇᄢࠗࡢࡂ 
࡯࡟࡯ࡎޔߪᐲᐕ੹ޕߚߒីᛠࠍⷐ᭎ߩ૕ోߩߡ޿ߟߦ╬ᢱ⾗ᦠᢥߩଥ㑐ᧄᣣޔߟ߆ޔߒ
 ޕߚߒℂᢛࠍ㗴⺖ߩ߼ߚࠆ⥋ߦࡊ࠶࠹ࠬߩᰴޔߒីᛠࠍ௝૕ోߩᐶᢥ
ᣣࠍ㧕⺆࠳ࡦ࡜ࠝ߫߃ߣߚ㧔⺆⸒ߩઁޔߕࠄߥߺߩ⺆⧷߿⺆ᧄᣣޔߪߦㇱ৻ߩᢱ⾗ⴚ⟤
ޕࠆߔߣⷐᔅࠍ⸛ᬌߥ⚦⹦ߦࠄߐޔࠅ޽߽ߩ߽ࠆ޿ߡࠇ߹฽߇ㅀ⸥ࠆ޿ߡߒ␜⴫㖸⴫ߢ⺆ᧄ
㓙ታޔᣇࠇߐߩ㉼⸃࡮⸃ℂࠆߌ߅ߦࠗࡢࡂޔ߿ᴫ⁁↪೑ߩߡ޿ߟߦᢱ⾗ߩࠇߙࠇߘޔߚ߹
ᢱ⾗ߩ৻หޔߪࠇߎޕࠆߥߣⷐᔅ߇ᩏ⺞ࠆߥࠄߐޔߪߡ޿ߟߦᣇࠇࠄ޿↪ߩߢߤߥ␜ዷߩ
ߔᾖኻセᲧࠍ߆ߩࠆ޿ߡߒߣ߁ࠃߒ⸃ℂߢ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦߥ߁ࠃߩߤߢ႐┙ߩࠇߙࠇߘޔࠍ
ߎࠆߔൻኻ⋧ߡߞࠃߦࠇߎࠍᣇߜᜬߩᔃ㑐ߩ߳ൻᢥᧄᣣߩߢ߹ࠇߎߩ੕⋧ޔࠅ޽ߢᬺ૞ࠆ
 ޕࠆ߈ߢ߇ߣ
⹏ߩߡ޿ߟߦᓽ․ߩࠇߙࠇߘޔࠅ߅ߡߞߚࠊߦጘᄙ߇࡞ࡦࡖࠫޔߪߡ޿ߟߦ╬ᢱ⾗ᦠᢥ
ⷐࠍ⸛ᬌߚߖ૬ߣ✲⚻ࠆ⥋ߦࠆߔ࿷ሽߦߎߘޔߥ߁ࠃߩᢱ⾗േㆇ⠢Ꮐߩᓟᚢޔߦ߽ߣߣଔ
ࠇߐ⬿෼ߊᄙᢙ߽╬☋ᦠࠆࠊ㑐ߦᎺḩ߿㞲ᦺߩᦼ࿾᳃ᬀޔߚ߹ޕࠆ޿ߡࠇ߹฽߇ߩ߽ࠆߔ
ߦᦼᤨᚢ㨪೨ᚢߩ㒠એว૬࿖㖧߽ߘ߽ߘޔߣᩏ♖ߩᕈዋᏗߩߡ޿ߟߦᢱ⾗ߩޘฦޔࠅ߅ߡ
߆ߩߚ޿ߡߒ߷෸ࠍ㗀ᓇߥ߁ࠃߩߤߦ௝ᧄᣣࠆߌ߅ߦࠗࡢࡂ߇ᄢ᜛ߩ࿖Ꮲᧄᣣᄢޔߡ޿߅
 ޕࠆߥߣ㗴⺖ߩ㒠એᐲᐕᰴ߽ᩏ♖ߩࠄࠇߎޕࠆ޽߇ⷐᔅࠆߔ⸛ᬌࠍ
ࡂߣᧄᣣߌࠊࠅߣޔߪⓠ෼ߥ߈ᄢߩᐲᐕ੹ޔߦ߽ߣߣᨐᚑߩᩏ⺞ᢱ⾗ߚߒ߁ߎޔߦࠄߐ 
ߢߣߎߚߞߥߦ⏕᣿߇ⷺⷞᨆಽߩߢ㕙⺰ℂޔߩߢ਄ࠆ߼ㅴࠍⓥ⎇ൻᢥࠆߌ߅ߦଥ㑐ߩࠗࡢ
ߣࠗࡢࡂԘޔߪߩߚ߈ߢ᦭౒߽ߣ⠪ⓥ⎇ߩ஥ࠗࡢࡂޔߡߒߣ㗴໧ߥࠕ࡝ࠢߌࠊࠅߣޕࠆ޽
✼๟㧙ᔃਛߥ㊀ᄙޔߩߣߎߔߑߥ߹ࠍൻᢥᧄᣣߩᵗ⷏㕖ޔࠄ߆✼๟ߩ࿖ⴐวࠞ࡝ࡔࠕ߁޿
Ꮲޟߩߟߣ߭߁޿ߣ࿖ⴐวࠞ࡝ࡔࠕԙޔ߆ߩࠆ߃⠨ߦ߁ࠃߩߤࠍᕈ㗴໧ߣ๧ᗧߟᜬߩଥ㑐ߩ
ߩߡߒߣ࡯ࠖ࠹࡝ࡁࠗࡑ࡮ࠬ࠮ࠢࠨߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߥߦޠੱࠞ࡝ࡔࠕ߈⦟ޟޔߦ߆ߥߩޠ࿖
♽ᣣ߿ޠൻᢥᧄᣣޟߢ߆ߥߩߘޔࠅ߅ߡࠇߐ▽᭴ߦ࿕ᒝߡߒߣޠ⺆‛ޟ߇ผᱧߩ᳃⒖♽ᣣ
ࠊ㑐ߣὐ⺰ߩ⋡ߟੑԚߡߒߘޔ߆ߩࠆߔൻ⽎ኻߦ߁ࠃߩߤࠍߣߎ߁޿ߣࠆࠇߐីᛠ߇᳃⒖
♽ᣣ߿ޠൻᢥᧄᣣޟޔ߇ߩ߽ߚ߈ߡࠇߐߣޠᓼ⟤ߩੱᧄᣣޟߤߥޠജദޟ߿ޠᘟᚒޟޔߡߞ
3 ߩޔᕈⷐᔅࠆߔᨆಽߦ⊛್ᛕࠍߣߎࠆ޽߇㕙႐ࠆߥߦ࠼࡯ࡢ࡯ࠠߩ߈ߣࠆߔ⸃ℂࠍ᳃⒖
ߦࠄߐޔࠄ߇ߥߒ᦭౒ࠍὐ⺰ߢ㑆㓙࿖ޔߢࠎਗߣᩏ⺞ᢱ⾗ޔߪߡ޿ߟߦࠄࠇߎޕࠆ޽ߢὐ
 ޕࠆ޽߇ⷐᔅࠆ߼ㅴࠍ⸛ᬌ
 
 㧕ઃᷝ߫ࠇ޽߇ᢥ⺰㧔࠻ࠬ࡝ߩ╬ฬ⹹㔀ߚࠇߐタឝߣᢥ⺰ߚߒ⴫⊒ߦၮࠍⓥ⎇ᧄ ٤
޿ߡߒ㐿౏ߢࠫ࡯ࡍbew ߩቇᄢࠗࡢࡂߪᨐᚑߩࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪޔ߇޿ߥߪ╬ᢥ⺰ߪߢ⁁⃻ 
 ޕࠆ
容受の化文本日るけおにイワハ― 究研同共際国るぐめを料資化文・史歴本日のイワハ在　）2（Ⅰ略戦
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᅾࣁ࣡࢖ࡢ᪥ᮏṔྐ࣭ᩥ໬㈨ᩱࢆࡵࡄࡿᅜ㝿ඹྠ◊✲ ̿ࣁ
࣡࢖࡟࠾ࡅࡿ᪥ᮏᩥ໬ࡢཷᐜ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᨭ᥼༊ศ㸦A㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ(a) ࠕඹྠ◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ኱ஂಖ ⣧୍ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᮏᖺᗘࡣࠊᮏ஦ᴗ࡟㛵ࢃࡗ࡚ࠊලయⓗ࡟ࡣୗグࡢࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
ձ ࢝ࣜࣇ࢛ࣝࢽ࢔኱Ꮫ࠿ࡽࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࡢᣍ⪸࡜᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿㄪᰝ࣭◊✲ሗ࿌ 
ղ ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࣐ࣀ࢔ᰯࣁ࣑ࣝࢺࣥࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜ࡞࡝ࠊ࢜࢔ࣇᓥෆ࡟࠾ࡅࡿ᪥ᮏ㛵ಀ㈨
ᩱ࡞ࡽࡧ࡟⛣Ẹ㛵ಀ㈨ᩱࡢ㈨ᩱㄪᰝ 
ճ ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࣐ࣀ࢔ᰯ࡟࠾ࡅࡿࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘”The Politics of Representation”࠾ࡼ
ࡧ㛵㐃࢖࣋ࣥࢺࡢᐇ᪋ 
 ୖグࡢࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢෆࠊղࡣࠊ⌧ᅾࡢࣁ࣡࢖࡟ᡤⶶࡉࢀ࡚࠸ࡿࠊ᪥ᮏ࡟㛵ࢃࡿṔྐ࣭
ᩥ໬㈨ᩱࡢㄪᰝ࡟࠶ࡓࡿࠋճࡣࠊࣁ࣡࢖࡟࠾ࡅࡿ᪥⣔ேࢆྵࡴ࢚ࢫࢽࢵࢡࢢ࣮ࣝࣉࡢṔྐ࣭
ᩥ໬⾲㇟࡟㛵ࡍࡿ㆟ㄽࢆ⾜࠺᪉ἲ࡜ࡋ࡚ࠊ༤≀㤋⾲㇟ࡢᨻ἞ᛶࢆ㢟ᮦ࡟ࡋࡓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘
ࢆᐇ᪋ࡋࡓࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ௒ᖺᗘࡣࠊࣁ࣡࢖࡟Ꮡᅾࡍࡿ᪥ᮏᩥ໬࡞ࡽࡧ࡟᪥ᮏே⛣Ẹ࡟㛵ࢃࡿ㈨ᩱࡑࡢࡶࡢࡢㄪᰝ
ࢆᐇ᪋ࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊࡑࢀࡽ㈨ᩱࡀࣁ࣡࢖࡟᪊࠸࡚཰㞟࣭ᡤⶶࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡢព࿡ࠊ࡞
ࡽࡧ࡟ࡑࢀࡽ㈨ᩱࡀ≉ᐃࡢࢥࣥࢸࢡࢫࢺ࡛ᩚ⌮࣭⾲㇟ࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡢព࿡ࢆ᳨ウࡋࡓࠋ 
 ࣁ࣡࢖࡟࠾࠸࡚᪥ᮏᩥ໬ࡀཷᐜࡣࠊࣁ࣡࢖ࡢᆅᨻᏛⓗ࡞఩⨨ࢆ⫼ᬒ࡜ࡋࡘࡘࠊ᪥ᮏே⛣
Ẹࡢቑ኱࡟క࠺᪥ᮏ࡞ࡿࡶࡢ࡬ࡢ㛵ᚰࠊࡉࡽ࡟ࡣ᪥ᮏ࡟ฟ⮬ࡸ♽ඛࢆᣢࡘ⪅࡟ࡼࡿ⮬ࡽࡢ
࢔࢖ࢹࣥࢸ࢕ࢸ࢕ࢆ☜ㄆࡋࡼ࠺࡜ࡍࡿືࡁࢆࠊཎືຊ࡜ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽࠊࡇ࠺ࡋࡓ୍㐃ࡢࠕཷᐜࠖࡢࣉࣟࢭࢫ࡟ࡣࠊ࢚ࢫࢽࢵࢡࢢ࣮ࣝࣉ㛫ࡢᨻ἞࣭
ᶒຊ࣭ᕪูࡢᵓ㐀ࢆ㞃ⶸࡋࡓࡾࠊ᪥ᮏே⛣ẸࡢṔྐࢆࢧࢡࢭࢫ࣐࢖ࣀࣜࢸ࢕ࡢṔྐ࡟཰ᩡ
ࡉࡏࡿຠᯝࢆకࡗ࡚࠸ࡿࠋࡑࡋ࡚ࠊ㏆⌧௦ࡢ⛣Ẹ࡟↔Ⅼࢆᙜ࡚ࡓ᪥ᮏே࣭Ἀ⦖ேࡢ⾲㇟࡟
࠾࠸࡚ࡍࡽࡶࠊࢿ࢖ࢸ࢕ࣈࣁ࣡࢖࢔ࣥࡸ୰ᅜ࣭ᮅ㩭࡞࡝௚ࡢᅜࡸᆅᇦ࠿ࡽࡢ⛣ẸࡢᏑᅾࡣ
Ḟⴠࡋࡀࡕ࡜࡞ࡿࠋࡇࡢᐇែ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊࣁ࣡࢖࡛ᐇ᪋ࡋࡓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㞃ࡉࢀࡓࢸ࣮
࣐࡛࠶ࡾࠊ࠸ࡃࡘ࠿ࡢ㆟ㄽࡀ஺ࢃࡉࢀࡓࠋ 
 ࡲࡓྠ᫬࡟ࠊேࠎࡢ㛫࡛ẚ㍑ⓗඹ᭷ࡉࢀࡸࡍ࠸Ṕྐ࡜ࠊㄒࡽࢀ࡟ࡃ࠸Ṕྐࡢ⊃㛫ࡀ࡝ࡢ
ࡼ࠺࡟Ꮡᅾࡋࠊࡑࡋ࡚୧⪅ࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟ᯫᶫ࡛ࡁࡿࡢ࠿࡜࠸࠺ㄽⅬࡢ㔜せᛶࡶᾋୖࡋࡓࠋ
౛࠼ࡤࠊ࢔࣓ࣜ࢝ྜ⾗ᅜ࡜᪥ᮏࡢ⊃㛫࡟⨨࠿ࢀࡿᙧ࡛ࠊMIS ࡜ࡋ࡚ኴᖹὒᡓத࡟ຍࢃࡗࡓ
᪥⣔࢔࣓ࣜ࢝ேࡢᏑᅾࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟ホ౯ࡍࡿࡢ࠿ࠊࡉࡽ࡟ࡣࡑ࠺ࡋࡓ஦ᐇࢆࠊࣁ࣡࢖࡟࠾
ࡅࡿἈ⦖ேࡢ㞟ࡲࡾ࡟࠾࠸࡚ࡇࢀࢆྲྀࡾୖࡆࡿࡇ࡜ࡢࠕሙ㐪࠸ࠖࡉࢆ࡝࠺ཷࡅṆࡵࡿࡢ࠿
࡜࠸ࡗࡓၥ㢟ࡣࠊᩥ໬⾲㇟ࠊṔྐ◊✲ࠊ༤≀㤋άື࡟࠾࠸࡚ࡼࡾ㋃ࡳ㎸ࢇ᳨࡛ウࡋ࡞ࡅࢀ
戦略Ⅰ（2）　在ハワイの日本歴史・文化資料をめぐる国際共同研究 ―ハワイにおける日本文化の受容
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ࡤ࡞ࡽ࡞࠸ㄢ㢟࡛࠶ࡿࠋ 
 ࢚࢜ࣜࣥࢱࣜࢬ࣒࡟㏆࠸Ỉ‽ࡢᩥ໬࣭Ṕྐ࡬ࡢ㛵ᚰ࡜ࠊᨻ἞ⓗ࡞ࢩࣅ࢔ࡉࢆక࠺Ỉ‽ࡢ
㛵ᚰࡢ㛫࡟࠶ࡿ㊥㞳ࠊࡑࡋ࡚ࡑࡢᕸ⨨ࡢࡉ࡞࠿࡛ࡢ≉ᐃࡢ࢚ࢫࢽࢵࢡࢢ࣮ࣝࣉࢆࡵࡄࡿ㆟
ㄽࡢḞⴠ࡞࠸ࡋ᩿⤯ࢆࠊᩥ໬⾲㇟ࡢ⌧≧࡜ࡋ࡚ࡼࡾศᯒⓗ࡟ᢕᥱࡋ࡚࠸ࡃᚲせᛶ࡜ࠊࡑࢀ
ࡽࢆ㋃ࡲ࠼ࡓୖ࡛Ṕྐㄆ㆑࡜ࡋ࡚෌⤫ྜࡍࡿࡓࡵࡢ᪉㏵ࡢ᳨ウࡀࠊ௒ᚋ࡜ࡶせồࡉࢀࠊࡇ
ࢀࡽࢆࡵࡄࡗ࡚᮶ᖺᗘ࡟ࡣ୍ᐃࡢࡲ࡜ࡵࢆ⾜࠺ᚲせࡀ࠶ࡿ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 ⌧≧࡛ࡣㄽᩥ➼ࡣ࡞࠸ࡀࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢሗ࿌᭩ࢆసᡂࡍࡿ࡭ࡃࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢࢸ࣮
ࣉ㉳ࡇࡋࢆᐇ᪋ࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊෆᐜࡢ⦅㞟సᴗࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⷰ⋧⾗ᢱߩቇ㓙⊛⎇ⓥ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ᡰេ඙ಽ䋨㪘䋩䇸ᚢ⇛⊛౒ห⎇ⓥ㸇䇹䇸ᣂ⺖㗴᛽಴ᡰេ䇹 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⋧↰ ḩ 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
੹ᐕᐲ䈲એਅ 㪘㪄㪚 䈱ⷰὐ䈪䈱⎇ⓥᵴേ䉕ⴕ䈦䈢䇯㩷
㪘 ⷰ⋧䋨ੱ⋧භ䈇䋩䈱ታ࿾〯ᩏ䊶⎇ⓥળ䋨ᛂว䈞䋩䈱ታᣉ㪑㩷
ⷰ⋧䈱ታᘒ䉕⍮䉎䈢䉄䈮એਅ䈱 㪊 䈎ᚲ䈪䈱ታ࿾〯ᩏ䈫䇮ข᧚వ䈱ኋᴱᚲ䈮䈍䈔䉎⎇ⓥᛂวળ䋨⎇
ⓥႎ๔ળ䋩䉕ታᣉ䈚䈢䇯ታᣉ႐ᚲ䈲એਅ䈱䋳ㇺᏒ䈪䈅䉎䇯㩷
บḧ㩷 㩷 㪉㪇㪈㪉 ᐕ 㪐 ᦬㩷 บർᏒ㩷 ⴕᄤች䊶჻ᨋᄛᏒⴝ䊶㦖ጊኹ㩷
㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪊 ᦬ 㪊㪄㪋 ᣣ㩷 㩷 บർᏒ㩷 ჻ᨋᄛᏒⴝ䊶㦖ጊኹ㩷
ਛ࿖⷏቟㩷 㪉㪇㪈㪊 ᦬ 㪈 ᦬ 㪐ᣣ㩷 ౎઄ች೨㩷 භ䈇ⴝ㩷
⎇ⓥᛂว䈞㩷 㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪉㪆㪊 ᦬㩷 ᣈ䋺࿖ᢥቇ⎇ⓥ⾗ᢱ㙚㩷
ᣣᧄ㩷 ᧲ᄢ㒋Ꮢ㩷 㪉㪇㪈㪊 ᐕ 㪊 ᦬ 㪈㪇㪄㪈㪈 ᣣ㩷 ⍹ಾ␹␠೨ෳ㆏භ䈇ⴝ䊶⎇ⓥႎ๔ળ㩷
㩷 㩷 㩷 એ਄䈱ฦ࿾䈪䇮ᑧ䈼 㪊㪇 ࿁䈱ታ〣⺞ᩏ䉕ⴕ䈦䈢䈏䇮ฦ࿾䈠䉏䈡䉏․ᓽ䈏䈅䉎䈖䈫䈏䉒䈎䈦䈢䇯╙৻
䈮䇮භ䈇ⴝ䈪ឝ䈕䉌䉏䉎⋴᧼䈮ⷰ⋧䋨ੱ⋧䋩䉕ᮡ᭙䈚䈩䈇䉎▎ᚲ䈏ᭂ䉄䈩ዋ䈭䈇䈖䈫䈪䈅䉎䇯․䈮ᣣᧄ
䈱⍹ಾ␹␠䈪䈲 㪈㪇㪇 ઙએ਄䈅䉎ᐫ䈱ਛ䈪 㪈ઙ䈚䈎䈭䈇䇯ᄢ㒋ᐭ᧲ᄢ㒋Ꮢ᧲⍹ಾ↸ߩ⍹ಾ␹␠㐷೨
ߩභ޿ㅢࠅߢ㐿ᬺߔࠆභ޿Ꮷߩ⸒ߦࠃࠆߣޔⷰ⋧ߪᤨޘೞޘߣᄌൻߒߡ޿ߊߚ߼ޔᴺೣᕈ
ࠍ⷗޿ߛߒᓧߥ޿ߣߩߎߣޕߘߩߚ߼ޔⷰ⋧࡮ᚻ⋧ߥߤߪ✚วභ޿ߢᛒ޿ޔߘߩઁޔ☨☸
භ޿㧔ᤃභߩ◲⇛ 㧕ޔ྾ᩇផฬߥߤࠍ޽ࠊߖߡൊ᩺ߒߡㆇ൓ࠍ್ᢿߒߡ޿ࠆߣߩߎߣߢ޽
ߞߚޕ
 ⍹ಾ␹␠ߩ⺞ᩏߦ߅޿ߡߪޔਛ࿖ੱ⇐ቇ↢ߩ✚⎇ᄢ㒮↢ߣޔߘߩవヘߩ⇐ቇ↢ߦ߽⺞ᩏ
ߦෳടߒߡ߽ࠄ޿ޔᣣᧄߦ߅ߌࠆභ޿ࠍ૕㛎ߒߡ߽ࠄߞߚޕᄢ㒽ਛ࿖ߦ߅ߌࠆභ޿ߩᐫߪޔ
౒↥ౄ߇භ޿ࠍ౏ߦߪ⹺߼ߡ޿ߥ޿㑐ଥ߽޽ߞߡޔⷰశࡄࡦࡈ࡟࠶࠻ߦߪ߹ߕ᩺ౝߩߥ޿
ᚲ߇ᄙ޿ޕ੹࿁ߩ⺞ᩏߦหⴕߒߡ߽ࠄߞߚߎߣߦࠃࠅޔศᨋ࡮⑔ᑪߩභ޿⺞ᩏߩߚ߼ߩ㆏
╭߇಴᧪ߚߎߣ߽෼ⓠߢ޽ߞߚޕ
 ߥ߅ޔ⺞ᩏߦⷐߔࠆᤨ㑆ߪ߹ߜ߹ߜߢޔਛ࿖⷏቟߿ᣣᧄ⍹ಾ␹␠ߦ߅޿ߡߪ ࿁  ಽએ
਄ߩᤨ㑆ࠍⷐߒߚޕਛ࿖ߦ߅޿ߡߪޔᐫౝ߇৾ベࠬ࠻࡯ࡉߩᥦᚱߛߌߩ็߈ߐࠄߒߩਛߢ
޽ߞߚߚ߼ޔ࿁ߩ⺞ᩏߒ߆ⴕߥ߃ߥ߆ߞߚޕ
 ࿖ᢥቇ⎇ⓥ⾗ᢱ㙚ߦ߅ߌࠆᛂวߖߪޔਥߦⷰ⋧䉕ᖱႎቇ⊛䈮ಽᨆ䈜䉎䈢䉄䈮䇮⾗ᢱ䈱↹௝⸃ᨆ
䈱ᚻ㗅䈫䊂䊷䉺䈨䈒䉍䈮䈧䈇䈩䈱ᛂว䈞䉕ⴕ䈦䈢䇯⸃ᨆ⾗ᢱ䈮䈲䇮ⷰ⋧䈫䊎䉾䉪䊙䉾䊒䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈮
૶↪䈜䉎⋧ᦠ䈮ឝタ䈘䉏䉎↹௝⾗ᢱ䉕૶↪䈜䉎䈖䈫䈮䈚䈢䇯㩷
㩷 䈖䉏䉌䈮ᦠ䈎䉏䈢⛗䈲䇮䈢䈫䈋䈳ዅ⾆䈱⋧䈏ⶄᢙ䈱⛗䈮ឬ䈎䉏䈩䈇䉎䈏䇮⛗ᨩ䈏ฦᦠ䈪ో䈒⇣䈭䉎䉅
䈱䈱䇮䈬䈖䈎౒ㅢᕈ䈏䈅䉎䇯䈚䈎䈚䇮⛔⸘⊛ಽᨆ䉕ⴕ䈉䈮䈲䈠䈱㘃ૃᕈ䈱〒㔌Ꮕ䈏䈅䉁䉍䈮ᄢ䈐䈒䇮ᣂ䈢
䈭䉴䉨䊷䊛䉕㐿⊒䈚䈭䈇䈫න⚐䈭⸘▚䈏㔍䈚䈇䈖䈫䉅್᣿䈚䈢䇯㩷
㪙 ⋧ᦠ䈱ᦠ⹹⊛⺞ᩏ㩷
㕍᫪⋵ᒄ೨Ꮢ┙ᒄ೨࿑ᦠ㙚䈱⬿ᦠ⺞ᩏ䉕⺞ᩏ䈚䈢㩿㪉㪇㪈㪉 ᐕ 㪐 ᦬ 㪉㪋㪄㪉㪍 ᣣ䋩䇯䈱䈼 㪌㪇 ⒳䈱⋧ᦠ䉕
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⺞ᩏ䈚ᦠ⹹䉦䊷䊄䉕⸥㍳䈚䈢䇯㩷
䈖䉏䈲࿖ᢥቇ⎇ⓥ⾗ᢱ㙚䈱⺞ᩏ੐ᬺ䈫䈚䈩䇮ว䉒䈞䈩ⴕ䈉䈖䈫䈏಴᧪䈢䇯䈜䈭䉒䈤䇮⺞ᩏ⚳ੌᓟ䇮
䉦䊷䊄䈲੐ᬺㇱ䈮ነ㒝䈚䈢䈣䈔䈪䈭䈒䇮⺞ᩏవ䉕ౖ☋䈱ඨᢙ䈾䈬䉕ᐕᐲਛ䈮䊙䉟䉪䊨᠟ᓇ䈜䉎䈖䈫
䈏䈪䈐䈢䇯੹ᐕᐲਛ䈮᠟ᓇ䈚䈢ౖ☋䈲ᐔᚑ㪉㪌ᐕᐲਛ䈎䉌䉟䊮䉺䊷䊈䉾䊃䈪㑛ⷩ䈪䈐䇮⚕὾䈐౮⌀䈱
⊒ᵈ䉅น⢻䈮䈭䉎੍ቯ䈪䈅䉎䇯 
C ⷰ⋧࠻ࡇ࠶ࠢࡑ࠶ࡊ㧔Topic-Maps㧕࠺࡯࠲ࡌ࡯ࠬߩ᭴▽ࠍⴕߥߞߚޕ 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
㪘㩷ⷰ⋧䊃䊏䉾䉪䊙䉾䊒䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈱᭴▽䊶౏㐿䋨㪿㫋㫋㫇㪑㪆㪆㫋㫆㫇㫀㪺㫄㪸㫇㫊㪄㫊㫇㪸㪺㪼㪅㫁㫇㪆㫇㪿㫐㫊㫀㫆㪾㫅㫆㫄㫐㪋㪆㩷
㩷䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈱ᯏ⢻䈏ะ਄䈚䇮䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈱ᢥሼ೉ᬌ⚝䈏น⢻䈮䈭䈦䈢䇯䉁䈢䇮ᣂ䈢䈮䊂䊷䉺
ㅊട䈚䇮એਅ䈱⋧ᦠ䈮⸥ㅀ䈘䉏䉎ੱ⋧䋨㗻䈍䉋䈶⋲䊶ญ䈭䈬䈱ฦㇱ૏䋩䈱↹௝䈫䊁䉨䉴䊃ᬌ⚝䉕ട⚊
䈮䈚䈢䇯䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈮៞タ䈚䈢ᦠฬ䈲એਅ䈱ㅢ䉍䇯䋨㶎䈏੹ᐕᐲ䋩㩷
᳗ઍ㔀ᦠਁᥲᄢᚑ䇮ᘮ቟ ␹⋧ో✬䇮␹⋧ో✬ᱜ⟵䇮Ⴧ㉼㤗⴩⋧ᴺో✬䋨หᴦ 㪈㪉㪲㪈㪏㪎㪊 ᐕ㪴
㊀䕣䊶ༀᚑၴ⬿᧼䋩䇮㶎࿖ቲᄢ㔀ᦠ䋨ཅ᳗ 㪍 ᐕ㪲㪈㪏㪌㪊㪴ೀ䊶⥝ᢥၴਥੱポ䇮ᩉᎹ㊀ା↹䋩䇮㶎ੱ
⋧ዊ㐓ᄢో䊶㶎ਁᑧరᐕ 䋨ਁᑧరᐕ㪲㪈㪏㪍㪇㪴ೀ䊶ᱜቲၴ⬿ 䇮༑ᄙ᧛ᳯධイㅀ䋩㩷
䈭䈍䇮⍮⼂ߩ⴫⃻ߣ੤឵ߦ㑐ߔࠆ ISO ᮡḰߩ䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈱ⷙᩰ䈪䇮䇸䊃䊏䉾䉪䊙䉾䊒䇹䈫
䈇䈉⸒⪲䈪 㪞㫆㫆㪾㫃㪼 ᬌ⚝䉕ⴕ䈉䈫䇮㪮㫀㫂㫀㫇㪼㪻㫀㪸 䈮⛯䈇䈩䋲⇟⋡䈮䈖䈱᭴▽䊂䊷䉺䊔䊷䉴䋨ⷰ⋧䊃䊏䉾䉪
䊙䉾䊒䋩䈏಴⃻䈜䉎䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯䋨⚂ 2,910,000 ઙਛ H25.4.10⏕⹺䋩㩷
㪙 ⷰ⋧䈮㑐䈜䉎⸒⺑䈱ᢛℂ䊶෼㓸㩷
ⷰ⋧䈾䈎ᣣᧄ䈮䈍䈔䉎ฎ੹䈱⸒⺑䈏ឝタ䈘䉏䉎⊖⑼ోᦠ䇺ฎ੐㘃⧞䇻䊂䊷䉺䊔䊷䉴
䋨㪿㫋㫋㫇㪑㪆㪆㪹㪸㫊㪼㪈㪅㫅㫀㫁㫃㪅㪸㪺㪅㫁㫇㪆㫕㫂㫆㫁㫀㫉㫌㫀㪼㫅㪆㫀㫅㪻㪼㫏㪅㪿㫋㫄㫃䋩䈱䊂䊷䉺䊔䊷䉴䈮䈍䈇䈩䇮ᣇᛛㇱ䈱ోᢥ䊂䊷
䉺䊔䊷䉴䈱౉ജ䉕ቢੌ䈚䇮౏㐿䈮ะ䈔䈩䈱ᦨ⚳䉼䉢䉾䉪䉕ㅴ䉄䈢䇯㩷
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
  ̪ශߦߟ޿ߡߪ೎ㅜ⺰ᢥࠍᷝઃߒߚޕ 
㶎⋧↰ḩ䊶ᷰㄝା๺㪃⡛ᓼᄥሶ䈱ⷰ⋧㪃᳓㐷 㪉㪋㪃ീ⺈಴ 㪃㪉㪇㪈㪉㪅㪐㪃ᩏ⺒᦭㩷
㶎㕍ጊ⧷ᱜ䇸ฎౖ⍮䈫䈚䈩䈱ㄭ਎ⷰ⋧ቇ㵪䈖䈱ਇᕁ⼏䈭䉎り૕䈱⸃㉼ቇ䇹䇮೨↰㓷ਯ䌛✬䌝䇺䉝䉳䉝
ㆆቇ䇻㪈㪌㪌䇮㫇㫇㪅㪈㪐㪍㪄㪉㪈㪋䇮ീ⺈಴ 䇮㪉㪇㪈㪉㪅㪎㪅㪊㪈㪅㩷
㕍ጊ⧷ᱜ䇸ㄭ਎ⷰ⋧ᦠ⋡䇹䇮䇺᣿ᤊᄢቇ⎇ⓥ♿ⷐ㩷 ੱᢥቇㇱᣣᧄᢥൻቇ⑼䇻╙ 㪉㪈ภ䇮᣿ᤊᄢቇੱᢥ
ቇㇱᣣᧄᢥൻቇ⑼䇮㪉㪇㪈㪊㪅㪊㪅㪊㪈㩷
⋧↰ḩ, ੱ㑆ⷰኤ߆ࠄ↢߹ࠇߚⷰ⋧ߩ߽ߚࠄߒߚᢥൻߣ⸒⺑,ޡテੳᄢቇᣣᧄ⺆ᣣᧄᢥቇޢ
╙ 39ポ,20134.30㧔੍ቯ㧕,ᩏ⺒᦭ 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ほ┦㈨ᩱࡢᏛ㝿ⓗ◊✲ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗ⤒㈝ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ┦⏣‶ 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
▱㆑య⣔ࢆ▱ࡿࡓࡵࡢほ┦ㄪᰝᆅ࡜ࡋ࡚ࠊ᪥ᮏ࡛ࡣ㮵ඣᓥ࣭ᮾிᗓ୰ᕷࠊ୰ᅜ࡛ࡣ⚟
ᘓ┬Ἠᕞᕷ࡟࠾࠸࡚ᐇᆅㄪᰝࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
ࡲࡓࠊほ┦ࡢゝㄝㄪᰝ࡛ࡣࠊ㟷✵ᩥᗜ࡟཰㘓ࡉࢀ࡚࠸ࡿసရࢆ฼⏝ࡋ࡚ࠊࡑࡇ࠿ࡽほ
┦࡟㛵ࢃࡿゝㄝࡢ⥙⨶ⓗⓎ᥀ࢆ⾜ࡗࡓࠋ୰ᅜࡢࡶࡢ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ⌧ᅾࢿࢵࢺ࡟ὶࢀ࡚࠸
ࡿほ┦㈨ᩱࡢ᝟ሗ཰㞟ࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
ྂ඾⤮⏬ࡢศᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊྂ඾⤮⏬ࡢほ┦ⓗศᯒࢆ⾜࠸ࠊ㊊฼ᑛẶࢆീ୺࡜ࡍࡿࡇ
࡜࡟ࡘ࠸࡚ពぢࡀ๭ࢀ࡚࠸ࠗࡓ 㥽㤿Ṋ⪅ീ࠘࡟ࡘ࠸࡚཯ド࡜࡞ࡿすᕝ♸ಙ㸦1671㹼1751㸧
ࡢᤄ⤮⏬࡜ࠊ⤮ᥥࡁࡀほ┦ࡢᚰᚓࢆ㌟࡟ࡘࡅ࡚࠸ࡓ࡜ࡍࡿᩥ⊩ࡢᥦ♧ࠊឤᛶศᯒ࡟ࡼࡿ
༳㇟ẚ㍑ࡢ⤖ᯝࢆᥦ♧ࡍࡿࡇ࡜ࢆഐド࡜ࡍࡿⓎ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
ࡑࡢ௚࡜ࡋ࡚ࡣࠊ⚟ᘓ࡛⾜ࡗࡓほ┦ㄪᰝࡢᡭ㓄ࢆࡋ࡚࠸ࡓࡔ࠸ࡓ⳹ൂ኱Ꮫࡢ㯤ᚨᾏඛ
⏕࠿ࡽㅮ₇౫㢗ࢆཷࡅࠊ2014 ᖺ 3 ᭶ 25 ᪥࡟⳹ൂ኱Ꮫན㛛ᰯ༊࡛ほ┦ࢆࢸ࣮࣐࡟┦⏣ࡀ
ㅮ₇ࠕᩥ໬࿴宅宕ᅾ᪥ᮏⓗ㠃┦ࠖࢆ⾜ࡗࡓࠋࡑࡢ㝿ࠊࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࢆᵓ⠏ࡋ࡚ࡑࢀࢆᇶ
࡟ㄽࢆ⤌ࡳ❧࡚ࡿᡭἲࡢ╔ᐇࡉ࡟ᑐࡋ࡚㧗࠸ホ౯ࢆᚓࡓࠋ 
ࡲࡓࠊ᝟ሗ࣭⤫ィᏛⓗᡭἲ࡟ࡼࡿศᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ2013 ᖺᗘᮎ࡟බ㛤ࡋ࡚࠸ࡿほ┦ࢺ
ࣆࢵࢡ࣐ࢵࣉ࡟౑⏝ࡉࢀ࡚࠸ࡿ 9 ✀㢮ࡢ඾⡠࠿ࡽ཰㞟ࡋࡓ㢦ࡢ㒊ရ࡟ࡘ࠸࡚ࠊྜྷปࢆุ
ᐃࡍࡿ⤫ィゎᯒࢆ⾜࠸ࠊࡑࢀࢆඖ࡟⏬ീゎᯒ࡛⮬ືⓗ࡟ྜྷปࡢゎᯒࡀ࡛ࡁࡿ࠿࡝࠺࠿ࡢ
ᇶᮏసᴗࢆ᏶஢ࡋࡓࠋ⤖ᯝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣḟᖺᗘ࡟࡞ࡿࠋ 
ྠᵝ࡟ࠊSD ἲࢆ฼⏝ࡋࡓឤᛶศᯒ࢔ࣥࢣ࣮ࢺㄪᰝ࡟ࡼࡿ㞟ィࡀ 25 ᖺ୰࡟⤊஢ࡋࡓࠋ 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿ㏆௦௨㝆ࡢほ┦ࡢゝㄝࡢⓎ᥀ㄪᰝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ࡯ࡰ᏶஢ࡋࡓࠋ 
24 ᖺᗘ࡟⾜ࢃࢀࡓほ┦᭩ࡢ᭩ㄅㄪᰝࢆ⾜ࡗࡓᘯ๓ᕷ❧ᅗ᭩㤋ࡢⶶ᭩ࡣࠊ௒ᅇࡢㄪᰝ
ࡶᶵ⦕࡜࡞ࡗ࡚ࠊᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋࡛㐍ࡵࡽࢀࡿࠕ᪥ᮏㄒࡢṔྐⓗ඾⡠ࡢᅜ㝿ඹྠ◊✲
ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡᵓ⠏ィ⏬ࠖ࡟࠾ࡅࡿ඲᭩⡠ࢹࢪࢱࣝ໬ィ⏬࡟⤌ࡳ㎸ࡲࢀࠊ⥲࡚ࡢほ┦᭩ࡀ
ࢹࢪࢱࣝ໬ࡉࢀࡿࡇ࡜࡟Ỵᐃࡋࡓࠋ 
ほ┦ࡢᐇែㄪᰝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ◊✲⌜࡜┦ㄯࡋࡓ⤖ᯝࠊほ┦ࡢᐇ㊶ᩍᐊࢆཷㅮࡋ࡚ࠊ᭩
≀࡟ࡼࡿᐇ㊶࡜ẚ㍑ࡋࡓᚋ࡟ࠊᐇែㄪᰝࢆ⾜࠺ᙧ࡛㐍ࡵࡿࡇ࡜࡛ྜពࡋࡓࠋࡑࡇ࡛ࠊᖺ
ᗘ๓༙࡟ほ┦ࡢᐇ㊶᪉ἲࢆཷㅮࡋࠊࡑࡢ㝿ࠊᏛ⾡ࢭ࣑ࢼ࣮ࡢᐇ᪋᪉㔪ࢆᡴྜࡏࠊࡑࢀࡒ
ࢀࡢ◊✲ࢆ῝ࡵࡓᚋ࡟ᖺᗘᚋ༙࡟බ㛤ࢭ࣑ࢼ࣮ࢆ⾜࠺ࡇ࡜࡜ࡋࡓࠋ 
 ᝟ሗᏛⓗศᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊศᢸ⪅ࡢ⤖ᯝᚅࡕࡢ≧ែࡔࡀࠊ⤖ᯝḟ➨࡛ࡣᅜ㝿Ꮫ఍࠾ࡅ
ࡿ◊✲Ⓨ⾲(PNC)ࢆணᐃࡋ࡚࠸ࡿࠋࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊᑠつᶍ࡞ࡀࡽࢹ࣮ࢱࡢ㏣
ຍ࡜ぢ┤ࡋࢆ⾜࠺ࠋ 
࡞࠾ࠊᮏ◊✲ᡂᯝࡢࡉࡽ࡞ࡿ⥅⥆ⓗⓎᒎࢆᅗࡿࡓࡵࠊḟẁ㝵ࡢ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ⏦
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ㄳࢆ⪃࠼࡚࠸ࡿࠋࡲࡓࠊ௒ᅇࡢ◊✲ࡣᡤᒓᡤ࡛ࡶὀ┠ࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊ཰㞟ࡋࡓ㈨ᩱ࠶ࡿ࠸
ࡣ㤋ෆᡤⶶࡢ㛵ಀ㈨ᩱࢆᒎ♧ࡍࡿ⾜࠺ணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
ࡘ࠸࡛࡞ࡀࡽࠊᮏ◊✲ᡂᯝࡣࠊ࣐ࣥ࢞◊✲⪅ࡢὀ┠ࢆᾎࡧ࡚࠾ࡾࠊ4/29-5/6 ᮾி⛅ⴥ
ཎ࡛⾜ࢃࢀࡿࠕ⤮ᖌ 100ேᒎ 04 㸦ࠖhttp://www.eshi100.com/㸧ᅗ㘓࡟ࠊᮏ◊✲ᡂᯝࡢෆ
ᐜࡀ⤂௓ࡉࢀࡿࡇ࡜࡟࡞ࡗࡓࡇ࡜ࢆ௜グࡋ࡚࠾ࡃࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
࣭┦⏣‶ࠕே㛫ほᐹ࠿ࡽ⏕ࡲࢀࡓほ┦ࡢࡶࡓࡽࡋࡓᩥ໬࡜ゝㄝࠖ,ࠗ᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛ࠘39,
ྎ‴㍜ோ኱Ꮫ, 2013 ᖺ 4 ᭶,pp1-16,ᰝㄞ௜㸦බ㛤ࣜࣥࢡЎ㸧 
https://dl.dropboxusercontent.com/u/82113883/1020506%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8
%AA%9E%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%B8%E7%AC%AC39%E8%
BC%AF%28%E5%B7%B2%E4%BF%9D%E5%85%A8%29.pdf 
࣭┦⏣‶,㥽㤿Ṋ⪅ീ෌⪃̿すᕝ♸ಙࠗ⤮ᮏṊ⪅ഛ⪃࠘ࢆ㉳Ⅼ࡜ࡋ࡚ほ┦ࡢどⅬ࠿ࡽ⪃࠼ࡿ
̿,࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2013 せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭┦⏣‶, ྂ඾ᅜᩥᏛ◊✲࠿ࡽ࣐ࣥ࢞◊✲ࢆぢࡿ, ᝟ሗฎ⌮Ꮫ఍◊✲ሗ࿌. ேᩥ⛉Ꮫ࡜ࢥࣥ
ࣆ࣮ࣗࢱ◊✲఍ሗ࿌ 2014-CH-101(10), 1-3, 2014-01-18 
https://dl.dropboxusercontent.com/u/82113883/sig-CH101-aida.pdf㸦බ㛤ࣜࣥࢡЎ㸧 
࣭୕⏣᫂ᘯ, ࠗኴᖹᗈグ࠘ほ┦ㄝヰࡢศᯒ, ࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑ࢩ࣏ࣥ
ࢪ࣒࢘ 2013 せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭୕⏣᫂ᘯ,ࠗ ኴᖹᗈグ ࠘ࠕ┦ 㒊ࠖࡢ⦅⧩ᵓ㐀࡜᪥ᮏࡢほ┦ㄝヰࠊ୕⏣᫂ᘯࠗࠊ ㄝヰ ࠘ࠊᰝㄞ᭷ࠊ
➨ 12 ྕࠊ2014(Ⓨ⾜ணᐃ) 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃ႎ๔䈱⹜૞䊷䊍䊃ో䉭䊉䊛⸃⺒䈱ᤨઍ䈱␠
ળ⊛⺖㗴䉕଀䈮㩷
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒ㽲㩿㪙㪀䇸ᚢ⇛⊛౒ห⎇ⓥ㸇䊶ᣂ⺖㗴᛽಴ᡰេ䇹㩷
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ੗䊉਄ㅺᦶ㩷
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
ᧄ⎇ⓥ䈪䈲⎇ⓥળ䈱㐿௅䈫㑐ଥ⾗ᢱ䈫ᢥ₂䈱䊧䊎䊠䊷䉕ᩇ䈫䈚䈩䋱ᐕ㑆䈱ᵴേ䉕ⴕ䈦䈩䈐䈢䇯⎇ⓥ
ળ䈲䋲䊱᦬䈮䋱࿁䉕ၮᧄ䈫䈚䈩䇮䋹᦬䈱Ḱ஻ળ⼏䉕⊹ಾ䉍䈮䇮䋱䋰᦬䇮䋱䋲᦬䇮䋲᦬䈮䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶
䉴䊜䊮䊃䈫䉭䊉䊛⎇ⓥ䈱⃻⁁䈮㑐䈚䈩ኾ㐷ኅ䉕฽䉄䈢⼏⺰䉕䈜䉎⎇ⓥળ䉕㐿௅䈚䇮䋳᦬䈮䈲੹ᐕᐲ
䈱✚᜝䈫᧪ᐕᐲ䈱ᵴേ䈮䈧䈇䈩ᬌ⸛䈜䉎ὑ䈱ౝㇱ䊚䊷䊁䉞䊮䉫䉕ⴕ䈦䈢䇯Ḱ஻ળ⼏䈪⸳ቯ䈘䉏䈢
ਃ࿁䈱⎇ⓥળ䈱䊁䊷䊙䈲䋱䋩䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃䈫 㪜㪣㪪㪠䇮䋲䋩䉭䊉䊛⎇ⓥ䈱ᦨ೨✢䇮䋳䋩䉭䊉䊛ක
≮䈫䉭䊉䊛↥ᬺ䈱⁁ᴫ䈫䈭䈦䈩䈍䉍䇮ฦ࿁䈪䈲䈠䉏䈡䉏䈱䊁䊷䊙䈮䈧䈇䈩ኾ㐷⊛⍮⼂䉕᦭䈜䉎᦭
⼂⠪䉕᜗䈇䈩䇮⻠Ṷ䉕ଐ㗬䈚䇮䈠䈱ౝኈ䈮䈧䈇䈩⸛⼏䉕ⴕ䈇ᦨ⚳⊛䈭ᚑᨐ‛䈫䈚䈩ᗐቯ䈚䈩䈇䉎
䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃ႎ๔ᦠ䈮⸥タ䈜䈼䈐ౝኈ╬䈮䈧䈇䈩♖ᩏ䈚䈢䇯⼏⺰䈱ਛり䈲ᧄ䊒䊨䉳䉢
䉪䊃䈱ౝㇱ⾗ᢱ䈫䈚䈩䇮⸥㍳䉕ᱷ䈚䈩䈇䉎䇯䉅䈉৻䈧䈱ᩇ䈪䈅䉎㑐ଥ⾗ᢱ䈱䊧䊎䊠䊷䈲䇮☨ᧄ䈏ਛᔃ
䈫䈭䈦䈩䇮⪲ጊ࿷☋䈱⎇ⓥ⠪䈏䈠䉏䈡䉏䈱໧㗴ᗧ⼂䉕෻ᤋ䈘䈞䉎ᒻ䈪ታᣉ䈚䈩䈇䉎䇯ᣣᧄ䈪⃻࿷
䉁䈪䈮╷ቯ䈘䉏䈢↢๮୶ℂ᡽╷䈮㑐䈜䉎⾗ᢱ䉇䈠䉏䈮㑐ㅪ䈜䉎ቇⴚ⊛⼏⺰䇮᡽ᐭᯏ㑐╬䈏⊒ⴕ
䈚䈩䈇䉎䊧䊘䊷䊃䇮䉭䊉䊛⎇ⓥ䈫䈠䉏䈮䉁䈧䉒䉎␠ળ⊛ข䉍⚵䉂䈮㑐䈜䉎ᱧผ⊛䈭⚻✲䈭䈬䇮☨ᧄ
䈏䈖䉏䉁䈪䈮⺞ᩏ䊶ಽᨆ䉕ⴕ䈦䈩䈐䈢੐ᨩ䈮ട䈋䇮䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃䈱࿷䉍ᣇ䉇䉭䊉䊛ක≮
䈱࿖㓙⊛䈭⁁ᴫ䇮ᖚ⠪଻⼔䈱ὑ䈱⼏⺰䈭䈬䇮䈠䈱ኻ⽎䈲ᐢၞ䈮䉒䈢䉎䇯䈖䉏䉌䈱ᵴേ䈎䉌䋲ᐕ⋡
䈮૞ᚑ䉕㐿ᆎ䈜䉎䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃ႎ๔ᦠ䈱᭴ᚑ䈫⹜૞䈫䈚䈩․䈮ข䉍⚵䉃䈼䈐⺖㗴䈏᣿
⏕䈮䈭䈦䈢䇯੹ᓟ䈲⛮⛯⊛䈭⎇ⓥળ䈱㐿௅䈫౒䈮ႎ๔ᦠ䈱⨲᩺䉕૞ᚑ䈚䈩䈇䈒੍ቯ䈪䈅䉎䇯㩷
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
ᧄᐕᐲߩᵴേ䉕ㅢ䈛䈩䇮䉭䊉䊛⎇ⓥ䈱ᦨ೨✢䈮䈧䈇䈩⁁ᴫ䉕ᛠី䈜䉎䈫䈫䉅䈮䇮੹ᓟᬌ⸛䈏ᔅⷐ
䈫ᕁ䉒䉏䉎⺖㗴䈱䈇䈒䈧䈎䈮䈧䈇䈩⹦⚦䈭ᖱႎ䈱෼㓸䉕ⴕ䈉䈖䈫䈏䈪䈐䈢䇯䈠䈱䉋䈉䈭⺖㗴䈫䈚䈩䈲䇮
䊋䉟䉥䊋䊮䉪䈱ഃ⸳䈮઻䈉䉭䊉䊛ᖱႎ䈱ขᛒ䈇䈫⎇ⓥ೑↪䈻䈱᧦ઙ䇮ㆮવ∛䈮㑐䈜䉎ㆮવ⸻ᢿ䈫
䉦䉡䊮䉶䊥䊮䉫䈱ᔅⷐᕈ䇮䉭䊉䊛⸃ᨆ䊎䉳䊈䉴䈱ഺ⥝䈫䈠䈱⃻⁁䈭䈬䈏᜼䈕䉌䉏䉎䇯䈠䉏䈡䉏䈮䈧
䈇䈩ᘕ㊀䈭⼏⺰䈏ᔅⷐ䈪䈅䉎䈖䈫䈏᣿䉌䈎䈮䈭䈦䈢䈏䇮䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃ႎ๔䉕⹜૞䈫䈚䈩
ታᣉ䈚䇮੹ᓟ䈱㘃ૃ䈜䉎ᵴേ䉕ᅑബ䈜䉎䈖䈫䉕⋡ᜰ䈜ᧄ䊒䊨䉳䉢䉪䊃䈫䈚䈩․䈮ข䉍⚵䉃䈼䈐⺖㗴
䉕એਅ䈱ੑ䈧䈫䈚䈩䇮᧪ᐕᐲ䈱ᵴേ䈱ᣇะᕈ䉕䉁䈫䉄䈢䇯 
䋨䋱䋩䉭䊉䊛⎇ⓥ䈮㑐䈜䉎䊁䉪䊉䊨䉳䊷䉝䉶䉴䊜䊮䊃ႎ๔ᦠ䈏᣿⏕䈮⸥䈜䈼䈐㗄⋡䈱䊥䉴䊃䉝䉾䊒㩷
䋨䋲䋩䉭䊉䊛ᖱႎ䈱ขᛒ䈇䈫୘ੱᖱႎ䈫䈱㑐ଥ䇮䉭䊉䊛ᖱႎឭଏ⠪䈱ᮭ೑䈫଻⼔䈮㑐䈜䉎੐㗄䈱⹦
⚦䈭ᬌ⸛䈫᡽╷ኻᔕ䉥䊒䉲䊢䊮䈱ឭ␜㩷
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
 
⹥ᒰߥߒ 
戦略Ⅰ（4）　テクノロジーアセスメント報告の試作ーヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࢸࢡࣀࣟࢪ࣮࢔ࢭࢫ࣓ࣥࢺሗ࿌ࡢヨస̾ࣄࢺ඲ࢤࣀ࣒ゎㄞࡢ
᫬௦ࡢ♫఍ⓗㄢ㢟ࢆ౛࡟ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗඹྠ◊✲ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ஭ࣀୖ㐓ᮁ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣࠊࣄࢺࢤࣀ࣒◊✲ࢆ౛࡜ࡋ࡚ࠊ᪥ᮏ࡟࠾࠸࡚௒ᚋᚲせ࡜ࡉࢀࡿࢸࢡࣀ
ࣟࢪ࣮࢔ࢭࢫ࣓ࣥࢺࡢ᪉ྥᛶࢆᥦ᱌ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࡓࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋ࡜ࡾࢃࡅᮏ◊✲࡛
ࡣࠊࣄࢺࢤࣀ࣒◊✲࡟㛵ࢃࡿ೔⌮ⓗ࣭ἲⓗ࣭♫఍ⓗㄢ㢟㸦Ethical, Legal, and Social Issues: 
ELSI㸧࡟ࡘ࠸࡚ࠊࣄࢺࢤࣀ࣒◊✲ࡢ⌧≧ࢆ㋃ࡲ࠼ࡘࡘࠊ࡝ࡢࡼ࠺࡞ ELSI ࡢഃ㠃࡟ὀ┠ࡍ
ࡿࡢ࠿ࠊࡲࡓࡑࢀࡽࡢㄢ㢟࡟ࡘ࠸࡚࡝ࡢࡼ࠺࡟ࢸࢡࣀࣟࢪ࣮࢔ࢭࢫ࣓ࣥࢺ࡟⾜࠺࠿࡜࠸ࡗ
ࡓⅬ࡟ࡘ࠸࡚⥅⥆ࡋࡓ㆟ㄽࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣࠊ࠾ࡼࡑ㝸᭶࡛㛤ദࡉࢀࡿ◊✲఍࡟࠾ࡅࡿ▱ぢ࣭㈨ᩱ᳨ウࢆᇶᮏ࡜
ࡋ࡚㐍ࡵࡽࢀࡓࠋ2012 ᖺᗘ࣭2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡛ࠊྜィ 9 ᅇࡢ◊✲఍࣭ᡴࡕྜࢃࡏࢆᐇ
᪋ࡋࡓࠋ 
㆟ㄽ࡟㝿ࡋ࡚ࡣࠊࢤࣀ࣒◊✲ࡢ᭱ඛ➃≧ἣࢆᢚ࠼ࡘࡘࠊࢤࣀ࣒◊✲ࡢ⌧ᐇ࡟༶ࡋࡓ ELSI
᳨ウࢆᚰ᥃ࡅࡓࠋࡍ࡛࡟ 1000 ࢻࣝࢤࣀ࣒᫬௦ࡀ฿᮶ࡋࡓ⌧ᅾ࡟࠾࠸࡚ࠊࢤࣀ࣒ ELSI ࢆࡵ
ࡄࡿ᪤Ꮡࡢ㆟ㄽ࡛ࡣࡍ࡛࡟࢝ࣂ࣮ࡋࡁࢀ࡞࠸ᵝࠎ࡞ㄢ㢟ࡀ࠶ࡾࠊࡑࡢᢳฟࢆ⾜࠸ࠊሗ࿌᭩
࡟ࡲ࡜ࡵࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
ᮏ◊✲࡟࠾࠸࡚ᐇ᪋ࡉࢀࡓ◊✲఍ࠊ㈨ᩱ᳨ウࢆᇶ࡟ࠊࠕࣄࢺࢤࣀ࣒ゎㄞࡢ⌧≧࡜㹃㹊㹑㹇
࡟㛵ࡍࡿ᳨ウሗ࿌㸸௒ᚋࡢࢸࢡࣀࣟࢪ࣮࢔ࢭࢫ࣓ࣥࢺ࡟ྥࡅ࡚ࠖ࡜㢟ࡍࡿሗ࿌᭩ࢆసᡂࡋ
ࡓࠋ 
ࡲࡓ 2014 ᖺ 3 ᭶ 22 ᪥࡟ᙜヱሗ࿌᭩ࡢᴫせ࡟ᇶ࡙ࡃබ㛤ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࡋࡓࠋᙜ᪥
ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࡣࠊ᪥ᮏࡢࣛ࢖ࣇࢧ࢖࢚ࣥࢫᨻ⟇࡟⾜ᨻࡢ❧ሙ࡜ࡋ࡚㛗ᖺ㛵ࢃࡗ࡚ࡇࡽ
ࢀࡓෆ㛶ᐁᡣ࣭⳻ᒣ㇏ẶࠊࡲࡓἲᏛࡢ❧ሙ࠿ࡽ❧ᩍ኱Ꮫἲົ◊✲⛉࣭㎮஭⪽Ꮚᩍᤵ࡟ࡶⓏ
ቭࢆ࠸ࡓࡔࡁࠊ㆟ㄽࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
⌧ᅾࡲ࡛࡟ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡉࢀࡓㄽᩥ➼ࡣ࡞࠸ࠋణࡋࠊᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢሗ࿌᭩ࢆ㟁
Ꮚබ㛤ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆ⌧ᅾ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ 
ຍ࠼࡚௒ᚋࡢᒎ㛤࡜ࡋ࡚ࡣࠊᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢሗ࿌᭩ࢆᇶ࡟ࡋࡓࣞࣅ࣮ࣗㄽᩥࡢᇳ➹࣭
ᢞ✏ࢆ᝿ᐃࡋࠊ⌧ᅾ‽ഛࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ 
戦略Ⅰ（4）　テクノロジーアセスメント報告の試作ーヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
 ߡߒߑ߼ࠍൻㆉ᥉ߩᔨ᭎๮↢㧦วⲢߩቇ⑼๮↢ߣቇ⑼ᤊᖺ    ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
 ᬺ੐េᡰⓥ⎇ห౒⊛⇛ᚢ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ
 ሶℂ⋿Ꮉ⼱㐳 ฬ᳁⠪⴫ઍ⺧↳
 
 ๔ႎᴫ⁁ⓥ⎇٤
⑼ᤊᖺߦ߽߅ޔߪળⓥ⎇ߟ┙వߦ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊᧄޔߚ޿ߡߞߥⴕߢ࡯࠲ࡦ࠮ⓥ⎇╬㜞㓙࿖
ߣ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊᧄޔߚߞ޽ߢᢙዋߊߏ߇⠪ⓥ⎇ߩቇ⑼๮↢ޔࠅ߅ߡࠇߐᚑ᭴ߢ⠪ⓥ⎇ߩቇ
↢ޔߪߡߞߣߦ⠪ⓥ⎇ߩቇ⑼ᤊᖺޔࠅࠊടߊᄙ߇⠪ⓥ⎇ߩ♽๮↢ޔ᧪એߡߒ⊒಴ᐕᤓߡߒ
ࠍ๮↢ߩ⃿࿾ޔߪߡߞߣߦ⠪ቇ‛↢ޔߺߔߔ߇⸃ℂߩᴫ⁁ߩቇᢥੱࠆߋ߼ࠍ᣿ᢥ߿ቇ⑼๮
 ޕࠆ޽ߢᨐᚑߩᄢᦨޔ߇ὐߚ߈ߢ߇ߣߎߟᜬࠍὐⷞࠆߔൻኻ⋧
߆ߒޔߣߎࠆߔㅌ⴮ߡߞࠃߦუ⎕ႺⅣߪ᣿ᢥߩߊᄙޔࠄ߆⺰⼏ࠆߔ㑐ߦ⴮⋓ߩ᣿ᢥޔߚ߹
ࠆࠇ߹↢߇᣿ᢥߩ೎ߦၞ࿾ࠆߥ⇣ޔߊߥߪߢߣߎ߁߹ߒߡߒṌᶖ߇᣿ᢥ⊛⍮ޔߪࠇߘޔߒ
ࠈߎߣߩ࿷⃻ޔࠅ޽ߢߩߊ⛯ߣ✎ㅪޔ߫ࠇߓ↢ᐲ৻߇᣿ᢥ⊛⍮ޔߢ๧ᗧߩߘޕࠆ޽ߢߣߎ
 ޕࠆߥߦߣߎࠆ޿ߡߒ⛯⛮ߪߤ߶ᐕ0008ޔߪߢ⃿࿾ߩ
 
 
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
߽ߚߒߣ⊛⋡ࠍߣߎߔ಴ߺ↢ࠍ⷗⍮⊛ⓥ⎇ߥߚᣂޔ޿ⴕࠍⓥ⎇ߩቯ․ޔߪ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊᧄ
ࠕߡ޿߅ߦᧄᣣޔ߼ᷓࠍ⸃ℂߩ੕⋧߇⠪ⓥ⎇ߩቇ⑼๮↢ߣ⠪ⓥ⎇ߩቇ⑼ᤊᖺޕ޿ߥߪߢߩ
߅ߦᄢ⎇✚ޔ߇޿ߥࠄ㒢ߪߣߦᄢ⎇✚㧔ࠆߔ┙⸳ࠍ⑼ቇߪߚ߹᡹ኾߩ࡯ࠫࡠࠝࠗࡃࡠ࠻ࠬ
޽ߢ⊛⋡߇ߣߎߊ޿ߡߒ⫥໪ߦ㑆਎ޔߒᗧ↪ࠍ࿾ਅߩ߼ߚ㧕㧫߆ࠆ޽ߪ࿾૛ߩ⸛ᬌ߽ߡ޿
 ޕࠆ޿ߡߒዷㅴߦታ⌕ޔߡߞ߆ะߦ⊛⋡ߩߘޕࠆ
 
 
 
 
 
 
 㧕ઃᷝ߫ࠇ޽߇ᢥ⺰㧔࠻ࠬ࡝ߩ╬ฬ⹹㔀ߚࠇߐタឝߣᢥ⺰ߚߒ⴫⊒ߦၮࠍⓥ⎇ᧄ ٤
 ޕࠆ޽ߢਛ஻Ḱࠄ߆ળ ಴ቇᄢ੩᧲ޔࠍᦠ⪺߁޿ߣޠ㐷౉࡯ࠫࡠࠝࠗࡃࡠ࠻ࠬࠕޟ
てしざめを化遍普の念概命生：合融の学科命生と学科星惑　）5（Ⅰ略戦
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᝨᫍ⛉Ꮫ࡜⏕࿨⛉Ꮫࡢ⼥ྜ㸸⏕࿨ᴫᛕࡢᬑ㐢໬ࢆࡵࡊࡋ࡚ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ(A)ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㛗㇂ᕝ┾⌮Ꮚ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
㸰ᖺ┠࡜࡞ࡗࡓᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣࠊ௒ᖺᗘࡣࠊ㸰ᅇࡢ◊✲఍ࢆ㛤ദࡋࠊࡉࡽ࡟㆟ㄽࢆ῝
ࡵࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
 
➨㸱ᅇ◊✲఍ ࠕ໬Ꮫ㐍໬㸸Ᏹᐂ࡟࠾ࡅࡿ཯ᛂ࠿ࡽᝨᫍୖࡢ⏕࿨ࡢⓎ⏕࡬ࠖ 
2013 ᖺ 8 ᭶ 8㹼10 ᪥ Ύ㔛ΎἨᑅ࣮࣍ࣝ  
࣭ᴟ㝈⎔ቃ⏕≀   㸦బࠎᮌ㢧㸦⥲◊኱㸧㸪⏣㑔ඃ㈗Ꮚ㸦᪩✄⏣኱㸧㸧 
࣭㧗ឤᗘ࣭ᒁᡤྠ఩యศᯒ࡛ᣅࡃኴ㝧⣔ࡢ㉳※࡜㐍໬㸦ᑎ⏣೺ኴ㑻㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᫍ㛫ሻ⾲㠃཯ᛂ     㸦Ώ㒊┤ᶞ㸦໭኱ప ◊㸧㸧 
࣭ᙟ࣭ᫍ㝹▼୰ࡢ᭷ᶵ≀    㸦⸭⏣ࡦ࠿ࡿ㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᐊෆᶍᨃᐇ㦂     㸦ᑠᯘ᠇ṇ㸦ᶓ὾ᅜ኱㸧㸧 
࣭RNA ࣮࣡ࣝࢻ     㸦ᮌ㈡኱௓㸦ᮾᕤ኱㸧㸧 
࣭㑇ఏᬯྕࡢ㉳※     㸦㉥἟ဴྖ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
࣭ࢫࣀ࣮ࣛ࢖ࣥ࡜ᆅ⌫ࡢỈࡢ㔞    㸦⋞⏣ⱥ඾㸦ᮾᕤ኱ ELSI㸧㸧 
࣭ᩥ᫂ࡢ㛤ጞࡢ᮲௳     㸦㛗㇂ᕝ┿⌮Ꮚ㸦⥲◊኱㸧㸧 
㔝㎶ᒣኳᩥྎぢᏛ     㸦᱌ෆ㸸኱▼ࠊᾏ㒊㸦ᅜ❧ኳᩥྎ㸧㸧 
 
➨㸲ᅇ◊✲఍ ࠕᝨᫍ⛉Ꮫ࡜⏕࿨⛉Ꮫࡢ⼥ྜࠖ 
2013 ᖺ 12 ᭶ 21㹼23 ᪥ •༡ᅜ㝿ᮧ ᅜ㝿⏕⏘ᛶࢭࣥࢱ࣮  
࣭║࡜ࡑࡢ㐍໬     㸦⽥ᕝㅬኴ㑻㸦ඛᑟ◊㸧㸧 
࣭ࣂ࢖࣐࣮࣮࢜࢝◊✲ࡢ⌧≧࡜᪉ྥ  㸦㡲⸨㟹㸦ᮾ኱㸧㸧 
࣭ගྜᡂࡢᇶ♏     㸦ᒣᓊ᫂ᙪ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
࣭ග࡛㥑ືࡍࡿ⏕࿨ࡢከᵝᛶ   㸦㛗἟Ẏ㸦ᗈᓥ኱㸧㸧 
࣭Ᏹᐂ࡟࠾ࡅࡿศᏊ㐍໬㸸ᫍ㛫㞼࠿ࡽཎጞᝨᫍ⣔ࡲ࡛㸦㤶ෆ ᫭㸦໭኱㸧㸧 
࣭ཎጞᝨᫍ⣔෇┙ࡢ໬Ꮫ㐍໬㸩ALMA ࡢᡂᯝ 㸦┦ᕝ♸⌮㸦⚄ᡞ኱࣭⌮㸧㸧 
࣭㝹▼࣭ᙟ࣭ᫍᏱᐂሻ㸸⏕࿨ཎᮦᩱ≀㉁ࡢࢣ࣑࢝ࣝࣇ࢓ࢡࢺ࣮ࣜ  
㸦⸈⏣ࡦ࠿ࡿ㸦㜰኱࣭⌮㸧㸧 
࣭ኴ㝧ᆺᜏᫍࡢࢪࣕ࢖࢔ࣥࢺ࣭ࣂ࣮ࢫࢺ   㸦ᰘ⏣୍ᡂ㸦ி኱㸧㸧 
࣭ịᗋࢥ࢔୰ࡢ㉸᪂ᫍ⇿Ⓨࡢ⑞㊧࡜ᨺᑕ⥺࡟ࡼࡿ࢜ࢰࣥᒙ◚ቯ  㸦ᮃ᭶ඃᏊ㸦⌮◊㸧㸧 
 
 
 
戦略Ⅰ（5）　惑星科学と生命科学の融合：生命概念の普遍化をめざして
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
 
ᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣࠊ≉ᐃࡢ◊✲ࢆ⾜࠸ࠊ᪂ࡓ࡞◊✲▱ぢࢆ⏕ࡳฟࡍࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࡓࡶ
ࡢ࡛ࡣ࡞࠸ࠋᝨᫍ⛉Ꮫ࡜⏕࿨⛉Ꮫࡢ◊✲⪅ࡀ┦஫ࡢ⌮ゎࢆ῝ࡵࠊᏱᐂ࡟࠾ࡅࡿ⏕࿨ࡢ㐍໬
࡜࠸࠺ࠊࡲࡗࡓࡃᮍ▱ࡢ㡿ᇦ࡟᝿ീຊࢆാ࠿ࡏࡿ⣲ᆅࢆసࡾฟࡍࡢࡀ┠ⓗ࡛࠶ࡿࠋ 
 ࡇࡢព࿡࡛ࠊ௒ᖺᗘࡣࠊࣁࣅࢱࣈࣝᝨᫍ᥈ᰝࠊ⣔እᝨᫍࡢᛶ㉁ࠊ▱ᛶ࡜ᩥ᫂ࡢ㐍໬ࠊග
ࡢ฼⏝࡜⏕࿨ࡢ㐍໬࡞࡝ࡢㄽⅬ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ⪃࠼ࢆ῝ࡵࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࡇ࡜ࡀᡂᯝ࡛࠶ࡿࠋ 
 
 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
ࠕ࢔ࢫࢺࣟࣂ࢖࢜ࣟࢪ࣮ධ㛛 㸦ࠖᮾ኱ฟ∧఍㸧ࡣࠊ࡯࡜ࢇ࡝ࡢཎ✏ࡀ㞟ࡲࡾࠊࡶ࠺ᑡࡋ࡛ฟ
∧ࡀᐇ⌧ࡍࡿ࡜ࡇࢁ࡛࠶ࡿࠋ 
戦略Ⅰ（5）　惑星科学と生命科学の融合：生命概念の普遍化をめざして
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࠕᩱ⌮ࠖࡢ⎔ቃᩥ໬ྐ㸸⏕ែ㈨※ࡢ㑅ᢥࠊ཰ዣࠊᾘ㈝ࡢ㐣⛬
ࡀ⎔ቃ࡟୚࠼ࡿ࢖ࣥࣃࢡࢺ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ 䛂ᡓ␎ⓗඹྠ◊✲䊠䛃 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔝ᯘཌᚿ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏᖺᗘࡣࠊᙜึࡢ◊✲ィ⏬࡟ࡋࡓࡀ࠸ࠊ◊✲ศᢸ⪅ࡢィ⏬ㄢ㢟࡟㛵ࡍࡿㄪᰝࢆศᢸ⪅࡞
ࡽࡧ࡟◊✲༠ຊ⪅ࢆ୰ᚰ࡟ᐇ᪋ࡋࡓࠋලయⓗ࡟ࡣࠊ௦⾲⪅࡛࠶ࡿ㔝ᯘࡣྎ‴࡟࠾ࡅࡿ࢜
࣮ࢫࢺࣟࢿࢩ࢔⣔ඛఫẸ᪘࡜₎᪘໬ࡋࡓඛఫẸ᪘࡛࠶ࡿᖹᇟ᪘ࡢ᳜≀฼⏝࡜ᩱ⌮࡜ࡢ
㛵ಀ࡟ࡘ࠸࡚ࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝ࡜ᩥ⊩ㄪᰝࢆ⾜࠸ࠊ◊✲༠ຊ⪅㸦ᯘࠊ㑪㸧ࡣඛఫẸ᪘࡞ࡽ
ࡧ࡟₎᪘⣔ఫே࡟ࡘ࠸࡚ẚ㍑ྍ⬟࡞ࢹ࣮ࢱ཰㞟ࢆࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝ࡟ࡼࡗ࡚⾜ࡗࡓࠋụ㇂
ࡣ࢖ࣥࢻࢿࢩ࢔ࢆ୰ᚰ࡜ࡋ࡚ࠊ⊁⊟᥇㞟Ẹࡢ㣗࡜⏕ᴗ࡟ࡘ࠸࡚ࡢࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࢆ⾜࠸ࠊ
◊✲༠ຊ⪅㸦୰஭ࠊቑ㔝㸧ࡣẚ㍑ྍ⬟࡞ࢹ࣮ࢱࢆᮾ༡࢔ࢪ࢔኱㝣㒊ࡢᒣᆅ㎰⪔Ẹࡢ」ྜ
ⓗ⏕ᴗࢆᑐ㇟࡜ࡋ࡚཰㞟ࡋࡓࠋす㇂ࡣ᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿ⏕ᴗ࡜㣗⏕άࡢṔྐⓗኚ໬ࢆ᪥ᮏࡢ
㛵ᮾᆅ᪉ࢆ୰ᚰ࡟ᩥ᭩㈨ᩱࡢ΅⊟࠾ࡼࡧ⌧ᆅ㋃ᰝ࡟ࡼࡿ⎔ቃホ౯ࢆ㏻ࡌ࡚᥈✲ࡋࡓࠋ⪃
ྂᏛ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ㧗ᶫࡀἈ⦖ࠊ዆⨾ࠊ࣋ࢺࢼ࣒࡟࠾ࡅࡿື≀㑇Ꮡయࡢࢧࣥࣉ
ࣜࣥࢢࢆᐇ᪋ࡋࠊ㈨※⛣ືࡢືែࢆ▱ࡿୖ࡛᭷ຠ࡞ DNA ศᯒࢆḟᖺᗘ௨㝆࡟ᮏ᱁ⓗ࡟
ᐇ᪋ࡍࡿ‽ഛㄪᰝࢆ⾜ࡗࡓࠋ㑣㡲ࠊᮏ㒓ࡣす࢔ࢪ࢔࡟࠾ࡅࡿື᳜≀㑇Ꮡయࢆࠊᩱ⌮࡜࠸
࠺ほⅬ࡛ศᯒࡋ࡞࠾ࡍࡓࡵࡢࢹ࣮ࢱᩚ⌮ࢆ⾜࠸ࠊḟᖺᗘ௨㝆࡟ຠᯝⓗ࡟ศᯒࢆࡍࡍࡵࡿ
ࡓࡵࡢࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫᵓ⠏ࢆ⾜ࡗࡓࠋ᝟ሗᏛ࢔ࣉ࣮ࣟࢳࡣᚑ๓ࡢㄪᰝ⤖ᯝ➼ࢆඹ᭷ࡋࠊḟ
ᖺᗘ௨㝆ࡢࢹ࣮ࢱゎᯒࡢࡓࡵࡢᵓ᝿ࢆ⾜ࡗࡓ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
ᙜึࡢㄪᰝィ⏬࡟ࡘ࠸࡚ࡣ᪥⛬࡞ࡽࡧ࡟◊✲༠ຊ⪅ࡢཧຍ➼ࠊከᑡࡢኚ᭦ࡣ࠶ࡗࡓࡶࡢ
ࡢࠊᇶᮏⓗ࡞◊✲ㄢ㢟࡟ࡘ࠸࡚ࡣࡑࢀࡒࢀࡢ◊✲ศᢸ⪅ࡀ࠾࠾ࡴࡡ㐙⾜࡛ࡁࡓ࡜ุ᩿ࡋ
࡚࠸ࡿࠋࠕᩱ⌮ࠖ࡜࠸࠺᪂ࡓ࡞సᴗᴫᛕ࡟ࡘ࠸࡚ࡶࠊ␗࡞ࡿศ㔝ࡢ㛫࡛ࡢ㆟ㄽࡀྍ⬟࡜
࡞ࡿᯟ⤌࡜ࡋ࡚᭷ຠ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡣࠊබ㛤ࢭ࣑ࢼ࣮㸦㸱᭶㸰㸰᪥ᐇ᪋㸧࡛ࡶ☜ㄆ࡛ࡁࡓࡇ
࡜࠿ࡽࠊᇶᮏⓗ࡟ࡣ⌧ᅾࡢィ⏬┠ᶆࢆࡶࡗ࡚◊✲ࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡃࡇ࡜࡟࡞ࡿࠋḟᖺᗘ࡟ࡘ
࠸࡚ࡣࠊᰤ㣴Ꮫࡸ⏕⌮Ꮫࢆᑓ㛛࡜ࡍࡿ◊✲⪅࡟ࡶ㐺ᐅࠊຓゝࢆᚓ࡞ࡀࡽࠊᩱ⌮ࡢ⏕⌮Ꮫ
ⓗᶵ⬟࡟ࡘ࠸࡚ࡶ␃ពࡋࡓㄪᰝࢆ⾜࠺ࡶࡢ࡜ࡍࡿࠋࡲࡓࠊᚓࡽࢀࡓࢹ࣮ࢱࡢᒓᛶࡸつᶍ
࡟ᛂࡌࡓᩱ⌮࢖ࣥࢹࢵࢡࢫࡢᵓ᝿࡟ࡘ࠸࡚᝟ሗᏛⓗ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ࠿ࡽࡢ◊✲ࢆ㐍ࡵࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
a. ㄽᩥ➼࡛ࡢ◊✲Ⓨ⾲ 
1. 㧗ᶫ㑈ᖹࠊ▼㯮┤㝯ࠊᮏ㒓୍⨾ (2014) ࠕඛᓥㅖᓥࡢඛྐ㑇㊧࠿ࡽฟᅵࡋࡓ࢖ࣀࢩ
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ࢩᒓ (Sus scrofa) ࡢྂ௦ DNA ゎᯒࠖື≀⪃ྂᏛ఍ࠊ➨ 31 ྕ. 㸦ᰝㄞ࠶ࡾࠊ༳ๅ୰㸧 
2. 㧗ᶫ㑈ᖹ (2014) ࠕඛྐ᫬௦⌰⌫ิᓥ࡬ࡢ࢖ࣀࢩࢩ࣭ࣈࢱࡢᑟධ㸸ྂ DNA ゎᯒࢆ
୰ᚰ࡟ࠖ 
  㧗ᐑᗈᅵ࣭᪂㔛㈗அ⦅ࠗ⌰⌫ิᓥඛྐ࣭ཎྐ᫬௦࡟࠾ࡅࡿ⎔ቃ࡜ᩥ໬ࡢኚ㑄࡟㛵ࡍࡿ
ᐇド 
  ⓗ◊✲ ◊✲ㄽᩥ㞟㸦➨஧㞟 ⌰⌫ิᓥඛྐ࣭ཎྐ᫬௦ࡢ⎔ቃ࡜ᩥ໬ࡢኚ㑄㸧࠘ භ୍᭩
ᡣࠊ 
  ᮾி.㸦ᰝㄞ࡞ࡋ㸧 
3. 㧗ᶫ㑈ᖹࠊᮏ㒓୍⨾ (2013) ࠕϩ.㛗቎㑇㊧ฟᅵࡢື≀㑇Ꮡయࡢྠᐃࠊཬࡧ࢖ࣀࢩࢩ (Sus  
scrofa) 㦵ࡢྂ DNA ゎᯒࠖ㛗቎㑇㊧ㄪᰝᅋ⦅ࠗ༡ᕊࡢ㛗቎㑇㊧ㄪᰝ◊✲ 1࠘す஑ᕞ኱Ꮫᣢ
⥆ⓗ⎔ቃᩥ໬◊✲ᡤࠊ⚄ᇸࠊpp. 106-118.㸦ᰝㄞ࡞ࡋ㸧 
 
b. Ꮫ఍ࡸࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘➼࡛ࡢ◊✲Ⓨ⾲ 
4. 㧗ᶫ㑈ᖹ (2014) ͆ࠕ Pigs might fly͇?? : ⌰⌫ิᓥ࡟࠾ࡅࡿඛྐே㢮ࡢ⛣ື࡟࢖ࣀࢩ
ࢩ࣭ࣈࢱࡣకࡗࡓ࠿㸽 ࠖࠗ ே㢮Ꮫⱝᡭࡢ఍➨㸰ᅇ⥲ྜ◊✲㞟఍࠘ᮾிࠊ2014 ᖺ 3 ᭶.㸦ᣍᚅ
ㅮ₇㸧 
5. ۑRyohei Takahashi (2014) ͆Zooarchaeological study of introduction of Sus  
scrofa into the prehistoric Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” SOKENDAI 
Symposium Modern Human Diversity on Genes and Culture - with special reference 
to Asia and Oceania -, Hayama, Japan, February 2014.㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
 
c. ᩍ⫱ 
6. ≉ูᣍ⪸ㅮᖌࠕẸ᪘Ꮫ⪃ྂᏛ≉Ṧ VIII 㸦ࠖ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ ᩥᏛ㒊タ⨨⛉┠ࠊబ⸨Ꮥ㞝Ặ࣭
⃝ 
  ⏣⣧᫂Ặᢸᙜ㸧៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ୕⏣࢟ࣕࣥࣃࢫࠊ2013 ᖺ 11 ᭶. 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࢽ࣮࣭࣑࣮ࣗࣗࢪ࢜ࣟࢪ࣮ࡢ☜❧ࡢࡓࡵࡢ◊✲ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ➉ἑᑦ୍㑻 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 25 ᖺ 12 ᭶ 20 ᪥࡟◊✲఍ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ࢔࣮ࢺ࠿ࠊẸ᪘Ꮫ࠿࡛ࠖ࠶ࡾࠊⓎ⾲⪅
ࡣࠊᕝཱྀᖾஓ❧ᩍ኱Ꮫᩍᤵ࡜➉ἑᑦ୍㑻࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 26 ᖺ 1 ᭶ 24 ᪥࡟බ㛤ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ㈇ࡢᩥ໬㑇⏘ࡢಖᏑ࡜ᒎ♧
ࢆࡵࡄࡗ࡚࡛ࠖ࠶ࡾࠊᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢᶵ㛵◊✲࡜ࡢඹྠ㛤ദ࡛࠶ࡗࡓࠋⓎ⾲⪅ࡣῡࣀ
ୖⱥᶞ❧࿨㤋࢔ࢪ࢔ኴᖹὒ኱Ꮫ෸ᩍᤵ࡜బࠎᮌ೺኱ᵔ⏫⏕ᾭᏛ⩦ㄢ㛗࡜➉ἑ࡛࠶ࡗࡓࠋ 
 26 ᖺ 3 ᭶ 12 ᪥࡟ࣃࣜࡢ⮬↛ྐ༤≀㤋࡛ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࢸ࣮࣐ࡣࠕ21 ୡ
⣖ࡢ༤≀㤋ࡢㄢ㢟࡛ࠖࠊࣟࢩ࢔Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢࢳࢫࢳࣕࢥࣂࠊࣈࢲ࣌ࢫࢺẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢ
ࣇ࢛ࣝࢹࢵࢩ࣮ࠊࢻ࣑ࢺ࣮࣭ࣜࢤࢫࢸ࢕ᅜ❧༤≀㤋ࡢ࣏࣏࢖࢘࡜࢝ࢪࣕࣝࠊ᪥ᮏࡢᕝཱྀ࡜
➉ἑࡢ௚࡟ࠊࣇࣛࣥࢫഃ࠿ࡽࣂ࢘ࢩ࢙ࠊࣇ࣮࢞ࣝࠊ࢜ࣇ࢙࣮ࣝࡢ 3 ྡࡀⓎ⾲ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ 
 ୖグࡢ௚࡟ࠊᕝཱྀᖾஓࡀ኱ⱥ༤≀㤋࡛ࠊⲶ㔝ᫀᘯࡀ࢝ࣥ࣎ࢪ࢔ࡢୡ⏺㑇⏘ࡢㄪᰝ࡜㡑ᅜ
῭ᕞᓥࡢᡓதࡢグ᠈࡟࠿ࢇࡍࡿㄪᰝࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊబࠎᮌ೺ࡀ㧗▱ᕷ࡛ࠊᖹ஭ி
அຓ࡜➉ἑ࡜ఀᮾᮍ᮶ࡀ༡ி⹢ẅグᛕ㤋࡜ࢯ࢘ࣝ㏆㑹ࡢ⊂❧グᛕ㤋ࠊす኱㛛ฮົᡤグᛕ㤋
࡛ࡑࢀࡒࢀ༤≀㤋ࡢどᐹ࡜◊✲ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
 1 ᭶ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࡣࠊཎ⇿ࢻ࣮࣒ࡸᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࡢ㟈⅏㑇ᵓ࡞࡝ࡢಖᏑ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ᫬
㛫ࡢ⤒㐣ࡀᚲせ࡛࠶ࡾࠊࡑࢀࢆᛴࡄ࡜ఫẸ࡟ࢺ࣐ࣛ࢘ࢆᘬࡁ㉳ࡇࡋ࠿ࡡ࡞࠸ࡇ࡜ࠊࡑࢀࢆ
㑊ࡅࡼ࠺࡜ᛮ࠼ࡤࠊ༑ศ࡞㓄៖ࡀᚲせ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀᣦ᦬ࡉࢀࡓࠋ 
 3 ᭶ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࡣࠊᮾ࣮ࣚࣟࢵࣃ࡟࠾ࡅࡿẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢᒎ♧ࡢືྥ࡟㛵ࡍࡿⓎ⾲
ࡀ࠾ࡇ࡞ࢃࢀࡿ࡜ඹ࡟ࠊ᪥ᮏ࡜ࣇࣛࣥࢫ࡟࠾ࡅࡿẸ᪘Ꮫ༤≀㤋࡜⨾⾡㤋ࠊ⮬↛ྐ༤≀㤋ࡢ
࠶࠸ࡔ࡟༠ാ㛵ಀࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟ᶞ❧ࡍࡿ࠿࡟ྥࡅ࡚ウ㆟ࡀ࠾ࡇ࡞ࢃࢀࡓࠋ 
 ௒ᖺᗘࡣከࡃࡢ༤≀㤋ࡢどᐹࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࡢ࡛ࠊ᮶ᖺᗘࡣࡑࢀࢆࡶ࡜࡟Ⓨ⾲ࢆ࠾ࡇ࡞࠺
ணᐃ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࠊ௒ᖺᗘࡣ༤≀㤋ࡢᒎ♧ࡢホ౯ࢆ࠾ࡇ࡞࠺ࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊࡇࢀ
ࡣ᮶ᖺᗘ࡟ࡣ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࢆసᡂࡋ࡚ࠊබ㛤ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢᡂᯝ࡜ඹ࡟ࠊ୍⯡බ㛤ࡋ࡚࠸
ࡃࡇ࡜࡛ᗈࡃᢈุࢆ௮ࡂࡓ࠸࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
௒ࡢ࡜ࡇࢁ↓ 
戦略Ⅰ（7）　ニュー・ミュージオロジーの確立のための研究
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⮬↛⏺ࡢᵝࠎ࡞ࢫࢣ࣮ࣝ࡟⌧ࢀࡿ㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢪ࢙ࢵࢺ⌧㇟
ࡢゎ᫂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ(A)ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᯈ಴ᩘグ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲ࢸ࣮࣐࡛࠶ࡿࠊᵝࠎ࡞ࢫࢣ࣮ࣝ࡟࠾ࡅࡿ㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢪ࢙ࢵࢺ⌧㇟ࡢ⤫୍ⓗ⌮ゎࡀ
ྍ⬟࠿࡝࠺࠿ࢆぢᴟࡵࡿ࡜࠸࠺┠ᶆࡢࡓࡵ࡟ࡣࠊࡲࡎࡑࢀࡒࢀࡀ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ◊✲ࡢ┦஫⌮
ゎࢆ῝ࡵࡿᚲせࡀ࠶ࡿࠋᮏࢸ࣮࣐ࡢ◊✲ࢢ࣮ࣝࣉࡢᵓᡂࡣ㸱ࡘࡢ◊✲ᶵ㛵࡛␗࡞ࡿ◊✲ά
ື࡟ᚑ஦ࡋ࡚࠸ࡓ◊✲⪅࠿ࡽ࡞ࡾࠊ8 ᭶࡟᥇ᢥࡉࢀ࡚௨㝆ࠊࠕ㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢪ࢙ࢵࢺ⌧㇟ࠖ
࡜࠸࠺࣮࣮࢟࣡ࢻࡢୗ࡛ࠊ஫࠸ࡢ◊✲ᡂᯝࢆぢࡏྜ࠸ࠊ่⃭ࢆ୚࠼ྜࡗࡓࠋึᖺᗘࡣ᫬㛫
ⓗ࡞ไ⣙ࡶ࠶ࡾࠊලయⓗ࡞ඹྠ◊✲࡬ࡢⓎᒎࡣ࡞࠸ࡀࠊ஫࠸ࡢ㆟ㄽࢆ㏻ࡌ࡚ࠊ2 ᖺᗘࡼࡾྲྀ
ࡾ᥃࠿ࡿ࡭ࡁࢸ࣮࣐ࡀᚎࠎ࡟ぢ࠼ࡘࡘ࠶ࡿࡢࡀ⌧≧࡛࠶ࡿࠋࡑࡢ୍ࡘࢆලయⓗ࡟ᣲࡆࡿ࡜ࠊ
࣐ࢢࢿࢱ࣮࡟࠾ࡅࡿࣂ࣮ࢫࢺ⌧㇟ࡀࠊኴ㝧࡛㉳ࡇࡗ࡚࠸ࡿ⇿Ⓨ⌧㇟ࠊࡼࡾヲ⣽࡟ࡣ☢Ẽ෌
⤖ྜ⌧㇟࡟ࡼࡗ࡚ᮏ㉁ⓗ࡟⌮ゎ࡛ࡁࡿ࡜࠸࠺ྍ⬟ᛶࢆࠊᙉ☢ሙ୰࡛ࡢ⣲⢏Ꮚ཯ᛂ࡜࠸࠺᪂
ࡋ࠸▱ぢࢆ࡜ࡾࡇࡳ࡞ࡀࡽྫྷ࿡ࡍࡿ࡜࠸࠺ࢸ࣮࣐ࡣࠊᮏ◊✲ࢸ࣮࣐࡟᭱㐺࡞ࡶࡢࡢࡦ࡜ࡘ
࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺ㄆ㆑࡟⮳ࡗ࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
 
ලయⓗ࡞ඹྠ◊✲ࡢྍ⬟ᛶࢆᶍ⣴ࡍࡿ୰࡛ࠊࡑࢀࡒࢀࡀࠕ㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢪ࢙ࢵࢺ⌧㇟ࠖ࡟
㛵ಀࡍࡿ◊✲ࢆ⾜ࡗ࡚ࡁࡓࠋ௨ୗ࡟ᣲࡆࡿᡂᯝࢆᚓ࡚࠸ࡿࠋ 
 
㸯㸬Ᏹᐂࢪ࢙ࢵࢺࡢᛶ㉁࡟ࡘ࠸࡚ 
࣭≉Ṧ┦ᑐㄽⓗ㍽ᑕ☢Ẽὶయィ⟬ࢆ⏝࠸࡚㍽ᑕ࡟ࡼࡿࢪ࢙ࢵࢺࡢᙧᡂ•ຍ㏿ᶵᵓࢆㄪ࡭ࡓࠋ  
࣭ᡃࠎࡣ┦ᑐㄽⓗࢪ࢙ࢵࢺࡢ୕ḟඖⓗ࡞Ᏻᐃᛶ࡟ࡘ࠸࡚ㄪ࡭ࡿ◊✲ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ ᖹᡂ 25
ᖺᗘࡣࠊ୍ᵝ፹㉁୰ࢆఏᦙࡍࡿ┦ᑐㄽⓗࢪ࢙ࢵࢺࡢ୕ḟඖィ⟬ࢆ⾜࠸ࠊ 㠀㍈ᑐ⛠ᛶ࡟㉳ᅉ
ࡋࡓ Rayleigh-Taylor ୙Ᏻᐃᛶࡀ┦ᑐㄽⓗࢪ࢙ࢵࢺࡢቃ⏺࡛ᡂ㛗ࡍࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋḟᖺ
ᗘࡣࠊࡇࡢ୙Ᏻᐃᛶ࡜㏿ᗘࢩ࢔࣮࡟࡜ࡶ࡞࠺ Kelvin-Helmholtz ୙Ᏻᐃᛶࡢᡂ㛗ࡍࡿ᮲௳ࢆ
᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜࡛ࢪ࢙ࢵࢺࡢ୕ḟඖⓗ࡞Ᏻᐃᛶࡢゎ᫂࡟㏕ࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡍࠋ  
 
㸰㸬㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮ࣂ࣮ࢫࢺ⌧㇟ 
࣭୰ᛶᏊᫍ࡜୰ᛶᏊᫍ࡞࡝ࡢ㐃ᫍࡀ⼥ྜࡍࡿ㝿࡟Ⓨ⏕ࡍࡿࣂ࣮ࢫࢺࡢ㟁☢Ẽⓗᛶ㉁ࢆㄪ࡭ࠊ
ྠ᫬࡟ᨺฟࡉࢀࡿ㔜ຊἼࢆほ ࡍࡿࡓࡵࡢ⿵ຓⓗ࡞ᙺ๭ࢆᯝࡓࡍࡇ࡜ࢆྫྷ࿡ࡋࡓࠋ 
 
㸱㸬☢Ẽ෌⤖ྜᩘ್ࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥ 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
☢Ẽ෌⤖ྜࡣ⢏Ꮚࡢ㠀ࢪࣕ࢖ࣟ㐠ືࡸ⢏Ꮚ࣭Ἴື┦஫స⏝࡞࡝ᚤどⓗ࡞స⏝ࡀࢺ࣮ࣜ࢞࡜
࡞ࡗ࡚ᘬࡁ㉳ࡇࡉࢀࡿ⌧㇟࡛࠶ࡿࡀࠊ௚᪉ࠊ☢Ẽ෌⤖ྜࡀ㉳ᅉࡋ࡚☢ሙࡢࢺ࣏ࣟࢪ࣮ኚ໬
ࡸ⢏Ꮚࡢຍ㏿࣭ຍ⇕࡟ࡼࡿ⢏Ꮚ㍺㏦(ࢪ࢙ࢵࢺࡶྵࡴ)࡞࡝ᕧどⓗ࡞⌧㇟ࡀᘬࡁ㉳ࡇࡉࢀࡿࠋ
ࡇࢀࡲ࡛☢Ẽ෌⤖ྜࡢᚤどⓗᶵᵓゎ᫂ࡢࡓࡵࠊ㐠ືㄽⓗ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ࠿ࡽ㟁☢⢏Ꮚࢩ࣑ࣗࣞ
࣮ࢩࣙࣥ࡞࡝ࢆ⾜࠸ࠊࡲࡓࠊᚤど࠿ࡽᕧどࡲ࡛ࡢ⤫୍ⓗ࡞☢Ẽ෌⤖ྜᶵᵓࡢ⌮ゎࡢࡓࡵࠊ
ከ㝵ᒙࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࣔࢹࣝࢆᵓ⠏ࡋ࡚ࡁࡓࠋࡑࡇ࡛ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ㸪☢Ẽ෌⤖ྜ࡟࠾ࡅ
ࡿᚤどⓗຠᯝ࡜ᕧどⓗຠᯝࡢ┦஫స⏝ࢆ⣔⤫ⓗ࡟ㄪ࡭ࡿࡓࡵࠊࡲࡓࠊ☢Ẽ෌⤖ྜ࡟ࡼࡿࢪ
࢙ࢵࢺᙧᡂ࡜⢏Ꮚຍ㏿ࡢᶵᵓゎ᫂࡟ྲྀࡾ⤌ࡴࡓࡵࠊࡑࢀࡒࢀࡢࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࣔࢹࣝࢆ
Ⓨᒎࡉࡏࡓࠋ 
 
㸲㸬㉸ᙉ☢ሙ୰ࡢ᪂ወ⌧㇟ 
㠀ᖖ࡟ᙉ࠸☢ሙ୰࡛ࡣ┿✵୰࡛ࡣ㉳ࡇࡽ࡞࠸ࡼ࠺࡞⣲⢏Ꮚ⣲㐣⛬ࡀྍ⬟࡟࡞ࡿࠋ᭱㏆ㄪ࡭
࡚࠸ࡿࡢࡣࠊ┿✵୰࡛ࡣ 2 ගᏊ࡬ࡢᔂቯ࡜㸯ගᏊ࡜㟁Ꮚ㝧㟁Ꮚᑐ࡬ࡢᔂቯ㸦ࢲࣜࢶᔂቯ㸧
ࡀ୺࡛࠶ࡿࠕ୰ᛶࣃ࢖୰㛫Ꮚࠖࡀࠊᙉ☢ሙ୰࡛♧ࡍ᪂ࡋ࠸ᔂቯ࡟ࡘ࠸࡚࡛࠶ࡿࠋ᪂ࡋ࠸ᔂ
ቯ࣮ࣔࢻࡣࠊ☢ሙ୰࡛㸯ගᏊࢆకࢃࡎ࡟㟁Ꮚ㝧㟁Ꮚᑐ࡟ᔂቯࡍࡿࡶࡢ࡛ࠊᙉ☢ሙ୰࡛ࡣࡇ
ࡢ᪂ࡋ࠸ᔂቯ࣮ࣔࢻࡀ୺せ࡞ᐤ୚࡟࡞ࡾᚓࡿࠋ࣐ࢢࢿࢱ࣮ࡢᵝ࡞㠀ᖖ࡟ᙉ࠸☢ሙࡀ࠶ࡿ⎔
ቃ࡛ࡶࡋ୰ᛶࣃ࢖୰㛫Ꮚࡀ⏕ᡂࡋࡓ࡞ࡽࡤࠊࡇࡢᔂቯ࣮ࣔࢻࡀຠࡃࡣࡎ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺
࡞⌧㇟ㄽⓗ࡞⪃ᐹࡶ⌧ᅾ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ 
 
㸳㸬Ᏹᐂึᮇ࡟࠾ࡅࡿ㠀ᖹ⾮⌧㇟ 
Ᏹᐂึᮇ࡟࠾ࡅࡿ⭾ᙇᏱᐂࡢ㐍໬ࢆ㠀ᖹ⾮㐣⛬࡜ࡋ࡚ᢅ࠺ၥ㢟ࡣࠊ㧗ᙉᗘሙࡢ≀⌮ࢆᢅ࠺
ᙧᘧ࡟ࡼࡃఝ࡚࠾ࡾࠊ஫࠸࡟Ꮫࡪ࡭ࡁⅬࡀከ࠸ࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊࣞࣉࢺࣥᩘࡢ㠀ᑐ⛠ᛶࡢ⏕
ᡂ㐣⛬ࢆ Kadanoff-Baym ᪉⛬ᘧ࡜࠸࠺㠀ᖹ⾮㐣⛬ࡢ㸰Ⅼ┦㛵㛵ᩘࡢ᫬㛫Ⓨᒎࢆᢅ࠺ᙧᘧ
ࢆ⏝࠸࡚ㄪ࡭ࡓࠋࡑࡢ௚࡟ࡶࠊᏱᐂึᮇ࡟࠾ࡅࡿඖ⣲ྜᡂ࡟ᑐࡍࡿ⣲⢏Ꮚᶆ‽⌮ㄽࢆ㉸࠼
ࡿຠᯝࡢྫྷ࿡ࡸࠊaxion ࡜࠸࠺㍈ᛶࢫ࣮࢝ࣛ⢏Ꮚࡀ☢ሙ୰࡛ගᏊ࡟㌿᥮ࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡗ࡚
130GeV ࡢ࣐࢞ࣥ⥺ࡀ⏕ᡂࡍࡿྍ⬟ᛶ࡟ࡘ࠸࡚ࡢྫྷ࿡ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 
㸴㸬࣐ࢢࢿࢱ࣮ほ  
ࡇࢀࡲ࡛㉸ᙉ☢ሙࡢ୰ᛶᏊᫍࠕ࣐ࢢࢿࢱ࣮ࠖࡣࠊ඲࡚Ꮩ❧ᫍ࡜ࡋ࡚ぢࡘ࠿ࡗ࡚ࡁࡓࠋ࡛ࡣࠊ
㐃ᫍࡢ୰࡟࣐ࢢࢿࢱ࣮ࡣᏑᅾࡍࡿ࠿㸽㐃ᫍࡢሙྜࠊకᫍ࠿ࡽࡢ㉁㔞㝆╔ࡀ⏕ࡌࠊᙉ࠸☢ሙ
࡟ࡼࡿ☢Ẽᅪࡀ࠶ࢀࡤࠊ≀㉁࡜ࡢゅ㐠ື㔞ࡢࡸࡾ࡜ࡾ࡟ࡼࡾ࣐ࢢࢿࢱ࣮ࡢ⮬㌿ࡀᴟࡵ࡚㐜
ࡃ࡞ࡿ࡜ண᝿࡛ࡁࡿࠋX ⥺⾨ᫍࠕࡍࡊࡃࠖࢆ⏝࠸ࠊࡇࢀࡲ࡛࡟ほ ࡉࢀࡓ୰࡛᭱ࡶ⮬㌿ࡀ㐜
࠸⮬㌿࿘ᮇ 5.4 ᫬㛫ࡢኳయ 4U 1954+319 ࢆほ ࡋࡓࠋ࣐ࢢࢿࢱ࣮⣭ࡢ☢ሙࡀ࡞ࡃ࡚ࡶㄝ
᫂ྍ⬟࡞ࡶࡢࡢࠊࡑࢀ࡛ࡶ⌫ᑐ⛠㝆╔࡜ 1013 Gauss ࡯࡝࡜࠸࠺ࠊ㐣ཤ࡟▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿ X ⥺
㐃ᫍ୰ࡢ୰ᛶᏊᫍࡼࡾࡶᙉ࠸☢ሙࡢኳయࡢྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࠊ࣐ࢢࢿࢱ࣮ࢆྵࡴ୰ᛶᏊᫍࠊ
࠾ࡼࡧ X ⥺㐃ᫍࡢ㐍໬࡟᪂ࡋ࠸◊✲ศ㔝ࡢᏑᅾࢆ♧ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 

௨ୗࡣࠊ᥇ᢥࡢ ᭶௨㝆࡟Ⓨ⾲ࡉࢀࡓㄽᩥ࡛࠶ࡿࠋ

H. Nagakura, K. Hotokezaka, Y. Sekiguchi, M. Shibata and K. Ioka, ``Jet Collimation in the Ejecta 
of Double Neutron Star Mergers: A New Canonical Picture of Short Gamma-Ray Bursts,'' Astrophys. 
J. 784 (2014) L28, [arXiv:1403.0956 [astro-ph.HE]]. 
㻌
K. Kohri, M. Koike, Y. Konishi, S. Ohta, J. Sato, T. Shimomura, K. Sugai and M. Yamanaka, 
``Big-bang nucleosynthesis through bound-state effects with a long-lived slepton in the NMSSM,'' 
arXiv:1403.1561 [hep-ph]  
 
M. Yamanaka, K. Kohri, K. Ioka and M.M. Nojiri, ``130GeV gamma-ray line through axion 
conversion,'' arXiv:1310.3474 [astro-ph.CO].  
 
S. Iso, K. Shimada and M. Yamanaka, ``Kadanoff-Baym approach to the thermal resonant 
leptogenesis,'' arXiv:1312.7680 [hep-ph]. 
 
T. Enoto, et al. “Spectral and Timing Nature of the Symbiotic X-ray Binary 4U 1954+319: The 
Slowest Rotating Neutron Star in an X-ray Binary System”, arXiv:1404.0134 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠   ᗘឤཷࢩࢫࢸ࣒ࡢ㐍໬⏕⌮Ꮫ ̾↓⬨᳝ື≀ࢆࢱ࣮ࢤࢵࢺ࡜ࡋ࡚Ѹ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㣁⏣ ⴥᏊ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏᖺᗘࡣ◊✲఍ࢆ୍ᅇࠊබ㛤ࢭ࣑ࢼ࣮ࢆ  ᖺ  ᭶ ᪥ࠊ࠾ࡼࡧ  ᖺ  ᭶  ᪥࡟ࡑ
ࢀࡒࢀ㸯ᅇࡎࡘⴥᒣ࡛⾜ࡗࡓࠋ⌜ဨࡢ࡯࡜ࢇ࡝඲ဨࡀཧຍࡋ࡚㐍ᤖ≧ἣࡢሗ࿌࠾ࡼࡧࠊ᝟
ሗ஺᥮ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ

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
ሙᡤ㸸⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ ⴥᒣ࢟ࣕࣥࣃࢫ Ꮫ⼥ྜࢭࣥࢱ࣮ ࢡ࢚ࣜ࢖ࢸ࢕ࣈ࣮࣒ࣝ
ࠥ 㣁⏣ⴥᏊ 㛤఍࠶࠸ࡉࡘ
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 Ώ㎶ṇ຾
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
ᅋࡲࡾ࡞
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
ࠕࣄࢺࢹᗂ⏕ࡢ ᗘ㉮ᛶࠖ

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

㔠Ꮚὒஅ
៞ᛂ⩏ሿ኱Ꮫ
ࠕᲲ⓶ື≀ࣄࢺࢹࡢಶయⓎ⏕࡟
࠾ࡅࡿ $S753 ࡢ᫬✵㛫ⓗⓎ⌧ ࠖ
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 ࠥ
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ᩪ⸨ ⱱ
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
ࠕ753$ ࢳࣕࢿࣝࡢᶵ⬟ⓗከᵝ
ᛶ࠾ࡼࡧ㐍໬㐣⛬ࠖ
ࠥ

஬ᲄᇼ῟

ࠕ↓⬨᳝ື≀ࡢ753ೃ⿵㑇ఏᏊ
ࡢ᳨ドࠖ
ࠥ ඲యウ㆟ 

㸺බ㛤ࢭ࣑ࢼ࣮㸼
᪥᫬㸸 ᖺ  ᭶  ᪥㸦᭶㸧༗ᚋ ࠥ
ሙᡤ㸸⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ ⴥᒣ࢟ࣕࣥࣃࢫ ඹ㏻Ჷ 㝵ࢭ࣑ࢼ࣮ᐊ ࣭
ࠥ 㣁⏣ⴥᏊ 㛤఍࠶࠸ࡉࡘ
㹼 ℈୰ ⋞ ࠕࣄࢺࢹᗂ⏕ࡢ ᗘ㉮ᛶࠖ
ࠥ
஭ཱྀὈἨ
ᇶ♏⏕≀Ꮫᑓᨷ ࠕ ᗘឤཷᛶ࡜ᛶỴᐃࠖ
ࠥ ఇ᠁  
ࠥ ᑎ໭᫛ஂ
኱㜰ᕷ❧኱Ꮫ
ࠕගཷᐜࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢከᵝᛶ࡜ᶵ⬟㸸ศᏊ≉ᛶࡢゎᯒ
࠿ࡽศ࠿ࡗࡓࡇ࡜ࠖ
ࠥ

ᐩỌ┿⍆
㸦⏕⌮⛉Ꮫᑓᨷ㸧
ࠕᵝࡊࡲ࡞⏕≀ࡢ ᗘཷᐜయ࡜ࡑࡢ⏕⌮Ꮫⓗព⩏ࠖ



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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼
  
ձ࢘ࢽࠊ࠾ࡼࡧࣄࢺࢹࡢᗂ⏕ࡢ ᗘ㉮ᛶࡢ⾜ືᐇ㦂࡟ࡘ࠸࡚ࠋ
࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹᗂ⏕ࡢᵝࠎ࡞Ⓨ⏕ẁ㝵࡟࠾ࡅࡿ ᗘ㉮ᛶࢆゎᯒࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊཷ⢭ 48
᫬㛫ࡢึᮇࣅࣆࣥࢼࣜ࢔ᗂ⏕௨㝆ࡢⓎ⏕ẁ㝵࡛ࡣࠊ࡝ࡢᗂ⏕ࡶ㧗 ᇦ࡬㉮໬ᛶࢆ♧ࡋࡓ
ࡀࠊཎ⭠⬇ᮇ࠿ࡽึᮇࣅࣆࣥࢼࣜ࢔ᗂ⏕ᮇ࡛ࡣࠊ㉮ᛶࢆ♧ࡉ࡞࠿ࡗࡓࠋࡇࡢࡇ࡜ࡣࠊࣅ
ࣆࣥࢼࣜ࢔ᗂ⏕ᮇ࠿ࡽⓎ㐩ࡋጞࡵࡿ⚄⤒⣽⬊ࡢࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡᙧᡂ࡜ࣜࣥࢡࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟
ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋ⯆࿡῝࠸ࡇ࡜࡟ࠊཷ⢭⭷࠿ࡽᏤ໬┤ᚋࡢ⬊⬇࡛ࡣࠊ⚄⤒⣽⬊ࡀࡲࡔฟ
⌧ࡋ࡚࠸࡞࠸࡟ࡶ㛵ࢃࡽࡎࠊ㧗 ᇦ࡬࡜㉮ᛶࢆ♧ࡋࡓࠋࡇࡢࡇ࡜࠿ࡽࠊ⬊⬇࡛ࡣࣅࣆࣥ
࢔ࣜ࢔ᗂ⏕࡜ࡣ␗࡞ࡿ࣓࢝ࢽࢬ࣒࡛ ᗘࢆឤ▱ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋ
ࡲࡓࠊ⸆๣㸦allylisothiocyanate㸧ࢆ⏝࠸ࡓࣄࢺࢹ TRPA-1 ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢᶵ⬟ゎᯒᐇ㦂࡛
ࡣࠊ⸆๣ฎ⌮࡟ࡼࡾࣄࢺࢹᗂ⏕ࡣ㧗 ᇦ࡬ࡢ㉮໬ᛶࢆ♧ࡉ࡞࠿ࡗࡓࠋ௒ᚋࡣࠊTRPA-1 ࢱ
ࣥࣃࢡ㉁ࡀ࡝ࡢࡼ࠺࡟ ᗘ㉮ᛶ࡟㛵୚ࡋ࡚࠸ࡿࡢ࠿ࠊ௚ࡢ⸆๣ࡸ⩻ヂ㜼ᐖᐇ㦂ࢆ㏻ࡋ࡚
ゎᯒࡍࡿࠋ

ղࣄࢺࢹᗂ⏕ ᗘឤཷᛶࡢศᏊ⏕≀Ꮫⓗゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚
ࣔࣝࣇ࢛ࣜࣀ࢜ࣜࢦࢆ⏝࠸ࡓ࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹ༸࡟ᑐࡍࡿ⇕ឤཷᛶ㑇ఏᏊ㸦$S753㸧ࣀࢵ
ࢡࢲ࢘ࣥᐇ㦂࠿ࡽࠊ$S753 ࡣ⬇Ⓨ⏕ࡢ㐍⾜㏿ᗘࡸᗂ⏕㐣⛬࡛ࡢእ⬇ⴥᡂ㛗࡟㛵୚ࡍࡿࡇ
࡜ࢆ♧၀࡛ࡁ࡚࠸ࡓࠋ௒ᖺᗘࠊࡇࡢࡼ࠺࡞⾲⌧ᆺࢆࡼࡾ῝ࡃ⌮ゎࡋࠊ௚ࡢࢢ࣮ࣝࣉࡀ㐍
ࡵ࡚࠸ࡿ⇕ឤཷᛶ⾜ືࡢ◊✲ࢹ࣮ࢱ࡜⧅ࡆࡿࡓࡵ࡟ࠊ࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹಶయⓎ⏕࡟࠾ࡅࡿ
$S753 㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ᵝᘧࢆゎᯒࡋࡓࠋ✀ࡢ࢔ࣥࢳࢭࣥࢫࣉ࣮ࣟࣈ㸦ࡑࢀࡒࢀ㸳 ̓ࠊ̓
ഃ࠿ࡽ⣙  ሷᇶࠊ⣙  ሷᇶ㸧ࢆ⏝࠸ࡓ LQVLWXK\EULGL]DWLRQ ἲୗ࡛ࠊࡑࡢࢩࢢ
ࢼࣝࡣᙅ࠸࡞ࡀࡽࡶࠊ$S753 㑇ఏᏊࡣཎ⭠⬇ᮇ࡟ࡣ⬇య඲యࠊᗂ⏕ᮇ࡛ࡣ୺࡟እ⬇ⴥ࡟
Ⓨ⌧ࡋ࡚࠸ࡓࠋࡇࢀࡽࡢ⤖ᯝࡣࠊ$S753 㑇ఏᏊࡀ⚄⤒⣽⬊ࡢࡼ࠺࡞≉ᐃࡢ⣽⬊࡟Ⓨ⌧ࡍ
ࡿ࡜࠸࠺ண᝿࡜ࡣ␗࡞ࡗࡓࡀࠊࣀࢵࢡࢲ࢘ࣥᐇ㦂ࡢ⾲⌧ᆺࡢࡳ࡞ࡽࡎࠊึᮇཎ⭠⬇࡛ࡶ
⇕ឤཷᛶࢆ♧ࡍ࡜࠸࠺⾜ືࢹ࣮ࢱ࡜┦㛵ࡋ࡚࠸ࡿࠋ௒ᚋࠊ$S753 ࡢ㑇ఏᏊⓎ⌧ࡀࢱࣥࣃ
ࢡ㉁⩻ヂ࡜ࡋ࡚᏶㐙ࡋ࡚࠸ࡿ࠿☜ㄆࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
 
ճ ᗘឤཷᛶཷᐜయࡢ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚
ᮏᖺᗘࡣࠊ࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹࡢ TRPA1 ࢳࣕࢿࣝࡢᶵ⬟ࢆ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗ࡞ᐇ㦂ἲ࡟ࡼࡾゎᯒ
ࡋࡓࠋ࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹ TRPA1 ࡣ่⃭ᛶ໬Ꮫ≀㉁࠾ࡼࡧ㧗 ࡢ่⃭࡟ࡼࡾάᛶ໬ࡉࢀࠊ⬨
᳝ື≀ࡸ᪻⹸ࡢ TRPA1 ࡜㢮ఝࡋࡓ≉ᛶࢆᣢࡘࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋ࢖ࢺ࣐࢟ࣄࢺࢹࢆྵࡴᲲ
⓶ື≀㛛ࡣ᪻⹸࠾ࡼࡧ⬨᳝ື≀࡜ࡣ⣔⤫ⓗ࡟㞳ࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜࠿ࡽࠊTRPA1 ࡢᶵ⬟ࡀື≀
ࡢึᮇࡢ㐍໬㐣⛬࡛⋓ᚓࡉࢀࠊࡑࡢᚋࡶᖜᗈ࠸ື≀✀㛫࡛⥔ᣢࡉࢀ࡚ࡁࡓ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ 

մ ᗘឤཷᛶཷᐜయࡢศᏊ㐍໬Ꮫⓗゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚
ࡇࢀࡲ࡛࡟↓⬨᳝ື≀ࡢࢤࣀ࣒࡟ྵࡲࢀࡿ TRP 㑇ఏᏊࡢᩘࢆ᥎ᐃࡍࡿ஦ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࠊ࢔
࣓࣒ࣜ࢝ࣛࢧ࢟࢘ࢽ㸦S. purpuratus㸧࡜ࣄࢺࢹ㸦P. miniata㸧ࡢ඲ࢤࣀ࣒ሷᇶ㓄ิ᝟ሗ
ࢆᑐ㇟࡜ࡋࠊ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࡢࣔࢳ࣮ࣇ᳨⣴ࢆ⏝࠸࡚᥈⣴ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡓࠋ௒ᖺᗘࡣ᭦࡟ᑐ
㇟ࢆ࣎ࣝ࣎ࢵࢡࢫ㸦V. carteri㸧࡜ࢡ࣑ࣛࢻࣔࢼࢫ㸦C. reinhardtii㸧࡟ᑐ㇟ࢆࡦࢁࡆࠊྠ
ᵝࡢࣔࢳ࣮ࣇ᳨⣴࡛ࠊࡇࢀࡽࡢࢤࣀ࣒࡟ྵࡲࢀࡿ TRP 㑇ఏᏊࡢᩘࡢ᥎ᐃࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲࡓ
⬨᳝ື≀ࡢ TRP 㑇ఏᏊࡶྵࡵࡓ㑇ఏᏊ⣔⤫ᶞࡢ᥎ᐃࢆ⾜࠸ࠊࡑࢀࡒࢀࡢ 4 ✀ࡢ඲ࢤࣀ࣒
࠿ࡽ᥎ᐃࡉࢀࡓTRP 㑇ఏᏊࡀ࡝ࡢ TRP ࢧࣈࣇ࢓࣑࣮ࣜ࡟ᒓࡍࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ
⬨᳝ື≀࡟࠾ࡅࡿ ᗘឤཷᛶࢆᢸ࠺ TRP 㑇ఏᏊ࡜ࡑ࠺࡛࡞࠸ TRP 㑇ఏᏊࡢศ໬ࡣ⬨᳝
ື≀ࡢศᒱᚋ࡟࠾ࡇࡗࡓྍ⬟ᛶࡀ♧ࡉࢀࠊ↓⬨᳝ື≀࡛ࡶྠᵝ࡟⣔⤫≉␗ⓗ࡟ ᗘឤཷ
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ᛶࢆᢸ࠺ TRP 㑇ఏᏊࡢศ໬ࡀ࠶ࡗࡓࡶࡢ࡜᥎ ࡉࢀࡓࠋ

յ࣎ࣝ࣎ࢵࢡࢫ࣭ࢡ࣑ࣛࢻࣔࢼࢫࡢ ᗘ౫Ꮡᛶ㉮ගᛶ࡟ࡘ࠸࡚
࣎ࣝ࣎ࢵࢡࢫ࣭ࢡ࣑ࣛࢻࣔࢼࢫࡢ ᗘ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ࢘ࢽ࣭ࣄࢺࢹࡢᗂ⏕ࡢ㉮ᛶᐇ㦂࡟⏝࠸
ࡓࡶࡢ࡜ྠࡌ⿦⨨ࢆ౑ࡗ࡚ࠊ ᗘ㉮ᛶࡀ࠶ࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆㄪ࡭ࡿࡓࡵࠊ࢘ࢽ࣭ࣄࢺࢹࡢᗂ
⏕ࡢ ᗘ㉮ᛶᐇ㦂ࢆ୺࡟⾜ࡗ࡚࠸ࡓᅋࡲࡾ࡞Ặ࡜ඹྠ◊✲ࢆᐇ᪋ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡗࡓࡀᐇ
㦂ࢆᢸᙜࡍࡿΏ㑔ṇ຾Ặࡀᛴ㏽ࡉࢀࡓࡓࡵࠊᮏᐇ㦂ࡣ㐙⾜ࡉࢀ࡞࠿ࡗࡓࠋ

ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧

㛵㐃ࡍࡿㄽᩥࢆグ㍕ࡋࡲࡍࠋ
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㸦ู⣬ᵝᘧ 1㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮ᡓ␎ⓗ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⏕࿨⛉ᏛࡢⓎᒎࡀࡶࡓࡽࡍ♫఍ⓗㄢ㢟࡜ࡑࡢᑐᛂ⟇ࡢᇶ┙ᵓ
⠏
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㛗㇂ᕝ┾⌮Ꮚ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
2010ᖺ 12᭶ 10᪥࡟ࠊ➨㸯ᅇ‽ഛ఍ྜࢆ⾜࠸ࠊ13ྡࡢ◊✲ཧຍணᐃ⪅࡟ࡼࡗ࡚ࠊᮏ◊
✲ࡢ┠ⓗ࣭◊✲ἲ࣭◊✲ᑐ㇟ࡢ⤠ࡾ㎸ࡳ࣭ᡂᯝⓎ⾲ࡢᙧᘧ࡞࡝࡟ࡘ࠸࡚ウ㆟ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡓ
ࡔࡋ 3᭶ 14᪥࡟ணᐃࡋ࡚࠸ࡓࠊ➨㸰ᅇ‽ഛ఍ྜࡣࠊᮾ໭㛵ᮾ኱ᆅ㟈ࡢᙳ㡪࡟ࡼࡾ୰Ṇࡋࡓࠋ
◊✲࣓ࣥࣂ࣮ࡢᑠ㛛⛱Ặࡀࠊ2010ᖺ 12᭶࡟ࣇࣛࣥࢫ࡟ㄪᰝ࡟㉱ࡁࠊࣄࢺಖㆤጤဨ఍ࡢ
㛵ಀ⪅ࠊࣃࣜ᥍ッ㝔ࡢุ஦࡞࡝࡟࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗࢆ⾜࠸ࠊᅜᐙ⏕࿨೔⌮ጤဨ఍ᅗ᭩ᐊ࡞࡝㛵
ಀᶵ㛵ࢆゼၥࡋ࡚ࠊ㈨ᩱ཰㞟ࢆ⾜ࡗࡓࠋ
◊✲࣓ࣥࣂ࣮ࡀࠊ᪥ᮏࡢ⏕࿨೔⌮ᨻ⟇࡟㛵ಀࡍࡿ◊✲⪅ࡸ⾜ᨻᢸᙜ᭩࡟ᑐࡋ࡚ࠊࣄ࢔ࣜ
ࣥࢢࢆ⾜࠸ࠊᮏ◊✲ࡢ◊✲ᑐ㇟ࡸ◊✲᪉ἲ࡟㛵ࡋ࡚ពぢ஺᥮ࢆ⾜࠸ࠊ᝟ሗࢆ཰㞟ࡋࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
⌧ᅾࡢ᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿ⏕࿨⛉Ꮫࡢ◊✲ࡀ┤᥋࣭㛫᥋࡟┤㠃ࡋ࡚࠸ࡿ⏕࿨೔⌮ⓗ࡞ㄢ㢟࡟㛵
ࡋ࡚ࠊၥ㢟ࡢලయീࢆ᫂☜࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡾࠊࡇࢀࢆᮏ◊✲ࡢ୺┠ⓗ࡜ࡍࡿࡇ࡜࡛
ྜពࡀᚓࡽࢀࡓࠋᮏ◊✲࡜ࡋ࡚ࡣࠊᐇ㦂⣔࡜ேᩥ⣔ࡢ◊✲⪅ࡀࠊᐇ㝿࡟┤㠃ࡍࡿ⏕࿨೔⌮
ⓗㄢ㢟ࡢᇶ┙ࢆ᫂☜໬ࡍࡿࡇ࡜ࢆ㏻ࡋ࡚ࠊ␗ศ㔝ࡢ◊✲⪅ࡢ㛫࡟ᐇ㉁ⓗ࡞ᑐヰࡀᡂ❧ࡍࡿ
ࡇ࡜ࠊྠ᫬࡟ࡇࢀࡀ♫఍࡟ᑐࡋ࡚㏱᫂ᛶࢆ㧗ࡵࡿࠊ࡜࠸࠺ඹ㏻ㄆ㆑࡟❧ࡗ࡚࠸ࡿࠋࡇࢀࢆ
ලయ໬ࡍࡿࡓࡵࡢࠊ᪉ἲ࣭ㄢ㢟࣭ᡂᯝࡢࡲ࡜ࡵ᪉ࠊ࡞࡝࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ඲◊✲ཧຍ⪅ࡢ㛫࡛ࠊ
᪩ᛴ࡟ワࡵࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
◊✲ㄢ㢟࡜ࡋ࡚ࡣࠊࣄࢺࢆᑐ㇟࡜ࡋࡓ◊✲⟶⌮࡟ࡘ࠸࡚࡜ࡾ࠶ࡆࠊࢃࡀᅜ࠾ࡅࡿ೔⌮ጤ
ဨ఍ࡢᐇ᝟࡟ࡘ࠸࡚ᢕᥱࡍࡿࡓࡵࠊࡉࡲࡊࡲ࡞ᶵ㛵ࡢ೔⌮つᐃࡢẚ㍑ࠊᑂᰝࡢᐇ㝿࡜ࡉࡲ
ࡊࡲ࡞Ꮫ఍ࡢ࣮࣭ࣝࣝㅖつ๎࡞࡝࡜ࡢᩚྜᛶ࡞࡝࡟ࡘ࠸࡚ࠊ◊✲ࡍࡿࡇ࡜࡜ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊ
◊✲ࡢᚲせᛶࡢ㧗࠸ࡶࡢ࡜ࡋ࡚ࠊࣃ࣮ࢯࢼ࣭ࣝࢤࣀ࣑ࢡࢫࠊ⬻⛉Ꮫࠊ࣐࣭࣐ࣥࢩ࣭ࣥ࢖ࣥ
ࢱ࣮ࣇ࢙࢖ࢫ࡞࡝ࡢㄢ㢟ࡀ࠶ࡾࠊࡇࢀࡽ࡟㛵ࡍࡿᇶᮏ㈨ᩱ࡟ࡘ࠸࡚ศᯒࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ
ࣄࢺࢆᑐ㇟࡜ࡋࡓ◊✲⟶⌮ࡣࠊ೔⌮ጤဨ఍࡟㛵ࡍࡿᨻ⟇࡟┤⤖ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊࡇࡢၥ
㢟࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊḢᕞ♫఍ࡀᏳᐃࡋࡓᨻ⟇㐠⏝࡟⛣⾜ࡋ࡚࠸ࡿ࡜ࡳࡽࢀࠊ⌧᫬Ⅼ࡛ᨵࡵ࡚ᶓ
᩿ⓗ࡞ศᯒࡀ᭷┈࡛࠶ࡿࠋࡇࡢၥ㢟࡛ࣇࣛࣥࢫࡢ⌧≧ࡢศᯒ࡟╔ᡭࡋࡓࠋ
ᑗ᮶ࠊᮏ◊✲ࡢᡂᯝࡀࠊ⏕࿨⛉Ꮫࡢ◊✲⪅ࡀࡉࡲࡊࡲ࡞ุ᩿ࡀᚲせ࡜࡞ࡗࡓሙྜ࡟ࠊ୍
ࡘࡢཧ⪃᝟ሗ࡞ࡿࡓࡵ࡟ࠊ࣮࣒࣍࡮࣮ࢪࢆసᡂࡍࡿࡇ࡜ࢆど㔝࡟ධࢀ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
戦略 P／戦略Ⅱ（2）　生命科学の発展がもたらす社会的課題とその対応策の基盤構築
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿㅖ⛉Ꮫࡢ⦅ᡂ࡜ᇶ♏ᴫᛕࡢ᳨ウ̿ᩥ⌮⼥ྜࡢ
᭷ຠᛶࢆࡉࡄࡿ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗඹྠ◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 㸦%㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㕥ᮌ㈆⨾
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 
➨୍ᅇ఍㆟㸦 ᖺ  ᭶ᐇ᪋㸧࡟࠾࠸࡚ࠊ௒ᚋ  ᖺ㛫ࡢᣦ㔪ࡢᡴࡕྜࢃࡏࢆࡋࠊ ࡘ
ࡢศ⛉఍࡟ࡼࡿࣘࢽࢵࢺ㐠ႠࡢỴᐃࡋࠊ⌜ࡈ࡜࡟࣮ࣜࢲ࣮ࢆ୰ᚰ࡟ࡋ࡚  ᖺ୍࡛㈏ࡋࡓ
◊✲࡟ྲྀࡾ⤌ࡴ࡜࠸࠺㐠Ⴀ⤌⧊ᅗ࡜᪉㔪ࢆỴᐃࡋࡓࠋྛ⌜ࡢ◊✲ࡢྲྀࡾ⤌ࡳ᪉ࡢᇶᮏⓗ
᪉㔪ࡣࠊྛࢸ࣮࣐ࡸࡑࡢᴫᛕࡢᅜ㝿ⓗ࡞ඛ⾜◊✲ࢆ཰㞟ࡋࠊᩚ⌮ࡋࠊ⌧ᅾࡢᏛ⾡࡟ཬࡰ
ࡋࡓᙳ㡪ࡸస⏝ࢆࡉࡄࡿࡇ࡜࡛ࠊࠕᩥ⌮ ㅖࠖ⛉Ꮫࡀ┦஫࡟ᙳ㡪ࡋ࠶ࡗ࡚ᒎ㛤ࡋ࡚ࡁࡓᵝ┦
ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡘࡘࠊ⥲◊኱ࡢᏛ⏕ࢆ୰ᚰ࡜ࡋࡓⱝ࠸ୡ௦࡜ඹ࡟ၥ㢟Ⅼ࡜ㄢ㢟ࢆ᥈ࡾࠊ௒
ᚋࡢᅜ㝿ⓗ࡟᭷ຠᛶࡢ࠶ࡿ࢔࢝ࢹ࣑ࢬ࣒ࡢᒎᮃࢆ᳨ウࡍࡿࡇ࡜ࢆ఍㆟Ỵᐃࡋࡓࠋྛᖺᗘ
࡟୍⌜௨ୖࡀࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠊࡶࡋࡃࡣࢭ࣑ࢼ࣮࠿Ꮫ⏕ࢆࣇࣟ࢔࡟ᣍ࠸ࡓ㞟఍࢖࣋ࣥࢺࢆ
௻⏬ࡍࡿࡇ࡜ࠊࡲࡓࠊ᭱⤊ᖺᗘࡢᅜ㝿఍㆟ࢆ⾜࠺ࡇ࡜ࢆỴᐃࡋࡓࠋ
ࡑࡢᚋࠊྛ⌜ࡢࢳ࣮࣒࣮ࣜࢲ࣮ࢆ୰ᚰ࡟ࠊᩥ⌮⤫ྜᆺ◊✲ࡢࠊᇶ♏࡙ࡃࡾࡢసᴗࢆ㛤
ጞࡋࡓࠋ࣓ࣥࣂ࣮ྛ⮬ࡀᑗ᮶ࡢ◊✲ࡢᅾࡾ᪉ࡢࣦ࢕ࢪࣙࣥࢆከᩘ࡛ᶍ⣴ࡋウㄽࡍࡿࡓࡵ
ࡢᇶ♏సᴗࢆࡣࡌࡵࡓẁ㝵࡛࠶ࡿྛࠋ ⌜ࡀ  ᭶࠿ࡽ ᭶࡟࠿ࡅ୍࡚ᅇ࡙ࡘ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵ
ࣉව௻⏬఍㆟ࢆࡦࡽ࠸ࡓࠋ

㸦ྛ఍㆟࡛ࡢᴫせࡣ௨ୗ㸧
ձ$ ⌜㸦࢚ࢿࣝࢠ࣮㸭ྡ㸧  ࠙ ᖺ  ᭶ᐇ᪋ࠚ
࣭࢚ࢿࣝࢠ࣮ࡢᇶ♏ၥ㢟࡟㛵ࡍࡿ㸴ࡘࡢㄢ㢟ᥦ㉳ࠋ
࣭࢚ࢿࣝࢠ࣮ᨻ⟇ࡢྂ௒ᮾす࡟㛵ࡍࡿࠊྛ࣓ࣥࣂ࣮࡟ࡼࡿ࣑ࢽㅮ⩏࡜ពぢ஺᥮ࠋ
࣭௒ᖺᗘ ᭶ึ᪪ࡢ Ἡ ᪥ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢタᐃ࡜ㄢ㢟ࡢᡴࡕྜࢃࡏࠋ
࣭᮶ᖺᗘ௨㝆ࡢィ⏬ࡢ㦵Ꮚࠊᡴࡕྜࢃࡏࠋ

ղ% ⌜㸦⏕࿨㸭ྡ㸧     ࠙ ᖺ  ᭶ᐇ᪋ࠚ
࣭ࠕ⏕≀ࠖ⌜࡛㏣ཬࡍ࡭ࡁ㸱ࡘࡢㄢ㢟ᥦ㉳㸦ࢤࣀ࣒㸭㑇ఏᏊ⤌ࡳ᥮࠼ᢏ⾡࡜㣗ࡢၥ㢟㸭ཎ
⇿ࡢᙳ㡪࡜◊✲࣭㈨ᩱࡢၥ㢟ᛶ㸧ࠋ
࣭ྛ࣓ࣥࣂ࣮࡟ࡼࡿࠊၥ㢟ព㆑ࡢඹ᭷࡜ពぢබ㛤㸦ࣂ࢖࢜ࠊ་Ꮫࠊ⾜ᨻ࡜࢔࢝ࢹ࣑ࢬ࣒ࠊ
⏕࿨೔⌮࡞࡝ࡢྛ᪉㠃࠿ࡽࡢどⅬ࡜ࠊᩥ⌮㛫ࠊୡ௦㛫ࡢㄆ㆑᱁ᕪ࡟ࡘ࠸࡚㸧ࠋ
࣭᮶ᖺᗘ௨㝆ࠊ⥲◊኱ࢆ⤌⧊ࡋ࡚ࡁࡓ⌮⣔ࡢᏛ⪅ࡓࡕࢆ୰ᚰ࡟ࠊᏛ⏕ࡽࢆᕳࡁ㎸ࡴᙧ࡛
࣮࢜ࣛࣝࣄࢫࢺ࣮ࣜࡢసᡂࢆࢸ࣮࣐࡟ࡋࡓ◊✲㞟఍ࢆ⾜࠸᭱ࠊ ⤊ᖺᗘ㸦 ᖺᗘ㸧࡟ࠊ
'⌜࡜ࡢඹྠ࡛ࡢᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ⾜࠺ィ⏬ࠊᡴࡕྜࢃࡏࠋ
戦略 P／戦略Ⅱ（3）　日本における諸科学の変成と基礎概念の検討 ―分理融合の有効性をさぐる
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ճ& ⌜㸦᝟ሗ㸭ྡ㸧     ࠙ ᖺ  ᭶ᐇ᪋ࠚ
࣭ࠕ᝟ሗ ࡜ࠖ࠸࠺ࢸ࣮࣐࠿ࡽࠊᏛၥ࡜ࢸࢡࣀࣟࢪ࣮ࡢᐃ⩏࡜ྍ⬟ᛶࢆウ㆟㸦་Ꮫࠊࣂ࢖࢜ࠊ
᐀ᩍ⨾⾡ᩥᏛࡢ࠶ࡽࡺࡿᏛၥయ⣔࡟ࠊ᝟ሗᏛࡀᚲ㡲࡞᫬௦࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡿࡀࠊࡉࡲࡊࡲ
࡞㝵ᒙᛶࢆ᝟ሗࡢほⅬ࠿ࡽ࡝ࡢࡼ࠺࡟ᤊ࠼࡚࠸ࡃ࠿ࠊពぢ஺᥮㸧ࠋ
࣭ᖺ㸰ᅇ⛬ᗘࠊ࣡ࣥࢲࣜࣥࢢ࣭ࢭ࣑ࢼ࣮㸦ฟᙇ࣮࢜ࣉࣥ࢝ࣇ࢙ᙧᘧ㸧ࢆᅜ❧ኳᩥྎࡸࡑ
ࡢ௚◊✲ᡤ࡛⾜࠺ィ⏬ࡢ᳨ウ㸦ᩥ⌮ㅖศ㔝ࡢᏛ⏕࡜࡜ࡶ࡟ࠊ⌧ᆅどᐹࡋࠊࡑࡢሙ࡛ࠕ᝟
ሗࠖ࡟㛵ࡍࡿウ㆟࡜ࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢩࣙࣥࡢ✵㛫ࢆタᐃࡍࡿࡇ࡜ࡀㄽ㆟㸧ࠋ

ճ' ⌜㸦⛉Ꮫ⾜ᨻ㸭ྡ㸧   ࠙ ᖺ  ᭶ᐇ᪋ࠚ
࣭ࠕ᝟ሗࢆ㞟✚ࡍࡿࢩࢫࢸ࣒ࡀ᪥ᮏ࡛ࡣ࡛ࡁ࡚࠸࡞࠸ ࡜ࠖ࠸࠺ࡇ࡜ࡸࠕᩥ⌮⼥ྜࡢ᭷ຠᛶࠖ
ࢆࠊ࠸࠿࡟ၥ㢟ᥦ㉳ࡋࠊゎỴࡋ࡚࠸ࡃࡢࡀ᭷ຠ࡞ࡢ࠿ࢆㄽ㆟ࠋᩥ⌮ࡢ㐃㛵ࡢㅖၥ㢟࡜
ㄢ㢟ࢆࠊ࡝࠺ぢࡏ࡚࠸ࡃ࠿ࢆ㆟ㄽࠋ
࣭'⌜࡜ࡋ࡚ࡣࠊ௚ࡢ⌜ࡢࡼ࠺࡞ࢥࣥࢭࣉࢺࢆ☜ᐃࡋ࡞࠸୰࠿ࡽ⥲ྜⓗ࡞❧ሙ࡛ࠊ⛉Ꮫ⾜
ᨻ࡟㛵ࡋ࡚ၥ㢟ᣦ᦬࣭ᥦゝࡀฟࡋ࡚࠸ࡃࡇ࡜ࢆỴᐃࠋ
 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 
㸯㸧ྛ⌜࡟࠾࠸࡚ಶู◊✲ࢆ㛤ጞࡋࡓࡇ࡜ࠊྛ⌜ࡀྛ୍ᅇࠊ௻⏬఍㆟ࢆ⾜ࡗࡓࡇ࡜ࠋ
㸰㸧௒ᖺᗘࡢ⥲ᣓ࡜ࡋ࡚ࠊ᭶࡟ࠊ$⌜㸦࢚ࢿࣝࢠ࣮⌜㸧ࢆ୺య࡜ࡍࡿᏛ⼥ྜࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘
ࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢆ⪃࠼ࡿ 㸦ࠖ ᖺ  ᭶  ᪥㸧ࢆ㛤ࡁࠊ࣓ࣥࣂ࣮௨እ࡟ࡶࠊከᵝ࡞ศ
㔝࠿ࡽࡢㅮ₇⪅ࡸࢹ࢕ࢫ࢝ࢵࢧࣥࢺࢆᣍ࠸࡚ࠊウ㆟ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࡇ࡜ࠋ඲య࡜ࡋ࡚ࡣࠊ
ࠕᩥ⌮ࠖㅖ⛉Ꮫࡀ┦஫࡟኱ࡁࡃᙳ㡪ࡋ࠶ࡗ࡚ᒎ㛤ࡋ࡚ࡁࡓᵝ┦ࢆㄽ㆟ࡋ࠶࠸ࠊಶࠎேࡢ
㛵ᚰ࠿ࡽ⤫ྜࡉࢀࡿၥ㢟Ⅼࢆࡉࡄࡾࠊ௒ᚋࡢᒎᮃࢆලయⓗ࡟᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡼ࠺࡜ヨࡳࠊ⥲
◊኱ࡢෆእ࡟ࡴࡅ࡚ᮏ◊✲ࡢព⩏࡜┠ⓗࢆ㛤♧ࡋࡓࠋ⥲◊኱ࡢᏛ⏕ࡸᩍᤵ㝕ࠊࡲࡓ୍⯡
࡟ࡴࡅ࡚ࠊᮏ◊✲࡜άືࡢၥ㢟ᥦ㉳ࡢ➨୍Ṍࢆ♧ࡋᚓࡓ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ
㸱㸧ࡲࡓࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢෆᐜࡣࢸ࣮ࣉ㉳ࡇࡋࢆ⾜ࡗ࡚ࠊḟᖺᗘ௨㝆ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡸࡑ
ࡢ௚࡜ྜࢃࡏ࡚ࠊ᭱⤊ⓗ࡟ห⾜≀ࡶࡋࡃࡣᩥ⊩㈨ᩱ࡜ࡍࡿࡇ࡜ࢆ᳨ウࡋ࡚࠸ࡿࠋ
 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
࡜ࡃ࡟࡞ࡋ
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㧕3 ᑼ᭽㧔
ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
᦭ߩวⲢℂᢥ̆⸛ᬌߩᔨ᭎␆ၮߣᚑ✬ߩቇ⑼⻉ࠆߌ߅ߦᧄᣣ ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
ࠆߋߐࠍᕈല
ޠΤⓥ⎇ห౒⊛⇛ᚢޟ㧕B㧔 ᬺ੐េᡰⓥ⎇ห౒⊛⇛ᚢ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ
⟤⽵ᧁ㋈ ฬ᳁⠪⴫ઍ⺧↳
๔ႎᴫ⁁ⓥ⎇ ٤
ߢߕߪࠆ౉ߦ༡ㆇ࠻࠶࠾࡙ࠆࠃߦળ⑼ಽߩߟ㧠ޔ߈ߠߣ߽ߦ↹⸘ߚߡ┙ߦᐲᐕ 1102
๔ႎᨐᚑޔߒ௅㐿ࠍࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪ࿁㧞╙ߦᣣ03㨪ᣣ92 ᦬9 ߇⃰࡯ࠡ࡞ࡀࠛޔ߇ߚߞ޽
೎ߪᴫ⁁㓸෼ߩⓂේ߮ࠃ߅ᰴ⋡ᦠ๔ႎᨐᚑޔ㧝ᢱ⾗ᷝ೎ߪࡓ࡜ࠣࡠࡊ
ࠅ౉ߦࠅߊߠᦠ
ࠆߌߟ߉ߎߦ௅㐿ߩࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪ࿁㧝╙ߦᧃᐲᐕ߇⃰ႎᖱޔ޿ߚࠇߐᾖෳࠍ㧞ᢱ⾗ᷝ
ߩࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪߩ⃰ႎᖱޕ޿ߚࠇߐᾖෳࠍ㧝ᢱ⾗ᷝ೎ߪࡓ࡜ࠣࡠࡊ
ߚߞߛߣߞ߿߇ߩ
ޔࠇߐࠈ㒠߇↹⸘ߊઃ߇▚੍ဳᄢߦᚲⓥ⎇ዻᚲߩ࡯࠳࡯࡝࡮ࡓ࡯࠴ޔߪߩߚࠇㆃ߇௅㐿
ࠃߦߣߎߚߒቯ⸳ߡ߼ᡷߡߞࠊઍ߇࡯࠳࡯࡝࡮࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔ߼ߚߚࠇࠊㅊߦ⸛ᬌߩߘ
ޕࠆ
ޕࠆ޽ߢᘒታ߇᫈᡼േᵴޔࠅ޽߽᳇∛ߩ࡯࠳࡯࡝࡮ࡓ࡯࠴ߪ⃰᡽ⴕቇ⑼ޔṛ஗ߪ⃰๮↢
ߌಽߦ㊁ಽ㧠ޔߣᕈะᣇߩㅴផߩⓥ⎇ߥ⊛ว✚ߚߒᷰ⷗ࠍ૕ో໧ቇޔߪᘒ੐ߚߒ߁ߎ
ߜ߹ߜ߹߇ࠫ࡯ࡔࠗߩޠวⲢቇޟߢ㑆࡯࠳࡯࡝࡮ࡓ࡯࠴ޔߕࠇߐ᦭౒߇ߣ๧ᗧߩߣߎߚ
ࠆߔኻߦㅴផ⊛ว✚ߚߞ┙ߦ࡞ࠚࡧ࡟࡮࠲ࡔ߇࡯࠳࡯࡝࡮࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔࠅ޽ߢ߹߹ߩ
ߣ߽ߩ㗴⺖৻หޔߒߛߚޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ࿃ේߩᄢᦨ߇ߩߚߒᢌᄬߦࠅߊߠࠬࠨࡦ࠮ࡦࠦ
๒㔺߇⁁⃻ߩᣣ੹޿ߥ޿ߡࠇߐᚑ㉯߇ფ࿯߁޿ߣࠆߔ⺰⼏߇⠪ⓥ⎇ߩ㊁ಽߩ㕙ᣇᄙߦ
ޕ߁ࠈߛߟߚࠅߥ߽ᣇ⷗߁޿ߣߌߛߚߒ
ࠗ࠲⴫⊒ޔࠅ߅ߤߖࠊ޽ߜ߁ߩ೨੐ޔߢࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪ࿁㧝╙ߩ⃰࡯ࠡ࡞ࡀࠛߩᐲᐕᤓ
ᕈⷐ㊀ߩ㗴⺖ࠆߔ㕙⋥ޔ࿷⃻߇ੱ୘⠪ⓥ⎇ޔࠄ߇ߥߍឝࠍޠ࡯ࠡ࡞ࡀࠛޟߦߜ߁ߩ࡞࠻
࡞ࡀࠛߪߢᦠ๔ႎᨐᚑߦ߇ߔߐޔ߽⠪ⓥ⎇ߩߘޔ߇ߚߞ޽߇๔ႎߚߒᆎ⚳ߦ࡞࡯ࡇࠕߩ
⼏ળ㓙࿖ޔ߇޿ߥࠇߒ߽߆ߩߚߞߛ⿷ਇ஻Ḱߛߚޔࠅ߅ߡߒⓂነࠍᢥ⺰ߚߒ⋡⌕ߦ࡯ࠡ
ޕࠆ޽ߢ߆ߒߚߪߩ޿ߥ޿ߡࠇࠄ቞߇ߣߎ߈ߴࠆ߃߹߈ࠊ߽ߢ⼏ળߩ㑆㊁ಽ⇣ޔ᭽หߣ
ߎࠆߍࠈ߽߭ߢߒዋࠍ൓ᆫ߁߆ะߦⓥ⎇ว✚ߡ߼ߚࠄ޽ޔࠄߥࠆߺ㐓ߦ⁁⃻ߥ߁ࠃߩߎ
ޕߚߒ㆐ߦ⺰⚿߁޿ߣᔃ⢄߇ߣ
߹ࠍ᡽ⴕቇ⑼ߣ⃰๮↢ߪࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪ⚳ᦨߩᐲᐕ ޔߪߢߖࠊวߜᛂߩᣣ  ᦬ 
ޕߚߞ߆߆ߦ஻Ḱߡߌะߦᣉታߩ߫ඨ᦬ޔߒ⹺⏕ࠍߣߎ߁ⴕࠍ᜝✚ߩ૕ ోޔ޿ⴕߡ߼ߣ
ߥߚᣂ߇࿾⷗ߥ⊛ว✚ޔߦ᭽หߣ๔ႎ᜝✚߽ᦠ๔ႎᨐᚑߩ⃰ႎᖱޔ⃰࡯ࠡ࡞ࡀࠛޔߚ߹
ޕ߁ࠈ޽ߢᔃ⢄߇ߣߎࠆߍ਄઀ߦߩ߽ࠆߔ࡞࡯ࡇࠕߦᄖౝࠍߣߎߔ಴ߺ↢ࠍᨐᚑ
ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ ٤
ࡓ࠙ࠫࡐࡦࠪ࿁㧞╙⃰࡯ࠡ࡞ࡀࠛ Ԙ
㧕ᣣ㧔ᣣ03㨪㧕࿯㧔ᣣ92 ᦬9
るぐさを性効有の合融理分― 討検の念概礎基と成変の学科諸るけおに本日　）3（Ⅱ略戦／P 略戦
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ
ࡊࡠࠣ࡜ࡓߪ೎ᷝ⾗ᢱ㧝ࠍෳᾖߐࠇߚ޿ޕ
ԙ ᖱႎ⃰╙㧝࿁ࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ
3᦬ 30ᣣ㧔࿯㧕
ࡊࡠࠣ࡜ࡓߪ೎ᷝ⾗ᢱ㧝ࠍෳᾖߐࠇߚ޿ޕ
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕
Ԙ ㋈ᧁ⽵⟤ޟᣣᧄߩᏢ࿖ᄢቇ೙ᐲ̆᭎ᔨ✬೙ผ⎇ⓥߩ┙႐߆ࠄޠ࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࠮
ࡦ࠲࡯࿖㓙ࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓ 42(2012)ႎ๔ᦠ, ㈬੗ື຦࡮᧻↰೑ᒾ✬ޡᏢ࿖ߣ㜞╬ቇᩞ
̆᧲ࠕࠫࠕߩᢥ⣂߆ࠄޢ࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࠮ࡦ࠲࡯, 2013/3, pp. 39-51(೎ᷝ⺰ᢥ㧝)
㽳 ㋈ᧁ⽵⟤ޟࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߩᢥൻผ߳̆᭎ᔨᄌኈࠍ߼ߋࠆⷡᦠޠบḧਛᄩ⎇ⓥ㒮࿖㓙ࠪ
ࡦࡐࠫ࠙ࡓၮ⺞ႎ๔, 2013/㧟/18, ญ㗡⊒⴫߅ࠃ߮ࡈ࡞ࡍࠗࡄ࡯ࠍឭ಴ޔਛ࿖⺆⸶߇
2013ᐕߦਛᄩ⎇ⓥ㒮ߩ࿖㓙ࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓၮ⺞ႎ๔ᦠߦឝタ੍ቯޕ(ࠛࡀ࡞ࠡ࡯⃰ႎ
๔ᦠߦᣣᧄ⺆ߢឝタ੍ቯߩ߽ߩߣห৻)( ೎ᷝ⺰ᢥ䋲)
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ
೎ᷝ⾗ᢱ㧝
٨৻⥸ߦ౏㐿ߒߚࠪࡦࡐࠫ࠙ࡓߥߤ
¾ 9/29㨪30 A㧔ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㧕⃰╙৻࿁ળ⼏㧔ࡔ࡞ࡄ࡞ࠢ੩ㇺ㧕
̪ࠛࡀ࡞ࠡ࡯⃰ߣߒߡߪ 2011ᐕᐲ߆ࠄㅢ▚ 2࿁⋡
ޣࡊࡠࠣ࡜ࡓޤ
9᦬ 29ᣣ㧔࿯㧕
13:00㨪13:15 ࠴࡯ࡓ࡝࡯࠳࡯᜿ᜦ
13:20㨪14:50 ⻠Ṷޟ㘑ߩᱧผ…ੱ㘃ߣߩ౒ሽࠍ⠨߃ࠆޠ
ᑝ↰ാ㧔੩ㇺᄢቇฬ⹷ᢎ᝼࡮రᣣᧄ᳇⽎ቇળℂ੐㐳㧕
15:10㨪16:40 ⻠ṶޟḡᎹ⑲᮸ࠄ‛ℂቇ⠪ߣේሶജޠ
ዊᴧㅢੑ㧔ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇฬ⹷ᢎ᝼࡮రᣣᧄ‛ℂቇળળ㐳㧕
16:45㨪17:00 ⾰⇼ᔕ╵࡮⠉ᣣߩᛂߜวࠊߖ
9᦬ 30ᣣ㧔ᣣ㧕
10:30㨪12:00 ⻠Ṷޟ⑔ፉ⋵ߦ߅ߌࠆࠛࡀ࡞ࠡ࡯㐿⊒ߩ⋓⴮ผޠ
⨹Ꮉ⚔㧔㕒ጟᄢቇฬ⹷ᢎ᝼㧕
13:00㨪14:30 ⻠Ṷޟഭ௛ߣࠛࡀ࡞ࠡ࡯ޠ
ዊᧁ๺ቁ㧔౏⋉⽷࿅ᴺੱഭ௛⑼ቇ⎇ⓥᚲਥ▤⎇ⓥຬ㧕
15:00㨪16:30 ✚᜝ળ⼏
ෳട⠪ 㧝㧤ฬ
⊒⴫⠪㧦㧠ฬ
ቇⲢวࡔࡦࡃ࡯߆ࠄߩෳട⠪㧦㧢ฬ
✚⎇ᄢ㑐ଥ⠪㧦㧠ฬ
✚⎇ᄢ㒮↢㧦㧜ฬ
ቇᄖ㧦㧠ฬ
¾ 3/30 ᖱႎࠍ⠨߃ࠆ㧔᧲੩࡮ຠᎹ㧕
ޣࡊࡠࠣ࡜ࡓޤ
࠮࠶࡚ࠪࡦ 1. 9:30 ޯ 12:00
ቇ໧ߣߒߡߩᖱႎ⑼ቇޔ␠ળߦ߅ߌࠆᖱႎ
มળ㧦᫪ᵗਭ 㧔࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࠮ࡦ࠲࡯࡮ಎᢎ᝼㧕
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ
9:30㨪10:00 ޟࡀ࠶࠻ᤨઍߩࠦࡍ࡞࠾ࠢࠬޠ
ศ⷗ବ຦㧔᧲੩ᄢቇᄢቇ㒮ᖱႎቇⅣ࡮ᢎ᝼㧕
10:10㨪10:40 ޟࡊ࡟ࠬ࡮ࡔ࠺ࠖࠕߣᖱႎޠ㊄ሶോ㧔ᄢ㒋ᐭ┙ᄢቇ࡮ฬ⹷ᢎ᝼㧕
10:50㨪12:00 ࠺ࠖࠬࠞ࠶࡚ࠪࡦ
࠮࠶࡚ࠪࡦ 2. 13:30 ޯ 15:50
ᖱႎ⑼ቇߩ⃻႐߆ࠄ
มળ㧦㋈ᧁ⽵⟤㧔࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࠮ࡦ࠲࡯࡮ᢎ᝼㧕
13:30㨪14:00 ޟቇⴚᖱႎߩଔ୯ ̆ Ꮒᄢࡀ࠶࠻ࡢ࡯ࠢߩᖱႎޠ
੹੗ᶈ㧔᧲੩ᄢቇᄢቇ㒮ᖱႎℂᎿቇ♽⎇ⓥ⑼ࠦࡦࡇࡘ࡯࠲⑼ቇኾ᡹࡮ᢎ
᝼㧕
14:10㨪14:40 ޟㅪᗐߩᖱႎቇޠ㜞㊁᣿ᒾ㧔࿖┙ᖱႎቇ⎇ⓥᚲ࡮ᢎ᝼㧕
14:50㨪15:20 ޟ࿾࿑ߣᖱႎޔߘߩᱧผߣᛛⴚޠ᫪ᵗਭ
15:30㨪15:50 ࠺ࠖࠬࠞ࠶࡚ࠪࡦ
࠮࠶࡚ࠪࡦ 3. 16:00 㨪18:00
ࡄࡀ࡞࠺ࠖࠬࠞ࠶࡚ࠪࡦޟቇⲢวߦ߅ߌࠆᖱႎߩᓎഀޠ
ࡄࡀ࡜࡯㧦
੹੗ᶈޔ㜞㊁᣿ᒾޔ㊄ሶോޔ᧛਄⋥ਯ 㧔␹ᚭࡆࠛࡦ࠽࡯࡟ 2013 ࠺ࠖ࡟ࠢ࠲࡯㧕ޔ
㋈ᧁ⽵⟤
มળ㧦᫪ᵗਭ
ෳട⠪ 㧟㧣ฬ
⊒⴫⠪㧦㧣ฬ
ቇⲢวࡔࡦࡃ࡯߆ࠄߩෳട⠪㧦㧡ฬ
✚⎇ᄢ㑐ଥ⠪㧦㧠ฬ
✚⎇ᄢ㒮↢㧦㧢ฬ
ቇᄖ࡮৻⥸⡬⻠㧦㧝㧡ฬ
٨ߘߩઁ⺞ᩏ࡮ࡒ࡯࠹ࠖࡦࠣߥߤ
¾ 3/14㨪26 ㊄ሶ ࠗࠡ࡝ࠬ⺞ᩏ
࡮ࠣ࡜ࠬࠧ࡯ᄢ࿑ᦠ㙚ޔࡑࡦ࠴ࠚࠬ࠲࡯ᄢ࿑ᦠ㙚ߥߤ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㑐ଥ
¾ 㨪 ഏ ਛ࿖⺞ᩏ
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ
࡮ㆯካᄢቇ࿑ᦠ㙚ޔㆯካ⋭࿑ᦠ㙚ޔㆯካᄢቇᣣᧄ⎇ⓥᚲߩ₺㋕ァ೽ᚲ㐳ߣᛂวߖ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㑐ଥ
¾ 2/15 ㋈ᧁ ᧲੩⺞ᩏ
࡮࡜ࠬࠠࡦᢥᐶ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯㑐ଥ
¾ 㨪 ⍹Ꮉ ንጊ⺞ᩏ
࡮ንጊᄢቇޔዊ’࠳ࡓߥߤ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߣᢥቇ
¾ 㨪 ⍹Ꮉ ᧲੩⺞ᩏ
࡮ᅏᄙ៺ ዊᴡౝ⾂᳓ᳰߥߤ
࡮ࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߣᢥቇ
¾  ࡔࡦࡃ࡯ᛂวߖ㧔᧲੩㧕
࡮㋈ᧁޔ㊄᫪ޔ☨ᧄޔ㐳㐷
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ
೎ᷝ⾗ᢱ㧞
ࠛࡀ࡞ࠡ࡯⃰ ේⓂឭ಴⁁ᴫ㧔 ᦬  ᣣ⃻࿷㧕
ᳰౝੌޟࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߩ⿠Ḯޠ
᧻੗ቁౖޟᧂ⌕ޠ
㊄ሶോޟᧂ⌕ޠ
ᯅᧄᲞᒾޟ⑼ቇผ࡮ᛛⴚผߦ߅ߌࠆࠛࡀ࡞ࠡ࡯᭎ᔨޠ
⿒ᧁᤘᄦޟ਎♿ߩߚ߼ߩᢎ㙃̆̆ቇⴚߩㅪⅣޠ
㋈ᧁ⽵⟤ޟࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߩᢥൻผ߳̆᭎ᔨᄌኈࠍ߼ߋࠆⷡᦠޠ
☨ᧄ᣽ᐔޟ਎♿ᧃߩ‛ℂ⑼ቇ⊛਎⇇ⷰߣ↢๮⺰̆8KVCNKUO ߣߪ૗ߢ޽ߞߚ߆ޠ
ᢪ⮮ᚑ਽ޟᔃり৻ర⺰⠪߆ࠄߺߚࠛࡀ࡞ࠡ࡯ޠ
ᱜᧁᤩޟᧂ⌕ޠ
⨹Ꮉ⚔ޟ⑔ፉ⋵ߦ߅ߌࠆࠛࡀ࡞ࠡ࡯㐿⊒ߩᷡᵺᯏޠ
ዊᧁ๺ቁޟഭ௛ߣࠛࡀ࡞ࠡ࡯ޠ
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㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᪥ᮏ࡟࠾ࡅࡿㅖ⛉Ꮫࡢ⦅ไ࡜ᇶ♏ᴫᛕࡢ᳨ウ―ᩥ⌮⤫ྜࡢ᭷
ຠᛶࢆࡉࡄࡿ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ 㸦B㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲ ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 2011㹼12 ᖺᗘ;㕥ᮌ㈆⨾ 2013 ᖺᗘ; ✄㈡⦾⨾ 
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
 ඲యࢆࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ ࠖࠕ⏕࿨ ࠖࠕ᝟ሗ ࠖࠕ⛉Ꮫᨻ⟇ࠖࡢᅄࡘࡢ࣮࣮࢟࣡ࢻ࡟ษࡾศࡅࠊྛ⌜
ࡢ࣮ࣜࢲ࣮࡟άືࢆࡺࡔࡡࡘࡘࠊ඲యࡢ㐍⾜ࡢㄪᩚࢆࡣ࠿ࡿ᪉ᘧࢆ࡜ࡗࡓ࣭ࠋࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ࠖ
⌜࡟࠾࠸࡚ࡣࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢆ⪃࠼ࡿ (ࠖ࢜ࣝ࢞ࢼ࢖ࢨ࣮࣭㔠Ꮚົ)ࢆ 2012/3/10
㹼11(ᮾி)࣭ 2012/9/29㹼30(ி㒔)ࡢ஧ᅇࢆ㛤ദࡋࡓ࣭ࠋࠕ᝟ሗࠖ⌜࡟࠾࠸࡚ࡣࠊࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘
ࠕ᝟ሗࢆ⪃࠼ࡿࠖ(࢜ࣝ࢞ࢼ࢖ࢨ࣮࣭᳃ὒஂ)ࢆ 2013/3/30 (ရᕝ)࡟㛤ദࡋࡓࠋࠕ⏕࿨ࠖ⌜࡟
࠾࠸࡚ࡣࠊụᮧῄ㐨࣮ࣜࢲ࣮ࡼࡾࠕ㑇ఏ◊ OB ࡬ࡢ࣮࣭࢜ࣛࣝࣄࢫࢺ࣮ࣜࡢ⪺ࡁ᭩ࡁࠖࡢ
ᥦ᱌ࡀ࡞ࡉࢀࡓࡀࠊ◊✲ࢸ࣮࣐࡟௜㝶ࡍࡿㄢ㢟࡛ࡣ࠶ࡿࡶࡢࡢ௒ᅇࡣぢ㏦ࡿࡇ࡜࡟ࡋࡓࠋ
࣭ࠕ⛉Ꮫᨻ⟇⌜࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ⌜㛗ࡢయㄪࡀࡍࡄࢀࡎࠊ࠿ࡘ⚟ᓥ➨୍ཎⓎ஦ᨾ࡟ࡼࡾࠊཎⓎ㛵
㐃ࡢㄽ㆟ࡀ┒ࢇ࡟࡞ࡿ࡞࠿࡛ࠊࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ࠖ⌜ࡢ㆟ㄽ࡟྾཰ࡍࡿ࠿ࡓࡕ࡛㐍⾜ࡋࡓࠋ࡜ࡃ
࡟◊✲⪅ࡢၥ㢟࡜ࡋ࡚ࡣࠊࠕ≀⌮ࠖ࡜ࠕ໬Ꮫࠖࡢ㐃ᦠ࡟␲ၥࡀฟࡉࢀࡿ࡞࡝ࠊࠕᏛ⼥ྜࠖ௨
๓ࡢㄢ㢟ࡶᾋୖࡋࡓ࣭ࠋ ᭱ᚋ࡟ࠕ⥲ᣓࠖࢩ࣏ࣥࢆ 2013/10/13(ᮾி)࡛⾜ࡗࡓࠋ 
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼
࣭඲యࢆ㏻ࡋ࡚ࠋࠕᩥ⌮⼥ྜࠖ࡜࠸࠺ㄢ㢟ࢆࠊྛศ㔝ࡢᇶ♏ᴫᛕࡢ᳨ウࢆ㏻ࡋ࡚ࠊࡑࡢ᭷ຠ
ᛶࢆၥ࠺࡜࠸࠺᪉ἲ⮬య࡟ᑐࡋ࡚ࠊ⌮ゎࡀᒆ࠿࡞࠸⌧≧࡟࠶ࡿࠋேᩥㅖ⛉Ꮫࢆࡲࡓ࠸࡛ᇶ
♏ᴫᛕࢆၥ࠸┤ࡍసᴗࡣᅜ㝿ⓗ࡟᭷ຠᛶࡀㄆࡵࡽࢀࠊྛศ㔝࡟᰿ᮏ࠿ࡽࡢၥ࠸┤ࡋࡀ㐍⾜
ࡋ࡚࠸ࡿࡀࠊࡑࡢ᪉ᘧࢆ௒᪥ࠊࠕᩥ⌮ࠖ㛫࡟ᣢࡕ㎸ࢇ࡛ࡶࠊ⮬↛⛉Ꮫྐ⮬య࡟ᙉ࠸㛵ᚰࢆࡶ
ࡘ◊✲⪅࡟ࡋ࠿㏻⏝ࡋ࡞࠸ࠋࡑࡢ⌧≧ࡀࠊ⥲◊኱ࡢᑂ㆟ࡸሗ࿌఍ࡢᖍ࡛ࡶࠊྛ⌜ࡢ⦅ᡂ࡜
㐠⏝࡟㝿ࡋ࡚ࡶࠊࡲࡓ⥲ᣓࢩ࣏ࣥࡢウㄽࡢሙ࡛ࡶ♧ࡉࢀࡓࠋࡇࢀࡲ࡛ࠕᩥ⌮⼥ྜࠖ࡜࠸࠺
ㄢ㢟ࡀᅜ㝿ⓗ࡟ࠕᩥ⌮ࠖ㛫ࡢ┦஫⌮ゎࡢ୙㊊ࢆඞ᭹ࡍࡿࡓࡵࡢࡼ࠺࡟ㄽࡌࡽࢀ࡚ࡁࡓ㐣ཤ
ࡢ⥲ᣓࢆ㋃ࡲ࠼࡚ࠊྛศ㔝ࡢࢹ࢕ࢩࣉࣜࣥࢆ┦ᑐ໬ࡍࡿ᪉ἲࡢᥦ㉳࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ඘ศ࢔ࣆ
࣮࡛ࣝࡁ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡶࠊࡑࡢཎᅉࡢࡦ࡜ࡘ࡜཯┬ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡓࡔࡋࠊ࢚ࢿࣝࢠ࣮⌜࡟㛵
ࡋ࡚࠸࠼ࡤࠊ⚟ᓥ➨୍ཎⓎ஦ᨾ࡟ぢ⯙ࢃࢀࡓ⌧ᐇࡀ⫼ᚋ࡟࠶ࡾࠊ୍ᐃࡢᡂᯝࢆ࠶ࡆࡽࢀࡓ
࡜ุ᩿ࡍࡿࡋࠊࡲࡓࠕ࢚ࢿࣝࢠ࣮ ࠖࠕ⏕࿨ ࠖࠕ᝟ሗࠖ࡟ࡲࡓࡀࡿၥ㢟࡜ࡋ࡚ࠊᵓᡂဨࡢ୍㒊
࡟㗦࠸཯ᛂࡀฟࡓࡇ࡜ࡣᡂᯝ࡜ࡋ࡚ㄆࡵ࡚ࡼ࠸࡜ุ᩿ࡍࡿࠋࡑࡢෆᐜ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊḟࡢྛ
ሗ࿌᭩ࢆཧ↷ࡉࢀࡓ࠸ࠋ
 ࡇࡢ࠺ࡕ࢚ࠗࢿࣝࢠ࣮ࢆ⪃࠼ࡿ࠘ࡣ㡑ᅜㄒ࡟⩻ヂࡉࢀࠊ㡑ᅜ࡛ၟᴗฟ∧ࡀணᐃࡉࢀ࡚࠸
ࡿ(2014/㸳)ࠋ㸳᭶ᮎ࡟῭ᕞ኱Ꮫ࡛ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㛤ദࡀỴᐃࡋ࡚࠸ࡿࠋ࣮ࣚࣟࢵࣃ࡛ࡣ
2014 ᖺ㸶᭶ᮎࡢ EAJSࠊ୰ᅜ࡛ࡣ㸷᭶ୗ᪪ࠊ໭ிᖌ⠊኱࡛ࡢᴫᛕྐ◊✲ࡢᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࢘
࣒࡛ࠊᡂᯝࢆᢨ㟢ࡋࠊᅜ㝿ඹྠ◊✲ࡢሙ࡛ࡢ⥅⥆ᣑ኱ࢆࡣ࠿ࡗ࡚ࡺࡃᡤᏑ࡛࠶ࡿࠋ
戦略 P／戦略Ⅱ（3）　日本における諸科学の変成と基礎概念の検討 ―分理融合の有効性をさぐる
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㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
࣭ᡂᯝሗ࿌᭩࡜ࡋ࡚ࠊḟࡢ୕෉ࡲ࡜ࡵࠊᅜෆㅖศ㔝ࡢ◊✲ᶵ㛵⣙ 59ࠊᾏእࡢ᪥ᮏ◊✲ᣐⅬ
⣙ 50 ࡟㏦௜ࡋࡓࠋ 
ձ㔠Ꮚົ࣭㕥ᮌ㈆⨾ඹ⦅࢚ࠗࢿࣝࢠ࣮ࢆ⪃࠼ࡿ̿Ꮫࡢ⼥ྜ࡜ᣑᩓ ࠘ࠊB5 ∧ 298 㡫ࠋ
ղ᳃ὒஂࠗ᝟ሗ࡜ࡣఱ࠿࠘A5 ∧ 255 㡫
ճࠗ⥲ᣓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ሗ࿌᭩࠘A5 ∧ 123 㡫
㕥ᮌ㈆⨾ࠊ㔠Ꮚຮࠊ⡿ᮏᫀᖹࠊ᳃ὒஂ
ࡑࢀࡒࢀࡢ┠ḟࢆูῧࡍࡿࠋ(㸱෉࡜ࡶᏛ⼥ྜࢭࣥࢱ࣮࡟ 2013 ᖺᗘෆ࡟㏦௜῭ࡳ) 
戦略 P／戦略Ⅱ（3）　日本における諸科学の変成と基礎概念の検討 ―分理融合の有効性をさぐる
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮ᡓ␎ⓗ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⌧⏕ே㢮ࡢᣑᩓ࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊ࡜ᩥ໬ࡢከᵝᛶ๰ฟ࡟
㛵ࡍࡿ⥲ྜⓗ◊✲
ᛂເ஦ᴗ༊ศ Ꮫ⼥ྜ᥎㐍䝉䞁䝍䞊䞉ᡓ␎ⓗ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᩪ⸨ᡂஓ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
඲య఍㆟ࢆ  ᖺ  ᭶  ᪥࡟ⴥᒣࡢ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᮏ㒊࡟࡚㛤ദࡋࠊ௒ᚋࡢ◊✲ィ
⏬ࢆ㆟ㄽࡋࠊỴᐃࡋࡓ㸦ཧຍ⪅㸸ྡ㸧ࠋࡇࡢ◊✲ィ⏬࡟ἢࡗ࡚ࠊ㑇ఏᏊ⌜࡜ᩥ໬⌜ࡀ࡯ࡰ
⊂❧࡟◊✲ࢆࢫࢱ࣮ࢺࡉࡏࡓࠋࡇࢀࡽ㸰⌜ࡣࠊᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࡜ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋࡟࠾
࠸࡚ࡑࢀࡒࢀ⌜఍㆟ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ㑇ఏᏊ⌜ࡣࠊᖺ ᭶  ᪥ࠥ ᪥࡟⌜఍㆟ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ
ᣍ⪸ㅮ₇⪅㸱ྡࠊ㑇ఏ◊ࡢ◊✲⪅㸶ྡࠊᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࣓ࣥࣂ࣮㸶ྡࡢࠊྜィ  ྡࡀཧຍ
ࡋࡓࠋᩥ໬⌜ࡣ  ᖺ  ᭶  ᪥࡟㛤ദࡉࢀࡓᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢே㢮ࡢ⛣ື࡟㛵ࡍࡿඹྠ
◊✲఍㸦༳ᮾ㐨Ꮚᩍᤵ௦⾲㸧࡟ᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࣓ࣥࣂ࣮㸶ྡࡀཧຍࡋࡓࠋ
㑇ఏᏊ⌜ࡣࠊ᪤Ⓨ⾲ࡢ኱つᶍ 613 ࢹ࣮ࢱࡢࢲ࣮࢘ࣥࣟࢻ࡜ࡑࡢゎᯒࠊࣄࢺࢤࣀ࣒୰࡛⮬
↛Ὲửࢆཷࡅ࡚࠸ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀ࡚࠸ࡿ㑇ఏᏊࡢ᳨⣴ࠊ࠾ࡼࡧྂ௦ '1$ ◊✲ࡢ‽ഛ㸦㦵࡞࡝
ࡢ㈨ᩱᡤᅾᆅࡢㄪᰝ㸧࡞࡝ࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ᩥ໬⌜ࡣࠊே㢮ࡢᣑᩓࢆࡼࡃ࠶ࡽࢃࡍࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿᩥ໬せ⣲㸦▼ჾࠊᅵჾࠊ㔠ᒓჾࠊゝ
ㄒࠊᐙ␆ࠊ㎰స≀ࠊ㎰ᴗᢏ⾡ࠊ⊁⊟ᢏ⾡࡞࡝㸧ࡢࣜࢫࢺࢆసᡂࡍࡿணᐃࡔࡗࡓࡀࠊ୰ᚰ࡜
࡞ࡿ༳ᮾᩍᤵࡀẸ༤ࡢ࢜ࢭ࢔ࢽ࢔ᒎ♧ࣜࢽ࣮ࣗ࢔࡛ࣝ⦾ᛁࢆࡁࢃࡵࡓࡓࡵࠊάືࡣ᮶ᖺᗘ
࡟ᣢࡕ㉺ࡋ࡜ᡂࡗࡓࠋ
⥲ᣓ⌜ࡣᅜ❧᝟ሗᏛ◊✲ᡤࡢ୸ᒣ㞝୕༤ኈ࡟࠾㢪࠸ࡋ࡚ࠊᮏ◊✲ࡢ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ
KWWSLGHQVKLVHFRQGEUDLQFRMS㸹࣮ࣘࢨ࣮,'࡜ࣃࢫ࣮࣡ࢻࡀせồࡉࢀࡿࢆ❧ࡕୖࡆ
ࡿ‽ഛࢆ㐍ࡵࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊ㑇ఏᏊ⌜࡜ᩥ໬⌜࡜ࡢ㐃ᦠࢆ࡝ࡢࡼ࠺࡟⾜࠺࠿ࢆ᳨ウࡋࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
◊✲ࡀ᫖ᖺ⛅࠿ࡽࡣࡌࡲࡗ࡚ࠊࡲࡔ༙ᖺࡋ࠿⤒㐣ࡋ࡚࠸࡞࠸ࡓࡵࠊ᫂☜࡞ᙧ࡛㐩ᡂ࡛ࡁ
ࡓ࡜ゝ࠼ࡿࡼ࠺࡞◊✲ᡂᯝࡣࡲࡔ࡞࠸ࠋࡓࡔࠊ㑇ఏᏊ⌜࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ௨ୗࡢ㸰ࢸ࣮࣐ࢆ௒
ᖺᗘ㸦2011 ᖺᗘ㸧࠿ࡽᮏ᱁ⓗ࡟ጞࡵࡿࡓࡵࡢ‽ഛࡀᩚࡗࡓ㸸
㸯㸧 ⌧௦ே㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP ࢹ࣮ࢱゎᯒ㸸㸦࢔㸧᪥ᮏิᓥࡢ㸱㞟ᅋ㸦ᮏᅵࠊἈ⦖ࠊ࢔
࢖ࢾ㸧࡟ࡘ࠸࡚⣙㸯㸮㸮୓ SNP㸦༢୍ሷᇶከᆺ㸧ࡢࢹ࣮ࢱࢆ⏕ᡂࡋࠊ௚ࡢே㢮㞟ᅋ࡜
ẚ㍑ゎᯒࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋゎᯒࡣ࡯ࡰ⤊஢ࡋࡓࡢ࡛ࠊ⌧ᅾㄽᩥࢆ‽ഛ୰࡛࠶ࡾࠊ2011 ᖺ
୰࡟ㄽᩥࢆⓎ⾲ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ㸦࢖㸧ᮾ༡࢔ࢪ࢔ࡢே㢮㞟ᅋ࡟ࡘ࠸࡚බ㛤ࢹ࣮ࢱࢆヲ
⣽࡟ゎᯒࡋࠊㄽᩥࡢᢞ✏ࢆ‽ഛࡍࡿ࡜࡜ࡶ࡟ࠊࣇ࢕ࣜࣆࣥࡢࢿࢢࣜࢺ㞟ᅋࡢ DNA ࢧࣥ
ࣉࣝ࡟ࡘ࠸࡚኱つᶍ SNP ࢹ࣮ࢱࢆ⏕ᡂࡋࠊࡍ࡛࡟ࢹ࣮ࢱࡀ⏕ᡂࡉࢀࠊᢞ✏ㄽᩥ㸦ᮏሗ
࿌ᮎᑿࢆཧ↷㸧࡟ࡶ౑ࢃࢀ࡚࠸ࡿ࣐࣮ࣞࢩ࢔ࡢࢿࢢࣜࢺ㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP ࢹ࣮ࢱ࡜ẚ
㍑ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ㸦࢘㸧ࡍ࡛࡟බ㛤ࡉࢀ࡚࠸ࡿᮾ༡࢔ࢪ࢔ࡢே㢮㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP
戦略 P／戦略Ⅱ（1）　現生人類の拡散による遺伝子と文化の多様性創出に関する総合的研究
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮ᡓ␎ⓗ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᡂᯝሗ࿌᭩
ࢹ࣮ࢱࢆヲ⣽࡟ゎᯒࡋࠊᑠ㞟ᅋࡀ㏆㞄ࡢ኱㞟ᅋ࡜ࡢΰ⾑ࢆ⧞ࡾ㏉ࡍࡇ࡜࡟ࡼࡗ࡚ࠊ㞟
ᅋෆࡢᵓ㐀ࡀࡁࢃࡵ࡚」㞧໬ࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓ㸦㏆᪥ᢞ✏ணᐃ㸧ࠋ
㸰㸧ྂ௦ DNA ࡢ◊✲㸸㸦࢔㸧
࡞࠾ࠊᮏ◊✲ࡀ୺ദࡋࡓ㸰ᅇࡢ఍㆟ࡢࣉࣟࢢ࣒ࣛࢆ௨ୗ࡟ῧ௜ࡍࡿࠋࡇࢀࡽࡢ఍㆟࡟ࡼ
ࡗ࡚ࠊࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡟ཧຍࡋ࡚࠸ࡿ⏕≀⣔࡜ᩥ⛉⣔ࡢศ㔝ࡢ◊✲⪅㛫ࡢ▱㆑ࡢඹ᭷ᗘࡀ῝
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⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㒆 ࿴⠊
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
㛗ᑑ࿨Ⲵ㟁⢏Ꮚ࡜㍍ඖ⣲ࡀ᮰⦡≧ែࢆࡘࡃࡿ᫬㛫Ⓨᒎࡢィ⟬ࢥ࣮ࢻࢆ᏶ᡂࡉࡏࡓࠋࡇࡢࢥ
࣮ࢻࡣ᫬㛫Ⓨᒎ࡟ᑐࡋ࡚㝜ゎἲࡢᡭἲࢆ⏝࠸࡚ゎࡃࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊ㠀ᖖ࡟ᙉຊ࡛࠶ࡿࠋ
ࡇࡢࢥ࣮ࢻࢆ⏝࠸࡚ࠊᖺᗘィ⏬ࢆ㐙⾜࡛ࡁࡿ࡜࠸࠺ᡭࡈࡓ࠼ࢆᚓࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ィ⏬㐙⾜ࡢ‽ഛ࡜࡞ࡿࠊⱥᩥᏛ⾡ㄽᩥࢆ࢔࣓ࣜ࢝ࡢᰝㄞ௜ࡁᏛ⾡㞧ㄅ࡟ᢞ✏ࡋࡓ㸦ᚋ࡟ヲ
⣽ࢆグ㍕㸧ࠋ
ࡲࡓࠊࡑ࠺ࡋࡓ‽ഛ≧ἣࢆࠊᚋ࡟㏙࡭ࡿᅜ㝿఍㆟ཱྀ࡛㢌Ⓨ⾲ࡋࡓࠋ
㻴㻻㻾㻵㻮㻭 㻵㻺㼀㻱㻾㻺㻭㼀㻵㻻㻺㻭㻸 㻯㻻㻺㻲㻱㻾㻱㻺㻯㻱㻘 㻯㻻㻿㻹㻻㻛㻯㼛㼟㻼㻭 㻞㻜㻝㻜㻘 㻿㼑㼜㼠㼑㼙㼎㼑㼞 㻞㻣 㻙 㻻㼏㼠㼛㼎㼑㼞 㻝 㻞
㻜㻝㻜
㻵㼏㼔㼕㼖㼛 㻴㼍㼘㼘 㼍㼚㼐 㻷㼛㼟㼔㼕㼎㼍 㻴㼍㼘㼘㻘 㼀㼔㼑 㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥 㼛㼒 㼀㼛㼗㼥㼛㻘 㻴㼛㼚㼓㼛㻘 㼀㼛㼗㼥㼛㻘 㻶㼍㼜㼍㼚
࡟࠾࠸࡚ࠊࠕ/RQJOLYHG FKDUJHG 686< SDUWLFOHV DQG FRVPRORJ\ཱྀ࡛ࠖ㢌Ⓨ⾲
ࡑࡢ௚ࠊி㒔኱Ꮫ࡜᪩✄⏣኱Ꮫ࡛ࡢࢭ࣑ࢼ࣮ㅮᖌ࡜ࡋ࡚ࠊ㏵୰⤒㐣ࢆⓎ⾲ࡍࡿᶵ఍࡟ᜨࡲ
ࢀࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
䇾㻯㼛㼟㼙㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘 㼏㼛㼚㼟㼠㼞㼍㼕㼚㼠㼟 㼛㼚 㼐㼍㼞㼗 㼙㼍㼠㼠㼑㼞 㼙㼛㼐㼑㼘㼟 㼣㼕㼠㼔 㼢㼑㼘㼛㼏㼕㼠㼥㻙㼐㼑㼜㼑㼚㼐㼑㼚㼠 㼍㼚㼚㼕㼔㼕㼘㼍㼠㼕㼛㼚 㼏㼞㼛㼟㼟 㼟㼑㼏㼠㼕㼛
㼚䇿
㻶㼡㼚㼖㼕 㻴㼕㼟㼍㼚㼛㻘 㻹㼍㼟㼍㼔㼕㼞㼛 㻷㼍㼣㼍㼟㼍㼗㼕㻘 㻷㼍㼦㼡㼚㼛㼞㼕 㻷㼛㼔㼞㼕㻘 㼀㼍㼗㼑㼛 㻹㼛㼞㼛㼕㻘 㻷㼍㼦㼡㼚㼛㼞㼕 㻺㼍㼗㼍㼥㼍㼙㼍㻘 㼀㼛㼥㼛㼗㼍㼦㼡
㻿㼑㼗㼕㼓㼡㼏㼔㼕㻘
㼍㼞㼄㼕㼢㻦㻝㻝㻜㻞㻚㻠㻢㻡㻤㼢㻝 㼇㼔㼑㼜㻙㼜㼔㼉㻘 㻾㼑㼜㼛㼞㼠㻏㻦 ICRR-Report-580-2010-13, IPMU 11-0015,
KEK-TH-1442, UT-11-05
ࢆ Physical Review Dㄅ࡟ᢞ✏୰ࠋࡲࡓࠊḟࡢࢧ࣮ࣂ࣮࠿ࡽ㜀ぴྍ⬟ࠋ
http://arxiv.org/abs/1102.4658
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    Ᏹᐂㄽࢆ౑ࡗࡓ㉸ᑐ⛠Ⲵ㟁⢏Ꮚࡢ᳨ド 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㒆 ࿴⠊ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 
2 ᖺࡢணᐃ࡛ᨭ᥼ࡉࢀࡓࢸ࣮࣐࡛ࠊ୍ᐃࡢᡂᯝࡀᚓࡽࢀࡓࡢ࡛ࠊࡇࡇ࡟ሗ࿌ࡋ 
ࡓ࠸ࠋᚋ㏙ࡢⓎ⾲ㄽᩥ 14 ⦅ࡢ୰࡛ࡶࠊ≉࡟ࡇࡢࢸ࣮࣐࡟㛵ಀࡀ῝࠸ࡢࡣㄽᩥ␒ 
ྕ 8 ␒࡛࠶ࡿࠋ⣲⢏Ꮚࡢᶆ‽⌮ㄽࢆ㉸࠼ࡿ⌮ㄽ࡛࠶ࡿ㉸ᑐ⛠ᛶ⌮ㄽ࡞࡝࡟࠾࠸ 
࡚ࠊ㛗ᑑ࿨ࡢ㟁Ⲵࢆࡶࡗࡓ᪂⢏Ꮚࡀணゝࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊࡑࢀࢆຍ㏿ჾᐇ㦂࡜ࡣ⊂ 
❧࡟Ᏹᐂ≀⌮Ꮫ࣭Ᏹᐂㄽࢆ౑ࡗ᳨࡚ドࡍࡿ◊✲ࢆ⥆ࡅ࡚ࡁࡓࠋලయⓗ࡟ࠊ㟁Ⲵ 
ࢆᣢࡗࡓ⢏ᏊࡀࠊᏱᐂึᮇࡢඖ⣲ྜᡂ㸦ࣅࢵࢢࣂࣥඖ⣲ྜᡂ㸧᫬ᮇ࡟๓ᚋࡋ࡚ 
㍍ඖ⣲࡜᮰⦡≧ែࢆࡘࡃࡿࡇ࡜ࡀࠊほ ⓗ࡟ᶆ‽⌮ㄽ࡜᪂⌮ㄽࢆ༊ูࡍࡿ࣮࢟ 
࣏࢖ࣥࢺ࡜࡞ࡿࠋࡑ࠺ࡋࡓ᮰⦡≧ែࡀࠊඖ⣲ࡢ཯ᛂ⋡ࢆኚ᭦ࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊ 
Ᏹᐂึᮇ࡟సࡽࢀࡿ㍍ඖ⣲㔞ࡀᶆ‽⌮ㄽࡢࡶࡢ࡜ࡣ኱ࡁࡃ␗࡞ࡿࡇ࡜ࢆணゝࡍ 
ࡿࠋ㍍ඖ⣲㔞ࡢほ ࡜ẚ㍑ࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊࡑ࠺ࡋࡓ᪂⌮ㄽࡢࣃ࣓࣮ࣛࢱ࣮ࢆ 
ཝࡋࡃไ㝈࡛ࡁࡿࠋㄽᩥ 8 ␒࡛♧ࡋࡓࡼ࠺࡟ࠊⲴ㟁⢏Ꮚ࡛࠶ࡿࢫ࣮࢝ࣛࢱ࢘ࣞ 
ࣉࢺࣥ࡜ࢲ࣮ࢡ࣐ࢱ࣮ೃ⿵࡛࠶ࡿࢽ࣮ࣗࢺ࣮ࣛࣜࣀ࡜ࡢ㉁㔞ᕪࡀ 1GeV ⛬ᗘ࡛࠶ 
ࡿ࡜ࡁࠊࡑ࠺ࡋࡓ᮰⦡≧ែࡢຠᯝ࡟ࡼࡾࣜࢳ࣒࢘ 7 ࡢ⏕ᡂ㔞ࡀᢚ࠼ࡽࢀࠊᶆ‽ 
⌮ㄽࡼࡾࠊほ ್ࢆࡼࡾⰋࡃㄝ᫂ࡍࡿࡇ࡜ࡀฟ᮶ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋ 
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢞ࣛࢫ㌿⛣⌧㇟࡟࠾ࡅࡿࣇࣛࢪࣜࢸ࢕ࡢ≀⌮ⓗ㉳※ࡢゎ᫂
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔠 㗰
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣ㔠ᒓࠊ㧗ศᏊࠊศᏊᛶᾮయ࡞࡝࡟ඹ㏻ࡋ࡚ぢࡽࢀࡿ࢞ࣛࢫ㌿⛣⌧㇟ࡢᬑ㐢ⓗኌ
㉁࡟ࡘ࠸࡚⌮ㄽⓗ◊✲ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ≉࡟࢞ࣛࢫ㌿⛣Ⅼ㏆ഐ࡟࠾ࡅࡿ⢓ᛶಀᩘࡢ ᗘ౫Ꮡ
ᛶࢆ≉ᚩ௜ࡅࡿࣇࣛࢪࣜࢸ࢕(⬤ᙅᛶ)࡜ࡼࡤࢀࡿᛶ㉁ࡢᚤどⓗ࡞㉳※ࢆゎ᫂ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠
ⓗ࡜ࡋࡓࠋ
ࡑࡢࡓࡵ࡟ࠊࣇࣛࢪࣜࢸ࢕ࡀᴟ➃࡟ኚ໬ࡍࡿከᏍ㉁⣔࡟ᣊ᮰ࡉࢀࡓ࢞ࣛࢫ⣔ࢆྲྀࡾୖࡆࠊ
ࡑࡢࣔࢹࣝ⣔࡟ᑐࡍࡿศᏊືຊᏛࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࢆᐇ⾜ࡋࠊ᭱᪂ࡢᾮయㄽ࡟ᇶ࡙ࡃゎᯒ
ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
⣽⬊ࡸ࣑ࢭࣝ୰ࡢỈศᏊࡢᣲື࡞࡝ࠊ✵㛫ⓗ࡟ᣊ᮰ࡉࢀࡓ࢞ࣛࢫ㌿⛣ࡢࢲ࢖ࢼ࣑ࢡࢫࡣᏛ
⾡ⓗ࠶ࡿ࠸ࡣᕤᏛⓗၥ㢟࡜ࡋ࡚ᴟࡵ࡚㔜せ࡞ၥ㢟࡛࠶ࡿࠋ≉࡟᭱㏆ࡢᐇ㦂ࡸࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩ
ࣙࣥ࠿ࡽ✵㛫ᣊ᮰ࡉࢀࡿ࡜࡜ࡶ࡟⬤ᙅᛶࡀ fragileⓗ࠿ࡽstrongⓗ࡬኱ࡁࡃኚ໬ࡍࡿࡇ࡜ࡀ
ぢฟࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊศᏊືຊᏛࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩ࡛ࣙࣥᚓࡽࢀࡿ᝟ሗ࠿ࡽࠊᾮయㄽ
࡟ᇶ࡙࠸ࡓ⌮ㄽゎᯒࢆ࠾ࡇ࡞࠸ࠊࣇࣛࢪࣜࢸ࢕ࡢኚ໬࡜ࡑࡢᚤどⓗ㉳※ࡢゎ᫂ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗ
ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊศᏊ㐠ື࡟ືⓗ࡞┦㛵ࢆక࠺㡿ᇦࡢቑ኱࡜ࣇࣛࢪࣜࢸ࢕ࡀᑐᛂࡋ࡚࠸ࡿࡇ
࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋ
ࡲࡓࡉࡽ࡟ࠊ࢞ࣛࢫ࡟≉ᚩⓗ࡞ືⓗ┦㛵㡿ᇦࡢⓎ⏕ࡀࠊ⢓ᛶಀᩘ࡜ᣑᩓಀᩘࡢ㛵ಀࢆ♧ࡍ
Stokes-Einstein๎ࡀ◚⥢ࡍࡿࡇ࡜࡟┤᥋㛵୚ࡍࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋ
࡞࠾ࠊ2011ᖺ 3᭶࡟➨㸳ᅇ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍ⱝᡭዡບ㈹ࢆཷ㈹ࡋࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
“Slow dynamics, dynamic heterogeneities, and fragility of supercooled liquids confined in random
media”, Kang Kim, Kunimasa Miyazaki, and Shinji Saito, Journal of Physics: Condensed Matter, in
press (2011).
“Hidden slow time scale of correlated motions in supercooled liquids: Multi-time correlation
analysis”, Kang Kim and Shinji Saito, Journal of Non-Crystalline Solids 357, 371-375 (2011).
“Molecular dynamics studies of slow dynamics in random media: Type A-B and reentrant
transitions”, K. Kim, K. Miyazaki, and S. Saito, The European Physical Journal Special Topics 189,
135-139 (2010).
“Role of the Lifetime of Dynamical Heterogeneity in the Frequency-Dependent Stokes-Einstein
Relation of Supercooled Liquids”, Kang Kim and Shinji Saito, Journal of the Physical Society of
Japan 79, 093601 (2010).
若手（2）　ガラス転移現象におけるフラジリティの物理的起源の解明
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᡂᒙᅪỈ⵨Ẽࡀᆅ⌫Ẽೃࢆᕥྑࡍࡿ
㹼༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅ࡛ࡢỈ⵨Ẽࢰࣥࢹほ ࡢᥦ᱌㹼
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ෠ᕝ႐ᘯ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ඹྠ◊✲⪅ࠊ࠾ࡼࡧỈ⵨Ẽࢰࣥࢹࡢᅜෆ࣓࣮࣮࢝➼࡜ࡢᡴྜࡏࢆ⾜࠸ࠊ༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅ࡛ࡢ
Ỉ⵨Ẽࢰࣥࢹほ ࡢᐇ⌧࡟ྥࡅࡓ᳨ウࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋేࡏ࡚ࠊᖹᡂ 23ᖺᗘ⛉◊㈝⿵ຓ㔠㸦ⱝ
ᡭ◊✲㸿㸧࡟⏦ㄳࡋࡓࡀࠊṧᛕ࡞ࡀࡽ୙᥇ᢥ࡜࡞ࡗࡓࡓࡵࠊูண⟬࡬ࡢ⏦ㄳ➼࡟ࡘ࠸࡚⌧
ᅾ᳨ウࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ
᪤Ꮡࡢ࢜ࢰࣥࢰࣥࢹࢹ࣮ࢱࢆ⏝࠸ࡓඛ⾜◊✲ࢆᐇ᪋ࡋࠊㄽᩥ 1⠍ࢆฟ∧ࡋࡓࠋࡲࡓࠊ2010
ᖺ 9᭶࡟໭ᾏ㐨࣭኱ᶞ⏫࡟࠾࠸࡚㧗㧗ᗘẼ⌫ࢆ⏝࠸ࡓ࢜ࢰࣥࢰࣥࢹほ ࢆᐇ᪋ࡋࠊ⌧ᅾࢹ
࣮ࢱゎᯒࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅࢆྵࡴ༡༙⌫ 10ᆅⅬࡢᐃᖖ࢜ࢰࣥࢰࣥࢹほ ࢹ࣮ࢱࢆ⏝࠸࡚ࠊᑐὶᅪ⏺㠃
㏫㌿ᒙࠊ࠾ࡼࡧᑐὶᅪ⏺㠃ΰྜᒙࡢ༡໭ᵓ㐀࡜Ꮨ⠇ኚ໬ࢆㄪ࡭ࡓࠋ༡ᴟᇦᑐὶᅪ⏺㠃㏆ഐ
࡟࠾ࡅࡿᏳᐃᗘ࡜࢜ࢰࣥศᕸࡢᏘ⠇ኚ໬ࡢ㠀┦ఝᛶ࠿ࡽࠊᑐὶᅪ⏺㠃㏫㌿ᒙࡢᙧᡂ࡟࢜ࢰ
ࣥ࡟ࡼࡿ⣸እ⥺྾཰ࡀᐤ୚ࡋ࡚࠸࡞࠸ྍ⬟ᛶࡀ㧗࠸ࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋࡲࡓࠊ෤Ꮨ࡟༡ᴟᇦ࡛
ᑐὶᅪ⏺㠃㏫㌿ᒙࡀᾘኻࡍࡿࡇ࡜ࡀࠊ༡༙⌫෤Ꮨᡂᒙᅪ࡟Ⓨ㐩ࡍࡿᴟኪࢪ࢙ࢵࢺࡢᙧᡂ࡟
୙ྍḞ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊ༡༙⌫୰㧗⦋ᗘᇦࡢୗ㒊ᡂᒙᅪ࢜ࢰࣥศᕸࡢᏘ⠇
ኚ໬࠿ࡽࠊ༡ᴟ࢜ࢰ࣮ࣥ࣍ࣝෆࡢ኱Ẽࡀ୰⦋ᗘ࡟ὶฟࡍࡿࡇ࡜࡛୰⦋ᗘୗ㒊ᡂᒙᅪࡢ࢜ࢰ
ࣥ㔞ࡀῶᑡࡋࠊࡑࡢᙳ㡪ࡀᑡ࡞ࡃ࡜ࡶኟᏘࡲ࡛ᣢ⥆ࡍࡿࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
Y. Tomikawa and T. Yamanouchi,
A meridional structure of static stability and ozone vertical gradient around the
tropopause in the southern hemisphere extratropics,
Atmos. Chem. Phys. Discuss., 10, 19175-19194, 2010.
若手（3）　成層圏水蒸気が地球気候を左右する ～南極昭和基地での水蒸気ゾンデ観測の提案～
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⓶⭵ឤぬ࡟ᇶ࡙࠸ࡓ཯ᑕ㐠ືࡢⓎ㐩࡟࠾ࡅࡿ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁㍺
㏦⣔ࡢᙺ๭ࡢゎ᫂
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ὸᕝ࿴⚽
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲ࡣࠊ⬨᳝ື≀࡟ಖᏑࡉࢀࡓ཯ᑕ㐠ືࢆࣔࢹࣝ࡟⏝࠸࡚ࠊື≀ࡢື≀ࡓࡿᡤ௨࡛࠶
ࡿࠕಶయ㐠ືࠖࡢⓎ㐩࣓࢝ࢽࢬ࣒ࢆࠊศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝ⌮ゎࡍࡿ࡜࠸࠺㛗ᮇⓗ࡞┠ᶆ࡟ᇶ࡙࠸
࡚㛤ጞࡉࢀࡓࠋ
ᮏ◊✲ࡢ⏦ㄳ࡟ඛ❧ࡗ࡚ࠊ㐍໬ⓗ࡟ಖᏑࡉࢀࡓ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁㍺㏦ไᚚᅉᏊࡢኚ␗࡟ࡼࡗ
࡚཯ᑕ㐠ື࡟␗ᖖࢆ♧ࡍࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗኚ␗యࢆ᪤࡟ྲྀᚓࡋ࡚࠸ࡓࠋಶయ㐠ືࡢⓎ㐩࣓
࢝ࢽࢬ࣒ࢆ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁㍺㏦࡜㛵㐃࡙ࡅ࡚⌮ゎࡍࡿࡓࡵ࡟ࡣࠊࡲࡎ➨୍࡟ࠊኚ␗ࡢཎᅉ㑇
ఏᏊ OPDQOD ࡀᶵ⬟ࡍࡿ⤌⧊ࢆྠᐃࡍࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋࠊⓎ⌧㔞ࡀᚑ᮶ࡢ⤌
⧊ᰁⰍἲࡢ᳨ฟ㝈⏺௨ୗ࡛࠶ࡿࡓࡵ࡟ࠊOPDQOD ࡀⓎ⌧ࡍࡿ⤌⧊ࢆ≉ᐃ࡛ࡁ࡞࠸ࠊ࡜࠸࠺≧
ἣ࡟࠶ࡗࡓࠋ
ᮏ◊✲ࡣࠊࡇࡢࡼ࠺࡞≧ἣࢆᡴ◚ࡍࡿⅭ࡟ࠊOPDQOD ࢆேⅭⓗ࡟Ⓨ⌧ࡉࡏࡿ࡜ OPDQOD ኚ
␗యࡢ㐠ື␗ᖖࡀṇᖖ࡞ࡶࡢ࡬࡜ᅇ᚟ࡍࡿ⤌⧊ࢆ≉ᐃࡍࡿࡇ࡜࡛ࠊOPDQOD ࡀᶵ⬟ࡍࡿ⤌⧊
ࢆྠᐃࡍࡿࠊ࡜࠸࠺ᥦ᱌࡛࠶ࡗࡓࠋ
ᮏ◊✲ࡣᙜึࡢィ⏬㏻ࡾ࡟╔ᐇ࡟ᐇ᪋ࡉࢀࠊ⬻ᖿ࡜࿧ࡤࢀࡿ≉␗ⓗ࡞⬻㡿ᇦ࡟࠾࠸࡚
OPDQOD ࡀᶵ⬟ࡍࡿࡇ࡜ࡀᐇドࡉࢀࡓࠋࡇࡢᡂᯝࡣࠊ⬻ᖿ࡟࠾ࡅࡿ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁㍺㏦ࡀಶయ
㐠ືࡢⓎ㐩࡟㔜せ࡛࠶ࡿࠊ࡜࠸࠺௒ࡲ࡛࡟↓࠸ࣘࢽ࣮ࢡ࡞どⅬࢆࡶࡓࡽࡋࡓࠋ
௒ᚋࡣࠊ⬻ᖿ࡟࠾࠸࡚ /PDQOD ࡟ࡼࡿ㍺㏦ไᚚࢆཷࡅࠊᑦ࠿ࡘࠊಶయ㐠ືࡢⓎ㐩࡟ᚲせ
࡞⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢᐇయࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡿ㸦᪂つࡢ◊✲ᥦ᱌࡜ࡋ࡚ᖹᡂ㸰㸱
ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ࡟⏦ㄳ୰㸧ࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
࠙*DO8$6OPDQOD 㑇ఏᏊⓎ⌧ࢩࢫࢸ࣒ࡢᵓ⠏ࠚ
*DO ࢺࣛࢵࣉἲ࡟ࡼࡗ࡚ࠊ⤌⧊≉␗ⓗ࡟㓝ẕ㌿෗ᅉᏊ *DO ࢆⓎ⌧ࡍࡿࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽ
ࢵࢡࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗࢆࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ⤌⧊≉ⓗ࡞ *DO ⣔⤫ࢆ㸰㸮ᶞ
❧ࡋࡓࠋࡲࡓࠊ*DO ࡢᶆⓗ㓄ิ㸦8$6㸧ࡢୗὶ࡟ OPDQOD ࢆ㐃⤖ࡉࡏࡓࢥࣥࢫࢺࣛࢡࢺ
ࢆస〇ࡋࠊ*DO ࡟ࡼࡗ࡚ OPDQOD ࡢⓎ⌧ࢆㄏᑟ࡛ࡁࡿ 8$6OPDQOD ࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵࢡ
⣔⤫ࢆᶞ❧ࡋࡓࠋ
࠙ࣔࣝࣇ࢛ࣜࣀ࢜ࣜࢦࢾࢡࣞ࢜ࢳࢻ࡟ࡼࡿ OPDQOD ࡢᶵ⬟㜼ᐖࠚ
OPDQOD ࡢ P51$ ࡟ᑐࡍࡿࣔࣝࣇ࢛ࣜࣀ࢜ࣜࢦࢾࢡࣞ࢜ࢳࢻ㸦OPDQOD 02㸧ࢆస〇ࡋࡓࠋ
OPDQOD 02 ࢆ⬇࡟ὀධࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊ㐠ື␗ᖖࡀ㉳ࡇࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓࠋ
OPDQOD 02 ࡢὀධ࡟ࡼࡿ OPDQOD ࡢᶵ⬟㜼ᐖ࡛ࡣࠊ㐠ື␗ᖖ⾲⌧ᆺࡀ୍㐣ᛶ࡛࠶ࡾࠊ㑇
ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࡢṇྰࢆุᐃࡍࡿ࡟ࡣ㐺ࡉ࡞࠸ࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡋࡓࡀࡗ࡚ࠊOPDQOD 02
⬇࡟ᑐࡋ࡚࡛ࡣ࡞ࡃࠊOPDQOD ኚ␗࣍ࣔ᥋ྜయ࡟ᑐࡋ࡚㑇ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࢆᐇ᪋ࡍࡿࡇ࡜
࡟ࡋࡓࠋ
࠙OPDQOD ࣍ࣔ᥋ྜయࡢ㐠ື␗ᖖࡢ㑇ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࠚ
OPDQODPXWDWLRQ㸦࣊ࢸࣟ㸧⣽⬊✀≉␗ⓗ*DO8$6OPDQOD ࡢ㸱㔜ࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵ
ࢡ⣔⤫࡜ OPDQODPXWDWLRQ㸦࣊ࢸࣟ㸧⣔⤫ࢆ᥃ࡅྜࢃࡏࠊ⣽⬊✀≉␗ⓗ࡟ OPDQOD ࢆⓎ
⌧ࡍࡿ OPDQODPXWDWLRQ㸦࣍ࣔ㸧 ⣽⬊✀≉␗ⓗ*DO8$6OPDQOD ࡢ㸲㔜ࢺࣛࣥࢫࢪ
࢙ࢽࢵࢡ⬇ࢆྲྀᚓࡋࠊ㐠ື␗ᖖࡀṇᖖ࡟ᅇ᚟ࡋࡓ࠿ྰ࠿ࢆ᳨ウࡋࡓࠋ⬻ᖿ≉␗ⓗ࡟Ⓨ⌧
ࡍࡿF\SF㑇ఏᏊࡢάᛶࢆ฼⏝ࡋ࡚*DOࢆⓎ⌧ࡍࡿ⣔⤫ࢆ⏝࠸࡚ᐇ㦂ࢆ⾜࡞ࡗࡓ࡜ࡇ
ࢁࠊᶵᲔ่⃭࡟ྥ࠿ࡗ࡚㏨㑊㐠ືࢆࡍࡿ࡜࠸࠺␗ᖖ࡞㐠ືࡀࠊᶵᲔ่⃭࠿ࡽ㞳ࢀࡿ᪉ྥ
࡟㏨㑊㐠ືࢆࡍࡿ࡜࠸࠺ṇᖖ࡞ࡶࡢ࡬ኚ໬ࡋࡓࠋࡇࡢ⤖ᯝࡣࠊ⬻ᖿ࡟࠾ࡅࡿ OPDQOD ࡢ
ᶵ⬟ࡀ㏨㑊㐠ື࡟ᚲせ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
↓ࡋ
若手（4）　皮膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ㄪ࿴ࡢ࡜ࢀࡓయᖿ㐠ື࡟ᚲせ࡞⬻ᖿ࡟࠾ࡅࡿ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁㍺
㏦ࢩࢫࢸ࣒ࡢゎ᫂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ὸᕝ࿴⚽ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
⚾ࡣࠊᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࡢᨭ᥼࡟ࡼࡗ࡚ࠊ⬨᳝ື≀࡟ಖᏑࡉࢀࡓ⢾㙐
⤖ྜࢱࣥࣃࢡ㉁ 9,3/D/PDQOD ࡀࠊ⬻ᖿ࡟ࡼࡿయᖿ㐠ືไᚚ࡟ᚲせ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋ
ᮏᖺᗘࡣࠊࡇࡢ◊✲ᡂᯝࢆⓎᒎࡉࡏࡿ࡭ࡃࠊ᪂つࡢ◊✲ࢸ࣮࣐࡜ࡋ࡚ࠊ9,3/D ࢆ௓ࡋࡓ⣽⬊
ෆ㍺㏦ไᚚࢆ࠺ࡅࡿ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆྠᐃࡋࠊࡑࡢᶵ⬟ࢆゎᯒࡍࡿࡇ࡜࡛యᖿ㐠ືࡢไᚚ࣓
࢝ࢽࢬ࣒ࢆศᏊࣞ࣋ࣝ⌮ゎࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡋࡓࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽࠊ◊✲ᮇ㛫ෆ࡟ࢮࣈࣛࣇ࢕
ࢵࢩࣗ⬇ࡢᢳฟᾮ࠿ࡽ 9,3/D ࢆ⢭〇ࡍࡿࡇ࡜ࡣ㐩ᡂ࡛ࡁࡎࠊ┠ⓗࡢ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢྠᐃ࡟
ࡣ⮳ࡽ࡞࠿ࡗࡓࠋ㐩ᡂ࡟⮳ࡽ࡞࠿ࡗࡓ኱ࡁ࡞ཎᅉࡣ 9,3/D ࡢⓎ⌧㔞ࡀᚤ㔞࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀ⪃
࠼ࡽࢀࡿࠋࡑࡢࡓࡵࠊ┠ⓗࡢ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆ 9,3/D ࡟⤖ྜࡍࡿᅉᏊ࡜ࡋ࡚༢㞳ࡍࡿࡇ࡜ࡣ
ᅔ㞴࡛࠶ࡿ࡜ண᝿ࡉࢀࡓࠋᨵၿ⟇࡜ࡋ࡚ࠊ9,3/D ኚ␗య࡟࠾࠸࡚ศἪࡀῶᑡࡋ࡚࠸ࡿ⢾ࢱࣥ
ࣃࢡ㉁ࢆྠᐃࡍࡿ࢔ࣉ࣮ࣟࢳࡀ᭷ຠ࡛࠶ࡿ࡜⪃࠼࡚ࠊ⌧ᅾࡇࡢᡓ␎࡟ࡶ࡜࡙࠸࡚ᐇ㦂୰࡛
࠶ࡿ㸦ᖹᡂ㸰 ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠊ᪂つㄢ㢟࡜ࡋ࡚⏦ㄳ୰㸧ࠋࡲࡓࠊ⣽⬊Ꮫⓗࠊ
ゎ๗Ꮫⓗゎᯒ࠿ࡽࠊ9,3/D ࡢ⏕⌮ᶵ⬟࡟ࡘ࠸࡚㔜せ࡞▱ぢࡀᚓࡽࢀࡓࠋ

ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
࠙⬻ᖿ⚄⤒ࡢⓎ⏕࡟࠾ࡅࡿ 9,3/D ࡢᶵ⬟ホ౯ 9ࠚ,3/D ኚ␗యࡢ⬻ᖿ⚄⤒⣽⬊ࢆゎ๗Ꮫⓗ࡟ゎ
ᯒࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊయᖿ㐠ື࡟㛵㐃ࡍࡿ୺せ࡞⬻ᖿ⚄⤒⣽⬊ࡢᙧែࡸࠊ㍈⣴ࡢ㉮⾜ࣃࢱ࣮
ࣥ࡟ࡣኚ໬ࡀぢࡽࢀ࡞࠿ࡗࡓࠋࡇࡢ⤖ᯝࡣࠊ9,3/D ࡀࡇࢀࡲ࡛࡟▱ࡽࢀ࡚࠸࡞࠸స⏝ᶵᗎ࡟
ࡼࡗ࡚ࠊయᖿ㐠ື࡟㛵୚ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࢆ♧၀ࡋ࡚࠾ࡾࠊ⯆࿡῝࠸ࠋ 
 
࠙9,3/D ࡢ⣽⬊ෆᒁᅾࡢゎᯒࠚ9,3/D ࡀࠊ⣽⬊ෆᑠჾᐁࢦࣝࢪయ࡟୺࡟ᒁᅾࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆ
ぢ࠸ࡔࡋࡓࠋࡇࡢᛶ㉁ࡣࣄࢺ 9,3/ ࡜୍⮴ࡋ࡚࠾ࡾࠊࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ࡜ࣄࢺ࡟࠾࠸࡚ 9,3/D
ࡀ㐍໬ⓗ࡟ಖᏑࡉࢀࡓᶵ⬟ࢆ᭷ࡋ࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺⪃࠼ࢆᨭᣢࡍࡿࠋ
 
࠙9,3/D ࡜ 9,3/E ࡢᶵ⬟ࡢẚ㍑ ࢔ࠚ࣑ࣀ㓟㓄ิࡀ㸶㸮㸣௨ୖྠ୍࡞ࣃࣛࣟࢢ 9,3/E ࡢᶵ⬟ゎ
ᯒࢆ⾜࡞࠸ࠊ9,3/E ࡢᶵ⬟㜼ᐖ࡛ࡣయᖿ㐠ືࡢ␗ᖖࡀㄏⓎࡉࢀ࡞࠸ࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡇࡢ⤖
ᯝࡣࠊ9,3/D ࡟ࡼࡗ࡚≉␗ⓗ࡟ㄆ㆑ࡉࢀࠊ࠿ࡘయᖿ㐠ື࡟ᚲせ࡞⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡀᏑᅾࡍࡿࡇ
࡜ࢆ♧၀ࡍࡿࠋ 
 
࠙9,3/D ᢠయస〇 9ࠚ,3/Dࠊ9,3/E ࡢゎᯒ࡟ᚲせ࡞࣏ࣜࢡ࣮ࣟࢼࣝᢠయࢆస〇ࡋࡓࠋ9,3/Dࠊ
9,3/E ࡢ⣽⬊⏕≀Ꮫⓗゎᯒࠊ⏕໬Ꮫⓗゎᯒࡀ㐍ᒎࡍࡿᮇᚅࡉࢀࡿࠋ
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
↓ࡋ
若手（4）　皮膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⢓ᾮ⣽⬊࡜⧄ẟ⣽⬊ࡢศ໬ࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢゎ᫂
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᳃ᮏ඘
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
࣐࢘ࢫ࿧྾ჾୖ⓶⣽⬊ࢆࣔࢹࣝ࡟ࡋ࡚ࠊ⏕≀ࡢᇶᮏⓗ࡞ᵓᡂ⣽⬊࡛࠶ࡿ⢓ᾮ⣽⬊࡜⧄
ẟ⣽⬊ࡢศ໬ࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢゎ᫂ࢆ┠ᣦࡋࡓ◊✲࡟ྲྀࡾ⤌ࢇ࡛࠸ࡿࠋ
᫖ᖺ㸵᭶࡟ෆᐃࢆཷࡅィ⏬࡟╔ᡭࡋูࠊ ィ⏬࡜ࡢᢡࡾྜ࠸ࢆࡘࡅࠊࡲࡎࡣẼ⟶ୖ⓶⣽⬊
ึ௦ᇵ㣴⣔ࡢ❧ࡕୖࡆࢆ⾜ࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋࠊ⏦ㄳ௦⾲ࡀ௨๓࠿ࡽྠᇵ㣴⣔࡟⏝࠸࡚࠸ࡓ
&' ⣔⤫ูྡ ,&5 ⣔⤫࣐࢘ࢫ⏤᮶ࡢẼ⟶ୖ⓶⣽⬊ࡀࠊ⌧ᡤᒓࡢ࡛ࣛ࣎ࡣ࠺ࡲࡃቑṪࡏ
ࡎࠊᇵ㣴⣔ࡀᛮ࠺ࡼ࠺࡟ື࠿ࡎ࡟ᖺᮎࡲ࡛ⱞປࢆᙉ࠸ࡽࢀࡓࠋ」ᩘ⣔⤫ࡢ࣐࢘ࢫࢆ㉎ධ
ࡋࠊẚ㍑᳨ウࢆ⾜ࡗࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ&%/ ⣔⤫࣐࢘ࢫ࡛᭱ࡶຠ⋡ࡼࡃቑṪࠊศ໬ࢆㄏ
ᑟ࡛ࡁࡿࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊᇵ㣴⣔࡟ 1RWFK ࢩࢢࢼࣝࡢ㜼ᐖ๣ '$37 ࢆῧຍࡍࡿ
ࡇ࡜࡛ࠊ㧗ຠ⋡⧄ẟ⣽⬊ㄏᑟ⣔ࢆ❧ࡕୖࡆࡿࡇ࡜࡟ࡶᡂຌࡋࡓࠋࡑࡋ࡚ḟୡ௦ࢩ࣮ࢡ࢚
ࣥࢧ࣮ゎᯒࢆ⾜࠺ࡓࡵ࡟඘ศ࡞ 51$ 㔞ࢆᅇ཰࡛ࡁࡿᇵ㣴ࢫࢣ࣮ࣝࢆ᳨ᐃࡋࠊ☜ᐃࡍࡿࡇ
࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡲࡓࠊ⌮໬Ꮫ◊✲ᡤ࣑࢜ࢵࢡࢫ㡿ᇦࡢࣘࢽࢵࢺ࣮ࣜࢲ࣮࡛࠶ࡿ 'U
$OLVWDLU )RUUHVW ࡜ )$1720 SURMHFW ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ&$*( ἲࢆ⏝࠸ࡓࢺࣛࣥࢫࢡࣜࣉ
ࢺ࣮࣒ゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡶලయⓗ࡟ヰࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ᮏᖺᗘࡣ◊✲㈝ࡢ☜ᐃ᫬ᮇࡀ㐜࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡶ࠶ࡾࠊᐇ㦂⣔ࡢ❧ࡕୖࡆ࡜ゎᯒ࡬ྥࡅࡓ
ୗ‽ഛ࡟⤊ጞࡋࡓࠋୖグࡢ㏻ࡾࠊ
 &%/ ⣔⤫࣐࢘ࢫࢆ⏝࠸ࡓẼ⟶ୖ⓶ึ௦ᇵ㣴⣔ࡢ❧ࡕୖࡆ
 㧗ຠ⋡⧄ẟ⣽⬊ㄏᑟ⣔ࢆ❧ࡕୖࡆ
 ⮳㐺ᇵ㣴ࢫࢣ࣮ࣝࡢ☜❧
 ⌮໬Ꮫ◊✲ᡤ࣑࢜ࢵࢡࢫ㡿ᇦ࡜ࡢ༠ຊయไࡢᡂ❧
ࢆ㐩ᡂࡋࡓࠋ
୍᪉࡛ࠊ┠ᶆ࡜ࡋ࡚࠸ࡓḟୡ௦ࢩ࣮ࢡ࢚ࣥࢧ࣮ࢆ⏝࠸ࡓ㐺ṇ᮲௳ࡢ᳨ウࠊࢡࣛࣛ⣽⬊
ࡢㄏᑟ⣔ࡢ᪋⟇ᐇ⾜ࢆ⾜࠺஦ࡀ࡛ࡁ࡞࠿ࡗࡓࠋࡋ࠿ࡋᏳᐃࡋࡓᇵ㣴ᐇ㦂ࢆ⥅⥆ⓗ࡟⾜࠼
ࡿయไࢆ☜❧࡛ࡁࡓࡇ࡜ࡣࠊ௒ᚋィ⏬ࡢ┠ᶆ㐩ᡂࢆᙉࡃᚋᢲࡋࡍࡿࠋ
ࡲࡓᅜෆ࡛ࡣᅜ㝿ศ໬Ꮫ఍ࠊ1RWFK ◊✲఍ࠊᾏእ࡛ .H\VWRQH 6\PSRVLD ࡟ཧຍࡋࠊ◊
✲Ⓨ⾲ࠊ࠾ࡼࡧ᝟ሗ཰㞟ࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
࡞ࡋ
若手（5）　粘液細胞と繊毛細胞の分化プログラムの解明
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊࡟࠾ࡅࡿⓎ⏕ࢥ࢔ࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡࡢ
ࢩࢫࢸ࣒⏕≀Ꮫⓗゎᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ బ⸨ ᫀ┤
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
[⫼ᬒ] ࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ࡢⓎ⏕㐣⛬࡛ࡣࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡀᣢࡘ࡯࡜ࢇ࡝ࡢ
㑇ఏᏊ㸦඲㑇ఏᏊᩘ 16000㸧ࡀⓎ⌧ࡋ࡚࠾ࡾࠊ✀ࠎࡢศᏊ࣓࢝ࢽࢬ࣒ࡀ㛵ࢃࡗ࡚࠸ࡿࡇ࡜
ࡀண᝿ࡉࢀࡿࠋࡋ࠿ࡋࠊࡑࡢⓎ⏕㐣⛬࡟㛵୚ࡍࡿ㑇ఏᏊࡣࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚࡟≉᭷ࡢ㑇ఏ
Ꮚࡢࡳࡀྠᐃࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋ௚ࡢⓎ⏕⌧㇟࡛ࡣື≀㛫࡛ಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࡢ㛵୚
ࡀᗈࡃほᐹࡉࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ࡢⓎ⏕࡛ࡣࡑࢀࡽࡢࠕ㐍໬ⓗ࡟ಖᏑࡉࢀࡓ㑇ఏᏊ
ࢭࢵࢺ㸦Ⓨ⏕ࢥ࢔ࢩࢢࢼࣝఏ㐩㸧ࡢ෌฼⏝ (ࠖco-option)ࡣほᐹࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࠋᮏ⏦ㄳ◊✲࡛
ࡣࠊࡑࡢࡼ࠺࡞Ⓨ⏕ࢥ࢔ࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࡢጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣⛬࡬ࡢ₯ᅾⓗ࡞㔜せᛶࢆ᳨ウ
ࡍࡿ࡭ࡃࠊⓎ⏕㐣⛬࡟࠾ࡅࡿぢࡓ┠ࡢ⾲⌧ᆺࢆᇶ‽࡜ࡍࡿࡢ࡛ࡣ࡞ࡃࠊⓎ⏕㐣⛬࡟࠾ࡅࡿ
⥙⨶ⓗࠊᐃ㔞ⓗmRNAⓎ⌧㸦ࡢኚື㸧ࢆᣦᶆ࡜ࡋࡓࢩࢫࢸ࣒⏕≀Ꮫⓗ࢔ࣉ࣮ࣟࢳ࡛ゎᯒࢆ
ヨࡳࡿࠋ≉࡟ྛࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ༠ྠⓗ࡞ᣲືࢆࡶ࡜࡟ࡋ࡚ࠊᚑ᮶ἲ࡛ࡣ᫂ࡽ࠿࡟ฟ᮶࡞
࠿ࡗࡓྛࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ㞟ྜ㸦ࢩࢫࢸ࣒㸧࡜ࡋ࡚ࡢ᣺ࡿ⯙࠸ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋ࡚ࠊࡑࢀ࡜⏕
Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣⛬࡜ࡢ㛵㐃ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡍࠋ
㸯. Ⓨ⏕ࢥ࢔ࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࢥ࣏࣮ࣥࢿࣥࢺࡢ㑅ᢤ
ᵝࠎ࡞ື≀࡛ಖᏑࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊ✀ࠎࡢⓎ⏕㐣⛬࡛ಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢࢩࣙ
࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ෆ࡛ࡢⓎ⌧ࢆᇶ‽࡟ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ෆ࡛άᛶ໬㸭୙άᛶ໬ࡀ㉳ࡁ
࡚࠸ࡿࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࢆྠᐃࡋࡓࠋලయⓗ࡟ࡣࠊEGFR/PVRࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊHedgehog
ࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊHippoࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊ࢖ࣥࢩࣗࣜࣥࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊJAK/STATࢩࢢ
ࢼࣝఏ㐩⣔ࠊNotchࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊ7*)ǃࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊTNFࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠊWnt
ࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔࡟ࡘ࠸࡚ࠊࡑࢀࡽࡢ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ࢆྛࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢάᛶᗘࢆ
㏆ఝࡍࡿᣦᶆ࡜ࡋ࡚㑅ᢤࡢᇶ‽࡜ࡋࡓࠋࡇࡢ୰࡛HedgehogࠊTNFࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔௨እࡢ
࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊ⩌࡛ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊࡛ࡢⓎ⏕㐣⛬࡟࠾࠸࡚mRNAⓎ⌧࡟᭷ព࡞Ⓨ⌧ኚືࡀほ
ᐹࡉࢀࠊࡇࢀࡽࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢάᛶࡀኚ໬ࡋ࡚࠸ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡓ㸦ୗᅗ A㸧
2. ྛࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢάᛶࡢ┦㛵ゎᯒ
1࡛㑅ᢤࡉࢀࡓ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊ⩌࡟ࡘ࠸࡚ࠊጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣⛬ࡢ 11ࡢࢱ࢖࣒࣏࢖ࣥ
ࢺ࡛ࡢⓎ⌧㔞ࢆᇶ࡟ࠊࡑࢀࡽࡢⓎ⌧ࡢ┦㛵ࡢࣃࢱ࣮ࣥ࠿ࡽ༠ㄪⓗ࡞ᣲືࢆࡋ࡚࠸ࡿࢩࢢࢼ
ࣝఏ㐩⣔ࡢண ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡇࡢ┦㛵ࣃࢱ࣮ࣥࡢゎᯒ࡟ࡣࠊ௚ࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩◊✲࡛ᡂຌࢆ
཰ࡵ࡚࠸ࡿ⊂⮬ࡢࣃࢱ࣮ࣥㄆ㆑࢔ࣝࢦࣜࢬ࣒ࢆ⏝࠸ࡓ㸦6DWR HW DO  3/R6 3DWKJHQV
 H㸧ࠋ
若手（6）　始原生殖細胞における発生コアシグナル伝達ネットワークのシステム生物学的解析
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
3. ୖグ 2࡛ྠᐃࡉࢀࡓࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢኚ␗యࢆ⏝࠸࡚ࠊᐇ㦂ⓗ࡟ண ࡉࢀࡓ༠ㄪⓗ࡟ാ
ࡃࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢࢡࣟࢫࢺ࣮ࢡࢆ᳨ドࡍࡿࡇ࡜ࢆ⌧ᅾ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ࡇࢀࡲ࡛ࡢゎᯒ࠿ࡽࠊJAK/STATࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔࡜Wntࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ࣐࣮࣮࢝㑇
ఏᏊࡢ┦㛵ࡀண᝿ࡉࢀࡓ㸦ୗᅗ B: ỈⰍࡢᴃ෇࡛ࡃࡃࡗ࡚࠸ࡿࡢࡀ┦㛵ࡀ≉࡟ᙉ࠸࣐࣮
࣮࢝㑇ఏᏊࡢࢡࣛࢫࢱ࣮ࠋࡇࢀࡽࡢࢡࣛࢫࢱ࣮ࡢࡑࢀࡒࢀ࡟ JAK/STAT࡜Wntࢩࢢࢼ
ࣝఏ㐩⣔ࡢ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊࡀᏑᅾࡍࡿ㸧ࠋࡇࢀࡽࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊࡢ
ಶࠎࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࡣ⊂≉ࡢࣃࢱ࣮ࣥࢆ♧ࡋࠊࡑࢀࡒࢀࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࠕෆࠖ࡟࠾࠸
࡚ࡶࠊࡑࢀࡽࡣඹⓎ⌧ࡋ࡚࠸࡞࠸ࠋࡑࢀ࡟ࡶ㛵ࢃࡽࡎࠊྛ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊ࡟ࡘ࠸࡚ࢩࢢ
ࢼࣝఏ㐩ࠕ㛫࡛ࠖඹⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࡀぢࡽࢀࡓࠋࡇࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠕጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕࡟࠾ࡅ
ࡿ JAK/STAT࡜Wntࢩࢢࢼࣝఏ㐩ࡢࢡࣟࢫࢺ࣮ࢡࠖ࡜࠸࠺௬ㄝࢆタᐃࡋࠊゎᯒࢆ⾜ࡗ
࡚࠸ࡿࠋࡲࡓࠊࡇࢀࡽࡢࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ༢⊂࠶ࡿ࠸ࡣከ㔜ኚ␗యࡢ⤌ࡳྜࢃࡏࡢゎᯒ
࡟ࡼࡾࠊ᪂ࡓ࡞▱ぢࡀᚓࡽࢀࡿࡇ࡜ࡀᮇᚅࡉࢀࡿࠋ
ᅗㄝ᫂ A: ࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚⬇Ⓨ⏕ᮇ࡟࠾ࡅࡿⓎ⏕ࢥ࢔ࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࡢ࣐࣮࣮࢝㑇ఏ
ᏊmRNAࡢⓎ⌧ࣞ࣋ࣝࠋ⬇Ⓨ⏕ᮇࡢ 11ࡢࢱ࢖࣒࣏࢖ࣥࢺ࠿ࡽᚓࡓ࣐࢖ࢡࣟ࢔ࣞ࢖ࢹ࣮ࢱ
࡟ࡼࡿࠋB: A࡛♧ࡋࡓࢹ࣮ࢱࢆ RepEdLEGG(Sato et al. 2010)࡟ࡼࡗ࡚ゎᯒࡋࠊྛ࣐࣮࢝
࣮㑇ఏᏊ㛫ࡢ┦㛵㛵ಀࢆࢡࣛࢫࢱ࣮࡜ࡋ࡚♧ࡋࡓࡶࡢࠋྛࢩࢢࢼࣝఏ㐩⣔ࢆྛ࣐࣮࣮࢝㑇
ఏᏊࣀ࣮ࢻࡢⰍ࡛♧ࡋ࡚࠾ࡾࠊྛࣀ࣮ࢻࡢࣜࣥࢡࡢⰍࡀ┦㛵ࡢᙉࡉࢆ♧ࡋ࡚࠸ࡿ㸦Ⰽࡀ⃰
࠸ࡶࡢࡀࡼࡾࠊ┦㛵ࡀ㧗࠸ࠋⅬ⥺ࡣ㈇ࡢ㛵ಀ㸧ࠋ┦㛵ࡀ≉࡟ᙉ࠸ࣀ࣮ࢻࡢࢡࣛࢫࢱ࣮ࢆỈⰍ
ࡢᴃ෇࡛♧ࡋ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ヱᙜ࡞ࡋࠋ
若手（6）　始原生殖細胞における発生コアシグナル伝達ネットワークのシステム生物学的解析
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢ⣽⬊Ꮫⓗゎᯒ࡜ࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕࢩ
ࢢࢼࣝ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㕥ᮌ ㄔ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
⫼ᬒ࡜┠ⓗ㸸⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢᙧᡂᶵᵓࢆ⣽⬊ࡢᣲື࡜ࡑࡢㄪ⠇ᶵᵓ࠿ࡽ⌮ゎࡍࡿ
ୖ⓶ࡣ⏕యෆᵓ㐀ࡢᇶᮏ༢఩࡛࠶ࡾࠊ㞄᥋ࡍࡿ⣽⬊࡜ࡢ㛫࡟Ᏻᐃࡋࡓ᥋╔ᵓ㐀ࢆᙧᡂࡍ
ࡿࡇ࡜࡛እ⏺࡜యෆࡢ㛫ࡢቃ⏺ࡸ」㞧࡞❧యᵓ㐀ࢆࡶࡘჾᐁࢆ๰ࡾฟࡍࠋ⬨᳝ື≀ࡢ⬇Ⓨ
⏕㐣⛬࡛ࡣᵝࠎ࡞ჾᐁࡀୖ⓶ᵓ㐀࡜ࡋ࡚ᙧᡂࡉࢀࡿࡀࠊࡑࡢ୰࡛ࡶ⚄⤒⟶ࡣ୰ᯡ⚄⤒⣔㸦⬻
ࡸ⬨㧊㸧ࡢཎᇶ࡟࡞ࡿ㔜せ࡞ୖ⓶ᛶ⟶ᵓ㐀࡛࠶ࡾࠊࣄࢺ⬇࡟࠾ࡅࡿ⚄⤒⟶ࡢ␗ᖖࡣ↓⬻⑕
ࡸ஧ศ⬨᳝࡞࡝ࡢඛኳ␗ᖖ㸦⚄⤒⟶㛢㙐㞀ᐖ㸧ࢆᘬࡁ㉳ࡇࡍࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋᮏ◊✲
࡛ࡣࠊᑠᆺ㨶㢮ࡢࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗࡢ⚄⤒⟶ࢆࣔࢹࣝ࡜ࡋࠊ⚄⤒ᯈ㸦⟶㸧ࢆᵓᡂࡍࡿ⣽⬊
ࡀ♧ࡍࢲ࢖ࢼ࣑ࢵࢡ࡞ືែ㸦ᙧែ࣭ᴟᛶ࣭㐠ືᛶࡢኚ໬㸧ࡢᇶ┙࡜࡞ࡿ⣽⬊ෆศᏊᶵᵓࢆ
᫂ࡽ࠿࡟ࡍ࡭ࡃࠊ௨ୗࡢ㸰ࡘࡢゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ゎᯒ㸯㸸⚄⤒⟶ᙧᡂ࡟㛵ࢃࡿࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕࡢྠᐃ
ࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕࡣ⣽⬊እ࠿ࡽࡢ໬Ꮫⓗ࣭≀⌮ⓗ่⃭࡟ᛂ⟅ࡋ࡚⣽⬊ෆ࡛⏘⏕ࡉ
ࢀࡿ᝟ሗఏ㐩≀㉁ࡢࡇ࡜࡛ࠊ㝈ࡽࢀࡓ᫬㛫࡛⣽⬊እ࠿ࡽࡢ่⃭ࢆቑᖜࡋ✀ࠎࡢ⣽⬊ᛂ⟅ࢆ
ᘬࡁ㉳ࡇࡍࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋCa2+ࠊcAMPࠊcGMPࠊIP3ࠊDAGࡀ୺࡞౛࡛࠶ࡿࡀࠊࡇࢀࡽࡢ
⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢไᚚ࡟ᑐࡍࡿᐤ୚ࡣヲࡋࡃศ࠿ࡗ࡚࠸࡞࠸ࠋᮏゎᯒ࡛ࡣࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭ
ࣥࢪ࣮ࣕࢆጞࡵ࡜ࡍࡿపศᏊ㔞ᅉᏊࡀ⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ㐣⛬࡟㛵ࢃࡿྍ⬟ᛶࢆ᳨ウࡋࡓࠋ
᭱ึ࡟ࠊ⚄⤒⟶ᙧᡂ࡟㛵ࢃࡿࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕࢆྠᐃࡍࡿࡓࡵࡢ⡆᫆ࢫࢡ࣮ࣜࢽ
ࣥࢢࢆ⾜ࡗࡓࠋཷ⢭ᚋ 10-13᫬㛫ࡢ⬇࡟࠾ࡅࡿ⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ㏿ᗘࢆ in situ hybridization
ἲࢆ฼⏝ࡋ࡚Ỵᐃࡋࡓୖ࡛ࠊࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕࡀ㛵㐃ࡍࡿศᏊ⤒㊰ࡢ㜼ᐖ๣ࢆฎ⌮
ࡋࡓࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ⬇࡟࠾ࡅࡿ⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ㏿ᗘࢆ ᐃࡋࠊࡑࢀࡽࡢ㜼ᐖ๣ࡀ⚄⤒⟶ࡢ
ᙧᡂ㏿ᗘ࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࢆᐃ㔞ⓗ࡟ゎᯒࡋࡓࠋゎᯒࢆ⤊࠼ࡓ 15✀㢮ࡢ໬ྜ≀ࡢ࠺ࡕࠊ᫂ࡽ࠿
࡞㜼ᐖຠᯝࡀ᳨ฟࡉࢀࡓࡢࡣ⣽⬊ෆ Ca2+⤒㊰ࠊcAMP/PKA⤒㊰ࠊcGMP/PKG⤒㊰ࠊ ATP
௦ㅰ⤒㊰࡟ᑐࡍࡿ㜼ᐖ๣࡛࠶ࡗࡓࠋຠᯝࡀぢࡽࢀࡓ㜼ᐖ๣ࢆฎ⌮ࡋࡓ⬇ࡢ F-actinࢆࣇ࢓ࣟ
࢖ࢪࣥ࡟࡚ᰁⰍࡋࠊ⣽⬊࣭⤌⧊ࡢᙧែࢆゎᯒࡋࡓ࡜ࡇࢁࠊcGMP/PKG⤒㊰ࡢ㜼ᐖ๣㸦ODQ:
ࢢ࢔ࢽࣝ㓟ࢩࢡ࣮ࣛࢮࡢ㜼ᐖ๣㸧ࢆฎ⌮ࡋࡓ⬇࡛⣽⬊ࡢఙ㛗ࡀ㜼ᐖࡉࢀ࡚࠸ࡿഴྥࡀ᳨ฟ
ࡉࢀࡓࠋ᭦࡟ cGMP/PKG⤒㊰ࡢᶵ⬟ࢆ⣽⬊࡛ࣞ࣋ࣝ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡓࡵࠊ⣽⬊⭷ࢆ⺯ගᶆ㆑
ࡋࡓࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ⬇࡟ ODQࢆฎ⌮ࡋࢱ࢖࣒ࣛࣉࢫほᐹࢆ⾜ࡗࡓ⤖ᯝࠊṇᖖ⬇࡛⣽⬊ࡢ
ఙ㛗ࡀ㉳ࡇࡿ᫬ᮇ࡟ ODQฎ⌮⬇࡛ࡣఙ㛗ࡀ㉳ࡇࡽࡎ࡟⣽⬊ࡀ୸ࡃ࡞ࡿ␗ᖖࡀ㉳ࡇࡿࡇ࡜
ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋࡇࡢ⌧㇟ࡣูࡢࢢ࢔ࢽࣝ㓟ࢩࢡ࣮ࣛࢮࡢ㜼ᐖ๣࡛࠶ࡿ LY-83583ࡢฎ⌮
࡛ࡶほᐹࡉࢀࡓࡇ࡜࠿ࡽࠊcGMP/PKG⤒㊰ࡀ⚄⤒ୖ⓶⣽⬊ࡢᙧែᙧᡂ㐠ືࢆไᚚࡋ࡚࠸ࡿ
若手（7）　生体内上皮構造の細胞学的解析とセカンドメッセンジャーシグナル
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
ྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋ
◊✲㸰㸸⚄⤒⟶ᙧᡂ࡟࠾ࡅࡿ⣽⬊㦵᱁ࡢไᚚᶵᵓࡢゎ᫂
㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡣ⣽⬊ෆ࡟≀⌮ⓗ࡞ຊࢆ⏕ࡌࡉࡏࡿศᏊ࣮ࣔࢱ࣮ࡢ㸯✀࡛࠶ࡾࠊ㸯✀㢮ࡢ
㔜㙐࡜㸰✀㢮ࡢ㍍㙐㸦ᚲ㡲࣭ㄪ⠇㍍㙐㸧࠿ࡽ࡞ࡿ࣊ࢸࣟ㸴㔞యࢆᙧᡂࡋ࡚࠸ࡿࠋATPaseά
ᛶࢆᣢࡘ㔜㙐ࡣ ATPࢆ࢚ࢿࣝࢠ࣮࡜ࡋ࡚⣽⬊㦵᱁ࡢ࢔ࢡࢳࣥࣇ࢕࣓ࣛࣥࢺୖࢆ⛣ືࡍࡿࡀࠊ
ࡑࡢ㝿࡟㸰ᮏࡢ࢔ࢡࢳࣥࣇ࢕࣓ࣛࣥࢺࡢ㛫࡟⏕ࡌࡿ཰⦰ຊࡣᵝࠎ࡞⣽⬊ࡢᣲືࡢኚ໬࡟⧅
ࡀࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋࡲࡓࠊ㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡢ ATPaseάᛶࡣ୺࡟ㄪ⠇㍍㙐ࡢ Thr-18࡜
Ser-19ࡢࣜࣥ㓟໬࡟ࡼࡗ࡚ㄪ⠇ࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠾ࡾࠊThr-18࡜ Ser-19ࢆ Asp
࡟⨨᥮ࡋࡓኚ␗ᆺㄪ⠇㍍㙐ࡣෆᅾᛶࡢࣜࣥ㓟໬ᆺ㸦άᛶ໬ᆺ㸧ㄪ⠇㍍㙐࡜ఝࡓ≉ᛶࢆᣢࡘ
ࡇ࡜ࡀሗ࿌ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋᮏゎᯒ࡛ࡣࠊGFP࡜ኚ␗ᆺㄪ⠇㍍㙐ࡢ⼥ྜ㑇ఏᏊࢆࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵ
ࢩࣗ࡟ᑟධࡋࡓୖ࡛ࢱ࢖࣒ࣛࣉࢫほᐹࢆ⾜࠺ࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊㄪ⠇㍍㙐ࡢࣜࣥ㓟໬≧ែࠊࡍ࡞
ࢃࡕ㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡢάᛶ໬≧ែࡢ᫬㛫✵㛫ⓗ࡞ࣃࢱ࣮ࣥࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆヨࡳࡓ㸦ㄪ
⠇㍍㙐㑇ఏᏊࡣᗈᓥ኱Ꮫࡢ⣽㇂ᾈྐ༤ኈࡼࡾ౪୚ࡉࢀࡓࡶࡢࢆ⏝࠸ࡓ㸧ࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ᭱ࡶά
ᛶࡀ㧗࠸஧㔜ࣜࣥ㓟໬ᆺㄪ⠇㍍㙐ࡣ⚄⤒⟶ࡀᙧᡂࡉࢀࡿ㐣⛬࡛⚄⤒⣽⬊ࡢ࿘ᅖ࡟ᙉࡃᒁᅾ
ࡋࠊࡑࡢࣃࢱ࣮ࣥࡀึᮇ࠿ࡽᚋᮇ࡟࠿ࡅ࡚Ⅼ≧࠿ࡽ⥺≧࡟ኚ໬ࡍࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋ
୍᪉࡛άᛶࡀప࠸㠀ࣜࣥ㓟໬ᆺࢱࣥࣃࢡࡣ⣽⬊ෆ࡟ᆒ୍࡟Ꮡᅾࡋࡓࡇ࡜࠿ࡽࠊ㠀➽࣑࢜ࢩ
ࣥࡣ⚄⤒⟶ࡀᙧᡂࡉࢀࡿ㐣⛬࡛⣽⬊ࡢ࿘⦕㒊࡛άᛶ໬ࡋࠊ⣽⬊ࡢᣲືࢆㄪ⠇ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟
ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋࡲࡓࠊάᛶ໬ࡋࡓㄪ⠇㍍㙐ࡀᒁᅾࡍࡿሙᡤࡢᛶ㉁ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡓࡵࠊ
ኚ␗ᆺࢱࣥࣃࢡ࡜௚ࡢᶵ⬟ศᏊࡢᒁᅾࢆẚ㍑ࡋࡓ⤖ᯝࠊ஧㔜ࣜࣥ㓟໬ᆺࢱࣥࣃࢡࡣ࢔ࢡࢳ
ࣥࣇ࢕࣓ࣛࣥࢺ࡟ᐩࢇࡔ⣽⬊✺㉳ࡢඛ➃࠿ࡽ㝖እࡉࢀࡿ୍᪉ࠊ⣽⬊㛫᥋╔ᅉᏊࡢ ZO-1ࡸ
N-cadherin࡜ඹᒁᅾࡋ࡚࠸ࡓࠋ᭦࡟⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ㐣⛬࡟࠾ࡅࡿ㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡢᶵ⬟ࢆ᫂ࡽ
࠿࡟ࡍࡿࡓࡵࠊ⣽⬊⭷ࢆ⺯ගᶆ㆑ࡋࡓࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ⬇࡟㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡢ㜼ᐖ๣࡛࠶ࡿ
Blebbistatinࢆฎ⌮ࡋࣛ࢖ࣈ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢࢆ⾜ࡗࡓ⤖ᯝࠊṇᖖ࡞⚄⤒⟶ᙧᡂ㐣⛬࡛㉳ࡇࡿ⣽
⬊ࡢఙ㛗࡜ᔐྜ㐠ືࡀ␗ᖖ࡟࡞ࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋ௨ୖࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠊ㠀➽࣑࢜ࢩࣥ
ࡣࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗࡢ⚄⤒⟶ᙧᡂ㐣⛬࡟࠾࠸࡚⣽⬊᥋╔ᵓ㐀࡟㞟✚ࡋࠊ⣽⬊ࡢఙ㛗࡜ᔐྜ
㐠ືࢆไᚚࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ゎᯒ㸯ࡼࡾࠊࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ⬇ࡢ⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ␗ᖖࢆຠ⋡ⓗ࡟᳨ฟࡍࡿ᪉ἲࢆ☜❧ࡋࠊ
పศᏊ໬ྜ≀ࢆά⏝ࡋࡓゎᯒ࠿ࡽ⣽⬊ෆ Ca2+⤒㊰ࠊcAMP/PKA⤒㊰ࠊcGMP/PKG⤒㊰ࠊ
ATP௦ㅰ⤒㊰ࡀ⚄⤒⟶ࡢᙧᡂ㐣⛬࡛ᶵ⬟ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࢆ♧ࡍࡇ࡜ࡀฟ᮶ࡓࠋ୰࡛ࡶ
cGMP/PKG⤒㊰ࡣୖ⓶⣽⬊ࡢఙ㛗㐣⛬࡟ᚲ㡲࡛࠶ࡗࡓࡇ࡜࠿ࡽࠊゎᯒ㸰࡛᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓ㠀
➽࣑࢜ࢩࣥࡢᶵ⬟࡜㛵㐃ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࡀ㧗࠸ࠋゎᯒ㸰࡛ࡣ㠀➽࣑࢜ࢩࣥㄪ⠇㍍㙐ࡢࣛ࢖
ࣈ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢゎᯒἲ࡜పศᏊ㜼ᐖ๣ࢆά⏝ࡋࡓゎᯒ࠿ࡽࠊ㠀➽࣑࢜ࢩࣥࡀࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵ
ࢩࣗࡢ⚄⤒⟶ᙧᡂ㐣⛬࡟࠾࠸࡚⣽⬊᥋╔ᵓ㐀࡟㞟✚ࡋࠊ⣽⬊ࡢఙ㛗࡜ᔐྜ㐠ືࢆไᚚࡋ࡚
若手（7）　生体内上皮構造の細胞学的解析とセカンドメッセンジャーシグナル
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
࠸ࡿྍ⬟ᛶࢆ♧၀ࡍࡿࡇ࡜ࡀฟ᮶ࡓࠋ௒ᚋࡣࠊᮏ◊✲࡛☜❧ࡋࡓᡭἲࢆ᭦࡟ᨵⰋࡋ࡚ᶵ⬟
ศᏊࡢຠ⋡ⓗ࡞ྠᐃἲ࡬࡜Ⓨᒎࡉࡏࡿ࡜ඹ࡟ࠊྠᐃࡋࡓࢭ࢝ࣥࢻ࣓ࢵࢭࣥࢪ࣮ࣕ⤒㊰ࡀ⚄
⤒⟶ࡢᙧᡂ㐣⛬࡛ᯝࡓࡍᙺ๭ࢆ᭦࡟᳨ウࡋࡓ࠸ࠋ≉࡟ cGMP/PKG⤒㊰࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㠀➽࣑࢜
ࢩࣥ࡜ࡢᶵ⬟ⓗ㛵㐃ᛶ࡟ࡘ࠸࡚ヲ⣽࡞᳨ドࢆ㐍ࡵࠊ⚄⤒⟶ࢆጞࡵ࡜ࡍࡿୖ⓶ᛶᵓ㐀ࡢᙧᡂ
㐣⛬࡟ᚲ㡲࡞⣽⬊㦵᱁ࡢ᪂ࡓ࡞ไᚚᶵᵓࡢྠᐃ࡟⧅ࡆࡓ࠸ࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
↓ࡋ
若手（7）　生体内上皮構造の細胞学的解析とセカンドメッセンジャーシグナル
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᪂つ㉺ࢩࢼࣉࢫᛶ⚄⤒ᅇ㊰ࢺ࣮ࣞࢫἲࢆ⏝࠸ࡓ≀యど࡟㛵ࢃ
ࡿ⚄⤒ᅇ㊰ࡢゎᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ୘ୟণࣉ୉૰ݒ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᳃ ⌶☻
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ࡇࢀࡲ࡛ࡢ◊✲ࡢᐇ᪋≧ἣ࡟ࡘ࠸࡚ࠊᙜึࡢィ⏬࡟グ㍕ࡋࡓࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁⿵᏶ࡢࡓࡵ
ࡢ AAV࣋ࢡࢱ࣮ࡢసᡂࠊ࠾ࡼࡧ㑇ఏᏊᨵኚ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࢆ⏝࠸ࡓ㉺ࢩࢼࣉࢫࢺ
࣮ࣞࢫἲࡢᐇ᪋࡟ࡘ࠸࡚ሗ࿌ࡍࡿࠋ
AAV࣋ࢡࢱ࣮ࡣᵝࠎ࡞⾑ΎᆺࡀᏑᅾࡋࠊື≀✀࠾ࡼࡧ⬻⤌⧊ࡢឤᰁ≉ᛶ࡟ࡼࡗ࡚ࠊ฼
⏝࡛ࡁࡿ⾑Ύᆺࡀ␗࡞ࡿࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋ୍⯡ⓗ࡟୰ᯡ⚄⤒⣔࡟ឤᰁࡍࡿ⾑Ύᆺࡣ㸯
ᆺࠊ㸰ᆺࠊ㸳ᆺ࡛࠶ࡿࠋ⏦ㄳ௦⾲⪅ࡣࡇࢀࡲ࡛࡟ࠊ⾑Ύᆺ㸯ᆺࠊ㸰ᆺ࡟ࡘ࠸࡚どᗋ LGN࡬
ࡢឤᰁຠ⋡ࢆホ౯ࡋࡓࠋୗᅗ㸯ᵓ㐀ࢆᣢࡗࡓ AAV࣋ࢡࢱ࣮ࢆ LGN࡬ὀධࡋࡓ⤖ᯝࠊ⾑Ύ
ᆺ㸯ᆺ࡛ࡣࠊ㸰ᆺ࡜ẚ㍑ࡋ࡚ࡼࡾከࡃࡢ⣽⬊࡟ᑐࡍࡿឤᰁ⣽⬊ࡀほᐹࡉࢀࡓࠋ
ḟ࡟⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࢆ⏝࠸ࡓ㉺ࢩࢼࣉࢫࢺ࣮ࣞࢫἲ࡟ࡘ࠸
࡚㏙࡭ࡿࠋ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁࠾ࡼࡧ⺯ගࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆⓎ⌧ࡍࡿ⾑Ύᆺ㸯ᆺ AAV࣋ࢡࢱ࣮ࢆὀධ
ࡋࠊࡑࡢ㸱㐌㛫ᚋ࡟⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࢆὀධࡋࠊ㉺ࢩࢼࣉࢫࢺࣞ
࣮ࢫἲࢆᐇ᪋ࡋࡓ࡜ࡇࢁࠊ⥙⭷࡛⚄⤒⣽⬊ࡀほᐹࡉࢀࡓࡢࡣ㸶౛୰㸯౛࡛࠶ࡗࡓࠋᡂຌࡋ
࡞࠿ࡗࡓ㸵౛ࡣࠊLGN࡟࡚㸰ࡘࡢ࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࡀඹឤᰁࡋ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓࠋ⥙⭷⚄⤒⠇
⣽⬊ࡀ☜ㄆࡉࢀࡓ࡜࠸࠺⤖ᯝࡣࠊAAV࡟ࡼࡿ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁⿵᏶ࡣྍ⬟࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋ࡚
࠸ࡿࡀࠊྠ᫬࡟ࠊࡼࡾຠ⋡ࡢⰋ࠸ඹឤᰁἲࡢ☜❧ࡢᚲせᛶࢆ♧ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡇࡢඹឤᰁἲࡢ
ᨵⰋ࡟ࡘ࠸࡚ࡣḟ㡯࠾ࡼࡧᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬᭩࡟グ㍕ࡋࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ᙜึࡢ◊✲ィ⏬࡟グ㍕ࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࡍ࡛࡟ୖグࡢ㏻ࡾ࡛࠶ࡿࠋࡇࡇ࡛ࡣࠊ
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬࡟ࡘ࡞ࡀࡿᡭἲࡢ‽ഛࡢ࠺ࡕ㐩ᡂࡉࢀࡓࡶࡢ࡟ࡘ࠸࡚グ㍕ࡍࡿࠋᖹ
ᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬᭩࡟グ㍕ࡋࡓ㏻ࡾࠊඹឤᰁຠ⋡ࢆ㧗ࡵࡿࡓࡵࡢ TVAཷᐜయࢆⓎ⌧ࡉࡏ
ࡿࡓࡵࡢ AAV࣋ࢡࢱ࣮ࡢసᡂ㸦ୗᅗ㸧ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋࡲࡓࠊࡼࡾᏳ඲࡞≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࣋
ࢡࢱ࣮࡟ᇶ࡙ࡃᐇ㦂⣔ࢆ❧ࡕୖࡆࡿࡓࡵ࡟ࠊᚑ᮶ࡢ SAD-Bernᰴ࡛ࡣ࡞ࡃHEPᰴࢆᇶ࡟ࡋ
ࡓ⢾ࢱࣥࣃࢡḞᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࡢసᡂ࡟ᚲせ࡞ࣉࣛࢫ࣑ࢻ࡞࡝ࢆసᡂࡋࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
≉࡟࡞ࡋ
若手（8）　新規越シナプス性神経回路トレース法を用いた物体視に関わる神経回路の解析
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᪂つ㉺ࢩࢼࣉࢫᛶ⚄⤒ᅇ㊰ࢺ࣮ࣞࢫἲࢆ⏝࠸ࡓ≀యど࡟㛵ࢃ
ࡿ⚄⤒ᅇ㊰ࡢゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᳃ ⌶☻ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡋࡓ◊✲ࡢ࠺ࡕ࠿ࡽࠊ≉࡟◊✲ᡂᯝ࡜ࡋ࡚Ⓨ⾲ࡉࢀࡓࠊࣄࢺ࣡
ࢡࢳࣥᰴ㸦HEP-Flury ᰴ㸧࡟ᇶ࡙ࡃࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࡢసᡂ࡟ࡘ࠸
࡚㏙࡭ࡿࠋࡇࢀࡲ࡛࡟⏦ㄳ⪅ࡽࡀ࢔࣓࡛ࣜ࢝㛤Ⓨࡋࡓ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝ
ࢫࡣḢᕞື≀ᐇ㦂ᰴ㸦SAD ᰴ㸧࡟ᇶ࡙ࡃࡶࡢ࡛࠶ࡗࡓࠋࡇࡢ࢘࢖ࣝࢫᰴࡣᙅẘ໬ࡉࢀ
࡚࠸ࡿࡀࠊ⮴Ṛᛶࡀ࠶ࡿࡓࡵࠊ⮴Ṛᛶࡢ࡞࠸ HEP-Flury ᰴࢆᮦᩱ࡟⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ
≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࢆసᡂࡋࡓࠋ 
ḟ࡟ࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࣄࢺ࣡ࢡࢳࣥᰴ㸦HEP-deltaG㸧ࢆ⏝࠸ࡓ
⚄⤒ࢺ࣮ࣞࢫࡢᐇ᪋࡟ࡘ࠸࡚㏙࡭ࡿࠋᚋ㏙ࡍࡿ㏻ࡾࠊHEP-deltaG ࡣࡍ࡛࡟☜❧ࡉࢀࡓ
SAD ᰴྠᵝࡢࢺ࣮ࣞࢫຠ⋡ࢆ♧ࡋࡓࠋ㏫⾜ᛶ࡟⚄⤒⣽⬊ࢆྍど໬ࡍࡿ࡜࠸࠺≉ᛶࢆ⏕
࠿ࡋࠊ㛗㊥㞳࡟㍈⣴ࢆᢞᑕࡍࡿ㸦౛㸸཯ᑐ኱⬻༙⌫࡟㍈⣴ࢆᢞᑕࡍࡿ㸧⚄⤒⣽⬊ࡸࠊ
⥙⭷⚄⤒⠇⣽⬊ࡀྍど໬ࡉࢀࠊ⌧ᅾࡑࡢᙧែⓗ≉ᚩࢆゎᯒ୰࡛࠶ࡿࠋ 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
ᙜヱᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝࡢ࠺ࡕࠊࡍ࡛࡟Ꮫ఍Ⓨ⾲ࢆ⾜࠸ࠊㄽᩥ࡜ࡋ࡚
ᥖ㍕‽ഛࡢ࡛ࡁ࡚࠸ࡿࡶࡢ࡟ࡘ࠸࡚グ㍕ࡍࡿࠋ๓㏙ࡢ HEP-Flury ࡟ᇶ࡙ࡃ⢾ࢱࣥࣃࢡ
㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ(HEP-deltaG)ࢆస〇ࡍࡿୖ࡛ࠊ࢘࢖ࣝࢫసᡂຠ⋡࡟ᙳ㡪ࡍࡿせ
ᅉࡢ࠺ࡕࠊࡇࢀࡲ࡛᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜ࢆ㸰ࡘⓎぢࡋࡓࠋ 
ࡲࡎࠊRNA ࢘࢖ࣝࢫ࡛࠶ࡿ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࡢࢤࣀ࣒ࡢᮎ➃ᵓ㐀ࢆṇ☜࡟స〇ࡍࡿୖ
࡛౑⏝ࡋࡓࣜ࣎ࢨ࢖࣒㓄ิ࡟ࠊ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫసᡂ࡟㐺ࡋࡓ㓄ิࡀ࠶ࡿࡇ࡜ࢆぢ࠸ࡔ
ࡋࡓࠋࡇࢀࡲ࡛ RNA㸳ᮎ➃ࢆษ᩿ࡍࡿࣁ࣐࣮ࣥ࣊ࢵࢻᆺࣜ࣎ࢨ࢖࣒㓄ิࡢࣜ࣎ࢨ࢖࣒
άᛶࡣ㔝⏕ᆺ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࡢసᡂຠ⋡࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼࡞࠸࡜⪃࠼ࡽࢀ࡚࠸ࡓࠋࡋ࠿ࡋࠊ
⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ࢘࢖ࣝࢫ࡜࠸࠺ቑṪ⬟࡟Ḟࡅࡿ࢘࢖ࣝࢫࢆసᡂࡍࡿ㝿࡟ࡣࠊࡇࡢࣜ
࣎ࢨ࢖࣒άᛶࡣసᡂຠ⋡ࢆ኱ࡁࡃኚ໬ࡉࡏࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋ 
ḟ࡟ࠊ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࢆసᡂࡍࡿ࡜ࡁ࡟እ᮶ⓗ࡟⿵᏶ࡉࢀࡿ≬≟
⑓࢘࢖ࣝࢫ⢾ࢱࣥࣃࢡ㉁ࡀ⏤᮶ࡍࡿᰴࡢ㐪࠸ࡀ࢘࢖ࣝࢫసᡂຠ⋡࡟኱ࡁ࡞ᙳ㡪ࢆ୚࠼
ࡿࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋࡇࢀࡣྠࡌ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫ࡛࠶ࡗ࡚ࡶࠊ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࡢࢃࡎ
࠿࡞ᕪ࡟ࡼࡗ࡚ࠊ࢘࢖ࣝࢫ⏘⏕ࡀ๻ⓗ࡟㜼ᐖࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆ♧၀ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡇࡢ▱
ぢࡣࠊ࢘࢖ࣝࢫ࣋ࢡࢱ࣮ࡢసᡂຠ⋡࡟࡜࡝ࡲࡽࡎࠊ≬≟⑓࢘࢖ࣝࢫࡢቑᖜ㜼ᐖ࡟㛵ࢃ
ࡿ㔜せ࡞▱ぢ࡛࠶ࡿ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
࡞ࡋ 
若手（8）　新規越シナプス性神経回路トレース法を用いた物体視に関わる神経回路の解析
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ኱ᆺ့ங㢮࡟࠾ࡅࡿ⾜ື⏕ែᏛ࡜ẚ㍑ㄆ▱⛉Ꮫࡢ⼥ྜ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ ࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ἅ᥃ ᒎஅ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡛⾜ࡗ࡚࠸ࡿ့ங㢮ࡢᇶ♏◊✲ࡣࠊࢹ࣮ࢱ཰㞟࡟㛗࠸᫬㛫ࢆᚲせ࡜
ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊࡲࡓ᪤Ꮡศ㔝ࡢቃ⏺࡟఩⨨ࡍࡿࢺࣆࢵࢡࢆᢅࡗ࡚࠸ࡿࡓࡵ࡟ࠊ⛉◊㈝࡞
࡝ࡢእ㒊㈨㔠ࡢ⋓ᚓࡀ㞴ࡋ࠸ࠋࡇࡢࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡟ࡼࡾࠊ௨ୗࡢࡼ࠺࡟ࠊᙜヱࢸ࣮࣐࡟㛵
ࡍࡿ㛗ᮇ◊✲ࡢᇶ┙ࢆసࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࠊࡲࡓணഛⓗ࡞ᡂᯝࡶᚓࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ࣐࢘ࡢ◊
✲࡛ࡣࠊᐑᓮ┴㒔஭ᓁࡢಶయ⩌ࢆᑐ㇟࡜ࡋࡓ㔝እㄪᰝࢆ㛤ጞࡋࡓࠋಶయࡢᐙ⣔࣭ᒚṔ࡟ᇶ
࡙࠸ࡓᐃᮇㄪᰝࢆ⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊ௒ᚋࠊ♫఍⏕ែᏛࠊពᛮỴᐃࡢศᯒ࡬࡜◊✲ࢆⓎᒎࡉࡏ࡚
࠸ࡃ㊊ሙࡀᅛࡲࡗࡓࠋࢰ࢘ࡢ◊✲࡛ࡣࠊಶయ㛫㡢ኌࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢᐃ㔞ⓗศᯒࠊ♫
఍ⓗ࣭≀⌮ⓗㄆ▱⬟ຊࡢ᳨ドࠊ࠾ࡼࡧ⤮⏬ࡢศᯒ࠿ࡽࢰ࢘࡟࠾ࡅࡿ≀య᧯స⬟ຊࡢศᯒࢆ
⾜ࡗࡓࠋࣛ࢖࢜ࣥࡢ◊✲࡛ࡣࠊ♫఍⾜ືࡢほᐹࢆ⥅⥆ࡋ࡚⾜࠸ࠊ༠ຊ⾜ືࡸࡑࡢ௚ࡢ♫఍
⾜ືࡢᶵ⬟᳨ドࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
▷ᮇⓗ࡟ࢹ࣮ࢱ཰㞟ࡀྍ⬟࡞ࢸ࣮࣐࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ୍ᐃࡢ◊✲ᡂᯝࢆࡲ࡜ࡵࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ
ࡓࠋࣛ࢖࢜ࣥࡢ♫఍஺΅ࡢศᯒ࡛ࡣࠊಶయ㛫ࡢ♫఍஺΅᫬ࡢពᛮỴᐃ࣮ࣝࣝࢆ♫఍ⓗࢿࢵ
ࢺ࣮࣡ࢡୖ࡛᫬⣔ิⓗ࡟ศᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀྍ⬟࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋ⌧ᅾࠊࢹ࣮ࢱࢆศᯒ
୰࡛࠶ࡾࠊࡍ࡛࡟⤖ᯝࡀฟࡓᣵᣜ⾜ື࡟㛵ࡍࡿ⤖ᯝࢆࠊᏛ఍Ⓨ⾲ࠊㄽᩥᢞ✏ࡢ‽ഛࢆࡋࡓࠋ
ࡲࡓࠊᮏᏛ⼥ྜࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ༠㈶ࡢ௻⏬࡜ࡋ࡚ࠊࢰ࢘ࡢ⏕≀Ꮫ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࠕ➨㸲ᅇ ࢰ
࢘࢜ࣟࢪ࣮ࠖࢆୖ㔝ື≀ᅬ࡟࡚㛤ദࡋࠊཧຍ⪅ࡀ 120ྡࢆ㉸࠼ࡿ┒ἣࡪࡾ࡛࠶ࡗࡓࠋࡑࡢ
࡞࠿࡛ࠊࢰ࢘࡟ࡼࡿ⤮⏬ࡢศᯒ࡟㛵ࡍࡿ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲࡓࠊ࣐࢘ࢆᑐ㇟࡟ࡋ
ࡓ◊✲࡛ࡣࠊ㞟ᅋ⛣ືࡢពᛮỴᐃ࡟㛵ࡍࡿ◊✲ࢆ⾜࠸ࠊ⏕ែᏛ఍࡟࠾࠸࡚Ⓨ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ࡇࢀࡽࡢᡂᯝ࡟ᇶ࡙࠸࡚ࠊື≀ࡢ♫఍࡟㛵ࡍࡿ⥲ㄝࢆᇳ➹ࡋࡓࠋ
żᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ἅ᥃ᒎஅ 㸦༳ๅ୰㸧 ື≀ࡢ♫఍ ࠕࢩ࣮ࣜࢬ ⌧௦ࡢ⏕ែᏛ ➨㸲ᕳ ⏕ែᏛ࡜♫఍⛉Ꮫࡢ
᥋Ⅼࠖ ඹ❧ฟ∧
若手（9）　大型哺乳類における行動生態学と比較認知科学の融合
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ኱ᆺ့ங㢮࡟࠾ࡅࡿ⾜ື⏕ែᏛ࡜ẚ㍑ㄆ▱⛉Ꮫࡢ⼥ྜ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ2ࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ἅ᥃ᒎஅ
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ኱ᆺ့ங㢮ࢆᑐ㇟࡟ࠊ⾜ື⏕ែᏛ࡜ẚ㍑ㄆ▱⛉Ꮫࡢ⼥ྜࢆ⾜࠺ࡇ࡜ࡀᮏࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ
ࡢ┠ⓗ࡛࠶ࡿࡀࠊ᭱⤊ᖺᗘ࡛࠶ࡿᮏᖺᗘࡣࠊ▷ᮇⓗ࡟ᡂᯝ࡟⤖ࡧࡘ࠸ࡓ◊✲ࢆㄽᩥ࡜ࡋ
࡚ࡲ࡜ࡵࡿ࡜ྠ᫬࡟ࠊ௒ᚋࡢ◊✲యไࢆᅛࡵࡿࡓࡵࡢ୍ᖺ࡜࡞ࡗࡓࠋ 
 ࣐࢘ࡢ◊✲࡛ࡣࠊᐑᓮ┴㒔஭ᓁࡢಶయ⩌࡟࠾ࡅࡿᐙ⣔࣭ᒚṔࡢࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࢆ᏶ᡂࡉ
ࡏࠊ⾜ື⏕ែᏛ࣭ ⏕άྐ࣭ ಶయ⩌ືែ࡟㛵ࡍࡿࣃ࣓࣮ࣛࢱ࣮ࡢ⟬ฟࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ௒ᚋࠊ
ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࢆ⏝࠸ࡓ⾜ື⏕ែᏛⓗ࡞௬ㄝ᳨ド࡜⾜ືほᐹ࡜ే⏝ࡋ࡚⾜࠸ࠊಶయࡢ♫఍
ⓗᒚṔࡀ㐺ᛂᗘ࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࢆㄪ࡭ࡿࠋࢰ࢘ࡢ◊✲࡛ࡣࠊ≀⌮ⓗㄆ▱⬟ຊࢆᐇ㦂ᚰ⌮Ꮫ
ⓗᡭἲ࡟ࡼࡗ᳨࡚ドࡋࡓࠋࣛ࢖࢜ࣥࡢ◊✲࡛ࡣࠊ⡿ᅜ࣑ࢿࢯࢱ኱Ꮫࡢ◊✲⪅࡜ඹྠ◊✲
ࢆ㛤ጞࡋࠊࢱࣥࢨࢽ࢔࣭ࢭࣞࣥࢤࢸ࢕ᅜ❧බᅬ࡟࠾ࡅࡿ㛗ᮇ◊✲ࡢࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࢆᑐ㇟
࡟ࠊ♫఍⾜ື࡟㛵ࡍࡿศᯒࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋࡃࢃ࠼࡚ࠊ㣫⫱ಶయࡢ♫఍⾜ື࡟㛵ࡍࡿ◊✲
ᡂᯝࢆᢞ✏ࡋࡓࠋ
 ࡇࢀࡽࡢ◊✲ࡢ⤖ᯝࠊ௒ᚋࡢ◊✲యไࢆᵓ⠏ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࠶ࡿ⛬ᗘ࡛ࡁࡓ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ
ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࢆ≌ᘬࡋࡓ◊✲ဨ࡜኱Ꮫ㝔⏕ࡢ◊✲ࢆ᥎㐍ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࠊᚋ㐍ࡢ⫱ᡂ࡟
ࡶά⏝ࡍࡿ஦ࡀ࡛ࡁࡓ࡜࠸࠼ࡿ࡛࠶ࢁ࠺ࠋ
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ᅜෆእࡢᏛ఍࡟࡚ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋࡓࠋࡲࡓࠊୗグࡢࢳࣥࣃࣥࢪ࣮࡟࠾ࡅࡿ᝟ື࡜ಶయࡢ
ᛶ᱁࡟㛵ࡍࡿㄽᩥࡀ Ethology ㄅ࡟ᥖ㍕ࡉࢀࡓࠋ㸯㸰᭶࡟ࡣ࢔࣓ࣜ࢝࡜ᅜෆࡢⱝᡭ⾜ື
⏕ែᏛ⪅ࠊẚ㍑ㄆ▱⛉Ꮫ⪅㸱ྡࢆᣍᚅࡋࠊ⥲◊኱࣭ ⴥᒣ࢟ࣕࣥࣃࢫ࡟࡚◊✲఍ࢆ⾜ࡗࡓࠋ
㸱᭶࡟ࡣࠊᮏᏛ⼥ྜࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ༠㈶ࡢ௻⏬࡜ࡋ࡚ࠊࢰ࢘ࡢ⏕≀Ꮫ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࠕ➨
㸳ᅇ ࢰ࢘࢜ࣟࢪ࣮ࠖࢆୖ㔝ື≀ᅬ࡟࡚㛤ദࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ࡀ 130 ྡࢆ㉸࠼ࡿ┒ἣࡪࡾ࡛
࠶ࡗࡓ㸧ࠋ㸯᭶࡟⾜ࢃࢀࡓᏛ⼥ྜࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢᡂᯝሗ࿌఍࡟࠾࠸࡚◊✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋࠊ
࣋ࢫࢺ࣏ࢫࢱ࣮㈹ࢆཷ㈹ࡋࡓࠋࡲࡓࠊᅜ㝿⾜ື⏕ែᏛ఍࡟࠾࠸࡚ Relative quantity 
judgement by an Asian elephant using touch-panel stimuli ࡜࠸࠺ࢱ࢖ࢺ࡛ࣝࠊࢰ࢘ࡢ≀⌮ⓗ
▱ᛶ࡟㛵ࡍࡿ◊✲ࢆⓎ⾲ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
Kutsukake N, Teramoto M, Homma S, Mori Y, Matsudaira K, Kobayashi H, Ishida T, 
Okanoya K, Hasegawa T 2012 Individual variation in behavioural reactions to unfamiliar 
conspecific vocalisation and hormonal underpinnings in male chimpanzees. Ethology 118: 
269-280 
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ⤫ྜⓗ᪂ศ㔝ᙧᡂ㐣⛬ࡢ⌮ㄽⓗ᳨ド㸸ࠕ⤫ྜ⏕࿨⛉Ꮫࠖࢆ౛࡜ࡋ
࡚
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ぢୖ බ୍
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣከᩘࡢ㧗ᗘ࡟ᑓ㛛໬ࡋࡓ◊✲ศ㔝ࡀࡑࢀࡒࢀࡢ≉ᛶࢆά࠿ࡋ⼥ྜࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼ
ࡾ᪂ࡓ࡞ᩍ⫱࠾ࡼࡧ◊✲㡿ᇦࢆᙧᡂࡋ࡚࠸ࡃ㐣⛬࡟࠾࠸࡚ࠊ࡝ࡢࡼ࠺࡞ேⓗ࣭▱ⓗ࣭≀㉁
ⓗ஺ὶࡀᚲせ࡜ࡉࢀࡿ࠿࡟ࡘ࠸࡚⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽⓗどⅬ࠿ࡽ⪃ᐹ᳨࣭ドࢆ⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊࡑ
ࡢࡼ࠺࡞ศ㔝⼥ྜⓗ᪂㡿ᇦࡢᙧᡂࡢᐇ౛࡜ࡋ࡚⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ࡟࠾࠸࡚ィ⏬ࡉࢀ࡚࠸
ࡿࠕ⤫ྜ⏕࿨⛉Ꮫࢆ᥎㐍ࡍࡿඛ➃ⓗᩍ⫱◊✲ᣐⅬࡢᵓ⠏ࠖ࡜࠸࠺ࣉࣟࢢ࣒ࣛ㸦௨ୗࠊࠕ⤫ྜ
⏕࿨⛉Ꮫࣉࣟࢢ࣒ࣛࠖ࡜ࡍࡿ㸧ࢆㄪᰝᑐ㇟ࢆ࡜ࡋࡓࠋ⤫ྜ⏕࿨⛉Ꮫࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢᐇ᪋ࡣᖹ
ᡂ㸰㸰ᖺᗘᴫ⟬せồࡢ⤖ᯝ࡟኱ࡁࡃ౫Ꮡࡋ࡚࠸ࡓࡓࡵࠊࡑࡢෆᐃࡀ㏻▱ࡉࢀࡿࡲ࡛ࡢᮇ㛫
࡟ࡘ࠸࡚ࡣ୺࡟ᩥ⊩ㄪᰝࢆ⾜ࡗࡓࠋᩥ⊩ㄪᰝࡢᑐ㇟࡜࡞ࡗࡓࡢࡣ⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽ࡜⏕࿨⛉
Ꮫྐ࡜࿧ࡤࢀࡿศ㔝࡛࠶ࡿࠋ๓⪅࡛ࡣᑓ㛛▱࡟ࡘ࠸࡚ࡢศᯒ࡟ຍ࠼ࠊᏛ㝿◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࡢ
ศᯒࡶᗈࡃ⾜ࢃࢀ࡚࠸ࡿࠋᚋ⪅ࡣࡑࡢࡼ࠺࡞ศᯒࡀṔྐⓗ࡞⤒⦋࠿ࡽ⏕࿨⛉Ꮫ࡟ࡘ࠸࡚࡝
ࡢ⛬ᗘᙜ࡚ࡣࡲࡿࡢ࠿ࢆ᳨ウࡍࡿ㈨ᩱ࡜ࡋ࡚᭷⏝࡛࠶ࡗࡓࠋࡇࢀࡽࡢⅬ࡟ࡘ࠸࡚ࡣᏛ⼥ྜ
᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮࡛㛤ദࡉࢀࡓබ㛤◊✲ሗ࿌఍࡟࡚࣏ࢫࢱ࣮Ⓨ⾲࡜ࡋ࡚⡆༢࡟ሗ࿌ࡋࡓࠋ
ᐇ㝿ࡢ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗㄪᰝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢᐇ᪋ࡀ᭱⤊ⓗ࡟Ỵᐃࡍࡿࡲ࡛࡟᝿ᐃࡋ
࡚࠸ࡓࡼࡾࡶ᫬㛫ࡀ࠿࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡸࠊࡑࡢ௚ࡢ஦᝟࡛඲యⓗ࡞㆟ㄽࡀ㐍ࡲ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜࠿
ࡽࠊணᐃࡋ࡚࠸ࡓࡼࡾࡶᑠࡉ࡞つᶍ࡛⾜ࢃࡊࡿࢆᚓ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢⓎ᱌࡟῝ࡃ
㛵ࢃࡗࡓ⏕࿨⛉Ꮫ◊✲⛉࡜≀⌮⛉Ꮫ◊✲⛉ࡢᩍဨ㸰ྡ࡟࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗࢆ⾜࠺ࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ
࢖ࣥࢱࣅ࣮࡛ࣗࡣࡇࡢࣉࣟࢢ࣒ࣛࢆ❧᱌ࡍࡿࡁࡗ࠿ࡅࡸࠊࡇࡢࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢ┠ⓗ࡟ࡘ࠸࡚
࡞࡝ࢆఛ࠸ࠊࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢ඲యⓗ࡞࢖࣓࣮ࢪࢆࡘ࠿ࡴࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡲࡓࠊᑓᨷ㛫ࡢᆅ⌮
ⓗࡑࡋ࡚ศ㔝ⓗ࡞ࠕ㊥㞳ࠖ࡜࠸࠺ࡶࡢࡀࡇࡢࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢ㐠Ⴀ࡟࠶ࡓࡾ୍ࡘࡢ㘽࡜࡞ࡿࡇ
࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࡣ㸲ᖺ㛫ࡢᐇ᪋ࡀணᐃࡉࢀࡿࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ㸯ᖺ┠࡜
࠸࠺ࡇ࡜࡛ࠊ㆟ㄽࡢᑐ㇟ࡶẚ㍑ⓗ㝈ࡽࢀ࡚ࡃࡿࡇ࡜ࡀணぢࡉࢀࡿࡀࠊᑓ㛛⪅ࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕
࡟࠾ࡅࡿඹ㏻ㄆ㆑ࡢᙧᡂ࡜Ꮫၥⓗ࣭ᆅ⌮ⓗ࣭♫఍ⓗ࡞ቃ⏺⥺ࡢᡂ❧࠶ࡿ࠸ࡣ෌ᵓ⠏࡜࠸࠺
Ⅼ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࡇࡢ㸯ᖺ┠ࡀ≉࡟㔜せ࡛࠶ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ≉࡟ᮏࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢᑟධⓗᤵᴗ
࡜࡞ࡿ⤫ྜ⏕࿨⛉Ꮫධ㛛ࡢㅮ⩏ࡢᅾࡾ᪉࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㛵ಀࡍࡿᩍဨ࡟ᑐࡋᗈࡃ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗ
ࢆᐇ᪋ࡋࠊᩍဨ㛫࠶ࡿ࠸ࡣᏛ⏕࡜ᩍဨࡢㄆ㆑ࡢඹ᭷࡟ࡘ࠸࡚ὀ┠ࡋ࡞ࡀࡽ᭦࡟ศᯒࢆ㐍ࡵ
࡚࠸ࡃࡇ࡜࡜ࡍࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
若手（10）　統合的新分野形成過程の理論的検証：「統合生命科学」を例として
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘࡣ୺࡟ᩥ⊩ㄪᰝࢆ⾜ࡗࡓࠋ⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽ࡛ࡣᑓ㛛▱࡟ࡘ࠸࡚ࡢศᯒ࡟ຍ࠼ࠊ
Ꮫ㝿◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࡢศᯒࡶᗈࡃ⾜ࢃࢀ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢࡼ࠺࡞ᩥ⊩࡟ࡼࡿ࡜ᑓ㛛▱ࡢᙧᡂࡣࡑ
ࡢศ㔝ࡢጇᙜᛶ࡜ṇ⤫ᛶࢆᢸಖࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊṔྐⓗ࡟ศ㔝ࡢ⣽ศ໬࡜࠸࠺㐣⛬࡟ࡣ◊
✲࡟฼⏝ࡍࡿᐇ㦂ჾලࡸᢏ⾡ⓗ࡞㐍Ṍࡀ኱ࡁࡃ㛵୚ࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡲࡓ୍᪉࡛ࠊ
Ꮫ㝿ศ㔝ࡢ㔜せᛶ࡟ࡘ࠸࡚ᗈࡃㄆ㆑ࡉࢀࡿࡼ࠺࡟࡞ࡗࡓ⌧ᅾ࡛ࡶከࡃࡢሙྜ࡟ࡣ௚ศ㔝࡜
ࡢࠕඹ⏕ࠖ࡟ࡣண᝿ࡉࢀ࡞࠸ࢥࣥࣇࣜࢡࢺࡀ⏕ࡌࡿࡇ࡜ࡀ࠶ࡾࠊከࡃࡢᏛ㝿ศ㔝ࡣඹ㏻ࡢ
♫఍ⓗၥ㢟ࢆᢪ࠼ࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࡇ࡜㸦౛࠼ࡤᆅ⌫ ᬮ໬ᑐ⟇࡜ࡋ࡚ࡢ⎔ቃᏛ࡞࡝㸧ࡀศ࠿
ࡗࡓࠋ
࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗㄪᰝࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࡣࡇࡢࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣࡇࡢࡼ࠺࡞ඹ㏻ࡢ♫఍ၥ㢟ࢆព㆑ࡋ
ࡓࡶࡢ࡛ࡣ࡞ࡃࠊ◊✲⪅࡜ࡋ࡚ࡢᖜᗈ࠸▱㆑ࡢᚲせᛶ࡜ᛴ㏿࡟㐍Ṍࡍࡿ◊✲ᡭἲ࡟ᑐᛂࡋ
ࡓ᪂ࡋ࠸◊✲ㄢ㢟ࡢᢳฟ࡜࠸ࡗࡓᏛ⾡ⓗ࡞ᣦྥࡀ㧗࠸ࡶࡢ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡲࡓࠊ
ࡑࡢᡂᯝࡣᏛ⏕࡬ࡢᩍ⫱࡜࠸࠺┤᥋ⓗ࡞ഃ㠃ࡔࡅ࡛ࡣ࡞ࡃࠊ◊✲⪅㛫ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙ
ࣥ࡜࠸ࡗࡓᗈ࠸どⅬ࠿ࡽᤊ࠼ࡽࢀࡿ࡭ࡁࡶࡢ࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺ࡇ࡜ࡶ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋ
ᐇ㝿ࡢ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗㄪᰝ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࣉࣟࢢ࣒ࣛࡢᐇ᪋ࡀ᭱⤊ⓗ࡟Ỵᐃࡍࡿࡲ࡛࡟᫬㛫ࡀ
࠿࠿ࡗࡓࡇ࡜ࡸࡑࡢ௚ࡢ஦᝟࡛඲యⓗ࡞㆟ㄽࡀ㐍ࡲ࡞࠿ࡗࡓࡇ࡜࠿ࡽࠊணᐃࡋ࡚࠸ࡓࡼࡾ
ࡶᑠࡉ࡞つᶍ࡛⾜ࢃࡊࡿࢆᚓ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࡢึ᪪ࡣ᭦࡞ࡿ࢖ࣥࢱࣅ࣮ࣗㄪᰝ
ࢆᐇ᪋ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ヱᙜ࡞ࡋ
若手（10）　統合的新分野形成過程の理論的検証：「統合生命科学」を例として
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࣑ࢻ࣒ࣜࢩࡢග㞟ྜᛂ⟅ࢆไᚚࡍࡿࣉࢸࣜࣥᵝගࢭࣥࢧ࣮
ࡢྠᐃ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᯇỌⱱ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
࣑ࢻ࣒ࣜࢩࡢ㠴ẟ࠿ࡽࠊ6-biopterin ࡟≉␗ⓗぶ࿴ᛶࢆࡶࡘࣉࢸࣜࣥⰍ⣲⤖ྜࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆ
ྠᐃࡋࡓࠋ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࢆゎㄞࡋࡓ࡜ࡇࢁࠊࡇࡢࢱࣥࣃࢡ㉁ࡣ⏕యෆࡢ㓟໬࣭㑏ඖ཯ᛂ࡟
㛵ࢃࡿࣇࣛࣅࣥࢱࣥࣃࢡ㉁࡜ࡋ࡚ࡢ≉ᚩࡶేࡏᣢࡘࡇ࡜ࡀุ᫂ࡋࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ඛ⾜◊✲࡟ࡼࡾ࣑ࢻ࣒ࣜࢩࡀග࡟㞟ࡲࡿ཯ᛂࡢගཷᐜయࢱࣥࣃࢡ㉁ࡣࠊࣇࣛࣅࣥⰍ⣲࠾ࡼ
ࡧࣉࢸࣜࣥⰍ⣲ࢆ⤖ྜࡍࡿศᏊ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀண ࡉࢀ࡚࠸ࡓࠋᮏ◊✲࡛ࡣ≉␗ⓗ࡞ぶ࿴ᛶ
ࢆ฼⏝ࡋࡓࢱࣥࣃࢡ㉁⢭〇࡟ࡼࡾࣉࢸࣜࣥࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆྠᐃࡋࡓࡀࠊ⤖ᯝⓗ࡟ࡇࡢࢱࣥࣃ
ࢡ㉁ࡀࣇࣛࣅࣥⰍ⣲ࡶేࡏᣢࡘࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋࡼࡗ࡚ྠᐃࡋࡓࢱࣥࣃࢡ㉁ࡣගཷᐜయ࡜
ࡋ࡚ᶵ⬟ࡍࡿ㔜せศᏊ࡛࠶ࡿྍ⬟ᛶࡀᮇᚅࡉࢀࡿࡶࡢ࡜⪃࠼ࡽࢀࠊᡤᐃࡢᡂᯝࡀ㐩ᡂࡉࢀ
ࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
⌧ᅾࠊᢞ✏‽ഛ୰
若手（11）　ミドリムシの光集合応答を制御するプテリン様センサーの同定
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ す࢔ࢪ࢔஝⇱ᆅᖏ࡟࠾ࡅࡿ㎰⪔࠾ࡼࡧ㐟∾ࡢⓎ⏕࡜⎔ቃኚ໬
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㑣㡲 ᾈ㑻
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊす࢔ࢪ࢔᪂▼ჾ᫬௦ࡢ㎰⪔ࡸ㐟∾ࡀࠊ⎔ቃኚ໬࡜࡝ࡢࡼ࠺࡟㛵ࢃࡾྜ࠸࡞
ࡀࡽⓎ㐩ࡋࡓࡢ࠿ࢆࠊ㑇㊧ฟᅵࡢ᳜≀㑇య࠿ࡽ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࠋᮏᖺᗘࡣࠊࣚࣝࢲࣥ༡㒊ࡢ
◁₍࡟఩⨨ࡍࡿ࣡ࢹ࢕࣭ ࢔ࣈ࣭ ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡜࣡ࢹ࢕࣭ ࢡ࣡࢖࣮ࣝ㑇㊧㸦୧㑇㊧࡜ࡶ BC7700
ᖺ㹼BC7300 ᖺ㡭㸧࡛ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ10 ᭶࡟࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡜࣡ࢹ࢕࣭ࢡ
࣡࢖࣮ࣝ㑇㊧ࢆゼࢀࠊࣇ࣮ࣟࢸ࣮ࢩࣙࣥἲ࡟ࡼࡾ㑇㊧ᅵተ࡟ྵࡲࢀࡿⅣ໬᳜≀✀ᏊࡸⅣ໬
ᮌᮦ∦ࠊᚤᑠື≀㦵ࢆ཰㞟ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊ⌧ᅾ࡜᪂▼ჾ᫬௦ࡢ⎔ቃࢆẚ㍑ࡍࡿࡓࡵࡢ᳜⏕
ㄪᰝࡶᐇ᪋ࡋࡓࠋ཰㞟ࡋࡓⅣ໬᳜≀✀Ꮚࡣࠊᐇయ㢧ᚤ㙾࠾ࡼࡧ㉮ᰝᆺ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾࡟ࡼࡾ⢭
ᰝࡋࠊ✀㢮ࡢྠᐃࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ᮏᖺᗘࡢᡂᯝ࠿ࡽࠊ࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࠿ࡽ⣙ 50kmෆ㝣ࡢ࣡ࢹ࢕࣭ࢡ࣡࢖࣮
ࣝ㑇㊧࡛ࡣࠊ࣒ࢠ㢮࡜࣐࣓㢮ࡢ᱂ᇵ᳜≀ࡣ฼⏝ࡉࢀ࡚࠾ࡽࡎࠊ㔝⏕ࡢࣆࢫࢱࢳ࢜ࢆ୺࡟฼
⏝ࡋ࡚࠸ࡓࠋ᳜⏕ࡣࠊ࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡟ẚ࡭ࡿ࡜㈋ᙅࡔࡀࠊ࢚ࣀࢥࣟࢢࢧᒓ
ࡸ࢜࢜ࣂࢥᒓ࡞࡝ࡢࢫࢸࢵࣉࡢせ⣲ࢆ☜ㄆࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ࣡ࢹ࢕ἢ࠸࡛ࡣ⌧ᅾࡼࡾࡶ
㇏࠿࡞᳜⏕ࡀᗈࡀࡗ࡚࠸ࡓྍ⬟ᛶࡀ࠶ࡿࠋࡇࡢࢫࢸࢵࣉ᳜⏕ࡣࠊ᫬௦࡜࡜ࡶ࡟⌧ᅾࡢࡼ࠺
࡞◁₍࡟ኚࢃࡗ࡚࠸ࡃࡀࠊṚᾏࡢ†Ỉ఩ኚ໬ࢆࡳࡿ࡜ࠊࡇࡢ᫬ᮇࡣẚ㍑ⓗ‵₶࡞᫬ᮇ࡛࠶
ࡾࠊẼೃኚ໬ࡼࡾࡶࡴࡋࢁ㐟∾ࡢ㛤ጞ࡟క࠺㐣ᨺ∾ࡢᙳ㡪ࡀࠊ᳜⏕ᨵኚ࡟኱ࡁࡃ㛵ࢃࡗࡓ
ྍ⬟ᛶࡀ࠶ࡿࠋ∾␆ࡢ㛤ጞ࡟క࠺ࠊேⅭⓗ࡞᳜⏕◚ቯࡢドᣐࡶぢࡘ࠿ࡾࠊᙜ᫬ࡢ⎔ቃኚ໬
࡟ࡣࠊẼೃኚືࡔࡅ࡛࡞ࡃே㛫άືࡢᙳ㡪ࡶ㛵ࢃࡗ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࢆᣦ᦬ࡋࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦Oral session㸧㸬2010㸬
Archaeobotanical study of PPNB outpost, Wadi Abu Tulayha, Southern Jordan with special
reference to the beginning of nomadism in the southern edge of the fertile crescent㸬15th Symposium
of the International Working Group for Palaeoethnobotany (IWGP)㸬Wilhelmshaven, Germany㸬
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    す࢔ࢪ࢔஝⇱ᆅᖏ࡟࠾ࡅࡿ㎰⪔࠾ࡼࡧ㐟∾ࡢⓎ⏕࡜⎔ቃኚ໬ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㑣㡲 ᾈ㑻 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ࣚࣝࢲࣥ༡㒊ࡢ࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡜࣡ࢹ࢕࣭ࢡ࣡࢖࣮ࣝ㑇㊧㸦⣙ 9000 ᖺ๓㸧
࡛ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࡇࢀࡽࡢ㑇㊧ࡣࠊ࡜ࡶ࡟࢞ࢮࣝࡢ⊁⊟࢟ࣕࣥࣉࢧ࢖ࢺ࡛࠶ࡿࡀࠊࢲ࣒
≧ࡢ℺₅᪋タࡸࣄࢶࢪ࣭ࣖࢠ࡞࡝ࡢᐙ␆ࡢ㦵ࡶᑡᩘぢࡘ࠿ࡗ࡚࠾ࡾࠊᏘ⠇ⓗ࡟฼⏝ࡉࢀࡓ
ึᮇࡢ⛣∾ᣐⅬ࡛ࡶ࠶ࡿࠋࡇࢀࡽࡢ㑇㊧ࡢ⅔ࡢሁ✚≀࡟ྵࡲࢀࡿⅣ໬᳜≀✀Ꮚ࡜Ⅳ໬ᮌᮦ
ࢆศᯒࡋࠊᙜ᫬ࡢ⎔ቃ࡜᳜≀฼⏝ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋࡇࡢ⤖ᯝࢆࠊ⪃ྂᏛࠊྂẼೃᏛࡢ◊✲
ᡂᯝ࡜ẚ㍑ࡋ࡚㐟∾ࡀⓎ⏕ࡋࡓᙜ᫬ࡢ⎔ቃ࡜⏕ᴗࡢ㛵ࢃࡾࢆ⪃ᐹࡋࡓࠋ 
࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡛ࡣࠊ࢚࣐࣮ࣥࢥ࣒ࢠࠊ࣒࢜࢜ࢠࠊ࢞ࣛࢫ࣐࣓࡞࡝ࡢస≀
ࡀぢࡘ࠿ࡾࠊ㝶కࡍࡿ㞧ⲡ✀࠿ࡽࠊࢲ࣒≧㑇ᵓ࡛ࡢ℺₅㎰ᴗࡢྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋࡇࢀ
ࡣ௒ࡢ࡜ࡇࢁ᭱ྂࡢ℺₅㎰ᴗࡢドᣐ࡜࡞ࡿ୍ࠋ ᪉ࠊ࣡ࢹ࢕࣭ ࢔ࣈ࣭ ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࠿ࡽ⣙ 50 ੊
ෆ㝣ࡢ࣡ࢹ࢕࣭ࢡ࣡࢖࣮ࣝ㑇㊧࡛ࡣࠊ࣒ࢠ㢮࡜࣐࣓㢮ࡢ᱂ᇵ᳜≀ࡣ฼⏝ࡉࢀ࡚࠾ࡽࡎࠊ㔝
⏕ࡢࣆࢫࢱࢳ࢜ࢆ୺࡟฼⏝ࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡀุ᫂ࡋࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
࣡ࢹ࢕࣭࢔ࣈ࣭ࢺࣞ࢖ࣁ㑇㊧࡜࣡ࢹ࢕࣭ࢡ࣡࢖࣮ࣝ㑇㊧ࡢ୧㑇㊧࠿ࡽࠊࣆࢫࢱࢳ࢜ࡢⅣ
໬ᮌᮦࡀぢࡘ࠿ࡗࡓࠋࡇࢀ࡟ࡼࡾࠊ⣙ 9000 ᖺ๓ࡢ㑇㊧࿘㎶ࡢ⎔ቃࡣࠊ⌧ᅾࡢࡼ࠺࡞◁₍࡛
ࡣ࡞ࡃࠊ㔝⏕ࡢࣆࢫࢱࢳ࢜ࡀ⏕⫱࡛ࡁࡿࡼ࠺࡞␯ᯘࢫࢸࢵࣉࡀᣑ኱ࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡀุ᫂ࡋ
ࡓࠋ ⣙ 8000 ᖺ๓㡭ࡢẼೃࡢ஝⇱໬ࡢᙳ㡪࡛ࠊࣆࢫࢱࢳ࢜ࡢ␯ᯘࢫࢸࢵࣉࡣ⦰ᑠࡋࠊ◁₍
໬ࡀ㐍⾜ࡋࡓ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋࡇࡢẼೃᝏ໬࡟ࡼࡾᏘ⠇ⓗ࡞⊁⊟࢟ࣕࣥࣉࡀ⥔ᣢ࡛ࡁ࡞ࡃ࡞
ࡾࠊࢃࡎ࠿࡟࣡ࢹ࢕ἢ࠸࡟ṧᏑࡋࡓ᳜≀ࢆồࡵ࡚㐟∾࡜࠸࠺⏕ᴗࡀⓎ㐩ࡋࡓࠋẼೃᝏ໬ࡔ
ࡅ࡛࡞ࡃࠊ㐟∾ࡢⓎ㐩ࡶ◁₍໬࡟኱ࡁࡃ㛵ࢃࡗ࡚࠸ࡓྍ⬟ᛶࡀ࠶ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦Oral session㸧㸬2010㸬Archaeobotanical 
study of PPNB outpost, Wadi Abu Tulayha, Southern Jordan with special reference to the beginning 
of nomadism in the southern edge of the fertile crescent㸬15th Symposium of the International 
Working Group for Palaeoethnobotany (IWGP)㸬Wilhelmshaven, Germany㸬 
 
Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦ᢞ✏୰㸧㸬Archaeobotanical study 
at Wadi Abu Tulayha: A PPNB outpost in southern Jordanian desert㸬Vegetation History 
and Archaeobotany. 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ C ᆺ⫢⅖࢘࢖ࣝࢫࡢឤᰁᅛయෆ࡟࠾ࡅࡿ㐍໬ࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙ
ࣥ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ୰ᯘ₶
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ឤᰁᅛయෆ࡟࠾ࡅࡿ Cᆺ⫢⅖࢘࢖ࣝࢫ㸦HCV㸧ࡢ㐍໬ⓗ࡞ኚ໬ࡀ⫢⅖ࡢ⑓ែ࡟ཬࡰࡍᙳ㡪
ࢆホ౯ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋ࡚㸪ᮏ◊✲ࢆ୍ᖺ㛫᥎㐍ࡋࡓ㸬ᮏᖺᗘ࡛ࡣ㸪ࡲࡎHCVࡢ⣽⬊ෆ
」〇ࣉࣟࢭࢫ࡟㛵ࡍࡿศᏊ⏕≀Ꮫⓗ▱ぢ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪HCV⣽⬊ෆ」〇ࣉࣟࢭࢫࢆグ㏙ࡍࡿᩘ
⌮ࣔࢹࣝࢆᵓ⠏ࡋࡓ㸬᭦࡟ࡇࡢ⣽⬊ෆࣔࢹࣝࢆᣑᙇࡋ㸪ឤᰁᅛయෆ࡟࠾ࡅࡿHCV㐍໬ࢩ࣑
࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࢆ⾜ࡗࡓ㸬
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
⣽⬊ෆ」〇ࣔࢹࣝࢆ⏝࠸HCVࡢឤᰁ⣽⬊ෆ࡟࠾ࡅࡿ」〇ືែࢆゎᯒࡋࡓ⤖ᯝ㸪HCVࡣ⣽
⬊ෆ࡛␗࡞ࡿ஧ࡘࡢ」〇ࣃࢱ࣮ࣥ㸪ࡍ࡞ࢃࡕ⇿ⓎⓗቑṪ࡜㟼ⓗ࡞ቑṪࢆ♧ࡍࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿
࡟ࡋࡓ㸬
ࡲࡓ」〇ࢲ࢖ࢼ࣑ࢡࢫࡢゎᯒ࠿ࡽண᝿ࡉࢀࡓ᮲௳ࢆ‶ࡓࡍሙྜ࡟㸪⇿ⓎⓗቑṪࢆ♧ࡍHCV
㑇ఏᏊᆺࡢ㢖ᗘࡀቑຍࡍࡿࡇ࡜ࡀ㐍໬ࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩ࡛ࣙࣥ☜࠿ࡵࡽࢀࡓ㸬⇿ⓎⓗቑṪࢆ♧
ࡍ HCV㑇ఏᏊᆺࡀ㢖ᗘࢆቑࡸࡍ≧ែࡣ㸪៏ ᛶ⫢⅖ࡢ⮫ᗋ⤒㐣୰࡟㉳ࡇࡿ⫢⅖ࡢᛴᛶቑᝏ࡟
ᑐᛂࡍࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿ㸬ࡇࡢ⤖ᯝ࠿ࡽ㸪៏ᛶ⫢⅖ࡢ㛗ᮇⓗ࡞⮫ᗋ⤒㐣ࢆண ࡍࡿୖ࡛㸪ᮏ
◊✲࡛⾜ࡗࡓ HCV㐍໬ࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࡀᙺ❧ࡘࡇ࡜ࡀᮇᚅࡉࢀࡿ㸬
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ᮏ◊✲ࡢᡂᯝࢆࡲ࡜ࡵࡓㄽᩥࢆᢞ✏‽ഛ୰࡛࠶ࡿ㸬
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㸱ḟඖᒁᡤ≉ᚩ࡟ࡼࡿ࣮࣒࣎ࣜࣗࢹ࣮ࢱࡢศ㢮࡟㛵ࡍࡿ◊✲ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղ ࠕⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㕥ᮌ ୍ྐ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢᣑᙇࢆ⾜࠸ࠊ㸱ḟඖࢹ࣮ࢱ࡞࡝ࡢከḟඖࢹ࣮ࢱ࠿ࡽ
ࡢ≉ᚩᢳฟࢆࡋࡓࠋ㸱ḟඖࢹ࣮ࢱࢆᢅ࠺ࡓࡵࡢ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩ࡟ࡣࠊ≉ᚩᢳฟࡢࡓ
ࡵࡢ㸱ḟඖࣇ࢕ࣝࢱࡀᚲ㡲࡛࠶ࡾࠊࡑࡢࣇ࢕ࣝࢱࡢᩘࡣ⭾኱࡜࡞ࡿࠋ 
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࣉࣟࢢ࣒ࣛࢆ㛤Ⓨࡋࠊ㟁Ꮚⓗ࡟ࣇ࢕ࣝࢱ⮬ື⏕ᡂࢆ⾜ࡗࡓࠋ
ࡑࡋ࡚ࠊᚓࡽࢀࡓࣇ࢕ࣝࢱ࠿ࡽ࣐ࣝࢳࢥ࢔ CPU ࢆ฼⏝ࡋࡓ࣐ࣝࢳࢫࣞࢵࢻ୪ิฎ⌮࡟ࡼࡗ
࡚ࠊ㧗㏿࡟㸱ḟඖࢹ࣮ࢱ࠿ࡽࣃࢱ࣮ࣥᢳฟࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
ᢳฟࡋࡓࣃࢱ࣮ࣥࡣࠊWeka ➼ࡢࢹ࣮ࢱ࣐࢖ࢽࣥࢢࢯࣇࢺ࢙࢘࢔ࢆ฼⏝ࡋ࡚ゎᯒࢆ⾜࠸ࠊ㸱
ḟඖ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢᛶ⬟ࢆホ౯ࡋࡓࠋ 
 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࡣࠊᚑ᮶ࡢ㸱ḟඖ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢィ⟬࡟ຍ࠼࡚ࠊ⮬ᕫ┦㛵㛵ᩘࡢḟ
ඖᣑᙇ㸦㸮ḟඖ࠿ࡽ㸰㸴ḟඖࡲ࡛㸧࡜ࠊኚ఩᪉ྥࡢ㝈ᐃࢆ⾜࠺ࡇ࡜࡟ࡼࡗ࡚ࠊከ✀ከᵝ࡞
㸱ḟඖ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢ࣐ࢫࢡࣃࢱ࣮ࣥࡢ⏕ᡂࢆ࠾ࡇ࡞࠸ࠊࡑࡢᡂᯝࢆᅜ㝿఍㆟࡛
Ⓨ⾲ࡋࡓ[1]ࠋࡲࡓࠊᚓࡽࢀࡓ࣐ࢫࢡࣃࢱ࣮ࣥࢆ⏝࠸࡚㸱ḟඖ࣮࣒࣎ࣜࣗࢹ࣮ࢱࡢศ㢮ࢆᐇ
⌧ࡍࡿࡓࡵࠊ3 ḟඖࢯࣜࢵࢻࢸࢡࢫࢳࣕࡢ࣋ࣥࢳ࣐࣮ࢡࢹ࣮ࢱࢆྲྀᚓࡋࠊࡑࡢࢹ࣮ࢱࡢ୍㒊
ࢆ฼⏝ࡋ࡚ࠊࢯࣜࢵࢻࢸࢡࢫࢳࣕࡢศ㢮ᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓࠋᐇ㦂ࡢ⤖ᯝࡣᅜ㝿఍㆟࡛Ⓨ⾲ࡋࡓ[2]ࠋ 
 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
㸦ᅜ㝿఍㆟ࡢࣉࣟࢩ࣮ࢹ࢕ࣥࢢࢫ㸧㻌
㻝㻚 㻹㼛㼠㼛㼒㼡㼙㼕㻌㼀㻚㻌㻿㼡㼦㼡㼗㼕㻘㻌㼀㼍㼠㼟㼡㼥㼍㻌㻿㼔㼕㼎㼍㼠㼍㻘㻌㼅㼛㼟㼔㼕㼠㼛㼙㼛㻌㼅㼍㼓㼕㼚㼡㼙㼍㻘㻌㻴㼍㼞㼡㼛㻌㻷㼛㼐㼍㼙㼍㻘㻌㻱㼤㼠㼑㼚㼐㼑㼐㻌㻟㻰㻌
㻴㻸㻭㻯㻌㻼㼍㼠㼠㼑㼞㼚㻌㻲㼑㼍㼠㼡㼞㼑㼟㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼛㼘㼕㼐㻌㼀㼑㼤㼠㼡㼞㼑㼟㻘㻌㻵㻱㻱㻱㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌㼛㼚㻌㻿㼕㼓㼚㼍㼘㻌㼍㼚㼐㻌
㻵㼙㼍㼓㼑㻌 㻼㼞㼛㼏㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌 㻭㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌 㻔㻵㻯㻿㻵㻼㻭㻞㻜㻝㻝㻕㻘㻌 㼜㼜㻡㻟㻡㻙㻙㻡㻠㻜㻘㻌 㻵㻿㻮㻺㻦㻥㻣㻤㻙㻝㻙㻠㻡㻣㻣㻙㻜㻞㻠㻞㻙㻢㻘㻌
㻹㼍㼘㼍㼥㼟㼕㼍㻘㻌㻝㻝㻛㻞㻜㻝㻝㻚㻌
㻞㻚 㻹㼛㼠㼛㼒㼡㼙㼕㻌㼀㻚㻌㻿㼡㼦㼡㼗㼕㻘㻌㻭㻌㻲㼞㼍㼏㼠㼍㼘㻙㼎㼍㼟㼑㼐㻌㻷㼑㼥㼜㼛㼕㼚㼠㻌㻯㼛㼙㼜㼡㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻹㼑㼠㼔㼛㼐㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼛㼘㼕㼐㻌㼀㼑㼤㼠㼡㼞㼑㼟㻘㻌
㼀㼔㼑㻌 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌 㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌 㼛㼚㻌 㻵㼚㼒㼛㼞㼙㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㻾㼑㼠㼞㼕㼑㼢㼍㼘㻌 㼍㼚㼐㻌 㻷㼚㼛㼣㼘㼑㼐㼓㼑㻌 㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻘㻌
㻔㻵㻱㻱㻱㻙㻯㻭㻹㻼㻞㻜㻝㻞㻕㻘 㻵㻾㻙㻞㻡㻙㻝㻠㻞㻘㻌 㻵㻿㻮㻺㻦㻥㻣㻤㻙㻝㻙㻠㻢㻣㻟㻙㻝㻜㻤㻥㻙㻡㻘㻌 㻹㼍㼘㼍㼥㼟㼕㼍㻘㻌 㻵㻱㻱㻱㻌 㻯㼍㼠㻚㻌 㻺㼛㻚㻌
㻯㻲㻼㻝㻞㻤㻞㻝㻙㻯㻰㻾㻘㻌㻜㻟㻛㻞㻜㻝㻞㻚㻌
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   㧔᭽ᑼ 㧟㧕 
ᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    㧟ᰴరዪᚲ․ᓽߦࠃࠆࡏ࡝ࡘ࡯ࡓ࠺࡯࠲ߩಽ㘃ߦ㑐ߔࠆ⎇ⓥ
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԙ ޟ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㋈ᧁ ৻ผ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
㧟ᰴర㜞ᰴዪᚲ⥄Ꮖ⋧㑐․ᓽߩ᜛ᒛߦ㑐ߔࠆታ㛎╬ࠍⴕߞߚޕ⎇ⓥߢߪ㧟ᰴర࠺࡯࠲㧔ࡏ
࡝ࡘ࡯ࡓ࠺࡯࠲㧕߆ࠄߥࠆ࠺࡯࠲ࡌ࡯ࠬࠍḰ஻ߒޔฦ㧟ᰴర࠺࡯࠲߆ࠄ࠰ࡈ࠻࠙ࠚࠕࡊࡠ
ࠣ࡜ࡓߦࠃߞߡ㧟ᰴర㜞ᰴዪᚲ⥄Ꮖ⋧㑐․ᓽߩ᛽಴ࠍ߅ߎߥߞߚޕ㧟ᰴర㜞ᰴዪᚲ⥄Ꮖ⋧
㑐․ᓽߩ᛽಴ߦߪޔ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲߇ᔅ㗇ߢ޽ࠅޔߘߩ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ߩᢙߪ⤘ᄢߦߥࠆޕ
ߘߎߢޔᧄ⎇ⓥߢߪࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦࡊࡠࠣ࡜ࡓࠍ㐿⊒ߒޔ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ߩ⥄േ↢ᚑࠍ
ⴕߞߚޕߘߒߡޔᓧࠄࠇߚ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ߦࠃࠅࡑ࡞࠴ࠦࠕ CPUࠍ೑↪ߒߚࡑ࡞࠴ࠬ࡟࠶
࠼ਗ೉ಣℂߢޔ㜞ㅦߥ㧟ᰴర࠺࡯࠲߆ࠄߩ․ᓽ᛽಴ࠍⴕߞߚޕ᛽಴ߒߚ․ᓽߪޔWeka╬ߩ
࠺࡯࠲ࡑࠗ࠾ࡦࠣ࠰ࡈ࠻࠙ࠚࠕࠍ೑↪ߒߡ⸃ᨆࠍⴕ޿ޔ㧟ᰴర㜞ᰴዪᚲ⥄Ꮖ⋧㑐․ᓽࠍ↪
޿ߚࡄ࠲࡯ࡦಽ㘃ޔ㘃ૃࡄ࠲࡯ࡦᬌ⚝ߩᕈ⢻ࠍ⹏ଔߒߚޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
೨ᐕᐲ㧔H㧞㧟ᐕ㧕ߪޔ․ᓽ᛽಴ߩߚ߼ߩ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲߇ᔅ㗇ߢ޽ࠆߎߣ߆ࠄޔࠪࡒࡘ࡟
࡯࡚ࠪࡦࡊࡠࠣ࡜ࡓࠍ㐿⊒ߒޔ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ߩ⥄േ↢ᚑࠍⴕߞߚޕ㧟ᰴర㜞ᰴዪᚲ⥄Ꮖ
⋧㑐․ᓽߩ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ߩᢙߪ⤘ᄢߣߥࠆޕએਅߩᢥ₂ߢޔ↢ᚑߦࠃߞߡᓧࠄࠇߚ㧟ᰴ
రࡈࠖ࡞࠲ߩ․ᕈߦߟ޿ߡ⠨ኤߒޔߘߩ೑↪଀ߦ㑐ߔࠆ⊒⴫ࠍⴕߞߚޕ 
z Motofumi T. Suzuki, Tatsuya Shibata, Yoshitomo Yaginuma, Haruo Kodama, Extended 
3D HLAC Pattern Features for Solid Textures, IEEE International Conference on 
Signal and Image Processing Applications (ICSIPA2011), pp535--540, 
ISBN:978-1-4577-0242-6, Malaysia, 11/2011. 
z Motofumi T. Suzuki, A Fractal-based Keypoint Computation Method for Solid Textures, 
The International Conference on Information Retrieval and Knowledge Management, 
(IEEE-CAMP2012), IR-25-142, ISBN:978-1-4673-1089-5, Malaysia, IEEE Cat. No. 
CFP12821-CDR, 03/2012. 
ᧄᐕᐲ㧔H㧞㧠ᐕ㧕ߪޔᓧࠄࠇߚ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ࠍㆬᛯ⊛ߦ೑↪ߔࠆߎߣߢޔࡄ࠲࡯ࡦಽ㘃
ߣ㘃ૃࡄ࠲࡯ࡦᬌ⚝ߩᕈ⢻ߩะ਄ࠍ⹜ߺࠆታ㛎ࠍⴕߞߚޕ߹ߚޔ㧟ᰴరࡈࠖ࡞࠲ࠍㆬᛯߔ
ࠆലᨐ⊛ߥࠕ࡞ࠧ࡝࠭ࡓߦߟ޿ߡ⠨ኤ࡮ታ㛎ࠍⴕߞߚޕ 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
 
਄⸥ߩౝኈࠍ߹ߣ߼ޔ࿖㓙ળ⼏ߦᛩⓂḰ஻ਛ㧔㧞㧜㧝㧟ᐕ㧟᦬⃻࿷㧕 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    」᰾ᕼᅵ㢮㘒య࡟ࡼࡿ㓟⣲㑏ඖゐ፹ࡢ㛤ᣅ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ኱ὠ ⱥ᥹ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᮏ⏦ㄳ◊✲ࡣࠊࡇࢀࡲ࡛࡟࡯࡜ࢇ࡝ゝཬࡉࢀ࡚ࡇ࡞࠿ࡗࡓࠊ」᰾ᕼᅵ㢮㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫ
ⓗ≉ᛶࡢゎ࣭᫂ไᚚࢆ⾜࠸ࠊ⇞ᩱ㟁ụ࡟࠾ࡅࡿⓑ㔠ゐ፹ࢆ෽㥙ࡍࡿ඲ࡃ᪂ࡋ࠸ࢥࣥࢭࣉࢺ
࡟ᇶ࡙ࡃ⬺ⓑ㔠໬㓟⣲㑏ඖゐ፹ࡢ๰ฟࢆᚿྥࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࡇࢀࡲ࡛ࡢ◊✲࡟ࡼࡾࠊྠ
᰾ ࣭ ␗ ᰾ ஧ ᰾ ᕼ ᅵ 㢮 (Ln) 㘒 య ࢆ ྜ ᡂ ࡍ ࡿ ࡓ ࡵ ࡢ 㓄 ఩ Ꮚ ࡜ ࡋ ࡚ ࠊ H3L
㸦Tris[4-(2-hydroxy-3-methoxyphenyl)-3-aza-3-butenyl]amine㸧ࢆ⏝࠸ࠊ༢᰾ Ln 㘒యࡸྠ᰾஧
᰾ Ln 㘒యࡔࡅ࡛ࡣ࡞ࡃࠊ␗᰾஧᰾ Ln 㘒యࡢྜᡂ࣭༢㞳ࠊX ⥺༢⤖ᬗᵓ㐀ゎᯒ࡟ᡂຌࡋ࡚
࠾ࡾࠊ␗᰾஧᰾ Ln 㘒య࡟࠾ࡅࡿᕼᅵ㢮㔠ᒓ㓄఩ᗙࡢ఩⨨ࡲ࡛ࡶไᚚྍ⬟࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆᮏ⏦
ㄳ⪅ࡣ᫂ࡽ࠿࡟ࡋ࡚ࡁࡓࠋࡑࡇ࡛ࠊᵝࠎ࡞ᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥࢆྵ᭷ࡍࡿྠ᰾࣭␗᰾஧᰾ Ln 㘒య
ࢆྜᡂ࣭༢㞳ࢆ⾜࠸ࠊ㓟⣲㑏ඖྍ⬟࡞ᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥࡢ᥈⣴ࢆ⾜࠺࡭ࡃࠊྠ᰾࣭␗᰾஧᰾ Ln
㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶࡢゎ࣭᫂ไᚚࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥ࡜ࡋ࡚ࠊEu(III), Tb(III), Er(III), Yb(III)ࢆྵࡴྠ᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LEu2, LTb2, 
LEr2, LYb2㸧ࠊ࠾ࡼࡧࠊ␗᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LTbEu, LEuTb, LYbEr, LErYb㸧ࡢ࣓ࢱࣀ࣮ࣝ⁐ᾮ
୰࡟࠾ࡅࡿ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶࡢ᳨ウࢆ⾜ࡗࡓࠋᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥࡢ౯ᩘࡣᇶᮏⓗ࡟ࡣ 3 ౯ࡀᏳᐃ
࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡣᗈࡃ▱ࡽࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊEu ࡸ Yb ࡣ௚ࡢᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥ࡜ẚ࡭࡚ 2 ౯ࡢ౯ᩘࢆࡼ
ࡾᏳᐃ࡟࡜ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࡓࡵࠊLEu2ࡸ LYb2 ࡢྠ᰾஧᰾㘒యࠊLTbEu ࡸ LEuTbࠊLYbErࠊ
LErYb ࡢ␗᰾஧᰾㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶ࡟⯆࿡ࡀᣢࡓࢀࡿࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊYb ࢆྵࡴྠ᰾࣭␗
᰾஧᰾㘒య࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊYb(II/III)⏤᮶ࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀ⁐፹㟁఩❆ෆ࡟ほ ࡉࢀ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊ
Eu ࢆྵࡴྠ᰾࣭␗᰾஧᰾㘒య࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊLEu2 㘒యࡢሙྜࠊEu(II,III/III,III)࡜ Eu(II,II/II,III)
⏤᮶ࡢྍ㏫࡞ 2 ࡘࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀ-0.46 ࡜-1.26 V㸦vs. Ag/AgCl㸧࡟ࠊLTbEu ࡸ LEuTb 㘒యࡢ
ሙྜࠊEu(II/III)⏤᮶ࡢྍ㏫࡞ 1 ࡘࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀࡑࢀࡒࢀ-0.47 ࡜-1.01 V ࡟ほ ࡉࢀࡓࠋࡇ
ࡢ⤖ᯝ࡟ࡼࡾࠊ஧᰾㘒యෆ࡟࠾ࡅࡿ 2 ࡘࡢᕼᅵ㢮࢖࢜ࣥࡢ㓄఩⎔ቃࡢ㐪࠸࡟ࡼࡗ࡚ Eu(II/III)
ࡢ㓟໬㑏ඖ㟁఩ࢆไᚚ࡛ࡁࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋ 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 ⌧ᅾࡢ࡜ࡇࢁࠊㄽᩥᢞ✏ࢆ‽ഛࡋ࡚࠸ࡿ᭱୰࡛࠶ࡿࠋ 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ḟୡ௦ CMB ೫ගᐇ㦂࡟⏝࠸ࡿ㉸ఏᑟ᳨ฟჾ࡟㐺ᛂྍ⬟࡞࣑
ࣜἼ೫ග※ࡢ㛤Ⓨ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㛗㇂ᕝ㞞ஓ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲ࡣḟୡ௦ࡢᏱᐂ⫼ᬒᨺᑕ(CMB)೫ගほ ࡟⏝࠸ࡿࠊ㉸ఏᑟ᳨ฟჾ(TES,MKIDs ➼)࡟
㐺ᛂྍ⬟࡞࣑ࣜἼ೫ග※ࡢ㛤Ⓨࢆ⾜࠺ࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋ࡚࠸ࡿࠋලయⓗ࡟ࡣձᶵᲔᘧ෭෾ᶵ
࡜⇕ఏᑟࡢ㧗࠸㍽ᑕ※ࢆ⏝࠸ࡓᾮయ෭፹ࢆ⏝࠸࡞࠸೫ග※(3K㹼10K)ࡢ㛤Ⓨ࡜ղ 
ᐇ㝿࡟ CMB ほ ࡟⏝࠸ࡿ TES(㉸ఏᑟ㌿⛣➃ࢭࣥࢧ)ࡢᛶ⬟ホ౯ࠊࢆ┠ᣦࡋ࡚◊✲ࢆ㐍ࡵ࡚
᮶ࡓࠋձࡢ೫ග※ࡢ㛤Ⓨ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ௨ୗ࡛㏙࡭ࡿ࡜࠾ࡾᴫࡡ㐩ᡂ࡛ࡁ࡚࠸ࡿࠋղ࡟㛵ࡋ
࡚ࡣࠊணᐃࡋ࡚࠸ࡓ POLARBEAR-2 ᐇ㦂࠿ࡽࡢ TES ࡢ౪⤥࡟㐜ࢀࡀ⏕ࡌࡓࡓࡵࠊ௦ࢃࡾ
࡟ WMAP ➼ࡢᚑ᮶ࡢᐇ㦂࡛౑ࢃࢀ࡚ࡁࡓ᳨ฟჾࢆ⏝࠸ࠊ೫ග※࡜ࡋ࡚ TES ࡟ࡶ༑ศ౑⏝
ྍ⬟࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓࠋTES ࢆ⏝࠸ࡓཎ⌮᳨ド࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊᮏ◊✲࡛ࡢάືࢆ㏻ࡌ࡚
❧᱌࣭⏦ㄳ࡟⮳ࡾ 24 ᖺᗘ࠿ࡽࡢ஺௜ࡀෆᐃࡋ࡚ࡿࠊⱝᡭ◊✲(A) –ୡ⏺᭱኱ࡢ㉸ఏᑟ࣑ࣜἼ
᳨ฟჾ࢔ࣞ࢖࡟ࡼࡿᏱᐂ⫼ᬒᨺᑕ೫ගᡂศࡢ⢭ᐦ ᐃ- ࡛ᘬࡁ⥆ࡁ⾜ࡗ࡚࠸ࡃணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
௒ᖺᗘࡢ୺࡞◊✲ᡂᯝࡣ௨ୗࡢ㸰Ⅼ࡛࠶ࡿࠋ 
1. ㉸ఏᑟ᳨ฟჾ࡟㐺ᛂྍ⬟࡞࣑ࣜἼ೫ග※ࡢ㛤Ⓨࠋ 
࢚࣏࢟ࢩᶞ⬡࡟㕲⢊ࢆΰࡐࡓᶞ⬡(࢚ࢥࢯ࣮ࣈ CR-112)ࢆᶵᲔᘧ෭෾ᶵ࡛෭༷ࡍࡿ஦࡛ࠊ
10K ࡢ㯮య㍽ᑕࢆ⏕ᡂࡋࠊ㍽ᑕࢆ㔠ᒓᯈ࡛཯ᑕࡉࡏࡿ஦࡛೫ගἼࢆ⏕ᡂࡋࡓࠋࡲࡓࠊᮇᚅ
㏻ࡾࡢ೫ගἼࡀ⏕ᡂࡋ࡚࠸ࡿ஦ࢆࠊHEMP ࢔ࣥࣉࢆ⏝࠸ࡓ(WMAP ➼ࡢ)ᚑ᮶ᐇ㦂࡛౑ࢃࢀ
࡚ࡁࡓ᳨ฟჾ࡛☜ㄆࡋࡓࠋ 
2. ೫ගゅᗘࢆ⢭ᐦ࡟ㄪᩚ࡛ࡁࡿ೫ග※ࡢ㛤Ⓨ 
ᮏ◊✲࡛㛤Ⓨࡋࡓᡭἲ࡛⏕ᡂࡋࡓ೫ගἼࡢ೫ග᪉ྥࡀᮇᚅ㏻ࡾࡢゅᗘ࡛࠶ࡿ஦ࢆ☜ㄆࡍ
ࡿⅭ࡟ࠊ᪉ྥࡢᇶ‽࡜࡞ࡿ೫ගゅᗘࡢࡼࡃᐃ⩏ࡉࢀࡓ೫ගἼࡢ⏕ᡂ࡟ᡂຌࡋࡓࠋࡇࡇ࡛ࡣ
೫ග※࡜ࡋ࡚࢞ࣥⓎ᣺ჾࢆ⏝࠸࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
(1) Laboratory Calibration System for CMB Polarization Detectors 
M. Hasegawa, O. Tajima, Y. Chinone, M. Hazumi, K. Ishidoshiro and M. Nagai 
JOURNAL OF LOW TEMPERATURE PHYSICS, January 2012 
若手（16）　次世代 CMB偏光実験に用いる超伝導検出器に適応可能なミリ波偏光源の開発
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    」ྜⓗ࢔ࣉ࣮ࣟࢳࢆ⏝࠸ࡓ୰ᚰయ」〇ࡢศᏊᶵᵓࡢゎᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ໭ᕝ ኱ᶞ
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 
ึᖺᗘ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ㐍ࡵ࡚࠸ࡓ◊✲ィ⏬ࡢ୍㒊ࡀ᏶஢ࡋࠊ2 ሗࡢㄽᩥ㸦ㄽᩥ 1, 2㸧
ࢆⓎ⾲ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡇࡇ࠿ࡽⓎᒎࡉࡏࡓ◊✲ィ⏬ࡸࠊ◊✲ᐊⓎ㊊ᚋ࡟᪂ࡓ࡞
Ⓨ᝿ࠊ◊✲⎔ቃࢆ࣮࣋ࢫ࡟❧᱌ࡋࡓ◊✲ィ⏬࡟㛵ࡋ࡚ලయⓗ࡞ࢫ࣮࣒࢟ࠊඹྠ◊✲
⪅࡞࡝ࡢ◊✲యไࢆ࠶ࡿ⛬ᗘ☜❧࡛ࡁࡓࡢࡣึᖺᗘࡢ኱ࡁ࡞཰✭࡛࠶ࡿࠋ ࡲࡓࠊ⥺
⹸㑇ఏᏛཬࡧࣄࢺᇵ㣴⣽⬊࡟࠾ࡅࡿᶵ⬟ࢤࣀ࣑ࢡࢫࢆ⏝࠸ࡓࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࡢẁ㝵
ࡣ࡯ࡰ⤊஢ࡋ࡚࠾ࡾࠊ⌧ᅾࡣྠᐃࡋࡓ୰ᚰᑠయ」〇࡟㛵୚ࡍࡿ᪂つᅉᏊ⩌ࡢᶵ⬟ゎ
ᯒࢆ⢭ຊⓗ࡟㐍ࡵ࡚࠸ࡿ㸦୍㒊ࡣ᪤࡟ㄽᩥ࡜ࡋ࡚Ⓨ⾲ࠊㄽᩥ 1,2㸧ࠋ≉࡟ࠊ୰ᚰᑠయ
」〇ࣛ࢖ࢭࣥࢫ໬ไᚚࡢศᏊᶵᵓ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ୰ᚰᑠయ㐣๫」〇ࢆᢚไࡍࡿ᪂つᅉ
Ꮚࡢྠᐃ࡟ᡂຌࡋ࡚࠾ࡾࠊ⌧ᅾࡑࡢヲ⣽࡞࣓࢝ࢽࢬ࣒ࢆ᳨ドࡋ࡚࠸ࡿẁ㝵࡛࠶ࡿࠋ
ㄽᩥసᡂࡢࡓࡵࡢ࠾࠾ࡲ࠿࡞ࣇ࣮࣒ࣞࡣ᪤࡟ฟ᮶ୖࡀࡗ࡚࠾ࡾࠊ᮶ᖺᗘࡢㄽᩥᥖ㍕
ࡀᮇᚅࡉࢀࡿࠋࡲࡓࠊࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࢆ㏻ࡌ࡚ࠊ୰ᚰᑠయ LQYLWUR ෌ᵓᡂ࡟ᚲせ࡛
࠶ࡿࡇ࡜ࡀண᝿ࡉࢀࡿᅉᏊ⩌ࡢ㑅ᐃࡀ㐍ࢇ࡛࠾ࡾࠊ᮶ᖺᗘࡣࡇࡢ࢔ࢵࢭ࢖⣔ࢆ⏝࠸
࡚୰ᚰᑠయᵓ⠏ࡢศᏊࣔࢹࣜࣥࢢࢆ㐍ࡵࠊࡑࡢᵓ⠏ᶵᵓ࡟௓ᅾࡍࡿᬑ㐢ⓗཎ⌮ࢆ㏣
ồࡍࡿࠋ௨ୖࡢࡼ࠺࡟ࠊᮏ◊✲ィ⏬ࡣ㡰ㄪ࡟㐍ᒎࡋ࡚࠾ࡾࠊᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮࠿
ࡽࡢ⥅⥆ⓗ࡞ᨭ᥼ࡀᮇᚅࡉࢀࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 
1)⥺⹸㑇ఏᏛ࠾ࡼࡧᶵ⬟ࢤࣀ࣑ࢡࢫࢆ฼⏝ࡋࡓᑠつᶍࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢ࡟ࡼࡾࠊ୰ᚰ
ᑠయ」〇ไᚚ࡟㛵୚ࡍࡿ᪂つᅉᏊࠊPP2A ࣍ࢫࣇ࢓ࢱ࣮ࢮࢆྠᐃࡋࡓࠋࡲࡓࠊPP2A
࣍ࢫࣇ࢓ࢱ࣮ࢮࡀ SAS-5/SAS-6 」ྜయࡢ୰ᚰᑠయ࡬ࡢᒁᅾࢆไᚚࡍࡿࡇ࡜࡛୰ᚰ
ᑠయ」〇ࡢ㛤ጞẁ㝵࡟࠾࠸࡚ᶵ⬟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓ㸦Kitagawa D. et al. (2011) Dev 
Cell ࡟࡚Ⓨ⾲ࠋ
 
2)ࣄࢺ୰ᚰᑠయᵓᡂᅉᏊ⩌ࡢ࢖ࣥࢱࣛࢡࢺ࣮࣒ゎᯒࠊࣇ࢙ࣀ࣮࣒ゎᯒ࠿ࡽ୰ᚰᑠయ
」〇࡟ᚲ㡲ࡢ᪂つᅉᏊ STIL/MCPH7 ࢆྠᐃࡋሗ࿌ࡋࡓKitagawa D. et al. (2011) 
JCS ࡟࡚Ⓨ⾲ࠋࡲࡓࠊࡀࢇ⣽⬊࡟ほᐹࡉࢀࡿ୰ᚰᑠయ㐣๫」〇ࡢ⾲⌧⣔ࢆᢚไࡍ
ࡿ࡜᥎ ࡉࢀࡿ᪂つᅉᏊ RBM14 ࢆྠᐃࡍࡿࡇ࡜࡟ᡂຌࡋࡓࠋᖹᡂ ᖺᗘࡣࡇࡢ᪂
つᅉᏊࡢᶵ⬟ゎᯒࢆ㔜Ⅼⓗ࡟㐙⾜ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
 
3)୰ᚰᑠయ」〇㛤ጞ࡟ᚲ㡲ࡢᅉᏊ࡛࠶ࡿSAS-6ࡢ⤖ྜᅉᏊ࡜ࡋ࡚Cep135ࢆ㓝ẕࢶ
࣮ࣁ࢖ࣈࣜࢵࢻἲ࡟ࡼࡾྠᐃࡍࡿࡇ࡜࡟ᡂຌࡋࡓࠋ⌧ᅾࠊSAS-6 ࠾ࡼࡧࡇࡢ⤖ྜᅉ
Ꮚ࠿ࡽ࡞ࡿ⺮ⓑ㉁」ྜయࡢᵓ㐀ࢆ LQYLWUR ෌ᵓᡂ⣔ࢆ⏝࠸࡚ゎᯒ୰࡛࠶ࡿࠋ 
 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
1. Kitagawa D., Kohlmaier G., Keller D., Strnad P., Balestra F.R., Flückiger I. and 
Gönczy P. (2011) Spindle positioning in human cells relies on proper centriole 
formation and on the microcephaly proteins CPAP and STIL. J. Cell Sci., 124, 
3884-3893
2. Kitagawa D., Flückiger I., Polanowska J., Keller D., Reboul J. and Gönczy P. 
(2011) PP2A phosphatase acts upon SAS-5 to ensure centriole formation in C. 
elegans embryos. Dev. Cell, 20, 550-562
若手（17）　複合的アプローチを用いた中心体複製の分子機構の解析
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   㧔᭽ᑼ 㧟㧕 
ᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⶄว⊛ࠕࡊࡠ࡯࠴ࠍ↪޿ߚਛᔃ૕ⶄ⵾ߩಽሶᯏ᭴ߩ⸃ᨆ
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ർᎹ ᄢ᮸
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
ਛᔃዊ૕ߪ⌀ᩭ↢‛ߦ߅޿ߡㅴൻ਄଻ሽߐࠇߚ⚦⢩ዊེቭߢ޽ࠅޔਛᔃ૕ߩਛᩭߣߒ
ߡᯏ⢻ߔࠆޕਛᔃዊ૕ߩ⥄Ꮖⶄ⵾ߪੑᭂൻߒߚಽⵚᦼ⚜㍝૕ߩᒻᚑߦ㊀ⷐߢ޽ࠅޔᆷ⚦
⢩߳ߩဋ╬ߥᨴ⦡૕ಽ㈩ޔࠥࡁࡓ቟ቯᕈ⛽ᜬߦᷓߊ㑐ਈߒߡ޿ࠆޕ৻ᣇޔਛᔃዊ૕ⶄ⵾
ߩ࡜ࠗ࠮ࡦࠬൻޔߔߥࠊߜ⚦⢩๟ᦼߏߣߦ৻ᐲߛߌਛᔃዊ૕ߩⶄ⵾߇⿠ߎࠆ੐ࠍ଻⸽ߒޔ
ㆊ೾ߥⶄ⵾ࠍᛥ೙ߔࠆ೙ᓮᯏ᭴ߩታ૕ߪ᣿ࠄ߆ߦߐࠇߡ޿ߥ޿ޕᧄ⎇ⓥߢߪޔਛᔃዊ૕
ࡊࡠ࠹ࠝ࡯ࡓޔࡅ࠻ၭ㙃⚦⢩ߦ߅ߌࠆᯏ⢻ࠥࡁࡒࠢࠬ⸃ᨆࠍ⚵ߺวࠊߖޔਛᔃዊ૕ⶄ⵾
ߩ࡜ࠗ࠮ࡦࠬൻࠍ೙ᓮߔࠆᣂⷙ࿃ሶ4$/
40#$KPFKPI/QVKHRTQVGKPߩหቯߦᚑ
ഞߒߚޕߎߩಽሶߩ⊒⃻ᛥ೙ߦࠃࠅޔਛᔃዊ૕ߩㆊ೾ⶄ⵾߇⺃⊒ߐࠇࠆߎߣࠍ⷗಴ߒߚ
߇ޔ㛳ߊߴ߈੐ߦߎࠇࠄਛᔃዊ૕ߪ⚦⢩⾰ਛߦߡ FGPQXQ วᚑߐࠇࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒ
ߚޕએ਄ߩ⚿ᨐߪਛᔃዊ૕ FGPQXQ วᚑߦࠃࠆᨴ⦡૕ਇ቟ቯൻ߇⚦⢩߇ࠎൻߩේ࿃ߣߥ
ࠆน⢻ᕈࠍឭ␜ߒߡ߅ࠅޔ੹ᓟߘߩಽሶၮ⋚ߩ൮᜝⊛ߥℂ⸃ࠍ⋡ᜰߔ੍ቯߢ޽ࠆޕᧄ⎇
ⓥߪޔഥᚑᦼ㑆ਛߦ⎇ⓥࠪ࡯࠭ត⚝ߩࠬ࠹࡯ࠫ߆ࠄ㐿ᆎߒޔᦨ⚳⊛ߦ⺰ᢥߣߒߡ߹ߣ߼
޽ߍࠆߦ⥋ߞߚὐߦ߅޿ߡ㕖Ᏹߦ㗅⺞ߦㅴዷߒߚޕ߹ߚޔFGPQXQ ਛᔃዊ૕วᚑߣ޿߁
ᣂߚߥਛᔃዊ૕᭴▽᭽ᑼߩ⊒⷗ߦࠃࠅޔ੹ᓟߐࠄߦ⥝๧ᷓ޿ಽ㊁ߦ⊒ዷߒߡ޿ߊߎߣ߇
ᦼᓙߐࠇࠆޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
ᧄ⎇ⓥߦࠃࠅޔᣂߒ޿ਛᔃዊ૕᭴▽ߩࡔࠞ࠾࠭ࡓ߇ឭ␜ߐࠇߚޕߔߥࠊߜޔߎࠇ߹
ߢߪᣂߚߦᒻᚑߐࠇࠆᆷਛᔃዊ૕ߪᔅߕᲣਛᔃዊ૕ߩㄭறߢ↢ߓࠆߣ⠨߃ࠄࠇߡ޿ߚ
߇ޔᧄ⎇ⓥߢߪᣢሽߩਛᔃዊ૕ሽ࿷ਅߢ߽de novoวᚑ⚻〝ࠍ੺ߒߡᣂߚߥਛᔃዊ૕᭽
᭴ㅧ૕߇⚦⢩⾰ਛߦᒻᚑߐࠇࠆߎߣࠍ␜ߒߚޕߎࠇ߹ߢߩ⍮⷗ߢߪޔᣢሽߩਛᔃዊ૕
ࠍ‛ℂ⊛ߦ㒰෰ߒߚ႐วߩߺޔਛᔃዊ૕de novoวᚑ߇㐿ᆎߐࠇࠆߣߐࠇߡ߅ࠅޔㅢᏱ
ߪᣢሽߩਛᔃዊ૕߇૗ࠄ߆ߩᒻߢde novoวᚑࠍᛥ೙ߒߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߡ޿ߚޕᧄ⎇
ⓥߩ⚿ᨐߪޔᣢሽߩਛᔃዊ૕߇ሽ࿷ߒߡ޿ߡ߽de novoวᚑ߇⿠ߎࠆ੐ࠍ␜ߒߡ߅ࠅޔ
߹ߚޔߎࠇࠄߩㆊ೾ߥਛᔃዊ૕᭽᭴ㅧ૕߇ࠥࡁࡓߩਇ቟ቯൻࠍ⺃⊒ߔࠆน⢻ᕈࠍឭ␜
ߒߡ޿ࠆޕታ㓙ޔRBM14ߪ⣢⤳߇ࠎߩේ࿃ㆮવሶߩ৻ߟߣߒߡႎ๔ߐࠇߡ޿ࠆߎߣ߆
ࠄޔᧄ⎇ⓥߢ⸃ᨆߒߚࠃ߁ߥਛᔃዊ૕᭽᭴ㅧ૕߇ᨴ⦡૕ਇ቟ቯൻࠍ⺃ዉߒޔ⚦⢩߇ࠎ
ൻߩᒁ߈㊄ߦߥࠆน⢻ᕈ߇⠨߃ࠄࠇࠆޕᧄ⎇ⓥߩ⚿ᨐߦࠃࠅޔਛᔃዊ૕de novoวᚑ⚻
〝ߩᛥ೙ᯏ᭴ࠍ฽߻ޔਛᔃዊ૕ⶄ⵾࡜ࠗ࠮ࡦࠬൻ೙ᓮߦ㑐ߔࠆಽሶၮ⋚ߩၮ␆⊛ߥᖱ
ႎ߇ᓧࠄࠇߚޕㄭᐕޔਛᔃዊ૕ߩㆊ೾ⶄ⵾ߣ⚦⢩߇ࠎൻߩ㑐ਈ߇Ⴧޘᜰ៰ߐࠇࠆࠃ߁
若手（17）　複合的アプローチを用いた中心体複製の分子機構の解析
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   㧔᭽ᑼ 㧟㧕 
ᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
ߦߥߞߡ߈ߡ߅ࠅޔਛᔃዊ૕ⶄ⵾ߩ⚛ㆊ⒟ߦ߅ߌࠆ⍮⷗ߪ⚦⢩߇ࠎൻࡔࠞ࠾࠭ࡓߩ⸃
᣿ߦ߽ነਈߔࠆߎߣ߇ᦼᓙߐࠇࠆޕᧄ⎇ⓥഥᚑᦼ㑆ਛ㧔㧞ᐕ㑆㧕ߦ਄ㅀߩౝኈࠍᓧޔ
߹ߣ߼޽ߍߚ⺰ᢥࠍ⃻࿷ᛩⓂਛߢ޽ࠆ㧔ਅ⸥ෳᾖ㧕ޕ㩷
 
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
Gen Shiratsuchi, Katsuyoshi Takaoka, Tomoko Ashikawa, Hiroshi Hamada and Daiju Kitagawa
“RBM14 prevents de novo assembly of centriolar proteins and maintains genome integrity” 
(under revision in Dev Cell)

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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㣗≀㐃㙐䛾䝯䝍䝀䝜䝮ゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ໭㔝 ₶ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
᪂䛧䛔⎔ቃ䜈䛾㐍ฟ䛿䚸㐺ᛂᨺᩓ䛾ᘬ䛝㔠䛸䛺䜛䛣䛸䛜▱䜙䜜䛶䛔䜛䚹䝖䝀䜴䜸䛾౛䜢ᣲ䛢䜛䛸䚸
ῐỈ䜈㐍ฟ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯⣔⤫䛿䚸ከᵝ䛺ῐỈ⎔ቃ䜈㐺ᛂ䛧䛶䛥䜙䛺䜛ከᵝ໬䜢㐙䛢䛯䛾
䛻ᑐ䛧䛶䚸♽ඛᆺ䛾䜎䜎ᾏ䛻䛸䛹䜎䛳䛯⣔⤫䛷䛿ከᵝ໬䛜㉳䛣䜙䛺䛛䛳䛯䚹ᚑ䛳䛶䚸⏕ែⓗᶵ
఍(ecological opportunity)䜢ቑຍ䛥䛫㐺ᛂᨺᩓ䛾ᘬ䛝㔠䛸䛺䜛䜘䛖䛺㘽ᙧ㉁(key trait)䛾ྠᐃ䚸
ཬ䜃䚸䛭䛾㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䛿䚸㐺ᛂᨺᩓᶵᵓ䛾⌮ゎ䛻ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸እ᮶✀䛾ᣑᩓ䜢⌮
ゎ䛩䜛ୖ䛷䜒䚸᪂つ⎔ቃ䜈䛾㐺ᛂ⬟ຊ䛾㐪䛔䜢つᐃ䛩䜛㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䛿ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹 
㻌 ᫖ᖺᗘ䛾◊✲ຓᡂ䛾䜒䛸䚸ྠᡤ䛻⏕ᜥ䛩䜛᪥ᮏᾏᆺ䛸ኴᖹὒᆺ䛾䜲䝖䝶䠄䝖䝀䜴䜸⛉䛾㨶䠅䛜
␗䛺䜛㣗ᛶ䜢䜒䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹≉䛻⯆࿡῝䛔䛾䛿䚸ኴᖹὒᆺ䜲䝖䝶䛿ῐỈ⏕
ែ⣔䛾㣵䜢䚸᪥ᮏᾏᆺ䜲䝖䝶䛿ᾏ⏘䝥䝷䞁䜽䝖䞁䜢୰ᚰ䛻㣵䛸䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛷䛒䜛䚹ኴᖹὒᆺ䜲䝖
䝶䛿䚸ịἙᮇ௨㝆䛻ῐỈ㐍ฟ䜢ᯝ䛯䛧㐺ᛂᨺᩓ䜢㐙䛢䛯䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹䜎䛯䚸ᮏ
᮶䛷䛿䛺䛔⏕ᜥᆅ䛻㐍ฟ䛧䛯እ᮶䜲䝖䝶䛿඲䛶ኴᖹὒ⏤᮶䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸᪥ᮏ⏘䝖䝀䜴䜸䛾䝀
䝜䝮᝟ሗ䠄ู䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛶䚸ᡃ䚻䛾䜾䝹䞊䝥䛜ḟୡ௦䝅䞊䜽䜶䞁䝃䞊䜢⏝䛔䛶ゎㄞ䛧䛯䠅
䜢ゎᯒ䛧䛯⤖ᯝ䚸୙㣬࿴⬡⫫㓟䛾ྜᡂ㓝⣲䛾㑇ఏᏊ䛻 copy number variation䜢ぢ䛔䛰䛧䛯䚹
䛭䛣䛷䚸᪂ᖺᗘ䛻䛿䚸㣵ᡂศ䛾௦ㅰᶵ⬟䛾㐺ᛂ㐍໬䛾㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䜢┠ᣦ䛩䚹 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
᫖ᖺᗘ䛾◊✲ຓᡂ䜢ᚓ䛶䚸ྠᡤ䛻⏕ᜥ䛩䜛᪥ᮏᾏᆺ䛸ኴᖹὒᆺ䛾䜲䝖䝶䛜␗䛺䜛㣗ᛶ䜢䜒䛳
䛶䛔䜛䛣䛸䜢᫂䜙䛛䛻䛷䛝䛯䠄ᅗ 㻝䠅䚹≉䛻⯆࿡῝䛔䛾䛿䚸ኴᖹὒᆺ䜲䝖䝶䛿ῐỈ⏕ែ⣔䛾㣵䜢䚸
᪥ᮏᾏᆺ䜲䝖䝶䛿ᾏ⏘䝥䝷䞁䜽䝖䞁䜢୰ᚰ䛻㣵䛸䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛷䛒䜛䚹䛣䜜䛿䚸௒ᖺᗘ䛾ィ⏬䠄ୖ
ཧ↷䠅䛾ᇶ┙䛸䛺䜛ᡂᯝ䛷䛒䜛䚹 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
ᅗ 1 ྠᡤ࡟࠾ࡅࡿ᪥ᮏᾏ
ᆺ࢖ࢺࣚ࡜ኴᖹὒᆺ࢖ࢺ
ࣚࡢ㣗ᛶࡢศ໬ࠋ᪥ᮏᾏᆺ
࢖ࢺࣚࡣᾏ⏤᮶ࡢࣉࣛࣥ
ࢡࢺࣥࢆࠊኴᖹὒᆺ࢖ࢺࣚ
ࡣῐỈ⏤᮶ࡢ᪻⹸ࡸ࣋ࣥ
ࢺࢫࢆ㣗ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡇࢀ
ࡣࠊኴᖹὒᆺ࢖ࢺࣚࡀῐỈ
࡟ぶ࿴ᛶࡀ࠶ࡾࠊῐỈ㐍ฟ
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    㘩‛ㅪ㎮䈱䊜䉺䉭䊉䊛⸃ᨆ䋺㘩ᕈㆡᔕ䈱ㆮવၮ⋚⸃᣿䈮䉃䈔䈩 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ർ㊁㩷 Ả 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
ᣂ䈚䈇ⅣႺ䈻䈱ㅴ಴䈲䇮ㆡᔕ᡼ᢔ䈱ᒁ䈐㊄䈫䈭䉎䈖䈫䈏⍮䉌䉏䈩䈇䉎䇯䊃䉭䉡䉥䈱଀䉕᜼䈕䉎䈫䇮
᷆᳓䈻ㅴ಴䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䈢♽⛔䈲䇮ᄙ᭽䈭᷆᳓ⅣႺ䈻ㆡᔕ䈚䈩䈘䉌䈭䉎ᄙ᭽ൻ䉕ㆀ䈕䈢䈱
䈮ኻ䈚䈩䇮␲వဳ䈱䉁䉁ᶏ䈮䈫䈬䉁䈦䈢♽⛔䈪䈲ᄙ᭽ൻ䈏⿠䈖䉌䈭䈎䈦䈢䇯ᓥ䈦䈩䇮↢ᘒ⊛ᯏ
ળ(ecological opportunity)䉕Ⴧട䈘䈞ㆡᔕ᡼ᢔ䈱ᒁ䈐㊄䈫䈭䉎䉋䈉䈭㎛ᒻ⾰(key trait)䈱หቯ䇮
෸䈶䇮䈠䈱ㆮવၮ⋚䈱⸃᣿䈲䇮ㆡᔕ᡼ᢔᯏ᭴䈱ℂ⸃䈮ᔅ㗇䈪䈅䉎䇯䉁䈢䇮ᄖ᧪⒳䈱᜛ᢔ䉕ℂ
⸃䈜䉎਄䈪䉅䇮ᣂⷙⅣႺ䈻䈱ㆡᔕ⢻ജ䈱㆑䈇䉕ⷙቯ䈜䉎ㆮવၮ⋚䈱⸃᣿䈲ᔅ㗇䈪䈅䉎䇯
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
⎇ⓥഥᚑ䈱䉅䈫䇮䉁䈝䇮หᚲ䈮↢ᕷ䈜䉎ᣣᧄᶏဳ䈫ᄥᐔᵗဳ䈱䉟䊃䊣䋨䊃䉭䉡䉥⑼䈱㝼䋩䈏⇣䈭
䉎㘩ᕈ䉕䉅䈦䈩䈇䉎䈖䈫䈏᣿䉌䈎䈮䈭䈦䈢䇯․䈮⥝๧ᷓ䈇䈱䈲䇮ᄥᐔᵗဳ䉟䊃䊣䈲᷆᳓↢ᘒ♽
䈱㙄䉕䇮ᣣᧄᶏဳ䉟䊃䊣䈲ᶏ↥䊒䊤䊮䉪䊃䊮䉕ਛᔃ䈮㙄䈫䈚䈩䈇䉎䈖䈫䈪䈅䉎䇯䈖䉏䉌䈲䇮หੑ⒳
䈏౒ሽ䈚䈩䈇䉎หᚲၞ䈪․䈮㗼⪺䈪䈅䉍䇮┹੎䈮䉋䉎䈍੕䈇䈱ឃ㒰䈏㊀ⷐ䈭ᓎഀ䉕ᨐ䈢䈚䈩
䈇䉎䈖䈫䈏␜ໂ䈘䉏䈢䇯
䈧䈇䈪䇮㙄↢‛䉕ᄌൻ䈘䈞䈩ᣣᧄᶏဳ䈫ᄥᐔᵗဳ䉕ታ㛎ቶౝ䈪㘺⢒䈚䇮䈖䉏䉌䈏․ቯ䈱㙄↢
‛㘺⢒ਅ䈪䈱↢ሽ₸䈮Ꮕ䈏䈅䉎䈖䈫䉕␜䈚䈢䇯䈖䈱䉋䈉䈮䇮䈖䉏䉌ੑ⒳䈏㙄↢‛䈻䈱ㆡᔕㅴൻ
䉕䈍䈖䈚䈩䈇䉎䈖䈫䉕␜䈚䈩䈇䉎䈖䈫䈏಴᧪䈢਄䈮䇮ᄥᐔᵗဳ䉟䊃䊣䈏᷆᳓㙄䉕೑↪䈪䈐䉎䉋䈉䈮
ㅴൻ䈚䈢䈖䈫䈏ㆡᔕ᡼ᢔ䈱䈐䈦䈎䈔䈫䈭䈦䈢䈖䈫䈏␜ໂ䈘䉏䈢䇯੹ᓟ䈲䈖䈱㆑䈇䈮㑐䉒䉎ㆮવ
ၮ⋚䉕⸃᣿䈚䈩ⴕ䈐䈢䈇䇯
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ඹ⏕ᛂ⟅࡟࠾ࡅࡿ࢝ࣝࢩ࣒࢘࢖࢜ࣥືែࡢ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ṋ⏣ ┤ஓ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲࡛ࡣ᳜≀㸫ᚤ⏕≀┦஫స⏝࡛࠶ࡿ᰿⢏ඹ⏕ࠊ⳦᰿ඹ⏕᫬࡟ㄏᑟࡉࢀࡿᐟ୺⣽⬊ෆ
࡛ࡢ࢝ࣝࢩ࣒࢘㸦Ca㸧࢖࢜ࣥ⃰ᗘࡢ࿘ᮇⓗ࡞ቑῶ㸹Ca ࢫࣃ࢖࢟ࣥࢢࡢゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋࡇࡢ
ゎᯒ࡟⏝࠸ࡿ᪂ࡓ࡞ࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨࡸࢺࣛࣥࢫࢡࣜࣉࢺ࣮࣒ゎᯒ࡟ࡼࡿึᮇࡢඹ⏕ࢩࢢࢼࣝ
ఏ㐩⤒㊰ࡢ࣐࣮࣮࢝࡜࡞ࡿ㑇ఏᏊࡢ᥈⣴ࢆ⾜࠸ࠊඹ⏕ࢩࢢࢼࣝ࡜ࡋ࡚ࡢ⣽⬊ෆ Ca ࢖࢜ࣥኚ
ື࡜ࡑࡢᛂ⟅࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊⓎ⌧ࡢ┦㛵ࢆ▱ࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡋࡓࠋCa ࢫࣃ࢖࢟ࣥࢢゎᯒ࡟᭷ຠ
࡞ࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨ࡜ࡋ࡚ࠊCa ឤཷᛶࡢ␗࡞ࡿᣦ♧ࢱࣥࣃࢡ㉁Ⓨ⌧⣔ࡢᵓ⠏ࠊேᕤⓗ࡞ Ca ࢖
࢜ࣥὶධࡢㄏ㉳ἲࡢⓎぢ࡜฼⏝ࠊ᰿࡟㝈ᐃࡋࡓ㑇ఏᏊᑟධᢏ⾡࡟ࡼࡿ㎿㏿࡞ Ca ࢖࣓࣮ࢪࣥ
ࢢἲࡢ☜❧ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲࡓࠊ࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊࡢ᥈⣴࡜ࡋ࡚ḟୡ௦ࢩ࣮ࢣࣥࢧ࣮࡟ࡼࡿࢺࣛ
ࣥࢫࢡࣜࣉࢺ࣮࣒ゎᯒࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋࡇࢀࡽࡢࢶ࣮ࣝ㛤Ⓨࡢ࠸ࡃࡘ࠿ࡣ᏶஢ࡋࠊඹ⏕ኚ␗
యࡢゎᯒ࡞࡝࡟ᙺ❧࡚ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
᪂ࡓ࡞ Ca ࢖࣓࣮ࢪࣥࢢᡭἲ࡜ࡋ࡚ࠊCa ࢖࢜ࣥ⃰ᗘ࡟ᑐࡍࡿឤཷᛶࡢ␗࡞ࡿ Ca ࢖࢜ࣥ
ᣦ♧⺯ගࢱࣥࣃࢡ㉁ Yellow cameleon (YC) nano 15, 30, 50 ࠾ࡼࡧ YC360 ࢆ᳜≀⏝࣋ࢡࢱ
࣮࡬ᨵኚࡋࠊ᳜≀య࡬ࡢᑟධࢆ⾜ࡗࡓࠋࡇࡇ࡛ࠊࡇࢀࡲ࡛ࡣ᳜≀య࡬ࡢ㑇ఏᏊᑟධ࡟ࡣ 1
ᖺ௨ୖ࠿࠿ࡗ࡚࠸ࡓࡀࠊ୍㐣ⓗ࡞ᙧ㉁㌿᥮ἲ࡛࠶ࡿẟ≧᰿ᙧ㉁㌿᥮࡟ࡼࡾࠊᩘ㐌㛫࡛ゎᯒ
ྍ⬟࡞ಶయࢆྲྀᚓࡍࡿ࡜࡟ᡂຌࡋࠊ㎿㏿࡞ Ca ࢖࢜ࣥᛂ⟅ࡢゎᯒࡀྍ⬟࡜࡞ࡗࡓࠋࡲࡓࠊࣂ
ࢵࢡࢢࣛ࢘ࣥࢻࡢ⺯ගࢆపῶࡉࡏࠊࡼࡾឤᗘࡼࡃ Ca ࢫࣃ࢖࢟ࣥࢢࢆ᳨ฟࡍࡿࡓࡵࠊ᰾ᒁᅾ
ࢩࢢࢼࣝ(NLS)ࢆ⼥ྜࡉࡏࡓ YC260-NLS, YC360-NLS ࢆᵓ⠏ࡋࡓࠋࡇࢀࡽࢆ⏝࠸࡚ࠊᙜ◊
✲ᐊ࡛ྠᐃࡉࢀࡓᩘ✀ࡢඹ⏕ኚ␗య࡟ࡓ࠸ࡋ࡚ Ca ࢫࣃ࢖࢟ࣥࢢᛂ⟅⬟ࡢゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲ
ࡓࠊ᳜≀࡟Ꮡᅾࡍࡿ Blue light response Ca ion channel ࡢస⏝ࢆ฼⏝ࡋࠊCa ࢖࢜ࣥࡢὶ
ධࢆேᕤⓗ࡟ㄏᑟࡍࡿᢏ⾡࡜ࡋ࡚ࠊ㟷Ⰽගࢆ↷ᑕࡍࡿࡇ࡜୍࡛㐣ⓗ࡞ Ca ࢖࢜ࣥ⃰ᗘࡢୖ᪼
ࢆㄏᑟࡍࡿࡇ࡜࡟ᡂຌࡋࡓࠋࡇࡢேᕤⓗ࡞ Ca ࢖࢜ࣥὶධ࡟ࡼࡿ᳜≀యࡢᛂ⟅཯ᛂ࡟ᑐࡍࡿ
ゎᯒ࡟஌ࡾฟࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
௒ᚋࡣ᪂ࡓ࡞ࢶ࣮ࣝ࡜ࢺࣛࣥࢫࢡࣜࣉࢺ࣮࣒ゎᯒ࡟ࡼࡗ࡚ᚓࡽࢀࡿඹ⏕ᛂ⟅㑇ఏᏊࢆ⏝
࠸࡚ࠊඹ⏕ࢩࢢࢼࣝ࡟ᑐࡍࡿ㑇ఏᏊⓎ⌧ᛂ⟅࡜ࡢ┦㛵࡟ࡘ࠸࡚ࡢゎᯒࢆ㐍ࡵࠊࡇࢀࡽࡢᡂ
ᯝࢆࡲ࡜ࡵࡓㄽᩥᢞ✏ࢆᖹᡂ 24 ᖺᗘෆ࡟⾜࠺ணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
࡞ࡋ 
若手（19）　共生応答におけるカルシウムイオン動態のイメージング解析
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࣮ࣞࢨ࣮ගᢏ⾡ࢆ⏝࠸ࡓ⬻ෆࢢࣜ࢔⣽⬊ࡢάᛶ໬࡟ࡼࡿ⏕
⌮ᶵ⬟ࡢゎ᫂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᷓᒣṊྐ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ⬻ࡣࠊே㛫ࡢ⢭⚄άືࢆྖࡿ㔜せ࡞ჾᐁ࡛࠶ࡿࡀࠊ⬻⣽⬊ࡢ࠺ࡕࠊ⚄⤒⣽⬊ࡣࢃࡎ࠿㸯
๭ࢆ༨ࡵࡿ࡟㐣ࡂ࡞࠸ࠋṧࡾࡢ㸷๭ࡣࢢࣜ࢔⣽⬊࡛࠶ࡿࠋࡋ࠿ࡋࠊࡇࡢࢢࣜ࢔⣽⬊ࡢヲ⣽
࡞ᶵ⬟ࡣ㛗࠸㛫ࢃ࠿ࡽࡎࠊ⚄⤒⣽⬊ࡢ⿵ຓⓗᙺ๭ࢆᯝࡓࡋ࡚࠸ࡿ࡟㐣ࡂ࡞࠸࡜⪃࠼ࡽࢀ࡚
ࡁࡓࠋ⏦ㄳ⪅ࡽࡣࠊ᭱㏆ࠊࢢࣜ࢔⣽⬊ࡀங㓟ࢆ⏝࠸࡚⚄⤒⣽⬊ࡢάືࢆไᚚࡍࡿ඲ࡃ᪂ࡋ
࠸௙⤌ࡳࢆぢฟࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࡇࡢ▱ぢ࡟ᇶ࡙࠸࡚ࠊගไᚚ࡟ࡼࡗ࡚ࠊேⅭⓗ࡟ࡇࡢࢢࣜ
࢔ࡢᶵ⬟ࢆไᚚࡍࡿᢏ⾡ࢆ㛤Ⓨࡋࡓࠋࡲࡓࠊ࣮ࣞࢨ࣮ගࢆ⏝࠸ࡓ⬻ෆග่⃭⿦⨨࡜ࠊ㣧Ỉ
ሷศᦤྲྀ⾜ື ᐃ⿦⨨ࢆ᏶ᡂࡉࡏࡓࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊࡇࡢ㸰ࡘࡢගไᚚᢏ⾡ࢆ⤌ࡳྜࢃࡏࠊ
⏕ࡁࡓື≀ಶయࡢࢢࣜ࢔⣽⬊ࢆேⅭⓗ࡟ไᚚࡋࠊᡃࠎ့ங㢮ࡢ⾜ືࡸ⏕⌮ᶵ⬟ࡢไᚚ࡟࠾
ࡅࡿࢢࣜ࢔⣽⬊ࡢᙺ๭ゎ᫂ࢆ┠ᣦࡋࡓࠋ
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ගάᛶ໬ᆺࢳࣕࢿࣝ&K5࡟⺯ගࢱࣥࣃࢡ㉁ (*)3 ࡜ 1D[ࡢ & ᮎ➃㡿ᇦࢆࡘ࡞࠸ࡔ⼥ྜࢱ
ࣥࣃࢡ㉁ &K5(*)31D[& ࢆឤᰁ⣽⬊࡟Ⓨ⌧ࡉࡏࡿ࢔ࢹࣀ࢘࢕ࣝࢫࢆసᡂࡋࡓࠋḟ࡟ࠊࡇࡢ
࢔ࢹࣀ࢘࢕ࣝࢫࢆ⬻ᐃ఩ᅛᐃ⿦⨨ࢆ⏝࠸࡚ 1D[ࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ࣐࢘ࢫࡢ⬻ᘪୗჾᐁ࡟ᚤ㔞ὀ
ධࡋࡓࠋ㸱᪥ᚋ࡟⬻ࡢษ∦ࢆసᡂࡋ࡚ほᐹࡋࡓ࡜ࡇࢁࠊ⬻ᘪୗჾᐁࡢࢢࣜ࢔⣽⬊࡟ (*)3 ࡢ
⺯ගࡀほᐹࡉࢀࠊ┠ⓗࡢ⼥ྜࢱࣥࣃࢡ㉁ࡀⓎ⌧ࡋ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀ☜ㄆࡉࢀࡓࠋ࢔ࢹࣀ࢘࢕ࣝ
ࢫࢆὀධࡋࡓ࣐࢘ࢫࡢ⬻࠿ࡽᛴᛶࢫࣛ࢖ࢫࢆసᡂࡋࠊ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗゎᯒࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊ
ග่⃭࡟ࡼࡗ࡚ࢢࣜ࢔⣽⬊ࡀάᛶ໬ࡍࡿࡇ࡜ࡀ☜ㄆࡉࢀࡓࠋ
 ࢔ࢹࣀ࢘࢕ࣝࢫ࡟ឤᰁࡋࡓ࣐࢘ࢫࢆ⏝࠸࡚⾜ືᐇ㦂ࢆ⾜࠺ࡓࡵࠊ᤼Ẽί໬ࢩࢫࢸ࣒ࢆഛ
࠼ࡓ 3$ ᐇ㦂ᐊ⎔ቃୗ࡟࣮ࣞࢨ࣮ග่⃭ࢩࢫࢸ࣒࡜㣧Ỉ⾜ື ᐃ⿦⨨ࢆᵓ⠏ࡋࡓࠋ⌧ᅾࠊ
⮬⏤⾜ື୰ࡢ࣐࢘ࢫࡢ㣧Ỉཬࡧሷศᦤྲྀ⾜ືࢆ ᐃࡋ࡞ࡀࡽࠊ࣮ࣞࢨ࣮ࢆ⏝࠸࡚⬻ෆᒁᡤ
㡿ᇦࢆග่⃭ࡋࠊࡑࡢ㡿ᇦࡢࢢࣜ࢔⣽⬊ࡢάᛶ໬ࡀ࣐࢘ࢫࡢ㣧Ỉࡸሷศᦤྲྀ⾜ື࡟ཬࡰࡍ
ᙳ㡪ࢆㄪ࡭ࡿᐇ㦂ࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿࠋ
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 ◊✲ᡂᯝ࡟ࡘ࠸࡚ᢞ✏‽ഛ୰ࠋ 
若手（20）　レーザー光技術を用いた脳内グリア細胞の活性化による生理機能の解明
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ኴ㝧⣔እᝨᫍ࠿ࡽ DVWURELRORJ\ ࡬ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ┾ᒣ ⪽ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 
 ᮏ◊✲ࡣࠊኴ㝧⣔እᝨᫍࢆᩘከࡃ᳨ฟࡋࠊᝨᫍࡢከᵝᛶࢆ᥈ࡿࡇ࡜࡟ࡼࡗ࡚ࠊᆅ⌫ࢆ
ྵࡴኴ㝧⣔ࡀᬑ㐢ⓗ࠿ࡶࡋࡃࡣ≉Ṧ࡞Ꮡᅾ࡞ࡢ࠿ࢆࠊ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ➨୍ࡢ┠ⓗ࡜
ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡋ࡚ᑗ᮶ⓗ࡟ࡣࠊኳᩥᏛࡢ◊✲ᡂᯝ࡟⏕࿨⛉Ꮫ㸦≉࡟⏕࿨㉳※ࡢほⅬ㸧ࢆ
⼥ྜࡉࡏࠊ⏕࿨ࡀᏑᅾྍ⬟࡞⎔ቃ᮲௳࡟ᑐࡋ࡚ไ㝈ࢆ୚࠼ࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 ࡇࡢ┠ᶆ㐩ᡂࡢࡓࡵ࡟ࡣࠊኳᩥᏛࡢ◊✲⪅ࡔࡅ࡛ࡣᐇ⌧୙ྍ⬟࡛࠶ࡾࠊᝨᫍ⛉Ꮫ࣭⏕
࿨⛉Ꮫ➼ࡢ◊✲⪅ࡀ༠ຊࡋ࡚⾜࠺ࡇ࡜ࡀ㔜せ࡛࠶ࡿࠋࡼࡗ࡚ࠊึᖺᗘࡢ 2011 ᖺᗘࡣほ
 ࢆ㐍ࡵࡿ࡜ྠ᫬࡟ࠊ≀⌮⛉Ꮫ⣔ࡢ◊✲⪅ࡸ⏕࿨⛉Ꮫ⣔ࡢ◊✲⪅࡜᝟ሗ஺᥮ࢆ⾜࠸࡞ࡀ
ࡽඹྠ◊✲యไᵓ⠏ࢆጞࡵࡓࠋ 
 ࡲࡓࠊᮏ◊✲ࡢࡼ࠺࡞ࠊᝨ᳨ᫍฟࢆ≺࠺ほ ࡣࠊᅜ㝿➇தࡀ᭱ࡶ⃭ࡋ࠸ኳᩥᏛࡢศ㔝
ࡢ୍ࡘ࡛࠶ࡾࠊᖖ࡟እᅜࡢ◊✲ࢢ࣮ࣝࣉࡢほ ᭱᪂ືྥ㸦ほ ᑐ㇟ࡸᡂྰ㸧ࢆᢕᥱࡋ࡚
࠾ࡃᚲせࡀ࠶ࡿࠋࡑࡢࡓࡵ࡟ 2011 ᖺᗘࡣᅜෆእ࡛ࡢᏛ఍ࡸ◊✲఍࡟ฟᖍࡋࠊ◊✲Ⓨ⾲
ࡸ᝟ሗ཰㞟ࢆ✚ᴟⓗ࡟⾜ࡗࡓࠋ 
 㻞㻜㻝㻞 ᖺᗘ䛾ィ⏬䛸䛧䛶䚸㻞㻜㻝㻝 ᖺ䛻ほ 䛧䛯ኳయ䛾కᫍೃ⿵ኳయ䠄ୗグ䠅䜢෌ほ 䛧䚸ᅛ᭷
㐠ື䛾☜ㄆ䜢⾜䛖䛸ඹ䛻᪂䛯䛺ほ ኳయ䝃䞁䝥䝹䜢ቑ䜔䛩ணᐃ䛷䛒䜛䚹ྠ᫬䛻䚸ୖ㏙ࡋࡓඹ
ྠ◊✲యไᵓ⠏࡜᭱᪂ືྥᢕᥱࡶ⥅⥆Ⓨᒎࡉࡏࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 
௒ᖺᗘ䛾ほ 䛷䚸㏆ഐᫍᙧᡂ㡿ᇦ䛻఩⨨䛩䜛ኳయ䛾୍䛴䛻కᫍೃ⿵ኳయ䜢᳨ฟ䛧䛯䚹䠄ᮏ
◊✲ᡂᯝ䛿ㄽᩥᮍⓎ⾲䛾䛯䜑䚸ኳయྡ䛿グ㏙ฟ᮶䛺䛔䠅㻌
㻌 ᮏኳయ䛻ᑐ䛧䛶䛾ほ 䛿䚸㻼㻰㻵㻔㻼㼛㼘㼍㼞㼕㼦㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘㻌㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼓㻕㻗㻭㻰㻵㻔㻭㼚㼓㼡㼘㼍㼞㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘㻌
㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼓㻕䝰䞊䝗䛷⾜䛔䚸㻝㻣 䝕䞊䝍䝉䝑䝖䜢ྲྀᚓ䛧䛯䚹ྛ䝕䞊䝍䝉䝑䝖䛿䚸䠐䛴䛾䝣䝺䞊䝮䛛䜙ᵓᡂ
䛥䜜䛶䛔䜛䚹ྛ䝣䝺䞊䝮䛾✚ศ᫬㛫䛿 㻟㻜 ⛊䛷䚸඲䝣䝺䞊䝮䜢ྜ䜟䛫䛯⥲✚ศ᫬㛫䛿 㻟㻠ศ䛾
䝕䞊䝍䜢ྲྀᚓ䛧䛯䚹ほ 䛷䛿䚸୺ᫍ䛛䜙䛾ග䜢㐽䜛䝁䝻䝘䜾䝷䝣䝬䝇䜽䛿┤ᚄ㻜㻚㻟 ⛊ゅ䛾䜒䛾䜢
⏝䛔䛯䚹ほ ᚋ䚸㻺㻭㻿㻭㛤Ⓨ䛾ኳᩥ⏬ീゎᯒ䝋䝣䝖䜴䜵䜰 㻵㻾㻭㻲ཬ䜃 㻵㻰㻸䛷⏬ീ䝕䞊䝍ゎᯒ䜢
⾜䛳䛯䚹䛭䛾⤖ᯝ䚸୰ᚰᫍ䛛䜙ᮾ㻔㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼛㼚㻌㻭㼚㼓㼘㼑㻩㻤㻟㼇㼐㼑㼓㼉㻕㻌㻟㻢㻜ኳᩥ༢఩䛾఩⨨䛻ᝨᫍೃ⿵ኳ
య䜢☜ㄆ䛧䛯䚹㻌
 
若手（21）　太陽系外惑星から astrobiologyへ
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ㄭ਎᦭⡯᡿ታ䈱ዷ㐿䈫વ᠞䈮㑐䈜䉎ၮ␆⊛⎇ⓥ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⷏᧛ᘕᄥ㇢ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
ᧄ⎇ⓥ䈲ㄭ਎䈱᦭⡯᡿ታ䈏␠ળ䈮䈬䈱䉋䈉䈮વ᠞䈚䈩䈇䈦䈢䈎䉕᣿䉌䈎䈮䈜䉎ၮ␆⊛૞ᬺ䉕⋡
⊛䈫䈜䉎䉄䈢䉄ዊ═ේᵹ␞ᴺ䉕੐଀䈮䇮દ⼺ᷓ⨲␹␠㎛ขᄖጟኅᢥᦠ䈱⺞ᩏ䉕ⴕ䈭䈇䇮หኅᢥ
ᦠ䈱ోὐ䈱⋡㍳䈫౮⌀᠟ᓇ䉕ⴕ䈭䈦䈢䇯ᄖጟኅᢥᦠ䈲䈸䈢䈧䈱䉁䈫䉁䉍䈮෼⚊䈘䉏䈩䈇䉎䇯㽲ᧁ
▫䇯ᧁ▫䈮⚊䉄䉌䉏䈢ᢥᦠ䈲਄ㇱ䈮᭽䇱䈭ᓮᧅ䉇ᓮ቞䉍䈏䈅䉍䇮䈠䈱ਅ䈮⚂ 㪋㪇 Ꮞ䈱ዊ═ේᵹ␞
ᴺᦠ䈏౉䈦䈩䈇䉎䇯䈖䉏䉁䈪ో䈒⍮䉌䉏䈩䈇䈭䈇ᣂ಴⾗ᢱ䈪䈅䉍䇮ᄖጟኅᢥᦠ䈱⺞ᩏ䉕 㪈㪈 ᦬䈮ታ
ᣉ䈚䇮ਅ⸥䈱䉋䈉䈭ᚑᨐ䉕ᓧ䈢䇯㽳ൟ⸥䈭䈬䉕⚊䉄䈢ṭႣ䉍▫䇯ਥ䈮ㄭઍએ㒠䈱หኅ䈮㑐䉒䉎ᢥᦠ
䈪䈅䉍䇮ァੱ䈫䈚䈩ᓥァ䈚䈢㓙䈱ᢥᦠ䈏ᄙᢙ⚊䉄䉌䉏䈩䈇䉎䇯䈠䉏䉌䈮䈧䈇䈩䉅ਅ⸥䈱䉋䈉䈭ᚑᨐ䉕
ᓧ䈢䇯㩷
੹࿁䈱⺞ᩏ䈮䉋䈦䈩ዊ═ේᵹ␞ᴺ䈱᳃㑆䈮વ᠞䈚䈢ᣂ಴⾗ᢱ䈏᣿䉌䈎䈮䈭䉍䇮䈖䈱ὐᒰ⹥࿾ᣇ
⥄ᴦ૕䈮䈫䈦䈩䉅㊀ⷐ䈭ᱧผㆮ↥䈪䈅䉎䈢䉄䇮ᚲ⬿⠪䈱⸵⻌䉕ᓧ䈩⋡㍳䊂䊷䉺䈱⼑ᷰ䉕ⴕ䈭䈦
䈢䇯 
 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
ዊ═ේᵹ␞ᴺᦠ䉕ᢙᄙ䈒⚊䉄䈢દ⼺ᷓ⨲␹␠㎛ขᄖጟኅᢥᦠ䈱⺞ᩏ䈱ᚑᨐ䈫䈚䈩䇮ᰴ䈱䉋䈉䈭
䉅䈱䉕ᓧ䈢䇯㽲㪋㪏 ὐ䈮෸䈹ዊ═ේᵹ␞ᴺᦠ䈱ᣂ಴⾗ᢱ䈱⊒⷗䈫䈠䈱⋡㍳ൻ䇯㽳㽲䈱␞ᴺᦠ䉅฽
䉃 㪉㪐㪋 ὐ䈮෸䈹ᄖጟኅᢥᦠ䈱⋡㍳ൻ䇯㽴੹ᓟ⎇ⓥ䉕ⴕ䈭䈉䈢䉄ᄖጟኅᢥᦠ 㪉㪐㪋 ὐ䈱᠟ᓇ䇯㽵࿾
ర⥄ᴦ૕㑐ଥ⠪䊶࿾ၞ૑᳃䈻ᄖጟኅᢥᦠ䈱⚫੺䉕ㄟ䉄䈢ႎ๔ળ䈱㐿௅䋨䇸ධદ⼺ߦવࠊࠆᱞ㆏
⒁વᦠޠ2012ᐕ 11᦬ 23ᣣ䋩㩷
 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
⋥ធߩ㑐ㅪߪߥ޿߽ߩߩޔ✚⎇ᄢᣣᢥኾ․೎⻠⟵ޟਛㄭ਎⒖ⴕᦼߩ౏ኅኅ⡯ߩዷ㐿ޠ㧔2013
ᐕ 1᦬ 9ᣣ㧕ߦߡ⻠⟵ޕ․೎⻠⟵ߩዊౠሶߣߒߡೀⴕޕ 
若手（22）　近世有職故実の展開と伝播に関する基礎的研究
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
࠺ࡕࠆߔߦ⢻นࠍኤⷰ⸃ಽ㑆ᤨߩ⒟ㆊൻ❱⚵Ꮖ⥄ߩሶಽ૕↢    ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
 ▽᭴ߩ♽⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽࡞
 ޠេᡰⓥ⎇⠪ⓥ⎇ᚻ⧯ޟԙᨒᬺ੐ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ
 ዞື᧛ᧁ ฬ᳁⠪⴫ઍ⺧↳
 
 ๔ႎᴫ⁁ⓥ⎇٤
⥄ߩߘޔ߇ࠆ޿ߡࠇߐ⼂⹺ߦ⥸৻ߪߣߎࠆߔ⃻⊒ࠍ⢻ᯏߥ᭽ᄙߢౝ૕↢߇⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ 
ੑ⾰⢽ޔߪߢ㗴⺖ⓥ⎇⺧↳ᧄޕࠆ޽ߢ᣿⸃ᧂߪ᭴ᯏሶಽߩ㧕ࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈ㧔ൻ❱⚵Ꮖ
⤑ࠆߎ⿠ߢ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽ߩߘޔߒᚑᒻߡߒᓮ೙ߦኒ♖ߦ਄⤑㊄ࠍጀ৻නߩ⤑㕙ᐔሶಽ
ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ޔߒኤⷰߢ㑆ᤨታߦ⊛㛎ታࠍࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲
ߩ⢩⚦Უෆߩ࡞ࠛࠟࡔ࠷ࠞ࡝ࡈࠕޔߚ߹ޕߚߒᜰ⋡ࠍ᣿⸃ߩ᭴ᯏࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈortiv ni
ߣllec niޔߺ⹜ࠍኤⷰ㑆ᤨታ߽ߡ޿ߟߦ᭴ᯏࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈllec ni ߩߢ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽
 ޕࠆߔ⸛ᬌ߽ߡ޿ߟߦ㆑⋧ߩ᭴ᯏࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ߩߢortiv ni
޽ߢⷐᔅ߇⊒㐿ߩᴺᚻࠆߔ〔ㅊࠍᚑᒻㅧ᭴ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ߢ࡞ࡌ࡟ሶಽ৻ߪߦ߼ߚߩߘ 
࡞ࡌ࡟ሶಽ৻ޔ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ౉⾼ࠍ࠭ࡦ࡟‛ኻߩᢙญ㐿㜞ߡߞࠃߦᬺ੐ⓥ⎇ᧄޔ߇ߚߞ
⼂ᮡశⰯޔࠅߥߣ⢻น߇▽᭴ߩ♽಴ᬌᐲᗵ㜞ޔ޿઻ߦࠇߘޕߚߞߥߦ⢻น߇ኤⷰశⰯߩߢ
ઃᣣ13 ᦬3 ᐕ52 ᚑᐔޔࠄ߇ߥᔨᱷޕߚߒഞᚑߦ〔ㅊߩൻᄌㅧ᭴ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ߚߞⴕࠍ
ᐔޔ߼ߚߚߞߥߣ߮ㆇࠆߔㄉࠍ⡯ࠆߌ߅ߦ᭴ᯏⓥ⎇ቇ⑼ὼ⥄߮ࠃ߅ቇᄢ㒮ቇᄢⓥ⎇ว✚ߢ
ഥߩࠅࠃ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇޔߒߛߚޕ޿ߥᓧࠍࠆߑߖᔨᢿࠍ⺧↳⛯⛮ࠆߌ߅ߦᐲᐕ52 ᚑ
⠨ߣࠆࠇߐ㐿ዷߦᓟߩߘ߮ࠃ߅ޔⓥ⎇ߩಽᐲᐕ52 ᚑᐔߚ޿ߡߒቯ੍ޔߩߩ߽޿ߥߌฃߪᚑ
ࡓ࠹ࠬࠪࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈ )oviv ni( ౝ૕↢ࠆߔ࿷੺߇ߤߥࡦࡠࡍࡖࠪ߿ࡓ࡯࠰ࡏߚ޿ߡ߃
ഀᓎߥ⊛⧘⪚߇ᬺ੐េᡰᧄޔߡߞࠃߦߣߎࠆߖߐዷㅴߣ߳ⓥ⎇ࠆߔ㑐ߦ᣿⸃ߩ᭴ᯏሶಽߩ
 ޕࠆ޿ߡ߃⠨ߣ޿ߚߒߦ߆ࠄ᣿ࠍߣߎࠆ޿ߡߒߚᨐࠍ
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
ࠆߔᚑᒻߡߒᓮ೙ߦኒ♖ߦ਄⤑㊄ࠍጀ৻නߩ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽ޔߪߡ޿߅ߦᐲᐕ42 ᚑᐔ
ޔߒ↪ᔕࠍⴚᛛ㘼ୃߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ߚߒ┙⏕ߡ޿߅ߦᴺశಽᄖ⿒ᒝჇ㕙⴫ޕߚߒഞᚑߦߣߎ
శⰯޔߒഞᚑߦ⵾⺞ߩ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽ߚߒߣဳ㍌ࠍApmO ࠆ޽ߢ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑࡞࡟ࡃǪ
⢽ߩߎޕߚߒ⹺⏕ߒኤⷰሶಽ৻ࠍሶ᭽ࠆߔ࿷ሽߦ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽߇ApmO ߚߞⴕࠍ⼂ᮡ
㑆ᤨታߦ⊛㛎ታࠍࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ࠆߎ⿠ߢ⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰
ߟᜬࠍㅧ᭴ࠬࠢ࠶࡝ࡋဳㅢ⽾⤑ᧄ৻ߚߒᣉࠍ⼂ᮡశⰯߩ㘃⒳2 ࠆߥ⇣ޔߦ߼ߚࠆߔኤⷰߢ
ㅊࠍࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈortiv ni ߩߘޔߒ㐿ዷߦ਄⤑㕙ᐔሶಽੑ⾰⢽ࠍ1ENCK ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑
⠨ߣgnidlof ࠆߎ⿠ߦᓟߩߘߣ gnirohcna ࠆߔว⚿ߒ㆐೔ߦ⤑߇1ENCKޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒ〔
޿㆑ߩߣ᷹⸘ߩࠢ࡞ࡃߢߣߎߔ߿Ⴧࠍᢙ૕ᬌޕߚߒഞᚑߦኤⷰߩൻᄌߩᐲᒝశⰯࠆࠇࠄ߃
 ޕࠆ޽ߢቯ੍ࠆߔㅴផࠍᨆ⸃ߩࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ࠣࡦࠖ࠺࡞࡯ࠜࡈߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲⤑ޔߒ⸛ᬌࠍ
 㧕ઃᷝ߫ࠇ޽߇ᢥ⺰㧔࠻ࠬ࡝ߩ╬ฬ⹹㔀ߚࠇߐタឝߣᢥ⺰ߚߒ⴫⊒ߦၮࠍⓥ⎇ᧄ ٤
 ߒߥᒰ⹥ 
築構の系膜面平子分二質脂ルデモるすに能可を察観解分間時の程過化織組己自の子分体生　）32（手若
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ᦨ⚳᳖ᦼએ㒠ߦ߅ߌࠆ᧲ධᭂ᳖ᐥߩⲢ⸃㧦ߘߩ㊂࡮ㅦᐲߩቯ
㊂⊛ᓳర 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԙޟ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេޠ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⩲ᴧᖘ੺ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ╙ 53ᰴධᭂ࿾ၞ᷹ⷰ㓌ߦෳടߒ㧘᧲ධᭂౝ㒽ㇱߩ࠮࡯࡞࡮ࡠࡦ࠳࡯ࡀጊ࿾ߩ㔺ጤၞߢ⚂ 
100ᣣ㑆ߩ㊁ᄖ⺞ᩏࠍታᣉߒߚ⚿ᨐࠍၮߦ㧘᳖ ᴡ࿾ᒻ࠺࡯࠲ߩ⸃ᨆߣ㧘ណขߒߚጤ⍹⹜ᢱࠍ
↪޿ߚ⴫㕙㔺಴ᐕઍ᷹ቯᚻᴺߩ㐿⊒࡮᷹ቯࠍⴕߞߚ㧚ߘߒߡ㧘⃻࿷ߎࠇ߹ߢߦᓧࠄࠇߚ࠺
࡯࠲ࠍၮߦ㧘╙৻ႎ⺰ᢥࠍၫ╩ਛߢ޽ࠆ㧚੹ᓟߪ㧘ᱷߞߚ⹜ᢱߩ⴫㕙㔺಴ᐕઍ᷹ቯࠍㅴ߼
ࠆߣߣ߽ߦ㧘ࠣ࡜ࠪࠝࡂࠗ࠼ࡠࠕࠗ࠰ࠬ࠲ࠪ࡯ࡕ࠺࡞㧔GIAࡕ࠺࡞㧕ࠍ↪޿ߚ࿕૕࿾⃿ߩ
ᔕ╵⸃ᨆߣ᳖ᐥᵹേࡕ࠺࡞ࠍ౒ห⎇ⓥߦࠃߞߡㅴ߼㧘ᦨ⚳᳖ᦼએ㒠ߩ᧲ධᭂ᳖ᐥⲢ⸃ߩቯ
㊂⊛ᓳరࠍ⋡ᜰߔ㧚 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 ߎࠇ߹ߢߦⴕߞߚ᳖ᴡ࿾ᒻ࠺࡯࠲⸃ᨆ࿑ࠍฝߦ␜ߔ㧚࠮
࡯࡞࡮ࡠࡦ࠳࡯ࡀጊ࿾ਛㇱߦಽᏓߔࠆ᳖ᴡ࿾ᒻࠍ㧘㘑ൻᐲ
߿㜞ᐲ߆ࠄ 4ߟߦಽ㘃ߒ㧘ᦨ⚳᳖ᦼએ㒠ߦᒻᚑߐࠇߚ᳖ᴡ
࿾ᒻࠍ Stage 1㧔㤛⦡㧕ߣߒߡࡑ࠶ࡇࡦࠣߒߚ㧚߹ߚ㧘࠮
࡯࡞࡮ࡠࡦ࠳࡯ࡀጊ࿾ਛㇱߦಽᏓߔࠆ࡜࠹࡜࡞ࡕ࡟࡯ࡦ߆
ࠄᓧࠄࠇߚ⴫㕙㔺಴ᐕઍ᷹ቯ⚿ᨐࠍฝਅߦ␜ߔ㧚ߎߩ⚿ᨐ
ߪ㧘࡜࠹࡜࡞ࡕ࡟࡯ࡦߩౝ஥߆ࠄᄖ஥ߦะ߆ߞߡ㧘ߘߩ㔺
಴ᐕઍ୯߇ᣂߒߊߥࠆߎߣࠍ␜ߔ㧚ߟ߹ࠅ㧘ᦨ߽ฎ޿ᐕઍ
୯ߢ޽ࠆᦨ⚳㑆᳖ᦼ߆ࠄ⃻࿷ߦะ߆ߞߡ㧘ߎߩ࡜࠹࡜࡞ࡕ
࡟࡯ࡦ߇Ბ㓏⊛ߦᒻᚑߐࠇߚߎߣ߇ࠊ߆ࠆ㧚․ߦ㧘ᦨ⚳㑆
᳖ᦼએ㒠ߦߟ޿ߡߪ㧘⚂ 1.3ਁᐕએ㒠ᕆỗߦ
ࡕ࡟࡯ࡦ߇ᒻᚑߐࠇߚߎߣ㧘ߟ߹ࠅ᳖ᐥ߇ᓟ
ㅌߒߚߎߣ߇᣿ࠄ߆ߦߥߞߚ㧚ߎࠇߪ᧲ධᭂ
ౝ㒽ㇱߦ߅޿ߡ㧘ᦨ⚳᳖ᦼએ㒠ߩㅪ⛯⊛ߥ᳖
ᐥᓟㅌࠍ⋥ធ⊛ߦೋ߼ߡ␜ߔ⚿ᨐߢ޽ࠆ㧚 
 
 
 
 
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
若手（24）　最終氷期以降における東南極氷床の融解：その量・速度の定量的復元
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᭱⤊ịᮇ௨㝆࡟࠾ࡅࡿᮾ༡ᴟịᗋࡢ⼥ゎ㸸ࡑࡢ㔞࣭㏿ᗘࡢᐃ㔞
ⓗ᚟ඖ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặ  ྡ Ⳣ἟ᝆ௓ 
 
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᮾ༡ᴟෆ㝣㒊ࡢࢭ࣮࣭ࣝࣟࣥࢲ࣮ࢿᒣᆅࡢ㟢ᒾᇦ࡟࠾ࡅࡿịἙᆅᙧᆅ㉁Ꮫㄪᰝ㸪ᒾ▼ヨᩱࢆ
⏝࠸ࡓ⾲㠃㟢ฟᖺ௦ ᐃᡭἲࡢ㛤Ⓨ࣭ ᐃ㸪࠾ࡼࡧࢢࣛࢩ࢜ࣁ࢖ࢻࣟ࢔࢖ࢯࢫࢱࢩ࣮ࣔࢹࣝ
㸦GIA ࣔࢹࣝ㸧࡟ᇶ࡙ࡁ㸪➨ᅄ⣖࡟࠾ࡅࡿ Dronning Maud Land ᆅᇦࡢᮾ༡ᴟịᗋ㧗ᗘኚື
ࢆᐃ㔞ⓗ࡟᚟ඖࡋࡓ㸬ࡑࡋ࡚㸪➨ᅄ⣖࡟࠾ࡅࡿ኱つᶍ࡞ịᗋ㧗ᗘࡢపୗࡀᆅ⌫඲యࡢᐮ෭໬࡟
క࠺ᾏὒᚠ⎔࣭Ỉศ㍺㏦ࢩࢫࢸ࣒ࡢ෌⦅ᡂ࡟⏤᮶ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࡇ࡜㸪ࡲࡓ᭱⤊ịᮇ௨㝆ࡢᙜ
ᆅᇦࡢ⼥ゎ㔞ࡀᚑ᮶ࡢண ࡼࡾᑠࡉ࠸ࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓ㸬 
 
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ⾲㠃㟢ฟᖺ௦ ᐃ࡜ GIA ࣔࢹ
ࣝィ⟬࡟ᇶ࡙ࡃ㸪ࢭ࣮࣭ࣝࣟࣥࢲ
࣮ࢿᒣᆅ࡟࠾ࡅࡿịᗋ㧗ᗘኚືࢆ
ྑᅗ࡟♧ࡍ㸬ࡇࡢ⤖ᯝ࠿ࡽ㸪ᙜᆅ
ᇦ࡛ࡣ㸪➨ᅄ⣖๓༙࡟࠾࠸࡚⣙
500 m௨ୖࡢ኱つᶍ࡞ịᗋ㧗ᗘప
ୗࡀ㉳ࡁࡓࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓ㸬
ࡑࡋ࡚㸪ࡇࡢịᗋ㧗ᗘࡢపୗ࡟ࡘ
࠸࡚㸪➨ᅄ⣖ࡢ඲⌫ⓗ࡞ᐮ෭໬࡟
క࠺ᾏὒᚠ⎔࣭Ỉศ㍺㏦ࢩࢫࢸ࣒ࡢ෌⦅ᡂ㸪≉
࡟༡࢔ࣇࣜ࢝Ἀ࡟࠾ࡅࡿ࢔࢞ࣛࢫᾏὶࡢ㐽᩿࡜
 ᬮỈሢࡢ໭ୖ࡟ࡼࡿᮾ༡ᴟ࡬ࡢỈศ౪⤥㔞ప
ୗࢆཎᅉ࡜ࡍࡿࣔࢹࣝࢆᥦၐࡋࡓ㸦ྑୗᅗ㸧㸬 
 ࡲࡓ㸪᭱⤊ịᮇ௨㝆ࡢịᗋ⼥ゎࡣ㠀ᖖ࡟ᑠつ
ᶍ࡛࠶ࡾ㸪ᙜᆅᇦࡢᮾ༡ᴟịᗋࡣ Meltwater 
Pulse 1A ࡞࡝ࡢᛴ⃭࡞ᾏ㠃ୖ᪼࢖࣋ࣥࢺ࡟ࡣ
ᐤ୚ࡋ࡚࠸࡞࠸ࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓ㸬  
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧
ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
⌧ᅾᰝㄞᚋಟṇ୰ 
Suganuma Y., et al., East Antarctic deglaciation and the link to global cooling during the 
Quaternary: Evidence from glacial geomorphology and 10Be surface exposure dating of the 
Sør Rondane Mountains, Dronning Maud Land, Quaternary Science Reviews. 
若手（24）　最終氷期以降における東南極氷床の融解：その量・速度の定量的復元
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
 
 ൻᐲ㜞ߩ࠲࡯࠺㊂↥↢᳖ᶏࠆߌ߅ߦࡗ࠾࡝ࡐጯᴪ    ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
  ޠᬺ੐េᡰⓥ⎇⠪ⓥ⎇ᚻ⧯ޟԙᨒᬺ੐ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ
 ผጪ ᧛↰ ฬ᳁⠪⴫ઍ⺧↳
 
 ๔ႎᴫ⁁ⓥ⎇٤
9 ᐕ42 ᚑᐔࠍ᷹ⷰᶏ⥶ቄ౻ߩၞᭂධޔߡߒߣࡓ࡯ࠜࡈ࠻࠶࡜ࡊࠍ⦁᳖⎈ࠕ࡝࡜࠻ࠬ࡯ࠝ
タ៞߮ࠃ߅᷹ⷰ਄⦁ޔߡߒߣ⽎ኻ᷹ⷰߥਥࠍၞ᳖ᶏߩㄝ๟ᐲ 011 ⚻᧲ޕߚߒᣉታߦ᦬11㨪
⎇ห౒㓙࿖ࠍᓧข࠲࡯࠺᷹ⷰ࿾⃻ࠆߔ㑐ߦ᳖ᶏޔߡߞࠃߦ᷹ⷰᯏⓨ⥶ߩࠄ߆࡯࠲ࡊࠦ࡝ࡋ
 II tnemirepXe metsysocE dna scisyhP ecI aeS ߪߢᨒᄢޔߪ᷹ⷰߩߎޕߛࠎ⚵ขߡߒߣⓥ
ߪ⠪⺧↳ޔߢ㧕᷹ⷰห౒‛↢࡮ℂ‛㧔᷹᳖ⷰᶏᭂධ㓙࿖ߩ௅ਥࠕ࡝࡜࠻ࠬ࡯ࠝ߁޿ߣ2102
ࠄ߆஥ࠕ࡝࡜࠻ࠬ࡯ࠝࠍ੐ࠆߔടෳߦ᷹ⷰߩߎߦ౒ߣ⠪ജදⓥ⎇ޔ߼ߚ߁ⴕࠍ㗴⺖ⓥ⎇ᧄ
⸘኿᡼ᵄࡠࠢࠗࡑဳⴕ៤ޔߒߣ࠻࠶ࠥ࡯࠲ࠍߣၞ✼᳖ߣၞࡗ࠾࡝ࡐޕߚ޿ߡࠇࠄ߼᳞
ߦ᷹ⷰ਄⦁࡮࡯࠲ࡊࠦ࡝ࡋࠍ㍳⸥ᴫ᳖ࠆࠃߦ࡜ࡔࠞࠝ࠺ࡆ߮ࠃ߅࡯ࠨࡦ࠮ᄖ⿒ޔ㧕zHG63㧔
 ޕߚߒᓧขࠍ࠲࡯࠺⸽ᬌ࿾⃻ߩࡓ࠭࡝ࠧ࡞ࠕࠆߔ಴▚ࠍෘ᳖⭯ޔ޿ߥⴕߡߞࠃ
 
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
ࡦࠪࡦ࠮࠻࡯ࡕ࡝ᤊⴡޔࠄ߆セᲧߩߣ࠲࡯࠺᷹ⷰᦼหߩᤊⴡࠆߔ᧪㘧ߦਛ᷹ⷰᶏ⥶ߩߎ
ߡࠇߐタ៞ߦᤊⴡޔߪߢ᷹ⷰߩ࿁੹ޕߚߞⴕࠍ⸽ᬌߩࡓ࠭࡝ࠧ࡞ࠕෘ᳖⭯ࠆࠇࠄᓧࠄ߆ࠣ
⭯ߪࠇߎޔࠅ߅ߡߞⴕࠍ᷹ⷰߡߌઃࠅขߦ࡝ࡋࠍߩ߽ߓหߊోߣ࡯ࠨࡦ࠮ᵄࡠࠢࠗࡑࠆ޿
᳖ᶏޔߪ࠲࡯࠺ߚࠇࠄᓧࠄ߆࡝ࡋޕࠆ޽ߢߩ߽ࠆߔ⸽ᬌߦ⊛ធ⋥ࠅࠃࠍࡓ࠭࡝ࠧ࡞ࠕෘ᳖
ޔ߽ߡߒセᲧߣᨐ⚿ࠆࠇࠄᓧߡߞࠃߦ࠲࡯࠺ᄖ⿒ޔࠇߐ␜߇੐ࠆ޿ߡߒᔕኻߦߐෘ߿㘃⒳ߩ
ࡓ࠭࡝ࠧ࡞ࠕෘ᳖⭯ߦ߁ࠃߩ࿑ਅޕ㧕ᾖෳ࿑ਅ㧔ߚࠇߐ␜߇੐޿ߥࠇࠄߺ߇⋫⍦ߦᔕኻߩߎ
 ޕࠆ޽ߢਛ஻ḰߡߌะߦⓂᛩޔ࿷⃻ޔࠅ߅ߡࠇࠄᓧ߇ᨐ⚿ࠆ߈ߢༀᡷޔߒ⸽ᬌࠍ
   
 
 㧕ઃᷝ߫ࠇ޽߇ᢥ⺰㧔࠻ࠬ࡝ߩ╬ฬ⹹㔀ߚࠇߐタឝߣᢥ⺰ߚߒ⴫⊒ߦၮࠍⓥ⎇ᧄ ٤
 ޕߒήߪߢὐᤨ⃻
化度高のターデ量産生氷海るけおにヤニリポ岸沿　）52（手若
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ࡚࡚ࠪ࠙ࠫ࠙ࡃࠛߦ߅ߌࠆ miRNA ㆮવሶߣᮡ⊛ㆮવሶߩ౒
ㅴൻߩᬌ⸽ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԙޟ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㊁Ỉ ᣽ᢥ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
OK40# ㆮવሶߣᮡ⊛ㆮવሶߩ౒ㅴൻࠍᬌ⸽ߔࠆߚ߼ߦߪ㧘ᦨૐߢ߽ㄭ✼⒳ߩ OK40# ㆮવሶ
ߩ㈩೉ߦ㆑޿߇ߥߌࠇ߫ߥࠄߥ޿㧚ߘߎߢ߹ߕ㧘&TQUQRJKNCOGNCPQICUVGT ߣ &UKOWNCPU
ߩ㑆ߢ㈩೉ߩ⇣ߥࠆ OK40# ㆮવሶ  ୘ࠍหቯߒߚ㧚ᰴߦ㧘ߘߩਛߢ․ߦ౒ㅴൻߒߡ޿ࠆน
⢻ᕈߩ㜞޿ ߟߩ OK40# ㆮવሶࠍ᛽಴ߒ㧘ߘߩ߁ߜ ߟߩ OK40# ߦߟ޿ߡߩㆮવሶᒝ೙⊒
⃻♽⛔㧔ోり㧕ࠍ૞⵾ߒߚ㧚ᓧࠄࠇߚᒝ೙⊒⃻୘૕ߣ㊁↢ဳ୘૕ߩᐜ⯻ߩㆮવሶ⊒⃻ࠍ
40#UGS ᴺߦࠃߞߡ✂⟜⊛ߦ⸃ᨆߒ㧘㊁↢ဳߦᲧߴߡᄌ⇣♽⛔ߦ߅޿ߡ᦭ᗧߦ⊒⃻㊂߇ᷫዋ
ߒߡ޿ࠆㆮવሶ⟲ࠍㆬ೎ߒߚ㧚ߐࠄߦ㧘↢‛ᖱႎቇ⊛ᚻᴺࠍ↪޿ߡ OK40# ߣ୥⵬ㆮવሶߩ
O40# ㈩೉ߩ⋧⵬ᕈࠍ⺞ߴ㧘⋧⵬ᕈߩ㜞޿߽ߩߛߌࠍᮡ⊛ㆮવሶ⟲ߣߒߡหቯߒߚ㧚ߎߩ⚿
ᨐࠍ߽ߣߦ㧘੹ᓟ &UKOWNCPU ߩ OK40# ࠍᜬߟ &OGNCPQICUVGT ᄌ⇣૕ࠍ૞ᚑߒ㧘ߎߩᄌ
⇣૕ߦ߅ߌࠆᮡ⊛ㆮવሶߩ⊒⃻㊂߿↢ሽ₸ߩ᷹ቯࠍⴕ߁੍ቯߢ޽ࠆ㧚
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
਄⸥ߩታ㛎෸߮⸃ᨆߩ⚿ᨐ㧘OKT ߩᮡ⊛ㆮવሶࠍ  ୘㧔߁ߜ㓽㓶ߢ౒ㅢߥ߽ߩ 
୘㧕㧘OKT ߩᮡ⊛ㆮવሶࠍ ୘㧔߁ߜ㓽㓶ߢ౒ㅢߥ߽ߩ ୘㧕㧘OKT ߩᮡ⊛ㆮવሶࠍ
 ୘㧔߁ߜ㓽㓶ߢ౒ㅢߥ߽ߩ  ୘㧕หቯߒߚ㧚ߎߩ⚿ᨐߪᒻᘒߩ㓽㓶Ꮕ߇߹ߛߘࠇ߶ߤ㗼
⪺ߢߥ޿ᐜ⯻ߦ߅޿ߡ߽㧘OK40# ߩᮡ⊛ㆮવሶ߇㓽㓶ߢ⪺ߒߊ⇣ߥࠆߎߣࠍ␜ໂߒߡ޿ࠆ㧚
߹ߚ㧘ᮡ⊛ㆮવሶߩᢙߪ OK40# ߇↢ߓߡ߆ࠄߩᤨ㑆ߦᔕߓߡᄙߊߥࠆߣ޿߁ℂ⺰⊛੍᷹ࠍ
ታ㛎⊛ߦᬌ⸽ߒߚ଀ߣߒߡ㊀ⷐߢ޽ࠆߣ⠨߃ࠄࠇࠆ㧔OKT㧦⿠Ḯ  ਁᐕએ਄೨㧘ᮡ
⊛ㆮવሶ  ୘એ਄㧧OKT㧦⿠Ḯ⚂  ਁᐕ೨㧦ᮡ⊛ㆮવሶᢙච୘㧧OKT㧦⿠Ḯ 
ਁᐕ೨ࠃࠅᦨㄭ㧘ᮡ⊛ㆮવሶ  ୘એਅ㧕㧚
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
⹥ᒰߥߒ 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚࡟࠾ࡅࡿ miRNA 㑇ఏᏊ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢඹ
㐍໬ࡢ᳨ド 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔝⃝ ᫀᩥ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣࠊࡲࡎᖹᡂ 24 ᖺᗘ࡟ᘬࡁ⥆ࡁࠊmiRNA ࡢᙉไⓎ⌧ಶయ࡜㔝⏕ᆺಶయࡢ
RNA-seq ࢆ⾜࠸ࠊD. melanogaster ࡟࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ㐍ࡵࡓࠋ᫖ᖺᗘࡣᗂ⹸࡟
࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ⾜ࡗࡓࡀࠊᮏᖺᗘࡣ⻈࡜ᡂ⹸࡟࠾ࡅࡿᶆⓗ㑇ఏᏊࡢྠᐃࢆ⾜ࡗ
ࡓࠋࡇࢀ࡟ࡼࡾࠊ3 ࡘࡢⓎ⏕ẁ㝵࡟࠾ࡅࡿ 3 ࡘࡢ miRNA㸦miR277, miR954, miR982㸧ࡢ
ᶆⓗ㑇ఏᏊࢆ࡯ࡰ⥙⨶ⓗ࡟ྠᐃ࡛ࡁࡓࠋḟ࡟ࠊࡇࢀࡽᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans ࡟࠾࠸࡚
ࡶᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆ⏕≀᝟ሗᏛⓗ࡟ண ࡋࡓࠋࡲࡓࠊศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝࡢඹ㐍໬ࡢ
᭷↓ࢆㄪ࡭ࡓࠋ୍᪉ࠊD. melanogaster ࡢ miRNA ࢆ D. simulans ࡢ miRNA ࡟⨨ࡁ᥮࠼ࠊ
㐺ᛂᗘࡢ㐪࠸ࢆㄪ࡭ࡿᐇ㦂࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊኚ␗యࡢసᡂࡀ࠺ࡲࡃ⾜࠿ࡎࠊᐇ⾜ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛
ࡁ࡞࠿ࡗࡓࠋ⌧ᅾࠊ2 ᖺ㛫ࡢ◊✲࡛ᚓࡽࢀࡓ⤖ᯝࢆࡲ࡜ࡵࡓㄽᩥࢆᇳ➹୰࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
miRNA ࡢᙉไⓎ⌧ಶయࢆ⏝࠸ࡓᐇ㦂࡟ࡼࡾࠊD. melanogaster ࡟࠾࠸࡚ miR277 ࡛ 187
ಶࠊmiR954 ࡛ 29 ಶࠊmiR982 ࡛ 47 ಶࠊྜィ 263 ಶࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࢆྠᐃࡋࡓࠋࡇࢀࡽࡢ
ᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans ࡛ࡶᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࠿ࢆㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊD. simulans ࡛ࡶᶆⓗ
㑇ఏᏊ࡛࠶ࡿ࡜ุᐃࡉࢀࡓࡢࡣࢃࡎ࠿ 124 㑇ఏᏊ㸦47%㸧࡟㐣ࡂ࡞࠿ࡗࡓࠋࡲࡓࠊࡇࢀࡽ
124 㑇ఏᏊ࡟ࡘ࠸࡚ࠊࡇࡢ୧✀࡛ᶆⓗᗙ఩ࡀಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿ࠿ㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊ㏆⦕✀࡛࠶ࡿ
࡟ࡶ࠿࠿ࢃࡽࡎࠊࡑࡢ๭ྜࡣ⣙ 76%࡟࡜࡝ࡲࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊಖᏑࡉࢀࡓᶆⓗᗙ఩ 139 ಶࢆ
ヲ⣽࡟ㄪ࡭ࡓ࡜ࡇࢁࠊศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝඹ㐍໬ࡢ⑞㊧ࡀぢࡘ࠿ࡗࡓࡶࡢࡣࢃࡎ࠿ 2 ಶ࡛࠶ࡗࡓࠋ
௨ୖࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠊmiRNA 㑇ఏᏊ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢඹ㐍໬ࡢ⛬ᗘࡣప࠸࡜⤖ㄽࡋࡓࠋࡇࢀࡣࠊ
miRNA ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢ㛵ಀࡀ 1 ᑐ 1 ࡛ࡣ࡞ࡃከᑐከ࡛࠶ࡿࡓࡵࠊඹ㐍໬ࡢ⛬ᗘࡀᙉࡍࡂࡿ
࡜㐍໬ࡢవᆅࡀ඲ࡃ࡞ࡃ࡞ࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡓࡵ࡛࠶ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀࡿࠋ 
 ࡲࡓࠊࡇࢀࡲ࡛ࡣࠊ㉳※ࡢྂ࠸ miRNA ࡯࡝⮬↛㑅ᢥ࡟ࡼࡗ࡚᭷ᐖ࡞ᶆⓗ㑇ఏᏊࢆ㝖ཤ࡛
ࡁࡿࡢ࡛ࠊ⤖ᯝ࡜ࡋ࡚ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢᩘࡀᑡ࡞ࡃ࡞ࡿ࡜⪃࠼ࡽࢀ࡚࠸ࡓࡀࠊᐇ㦂ⓗᡭἲ࡟ᇶ
࡙࠸ࡓᮏ◊✲࡟ࡼࡾࠊ㉳※ࡢྂ࠸ miRNA㸦miR277㸧ࡢ᪉ࡀ㉳※ࡢ᪂ࡋ࠸ miRNA㸦miR954㸧
ࡼࡾࡶከࡃࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࢆᣢࡘࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋᮏ◊✲࡟ࡼࡗ࡚ᚓࡽࢀࡓ⤖ᯝ࠿ࡽࠊࡼࡾ
ጇᙜ࡞ miRNA-ᶆⓗ㑇ఏᏊ࣌࢔ࡢ㐍໬ࣔࢹࣝࢆᵓ⠏ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
Nozawa M*, Fujimi M, Iwamoto C, Fukuda N, Ikeo K, and Gojobori T. A new model for 
evolution of miRNA-target pairs in Drosophila species. In preparation. 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    䊓䊌䊤䊮⎫㉄ᓸዊ᭴ㅧ䋨㪟㪪㪥㪪䋩䈮䉋䉎 㪮㫅㫋 䉲䉫䊅䊦䈱೙ᓮ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ਃ੗ ఝテ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 1. ࡕ࡞ࡈࠜࠥࡦߢ޽ࠆWntߩၮᧄ⊛ᕈ⾰ࠍ᣿ࠄ߆ߦߔࠆߚ߼ޔⰯశ⋧㑐ಽశᴺ
㧔FCS㧕ࠍ↪޿ߡޔࠕࡈ࡝ࠞ࠷ࡔࠟࠛ࡞㧔એਅ Xenopus㧕⢦ߦ߅ߌࠆ⚵❱ਛߢߩWnt
Ⱞ⊕⾰ߩേᘒࠍ⸘᷹ߒߚޕᓧࠄࠇߚ⚿ᨐߪᓥ᧪⹺⼂ߐࠇߡ޿ߚࡕ࡞ࡈࠜࠥࡦߩ᭎ᔨߦୃ
ᱜࠍߖ߹ࠆ߽ߩߢ޽ߞߚޕߎߩߚ߼ޔᒰೋߪ⸘↹ߒߡ޿ߥ߆ߞߚ߇ޔⷰኤ⚿ᨐࠍ৻⥸ൻ
ߔߴߊޔࡕ࡞ࡈࠜࠥࡦߩỚᐲᒻᚑㆊ⒟ߩᢙℂࡕ࠺࡞ࠍ᭴▽ߒߚޕߎࠇࠄߩ⚿ᨐࠍ฽߻ߎ
ࠇ߹ߢߩ⎇ⓥᚑᨐࠍ߹ߣ߼ޔ⃻࿷ᛩⓂਛߢ޽ࠆ㧔Mii et al㧕ޕ 
 2. Xenopusߩೋᦼ⊒↢ߦ߅ߌࠆ in vivo㧔↢૕ౝ㧕ߢߩWntⰮ⊕⾰ߩಽᏓࠍนⷞൻߔ
ࠆߎߣߪޔߘߩ૞↪ᯏᐨࠍ⠨߃ࠆ߁߃ߢ㊀ⷐߢ޽ࠆޕߒ߆ߒ in vivoߢߩWntⰮ⊕⾰ߩ
นⷞൻߪߎࠇ߹ߢ࿎㔍ߢ޽ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߡ߈ߚޕߎࠇࠍస᦯ߔࠆߚ߼ߦߪ⦟⾰ߥ᛫૕ࠍ
૞ᚑߔࠆߎߣ߇㊀ⷐߛߣ⠨߃ࠄࠇࠆޕᚲዻ⎇ⓥቶߩ㜞↰ᓞሶඳ჻ࠄߪ᛫Wnt᛫૕ߩ૞
ᚑߦታ❣߇޽ࠅޔ㜞↰ඳ჻ࠄߣ౒หߢWnt8߅ࠃ߮Wnt11ߩ⚵ᦧ߃Ⱞ⊕⾰ࠍ૞ᚑߒߚޕ
⃻࿷ߘࠇࠄߩ⚵ᦧ߃Ⱞ⊕⾰ࠍ࠙ࠨࠡߦ఺∉ਛߢ޽ࠆޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 Xenopus⢦ࠍ↪޿ߚ⸃ᨆ߆ࠄޔಽᴲᕈⰮ⊕⾰Wntߪ⚦⢩ᄖⓨ㑆ߦ߅޿ߡᄢㇱಽ߇
HSNSࠍ฽߻⚦⢩⴫㕙ߦޟ⚿วߒߡ޿ࠆޠ৻ᣇߢޔᓸ㊂ߥ߇ࠄ⥄↱᜛ᢔᚑಽ߇ሽ࿷ߒ
ߡ޿ࠆߎߣ߇␜ໂߐࠇߚޕߎߩߎߣߪᓥ᧪ޔන৻ᚑಽߣߒߡ⠨߃ࠄࠇߡ߈ߚޟ᜛ᢔߔࠆޠ
ࡕ࡞ࡈࠜࠥࡦߩ᭎ᔨߩ⷗⋥ߒࠍㄼࠆ⍮⷗ߢ޽ࠆޕ 
 ߎߩ⚿ᨐࠍฃߌߡޔ⚦⢩㑆㓗ߢߩಽᴲⰮ⊕⾰ߩಽᏓ߅ࠃ߮᜼േࠍ⛔ว⊛࡮൮᜝⊛ߦℂ
⸃ߔࠆὑߦޔᢙℂࡕ࠺࡞ߩ᭴▽ࠍ⹜ߺߚޕߎߩࡕ࠺࡞ߪޔಽᴲᕈⰮ⊕⾰ߩ⚿วᚑಽ߅ࠃ
߮⥄↱᜛ᢔᚑಽࠍ⠨ᘦߒޔߘࠇࠄߩ㑆ߩ⁁ᘒㆫ⒖㧔⚿วޔ⸃㔌ޔ⚦⢩ౝ߳ߩขㄟߺ╬㧕
ߩᤨ㑆⊛ᄌൻࠍ⸥ㅀߒߡ޿ࠆࠦޕ ࡦࡇࡘ࡯࠲ࠍ↪޿ߡޔᢙ୯⊛ߦⰮ⊕⾰ߩಽᏓߩᤨ㑆ᄌ
ൻߩ⸃ᨆࠍⴕߞߚ⚿ᨐޔWntࠍ฽߻ᣢ⍮ߩࡕ࡞ࡈࠜࠥࡦߩಽᏓࠍࠃߊ⺑᣿ߢ߈ࠆߎߣ
߇␜ߐࠇߚޕ 
 ߹ߚ੍஻⊛ߥ⚿ᨐߣߒߡޔ㧔i㧕఺∉㔚㗼ᴺߩὑߩ Xenopus⢦ߩ࿕ቯ᧦ઙߩᬌ⸛ࠍⴕ
޿ޔ᛫ේᕈࠍ଻ᜬߢ߈ࠆ࿕ቯ᧦ઙࠍᓧߚޔ(ii)ࠕࠢ࠴ࡦߩ࡜ࠗࡉࠗࡔ࡯ࠫࡦࠣ᧦ઙߩᬌ
⸛ࠍⴕ޿ޔࠕࠢ࠴ࡦ⚿วᕈࡍࡊ࠴࠼ߩ lifeactࠍ↪޿ࠆߎߣߢ⦟ᅢߥ⚿ᨐࠍᓧߚޕ 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
  ⹥ᒰήߒ 
若手（27）　ヘパラン硫酸微小構造（HSNS）によるWntシグナルの制御
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    䝦䝟䝷䞁◲㓟ᚤᑠᵓ㐀䠄㻴㻿㻺㻿䠅䛻䜘䜛 㼃㼚㼠 䝅䜾䝘䝹䛾ไᚚ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ୕஭ ඃ㍜ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
䝦䝟䝷䞁◲㓟ᚤᑠᵓ㐀䠄㻴㻿㻺㻿䠅䛾ศᏊⓗᛶ≧䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛯䜑䚸ᙜึィ⏬㏻ࡾࠊ࢔ࣇࣜ
࢝ࢶ࣓࢚࢞ࣝ⬇࡟࠾࠸࡚࣊ࣃࣛࣥ◲㓟㙐ࡢಟ㣭㓝⣲࡛࠶ࡿ
N-deacetylase/N-sulfotransferase (NDST)ࡢ㐣๫Ⓨ⌧ࠊ࠾ࡼࡧ࢔ࣥࢳࢭࣥࢫࣔࣝࣇ࢛ࣜ
ࣀ࢜ࣜࢦ㸦MO㸧࡟ࡼࡿⓎ⌧㜼ᐖᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
ࡇࡢ⤖ᯝࠊNDST1 ࡢ㐣๫Ⓨ⌧࡟ࡼࡾࠊࡇࢀࡲ࡛࡟ྠᐃࡋ࡚ࡁࡓ N-sulfo HSNS ࡣቑຍ
ࡍࡿ୍᪉ࠊN-acetyl HSNSࡣῶᑡࡋࡓࠋࡲࡓMOὀධ⣽⬊࡛ࡣ㐣๫Ⓨ⌧࡜ࡣ㏫࡟N-sulfo 
HSNS ࡣῶᑡࡍࡿ୍᪉ࠊN-acetyl HSNS ࡣቑຍࡋࡓࠋࡇࡢࡇ࡜࠿ࡽࠊNDST1 ࡣෆᅾᛶ
ࡢ N-sulfo HSNS ࡢᙧᡂ࡟ᚲせ࡛࠶ࡿ࡜࡜ࡶ࡟ N-acetyl HSNS ࡀ N-sulfo HSNS ࡬࡜
㌿᥮ࡉࢀࡓྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࡉࢀࡿࠋ 
 ᭦࡟ NDST1 ࡀ⣽⬊እ✵㛫࡛ Wnt ࣜ࢞ࣥࢻ࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࢆ᳨ウࡍࡿࡓࡵ࡟㐣๫Ⓨ⌧
ᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊNDST1 Ⓨ⌧⣽⬊ࡢ⾲㠃࡟ EGFP-Wnt8 ࡀ㞟✚ࡍࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿
࡟࡞ࡗࡓࠋࡇࡢࡇ࡜ࡣ Wnt8 ࡀ N-sulfo HSNS ࡜ඹᒁᅾࢆ♧ࡍ࡜࠸࠺௨๓ࡢࢹ࣮ࢱ࡜୍
⮴ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࡇࢀࡲ࡛ HSNS ࡢ኱ࡁࡉࡣ⣽⬊㛫㝽ࡢᖜ࠿ࡽࢼࣀ࣓࣮ࢺࣝ༢
఩࡛ࡣ࡞࠸࠿࡜᥎ ࡋ࡚ࡁࡓࡀࠊ㏻ᖖࡢගᏛ㢧ᚤ㙾ࡢศゎ⬟௨ୗ࡛࠶ࡿྍ⬟ᛶࡀ㧗ࡃࠊ
ᐇ㝿ࡢ኱ࡁࡉࡣ୙࡛᫂࠶ࡗࡓࠋࡑࡇ࡛⏕⌮Ꮫ◊✲ᡤࡢ῝⏣ᩍᤵࡽࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ㉸ゎീ
㢧ᚤ㙾 STED ࢆ⏝࠸࡚ࠊHeLa ⣽⬊࡟ぢࡽࢀࡿ HSNS ࢆ㧗ゎീᗘ㸦ศゎ⬟ 70 nm ⛬ᗘ㸧
࡟࡚᧜ᙳࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝ࠾ࡼࡑ N-sulfo HSNSࠊN-acetyl HSNS ࡜ࡶ࡟ 150 nm ⛬ᗘࡢ
┤ᚄ㸦್༙ᖜ㸧࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋ  
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
NDST ࡣ⏕໬Ꮫⓗ࡟ࡣ࣊ࣃࣛࣥ◲㓟㙐ࡢ N-acetyl glucosamine ࢆ N-sulfo ໬ࡍࡿ㓝⣲
࡜ࡋ࡚▱ࡽࢀ࡚࠾ࡾࠊᮏ◊✲࠿ࡽ♧၀ࡉࢀࡿ N-acetyl HSNS ࡢ N-sulfo HSNS ࡬ࡢ㌿
᥮ࡣࠊ⏕໬Ꮫⓗ▱ぢ࡜ྜ⮴ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࡇࡢࡇ࡜࠿ࡽࡑࢀࡒࢀࡢ HSNS ࡀග
Ꮫ㢧ᚤ㙾࡛㆑ูྍ⬟࡞ูᵓ㐀ࢆᙧᡂࡋ࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺᪂ࡓ࡞ᴫᛕࡀᨭᣢࡉࢀࡿࠋᚑ᮶
N-acetyl HS (GluAGlcNAc)࡜ N-sulfo HS (GluAGlcNS)ࡣྠ୍⢾㙐ୖ࡛ࡑࢀࡒࢀࡀ㐃
⥆ࡍࡿࢻ࣓࢖ࣥᵓ㐀ࢆᙧᡂࡋ࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺▱ぢࡀ࠶ࡿࡶࡢࡢࠊࡑࢀࡽࡀ⊂❧࡟ᵓ㐀໬ࡋ
࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺ሗ࿌ࡣࡇࢀࡲ࡛࡞ࡃࠊWnt ࢩࢢࢼࣝࡢㄪ⠇࡟࠾ࡅࡿᶵ⬟࡜ేࡏ࡚᪂ࡓ࡞ᴫ
ᛕࢆᥦ♧ࡋ࠺ࡿ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
ヱᙜ࡞ࡋࠋ 
若手（27）　ヘパラン硫酸微小構造（HSNS）によるWntシグナルの制御
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ಽᢔߣ␠ળᕈߩ౒ㅴൻ࠳ࠗ࠽ࡒࠢࠬߩ⸃᣿ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԙޟ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ᡰេޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ᄢᮎ ਭ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
ࠕࡒࡔࠕ࡝ߦ⷗ࠄࠇࠆࠃ߁ߥޔ␠ળ⊛ነ↢ဳ୘૕ߩ㜞޿ಽᢔ⢻ജߩㅴൻ⊛⿠Ḯࠍ⺞ߴࠆὑ
ߦޔදജဳߩಽᢔ₸m1ߣ㕖දജဳߩಽᢔ₸m2߇ߘࠇߙࠇ⁛┙ߦㅴൻߔࠆࡕ࠺࡞ࠍ᭴▽ߒޔ
ࠕ࠳ࡊ࠹ࠖࡉ࠳ࠗ࠽ࡒࠢࠬߩᚻᴺࠍ↪޿ߡ(m1, m2)ߩ౒ㅴൻ࠳ࠗ࠽ࡒࠢࠬࠍ⸃ᨆ⊛ߦតߞ
ߚޕ߹ߚޔએਅߩࠃ߁ߥ୘૕ࡌ࡯ࠬࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦࠍⴕߞߚޕ㓸࿅ߪ㧞ᰴరᱜᣇᩰሶߩ
ⓨ㑆᭴ㅧࠍᜬߜޔฦࡄ࠶࠴ߪ৻ቯߩⅣႺ෼ኈജࠍᜬߟޕදജဳ୘૕ߣ㕖දജဳ୘૕ߪ౒ㅢ
ߩᱫ੢₸ࠍᜬߟ߇ޔ❥ᱺജߦ㑐ߒߡߪ public goods gameߢᓧࠄࠇࠆ೑⋉ߦᲧ଀ߔࠆߣߔࠆޕ
ߔߥࠊߜ(1)දജ⠪ߪ❥ᱺ਄ߩࠦࠬ࠻ࠍ⽶޿ޔ(2)ࡄ࠶࠴ో૕ߩ❥ᱺജߪޔߘߩࡄ࠶࠴ߩදജ
ဳߩ୘૕ᢙߦᲧ଀ߔࠆޔߣ઒ቯߒޔಽᢔ₸ߦ৻ቯߩ⓭ὼᄌ⇣߇⿠ߎࠆߣߒߡ
eco-evolutionary dynamicsߩࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦࠍ⸘▚ᯏ㧔Mac Pro 12-core㧕ࠍ↪޿ߡ✂⟜
⊛ߦⴕߞߚޕ߹ߚಽᢔ〒㔌ߩㅴൻߦߟ޿ߡ߽ห᭽ߩࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦࠍⴕߞߚ㧔ᒰೋ⸘↹
ߢߪ⸃ᨆ⊛ߦⴕ޿ޔࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߪⴕࠊߥ޿੍ቯߛߞߚ߇ޔ⸃ᨆ⊛⸘▚߇߁߹ߊ޿߆
ߥ߆ߞߚὑ㧕ޕ 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
Adaptive dynamicsߩ⸃ᨆޔ߅ࠃ߮୘૕ࡌ࡯ࠬࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߣ߽ߦޔ੍᷹ߦ෻ߒߡޔ
දജဳߩಽᢔ₸m1ߣ㕖දജဳߩಽᢔ₸m2ߪߣ߽ߦァ᜛┹੎ဳߩㅴൻࠍ⿠ߎߒޔᄢ߈ߥಽ
ᢔ₸߇ㅴൻߔࠆߎߣ߇੍᷹ߐࠇߚޕߚߛߒޔm1<m2ߩ௑ะ߇޽ࠅޔߎࠇߪታ଀ࠍඨಽ⺑᣿
ߔࠆߎߣߣߥߞߚޕ߹ߚ୘૕⟲േᘒߪᱜᣇᩰሶߩࠨࠗ࠭ߦଐሽߒޔࠨࠗ࠭߇ዊߐ޿ߣ߈ߪ
දജ⠪ߣ㕖දജ⠪ߩ୘૕⟲േᘒߪᄢ߈ߥᝄ᏷ࠍᜬߞߚ๟ᦼ⊛ᄌേࠍ⷗ߖޔ⛘Ṍ࡝ࠬࠢ߇ᄢ
߈޿ߎߣ߇ಽ߆ߞߚޕ෻ኻߦޔࠨࠗ࠭߇ᄢ߈޿ߣ߈ߪᝄ᏷ߪዊߐߊߥࠅޔ୘૕⟲ߣߒߡߩ
⛘Ṍ࡝ࠬࠢߪૐਅߒߚޕ 
ಽᢔ〒㔌ߩㅴൻߦߟ޿ߡ߽ห᭽ߩ௑ะ߇⷗ࠄࠇޔදജဳߣ㕖දജဳߣ߽ߦޔߘࠇߙࠇߩᐔ
ဋಽᢔ〒㔌 dߪᄢ߈ߥ୯ߦァ᜛┹੎ဳߩㅴൻࠍߺߖࠆߎߣ߇ಽ߆ߞߚޕ 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
ᚑᨐࠍ߹ߣ߼ߚ⺰ᢥ“Coevolutionary dynamics of dispersal traits and sociality”㧔઒㗴㧕
ࠍၫ╩ਛߢ޽ࠆޕ 
若手（28）　分散と社会性の共進化ダイナミクスの解明
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⶄว⊛ἴኂࠍᎼࠆ␠ળ᭴ㅧߣ⸒⺰ߦ㑐ߔࠆ⑼ቇᛛⴚ␠ળ⺰⊛
⎇ⓥ㨪ᩰᏅߩ᭴ㅧߦᵈ⋡ߒߡ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ᮡ⪲㓉㚍 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
↳⺧⠪ߪޔ੹ᐕᐲޔ᧲ᣣᧄᄢ㔡ἴߣ⛯ߊ⑔ፉ╙৻ේሶജ⊒㔚ᚲ੐᡿㧔એਅ 3.11㧕ࠍ߼ߋ
ࠆ᭽ޘߥᩰᏅߩ᭴ㅧࠍ᣿ࠄ߆ߦߒޔ⑼ቇᛛⴚ␠ળ⺰ߩⷰὐ߆ࠄߘߩ฽ᗧߦߟ޿ߡ⠨ኤࠍട
߃ߡ߈ߚޕౕ૕⊛ߥ⎇ⓥㅴ᝞⁁ᴫߣߒߡޔ3.11ߩⵍἴ࿾ၞߩ⢛᥊ߦ޽ࠆ⽺࿎࡮㜞㦂ൻ࡮↥
ᬺ᭴ㅧᩰᏅߩ໧㗴ޔ߹ߚࡔ࠺ࠖࠕ਄ߦ߅ߌࠆ㑐ᔃᩰᏅ߇޽ࠆߎߣࠍ᣿ࠄ߆ߦߒߡ߈ߚޕ߹
ߚޔߎࠇࠄߩ⒳ޘߩᩰᏅޔ੹ᓟߩᓳ⥝ࠍᎼࠆᩰᏅ㧔␠ળ⊛⾗ᧄᛩ౉ߩᩰᏅ㧕ߦ߽ߟߥ߇ࠆ
㊀ⷐߥ⺰ὐߢ޽ࠆߎߣࠍޔ⑼ቇᛛⴚ␠ળ⺰ߩⷰὐޔߣࠅࠊߌ Langdon WinnerߩޟੱᎿ‛
ߩ᡽ᴦᕈޠࠍ߼ߋࠆ⼏⺰ࠍ⵬ഥ✢ߣߒߡ⠨ኤߒߚޕ 
 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
ᐔᚑ 24ᐕᐲߩ⎇ⓥߢߪޔᰴߩ੐ᨩߦߟ޿ߡᚑᨐࠍᓧߚޕ 
Ԙⵍἴ⥄ᴦ૕࡟ࡌ࡞ߦ߅ߌࠆⵍኂⷙᮨߣ⚻ᷣⷙᮨߩ⽶ߩ⋧㑐㑐ଥ 
ԙⵍἴ⥄ᴦ૕ߩ⢛᥊ߦ޽ࠆޔ⽺࿎࡮㜞㦂ൻߣ↥ᬺ᭴ㅧߩ஍ࠅߥߤߩ␠ળ᭴ㅧ਄ߩ໧㗴 
Ԛᣂ⡞࡮SNS࡮ࡉࡠࠣߥߤࠍኻ⽎ߣߒߚᄢⷙᮨߥࡔ࠺ࠖࠕಽᨆߦࠃࠆޔࡔ࠺ࠖࠕ਄ߦ߅ߌ
ࠆ⹤㗴ߩᩰᏅ㧔ේሶജ⊒㔚ᚲ੐᡿ߦ㘶߹ࠇߡ޿ߊᵤᵄ߳ߩࡔ࠺ࠖࠕ㑐ᔃ㧕 
ԛᕆㅦߥᣣᏱ࿁Ꮻ㧛3.11ߩ␠ળ⊛㑐ᔃ߆ࠄߩᶖᄬ࡮ᔓළ 
 
એ਄ߩ⚿ᨐߦߟ޿ߡޔ⑼ቇᛛⴚ␠ળ⺰ߩⷞὐ߆ࠄ⠨ኤߒߡ޿ࠆޕએ਄ߩ⚿ᨐߪޔᰴߩ㗄
⋡ߢ␜ߔੑߟߩᚑᨐ‛ߣߒߡޔ৻⥸ᦠ☋ߣߒߡೀⴕߐࠇߡ޿ࠆޕ 
 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
 
ᮡ⪲㓉㚍 (2013)ޟⶄว⊛ἴኂޔߘߩ⢛᥊ߦ޽ࠆ␠ળޠ, ਛ᧛ᓕ᮸㧔✬㧕ޡࡐࠬ࠻ 3.11ߩ⑼
ቇߣ᡽ᴦޢ, ࠽ࠞ࠾ࠪࡗ಴ . ╙ 5┨, pp179-224. 
↰ਛᐙੱ࡮ᮡ⪲㓉㚍࡮ਣጊ♿৻ᦶ (2012)ޡἴኂᒙ⠪ߣᖱႎᒙ⠪㧙3.11ᓟޔ૗߇⷗ㆊߏߐࠇ
ߚߩ߆ޢ, ╳៺ᦠᚱ. 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    」ྜⓗ⅏ᐖࢆᕠࡿ♫఍ᵓ㐀࡜ゝㄽ࡟㛵ࡍࡿ⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽⓗ
◊✲㹼᱁ᕪࡢᵓ㐀࡟ὀ┠ࡋ࡚ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᶆⴥ㝯㤿 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡣ 2012 ᖺᗘ࣭2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡟Ώࡾᐇ᪋ࡉࢀࡓࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋᮏ
◊✲࡟࠾࠸࡚⏦ㄳ⪅ࡣࠊᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏࡜⥆ࡃ⚟ᓥ➨୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ஦ᨾ㸦௨ୗ 3.11㸧ࢆࡵ
ࡄࡿᵝࠎ࡞᱁ᕪࡢᵓ㐀ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࠊ⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽࡢほⅬ࠿ࡽࡑࡢྵព࡟ࡘ࠸࡚⪃ᐹࢆ
ຍ࠼ࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊࡲࡎ 2012 ᖺᗘ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ⿕ᐖࢆྍ⬟࡟ࡋࡓ♫఍ᵓ㐀
࡜ࡋ࡚ࠊ⿕⅏ᆅᇦ࡟࠾ࡅࡿ㈋ᅔ࣭㧗㱋໬࣭⏘ᴗᵓ㐀᱁ᕪࡢၥ㢟ࡀ࠶ࡿࡇ࡜ࠊࡲࡓ࣓ࢹ࢕࢔
ୖ࡟࠾ࡅࡿ㛵ᚰ᱁ᕪࡀ࠶ࡿࡇ࡜ࢆ᫂ࡽ࠿࡜ࡋࡓࠋ᭦࡟ 2013 ᖺᗘ࡟ࡣࠊࠕ࡝ࡢࡼ࠺࡞ᆅᇦ㸭
♫఍≉ᛶࢆᣢࡘேࠎࡀࠊࡑࢀࡒࢀ࡝ࡢࡼ࠺࡟ 3.11 ࡢၥ㢟ࢆᤊ࠼࡚࠸ࡿࡢ࠿㸽ࠖ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ
࢖ࣥࢱ࣮ࢿࢵࢺࢆ฼⏝ࡋࡓ኱つᶍ࡞ࣔࢽࢱ࣮㉁ၥ⣬ㄪᰝ࠿ࡽࡑࡢᐇែࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
2012 ᖺᗘ㹼2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡟࠾࠸࡚᫂ࡽ࠿࡟ࡉࢀࡓ▱ぢࡣࠊࡇࢀࡲ࡛࡟ 2 ෉ࡢⴭసࠊ
3 ᮏࡢ㟁Ꮚ፹యグ஦ࠊࡑࡋ࡚ከࡃࡢᏛ఍Ⓨ⾲୍࣭⯡ㅮ₇࡜࠸࠺ᙧ࡛බ⾲ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋణࡋࠊ
2013 ᖺᗘࡲ࡛࡟㐩ᡂࡉࢀࡓࠊࡇࢀࡽࡢᡂᯝ≀ࡣ୺࡜ࡋ࡚ 2012 ᖺᗘࡲ࡛ࡢ⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࡃࡶ
ࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢࡓࡵࠊ2013 ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡋࡓ㉁ၥ⣬ㄪᰝ࠿ࡽᚓࡽࢀࡓ᪂つ▱ぢ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ
⌧ᅾㄽᩥ࡜ࡋ࡚ᢞ✏ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ㸦ࡍ࡛࡟Ꮫ఍Ⓨ⾲ࡣ⾜ࡗ࡚࠸ࡿ㸧ࠋ 
 ࡲࡓࡇࢀࡽࡢᡂᯝࢆᾏእᏛ఍➼࡛Ⓨ⾲ࡋࠊඹྠ◊✲⪅ࢆ⋓ᚓࡍࡿࡇ࡜࡟ᡂຌࡋ࡚࠸ࡿࠋ
⌧ᅾࠊ⡿ᅜࢻࣞࢡࢭࣝ኱Ꮫࡸࣞࣥࢭ࣮ࣛᕤ⛉኱Ꮫࡢ◊✲⪅ࡽ࡜ඹ࡟ࠊⱥㄒ᭩⡠࡜ࡋ࡚ࡢ◊
✲Ⓨ⾲࡟ྥࡅࡓ‽ഛࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 ᶆⴥ㝯㤿. (2013)ࠕ」ྜⓗ⅏ᐖࠊࡑࡢ⫼ᬒ࡟࠶ࡿ♫఍ࠖ, ୰ᮧᚁᶞ㸦⦅㸧ࠗ ࣏ࢫࢺ 3.11
ࡢ⛉Ꮫ࡜ᨻ἞࠘, pp.179-224.  
 ⏣୰ᖿே, ᶆⴥ㝯㤿, ୸ᒣ⣖୍ᮁ. ࠗ⅏ᐖᙅ⪅࡜᝟ሗᙅ⪅㸫3.11 ᚋࠊఱࡀぢ㐣ࡈࡉࢀࡓ
ࡢ࠿࠘, ⟃ᦶ᭩ᡣ. 
㟁Ꮚ፹యグ஦ 
 Ryuma Shineha & Mikihito Tanaka (2014) “Mind the Gap: 3.11 and the 
Information Vulnerable”, The Asia-Pacific Journal, Vol. 12, Issue 7, No. 4. 
 ᶆⴥ㝯㤿. (2014) ࠕᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ ᨵࡵ࡚ぢࡘࡵࡓ࠸ࠕࡇࢀࡲ࡛ࠖ࡜ࠕࡇࢀ࠿ࡽࠖࠖ , Ș
-synodos, vol 144. 
 ᶆⴥ㝯㤿. (2013)ࠕᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ ࠸ࡲࠊࡶ࠺୍ᗘ☜ㄆࡋࡓ࠸ࡇ࡜㸭┠ࢆྥࡅࡓ࠸ࡇ࡜ ,ࠖ 
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Ș-synodos, vol 124. 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ቇ⠌ㆊ⒟ߦ߅ߌࠆᔒะᕈߩᄌㆫࠍนⷞൻߔࠆቇ⠌ᡰេ࠷࡯࡞
ߩ㐿⊒ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ᡰេ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ጊ↰㓷ਯ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
 ᧄ⎇ⓥߢߪ㧘ቇ⠌ㆊ⒟ߦ߅ߌࠆᔒะᕈߩᄌㆫࠍนⷞൻߔࠆቇ⠌ᡰេࠪࠬ࠹ࡓࠍ㐿⊒ߒߚ㧚
⹺⍮⑼ቇ㗔ၞߢߪੱߩቇ⠌ㆊ⒟ߦ㑐ߔࠆ⎇ⓥ߇ᄙߊߥߐࠇߡ޿ࠆ㧚ߘߩਛߢޔᅤ૗ߦߒߡ
ቇ⠌⠪ߩቇ⠌ㆊ⒟ࠍนⷞൻߒᝄࠅ㄰ࠅߩᡰេࠍߔߴ߈߆߇ᄢ߈ߥ⺖㗴ߣߥߞߡ޿ࠆ㧚ߘߎ
ߢᧄ⎇ⓥߢߪ㧘ߎߩࠃ߁ߥᔒะᕈߩᄌㆫߟ߹ࠅቇ⠌ㆊ⒟ࠍนⷞൻߔࠆߎߣߦࠃߞߡ㧘ቇ⠌
⠪ࠍᡰេߒᓧࠆࠪࠬ࠹ࡓߩ㐿⊒ߒߚ㧚㐿⊒ߒߚࠪࠬ࠹ࡓߪ࠙ࠚࡉ਄ߦ᭴▽ߒ㧘ቇ⠌⠪߇޿
ߟߢ߽ቇ⠌ㆊ⒟ࠍᝄࠅ㄰ࠆߎߣ߇น⢻ߥቇ⠌ⅣႺࠍ᭴▽ߒߚ㧚ࠪ ࠬ࠹ࡓߪMoodleࠍ↪޿ߡ
㐿⊒ߒߚ㧚MoodleߪㄭᐕჇടߒߡ޿ࠆ E࡜࡯࠾ࡦࠣߦ߅޿ߡ LMS㧔ቇ⠌▤ℂࠪࠬ࠹ࡓ㧕
ߣߒߡ೑↪ߐࠇࠆߎߣ߇ᗐቯߐࠇߡ޿ࠆࠝ࡯ࡊࡦ࠰࡯ࠬߢ޽ࠆ㧚นⷞൻߦ઻߁౉ജࡈࠚ࡯
࠭ߪMoodleߩ Check listࡕࠫࡘ࡯࡞ࠍ೑↪ߒߚ㧚಴ജࡈࠚ࡯࠭ߢߪ Graphvizߣ޿߁ࠝ࡯
ࡊࡦ࠰࡯ࠬߩ࠷࡯࡞ࡄ࠶ࠤ࡯ࠫࠍ೑↪ߒߚ㧚Graphviz ߪ DOTࠬࠢ࡝ࡊ࠻ߢ␜ߐࠇߚࠣ࡜
ࡈࠍឬ↹ߔࠆࡄ࠶ࠤ࡯ࠫߢ޽ࠆ㧚Moodleࠍ೑↪ߒߚ⢛᥊ߣߒߡ㧘⃻࿷ቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯
HP ߢ೑↪ߒߡ޿ࠆ netcommons ਄ߢߩ೑↪ࠍ⋡ᜰߒߡࠆὐ߇᜼ߍࠄࠇࠆ㧚ታ㓙ߩࠪࠬ࠹
ࡓ਄ߢቇ⠌⠪ߪ㧘ᣣઃߣࠠ࡯ࡢ࡯࠼ࠍ౉ജߔࠆ㧚ߘࠇߦ઻ߞߡࠠ࡯ࡢ࡯࠼߇౞⁁ߦ㈩⟎ߐ
ࠇ㧘ᣣޘߩࠠ࡯ࡢ࡯࠼ߩᄌㆫࠍ⍫ශߢ⴫⃻ߒߡ޿ࠆ㧚ቇ⠌⠪ߪᣣޘ౉ജࠍታ〣ߒ㧘ߘߩㇺ
ᐲቇ⠌ࡊࡠ࠮ࠬࠍᝄࠅ㄰ࠆߎߣ߇น⢻ߣߥߞߡ޿ࠆ㧚߹ߚቇ⠌⠪ోຬߩቇ⠌ࡊࡠ࠮ࠬࠍᝄ
ࠅ㄰ࠆߎߣ߽น⢻ߣߒߚ㧚 
 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
 
 ᧄ⎇ⓥߪනᐕᐲ⸘↹ߩ⎇ⓥߢ޽ࠆߚ߼㧘਄⸥ࠪࠬ࠹ࡓࠍታ㓙ߦേߊࡊࡠࠣ࡜ࡓߣߒߡ㐿
⊒ߒߚߎߣ߇ᦨ߽ᄢ߈ߥᚑᨐߣ⸒߃ࠆ㧚߹ߚ⃻࿷ᣢሽߩ࠺࡯࠲ࠍ೑↪ߒᚑᨐ⺰ᢥࠍၫ╩ਛ
ߢ޽ࠆ㧚੹ᓟߪታ㓙ߩᢎ⢒ᵴേߩਛߢቇ⠌⠪ߩᝄࠅ㄰ࠅߦ೑↪ߔࠆߎߣࠍ⺖㗴ߣߒߡ޿ࠆ㧚 
 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
 
⹥ᒰήߒ 
若手（30）　学習過程における志向性の変遷を可視化する学習支援ツールの開発
192
― 195 ―
㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ィ⟬ᶵ䛾㐍ᒎ䛻䜘䜛ᩘ⌮ⓗᡭἲ䛾ศᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡㻙㻝䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ䛃
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ‮ὸ ᐩஂᏊ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊᩘ⌮ⓗᡭἲࡢ௦⾲౛࡜ࡋ࡚ࠊ⮬↛⛉Ꮫ㸭ᕤᏛ㸭་Ꮫ࡞࡝ィ⟬ᶵࢆ฼⏝ࡍࡿ
ᖜᗈ࠸◊✲ศ㔝࡛ከ⏝ࡉࢀࡿከḟඖᩘ್✚ศἲ࡟↔Ⅼࢆ࠶࡚ࡓࠋࡲࡎᩘ್✚ศἲࢆࠕ㸦࢔㸧
☜⋡ㄽⓗ࡞᪉ἲࠖ࡜ࠕ㸦࢖㸧Ỵᐃㄽⓗ࡞᪉ἲࠖ࡟ศ㢮ࡋࡓࠋࡑࢀࡒࢀ࡟ᑐࡋࡼࡃⰋࡃ฼⏝ࡉ
ࢀ࡚࠸ࡿ✚ศࢥ࣮ࢻ࡜ࡋ࡚ %$6(6 ࣃࢵࢣ࣮ࢪ࡜ 4XDGSDFN ࣃࢵࢣ࣮ࢪࢆศᯒࡢᑐ㇟࡜ࡋ࡚㑅
ᢥࡋࡓࠋᛂ⏝౛࡜ࡋ࡚ࡣࠊ⣲⢏Ꮚ≀⌮Ꮫ࡟࠾ࡅࡿᩓ஘᩿㠃✚ࡢ㧗ḟ⿵ṇィ⟬࡟⌧ࢀࡿከḟ
ඖᩘ್✚ศ㸦)H\QPDQ ࣮ࣝࣉ✚ศ㸧ࢆ㑅ᢥࡋࡓࠋ⣲⢏Ꮚ≀⌮Ꮫࡢศ㔝࡛ࡣ㸦࢔㸧ࡢ᪉ἲ࡛࠶
ࡿࣔࣥࢸ࢝ࣝࣟ✚ศࡀ୺ὶ࡛࠶ࡿࡀࠊᮏ◊✲࡛ࡣࠊ㸦࢖㸧ࡢ᪉ἲ࡛࠶ࡿ࢞࢘ࢫ✚ศἲࢆ⧞ࡾ
㏉ࡋ⏝࠸ࡿ࡜࠸࠺ᡭἲ࡜ẚ㍑ࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ㸦࢔㸧ࡢ᪉ἲ࡛ࡣ㸰࣮ࣝࣉࡲ࡛ࡢ㧗ḟ⿵ṇィ
⟬࡛ࡣࠊࡣ࠺ࡲࡃ཰᮰ࡋ࡞࠸ሙྜࡀ࠶ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ୍᪉ࠊ㸦࢖㸧ࡢ᪉ἲ࡛ࡣࠊᩘ್ⓗ
ຍ㏿࡜࠸࠺ูࡢᩘ⌮ⓗ࡞᪉ἲ࡜⤌ࡳ࠶ࢃࡏࡿࡇ࡜࡛ࠊ㸦࢔㸧࡛ࡣ⤖ᯝࢆᚓࡿࡇ࡜ࡀᅔ㞴࡛࠶
ࡗࡓ )H\QPDQ ࣮ࣝࣉ✚ศࡢィ⟬࡛Ⰻ࠸⤖ᯝࢆᚓࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ௒ᚋࡣࠊ‽ࣔࣥࢸ࢝ࣝ
ࣟἲࢆ )H\QPDQ ࣮ࣝࣉ✚ศ࡟㐺⏝ࡉࡏホ౯ࢆ⾜࠺ࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ᮏᖺᗘ୰࡟ࠊᩘ್✚ศィ⟬ἲ࡟⏝࠸ࡽࢀ࡚࠸ࡿᩘ⌮ⓗᡭἲࢆẚ㍑࣭ศᯒࡋࠊࡇࢀࡲ࡛ィ
⟬ࡀࡉࢀ࡚࠸࡞࠿ࡗࡓࠊෆ⥺ࡢ⢏Ꮚࡀ㉁㔞ࢆࡶࡘሙྜࡢ㸰㔜࣮ࣝࣉ Feynman✚ศ࡛≉␗ᛶ
ࡢ࠶ࡿሙྜࡢィ⟬ࢆ⤊஢ࡋࡓࠋᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠊᅜෆᏛ఍ࠊᅜ㝿ⓗࢪ࣮ࣕࢼ࡛ࣝᡂᯝ
ࢆⓎ⾲ࡋㄽᩥࢆసᡂࡋࡓ㸦ᢞ✏୰㸧ࠋࡲࡓ㸰᭶࡟ࡣࠊ㧗ḟ࣮ࣝࣉ✚ศ◊✲఍㸦㸰᭶㸯㸷᪥ࠊ
ࡘࡃࡤᕷ㸧ࢆ୺ദࡋࠊ㧗ḟ࣮ࣝࣉ✚ศࡢゎᯒᛶ࡟ࡘ࠸࡚㆟ㄽࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ࡣ㸯㸮ྡ㸧ࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
(1) ‮ὸᐩஂᏊ௚㸴ྡࠊ“㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮⣲⢏Ꮚ཯ᛂ࡟ᑐࡍࡿ㧗ḟ⿵ṇࢆྵࡴ⮬ືィ⟬ࣉࣟࢢ
࣒ࣛ㸦㸯㸧”ࠊ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍ 2010ᖺ⛅Ꮨ኱఍ཱྀ࡛㢌Ⓨ⾲ࠋ
(2) E. deDoncker, F.Yuasa et al.” Extrapolation Algorithms for Infrared Divergent
Integrals”ࢆComputational Particle Physics (CPP 2010)ࡢ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࣉࣟࢩ࣮ࢹ࢕
ࣥࢢࢫㄽᩥ࡜ࡋ࡚PoS (Proceedings of Scienceࠊ㟁Ꮚࢪ࣮ࣕࢼࣝ) ࡟ᢞ✏୰ࠋ
(3) ‮ὸᐩஂᏊ௚㸳ྡ“㧗࢚ࢿࣝࢠ࣮⣲⢏Ꮚ཯ᛂ࡟ᑐࡍࡿ㧗ḟ⿵ṇࢆྵࡴ⮬ືィ⟬ࣉࣟࢢࣛ
࣒㸦㸰㸧”,᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍➨ 66ᅇᖺḟ኱఍㸦ཱྀ㢌Ⓨ⾲࡜ࡋ࡚‽ഛࡋ࡚࠸ࡓࡀࠊ㟈⅏ࡢᙳ㡪࡛
㛤ദ୰Ṇ࡜࡞ࡗࡓࡓࡵᏛ఍ࡢWeb ୖ࡟Ⓨ⾲㈨ᩱࢆබ㛤ணᐃࠊ㸳᭶㸴᪥࠿ࡽ㸶᭶㸱㸯᪥㎾㸧ࠋ
(4)E. deDoncker, F.Yuasa et al. “Quadpack Computation of Feynman Loop Integrals”ࢆ
Journal of Computational Science (㟁Ꮚࢪ࣮ࣕࢼࣝ) ࡟ᢞ✏୰ࠋ
女性（1）　計算機の進展による数理的手法の分析
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ィ⟬ᶵ䛾㐍ᒎ䛻䜘䜛ᩘ⌮ⓗᡭἲ䛾ศᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ‮ὸᐩஂᏊ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊᩘ⌮ⓗᡭἲࡢ௦⾲౛࡜ࡋ࡚ࠊ⮬↛⛉Ꮫ㸭ᕤᏛ㸭་Ꮫ࡞࡝ィ⟬ᶵࢆ฼⏝ࡍࡿᖜ
ᗈ࠸◊✲ศ㔝࡛ከ⏝ࡉࢀࡿᩘ್✚ศἲ࡟↔Ⅼࢆ࠶࡚࡚࠸ࡿࠋᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࡣ㸰㸰ᖺᗘ࡛ࡢ
ศᯒ⤖ᯝࢆࡩࡲ࠼ࠊ4XDGSDFN ᩘ್✚ศࣃࢵࢣ࣮ࢪ࡜஧㔜ᣦᩘ㛵ᩘᆺ✚ศἲࡢ஧ࡘࢆ㑅ᢥࡋ
࡚ホ౯ࡋࡓࠋ୧⪅࡜ࡶ࡟⧞ࡾ㏉ࡋ࡚⏝࠸ࡿࡇ࡜࡛ከḟඖᩘ್✚ศ࡟ࡶ᭷ຠ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀࢃ
࠿ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟ูࡢᩘ⌮ⓗ࡞ᡭἲ࡛࠶ࡿᩘ್ⓗຍ㏿ἲ࡜⤌ࡳ࠶ࢃࡏࠊ✚ศࡢࡶࡘ≉␗ᛶࢆ
ᅇ㑊࡛ࡁࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓࠋ⣲⢏Ꮚ཯ᛂࡢ㧗ḟ⿵ṇィ⟬࡟⌧ࢀࡿ≉␗ᛶࢆࡶࡘከḟඖᩘ್
✚ศ㸦ࣇ࢓࢖࣐࣮ࣥࣥࣝࣉ✚ศ࡜࠸࠺㸧ࢆᛂ⏝౛࡜ࡋ࡚⏝࠸ࠊゎᯒⓗ࡞ᡭἲ࡛ࡣᅔ㞴࡛࠶
ࡗࡓᵝࠎ࡞㉁㔞ࢆࡶࡘ㸰࣮ࣝࣉࣇ࢓࢖࣐ࣥࣥ✚ศ࡟ᑐࡋᮏ◊✲࡛ศᯒࡋࡓᡭἲࡀ᭷ຠ࡛࠶
ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋᖹᡂ㸰㸲ᖺ㸰᭶࡟ࡣ➨ 2 ᅇ㧗ḟ࣮ࣝࣉ✚ศ◊✲఍㸦㸰᭶㸯8 ᪥ࠊࡘࡃࡤᕷ㸧
ࢆ୺ദࡋࠊ㧗ḟ࣮ࣝࣉ✚ศࡢゎᯒᛶ࡜ᩘ⌮ⓗᡭἲ࡟ࡘ࠸࡚㆟ㄽࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ࡣ㸴ྡ㸧ࠋ
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
⣲⢏Ꮚ཯ᛂࡢ㟁ᙅ┦஫స⏝࡛ࡢ㧗ḟ⿵ṇィ⟬࡟⌧ࢀࡿෆ⥺ࡢ⢏Ꮚࡀᵝࠎ࡞㉁㔞ࢆࡶࡘሙྜ
࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ୍⯡ⓗ࠿ࡘゎᯒⓗ࡞᪉ἲࡣ☜❧ࡉࢀ࡚࠾ࡽࡎࠊࡇࢀࡲ࡛ࡶᩘ್ⓗ࡞ྲྀࡾ⤌ࡳ
ࡀồࡵࡽࢀ࡚ࡁࡓࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊᩘ⌮ⓗ࡞ᡭἲ࡟ࡶ࡜࡙ࡃ᏶඲࡟ᩘ್ⓗ᪉ἲࡀ≉␗ᛶࢆࡶ
ࡘሙྜ࡟ࡶ᭷ຠ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧ࡋࡓࠋᩘ್ⓗ࡞᪉ἲࡣᰂ㌾ᛶࢆࡶࡕࠊ௒ᚋࡶⓎᒎࡉࡏ࡚࠸
ࡃࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࡓࡵ᭷฼࡛࠶ࡿࠋᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ ACAT2011㸦㸷᭶ࣟࣥࢻࣥࡢࣈࣝࢿ
ࣝ኱Ꮫ࡛㛤ദ㸧ࠊ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍㸦㸷᭶ᘯ๓኱Ꮫࠊ㸱᭶㛵すᏛ㝔኱Ꮫ㸧࡛ࡇࢀࡲ࡛࡟ᚓࡓᡂᯝ
ࢆⓎ⾲ࡋࡓࠋࡲࡓᅜ㝿ⓗ࡞ࢪ࣮ࣕࢼࣝ࡞࡝࡟ㄽᩥࢆᢞ✏ࡋᥖ㍕ࡉࢀࡓࠋ 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
1) “Quadpack Computation of Feynman Loop Integrals”, E. de Doncker, J.Fujimoto, N.Hamaguchi, T.Ishikawa, Y.Kurihara, 
Y.Shimizu, F.Yuasa, Journal of Computational Science (JoCS) doi:10.1016/j.jocs.2011.06.003 (2011). 
2) “Numerical Approach to Calculation of Feynman Loop Integrals”, F.Yuasa, T.Ishikawa, Y.Kurihara, J.Fujimoto, Y.Shimizu, 
N.Hamaguchi, E. de Doncker, K.Kato, Proceedings of Science, PoS (CPP2010)017. 
3) “GRAPE-MP: An SIMD Accelerator Board for Multi-precision Arithmetic”, H.Daisaka, N.Nakasato, J. Makino, F. Yuasa, 
T.Ishikawa, Procedia CS 4: 878-887 (2011). 
4) “Numerical Approach to Multi-loop Integrals”, K.Kato, E.de Doncker, N.Hamaguchi, T.Ishikawa, T.Koike, 
Y.Kurihara, Y.Shimizu, F.Yuasa, Proceedings of Science, PoS (QFTHEP2011)029. 
5) “Toward Automatic Regularization for Feynman Loop Integrals in Perturbative Quantum Field Theory”, E.de Doncker and 
F.Yuasa, in “Measurements in Quantum Mechanics”, Ed. M. R. Pahlavani, 2012, ISBN 978-953-51-0058-4.  
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ :HE 㜀ぴ᫬ࡢ࣮ࣘࢨ⾜ື᝟ሗ࡟ᇶ࡙ࡃ :HE ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕
ၥ㢟ࡢぢ࠼ࡿ໬࡟㛵ࡍࡿ◊✲
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᯇ஭ ▱Ꮚ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣ㸪Web࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢၥ㢟Ⅼࢆࠕぢ࠼ࡿ໬ ࠖࡍࡿࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨࢆ┠ᣦࡍ㸬
ᖹᡂ 22ᖺᗘ࡛ࡣ(1)ࠕ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ホ౯ヨ㦂࡟࠾ࡅࡿ⾜ືࢹ࣮ࢱࡢ཰㞟ࢶ࣮ࣝࠖ࡜ࡋ
࡚ ITR-Recorderࢆ㛤Ⓨࡋࡓ㸬ᮏࢶ࣮ࣝࢆ⏝࠸࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ホ౯ヨ㦂ࢆ⾜࠸ࠊ⿕㦂⪅
40ྡ࠿ࡽWeb㜀ぴ᫬ࡢ࣮ࣘࢨ⾜ື᝟ሗࡢグ㘓࡜㜀ぴWeb࣮࣌ࢪࡢホ౯࢔ࣥࢣ࣮ࢺࢆ
ᚓࡓ㸬ࡲࡓ(2)ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢWeb࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟ㸪(3)ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢWeb
࣮࣌ࢪ࡟≉ᚩⓗ࡞࣮ࣘࢨ㜀ぴ᫬⾜ືࡢ⮬ືᢳฟࡢ᳨ウࢆ⾜࠸,Support Vector Ma-
chines(SVM),ࣟࢪࢫࢸ࢕ࢵࢡᅇᖐศᯒ, PrefixSpanBoostingἲࡀ᭷ຠ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ☜
ㄆࡋࡓ㸬ࡋ࠿ࡋ㸪᳨ฟ⢭ᗘࡢၥ㢟࠿ࡽࢶ࣮ࣝ࡜ࡋ࡚᏶ᡂ࡟฿ࡗ࡚࠸࡞࠸㸬
H23ᖺ࡛ࡣ(2)(3)ࡢࢶ࣮ࣝ࡜ࡋ࡚ࡢ᏶ᡂ࡜ࠊ࣮ࣘࢨ⾜ືグ㘓࠿ࡽゎᯒ⤖ᯝࡲ࡛ࢆ୍㈏ࡋ
࡚ホ౯⪅࡟ࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵࢡࡍࡿ, Web࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ぢ࠼ࡿ໬ࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨࢆ⾜࠺ணᐃ
࡛࠶ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ᖹᡂ 22ᖺᗘࡣ௨ୗࡢ 3ࡘ࡟㛵ࡋ࡚◊✲ࡢᡂᯝࢆᚓ࡚࠸ࡿ㸬
(1) ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ホ౯ヨ㦂࡟࠾ࡅࡿ࣮ࣘࢨࡢ⾜ື᝟ሗࡢグ㘓ࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨ
㺃 ITR-Recorderࡢᵓ⠏ཬࡧ㸪ヨ⏝ᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓ㸬
I࣭TR-Recorderࢆ⏝࠸ 40ྡࢆ⿕㦂⪅࡜ࡋࡓ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ヨ㦂ࡢᐇ᪋㸪࣮ࣘࢨ⾜ື
ࢹ࣮ࢱࡢ཰㞟ࢆ⾜࠸, ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ホ౯࡜㜀ぴ᫬ࡢ࣮ࣘࢨ⾜ືࢹ࣮ࢱࢆᚓࡓ㸬
࣭ࢶ࣮ࣝ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ PPCOE2010࡟࡚࣏ࢫࢱ࣮Ⓨ⾲[1]ࢆ⾜ࡗࡓ㸬
(2) ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢWeb࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟࡢ᳨ウ
࣭ᚑ᮶ࡢ᪤Ꮡࢩࢫࢸ࣒࡟ࡼࡗ࡚཰㞟ࡉࢀࡓ 15ྡࡢࢹ࣮ࢱ࡟࠾࠸࡚, SVMཬࡧࣟࢪࢫ
ࢸ࢕ࢵࢡᅇᖐศᯒࢆ⏝࠸, Web ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢప࠸࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟࢆ⾜ࡗࡓ㸬
ࡇࡢ⤖ᯝࡣ PPCOE2010 [2], ᝟ሗฎ⌮Ꮫ఍ GN࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ 2010 [3]࡟࡚ሗ࿌ࡋ
ࡓ㸬
(3) ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢWeb࣮࣌ࢪ࡟≉ᚩⓗ࡞࣮ࣘࢨ㜀ぴ᫬⾜ືࡢ⮬ືᢳฟࡢ᳨ウ
࣭PrefixSpanboostἲ࡟ࡼࡿWeb࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢホ౯࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰࡍ⾜ືࣃࢱ࣮ࣥ
ࡢᢳฟᡭἲࡢᐇ⿦ࢆ⾜ࡗࡓ㸬ࡇࡢ⤖ᯝࡣ➨ 10ᅇすᮾி⤫ィ◊✲఍[4]࡟࡚ሗ࿌ࡋࡓ㸬
ࡲࡓ, ࣄ࣮࣐ࣗࣥ࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫᏛ఍ㄽᩥㄅ Vol.12 No.4࡟ࠕWeb࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ
࢕ࡢప࠸࣮࣌ࢪ࡟࠾ࡅࡿ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥࣃࢱ࣮ࣥࡢᢳฟࠖ[5] ࡜ࡋ࡚ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㸬
女性（2）　Web閲覧時のユーザ行動情報に基づくWebユーザビリティ問題の「見える化」に関する研究
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
Ⓨ⾲ㄽᩥ[1] Noboru Nakamichi, Mikio Kiura, Toshiya Yamada, Hidetake Uwano,
͆Collaborative visualization of web interactions for usability testing͇ The 9th
Pan-Pacific Conference on Ergonomics (PPCOE 2010), 11/2010(ྎ‴)
Ⓨ⾲ㄽᩥ[2] Noboru Nakamichi, Toshiya Yamada, Tomoko Matsui ,͆Discriminant
analysis for detection of low usability web pages͇ The 9th Pan-Pacific Conference on
Ergonomics (PPCOE 2010) , 11/2010(ྎ‴)
Ⓨ⾲ㄽᩥ[3] ᒣ⏣ಇဢ, ୰㐨ୖ, ᯇ஭▱Ꮚ, ࠕࣟࢪࢫࢸ࢕ࢵࢡᅇᖐ࡟ࡼࡿWeb࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ
࢕ࡢప࠸࣮࣌ࢪࡢ᳨ฟࠖ, ࢢ࣮ࣝࣉ࢙࢘࢔࡜ࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡࢧ࣮ࣅࢫ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ 2010,
09/2010(᪂₲).
Ⓨ⾲ㄽᩥ[4] ᒣ⏣ಇဢ, ᯇ஭▱Ꮚ, ୰㐨ୖ, ࠕPrefixSpanBoosting࡟ࡼࡿWeb࣮ࣘࢨࣅࣜ
ࢸ࢕ࡢゎᯒࠖ ➨ 10ᅇすᮾி⤫ィ◊✲఍, 02/2011(ᇸ⋢).
Ⓨ⾲ㄽᩥ[5] ᒣ⏣ಇဢ,୰㐨ୖ,ᯇ஭▱ᏊࠕWeb࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢప࠸࣮࣌ࢪ࡟࠾ࡅࡿ࢖
ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥࣃࢱ࣮ࣥࡢᢳฟࠖࣄ࣮࣐ࣗࣥ࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫᏛ఍ㄽᩥㄅ Vol.12
No.4,pp83-92
ͤ ῧ௜⮴ࡋࡲࡋࡓ pdf㈨ᩱࡢࣇ࢓࢖ࣝࡣࠊୖグࣜࢫࢺ୰ࡢኴᏐ㒊ศ࡟ᑐᛂࡋ࡚࠸ࡲࡍࠋ
(౛)ࠕⓎ⾲ㄽᩥ[1].pdf ࠖ࡞࡝
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    Web ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢぢ࠼ࡿ໬࡟㛵ࡍࡿ◊✲ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᯇ஭▱Ꮚ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘࡣࠊITR-Recorder㸦࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ホ౯ヨ㦂࡟࠾ࡅࡿ⾜ືࢹ࣮ࢱࡢ཰㞟ࢶ
࣮ࣝ㸧࡛཰㞟ࡋࡓࢹ࣮ࢱࢆ⏝࠸ࠊ㸦㸯㸧ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟࠊ࠾ࡼࡧ
㸦㸰㸧ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪ࡟≉ᚩⓗ࡞࣮ࣘࢨ㜀ぴ᫬⾜ືࡢ⮬ືᢳฟࡢ⢭ᗘࡢྥ
ୖࢆࡣ࠿ࡗࡓࠋࡲࡓࠊࡑࢀࡽࢆỗ⏝ࢶ࣮ࣝ࡜ࡋ࡚ᐇ⿦ࡋࡓࠋప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢཎᅉࢆ≉
ᐃࡋࠊタィୖࡢၥ㢟ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡓࡵ࡟ࠊୖグࡢ㸦㸯㸧ࠊ㸦㸰㸧ࡢ᝟ሗࢆホ౯⪅࡟ࣇ࢕࣮
ࢻࣂࢵࢡࡍࡿࢶ࣮ࣝࠊࠕぢ࠼ࡿ໬ࠖࢶ࣮ࣝࡢ㛤Ⓨࢆヨࡳࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 㸦㸯㸧ప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪࡢ⮬ື᳨ฟ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊホ౯⪅࡟ࡼࡿศᯒᑐ㇟
࡜࡞ࡿ࣮࣌ࢪᩘ࡜ࠊ⿕㦂⪅࡟࡜ࡗ࡚౑࠸࡟ࡃ࠸࣮࣌ࢪࡢ᳨ฟ⋡ࡢ㛵ಀࢆ⾲ࡍ
Mathematical-Line ࢆ⏝࠸㸪㈝⏝ᑐຠᯝࢆ☜ㄆࡋ࡞ࡀࡽࠊ᳨ฟࡍࡿ Web ࣮࣌ࢪᩘࢆㄪᩚ
ࡍࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊุᐃࡢࡓࡵࡢࡋࡁ࠸್ࢆタᐃࡍࡿ᪉ἲࢆ⪃᱌ࡋࡓࠋMathematical-Line
࡟࠾ࡅࡿᖹᆒ᳨ฟ⋡࡜ṇุู⋡ࡢ஺Ⅼ࡟╔┠ࡍࡿ࡜ࠊࠕ౑࠸࡟ࡃ࠸ࢢ࣮ࣝࣉࠖ࡜ࡋ᳨࡚ฟ
ࡍࡿ࣮࣌ࢪᩘࡢ 39 ࣮࣌ࢪ┠௜㏆࡛஺ᕪࡋ࡚࠾ࡾࠊࡇࡢ࡜ࡁࡢᖹᆒ᳨ฟ⋡ࡣ 0.75ࠊṇุู
⋡ࡣ 0.73 ࡛࠶ࡗࡓࠋࡇࡢ᫬ࡢࡋࡁ࠸್ࢆ⏝࠸࡚࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢప࠸ Web ࣮࣌ࢪࢆ⮬ື
᳨ฟࡋࡓሙྜࠊホ౯⪅ࡣ඲య 121 ࣮࣌ࢪࡢ୰࠿ࡽ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡀప࠸࡜ࡋ᳨࡚ฟࡉࢀࡓ
39 ࣮࣌ࢪࢆヲࡋࡃศᯒࡍࢀࡤࠊ࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢၥ㢟Ⅼࡢ 75%ࢆホ౯࡛ࡁࡿࠋࡇࡢࡼ࠺
࡟ Mathematical-Line ࢆ⏝࠸ࡿࡇ࡜࡟ࡼࡗ࡚ࠊ⿕㦂⪅࡟࡜ࡗ࡚౑࠸࡟ࡃ࠸࣮࣌ࢪࡢ᳨ฟ
⋡ࡢ㛵ಀࢆぢ࡞ࡀࡽศᯒᑐ㇟࡜࡞ࡿ Web ࣮࣌ࢪࢆỴᐃࡍࡿࡇ࡜ࡀྍ⬟࡜࡞ࡗࡓࠋࡇࢀ࡟
ࡼࡾࠊࠕ౑࠸࡟ࡃ࠸࣮࣌ࢪࠖ࡟ุูࡉࢀࡓ Web ࣮࣌ࢪ࡟ศᯒࢥࢫࢺࡸ㈇ᢸࢆ๐ῶ࡛ࡁࡿぢ
㎸ࡳࡀᚓࡽࢀࡓࠋ 
 㸦㸰㸧࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊప࣮ࣘࢨࣅࣜࢸ࢕ࡢ Web ࣮࣌ࢪ࡟≉ᚩⓗ࡞࣮ࣘࢨ㜀ぴ᫬⾜ືࡢ⮬
ືᢳฟ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊࡇࢀࡲ᳨࡛ウࡋ࡚ࡁࡓ Pboost ࡟ࡼࡿ᪉ἲࢆᨵⰋࡋࡓࠋᨵⰋ∧ Pboost
࡟ࡼࡾࠊ᫂☜࡟ࠕ౑࠸࡟ࡃ࠸ࠖ࡜ホ౯ࡉࢀࡓ࣮࣌ࢪ࡜ࡑࡢ௚ࡢホ౯ࢆᚓࡓ࣮࣌ࢪࡢ㸰ࢢࣝ
࣮ࣉ࡟ุูࡍࡿ㝿࡟ࠊ↓ᩘ࡟⪃࠼ࡽࢀࡿ࣮ࣘࢨ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥࡢ⤌ࡳྜࢃࡏ࠿ࡽࠊ㆑ู
ⓗ࡞ᙺ๭ࢆᣢࡕุࠊ ู⤖ᯝ࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡿ࣮ࣘࢨ㜀ぴ⾜ືࡢࣃࢱ࣮࡛ࣥ࠶ࡿ 296 ࢖ࣥࢱࣛ
ࢡࢩࣙࣥࣃࢱ࣮ࣥࢆᢳฟࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
 ࡉࡽ࡟ࠊࠕぢ࠼ࡿ໬ࠖࢶ࣮ࣝࠊWeb ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥศᯒᨭ᥼⎔ቃ ITR-Recorder & 
Player ࡢ㛤Ⓨࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
  
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
 
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
[1] Toshiya Yamada, Noboru Nakamichi, and Tomoko Matsui, "Extraction of User 
Interaction Patterns for Low-Usability Web Pages", Proc. the 14th International 
Conference on Human-Computer Interaction (HCI International 2011), pp.144-152, 
Jul. 2011. (ᰝㄞ᭷ࡾ) [ู⣬㸸◊✲ሗ࿌㸯.pdf] 
[2] ୰㐨 ୖ, ᮌᾆ ᖿ㞝, ᒣ⏣ ಇဢ, ᰩᒣ 㐍, ୖ㔝 ⚽๛ , ͆Web ࢖ࣥࢱࣛࢡࢩࣙࣥศᯒ
ᨭ᥼⎔ቃ ITR-Recorder & Player͇, ࣐ࣝࢳ࣓ࢹ࢕࢔㸪ศᩓ㸪༠ㄪ࡜ࣔࣂ࢖ࣝ
(DICOMO2011)ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ண✏㞟, pp.1713, July 2011. [ู⣬㸸◊✲ሗ࿌㸰.pdf] 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢻ࣮ࣃ࣑ࣥ௦ㅰ⣔㓝⣲ࡢࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚⮬↛㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿ
Ⓨ⌧࣭⾜ືゎᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ ࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㧗ᶫ ᩥ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊࣔࢹࣝ⏕≀࡛࠶ࡿ࢟࢖ࣟࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡢ⮬↛㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿࠊࢻ
࣮ࣃ࣑ࣥ௦ㅰ⣔ࡢ㑇ఏᏊ HERQ\ ࡢ⬻ෆ࡛ࡢⓎ⌧㔞ࡢ㐪࠸࡟↔ⅬࢆࡋࡰࡾࠊⓎ⌧ࡢ᪥
࿘ࢧ࢖ࢡࣝ࡟ኚ␗ࡀ࠶ࡿࡢ࠿࡝࠺࠿ࠊࡲࡓ⾜ືࣞ࣋ࣝࡢάືࢧ࢖ࢡࣝ࡟ࡶኚ␗ࡀぢ
ࡽࢀࡿࡢ࠿࡝࠺࠿ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡓࡵࠊヲ⣽࡞Ⓨ⌧ゎᯒ࡜⾜ືゎᯒࢆᖹ⾜ࡋ࡚⾜ࡗ
࡚࠸ࡃィ⏬࡛㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋⓎ⌧ゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ⌧ᅾࠊ᫨㛫ࡢ᫬㛫ᖏ࡟タᐃࡉࢀࡓ᫂
ᮇ࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⏕యࢧࣥࣉࣝࡣ㞟ࡲࡾࡘࡘ࠶ࡿࡀࠊኪ㛫ࡢᬯᮇࡢࢧࣥࣉࣝࡢ཰㞟࡟ⱞ
ປࡋ࡚࠸ࡿ≧ἣ࡛࠶ࡿࠋ௒ᚋࡣ᫂ᬯᮇࡢタᐃ᫬㛫ࢆࡎࡽࡋࡓ࢖࣮ࣥ࢟ࣗ࣋ࢱࢆタ⨨
ࡍࡿ࡞࡝ࡢ᪉ἲ࡛ᕤኵࡋ࡚࠸ࡃィ⏬࡛࠶ࡿࠋ⾜ືゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊୗグࠊ኱ࡁ࡞㐍
ᒎࡀ࠶ࡗࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
௒ᖺᗘࠊᙜヱண⟬࡛ࣟࢥ࣮ࣔࢩࣙࣥࣜࢬ࣒㸦᪥࿘άືᛶ㸧ࢆ㉥እ⥺࢝࢘ࣥࢱ࣮࡟
ࡼࡾ⮬ືⓗ࡟ ᐃࡍࡿ⿦⨨࡟ᚲせ࡞ჾල㢮ࢆ㉎ධࡋࠊάື㔞ࡢࣔࢽࢱࣜࣥࢢࡀ࡛ࡁ
ࡿࢩࢫࢸ࣒ࢆ❧ࡕୖࡆࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡇࡢ⿦⨨ࢆ⏝࠸ࡓィ ࡟ࡼࡾࠊᬯᮇ࡛ࡢά
ື㔞ࡢ㐪࠸ࡸᮅኤ  ᅇぢࡽࢀࡿάືࣆ࣮ࢡࡢࣃࢱ࣮ࣥࢆゎᯒࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࠊண᝿
㏻ࡾ㞟ᅋෆ⣔⤫㛫࡛ࠊࡇࢀࡽࡢ᪥࿘άືᛶࣃࢱ࣮ࣥ࡟ኚ␗ࡀぢࡽࢀࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗ
ࡓࠋ
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊࡲࡎࣟࢥ࣮ࣔࢩࣙࣥࣜࢬ࣒㸦᪥࿘άືᛶ㸧࡟ὀ┠ࡋ࡚ࡲࡎゎᯒࢆ⾜
࠺ࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋ࡚࠸ࡿࡀࠊ᭱⤊ⓗ࡟ࡣ஺ᑿ⾜ື࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࡀ࠶ࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆㄪ
࡭ࠊ✀ศ໬࡜ࡢ㛵ಀᛶࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋ࡚࠸ࡃ◊✲࡬࡜Ⓨᒎࡉࡏ࡚࠸ࡃࡇ࡜ࢆ⪃࠼࡚࠾
ࡾࠊ᫬㛫ᖏẖࡢ஺ᑿ⋡ࡢኚ␗࡞࡝࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆྲྀᚓࡍࡿࡓࡵࡢணഛᐇ㦂ࢆ⾜ࡗ
ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊHERQ\ ࡢ⬻ෆ࡛ࡢⓎ⌧ࡣࠊ᫬㛫ᖏࡈ࡜ࡢ஺ᑿ⋡࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡿࡇ࡜ࡀ
♧၀ࡉࢀࡓࠋ
ࡇࢀࡽࡢᡂᯝࡣࠊ࣓ࣛࢽࣥⰍ⣲ྜᡂ⣔㑇ఏᏊࢆ㏻ࡌ࡚యⰍ࡟࠿࠿ࡿ⮬↛㑅ᢥࡀࠊ
๪ḟⓗ࡟ࣁ࢚ࡢ⾜ື࡟ኚ໬ࢆ୚࠼ࡿྍ⬟ᛶ࡟ࡘ࠸࡚♧၀ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊࡣࡗࡁࡾ
࡜ࡋ࡚ࢹ࣮ࢱࡀᚓࡽࢀࢀࡤࠊ᪻⹸㢮࡛ぢࡽࢀࡿయⰍࡢከᵝ໬࡜✀ศ໬࡜ࡢ㛵ಀ࡟ࡘ
࠸࡚ࠊ᪂ࡓ࡞▱ぢࡀᚓࡽࢀࡿ࡜ᮇᚅࡉࢀࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
ヱᙜ↓ࡋ
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ࢻ࣮ࣃ࣑ࣥ௦ㅰ⣔㓝⣲ࡢࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚⮬↛㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿ
Ⓨ⌧࣭⾜ືゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ ࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㧗ᶫ ᩥ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᮏ◊✲࡛ࡣࠊࣔࢹࣝ⏕≀࡛࠶ࡿ࢟࢖ࣟࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡢ⮬↛㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿࠊࢻ࣮
ࣃ࣑ࣥ௦ㅰ⣔ࡢ㑇ఏᏊ HERQ\ ࡢ⬻ෆ࡛ࡢⓎ⌧㔞ࡢ㐪࠸࡟↔ⅬࢆࡋࡰࡾࠊⓎ⌧ࡢ᪥࿘ࢧ
࢖ࢡࣝ࡟ኚ␗ࡀ࠶ࡿࡢ࠿࡝࠺࠿ࠊࡲࡓ⾜ືࣞ࣋ࣝࡢάືࢧ࢖ࢡࣝ࡟ࡶኚ␗ࡀぢࡽࢀࡿ
ࡢ࠿࡝࠺࠿ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡓࡵࠊヲ⣽࡞Ⓨ⌧ゎᯒ࡜⾜ືゎᯒࢆᖹ⾜ࡋ࡚⾜࠺ィ⏬࡛࠶
ࡗࡓࠋⓎ⌧ゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ⌧ᅾࠊ࡞࠿࡞࠿ኪ㛫ࡢᬯᮇࡢࢧࣥࣉࣝࡢ཰㞟ࡀ㞴ࡋ࠸㠃ࡀ
࠶ࡗࡓࡀࠊ⤌⧊㛫ࡢⓎ⌧㔞࡟ࡘ࠸࡚⯆࿡῝࠸Ⓨぢࡀ࠶ࡗࡓࡇ࡜ࡸ⾜ືゎᯒ࡟ࡘ࠸࡚ࡢ
㐍ᒎࡀ࠶ࡗࡓࡇ࡜ࡣ኱ࡁ࡞ᡂᯝ࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓࠊᮏ⏦ㄳ⪅ࡣᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘࡼࡾࠊ௚ࡢ
኱Ꮫ࡬෸ᩍᤵ࡜ࡋ࡚␗ືࡍࡿࡇ࡜࡜࡞ࡾࠊ஦ᴗࡢ┠ⓗ࡛࠶ࡿࠕ⮬❧ᨭ᥼ࠖ࡜ࡋ࡚ࡢᡂ
ᯝࡶ኱ࡁ࠿ࡗࡓࠋ

ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ᫖ᖺᗘࡢᡂᯝ࡟ࡼࡾࠊ㞟ᅋෆ⣔⤫㛫࡛ࠊ᪥࿘άືᛶࣃࢱ࣮ࣥ࡟ኚ␗ࡀぢࡽࢀࡿࡇ࡜ࡀ
ࢃ࠿ࡗࡓࡓࡵࠊ௒ᖺᗘࡣḟࡢ┠ᶆ࡛࠶ࡿ஺ᑿ⾜ື࡟୚࠼ࡿᙳ㡪ࡀ࠶ࡿ࠿࡝࠺࠿ࢆㄪ࡭ࡓࠋ
᫬㛫ᖏẖࡢ஺ᑿ⋡ࡢኚ␗࡞࡝࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆྲྀᚓࡋࡓ⤖ᯝࠊHERQ\ࡢ⬻ෆ࡛ࡢⓎ⌧ࡣࠊ
᫬㛫ᖏࡈ࡜ࡢ஺ᑿ⋡࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡿࡇ࡜ࡀ♧၀ࡉࢀࡓࠋࡲࡓࠊHERQ\ ࡢⓎ⌧㔞ࢆゎᯒࡍ
ࡿ୰࡛ࠊ⬻࡛ࡢⓎ⌧㔞࡜⾲⓶࡛ࡢⓎ⌧㔞ࢆࣉࣟࢵࢺࡋࡓ᫬࡟ࠊ⮬↛㞟ᅋ࠿ࡽࢧࣥࣉࣝࡋ
ࡓᑐ❧㑇ఏᏊ㛫࡛㈇ࡢ┦㛵ࡀࡳࡽࢀࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋ
 ࡇࢀࡽࡢᡂᯝࡣࠊ࣓ࣛࢽࣥⰍ⣲ྜᡂ⣔㑇ఏᏊࢆ㏻ࡌ࡚యⰍ࡟࠿࠿ࡿ⮬↛㑅ᢥࡀࠊ๪ḟ
ⓗ࡟ࣁ࢚ࡢ⾜ື࡟ኚ໬ࢆ୚࠼ࡿྍ⬟ᛶ࡟ࡘ࠸࡚♧၀ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊ௒ᚋࡢᒎ㛤࡟ࡼࡾࠊ
᪻⹸㢮࡛ぢࡽࢀࡿయⰍࡢከᵝ໬࡜✀ศ໬࡜ࡢ㛵ಀ࡟ࡘ࠸࡚ࠊ᪂ࡓ࡞▱ぢࡀᚓࡽࢀࡿࡇ࡜
ࡀᮇᚅࡉࢀࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟ୗグࡢㄽᩥࢆⓎ⾲ࡋࡓࠋ

1) *Takahashi, A., Fujiwara-Tsujii, N., Yamaoka, R., Itoh, M., Ozaki, M. and 
Takano-Shimizu, T. (2012) Cuticular hydrocarbon content that affects male mate 
preference of Drosophila melanogaster from West Africa. International Journal of 
Evolutionary Biology 2012: Article ID 278903 
 
2) *Takahashi, A. and Takano-Shimizu, T. (2011) Divergent enhancer haplotype of ebony 
on inversion In(3R)Payne associated with pigmentation variation in a tropical 
population of Drosophila melanogaster. Mol. Ecol. 20: 4277-87. 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㏆஺⣔໬⣔⤫ࡢࢤࣀ࣒ゎᯒ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ-1ࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᪂ᒇ ࡳࡢࡾ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㔝⏕ᆺ⣔⤫࡛࠶ࡿ ,QGLD ⣔⤫࠿ࡽ඗ጒ஺㓄ࢆ⧞ࡾ㏉ࡍࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊୡ⏺
࡛ึࡵ࡚ࡢࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㏆஺⣔ࢆసᡂࡋࡼ࠺࡜ヨࡳ࡚࠸ࡿࠋᮏ◊✲㛤ጞ᫬Ⅼ࡛ 16㸪17
ୡ௦┠ࡢ஺㓄ࢆ⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊ㏆஺⣔࡜ࡋ࡚ࡢᐃ⩏ࡣ‶ࡓࡉ࡞࠸ࡀࠊᐇ㉁ⓗ࡟ࡣከࡃࡢゎᯒ
࡛㑇ఏⓗ⫼ᬒࡀᆒ୍࡞㞟ᅋ࡜ࡋ࡚⏝࠸ࡿࡇ࡜ࡀྍ⬟࡞ẁ㝵࡟฿㐩ࡋࡓ࡜ᛮࢃࢀࡓࠋࡑࡇ࡛
ᮏ◊✲࡟࠾࠸࡚ࡣࠊゎᯒ࡬ࡢ㐺ᛂࡸศ୚࡟ඛ❧ࡕࠊࡇࡢ㏆஺⣔໬⣔⤫ࡢࢤࣀ࣒㓄ิ࠾ࡼࡧ
ከᆺ᝟ሗࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡜ࡋࡓࠋ
◊✲㛤ጞ᫬Ⅼ࡛Ᏻᐃࡋ࡚⥅௦࡛ࡁ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆ῭ࡳ࡛࠶ࡿ࣌࢔ࡢෆࠊ᭱ࡶୡ௦
ࡀ㐍ࢇࡔ⥅௦࣌࢔࡛࠶ࡿ ,0ࠊ,) ࡢ  ಶయ㸦 ୡ௦┠㸧ࢆゎᯒᑐ㇟࡜ࡋࡓࠋᢳฟࡋࡓ
ྛಶయࡢ '1$ ࠿ࡽࠊ3DLUHG (QG 6HTXHQFLQJ ⏝ࡢࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜ1 ✀ࢆసᡂࡋࠊḟୡ௦ࢩ࣮ࢡ
࢚ࣥࢧ࣮㸦,OOXPLQD *HQRPH $QDO\]HU ,,[㸧࡟ࡼࡾሷᇶ㓄ิỴᐃࢆ⾜ࡗࡓࠋᚓࡽࢀࡓ㓄ิ
ࢆࠊබ㛤ࡉࢀ࡚࠸ࡿࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗࢤࣀ࣒㓄ิࢆࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิ࡜ࡋ࡚࣐ࢵࣆࣥࢢࡋ
ࡓࠋ⌧ᅾࠊ,0 ⥅௦࣌࢔ ಶయ㛫࡛ࡢከᆺࠊ࠾ࡼࡧࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิ࡜ ,0⣔⤫㛫ࡢከᆺࡢ᥈
⣴ࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
,0ࠊ,) ࡢ࠸ࡎࢀࡢಶయ࡟࠾࠸࡚ࡶࠊ⣙ 㹶ࡢཌࡳ࡛ࣜࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิࡢ⣙ 㸣ࢆ࢝
ࣂ࣮ࡍࡿࢤࣀ࣒㓄ิࢆ᫂ࡽ࠿࡟࡛ࡁࡓࠋᮍࡔゎᯒ୰࡛ࡣ࠶ࡿࡀࠊIM ⣔⤫ࡢ 2 ಶయ㛫࡟ࡣ 0.1
㹼0.5㸣⛬ᗘࡢከᆺ㸦୍ሷᇶከᆺࠊ▷࠸Ḟኻ࣭ᤄධ㸧ࡀ࠶ࡾࡑ࠺࡛࠶ࡿࠋ⌧ᅾ⥔ᣢࡋ࡚࠸ࡿ
ࡍ࡭࡚ࡢ IM ⣔⤫ࡣࡇࡢ 2 ಶయࡢᏊᏞ࡛࠶ࡿࠋᚑࡗ࡚ࠊ⌧ᅾ 18㸪19 ୡ௦┠ࡢ஺㓄ࢆ⾜ࡗ࡚
࠸ࡿࡀࠊࡇࢀࡽࡢಶయࡣ 99.5㸣௨ୖࡢࢤࣀ࣒㓄ิࡀ୍⮴ࡋ࡚࠸ࡿࡣࡎ࡛࠶ࡿࠋࡇࡢࡇ࡜࠿
ࡽ IM ⣔⤫ࡣ㑇ఏⓗ⫼ᬒࡀ࠿࡞ࡾᆒ୍࡟࡞ࡗࡓ㞟ᅋ࡛࠶ࡿ࡜ゝ࠼ࡼ࠺ࠋࡲࡓࠊIM ⣔⤫࡜ࣜ
ࣇ࢓ࣞࣥࢫ㓄ิ࡜ࡢ㛫࡟ࡣ 1㸣⛬ᗘࡢከᆺࡀ࠶ࡾࠊ✀ෆࡢከᆺ⋡࡜ࡋ࡚ࡣ࣓ࢲ࢝㸦3.4㸣㸧
ࡼࡾࡣప࠸್࡛࠶ࡿࡀࠊ㧗࠸ከᆺ⋡࡛ࡣ࡞࠸࠿࡜ᛮࢃࢀࡿࠋࡇࢀࡽࡢከᆺࡢࢱ࢖ࣉࡸࢤࣀ
࣒ୖࡢ఩⨨ࡣࡍ࡭࡚᫂ࡽ࠿࡛࠶ࡾࠊࡇ࠺ࡋࡓከᆺ᝟ሗࡣ IM ⣔⤫ࡢࣜࢯ࣮ࢫ࡜ࡋ࡚ࡢ౯್ࢆ
ࡉࡽ࡟㧗ࡵࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋᚑࡗ࡚ࠊࡇ࠺ࡋࡓ᝟ሗࢆከࡃࡢ◊✲⪅ࡀᐜ᫆࡟࢔ࢡࢭࢫ࡛ࡁࡿ
⎔ቃࢆᩚ࠼ࡿࡇ࡜ࡀ㔜せࡔ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㏆஺⣔ࡢ TILLING ࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜసᡂ⣔ࡢ☜❧ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᪂ᒇ ࡳࡢࡾ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
௦⾲⪅ࡣୡ⏺࡛ึࡵ࡚ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ㏆஺⣔ࡢᶞ❧࡟ᡂຌࡋࡓࠋᮏ◊✲࡛ࡣࠊࡇࡢ㏆஺
⣔࡛࠶ࡿ IM ⣔⤫ࢆ⏝࠸ࠊ኱つᶍ࡞ TILLING ࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢࢩࢫࢸ࣒ࢆᵓ
⠏ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ⓗ࡟ࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢࡓࡵࡢ᳨ウㄢ㢟࡜ࡋ࡚௨ୗࡢ 3 㡯┠ࡀᚲせ࡛࠶ࡿࠋ 
1) ENUฎ⌮᮲௳ࡢ᳨ウ㸸㏆஺⣔࡟࡚ጇᙜ࡞ኚ␗ᑟධຠ⋡ࢆ㐩ᡂ࡛ࡁࡿࠊ໬Ꮫኚ␗ཎENU
ࡢฎ⌮᮲௳ࢆぢฟࡍࠋ 
2)࢜ࢫ໬ࡢ᮲௳᳨ウ㸸ENU ฎ⌮ࡸ⢭Ꮚ෾⤖࡟ከᩘࡢ࢜ࢫಶయࢆせࡍࡿࡀࠊࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵ
ࢩࣗࡢᛶࡣ 1 㑇ఏᏊ࡛Ỵᐃࡉࢀࡎࠊ㣫⫱ࣂࢵࢳ࡟ࡼࡗ࡚ᛶẚࡀ
೫ࡾࡸࡍ࠸ࠋࡑࡇ࡛ࠊຠ⋡ࡼࡃ࢜ࢫಶయࢆᚓࡿࡓࡵࡢ࢜ࢫ໬᮲
௳ࢆ᳨ウࡍࡿࠋ 
3)⢭Ꮚ෾⤖సᴗࡢ㧗㏿໬㸸ከᩘࡢ෾⤖ࡀᚲせ࡜࡞ࡿࡓࡵࠊ⌧⾜ᡭἲࡢ 2 ಸ⛬ᗘࡢࢫ࣮ࣝ
ࣉࢵࢺࢆ┠ᣦࡍ 
௒ᖺᗘࡣࠊୖグ 3 㡯┠ࡢෆࠊ1㸧࡜ 2)࡟ࡘ࠸࡚㐍ࡵࡓࠋ1)࡛ࡣࠊ⏕Ꮡ⋡࠿ࡽጇᙜࡔ࡜⪃࠼ࡽ
ࢀࡿฎ⌮᮲௳ࢆᅛᐃࡋࠊ⌧ᅾࡇࡢ᮲௳࡟࠾ࡅࡿኚ␗ᑟධຠ⋡ࢆࠊKLJKUHVROXWLRQPHOWLQJ
+50ἲ࡟ࡼࡾ ᐃࡋ࡚࠸ࡿ࡜ࡇࢁ࡛࠶ࡿࠋ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ࢜ࢫ໬ࡢ᮲௳タᐃࢆ⤊࠼ࠊࡇࡢ
㡯┠ࡢ᳨ウࢆ᏶஢ࡋࡓࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
1) ENU ฎ⌮᮲௳ࡢ᳨ウ 
᭱ึ࡟ࠊࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩࣗ࡟୍࡚⯡ⓗ࡟⏝࠸ࡽࢀ࡚࠸ࡿ ENU ฎ⌮᮲௳࡟࡚㏆஺⣔ࡢฎ⌮ࢆ
⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊ⏕Ꮡ⋡ࡀᴟ➃࡟ᝏ࠸ࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡗࡓࠋࡑࡇ࡛ࠊฎ⌮᫬ࡢỈ ࡸ ENU
⁐ᾮࡢࣂࢵࣇ࢓࣮⤌ᡂ࡞࡝ࡢ᳨ウࢆ⾜ࡗࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ22Υ⛬ᗘࡢప 㸦ࢮࣈࣛࣇ࢕ࢵࢩ
ࣗࡢ㏻ᖖࡢ㣫⫱ ᗘࡣ 25㹼28Υ㸧࡟࡚ࠊࣂࢵࣇ࢓࣮࡟ࡣ㨶㢮ࡢ⏕⌮㣗ሷỈࢆ⏝࠸ࡿࡇ࡜࡟
ࡼࡾࠊ20㸣௨ୗ࡛࠶ࡗࡓ⏕Ꮡ⋡ࢆ 70㹼80㸣࡜๻ⓗ࡟ᨵၿ࡛ࡁࡓࠋ 
2) ࢜ࢫ໬ࡢ᮲௳᳨ウ 
㞝ᛶ໬ࡢྜᡂ࡛࣍ࣝࣔࣥ࠶ࡿ࣓ࢳࣝࢸࢫࢺࢫࢸࣟࣥ࡟ࡼࡿ࢜ࢫ໬ࢆヨࡳࡓࠋཷ⢭ᚋ 10 ᫬㛫
㹼15 ᪥┠ࡢ㛫ࠊ100 ng/ml ࡢ࣓ࢳࣝࢸࢫࢺࢫࢸࣟࣥ⁐ᾮ࡟࡚ IM ⣔⤫ࡢ⬇࣭⛶㨶ࢆ㣫⫱ࡍ
ࡿࡇ࡜࡟ࡼࡾࠊ100㸣ࡢಶయࡀ࢜ࢫ࡟࡞ࡿࡇ࡜ࢆ☜ㄆࡋࡓࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
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 㧕3 ᑼ᭽㧔   
 ᦠ๔ႎᨐᚑⓥ⎇ ᬺ੐ⓥ⎇วⲢቇ࡯࠲ࡦ࠮ㅴផวⲢቇᐲᐕ42 ᚑᐔ
 
 
┙⏕ߩ♽ᚑ૞࡯࡝࡜ࡉࠗ࡜GNILLIT ߩ♽੤ㄭࡘࠪ࠶ࠖࡈ࡜ࡉ࠯   ⒓ฬࡑ࡯࠹ⓥ⎇
 ᬺ੐េᡰⓥ⎇⠪ⓥ⎇ᕈᅚ ಽ඙ᬺ੐൐ᔕ
 ࠅߩߺ ደᣂ ฬ᳁⠪⴫ઍ⺧↳
 
 ๔ႎᴫ⁁ⓥ⎇٤
੤ㄭߩߎޔߪߢⓥ⎇ᧄޕߚߒഞᚑߦ┙᮸ߩ♽੤ㄭࡘࠪ࠶ࠖࡈ࡜ࡉ࠯ߡ߼ೋߢ⇇਎ߪ⠪⴫ઍ
▽᭴ࡓ࠹ࠬࠪߩ߼ߚࠆߔᚑ૞ࠍ࡯࡝࡜ࡉࠗ࡜GNILLIT ߥᮨⷙᄢޔ޿↪ࠍ⛔♽MI ࠆ޽ߢ♽
 ޕߚߞ޽ߢⷐᔅ߇⋡㗄3 ߩਅએߡߒߣ㗴⺖⸛ᬌߩ߼ߚߩߘޕࠆ޿ߡߒߦ⊛⋡ࠍ
ߪߢࡘࠪ࠶ࠖࡈ࡜ࡉ࠯ޔ߇ࠆߔⷐࠍ૕୘ࠬࠝߩᢙᄙߪߢࡓ࠹ࠬࠪᧄ㧦⸛ᬌઙ᧦ߩൻࠬࠝ )1
 ޕߚߒ⸛ᬌࠍઙ᧦ࠆᓧࠍ૕୘ࠬࠝߊࠃ₸ലߢߎߘޕ޿ߔ߿ࠅ஍߇ᲧᕈߦᲤ࠴࠶ࡃ⢒㘺
ൻޔࠆ߈ߢᚑ㆐ࠍ₸ല౉ዉ⇣ᄌ߮ࠃ߅₸ᱷ↢ߥᒰᅷߡߦ♽੤ㄭ㧦⸛ᬌߩઙ᧦ℂಣUNE )2
 ޕߚߒ಴⷗ࠍઙ᧦ℂಣߩUNE ේ⇣ᄌቇ
ࡊ࡯࡞ࠬߩᐲ⒟୚2 ߩᴺᚻⴕ⃻ޔ߼ߚࠆߥߣⷐᔅ߇⚿ಓߩᢙᄙ㧦ൻㅦ㜞ߩᬺ૞⚿ಓሶ♖ )3
 ޕߚߍ਄ߜ┙ࠍᴺᚻࠆ޽߇࠻࠶
ߢߎߘޕߚ޿ߡߒ಴⷗ࠍઙ᧦ࠆࠇߐༀᡷߦᲑᩰ߇₸ᱷ↢ߡ޿ߟߦ)2ޔߒੌቢࠍ)1 ߦᐲᐕᤓ
ޕߚߒଔ⹏ࠍᕈᒰᅷߩߘޔߒቯ᷹ࠍ₸ല౉ዉ⇣ᄌࠆߌ߅ߦઙ᧦ℂಣUNE ߚߒ಴⷗ߪᐲᐕ੹
 ޕߚߒᚑ㆐ࠍᮡ⋡ޔ޿ⴕࠍ⸛ᬌߩ)3ޔߚ߹
 
 ᨐᚑⓥ⎇ߚࠇߐᚑ㆐ߡ޿߅ߦᐲᐕᬺ੐⹥ᒰ٤
 ⸛ᬌߩઙ᧦ℂಣUNE )2
㈩੤ߣࠬࡔ⛔♽MI ߩℂಣᧂࠍࠇߎޔߒℂಣUNE ࠍ૕୘ࠬࠝMI ߢਅઙ᧦ߚߒ಴⷗ᐲᐕᤓ
ᴺgnitlem noituloser hgih ࠍၞ㗔ࡓࡁࠥߩbM2 ⚂ߡ޿↪ࠍ1F ߩ૕୘957ޕߚᓧࠍ1F ߡߒ
ޕߚߞ߆ࠊ߇ߣߎࠆ޿ߡࠇߐ౉ዉ߇⇣ᄌߢᐲ㗫ߩᐲ⒟⇣ᄌ1 ߦbk066ޔࠈߎߣߚߴ⺞ࠅࠃߦ
޿㜞ߡߒ᳿߽ߡߒセᲧߣ₸ല౉ዉ⇣ᄌUNE ࠆߌ߅ߦࡘࠪ࠶ࠖࡈ࡜ࡉ࠯ߩ෰ㆊޔߪ₸ലߩߎ
ߪ⊛⋡ޔߡߞᓥޕࠆ޽ߢ₸ലߩߌߛߥಽචߦߩࠆߔᚑ૞ࠍ࡯࡝࡜ࡉࠗ࡜ޔ߇޿ߥ߃⸒ߪߣ
 ޕߚߒᢿ್ߣߚ߈ߢᚑ㆐
 ൻㅦ㜞ߩᬺ૞⚿ಓሶ♖ )3
⃻ޕߚߞⴕࠍߒ⋥⷗ߩᴺᚻⴕ⃻ޔߦ⠨ෳࠍᴺᣇࠆ޿ߡࠇࠄ޿↪ߡߦࠞ࠳ࡔߩ㘃㝼ဳዊߓห
ߩ⚛⓸૕ᶧߩߢਛㅜᬺ૞߼ߚߩᕈ⊒ើ޿㜞ޕࠆ޿ߡ޿↪ࠍ⚛⓸૕ᶧߡߒߣᇦ಄ߪߢᴺᚻⴕ
ᚲߩᐲ⒟หߣᬺ૞ߩߩ߽ߩߘ⚿ಓ߇ࠄࠇߎޔࠅ޽ߢⷐᔅ߇㑆ᤨᯏᓙළ಄߁઻ߦࠇߘ߿ల⵬
ᯏᓙ߿ల⵬ޔࠇ౉ࠅขࠍᴺᣇࠆ޿↪ߦᇦ಄ࠍࠬࠗࠕࠗ࡜࠼ޔߢߎߘޕߚ޿ߡ߼භࠍ㑆ᤨⷐ
 ⦟ᡷޔߒኻߦߩࠆ޽ߢᣣ/૕୘21 ߇࠻࠶ࡊ࡯࡞ࠬߩߢ߹ࠇߎޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒߊήࠍ㑆ᤨ
 ޕߚ߈ߢൻㅦ㜞ߢ߹ߦᐲ⒟ᣣ/૕୘53 ⚂ߪߢ
 
 㧕ઃᷝ߫ࠇ޽߇ᢥ⺰㧔࠻ࠬ࡝ߩ╬ฬ⹹㔀ߚࠇߐタឝߣᢥ⺰ߚߒ⴫⊒ߦၮࠍⓥ⎇ᧄ ٤
 ޕߒߥᒰ⹥ߪᐲᐕᧄ
立確の系成作ーリラブイラGNILLIT の系交近ュシッィフラブゼ　）4（性女
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ 㫣⩟┠ࢳࣙ࢘㢮ࡢ࢜ࣉࢩࣥ࡟࠾ࡅࡿ㑇ఏᏊ㔜」࡜Ⰽぬࡢኚ໬
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⢖⏣ࡦࢁᏊ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲ࡣࠊࢳࣙ࢘㢮ࡢ࢜ࣉࢩࣥࢆ⏝࠸࡚ࠊ㑇ఏᏊ㔜」࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ኚ໬ࠊ⏕≀ࡢ
⾜ືࡢኚ໬ࡲ࡛ࢆゎ᫂ࡍࡿࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࡑࡢࡓࡵ࡟ࠊձ⣔⤫㛵ಀࢆ⪃៖ࡋࡓ㫣⩟┠⣙ 20✀
ࡢ࢜ࣉࢩࣥࡢྠᐃ࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊ㔜」ࡢ≧ἣࡢᢕᥱࠊղ࢜ࣉࢩࣥⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥゎᯒ࡟ࡼࡿど
⣽⬊ࡢศගឤᗘ㸦ᶵ⬟㸧ࡢண ࠊճࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵࢡἲ࡟ࡼࡿ࢜ࣉࢩࣥࡢᶵ⬟ゎᯒࢆ⾜
ࡗ࡚࠸ࡿࠋ⌧ᅾࠊձ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊᙜึணᐃࡢ⣙ 20✀ࡢ࠺ࡕࡢ 13✀࡟ຍ࠼ࠊ᭦࡟ 4✀ࡢ࢜
ࣉࢩࣥࡢྠᐃࢆ⤊࠼ࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉࣭ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉࡟࠾ࡅࡿ࠾࠾ࡼࡑࡢ࢜ࣉ
ࢩࣥࡢ㔜」ࡢ≧ἣࢆᢕᥱࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡉࡽ࡟ヲ⣽࡟ㄪ࡭ࡿࡓࡵ࡟ࠊ10✀࡯࡝ࡢ✀ࡢ
཰㞟ࢆ㛤ጞࡉࡏࠊmRNAࡢ༢㞳࣭࢜ࣉࢩࣥࡢྠᐃࢆ⾜࠺ணᐃ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓղ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ
ձ࡛ゎᯒࡋࡓ࠺ࡕࡢᩘ✀࡟࠾࠸࡚࢜ࣉࢩࣥࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࢆヲ⣽࡟ゎᯒࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ
」║ࡢ㡿ᇦࡈ࡜࡟࢜ࣉࢩࣥࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࡀ␗࡞ࡿഴྥࡀぢࡽࢀࠊ᭦࡟ከࡃࡢ✀࡛ࡶࡑࡢ
ഴྥࡀぢࡽࢀࡿ࠿࡝࠺࠿ゎᯒࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋճ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ⌧ᅾࠊࣔࣥ࢟ࢳࣙ࢘ࡢ㟷࢜ࣉࢩ
ࣥ 2✀(CeV1࣭CeV2)ࢆࡑࢀࡒࢀⓎ⌧ࡉࡏࡓࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࢆసᡂࡋࠊ࠿ࡅྜࡏ࡛ෆᅾᛶ
ࡢ࢜ࣉࢩࣥ(Rh1)ࡸⰍ⣲ࢆḞᦆࡉࡏࡓ⣔⤫ࢆ☜❧ࡉࡏ࡚࠸ࡿ㸦኱㜰ᕷ኱࡜ࡢඹྠ◊✲࡛࠶
ࡿ㸧ࠋCeV1࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊCeV1Ⓨ⌧ࡢෆᅾᛶ Rh1࣭Ⰽ⣲Ḟᦆᰴࡀ☜❧࡛ࡁࠊ⥙⭷㟁఩ࡢ 
ᐃࢆ㛤ጞࡋ࡚࠸ࡿࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
ձ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉࣭ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉ࠊ཮᪉࡛≉ᐃࡢ࢜ࣉࢩࣥࡢࡳࡀ⧞ࡾ㏉ࡋ㔜」ࡋ࡚࠾ࡾࠊ
ࡑࡢ㔜」ࡢᗘྜ࠸ࡣࠊ᪘ࡲࡓࡣள⛉࡛ࣞ࣋ࣝಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋ
ղ」║ࡢ㡿ᇦࡈ࡜࡟ど⣽⬊ࡢ࢜ࣉࢩࣥࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࡀ␗࡞ࡾࠊ㒊ᇦࡈ࡜ࡢど⣽⬊ࡢᶵ⬟
ࡀ␗࡞ࡿ࡜᥎ᐃࡉࢀࡿࠋ
ճࢩࣙ࢘ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡢ」║࡛Ⓨ⌧࡛ࡁࡿⓎ⌧࣋ࢡࢱ࣮࡟ࢳࣙ࢘㢮࢜ࣉࢩࣥࢆ஌ࡏࠊࢩࣙ࢘
ࢪࣙ࢘ࣂ࢚ࡢ」║࡛ࢳࣙ࢘㢮࢜ࣉࢩࣥࢆⓎ⌧ࡉࡏࡿࡇ࡜࡟ᡂຌࡋࡓࠋ
㸦ձ-ղࡢ୍㒊ࡢෆᐜࢆࠊ᪥ᮏẚ㍑⏕⌮⏕໬Ꮫ఍ࡸᅜ㝿⚄⤒⾜ືᏛ఍࡛Ⓨ⾲ࡋࡓࠋ㸧
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
Awata H, Matsushita A, Wakakuwa M, Arikawa K. 2010. Eyes with basic dorsal and specific ventral
regions in the glacial Apollo, Parnassius glacialis (Papilionidae). J Exp Biol 213:4023-4029
女性（5）　鱗翅目チョウ類のオプシンにおける遺伝子重複と色覚の変化
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㫣⩟┠ࢳࣙ࢘㢮ࡢ࢜ࣉࢩࣥ࡟࠾ࡅࡿ㑇ఏᏊ㔜」࡜Ⰽぬࡢኚ໬ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⢖⏣ࡦࢁᏊ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᮏ◊✲࡛ࡣࠊࢳࣙ࢘㢮ࡢ࢜ࣉࢩࣥࢆ⏝࠸࡚ࠊ㑇ఏᏊ㔜」࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ኚ໬ࠊど⣽⬊
ࡢᶵ⬟ኚ໬ࡲ࡛ࢆ୍㈏ࡋ࡚ゎ᫂ࡍࡿࡇ࡜ࢆ┠ᣦࡋࡓࠋࡑࡢࡓࡵ࡟ࠊձ⣔⤫㛵ಀࢆ⪃៖ࡋࡓ
㫣⩟┠⣙ 20 ✀ࡢ࢜ࣉࢩࣥࡢྠᐃ࡟ࡼࡿ㑇ఏᏊ㔜」ࡢ≧ἣࡢᢕᥱࠊղ࢜ࣉࢩࣥⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥ
ゎᯒ࡟ࡼࡿど⣽⬊ࡢศගឤᗘ㸦ᶵ⬟㸧ࡢண ࠊճࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵࢡἲ࡟ࡼࡿ࢜ࣉࢩࣥࡢ
ᶵ⬟ゎᯒࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
 ձ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉࣭ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉࡟࠾ࡅࡿ࢜ࣉࢩࣥࡢヲ⣽࡞㔜」ࢆᢕᥱࡋ
ࡓࡢࡳ࡞ࡽࡎࠊእ⩌ࡢ࢞ࡢ⣔⤫ཬࡧࢭࢭࣜࢳࣙ࢘⛉࡛ࡣ඲ࡃ㔜」ࡀぢࡽࢀ࡞࠸ࡇ࡜ࠊࢩࢪ
࣑ࢳࣙ࢘⛉࡛ࡣ࢘ࣛࢠࣥࢩࢪ࣑ள⛉ࡢศᒱᚋ࡟ࡑࡢ௚ࡢࢩࢪ࣑ࢳࣙ࢘⛉࡛㟷ཷᐜᆺ B ࡢ㔜
」ࡀ㉳ࡁࡓࡇ࡜࡞࡝ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋࡲࡓ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉ࡢ㛗Ἴ㛗ཷᐜᆺ L࣭ ࢩࣟࢳࣙ࢘
⛉ࡢ㟷ཷᐜᆺBࡣఱᗘࡶ㔜」ࢆ⧞ࡾ㏉ࡋࠊ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉ࡢLࡣ⥳ཷᐜᆺ࡜㉥ཷᐜᆺ࡜࡟ࠊ
ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉ࡢ B ࡣ⣸ཷᐜᆺ࡜㟷ཷᐜᆺ࡟ᶵ⬟ศ໬ࡋ࡚࠸ࡿࡀࠊࡑࢀࡒࢀࡢཷᐜᆺࡢᶵ⬟
ࢆỴᐃ࡙ࡅࡿ࢔࣑ࣀ㓟ṧᇶࡣࠊ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉ࡢሙྜࡣ࠿࡞ࡾಖᏑࡉࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊࢩࣟࢳ
ࣙ࢘⛉ࡢሙྜࡣ࠶ࡲࡾಖᏑࡉࢀ࡚࠾ࡽࡎࠊ✀≉␗ⓗ࡞ኚ␗ࡀぢࡽࢀࡓࠋ 
 ղ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊ㔜」ࡀ㉳ࡁ࡚࠸ࡿ✀࡟࠾࠸࡚」║ࡢ㡿ᇦࡈ࡜࡟࢜ࣉࢩࣥࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥ
ࡀ␗࡞ࡗ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆⓎぢࡋࡓࠋᴫࡋ࡚ࠊ」║ࡢ⫼ഃ㡿ᇦ࡛ࡣ㔜」ࡀ㉳ࡁ࡚࠸࡞࠸✀࡜ྠ
ᵝࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࢆ᭷ࡋ࡚࠾ࡾࠊ♽ඛⓗ࡞Ⓨ⌧ࣃࢱ࣮ࣥࢆṧࡋ✵࠿ࡽࡢ᝟ሗ(೫ග࡞࡝)ࢆ㞟
ࡵࡿ㡿ᇦ࡜⪃࠼ࡽࢀࡓࠋ཯ᑐ࡟⭡ഃ㡿ᇦ࡛ࡣ⋓ᚓࡋࡓ㔜」࢜ࣉࢩࣥࡢ฼⏝࣭」ᩘ࢜ࣉࢩࣥ
ࡢඹⓎ⌧࡞࡝࡟ࡼࡿࠊཷᐜయࡢከᵝ໬ࡀぢࡽࢀࠊⰍぬ࡟≉໬ࡉࡏࡓ㡿ᇦ࡛࠶ࡿ࡜ᤊ࠼ࡿࡇ
࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
 ճ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊᙜึࡢணᐃࡼࡾࡶᶵ⬟ゎᯒࢆ㐍ࡵࡿࡇ࡜ࡣ࡛ࡁ࡞࠿ࡗࡓࡀࠊࣔࣥ࢟ࢳࣙ
࢘ࡢࡶࡘ 3 ✀㢮ࡢ㟷ཷᐜᆺࡢᶵ⬟ࢆྠᐃࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋࡇࢀ࡟㛵ࡋ࡚ࡣࠊⓎ⌧࣋ࢡࢱ
࣮ࡸ࢖ࣥࢪ࢙ࢡࢩࣙࣥ࡟⏝࠸ࡿࣁ࢚ࡢ⣔⤫ࢆኚ࠼ࡿ࡞࡝ࡢᨵၿࢆヨࡳ࡚࠾ࡾࠊ௒ᚋࡣࢫࣆ
࣮ࢻ࢔ࢵࣉ࡛ࡁࡿࡶࡢ࡜ᮇᚅࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
ձ-1 ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘ୖ⛉ࡢྛ⛉ཬࡧእ⩌ࡢ࣭࢞ࢭࢭࣜࢳࣙ࢘⛉ࡢ࢜ࣉࢩࣥ㔜」ࡢゎ᫂ࠊཬࡧࠊ
࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉࣭ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉࡟࠾ࡅࡿᗘ㔜࡞ࡿ㔜」ࡢヲ⣽࡞ゎ᫂ 
ձ-2 ࢔ࢤࣁࢳࣙ࢘⛉࣭ࢩࣟࢳࣙ࢘⛉࡟࠾ࡅࡿ㔜」࢜ࣉࢩࣥࡢᶵ⬟Ỵᐃ࢔࣑ࣀ㓟ࡢ㐍໬㐣⛬
ࡢゎ᫂ 
ղ 」ᩘࡢ㒊ᇦࡈ࡜ࡢⓎ⌧ࣃࢱ࣮ࣥ࡜ᶵ⬟ࡢ㐪࠸ࡢゎ᫂㸸⫼ഃ㡿ᇦࡣ✵࠿ࡽࡢ᝟ሗࢆ㞟ࡵ
ࡿ㡿ᇦࠊ⭡ഃ㡿ᇦࡣⰍぬ࡟≉໬ࡋࡓ㡿ᇦ 
女性（5）　鱗翅目チョウ類のオプシンにおける遺伝子重複と色覚の変化
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ճ ࣔࣥ࢟ࢳࣙ࢘ࡢ 3 ✀㢮ࡢ㟷ཷᐜᆺࡢࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵࢡἲ࡟ࡼࡿᶵ⬟ࡢゎ᫂ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
 
Atsuko Matsushita, Hiroko Awata, Motohiro Wakakuwa, Shin-ya Takemura and Kentaro Arikawa 
Rhabdom evolution in butterflies: inferences of the uniquely tiered and heterogeneous 
ommatidia of the Glacial Apollo butterfly, Parnassius glacialis (Papilionidae)㸦ᰝㄞ୰㸧 
女性（5）　鱗翅目チョウ類のオプシンにおける遺伝子重複と色覚の変化
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠ ᮾᆅ୰ᾏᆅᇦࡢ⪷⪅ಙ௮࡟ࡳࡿࠊ୍⚄ᩍᚐࡢඹᏑࡢᵝែ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ⳣ℩ ᬗᏊ
ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᖹᡂ 22ᖺᗘࡣࠊࣞࣂࣀࣥ࠾ࡼࡧࢩࣜ࢔࡟࠾ࡅࡿ⪷⪅࢔࣭ࣝࣁࢹ࢕ࣝᓫᩗ࡟ࡘ࠸࡚ࡢㄪᰝ
ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ2᭶ 1᪥㹼4᪥ࡣ࣋࢖࣮ࣝࢺࢆ୰ᚰ࡟࠾ࡶ࡟ࣞࣂࣀࣥ༡㒊㹼୰㒊ࡢ⪷⪅ᓫᩗ
ࡢᣐⅬࢆゼၥࡋࠊ⪺ࡁྲྀࡾㄪᰝࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ5᪥࠿ࡽࡣ㞄ᅜࢩࣜ࢔࡟⛣ࡾࠊ12᪥ࡲ࡛㤳
㒔ࢲ࣐ࢫ࢝ࢫࠊ࠾ࡼࡧ໭㒊ࡢ㒔ᕷ࢔ࣞࢵ࣏ࢆ୰ᚰ࡟ࠊࣞࣂࣀࣥ࡜ྠᵝࡢㄪᰝࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓࠋ
ࡲࡓࠊ࢔ࣞࢵ࣏࡛ࡣ࣓ࣝ࢟ࢺὴ࢝ࢺࣜࢵࢡᩍ఍ࡢ࢔ࣞࢵ࣏኱ྖᩍᗙࢆゼၥࡋࠊྠᆅࡢ࢟ࣜ
ࢫࢺᩍᚐࢥ࣑ࣗࢽࢸ࢕࡟ࡘ࠸࡚ࡢ⡆༢࡞⪺ࡁྲྀࡾㄪᰝࡶᐇ᪋ࡋࡓࠋ
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ
⏦ㄳ᫬࡟ᒆࡅฟ࡚࠸ࡿࡼ࠺࡟ࠊᮏ◊✲ࡣ⏦ㄳ⪅ࡀࡇࢀࡲ࡛኱㜰኱Ꮫୡ⏺ゝㄒ◊✲ࢭࣥࢱ
࣮ࡢࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࠕẸ᪘⣮தࡢ⫼ᬒ࡟㛵ࡍࡿᆅᨻᏛⓗ◊✲ࠖࡢඹྠ◊✲ဨ࡜ࡋ࡚ࠊࣃࣞࢫ
ࢳࢼ࣭࢖ࢫ࢚࡛ࣛࣝ࠾ࡇ࡞ࡗ࡚ࡁࡓ◊✲ࢆቑ⿵ࡍࡿࡓࡵࡢࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋࣞࣂࣀࣥ࠾ࡼࡧࢩ
ࣜ࢔ࡣࠊ⏦ㄳ⪅ࡀ࠾ࡶ࡞ㄪᰝᆅ࡜ࡋ࡚࠸ࡿ࢞ࣜࣛࣖᆅ᪉࡜ࠊᆅ⌮ⓗ࡟ࡶṔྐⓗ࡟ࡶࡓ࠸࡬
ࢇ㏆࠸ࡀࠊ࢖ࢫ࢚ࣛࣝࡀᘓᅜࡉࢀࡓ 1948ᖺ௨㝆ࠊ஺ὶࡀ࡯ࡰ㏵⤯࠼࡚࠸ࡿࠋࣘࢲࣖᅜᐙ࢖
ࢫ࢚ࣛࣝ࡟࠾࠸࡚ࠊࠕ୍⚄ᩍᚐࡀඹ᭷ࡍࡿࡶࡢࠖ࡜ࡋ࡚ࡢ⪷⪅ᓫᩗࡣጼࢆᾘࡋࠊ࠶ࡿ࠸ࡣᾘ
⁛ࡢ༴ᶵ࡟ࡉࡽࡉࢀ࡚࠸ࡿࡀࠊ࠸ࡗࡱ࠺࡛ 48ᖺ௨㝆࡟୰ᮾᆅᇦ࠿ࡽ⛣Ẹࡋ࡚ࡁࡓࣘࢲࣖே
ᕷẸ࡟ࡣཷࡅධࢀࡽࢀࠊ⊂⮬ࡢⓎᒎࢆ㐙ࡆࡿ࡜࠸࠺஦౛ࡀࡳࡽࢀࡿࠋ௚᪉ࠊ≉ᐃ᐀ὴࡀඃ
㐝ࡉࢀࡿ≧ែ࡟࠶ࡿࣞࣂࣀࣥ࡜ࢩࣜ࢔㸦ࣞࣂࣀ࡛ࣥࡣ࣐ࣟࣥὴ࢝ࢺࣜࢵࢡಙᚐࠊࢩࣜ࢔࡛
ࡣ࢔ࣛ࢘࢕࣮ὴ㸧࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ⪷⪅ᓫᩗࡶࡲࡓࠊ㏆ᖺࡳࡽࢀࡿࢩ࣮࢔ὴࡢᛴᡂ㛗࡟ᙉ࠸ᙳ
㡪ࢆཷࡅ࡚࠸ࡿࡉࡲࡀほᐹ࡛ࡁࡓࠋ
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧
3᭶ 25᪥࡟ࠊ࢝ࢼࢲࡢࢺࣜࢽࢸ࢕࣭࢙࢘ࢫࢱࣥ኱Ꮫࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘”Christians and the
Middle Eastern Conflicts”࡟࡚Ⓨ⾲ࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓ㝿ࠊ௒ᅇࡢㄪᰝࡢෆᐜ࡟ࡶ୍㒊ゐࢀࡓࠋࡇ
ࡢࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢෆᐜࡣࠊ㏆࠸ᑗ᮶ฟ∧ࡉࢀࡿࠋࡲࡓࠊ6᭶ 11᪥㹼12 ᪥࡟࠾ࡇ࡞ࢃࢀࡿࠊ
➨ 45ᅇ᪥ᮏᩥ໬ே㢮Ꮫ఍◊✲኱఍࡟࠾࠸࡚ࡶࠊ௒ᅇࡢㄪᰝෆᐜࢆ┒ࡾ㎸ࢇࡔⓎ⾲ࢆ࠾ࡇ࡞
࠺ணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
女性（6）　東地中海地域の聖者信仰にみる、一神教徒の共存の様態についての人類学的研究
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    㝵ᒙⓗ㖟Ἑᙧᡂ⌮ㄽ䛜ண 䛩䜛㖟Ἑ䛾Ⰽ➼⣭ᅗ䛾⌮ㄽィ⟬䛸䛭
䛾⣔⤫ⓗศᯒ㻌
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡ዪᛶ◊✲⪅ᨭ᥼㻌
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⏕⏣ ࡕࡉ࡜ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᖹᡂ  ᖺᗘࡣࠊᙜึィ⏬㏻ࡾࠊ㝵ᒙⓗ㖟Ἑᙧᡂࣔࢹࣝ࡟ᇶ࡙ࡁࠊ ኳయࡢᴃ෇㖟Ἑࡢྍ
どᇦࡢⰍ➼⣭ᅗࢆࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࡋࡓࠋࡑࡋ࡚ࠊⰍ➼⣭ᅗୖ࡟⌧ࢀࡿ≉ᚩࢆ⤫ィⓗ࡟ゎ
ᯒࡋࡓࠋ9ࣂࣥࢻ࡛ࡢ⤯ᑐ➼⣭ࡀ㸮➼௨ୗࡢ᫂ࡿ࠸ᫍ࡟ὀ┠ࡋࠊⰍศᕸ࡞࡝ࢆㄪ࡭ࡓࠋࡑࡢ
⤖ᯝࠊ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓ஦㡯ࡣୗグ࡟ิᣲࡍࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
㸦㸯㸧㝵ᒙⓗ㖟Ἑᙧᡂࢩ࣑࣮ࣗࣞࢩࣙࣥࡀண ࡍࡿᴃ෇㖟Ἑࡢᫍᙧᡂྐ࡟ᇶ࡙࠸࡚ࠊ
ಶࡢᴃ෇㖟ἙࡢⰍ➼⣭ᅗࢆィ⟬ࡋࡓࠋⰍ➼⣭ᅗ࡛ࡣࠊ㝵ᒙⓗ࡟㖟Ἑࡀ⾪✺࣭ྜయࢆ
⧞ࡾ㏉ࡋᡂ㛗ࡋࡓドᣐ࡛࠶ࡿࠊᖺ㱋ࡸ㔠ᒓ㔞ࡢ␗࡞ࡿᫍࡢ VHTXHQFH ࡀ⌧ࢀ࡚࠸ࡿࠋ
㸦㸰㸧5*%5HG*LDQW%UDQFKᫍࡢⰍࡢ㐪࠸ࢆ㖟Ἑࡢෆഃ࡜እഃ࡛ẚ㍑ࡋࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ㖟
Ἑࡢෆഃ࡛ࡼࡾ໬Ꮫ㐍໬ࡀ㐍ࢇ࡛࠸ࡿࡇ࡜ࢆ཯ᫎࡋࠊ⣔⤫ⓗ࡟ෆഃ࡛ࡣⰍࡢᖜࡀᗈ
࠿ࡗࡓࠋ ࡲࡓࠊ㖟Ἑࡢෆഃ࡛ࡼࡾ㛗࠸㛫ᫍᙧᡂࡀ⥆࠸ࡓࡇ࡜ࢆ♧ࡍ≉ᚩࡶⰍ➼⣭
ᅗୖ࡟⌧ࢀ࡚࠸ࡓࠋ㖟Ἑࡢෆഃࡶእഃࡶྂࡃ㔠ᒓ㔞ࡀప࠸ᫍࡀᏑᅾࡍࡿࠋ060DLQ
6HTXHQFHᫍࢆㄪ࡭ࡿ࡜ෆഃࡢ࡯࠺ࡀ᫂ࡿ࠸ 06ᫍ㸦㸻ࡼࡾⱝ࠸ᫍ㸧ࡀⰍ➼⣭ᅗ࡟⌧
ࢀ࡚࠸ࡓࠋᐇ㝿ࡢほ ࡛ࡣ㖟ἙࡢእഃࡢⰍ➼⣭ᅗࡢࡳࡀྲྀᚓྍ⬟࡜ண᝿ࡉࢀࡿࠋᮏ
◊✲ࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠊ㖟ἙࡢእഃࡢⰍ➼⣭ᅗ࠿ࡽࢃ࠿ࡿࡢࡣࠊẚ㍑ⓗྂ࠸ᫍᙧᡂάືࡢ
ࡳ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀ♧၀ࡉࢀࡿࠋ
㸦㸱㸧5*%ࡢⰍࡢᖜ࡜㖟Ἑࡢࢧ࢖ࢬࡢ┦㛵ࢆ࡜ࡗࡓࠋ᭷ຠ༙ᚄࡀNSF௨ୗࡢᴃ෇㖟Ἑ࡛ࡣࠊ
5*% ࡢⰍࡢᖜࡢ㖟Ἑࡈ࡜ࡢࡤࡽࡘࡁࡀ኱ࡁ࠸ࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ㏫࡟ࠊ᭷ຠ༙ᚄ NSF
௨ୖࡢ㖟Ἑ࡛ࡣࠊ5*% ࡢⰍࡢᖜࡣ࡯ࡰ୍ᐃࡢ್ࡔࡗࡓࠋ
 *\U௨ୖࡢᖺ㱋ࢆᣢࡘྂ࠸࡛ᫍ࠶ࡿ+%+RUL]RQWDO%UDQFKᫍࡢⰍ➼⣭ᅗୖࡢศ
ᕸࢆ +%PRUSKRORJ\LQGH[ ࡜࠸࠺ᣦᶆࢆᐃ⩏ࡋ࡚ㄪ࡭ࡓࠋࡇࡢ್ࢆ㖟Ἑࡢࢧ࢖ࢬ࡜
ẚ㍑ࡍࡿ࡜ࠊ᭷ຠ༙ᚄࡀ NSF ௨ୗࡢᴃ෇㖟Ἑ࡛ࡣ್ࠊ ࡟ࡤࡽࡘࡁࡀ኱ࡁࡃࠊ᭷ຠ༙
ᚄࡀ NSF ௨ୖࡢᴃ෇㖟Ἑ࡛ࡣࠊ࡯ࡰ୍ᐃࡢ್ࢆ࡜ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋ ௨ୖࢆྜࢃ
ࡏࡿ࡜ࠊࡶࡋᴃ෇㖟Ἑࡀ㝵ᒙⓗ࡟ᙧᡂࡋࡓࡢ࡛࠶ࢀࡤࠊ᭷ຠ༙ᚄࡀ NSF ௨ୗࡢᴃ෇
㖟ἙࡢⰍ➼⣭ᅗࢆ」ᩘಶྲྀᚓࡍࡿ࡜ࠊ5*% ᫍࡢⰍࡢᖜࡸ +%PRUSKRORJ\LQGH[ ࡀᚓ
ࡽࢀࡿࡇ࡜ࡀண᝿ࡉࢀࡿࠋ

ࡇࡢࡼ࠺࡟ࠊከᩘࡢ㖟ἙࡢⰍ➼⣭ᅗࢆ⥙⨶ⓗ࡟ㄪ࡭ࡓ◊✲ࡣᮏ◊✲ࡀึࡵ࡚࡛࠶ࡿࠋᮏ
◊✲ࡢ⤖ᯝࠊ㖟Ἑࡢᙧែࡸࢧ࢖ࢬ࡜࠸ࡗࡓ≉ᚩࡀఝ㏻ࡗࡓ㖟Ἑ࡛ࡶࠊࡑࡢ㖟ἙࡢⰍ➼⣭ᅗ
女性（7）　階層的銀河形成理論が予測する銀河の色等級図の理論計算とその系統的分析
208
― 211 ―
 
   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ࡣከᵝ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡀࢃ࠿ࡗࡓࠋࡘࡲࡾࠊ୍ࡘࡢ㖟Ἑࢆヲ⣽࡟ㄪ࡭ࡓ⤖ᯝࢆࡶࡗ࡚ࠊ୍⯡ⓗ
࡞㖟Ἑ㐍໬ࡢᥥീࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡋࡼ࠺࡜ࡍࡿࡢࡣࠊ༴㝤࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧၀ࡋ࡚࠸ࡿࠋ

ᮏ◊✲ᡂᯝࡢ୍㒊ࡣࠊ ᖺᗘ᪥ᮏኳᩥᏛ఍⛅Ꮨᖺ఍ ཱྀ㢌Ⓨ⾲ ;D ࠕᴃ෇㖟ἙࡢⰍ
➼⣭ᅗ --- ィ⟬ᶵᐇ㦂࡛᥈ࡿ⤫ィⓗᛶ㉁---࡛ࠖⓎ⾲ࡋࡓࠋ
 
ۑᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
࡞ࡋ㸦ᇳ➹୰㸧ࠋ 
女性（7）　階層的銀河形成理論が予測する銀河の色等級図の理論計算とその系統的分析
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    㓏ጀ⊛㌁ᴡᒻᚑℂ⺰߇੍᷹ߔࠆ㌁ᴡߩ⦡╬⚖࿑ߩℂ⺰⸘▚ߣ
ߘߩ♽⛔⊛ಽᨆ 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԚޟᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ↢↰ߜߐߣ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
ᤓᐕᐲߩ⎇ⓥᚑᨐࠍ߽ߣߦޔนⷞశߢߩ⦡╬⚖࿑ߦ㑐ߔࠆ⺰ᢥࠍ߹ߣ߼ޔᛩⓂߒߚޕߎߩ
Ბ㓏ߢߪޔ100 એ਄ߩᬦ౞㌁ᴡߩ⦡╬⚖࿑ࠍ㓏ጀ⊛㌁ᴡ⸘▚ℂ⺰ߦၮߠߊ N-body+ 
Smoothed Particle Hydrodynamics(SPH)ࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߩ⚿ᨐࠍ↪޿ߡޔ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘
▚ߒޔ⛔⸘⊛ߦߘߩ․ᓽࠍ⺞ߴߚޕߘߩ⚿ᨐޔ⦡╬⚖࿑਄ߢߩ horizontal branch (HB) 
morphologyߣ Red Giant Branch(RGB)ߩ᏷㧔⦡ߩಽᢔ㧕ߪޔ᦭ലඨᓘ߇ 4kpcએ਄ߩᄢ߈
ߥ㌁ᴡߣߘࠇએਅߩ㌁ᴡߢᄢ߈ߊ⇣ߥࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ᦭ലඨᓘ߇ 4kpcᧂḩߩ㌁ᴡߢߪޔ
หߓ᦭ലඨᓘߩ㌁ᴡߢ޽ߞߡ߽ RGBߩ᏷߿ HBߩᒻᘒ߇⇣ߥࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ2020ᐕ
ઍ߆ࠄ᷹ⷰࠍ㐿ᆎߔࠆญᓘ 30m ߆ࠄ 40㨙ߩᦸ㆙㏜ߢߪޔVirgo cluster ߦ޽ࠆᄙᢙߩᬦ౞
㌁ᴡߩ⦡╬⚖࿑ࠍขᓧߔࠆߎߣ߇น⢻ߣߥࠆޕ߽ߒޔᬦ౞㌁ᴡ߇㓏ጀ⊛ߦᒻᚑߒߚߩߢ޽
ࠇ߫ޔ߆ߥࠅߩഀวߩ㌁ᴡߢหߓ᦭ലඨᓘߢ޽ߞߡ߽ RGB߿ HBߩᒻᘒ߇⇣ߥࠆߣ޿߁⃻
⽎߇᷹ⷰ⊛ߦ␜ߐࠇࠆߪߕߢ޽ࠆߣ޿߁ߎߣ߇ޔߎߩ⎇ⓥ߆ࠄ␜ໂߐࠇࠆޕ 
 ᐔᚑ 24ᐕᐲߪޔㄭ⿒ᄖ✢ᵄ㐳ၞߩ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘▚ߢ߈ࠆࠃ߁ߦࠦ࡯࠼ࠍ᜛ᒛߒޔㄭ⿒ᄖ
✢ߩ J,H,Kࡃࡦ࠼ߢߩ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘▚ߒߚޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
੹ᐕᐲߪޔㄭ⿒ᄖ✢ᵄ㐳Ꮺ߹ߢ᜛ᒛߒߚ⦡╬⚖࿑ߩ⸘▚ࠦ࡯࠼ࠍ↪޿ߡޔᒁ߈⛯߈ᬦ౞㌁
ᴡߩ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘▚ߒߚޕᬦ౞㌁ᴡߩࠃ߁ߦ㊄ዻ㊂ߩ㜞޿ᤊࠍᄙߊ߽ߟ♽ߢߪޔㄭ⿒ᄖ✢
ߢߩ᷹ⷰߪนⷞశߢߩ᷹ⷰࠃࠅ߽᦭೑ߢ޽ࠆޕ㊄ዻ㊂ߩ㜞޿ᤊߪޔ⴫㕙᷷ᐲ߇ૐߊߥࠆߚ
߼ߣޔಽሶߦࠃࠆ line blanketing ߩᓇ㗀ߢޔนⷞశߢߩశᐲ߇ߐ߇ࠅޔ᷹ⷰߒߦߊߊߥࠆ
ߚ߼ߢ޽ࠆޕㄭ⿒ᄖ✢ߢߩ᷹ⷰߢ㊄ዻ㊂߇㜞޿ᤊࠍᬌ಴ߦਇ೑ߥ⁁ᴫߪ఺ࠇࠆߎߣߪ੍ᗐ
ߐࠇߡ޿ࠆ߇ޔᤊᒻᚑผࠍ⸃᣿ߢ߈ࠆ߶ߤޔᐕ㦂߿㊄ዻ㊂ߩ㆑޿߇ Jߣ Kࡃࡦ࠼ߩ⦡╬⚖
࿑ߦ⃻ࠇࠆ߆ߪޔࠪࡒࡘ࡟࡯࡚ࠪࡦߒߡߺࠆᔅⷐ߇޽ߞߚޕ 
࡛࡯ࡠ࠶ࡄ߇ㅴ߼ࠆ࿾਄ᄢဳᦸ㆙㏜⸘↹ߪޔㄭ⿒ᄖ✢ߦᦨㆡൻߐࠇߡ⸳⸘ߐࠇߡ޿ࠆޕߘ
ߩߚ߼᠟௝᷹ⷰⵝ⟎ߦߟ޿ߡJ,H,Kࡃࡦ࠼ࠍᜬߚߖࠆߎߣߪ߶߷⏕ታߣ⠨߃ࠄࠇࠆޕ৻ᣇޔ
นⷞశၞߩ Iࡃࡦ࠼ࠍᜬߚߖࠆᔅὼᕈߪޔᙬ⇼⊛ߥᗧ⷗߽޽ࠆޕߘߎߢޔJߣ Kࡃࡦ࠼ߩ⦡
╬⚖࿑ߣ Iߣ Kࡃࡦ࠼ߩ⦡╬⚖࿑ࠍ⸘▚ߒޔIࡃࡦ࠼ߩᔅⷐᕈࠍᬌ⸛ߒߚޕߘߩ⚿ᨐޔRGB
ᤊߩ⦡ߩ㆑޿߇ J-Kߩ⦡╬⚖࿑ࠃࠅ߽ I-Kߩ⦡╬⚖࿑ߩᣇ߇㗼⪺ߢ޽ࠆߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ
RGBᤊߩ⦡ߩ㆑޿ߪޔ৻ᰴㄭૃߣߒߡ㊄ዻ㊂ߩ㆑޿ߣ⠨߃ࠄࠇߡ޿ࠆޕRGBᤊߩ⦡ߩ㆑޿
߇ᄢ߈ߊ⃻ࠇࠆߣ޿߁ߎߣߪޔ⦡╬⚖࿑߆ࠄ㊄ዻ㊂ߩಽᏓߦߟ޿ߡ߽ࠃࠅᕈᩰߦዉߊߎߣ
߇ߢ߈ࠆߎߣࠍᗧ๧ߔࠆޕߒߚ߇ߞߡޔᬦ౞㌁ᴡߩࠃ߁ߦ㊄ዻ㊂߇㜞޿ᤊࠍᜬߟ㌁ᴡߩᤊ
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210
― 213 ―
 
   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
ᒻᚑผࠍ⸃᣿ߔࠆߚ߼ߦߪޔIࡃࡦ࠼ߣ Kࡃࡦ࠼ߩ⚵ߺวࠊߖ߇ࠃ޿ߎߣ߇ࠊ߆ߞߚޕ 
 
 
 
 
 
 
 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ┿㦵㨶㢮䠎ศᏊ✀ 㻭㻾 㑇ఏᏊ䛻䜘䜛㞝ᛶᙧ㉁Ⓨ⌧䛾ศᏊᶵᵓ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡㻌 䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ䛃 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ⲷ㔝 ⏤⣖Ꮚ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
 ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ࡟࢔ࣥࢻࣟࢤࣥཷᐜయ(ARȘࠊARș)ኚ␗యࢆ࣓ࢲ࢝ Tilling ࣛ࢖ࣈࣛ
࣮ࣜ࠿ࡽࢫࢡ࣮ࣜࢽࣥࢢࠊin vitro ᶵ⬟ゎᯒ࠿ࡽኚ␗యࢆ㑅ฟࡋࡓࠋ⌧ᅾࣂࢵࢡࢡࣟࢫ
ࢆ⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊᖹᡂ 24 ᖺᗘ࡟⾲⌧ᆺゎᯒࢆ⾜࠸ࠊ┿㦵㨶㢮㸰ศᏊ✀ AR 㑇ఏᏊࡢ஧ḟ
ᛶᚩⓎ⌧㐣⛬࡟࠾ࡅࡿᙺ๭ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࠊ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥᢞ୚࡟ࡼࡾࠊ
㞤࡟㞝ࡢᙧ㉁࡛࠶ࡿᑼ㫅ங㢌≧✺㉳ࡢᙧᡂࢆㄏᑟࡋࠊ࣐࢖ࢡࣟ࢔ࣞ࢖ゎᯒࠊᐃ㔞 PCRࠊ
In situ hybridization ࡟ࡼࡾங㢌≧✺㉳ࢆᙧᡂࡍࡿᑼ㫅ᚋ᪉ഃ࡛࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡗ࡚
≉␗ⓗ࡟Ⓨ⌧ࡍࡿ㑇ఏᏊ⩌ࢆྠᐃࡋࡓࠋᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘࡣࠊࡇࢀࡽࡢᅉᏊ⩌࡟ࡘ࠸࡚ࡢᶵ
⬟ゎᯒࢆ⾜࠺࡜࡜ࡶ࡟ࠊAR ኚ␗య࡜㔝⏕ᆺ࡜ࡢ࣐࢖ࢡࣟ࢔ࣞ࢖ゎᯒࠊAndrogen ᛂ⟅
⣽⬊ࢆྍど໬ࡍࡿࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵࢡ࣓ࢲ࢝ࢆ⏝࠸ࡓ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥᛂ⟅⣽⬊ࡢศ໬⣔
㆕ゎᯒࢆ⾜࠺ࡇ࡜࡛ࠊ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡿ஧ḟᛶᚩⓎ⌧ࡢศᏊᶵᵓࢆ᫂ࡽ࠿࡜ࡍࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
 ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥᢞ୚࡟ࡼࡾࠊங㢌≧✺㉳ࢆᙧᡂࡍࡿᑼ㫅ᚋ᪉ഃ࡛࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡗ࡚
Bmp㸵ࠊLef1ࠊDlx5 ࡢ㑇ఏᏊⓎ⌧ࡀㄏᑟࡉࢀࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡾࠊBmp ࠾ࡼࡧ Wnt 
ࢩࢢࢼࣜࣥࢢࡀ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡾάᛶ໬ࡉࢀࠊங㢌≧✺㉳ᙧᡂࢆㄏᑟࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶ
ࡀ♧ࡉࢀࡓࠋࡲࡓ BrdU incorporation assay ࡟ࡼࡾࠊᙧᡂ୰ࡢங㢌≧✺㉳࿘㎶㒊࡛⣽
⬊ቑṪࡢ㢖ᗘࡀ㧗࠸ࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡜࡞ࡾࠊ࢔ࣥࢻࣟࢤࣥ࡟ࡼࡾάᛶ໬ࡉࢀࡓ Bmp ཬࡧ
Wnt ࢩࢢࢼࣜࣥࢢࡀ㦵ⱆ⣽⬊ࡢศ໬ࠊቑṪࢆไᚚࡋࠊ㞝ࡢ஧ḟᛶᚩ࡜ࡋ࡚ࡢங㢌≧✺㉳
ᙧᡂ࡟㈉⊩ࡋ࡚࠸ࡿྍ⬟ᛶࡀ⪃࠼ࡽࢀࡓࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
女性（8）　真骨魚類2分子種 AR遺伝子による雄性形質発現の分子機構
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⌀㛽㝼㘃䋲ಽሶ⒳ 㪘㪩ㆮવሶ䈮䉋䉎㓶ᕈᒻ⾰⊒⃻䈱ಽሶᯏ᭴㩷
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒ㽴䇸ᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ䇹㩷
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⩆㊁㩷 ↱♿ሶ㩷
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲߦ⌀㛽㝼㘃㧞ಽሶ⒳ARㆮવሶߩੑᰴᕈᓽ⊒⃻ㆊ⒟ߦ߅ߌࠆᓎഀࠍ᣿ࠄ
߆ߦߔࠆߚ߼ߦޔࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦฃኈ૕(ARǩޔARǪ)ᄌ⇣૕ࠍࡔ࠳ࠞ Tilling࡜ࠗࡉ࡜
࡝࡯߆ࠄࠬࠢ࡝࡯࠾ࡦࠣޔin vitroᯏ⢻⸃ᨆ߆ࠄᄌ⇣૕ࠍㆬ಴ߒߚޕH24ᐕᐲߪޔߎࠇ
ࠄߩ୘૕ߩ㧡਎ઍߩࡃ࠶ࠢࠢࡠࠬߦᤨ㑆ࠍⷐߒߚޕ⃻࿷⴫⃻ဳ⸃ᨆߦ⌕ᚻߒߡ޿ࠆޕࠕ
ࡦ࠼ࡠࠥࡦᛩਈߦࠃࠅޔ㓽ߦ㓶ߩᒻ⾰ߢ޽ࠆዥ㠈੃㗡⁁⓭⿠ߩᒻᚑࠍ⺃ዉߒޔࡑࠗࠢࡠ
ࠕ࡟ࠗ⸃ᨆޔቯ㊂ PCRޔIn situ hybridizationߦࠃࠅޔ੃㗡⁁⓭⿠ࠍᒻᚑߔࠆዥ㠈ᓟᣇ
ㇱߢࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃߞߡ․⇣⊛ߦ⊒⃻ߔࠆㆮવሶ⟲ࠍหቯߒߚޕᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲߪޔߎ
ࠇࠄߩㆮવሶ⟲ߦߟ޿ߡޔ⹦⚦ߥㆮવሶ⊒⃻⸃ᨆޔ㒖ኂ೷ࠍ↪޿ߚᯏ⢻⸃ᨆࠍⴕ޿ޔࠕ
ࡦ࠼ࡠࠥࡦࠪࠣ࠽࡝ࡦࠣߩᣂⷙ effector࿃ሶߣߒߡޔBmp7, Lef1ࠍหቯߒߚޕߐࠄߦޔ
Androgenᔕ╵⚦⢩ࠍนⷞൻߔࠆ࠻࡜ࡦࠬࠫࠚ࠾࠶ࠢࡔ࠳ࠞࠍ↪޿ޔੑᰴᕈᓽߣߒߡߩ
papillary processesᒻᚑㆊ⒟ߦ߅ߌࠆࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦᔕ╵⚦⢩ࠍหቯߒߚޕ 
    
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
ᐔᚑ 23ᐕߦㆬ಴ߒߚࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦଐሽᕈߩᣂⷙ effector୥⵬࿃ሶߦߟ޿ߡޔࠕࡦ࠼ࡠ
ࠥࡦᛩਈᓟߩᤨⓨ㑆⊛ㆮવሶ⊒⃻⸃ᨆޔ఺∉ᨴ⦡ࠍⴕ޿ޔએਅߩ⚿ᨐ߆ࠄࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦ
effector࿃ሶߣߒߡ Bmp7, Lef1ࠍหቯߒߚޕ 
⚿ᨐ㧝㧕ࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃߞߡዥ㠈੃㗡⁁⓭⿠ᒻᚑ㗔ၞߢᛩਈ㧠㧤ᤨ㑆એౝߦ Bmp7ޔ
Lef1ㆮવሶ߇․⇣⊛ߦ⊒⃻⺃ዉߐࠇࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥߞߚޕ 
⚿ᨐ㧞㧕Bmpࠪࠣ࠽࡞ᵴᕈൻߩᜰᮡߣߐࠇࠆ phospho-smad᛫૕ࠍ↪޿ߚ఺∉ᨴ⦡߆
ࠄޔBmpࠪࠣ࠽࡞߇ࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃࠅޔ੃㗡⁁⓭⿠ᒻᚑㇱߦ߅޿ߡᵴᕈൻߐࠇࠆߎ
ߣ߇⏕⹺ߢ߈ߚޕ 
㧟㧕Lef1ޔE-catenin᛫૕ࠍ↪޿ߚ఺∉ᨴ⦡ߦࠃࠅޔߎࠇࠄߩ࿃ሶ߇੃㗡⁁⓭⿠ߩ㑆⪲
⚦⢩ጀߢޔ౒ዪ࿷ߔࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥࠅޔWntࠪࠣ࠽࡝ࡦࠣ߇ޔࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃߞ
ߡᵴᕈൻߐࠇߡ޿ࠆߎߣ߇␜ߐࠇߚޕ 
એ਄ߩ⚿ᨐ߆ࠄޔBmp7ޔLef1ࠍᣂⷙࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦ effector࿃ሶߣߒߡหቯߒߚޕ 
 
 ⚵❱ቇ⊛⸃ᨆ߆ࠄޔ੃㗡⁁⓭⿠ߪዥ㠈ᓟᣇߩ㠈᧦߆ࠄಽጘߒߚ bone noduleߣߒߡᒻ
ᚑߐࠇޔbone noduleࠍขࠅ࿐߻⢈ෘߒߚ㑆⪲ߢߪޔ⚦⢩Ⴧᱺߩ㗼⪺ߥ੣ㅴ߇ࠕࡦ࠼ࡠ
ࠥࡦߦࠃߞߡ⺃ዉߐࠇࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥߞߚޕߐࠄߦ㛽⧘⚦⢩ߢ․⇣⊛ߦ DsRedࠍ
⊒⃻ߔࠆ osterix-DsRed࠻࡜ࡦࠬࠫࠚ࠾࠶ࠢࡔ࠳ࠞࠍ↪޿ߡޔ㛽⧘⚦⢩ߩಽൻࠍนⷞൻ
ߒߚ⚿ᨐޔbone noduleߦኒ⌕ߒߚ⚦⢩ጀߢ㛽⧘⚦⢩߇ࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃߞߡಽൻߔࠆ
女性（8）　真骨魚類2分子種 AR遺伝子による雄性形質発現の分子機構
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
ߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥߞߚޕ 
 
 ߎߩࠃ߁ߥࡊࡠ࠮ࠬߩߤߩᲑ㓏ߦ Bmp7, Lef1߇ነਈߒߡ޿ࠆߩ߆᣿ࠄ߆ߦߔࠆߚ߼
ߦޔBmpࠪࠣ࠽࡞ߩ㒖ኂ೷ࠍᛩਈߒߚ⚿ᨐޔLef1ߩ⊒⃻߇ᷫዋߒޔ੃㗡⁁⓭⿠๟ㄝㇱ
ߩ㑆⪲⚦⢩ߩჇᱺ߇㗼⪺ߦᛥ೙ߐࠇޔ㛽⧘⚦⢩ಽൻ߇ᛥ೙ߐࠇࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥߞߚޕ
ࠃߞߡޔࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦߦࠃࠆ Bmpࠪࠣ࠽࡝ࡦࠣߩᵴᕈൻ߇ޔLef1ㆮવሶߩ⊒⃻ࠍ੺ߒ
ߡޔ੃㗡⁁⓭⿠๟ㄝㇱߩ㑆⪲⚦⢩ߩჇᱺ੣ㅴޔ㛽⧘⚦⢩ಽൻࠍଦㅴߒߡޔbone nodule
ߩિ㐳ࠍ೙ᓮߒߡ޿ࠆߣ⠨߃ࠄࠇߚޕ 
  
 એ਄ߩ⎇ⓥ߆ࠄޔࠕࡦ࠼ࡠࠥࡦ-ARㆮવሶߦࠃࠆ㓶ᕈᒻ⾰⊒⃻ߩಽሶᯏ᭴ߣߒߡޔࠕ
ࡦ࠼ࡠࠥࡦ߇ Bmp7, Lef1ߣ޿ߞߚჇᱺ࿃ሶ⚻〝ߩㆮવሶ⊒⃻೙ᓮࠍ੺ߒߡޔੑᰴᕈᓽ
⊒⃻ࠍ೙ᓮߒߡ޿ࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥߞߚޕ੹ᓟߐࠄߦޔARᄌ⇣૕ࠍ↪޿⸃ᨆ߆ࠄޔ
ࠥࡁࡓ୚ᢙൻߦ઻߁ ARㆮવሶ㊀ⶄߣ⌀㛽㝼㘃㓶ᕈᒻ⾰ᄙ᭽ൻߣߩ㑐ㅪᕈߦߟ޿ߡޔᣂ
ߚߥ⍮⷗ࠍᓧࠆߎߣߩ߇ߢ߈ࠆޕ 
 
 
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
⃻࿷ᛩⓂḰ஻ਛ 
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   㸦ᵝᘧ 㸱㸧 
ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ᮍศ໬⣽⬊࣐࣮࣮࡛࢝࠶ࡿ5H[㑇ఏᏊࡢ࣐࢘ࢫ⬇࠾ࡼࡧᡂయ
⤌⧊࡟࠾ࡅࡿⓎ⌧ᒁᅾ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ㇏ᒸ ࡸࡼ࠸ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ES ⣽⬊ࠊiPS ⣽⬊ࡢࡼ࠺࡞ᮍศ໬㸦ከ⬟ᛶ㸧⣽⬊≉␗ⓗ࡟Ⓨ⌧ࡋᮍศ໬࣐࣮࣮࢝࡜ࡋ࡚ỗ
⏝ࡉࢀࡿ Rex1 㑇ఏᏊࡢ࣐࢘ࢫ⬇Ⓨ⏕㐣⛬࠾ࡼࡧᡂయ࡟࠾ࡅࡿⓎ⌧ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿ┠ⓗ࡛ࠊ
1. ච␿⣽⬊໬Ꮫ࡟౑⏝࡛ࡁࡿᢠ Rex1 ᢠయࡢస〇 2. Rex1 ࡢⓎ⌧ࢆ EGFP ࡞࡝ࡢ࣏࣮ࣞ
ࢱ࣮ศᏊ࡟ࡼࡾྍど໬ࡍࡿ࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫ⣔⤫ࡢస〇 ࢆヨࡳࡓࠋ1. ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ MBL
♫࡟౫㢗ࡋ࢘ࢧࢠ㸰⩚࡟ Rex㸯ࡢ࢔࣑ࣀ㓟㓄ิࢆࡶ࡜࡟ྜᡂࡋࡓ 3 ✀ࡢ࣌ࣉࢳࢻ࢝ࢡࢸࣝ
ࢆච␿ࡋࠊච␿ 5 ᅇ┠௨㝆ࡢᢠ⾑Ύ࡛ ES ⣽⬊ࡢච␿ᰁⰍࢆ࠾ࡇ࡞ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊES ⣽⬊ࡢ
᰾ࡀᰁⰍࡉࢀ࡚ぢ࠼୍ぢ≉␗ᢠయࡀస〇ࡉࢀࡓ࠿ࡢࡼ࠺࡟ぢ࠼ࡓࠋࡋ࠿ࡋ࡞ࡀࡽ௨๓࡟స
〇ࡋࡓ Rex1 ࡢ୧࢔ࣜࣝࢆḞᦆࡋࡓࣀࢵࢡ࢔࢘ࢺ ES ⣽⬊ᰴ㸦Rex1-/-⣽⬊ᰴ㸧ࢆ⏝࠸࡚ᰁⰍ
ࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊRex1 ࢱࣥࣃࢡ㉁ࢆᣢࡓ࡞࠸ Rex1 -/-ES ⣽⬊ࡢ᰾ࡶ WT ࡢ ES ⣽⬊࡜ኚࢃ
ࡽࡎᰁⰍࡉࢀࠊṧᛕ࡞ࡀࡽ Rex1 ศᏊ࡟ᑐࡍࡿ≉␗ᢠయ࡜ࡋ࡚ච␿⣽⬊໬Ꮫ࡟౪ࡍࡿ࡟ࡣ⪏
࠼࡞࠸ࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋ2. ࡢ◊✲ィ⏬࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫࢆస〇ࡍࡿࡓࡵࡢ⺯
ගࢱࣥࣃࢡ㉁ࡢ㑇ఏᏊࢆ⤌ࡳ㎸ࢇࡔ BAC ࢥࣥࢫࢺࣛࢡࢺࢆస〇ࡋࠊ⌧ᅾࢺࣛࣥࢫࢪ࢙ࢽࢵ
ࢡ࣐࢘ࢫ⣔⤫ࢆస〇୰࡛࠶ࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ 
ᢠ Rex1 ᢠయస〇ࡢヨࡳࡣᮏ◊✲௨๓࡟ࡶࡍ࡛࡟⾜ࡗ࡚࠾ࡾࠊ௨๓ࡢࡼ࠺࡟ GST ⼥ྜࢱࣥ
ࣃࢡ㉁ࢆᢠཎ࡟౑⏝ࡋࡓሙྜࡶࠊᮏ◊✲ࡢࡼ࠺࡟࣌ࣉࢳࢻ࢝ࢡࢸࣝࢆ౑⏝ࡋࡓሙྜࡶࠊ࠸
ࡎࢀࡶ≉␗ᢠయࡢస〇࡟ࡣ⮳ࡽ࡞࠸ࡇ࡜ࡀศ࠿ࡗࡓࠋ௒ᚋ෌ࡧస〇ࢆヨࡳࡿᶵ఍ࡀ࠶ࢀࡤࠊ
࢘ࢧࢠ࡛ࡣ࡞ࡃࢽ࣡ࢺࣜࡸࣁ࣒ࢫࢱ࣮࡞࡝ࠊච␿ࡍࡿື≀✀ࢆኚ࠼࡚⾜࠸ࡓ࠸࡜⪃࠼࡚࠸
ࡿࠋ࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫࡢస〇ࡣᢠయస〇ࡀୖᡭࡃ⾜࠿࡞࠿ࡗࡓሙྜࡢಖ㝤࡜ࡋ࡚⾜ࡗ࡚࠸
ࡓࡀࠊᙜ◊✲ᐊ࡛ࡣࡇࢀࡲ࡛௚ࡢᗄࡘ࠿ࡢ㑇ఏᏊ࡟ࡘ࠸࡚࡯ࡰ☜ᐇ࡟࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫࢆ
ᶞ❧ࡋ࡚ࡁࡓᐇ⦼ࡀ࠶ࡿࡢ࡛ࠊ᮶ᖺᗘ୰࡟ࡣ࣏࣮ࣞࢱ࣮࣐࢘ࢫࢆᶞ❧ࡋࠊ࣐࢘ࢫ⬇࠾ࡼࡧ
ᡂయෆ࡟࠾ࡅࡿ Rex㸯㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ࢆほᐹࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࠊ┠ᶆࡢ୍㒊ࢆ㐩ᡂฟ᮶ࡿࡢ࡛
ࡣ࡞࠸࠿࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ࡑ࠙ࠬ⌕ᐥ೨⢦ߦ߅ߌࠆේᆎౝ⢦⪲⚦⢩ߩEGNNUQTVKPIߦ㑐ࠊࠆಽ
ሶᯏ᭴
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ੐ᬺ
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ⼾ጟ ߿ࠃ޿
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
ᧄ⎇ⓥߪޔ⌕ᐥᦼ⢦ߦ߅޿ߡ಴⃻ߒ⢦૕ᄖ⚵❱ߩේၮߣߥࠆේᆎౝ⢦⪲ (primitive endoderm; PrE)
ߩ⚦⢩ߩಽൻ߅ࠃ߮ߘߩᓟߩ਄⊹ൻߩᯏ᭴ࠍ᣿ࠄ߆ߦߔࠆߎߣࠍ⋡⊛ߣߒߡ޿ࠆޕ⑳ߚߜߪᐔᚑ23
ᐕᐲߦޔBAC modificationߩ♽ࠍ೑↪ߒPrE⚦⢩ߩઍ⴫⊛ߥㆮવሶࡑ࡯ࠞ࡯ߢ޽ࠆGata6ㆮવሶߩ
⊒⃻ࠍEGFPߩⰯశߦࠃࠅreportingߔࠆࡑ࠙ࠬ♽⛔ࠍ૞ᚑߒߚޕ੹ᐕᐲߪᦝߦޔߘࠇࠄߩࡑ࠙ࠬ♽
⛔߆ࠄ࡟ࡐ࡯࠲࡯ES⚦⢩ࠍ᮸┙ߒߚޕES⚦⢩ࠍ↪޿ߡೋᦼ⢦᭽ߩ⚦⢩႙㧔⢦᭽૕㧕ࠍᒻᚑߒಽൻ
⺃ዉ↪ߩၭ࿾ߢᶋㆆၭ㙃ߔࠆߣޔߘߩᦨᄖጀߦPrEጀߩಽൻ಴⃻߇⷗ࠄࠇࠆߎߣ߇ಽ߆ߞߡ޿ࠆޕ
ߎߩಽൻ⺃ዉ♽ࠍ೑↪ߒߡ᮸┙ߒߚGata6࡟ࡐ࡯࠲࡯ES⚦⢩ߩ⢦᭽૕ࠍᒻᚑߒޔߘߩᒻᚑㆊ⒟ࠍⰯ
శࠗࡔ࡯ࠫࡦࠣⵝ⟎ࠍ↪޿ߡㅪ⛯⊛ߦⷰኤߔࠆߣޔEGFPߩⰯశࠍ⊒ߔࠆGata6⊒⃻⚦⢩㧔= PrE
⚦⢩㧕߇⚦⢩႙ߩౝ஥ߦ࡜ࡦ࠳ࡓߦಽൻ಴⃻ߒޔߘߩᓟ⚦⢩႙ߩᦨᄖጀ߳ߣ㕖Ᏹߦ⚛ᣧߊ⒖േߔࠆ᭽
ሶ㧔cell sorting㧕߇ⷰኤߐࠇߚޕߎߩ♽ࠍ೑↪ߒߡޔ⢦૕ౝߢߪⷰኤߔࠆߎߣ߇㔍ߒ޿PrE⚦⢩ߩ
ಽൻㆊ⒟߅ࠃ߮ cell sortingߩ⃻⽎ࠍ in vitroߦ߅޿ߡ⹦⚦ߦⷰኤߔࠆߎߣ߇น⢻ߦߥߞߚޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
਄⸥ߩ PrEಽൻ⺃ዉၭ㙃♽ࠍ೑↪ߒߡޔPrE⚦⢩ߩಽൻㆊ⒟߅ࠃ߮ cell sortingߦ㑐ࠊࠆಽሶ
ߩត⚝ࠍⴕߞߚౕޕ ૕⊛ߦߪಽൻ⺃ዉ㧠ᣣ⋡ߩ cell sortingㆊ⒟ߦ޽ࠆGata6㓁ᕈ⚦⢩ࠍFACSߦࠃ
ࠅಽ㓸ߒޔRNAࠍណขߒࡑࠗࠢࡠࠕ࡟ࠗ⸃ᨆࠍⴕߞߚޕࡑࠗࠢࡠࠕ࡟ࠗ⸃ᨆߩ⚿ᨐޔಽൻㆊ⒟ߦ޽
ࠆPrE೨㚟⚦⢩ߦ߅޿ߡߪޔ⚦⢩ㆇേ߿⚦⢩ߩᒻᘒᄌൻߦᔅⷐߥㆮવሶ㧔Rho-GTPase㑐ㅪಽሶޔ
MMPޔactin⚿ว࠲ࡦࡄࠢ⾰ޔcell migrationߦ㑐ଥߔࠆ⤑࠲ࡦࡄࠢ⾰ޔߥߤ㧕ߩ⊒⃻߇㗼⪺ߦ਄᣹
ߒߡ޿ࠆߎߣ߇᣿ࠄ߆ߣߥࠅޔ߹ߚGata6߿Sox7ߥߤߩߔߢߦ⊒⃻߇⍮ࠄࠇߡ޿ࠆ߽ߩએᄖߦPrE
ߦ߅ߌࠆᯏ⢻߇ᧂ⍮ߩォ౮࿃ሶ6୘ߩ⊒⃻਄᣹߇⷗ࠄࠇߚޕട߃ߡFlrt3ޔEfnb1ߥߤޔcell sorting
߿cell-cell repulsionߦ㑐ࠊࠆߎߣ߇␜ໂߐࠇߡ޿ࠆಽሶߩ⊒⃻߇਄᣹ߔࠆߎߣࠍᣂߚߦ⷗޿ߛߒߚޕ
੹ᓟޔߎࠇࠄߩಽൻㆊ⒟ߦ޽ࠆPrEߦ߅޿ߡ⊒⃻߇㗼⪺ߦ਄᣹ߔࠆಽሶߩPrEಽൻㆊ⒟ߦ߅ߌࠆᯏ
⢻ߩ⸃ᨆࠍޔcell sortingߦ㑐ࠊࠆ࿃ሶ߅ࠃ߮ᣂⷙߩォ౮࿃ሶࠍਛᔃߦES⚦⢩ࠍ↪޿ߚPrEಽൻ⺃
ዉ♽ࠍ೑↪ߒߡⴕ޿ޔ㊀ⷐߥᯏ⢻ࠍᜬߟߣ್ᢿߐࠇߚ߽ߩߦߟ޿ߡߪታ㓙ߩ⢦૕ౝߦ߅ߌࠆPrEಽ
ൻㆊ⒟ߦ߅ߌࠆᯏ⢻߽ㅊޘ⸃ᨆߒߡ޿߈ߚ޿ߣ⠨߃ߡ޿ࠆޕ25ᐕᐲ⑺ߦ↳⺧⠪ߩછᦼ߇⚳ੌߔࠆน
⢻ᕈ߇޽ࠆߚ߼ޔቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯߆ࠄߩᡰេࠍ⛮⛯ߒߡ㗂ߊߎߣߪᢿᔨߒߚ߇ޔᐔᚑ25ᐕᐲ߽
⛮⛯ߒߡᧄ⎇ⓥ࠹࡯ࡑࠍⴕ޿ޔᚑᨐߪࡑࠗࠢࡠࠕ࡟ࠗ⸃ᨆߩ⚿ᨐࠍਛᔃߦᐔᚑ25ᐕᐲਛߦ⺰ᢥ⊒⴫
ߔࠆ੍ቯߢ޽ࠆޕ 
 
٤ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⇇㕙㔚ሶ⒖േ෻ᔕࠍ೑↪ߒߚ᳓ߩቢోశಽ⸃ࠪࠬ࠹ࡓߩഃᚑ
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒԚޟᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេޠ 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㄭ⮮ ⟤᰷ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
࿾⃿਄ߦήዧ⬿ߦ㒠ࠅᵈߋᄥ㓁శࠛࡀ࡞ࠡ࡯ߩല₸⊛ߥ೑↪ߪޔ⃻࿷ᚒޘ߇⋥㕙ߔࠆࠛࡀ
࡞ࠡ࡯໧㗴ࠍ⸃᳿ߔࠆ৻ߟߩ㎛ߢ޽ࠆߣ⸒߃ࠆޕߎߩࠃ߁ߥ⢛᥊߆ࠄޔᄥ㓁శࠛࡀ࡞ࠡ࡯
ࠍൻቇࠛࡀ࡞ࠡ࡯߳ߣᄌ឵น⢻ߥੱᎿశวᚑᛛⴚߦ㜞޿ᵈ⋡߇㓸߹ߞߡ޿ࠆޕᧄ⎇ⓥ⺖㗴
ߢߪޔᄤὼߩశวᚑ♽ߦ඘ᢜߔࠆࠛࡀ࡞ࠡ࡯ᄌ឵ല₸ࠍ᦭ߔࠆੱᎿశวᚑ⸅ᇦ♽ߩഃᚑࠍ
⋡⊛ߣߒޔ(1)㜞޿෻ᔕㅦᐲࠍ᦭ߔࠆ㉄⚛⊒↢⸅ᇦಽሶߩ㐿⊒ߥࠄ߮ߦ (2)㉄⚛⊒↢ㆊ㔚࿶ૐ
ਅࠍ㆐ᚑน⢻ߥࠪࠬ࠹ࡓߩ᭴▽ߩਔ㕙߆ࠄ⎇ⓥࠍⴕ߁ߎߣࠍ⋡ᜰߒߡ޿ࠆޕ 
ᒰ⹥ᐕᐲߦ߅޿ߡߪ․ߦ(1)ߩ⺖㗴ࠍਛᔃߦ⎇ⓥࠍⴕߞߚߩߢએਅߦߘߩౝኈࠍ⸥ㅀߔࠆޕ 
 
٤ᒰ⹥੐ᬺᐕᐲߦ߅޿ߡ㆐ᚑߐࠇߚ⎇ⓥᚑᨐ 
ᐔᚑ㧞㧠ᐕᐲߦ߅޿ߡߪޔ㊄ዻᄙᩭ㍲૕ࠍ೑↪ߒߚ㜞ല₸ߥ᳓ߩ㉄ൻ(㉄⚛⊒↢)⸅ᇦߩഃᚑ
ߦ㑐ߒߡ⎇ⓥࠍⴕߞߚޕౕ૕⊛ߥ⎇ⓥኻ⽎ߣߒߡߪޔ㋕ࠗࠝࡦߣ 3,5-bis(2-pyridyl)- 
pyrazole (bpp)ߦࠃࠅ᭴▽ߐࠇࠆ㋕ 5ᩭ㍲૕ࠍㆬᛯߒߚޕߎߩ㋕㧡ᩭ㍲૕ߪቶ᷷㨯Ᏹ࿶᧦ઙ
ਅߢޔ㈩૏ሶߣ㊄ዻࠗࠝࡦࠍᷙวߔࠆߩߺߢല₸⊛ߦ(෼₸ 72㧑)วᚑߔࠆߎߣ߇ߢ߈ߚޕ
ᓧࠄࠇߚൻว‛ߪޔESI-TOF-MSޔర⚛ಽᨆߦࠃࠅหቯߒޔᦨ⚳⊛ߦߪන⚿᥏ X✢᭴ㅧ⸃
ᨆߦࠃࠅ᭴ㅧࠍ᳿ቯߒߚޕߘߩ⚿ᨐޔ㋕㧡ᩭ㍲૕ਛߦߪޔ㧞⒳㘃ߩ⁁ᘒߩ㋕ࠗࠝࡦ߇ሽ࿷
ߔࠆߎߣ߇್᣿ߒߚޕᦝߦޔ㍲૕ਛᄩㇱߦߪࠝࠠ࠰᨞ᯅߦࠃࠅ᭴▽ߐࠇߚ㧟ᩭ᭴ㅧ߇ሽ࿷
ߒߎࠇࠄ㧟ߟߩ㋕ࠗࠝࡦߪߔߴߡ㈩૏ਇ㘻๺⁁ᘒߢ޽ߞߚޕߎߩ㈩૏ਇ㘻๺ㇱ૏߇⸅ᇦ෻
ᔕࠨࠗ࠻ߣߒߡᯏ⢻ߔࠆߩߢߪߥ޿߆ߣ੍ᗐߒޔߘߩ⸅ᇦ⢻ߦ㑐ߒߡ㔚᳇ൻቇ⊛᧦ઙਅߢ
ᬌ⸛ࠍⴕߞߚޕ 
ࠕ࠮࠻࠾࠻࡝࡞ṁᶧਛߦ߅޿ߡޔᧄ㍲૕ߪ㧡ߟߩ㋕ࠗࠝࡦߦ↱᧪ߔࠆ㧡Ბ㓏ߩนㅒߥ㉄
ൻㆶరᵄࠍ␜ߒߚޕߎߩṁᶧߦዋ㊂ߩ᳓ࠍട߃ߚߣߎࠈޔ㧠Ბ㓏⋡ߩ㉄ൻ෻ᔕߣหᤨߦᄢ
߈ߥ㔚ᵹ୯ߩᕆỗߥჇട߇᷹ⷰߐࠇߚޕ↢ᚑ‛ಽᨆߩ⚿ᨐ߆ࠄޔߎߩᄢ߈ߥ㔚ᵹ୯ߩჇട
ߪޔ᳓ߩ 4㔚ሶ㉄ൻߦࠃࠆ㉄⚛⊒↢ߦ↱᧪ߔࠆߎߣ߇␜ߐࠇߚޕߘߎߢޔ⸅ᇦ㔚ᵹ icat߅ࠃ
߮᜛ᢔ㔚ᵹ idߩ୯߆ࠄ⸅ᇦ࿁ォ㗫ᐲ㧔TOF㧕ߩ⸘▚ࠍⴕߞߚޕߘߩ⚿ᨐޔ ㋕ 5ᩭ㍲૕ߩ
TOFߪޔ2,500 s-1ࠍ⿥߃ࠆ୯ࠍ␜ߒޔశวᚑߩ㉄⚛⊒↢ਛᔃ㧔400-500 s-1㧕ࠍ⿥߃ࠆ⿥㜞
ᵴᕈ㉄⚛⊒↢⸅ᇦߢ޽ࠆน⢻ᕈ߇␜ߐࠇߚޕߎࠇࠄߩ⚿ᨐ߆ࠄޔ㔚ሶࡊ࡯࡞ဳࠢ࡜ࠬ࠲࡯
㛽ᩰߩ᭴▽ߪޔᄙ㔚ሶ⒖േ෻ᔕߔߥࠊߜੱᎿశวᚑ෻ᔕࠍ㜞ല₸ൻߐߖࠆ਄ߢ᦭ലߥᚻᲑ
ߢ޽ࠆߎߣ߇␜ໂߐࠇߚޕ 
 
٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߒߚ⺰ᢥߣឝタߐࠇߚ㔀⹹ฬ╬ߩ࡝ࠬ࠻㧔⺰ᢥ߇޽ࠇ߫ᷝઃ㧕 
⹥ᒰߥߒ㧔ၫ╩ਛ㧕 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⏺㠃㟁Ꮚ⛣ື཯ᛂࢆ฼⏝ࡋࡓỈࡢ᏶඲ගศゎࢩࢫࢸ࣒ࡢ๰ᡂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ㏆⸨ ⨾Ḣ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
⌧ᅾே㢮ࡀ┤㠃ࡋ࡚࠸ࡿ࢚ࢿࣝࢠ࣮ၥ㢟ࢆゎỴࡍࡿ୍ࡘࡢᡭẁ࡜ࡋ࡚ࠊኴ㝧ග࢚ࢿࣝࢠ࣮
ኴ㝧ග࢚ࢿࣝࢠ࣮ࢆ໬Ꮫ࢚ࢿࣝࢠ࣮࡬࡜ኚ᥮ྍ⬟࡞ேᕤගྜᡂᢏ⾡࡟㧗࠸ὀ┠ࡀ㞟ࡲࡗ࡚
࠸ࡿࠋேᕤගྜᡂ཯ᛂࡣ㓟໬཯ᛂ࣭㑏ඖ཯ᛂࡢ 2 ࡘࡢ཯ᛂ࠿ࡽ࡞ࡾࠊࡇࢀࡽ 2 ࡘࡢ཯ᛂࢆ
ྠ᫬࠿ࡘຠ⋡ⓗ࡟㐍⾜ࡉࡏࡿࡇ࡜ࡀࡑࡢᐇ⏝໬࡟ྥࡅ࡚㠀ᖖ࡟㔜せ࡞㘽࡜࡞ࡿࠋࡇࢀࡲ࡛
ࡢ◊✲࡟࠾࠸࡚ࠊ㑏ඖഃࡢ཯ᛂ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ࠶ࡿ⛬ᗘ㧗࠸ຠ⋡ࢆ᭷ࡍࡿゐ፹ࡀ㛤Ⓨࡉࢀ࡚ࡁ
ࡓࡀࠊ㓟໬ഃࡢ཯ᛂ㸦Ỉࡢ㓟໬཯ᛂ࡟ࡼࡿ㓟⣲Ⓨ⏕㸧࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ㧗࠸άᛶࢆ♧ࡍゐ፹ࡢ
ሗ࿌౛ࡣከࡃ࡞࠸ࠋࡑࡇ࡛ࠊᮏ◊✲ㄢ㢟࡛ࡣࠊኳ↛ࡢගྜᡂ⣔࡟༉ᩛࡍࡿ࢚ࢿࣝࢠ࣮ኚ᥮
ຠ⋡ࢆ᭷ࡍࡿேᕤගྜᡂゐ፹⣔ࡢ๰ᡂࢆ┠ⓗ࡜ࡋࠊ㧗࠸཯ᛂ㏿ᗘࢆ᭷ࡍࡿ㓟⣲Ⓨ⏕ゐ፹ศ
Ꮚࡢ㛤Ⓨ࡟㛵ࡋࠊ◊✲ࢆ⾜ࡗࡓࠋ௨ୗ࡟ࡑࡢෆᐜࢆグ㏙ࡍࡿࠋ 
 
ۑᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡟࠾࠸࡚㐩ᡂࡉࢀࡓ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼ 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ๓ᖺᗘࡲ࡛࡟ᵓ⠏ࡉࢀࡓ㔠ᒓከ᰾㘒యࢆ฼⏝ࡋࠊỈࡢ㓟໬(㓟⣲Ⓨ
⏕)ゐ፹࡜ࡋ࡚ࡢᶵ⬟ホ౯ࢆ⾜ࡗࡓࠋ◊✲ᑐ㇟࡜ࡋࡓ㘒యࡣࠊ3,5-bis(2-pyridyl)- pyrazole 
(bpp)࡟ࡼࡾᵓ⠏ࡉࢀࡿ㕲 5 ᰾ᵓ㐀ࢆ᭷ࡍࡿࠋ᭦࡟ࠊ㘒య୰ኸ㒊࡟ࡣ࢜࢟ࢯᯫᶫ࡟ࡼࡾᵓ⠏
ࡉࢀࡓ㸱᰾ᵓ㐀ࡀᏑᅾࡋࡇࢀࡽ㸱ࡘࡢ㕲࢖࢜ࣥࡣࡍ࡭࡚㓄఩୙㣬࿴≧ែ࡛࠶ࡗࡓࠋࡇࡢ㓄
఩୙㣬࿴㒊఩ࡀゐ፹཯ᛂࢧ࢖ࢺ࡜ࡋ࡚ᶵ⬟ࡍࡿࡢ࡛ࡣ࡞࠸࠿࡜ண᝿ࡋࠊࡑࡢゐ፹⬟࡟㛵ࡋ
࡚㟁Ẽ໬Ꮫⓗ᮲௳ୗ࡞ࡽࡧ࡟໬Ꮫ㓟໬๣ῧຍ᮲௳ୗ࡛ࡢホ౯ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
ᮏ㘒యࡢ࢔ࢭࢺࢽࢺࣜࣝ୰࡟࠾ࡅࡿ㟁Ẽ໬Ꮫ ᐃࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊ㸳ࡘࡢ㕲࢖࢜ࣥ࡟⏤᮶
ࡍࡿ㸳ẁ㝵ࡢྍ㏫࡞㓟໬㑏ඖἼࢆ♧ࡋࠊᮏ㘒యࡀ㧗࠸㟁Ꮚ⛣ື⬟ࢆ᭷ࡍࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟
࡞ࡗࡓࠋࡇࡢ⁐ᾮ࡟ᑡ㔞ࡢỈࢆຍ࠼ࡓ࡜ࡇࢁࠊ㸲ẁ㝵┠ࡢ㓟໬཯ᛂ࡜ྠ᫬࡟኱ࡁ࡞㟁ὶ್
ࡢᛴ⃭࡞ቑຍࡀほ ࡉࢀࡓࠋ⏕ᡂ≀ศᯒࡢ⤖ᯝ࠿ࡽࠊࡇࡢ኱ࡁ࡞㟁ὶ್ࡢቑຍࡣࠊỈࡢ 4
㟁Ꮚ㓟໬࡟ࡼࡿ㓟⣲Ⓨ⏕࡟⏤᮶ࡍࡿࡇ࡜ࡀ♧ࡉࢀࡓࠋࡑࡇ࡛ࠊゐ፹㟁ὶ icat࠾ࡼࡧᣑᩓ㟁ὶ
idࡢ್࠿ࡽゐ፹ᅇ㌿㢖ᗘ㸦TOF㸧ࡢィ⟬ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡑࡢ⤖ᯝࠊ 㕲 5 ᰾㘒యࡢ TOF ࡣࠊ1,700 
s-1ࢆ㉸࠼ࡿ್ࢆ♧ࡋࠊගྜᡂࡢ㓟⣲Ⓨ⏕୰ᚰ㸦400-500 s-1㸧ࢆ㉸࠼ࡿ㉸㧗άᛶ㓟⣲Ⓨ⏕ゐ
፹࡛࠶ࡿྍ⬟ᛶࡀ♧ࡉࢀࡓࠋ᭦࡟ᐃ㟁఩㟁ゎᐇ㦂ࢆ⾜ࡗࡓ࡜ࡇࢁࠊࣇ࢓ࣛࢹ࣮ຠ⋡ 96㸣࡜
࠸࠺㧗࠸್ࢆ♧ࡋࠊࡉࡽ࡟㟁ὶ್ࡀᖖ࡟࡯ࡰ୍ᐃࡢ್ࢆ♧ࡋࡓࡇ࡜࠿ࡽࠊᮏ㘒యࡣ㧗࠸Ᏻ
ᐃᛶ࡞ࡽࡧ࡟㓟⣲Ⓨ⏕࡟ᑐࡍࡿ㧗࠸㑅ᢥᛶࢆ᭷ࡍࡿࡇ࡜ࡀ᫂ࡽ࠿࡟࡞ࡗࡓࠋࡲࡓࠊゐ፹ࡢ
Ᏻᐃᛶࡣ໬Ꮫ㓟໬๣ࢆ≛≅๣࡜ࡋࡓゐ፹ᶵ⬟ホ౯࡟ࡼࡗ࡚ࡶ☜ㄆࡉࢀࡓࠋࡇࢀࡽࡢ⤖ᯝࡣࠊ
ከ᰾ᵓ㐀࡜㞄᥋ࡍࡿ㓄఩୙㣬࿴㒊఩ࢆྠ᫬࡟ేࡏᣢࡘ㔠ᒓ㘒య㦵᱁ࡢᵓ⠏ࡣࠊከ㟁Ꮚ⛣ື
཯ᛂࡍ࡞ࢃࡕேᕤගྜᡂ཯ᛂࢆ㧗ຠ⋡໬ࡉࡏࡿୖ࡛᭷ຠ࡞ᡭẁ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ♧၀ࡍࡿࡶࡢ
࡛࠶ࡾࠊ௒ᚋࡢᮏศ㔝ࡢⓎᒎ࡟኱ࡁࡃᐤ୚ࡍࡿࡶࡢ࡜⪃࠼࡚࠸ࡿࠋ 
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   㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍ࢭࣥࢱ࣮Ꮫ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 
ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡋࡓㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡉࢀࡓ㞧ㄅྡ➼ࡢࣜࢫࢺ㸦ㄽᩥࡀ࠶ࢀࡤῧ௜㸧 
ヱᙜ࡞ࡋ㸦ᇳ➹୰㸧 
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   㧔᭽ᑼ 3㧕 
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࠮ࡦ࠲࡯ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ 
 
⎇ⓥ࠹࡯ࡑฬ⒓    ⵍሶᬀ‛䈱⧎☳▤ᭂᕈિ㐳䈮㑐䉒䉎䊧䉶䊒䉺䊷᭽䉨䊅䊷䉷ㆮવሶ
ᄌ⇣૕䈱⴫⃻ဳ⸃ᨆ㩷
 
ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ੐ᬺᨒ㽴䇸ᅚᕈ⎇ⓥ⠪⎇ⓥᡰេ䇹㩷
 
↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ችፒߐ߅ࠅ 
 
٤⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔ 
 
24ᐕᐲ⎇ⓥ⸘↹ߩㅢࠅޔࠪࡠࠗ࠿࠽࠭࠽ߩ⧎☳▤િ㐳ߦ㑐ଥߒޔᬀ‛ߩ↢ᱺߦ㊀ⷐߥᓎഀ
ࠍᨐߚߔߣ⠨߃ࠄࠇࠆ࡟࠮ࡊ࠲࡯᭽ࠠ࠽࡯࠯ߩᄌ⇣૕ߦߟ޿ߡޔ⴫⃻ဳ⸃ᨆࠍⴕߞߚޕ 
⍴ᤨ㑆ߩ⧎☳ၭ㙃ߢޔ⴫⃻ဳߪ㗼⪺ߢߪߥߊޔ⧎☳▤િ㐳ߩᓟᦼߦߥߞߡᓇ㗀߇ⷰኤߐࠇ
ߚޕ⧎☳▤ߩિ㐳߇ਇㆡಾߦ⛮⛯ߔࠆߚ߼ߦ⧎☳▤ߩవ┵߇⤘ᒛߔࠆน⢻ᕈ߇␜ໂߐࠇߚޕ 
25ᐕᐲߪએ਄ߩ⴫⃻ဳࠍᬀ‛↢૕ౝߢᬌ⸽ߔࠆߚ߼ߦޔ㓽ߒߴߩࠕ࠾࡯࡝ࡦࡉ࡞࡯ᨴ⦡ߥ
ߤࠍⴕ߁ޕ 
߹ߚ↳⺧⠪߇ᣢߦหቯߒߚㆮવሶ ANX1, 2ߣߩ㑐ଥࠍ⺞ߴࠆߚ߼ߦ anx1/2 2㊀ᄌ⇣૕ߣ
਄⸥࡟࠮ࡊ࠲࡯᭽ࠠ࠽࡯࠯ᄌ⇣૕ࠍដߌวࠊߖߡ 4㊀ᄌ⇣૕ࠍ૞ᚑߔࠆޕដߌวࠊߖߪ 24
ᐕᐲᓟඨߦ 1ᐲⴕߞߚ߇ޔߘߩ㓙ޔ⒳ߩ෼㊂߇ዋߥ߆ߞߚߚ߼ޔ25ᐕᐲߦ߽߁৻ᐲⴕ޿ޔ
⒳ࠍჇ߿ߒߚߩߜޔࠬࠢ࡝࡯࠾ࡦࠣࠍⴕ߁ޕ 
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女性（11）　被子植物の花粉管極性伸長に関わるレセプター様キナーゼ遺伝子変異体の表現型解析
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◊✲ࢸ࣮࣐ྡ⛠    ⛉Ꮫᢏ⾡ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢᐇ㊶▱⌮ゎ࡟ᇶ࡙ࡃࢹ࢕ࢫ࢝
ࢵࢩࣙࣥᆺᩍ⫱࣓ࢯࢵࢻࡢ㛤Ⓨ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟմࠕ⫱ᡂᆺ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᆓ㎰┿ᘪ 
 
ۑ◊✲≧ἣሗ࿌ 
ᖹᡂ䠎㻡 ᖺᗘ䛿ḟ䛾 㻟䛴䛾ᇶ♏䝔䞊䝬䛻ᇶ䛵䛔䛶㐍䜑䛶䛝䛯䠊㻌
㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻝䠖⾜ືほᐹ䛻ᇶ䛵䛟 㻿㻯 䛾ᐇ㊶▱⌮ゎ䛸䝇䜻䝹ホ౯ᑻᗘ䛾㛤Ⓨ㻔ᢸᙜ䠖ᆓ㎰䞉㧗᲍㻕㻌
㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻞䠖䝷䞊䝙䞁䜾䝻䜾䜢⏝䛔䛯 㻿㻯䛾䝯䝍ㄆ▱ⓗᛮ⪃䛾ᢳฟ㻔ᢸᙜ䠖⥴᪉䞉ᆓ㎰㻕㻌
㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻟䠖䝔䜻䝇䝖᝟ሗฎ⌮䜢┠ᣦ䛧䛯 㻿㻯䛾⾜ື䛸ᐇ㊶▱䛻㛵䜟䜛䝁䞁䝔䞁䝒䝕䝄䜲䞁㻔ᢸ
ᙜ䠖ᐑᑿ䞉బ⸨䞉ᆓ㎰㻕 
 ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 1 ࡛ࡣ㸪(1) 1.5 ࣨ᭶࠿ࡽ 10 ࣨ᭶ࡲ࡛ࡢ࢟ࣕࣜ࢔ࡢ᪂ே SC ࢺ࣮ࣞࢽࣥࢢࣉࣟ
ࢢ࣒ࣛ࡜㐃ືࡋࡓ SC άືࢹ࣮ࢱ཰㘓࡜ࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥࢹ࣮ࢱ཰㘓㸪࠾ࡼࡧ(2) ⇍⦎ SC ࡢ
SC άືࢹ࣮ࢱ཰㘓࡜ࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥࢹ࣮ࢱ཰㘓ࡢ஧ࡘࢆ⾜ࡗࡓ㸬(1)࡛ࡣ㸪ᖺ㛫ࢆ㏻ࡋ࡚㸪
SC24 ྡࡢࣇࣟ࢔཰㘓(16 ᪥㛫㸪142 ᅇ㸪ࢹ࣮ࢱ㔞 40.9GB)㸪 SC31 ྡࡢࣜࣇࣞࢡࢩࣙࣥ཰
㘓(16 ᪥㛫㸪17 ᅇ㸪ࢹ࣮ࢱ㔞 80.68GB)ࢆ⾜ࡗࡓ㸬(2)࡛ࡣ㸪2014 ᖺ 2 ᭶࠿ࡽ 3 ᭶ࡢ㛫࡟ 10
ྡ⛬ᗘࡢ࢟ࣕࣜ࢔ࡢ㛗࠸ SC ࢆᑐ㇟࡟㸪ࣅࢹ࣓࢜࢝ࣛ 6 ྎ(⎔ቃ࣓࢝ࣛ 5 ྎ㸪ᡭᣢࡕ࣓࢝ࣛ
1 ྎ)㸪࣐࢖ࢡࣟࣇ࢛ࣥ 7 ᮏ(⎔ቃ࣐࢖ࢡ 4 ᮏ㸪࣡࢖ࣖࣞࢫ 3 ᮏ)㸪㌟యືస཰㘓ᶵჾ Kinect5
ྎࢆタ⨨ࡋࡓ⎔ቃ࡛᮶㤋⪅࡜ࡢࡸࡾྲྀࡾࢆᫎീ཰㘓ࡋࡓ㸬ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 2 ࡛ࡣ㸪ᖹᡂ㸰㸳ᖺ
ᗘ࡟㸪ᮍ᮶㤋ࡢ SC ࡢே࡟༠ຊࡋ࡚ࡶࡽ࠸㸪SC36 ྡ 645 ௳(2014.2.25 ⌧ᅾ)ࡢ࣮ࣛࢽࣥࢢ
ࣟࢢࢆⓏ㘓ࡋ࡚ࡶࡽࡗࡓ㸬ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 1 ࡜ᇶ♏ࢸ࣮࣐ 3 ࡢඹྠ◊✲࡜ࡋ࡚㸪ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ
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4. Ogata, Hiroaki., Mouri, Kousuke Mouri., Bono, Mayumi., Joh, Ayami., Takanashi, 
Katsuya., Osaki, Akihiro., Ochiai, Hiromi., Morita, Yuko. (2013). Analysis of 
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（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
平成２6 年度は前年に引き続き，次の 3 つの基礎テーマに基づいて進めてきた． 
(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SC の実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 
(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SC のメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 
(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SC の行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担
当：宮尾・佐藤・坊農) 
これらに加え，以下の応用テーマの検討を開始した． 
(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高
梨・坊農ら) 
 基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論文執筆と学会発表を多
数行った．論文は日本認知科学会発行の『認知科学』に 2 編収録された．また Springer 発
行の学会発表は，『Lecture Notes in Computer Science』に 1 編収録された．学会発表は，
HCI International 2014 での招待プレゼンテーション，言語処理学会第 21 回年次大会およ
び第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会（SIG-SLUD）における一般発
表を実施した． 
 基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもらい，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)
のラーニングログを登録してもらった．また、データを分析し、どの展示に対して、どの
ようなログが記録されているかを視覚的に表示する機能を開発した。 
 基礎テーマ 3 では，前年に収録した「未来館 SC コーパス」の言語アノテーション，非言
語コーディングを実施した．特に非言語コーディングは，動画を１秒刻みの幅に分割し，
ウィンドウを形成した．さらに，そのウィンドウの中に動作の有無， 動作の種類（自律的
か否か），静止状態の分類を行い，一致率の高い非言語コーディング手法について整備を進
めた． 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 当該事業年度の設定目標は，(1) 3 ヶ月間の行動観察から得られた実践知に関わる知見をマニ
ュアル(or 実践知に関する書籍)として整備し，SC にフィードバックすること，(2)メタ認知的思考の
抽出環境の整備完了と多種多様なデータ間のリンク付けを実施し，データベース化すること，(3)実
践知に関わる情報について，テキスト化およびマニュアルを整備することであった．それぞれの見
研究課題名称 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカ
ッション型教育メソッドの開発 
応募事業区分 事業枠④「育成型研究者研究支援」 
申請代表者氏名 坊農真弓 
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込まれる成果は，(1)実践知マニュアル(or 実践知に関する書籍)，(2)実践知データベース，(3)実
践知テキスト化およびマニュアルの 3 つであった．こうした目標や見込みのもと，先述した実践知の
論文化，実践知の視覚化，データのアノテーションおよびコーパス構築をおこなった．論文は，日
本国内におけるトップジャーナルに 2 編掲載されたことによって，我々の研究活動が世の中に広ま
りつつある．実践知の視覚化は，SC の方々より高評価いただき，SC 教育の現場で使うことを念頭
に入れたデザインを開始している．コーパスは，学会発表等で今後国立情報学研究所情報学研
究データリポジトリ(NII-IDR)からの配布を宣言しており，多方面から公開の詳細について問い合わ
せを受けている． 
 今後はこれらの成果をディスカッション型教育メソッドの開発に利用し，教育メソッドの開発に着手
する予定である． 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. 牧野遼作, 古山宣洋, 坊農真弓 (2015) 「フィールドにおける語り分析のための身体の
空間陣形：科学コミュニケーターの展示物解説行動における立ち位置の分析」『認知科
学』Vol.22, No.1, pp.53-68.(特集：フィールドに出た認知科学) 
 
2. 城綾実, 坊農真弓, 高梨克也 (2015).科学館における「対話」の構築：相互行為分析か
ら見た「知ってる？」の使用. 『認知科学』, Vol.22, No.1, pp.69-83. (特集：フィール
ドに出た認知科学) 
 
3. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 
Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 
Science Communicator and Visitors at Science Museum. Universal Access in 
Human-Computer Interaction. Universal Access to Information and Knowledge 
Lecture Notes in Computer Science Volume 8514, pp. 650-661. 
 
4. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 
Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 
Science Communicator and Visitors at Science Museum. Organized Session: 
Brightening Life Style up with Technologies. HCI International 2014 (22-27 June, 
Creta Maris, Heraklion, Crete, Greece) 
 
5. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2015) 異分野融合によ
るマルチモーダル設計-各種アノテーション方法と利用可能性について-, 言語処理学
会第 21回年次大会発表論文集, pp.561-564. (3月 17-19日, 京都大学 吉田キャンパス) 
 
6. 杉本達哉, Chien-Quang Le, 坊農真弓, 佐藤真一,(2015) RGB-D データによる人物姿
勢推定のインタラクション研究への応用, 情報処理学会第 77 回全国大会, 5Z-09, (3 月
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19 日, 京都大学 吉田キャンパス). 
 
7. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2014) 異分野融合に
よるマルチモーダルコーパス作成-展示フロアにおける科学コミュニケーションに着
目して-, 第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会資料, 
SIG-SLUD-B401, 71, pp.7-12.(9 月 15 日，神戸大学) 
 
8. 牧野遼作，城綾実，坊農真弓，高梨克也，佐藤真一，宮尾 祐介(2015) 実世界におけ
る身体動作のコーディング・セグメンテーション手法の提案−日本科学未来館における
科学コミュニケーターと来館者間の対話を対象に-，人工知能学会第 29 回全国大会．
(5 月 30-6 月 2 日，公立はこだて未来大学) 
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（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 本年度は最終年度に当たるため、次の 2 点に重点を置いて研究を実施した。 
①2013 年度にハワイ大学で実施したシンポジウムのとりまとめ 
 2013 年度秋に実施したシンポジウム” The Politics of Representation: Reflections on 
Controversial Issues in Museums and Related Places in Japan and Hawai‘i”の報告集の編纂を実施
した。議論においては、ハワイにおけるエスニックグループの歴史性と現状、展示の有する可能性と
限界など、多様な議論が輻輳したため、記録を作る上で、それぞれのスピーカーと内容を再確認する
ことに時間を要した。 
②移民関係史料の調査 
 これまで十分に調査を進めることができなかった移民関係史料、とりわけ太平洋戦争下に関わる資
料の収集・整理を実施した。本年度は、主として日系人以外のエスニックマイノリティに焦点を当て、
太平洋戦争下における状況に関して資料を収集した。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 上記①については、本事業とのそもそもの主旨との関わりでは、ハワイにおけるエスニックマイノ
リティ表象をハワイ社会に内在的に検討する方法として、「博物館展示に関するシンポジウム」を実施
したものであった。ただ、その内容については、本共同研究の主旨を越えて、ハワイ史・博物館学、
人類学など学際的に意義深いものがあり、本事業を含む様々な場面で今後の議論につながるものであ
ることも踏まえ、報告集を作成し、今後の活用に資する形を取った。 
 ②については、オーラルヒストリーの収集と資料状況の調査、そして太平洋戦争下の他のエスニッ
クマイノリティや下層社会に関わる資料調査を行った。とりわけ資料として大きいのは、米軍におけ
る黒人兵への差別的なまなざしが、日本人・日系人への差別とオーバーラップし、例えば共産主義運
動を通じて日本人と黒人が結託しようとしているといった疑いの目が向けられていた。こうした点を
検証するために必要となる資料、とりわけ軍の intelligence に関する資料が膨大に残されており、そ
の多くを撮影した。これらは、到底、単年度で検証を終えることができるものではなく、成果は次年
度以降に、共同研究メンバーの単著ないしは共著として引き取る形で、公表を考えていきたい。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
（参考業績） 
研究課題名称 在ハワイの日本歴史・文化資料をめぐる国際共同研究 ―ハ
ワイにおける日本文化の受容 
応募事業区分 ①「戦略的共同研究Ⅰ」 
申請代表者氏名 大久保純一 
226
 2 
 
報告集” The Politics of Representation: Reflections on Controversial Issues in Museums and Related 
Places in Japan and Hawai‘i”（総合研究大学院大学、2015 年 3 月） 
（関連業績） 
「労働者向け新聞『ハワイスター』の時代—太平洋戦争後のハワイにおける思想状況の断面」朝日祥之・原
山浩介編『アメリカ・ハワイ日系社会の歴史と言語文化』東京堂出版、2015 年 
※これは、人間文化研究機構の事業の成果として刊行したものである。上記内容は、本事業における議論
の土台となった部分をまとめたものである。これを継承する形で、本事業を通じて得られた知見を別途ま
とめたいと考えている。 
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（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
26 年度は、各メンバーが高エネルギージェット現象に関係する研究をそれぞれのレベルで推進
する一方で、このプロジェクトでしかできない重要なテーマとして浮上した「マグネター周辺の
ジェット現象等の研究」に関する基礎研究を進めた。各個別のジェット現象に関する研究としては、
磁気再結合現象のシミュレーションの精密化、ガンマ線バーストにおけるジェットの性質の理解な
どが挙げられる。一方で、マグネター周辺の物理に関しては、次項で詳細を述べるが、強い場の物
理、マグネター観測などで理解が進んでいる。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
以下では主に「マグネター周辺のジェット現象等の研究」に関して説明する。 
太陽質量の約８倍を超える恒星が超新星爆発を起こして一生を終えた後、その中心に「中性
子星」という半径１０キロ程度のコンパクトな高密度天体が形成されることがある。もともと恒星が持っ
ていた磁場が小さな領域に集まるために、中性子星は非常に強い磁場を持つ。このような中性子
星の中でも、さらに 2 ケタ以上も強い磁場を持つものがあり、「マグネター」と呼ばれている。中性子
星とは異なって、マグネターは時折大きな爆発（フレア）を見せる。マグネターほどの強磁場が如何
にして形成されるのか、そのような強磁場下で起こる新奇な素粒子の性質が如何に星の性質を規
定しているか、星の持つ磁場エネルギーがどのように星の活動性に影響を与えるのか、などといっ
た問題が未解決であり、詳細を観測する衛星や理論の進展が待たれている。 
26 年度にはマグネター周辺での物理の中でも、いずれフレア現象の理解に繋がる放射の基礎
過程の理解を進めた。マグネターの放射は、 (1) 光のエネルギーが大きくなるにつれてフラックス
が大きくなるという非熱的なスペクトルを持ち、 (2) 未だ電波が検出されていない、という２点で中
性子星の放射と大きく異なる。これらの振る舞いは、マグネターの持つ強磁場起源の現象であるこ
とが推察される。特に、強磁場中ではじめて可能になる光子の分裂過程 (photon splitting)が、「光
子のスペクトル形状」と「電波を放出する電子の抑制」に働くのではないかと考えられる。このような
強い磁場や電場の存在する環境での（素粒子レベルでの）基礎過程を研究した。具体的には、時
間依存する強い電場からの電子・陽電子放出や、強い磁場があるもとでの光子の分裂の基礎的事
項の理解、光子の伝播に対する媒質効果の検討、などを行った。幾つかについては現在も継続中
である。また、観測面でも大きな発見があった。参加メンバーの榎戸らによって、あるマグネターが
歳差運動を行っていることが観測された。その一つの解釈は、マグネター内にトロイダル磁場（ドー
研究課題名称 自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解
明 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 板倉数記 
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ナツ形状の磁場）が存在し、それが星を締め付けることで球対称からずれが生じ、そのために歳差
運動を行うというものである。すなわち、マグネター内部の磁場構造という不可視な対象が、歳差運
動の詳細観測によって知り得るものであることを指摘した非常に重要なものだと言える。 
27 年度はこれらの基礎研究を統合し、マグネター周辺でのジェット現象に対する新しい描像を
打ち出せればと考えている。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
メンバーの全業績は膨大になるので、特に関係するものだけを以下に挙げておく。 
■強い場のもとでの基礎過程の理解 
（論文） H.Taya, H.Fujii and K.Itakura, ``Finite pulse effects on $e^{+}e^{-}$ pair creation from 
strong electric fields,'' Phys. Rev. D90 (2014) 014039  [arXiv:1405.6182 [hep-ph]]. "editors' sugges
tion"に選出 
（招待講演と報告）板倉数記「強い場の物理とそのハドロン物理への応用」原子核三者夏の学校
（2014年8月 長野）での招待講演、報告は 板倉数記 原子核研究59巻Supplement1 (2015) 1.  
（招待講演）板倉数記「QED, QCDにおける強い場の物理」研究会「限界光駆動系の拓く新学理」
（9月16日 東大本郷）、研究会「先端物質科学と限界光駆動」（2015年1月10、11日 京大理学部） 
（発表）K. Hattori, "Photon propagation in magnetic fields" QCD Chirality Workshop 201
5 (UCLA, Jan. 22, 2015) 
（学会発表）服部恒一「高強度磁場がひきおこす光子の分裂」（2015年3月22日、早稲田大学） 
（学会発表）板倉数記「強磁場中の光子が示す複屈折に対する媒質効果」（2015年3月22日、早
稲田大学） 
■マグネター観測 
（論文）T.Enoto, et al., “Spectral and Timing Nature of the Symbiotic X-ray Binary 4U 1954+31
9: The Slowest Rotating Neutron Star in an X-ray Binary System”,Astrophysical J., 786, 127-143 
(2014) 
（論文）K. Makishima, and T. Enoto, et al.,“Possible Evidence for Free Precession of a Strongly 
Magnetized Neutron Starin the Magnetar 4U 0142+61”, Physical Review Letter, Vol. 112, 171102 
(2014) 
（招待講演）T. Enoto "Astrophysical Observations and Future Projects of Neutron Stars and Magn
etars", Fourth Joint Meeting of the Nuclear Physics Divisions of APS and JPS, Session 2WC: Ne
utron Stars and Properties of Nuclear Matter at High Densities, Hawaii, US, 2014 October 7 
（招待講演）榎戸輝揚、「マグネターの磁気活動とＸ線観測」, 第２回DTAシンポジウム 「コン
パクト天体の活動性と磁気的性質」, 2014年10月28日、国立天文台、三鷹 
（学会発表）榎戸輝揚, 「自転周期のきわめて遅いＸ線パルサー 4U 1954+319 のすざく観測」
日本天文学会2014年秋季年会, 2014年9月13日, 山形大学 
 
■磁気再結合のシミュレーション 
（論文）R.Horiuchi, S. Usami and H. Ohtani, "Influence of Guide Magnetic Field on Collisionless 
Driven Reconnection"  Plasma and Fusion Research Vol.9, (2014) 1401092. 
（論文）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition"  Journal of Physics: Conference Series. Vol.56
1 (2014) 012021.  
（発表）S.Usami, H.Ohtani, R.Horiuchi, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection - Model Development and Preliminary Results -" 2014 US-Japan Workshop o
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n Magnetic Reconnection (May 20-24, 2014, University of Tokyo) 
（発表） S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition" The 2014 joint Varenna-Lausanne international
 workshop on the theory of fusion plasmas (September 1--5, 2014; Villa Monastero, Varenna, Ital
y) 
（発表） H.Ohtani, R.Horiuchi, M.Nunami, S.Usami, N.Ohno, "Developments of Electromagnetic P
article Simulation Code for Magnetic Reconnection Researches in Open System PASMO and Visu
alization Library VISMO"  56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (Oct. 27
--31, 2014; New Orleans, USA) 
（発表）R.Horiuchi, S.Usami, H.Ohtani, "Magnetic islands and energy conversion process in collisi
onless driven reconnection" 56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (October
 27--31, 2014; New Orleans, USA)  
（発表）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, M.Den, "Studies on Magnetic Reconnection with Multi-Hi
erarchy Simulations Based on Real-Space Decomposition" 2014 US-Japan JIFT workshop on Progr
ess in kinetic plasma simulations (October 31--November 1, 2014; New Orleans, USA) 
 
■その他の高エネルギージェット現象 
（論文）"Spectral and Polarization Properties of Photospheric Emission from Stratified Jets" H.Ito, 
S.Nagataki, J.Matsumoto, S-H.Lee, A.Tolstov, J.Mao, M.Dainotti, and A.Mizuta, Astrophys. J. 789,
 159 (2014) 
（論文）"Linear Growth of the Kelvin-Helmholtz instability with an Adiabatic Cosmic-Ray Gas" A.
Suzuki, H.R.Takahashi, T.Kudoh, Astrophysical Journal, 787, id. 169, 11 pp. (2014) 
（発表）J. Matsumoto, ``Relativistic HD/MHD Flow for GRB Jets'', RIKEN-IPMU-RESCEU Joint 
Meeting, July 7, 2014, RIKEN 
（基調講演）松本仁「Numerical Experiments of GRB Jets」超新星・ガンマ線バースト研究会20
14、(2014年8月26日、理化学研究所) 
（論文）"Radiation Drag Effects in Black Hole Outflows from Super-critical Accretion Disks via S
pecial Relativistic Radiation Magnetohydrodynamics Simulations” H.R.Takahashi, K.Ohsuga, accepte
d for publication in Publications of Astronomical Society of Japan (PASJ), (2015) 
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（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
○ 研究状況報告 
本年度で標記研究課題による所定の研究期間が終了した。研究最終年度の 2 月 16 日には国
文学研究資料館において総研大セミナーを開催すると同時に、国文学研究資料館において
は特設コーナーにおいて「観相から見る日本文学史」を会期：平成 27 年 1 月 21 日(水)～平
成 27 年 3 月中旬頃まで開催、これまで開催された特設コーナー企画の中で最も好評を得た
展示となった。現代においては、「観相」は前世紀の遺物のような学問体系と見なされては
いるが、その影響の解明と研究課題の深化の必要性が改めて確認されたといえる。 
その意味で、問題意識の共有と発信が最終年度のセミナーに於いて行えたことは、次のフ
ェーズに向けての大きな成果であった。また、本研究には総研大生（屋代純子）・修了生（王
暁瑞）も参画し、それぞれ近代文学と中国における妖怪の人相（妖相?）の調査と、観相書
との比較分析を進め、総研大フォーラムやセミナーにおいて成果発表を行った。 
観相は今や稀少な技とはなっているものの、なお世界的に存在しており、中国・台湾・日
本における実地踏査や、古籍を使用しての観相データベース、文学・絵画などに深甚な影
響についての論究など、本研究期間の３年間で所期の目的の大概は果たせた。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
本年度中に於いて達成された研究成果としては、総研大セミナー、総研大フォーラムに
より本研究の内容を総研大生に伝えることができた点と、国文学研究資料館にて開催され
た特設コーナーによる展示によって、本研究テーマの意義を広く伝えることができたこと
が挙げられる。セミナーは以下の内容で行われ、全体討論で活発な討論が交わされたほか、
感動を伝えるメッセージが多く寄せられた。 
◇観相から見る日本文化・文学史  相田満〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 
◇近世の相書について  青山英正〈明星大学〉 
◇観相と俳諧   安保博史〈群馬県立女子大学〉 
◇中国の観相データの調査を通じて 王暁瑞〈国文学研究資料館［博士研究員］〉 
◇予言は救済となり得るか―『太平広記』相部に見る観相への視点― 
         三田明弘〈日本女子大〉 
◇草双紙・浮世絵に見る〈観相〉の投影 山下則子〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 
◇日本近現代文学における「観相」言説研究へのアプローチ 
     屋代（高野）純子〈総研大日文専 RA〉 
研究課題名称 観相資料の学際的研究 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 相田 満 
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◇肖像処理の可能性  山田奨治〈国際日本文化研究センター・総研大国際日本専〉 
情報学的には観相データベース（トピックマップ）に近代文学に描かれた観相に関わる
場面を搭載した。具体的には、当該該場面の GIS 情報を記述することにより、地図と同時
に観相の場面が表示されるもので、今後は中国、日本の古典における観相場面も合わせて
搭載することにより、観相学の立場から文学・文化史を俯瞰するセンター的な役割を持た
せるようにしたい。 
また、データ示す SD 法によるアンケートにより、描かれた肖像の印象と観相による人相
の分類とを比較することにより、当該の肖像がどのような人相を想起して描かれたかを示
すことが可能であるとの道筋を示すことができた。このことは、古来より肖像画家は相法
の心得を持つべきとの言い伝えがあることから、将来的には肖像画の人相を SD 法のアンケ
ートを自動的に集計して判別する仕組みの開発の理論的裏付けが実証できたといえる。 
また、画像処理に関する研究については資料の入力に時間がかかったため、当該期間中
に論文にまとめることができなかったが、観相トピックマップに掲載した各部位の絵を使
用して、古籍相書に使用されている描く絵を画像処理により分析した結果、各相書間の描
写には矛盾がないことが判明した。このことにより、眉・目・口……などの絵に吉凶や善
悪などの意味判断が付されている相書の絵を実際の肖像や実在する人物を漫画風にデフォ
ルメした画像に変換したものと比べることにより、人物の顔認識を行うことの可能性が拓
かれることが判明した。この事は、今後の研究プロジェクトの主要テーマに据えるに十分
な可能性のあるものといえよう。 
何分にも、現代学問の世界においては完全に等閑視されていた分野であっただけに、さ
まざまな分野からのアプローチが可能な分野である事が次々と出来してきている。 
そんなことを痛感させられたのが、本研究期間を終えての正直な感想である。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
論文：相田満,騎馬武者像再考,説話 12,説話研究会,2014.10 
  論文：三田明弘,『太平広記』「相」部の編纂構造と日本の観相説話, 説話 12,説話研究
会,2014.10 
Mitsuru AIDA, Database compilation and the analysis of the phrenology document, 
PNC 2014 Annual Conference and Joint Meeting< At: National Place Museum in 
TAIWAN Taipei> 
 
 ※特設コーナーの内容については、下記 URL にて展示内容の解説と展示品の写真を参照
（展示ケース 1～4 の各行をクリック）することができる。 
http://www.nijl.ac.jp/pages/event/exhibition/2014/kanso.html 
ホームページ・データベース 観相トピックマップ 6 
 http://tmap1.topicmaps-space.jp/physiognomy/ 
   近代文学における観相場面を追加「作品」「著者」項目タブ 
  トップページの前書きは現在執筆中 
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○ 研究状況報告 
 本研究は「ニュー・ミュージオロジー」の名のもとで、21 世紀にふさわしい博物館・美
術館の展示のあり方と、その社会的使命の再定義をおこなうべく、学際的な研究組織によ
って構想されたものである。 
 今年度は本研究の最終年度であるため、７月、９月、１１月、１月、３月に 5 度の全体
研究会を実施して、研究テーマに関する深い理解を得ることを求めると同時に、研究者間
の相互理解を深めることをめざした。  
 それに加えて、本研究と密接に関係するミュージアムである「直島地中美術館」、「十和
田市立現代美術館」、「金沢 21 世紀美術館」等を研究班全体で訪れて討議する一方で、米国
ワシントンの「ホロコースト記念博物館」、「スミソニアン自然史博物館」を視察して、新
しい展示手法についての理解を深めた。 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 本研究は２つの課題をもって出発した。１つは、戦争や震災、疫病、大事故など、人び
とに多くの苦しみを与えた不幸な出来事を博物館がどのようにして展示するか。そしてそ
のことにより、どのような集合的な記憶の形成に寄与するか、という課題である。もう１
つは、２１世紀にふさわしい民族学博物館はどのようなものか、とくに美術館とどのよう
なかたちで共存しうるか、という課題である。 
 このとき、前者については、現在論文集の刊行に向けて準備を進めており、国立民族学
博物館の出版助成を得て、明石書店より出版の予定である。一方、後者の課題については、
フランスの人類学学術誌『Technoques&Culture』誌で特集号を出版する予定であったが、
論文がすべて集まってはいないため、その出版は平成２７年度後期になる予定である。 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 竹沢尚一郎編著『フォーラムとしてのミュージアム』（明石書店、２０１５年９月刊行予
定）。この論文集には、本研究の直接の成果である竹沢尚一郎の「序文」の他に、研究会で
おこなわれた以下の発表や視察報告が含まれている。田村朋久「ハンセン病療養所の保存 
―手段としての世界遺産―」、平井京之介「「公害」をどう展示すべきか――水俣の対抗す
る２つのミュージアム」、濱田武士「平和の聖地と悲惨のありか」、荻野昌弘「カンボジア
における復興と虐殺の記憶」、伊東未来「侵華日軍南京大屠殺遇難同胞紀念館（南京大虐殺
紀念館）」、竹沢尚一郎「トラウマを超えて――東日本大震災の展示と震災遺構の保存をめ
ぐって」。 
研究課題名称 ニュー・ミュージオロジーの確立のための研究 
応募事業区分 戦略的研究 
申請代表者氏名 竹沢尚一郎 
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○ 研究状況報告 
本研究事業は、手話言語学の最新の研究成果や講義の内容を、インターネットを利用して世
界へ配信するための手法を研究し、基盤を整備することを目的とすることを目的として、2012 年
から三年計画ですすめてきた。 
当初の成果目標は、国立民族学博物館で開催予定の一連の国際シンポジウムおよびワーク
ショップの内容を収録して素材とし、双方向配信の現場および事後活用法を検討、将来的な
ORE 利用を視野に入れたコンテンツの整備にあった。初年度二年間で具体的な資料の処理方
法や配信用画像の制作方法、掲載の形式やその問題点等を整理したが、今年度は今後にむけ
て、二年間ででてきた問題点に対する具体的な対応策を考えると同時に、今後の方向性を知る
ためのユーザビリティテストを行うことで、今後の高等教育機関における手話翻訳映像利用への
足掛かりにすることができたと考えている。 
具体的には、i) 内容を効果的に伝えるための４言語（研究集会の現場で使用する日本語・日
本手話・英語・アメリカ手話）と字幕の利用に関する研究、ii) 教材の形に結びつけるための構成
案の作成、iii) ii) の結果を受けたコンテンツ蓄積のためのプラットフォーム造り, iv) プレゼンテ
ーションの手法の検討、の４点に取り組み、手話言語学配信のための共同で利用可能な基盤ウ
ェブサイトが完成させた。 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
1） ストリーム配信事業の継続 
昨年度に引き続き、国立民族学博物館が主催する手話言語学関係のワークショップとシンポジ
ウム（10 月 4～5 日予定）のストリーム配信を、web 配信のための映像収録を兼ねて行った。 
2） 日本語・日本手話版の完成、データ収録方法のマニュアル化 
本プロジェクトで収録した講演映像について、アーカイヴ化を目的としてウェブ掲載をすすめる
と同時に、開発アプリ（以下の(3）参照）を利用して掲載するためのデータ整理を行った。現場
での収録方法、字幕原稿準備や手話通訳の再収録等に関する方法と手順、注意事項等につ
いては、現在、報告書の形にまとめられるよう、整理中である。 
3） 配信映像の形式の検討とアプリの作成 
研究課題名称 手話言語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向け
て― 
応募事業区分 事業枠①「戦略的共同研究Ⅰ」 Ⅳ.「複合領域」 
申請代表者氏名 菊澤律子 
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本プロジェクト開始当初は、テレビ画像を用いた固定画像を作成していたが、初年度にユーザ
ーがカスタマイズできる、コンピューターベースのシステムが望ましいとの案がでていた。この議
論を受けて、NPO 法人と提携してアプリを作成し、現在、実用化に向けて引き続き、作業をす
すめている。 
4） e-learning や OER を視野に入れたウェブサイト掲載方法の見直し 
アプリの公開を視野にいれ、利用のしやすさの観点からウェブサイトの構成について、検討し
た。 
5)  研究のためのデータ利用の検討 
本項目については、公開することで外部利用に結びつける、というところまでとなっており、今
後の発展が期待される。とくに、コーパス利用、翻訳論等における研究のためのデータ利用の
可能性を整理し、データの保管方法を検討する必要がある。 
6)  この三年間の成果を受けて、今後、本研究事業の成果をどのように発展させていく可能性があ
るのか、メンバー全員で議論した。 
 
手話の語学教材はインターネット上で見られるようになってきたが、手話言語学に関しては依然
研究者の数が少なく、大学でもほとんど開講されていないのが現状である。本研究事業は、ろう者
を含む関連分野の専門家が連携し、世界各地で開催されるこの研究分野の講義・講演を取り込む
場を作成、手話話者のコミュニティーを含む国内外の広い対象に向けて発信しようとする点で独創
的であり、また先駆的である。大学院生等にとってのリソースへのアクセスを容易にすることで研究
者のすそ野を広げるのみならず、映像収録においてはろう・聴の手話通訳者教育にもつながる。
制作するサイトは一般社会に専門知識を提供する場にもなり、ろう文化理解への社会的要請にも
応えるものとなる。 
事業を進める中で明らかになったことに、日本では、高等教育機関の関係者の間で、「字幕があ
れば聴覚障害者対策は十分」とする誤解がひろく存在することが判明した。2016 年４月より障害
者差別解消法の施行されることからも、今後、大学や大学院を含む学術研究機関等におい
ては、これまで以上に、聴覚障害のある学生支援に対する正確な知識をもち、個別の状況
において効果的な対応が求められるようになると考えられる。その文脈での新たなニーズ
も見据えつつ、本事業の成果を実用化に適した形にするための研究を継続したいと考えて
いる。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
事業ウェブサイト 
http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html 
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公開済み講演映像リスト 
http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/lecture.html 
 
開発アプリによる講演映像テストサイト 
http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/lecture_02.html 
 
 
236
 1 
 
（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
 
 
 
 
○ 研究状況報告 
前年度に引き続き、研究参加者がそれぞれに野外調査と資料の分析を継続し、それぞれの専門領域が
提供できる知見や研究・分析手法についてさらに議論を深めた。 
 当初計画で予定していた情報学的研究による、「料理」インデックスならびに環境改変マップの構築
はやや遅れている。これは、当初の予定以上に、現地社会における食の様相が多様であり、画一的な「料
理」を定めることが現地における慣習的、継承的な文化を必ずしも正当に評価しているとは言えないこ
とが明らかになってきたからである。情報学的アプローチによる分析に必要な条件については次年度に
検討を行う予定である。 
 また平成 27 年３月 20 日には一般にも公開した公開セミナーを実施し、研究成果の社会的普及を行っ
た。 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
その結果、料理の環境史を考えるうえで重要となる３つの視点がうかびあがってきた。具体的には、
１）移動から定住の過程と生態資源選択、２）日常と非日常の生態資源選択、３）動物性資源と植物性
資源である。１）については定住化と食との関係、特に狩猟採集と農耕との共存可能な遷移状況の中で、
料理の変化、食材の変化、調理方法の変化等を中心に検証することが西アジアの考古学調査、東南アジ
ア大陸部の狩猟民の調査を通して浮かび上がってきた。２）については、拠点集落とキャンプサイト、
日常と非日常の間における料理の変化、食材の変化、調理方法の変化等を中心に検証することが、タイ
およびラオスの生態人類学的調査から見通しとして得られている。３）については、台湾における人類
学的調査と縄文時代における植物利用の検証を通して、料理の変化、食材の変化、調理方法の変化を動
物資源の利用時と対比的に考察している。 
 平成２７年度は野外調査と分析とを継続するとともに、前年度に設定した課題にそって、統合的な共
同研究を進めるための討議をおこなう。また、必要に応じて共同調査を実施する。年度後半には、研究
参加者の最終的な成果報告の検討会合を実施し、研究のとりまとめを行ったうえで、報告書の作成を行
う。報告書は PDF 化した電子媒体を基本的に想定しており、これを関係する研究領域の研究者に頒布
する予定である。また、学内公開セミナー、市民向けのセミナーを実施し、研究成果の発信、普及を学
術論文、書籍、インターネット等の各種メディアでの公開と並行させていく。また、料理・環境複合レ
シピ DB のプロトタイプの構築を研究期間内にはかり、試行的公開を実施する。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
野林厚志「台湾原住民族の料理の環境文化史」『第７回日台台湾原住民族研究論壇』国立政治大学原住
民族研究中心、台北、2014 年 10 月 
研究課題名称 「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に
与えるインパクト 
応募事業区分 戦略的共同研究 
申請代表者氏名 野林厚志 
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Nobayashi Atsushi  'A  hunting  practice  of  'Ryoyukai':  the  relationship  between hunters  
in  voluntary  organization  in  Japanese  local  society.'(IUAES Inter-Congress 2014)May 
2014 
Ikeya K. 2014 Human history of nomadism and sedentarism among nomadic peoples.(IUAES 
Inter-Congress 2014)May 2014 
Nakai S. and K. Ikeya2014Sedentarizing process and socio-economical changes of the Mlabri 
hunter-gatherer in Thailand.(IUAES Inter-Congress 2014)May 2014 
中井信介（印刷中）「家畜飼育からみたタイ農村の生業変化」池谷和信編『熱帯家畜資源学の試み』京
都大学学術出版会 
高橋遼平・姉崎智子・本郷一美・黒澤弥悦「現生リュウキュウイノシシの DNA 解析：遺跡出土資料の
解析結果を正しく解釈するために」『日本動物考古学会第 2 回大会』福井、2014 年 11 月.（口頭） 
高橋遼平・姉崎智子・本郷一美・黒澤弥悦「先史人類は琉球列島へイノシシ・ブタを持ち込んだのか？：
現生リュウキュウイノシシの分子系統解析」『第 68 回日本人類学会大会』浜松、2014 年 11 月.（ポス
ター、査読有） 
Ryohei Takahashi “Zooarchaeological study of introduction of Sus scrofa into the prehistoric 
Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” ” 12th International Conference of ArchaeoZoology 
(ICAZ2014), San Rafael, Argentina, Sepember 2014. 
 
【公開セミナー】 
－生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト－ 
2015 年３月 20 日（金） 民博第５セミナー室 参加人数：29 名 
11:00～   受付・展示場内自由参観 
12:55   集合（東南アジア展示場前） 
13：00～  「東南アジア展示場の解説－ベトナム、タイ族の囲炉裏まわりの再現展示を
中心として－」樫永真佐夫（地域文化学専攻、国立民族学博物館） 
13：30～  一般受付 
14：00～15：15  特別講演（一般公開・中国語逐次通訳付） 
         「”Kulabaw（田鼠 )料理：狩獵、飲食與環境變遷的關係」 
          （邦題：クラバウ（田ネズミ）料理：狩猟と飲食と環境変化との関係） 
          講演者：林志興（台湾国立台湾史前文化博物館・主任研究員） 
15：30～16：45   学融合推進プロジェクト「料理の環境文化史」成果報告会（一般公開） 
          報告者： 
          野林厚志（地域文化学専攻・教授、国立民族学博物館） 
          池谷和信（地域文化学専攻・教授、国立民族学博物館） 
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○ 研究状況報告 
今年度は２回の研究会を開催した。 
1-1. 第５回研究会（於：広島大学、2014 年 6 月 19～21 日） 
ここでは人工生命への様々な試み、また村上陽一郎氏にも参加いただいての知性・文明と
いう刺激的なテーマに加え、丸山氏による生命の発生と進化に関する包括的な「生命惑星
学」の提案があり、盛んな議論が行われた。また広島大学天文台を視察した。 
 
1-2. 第 6 回研究会（於：湘南国際村生産性国際交流センター、2014 年 12 月 11～13 日） 
本事業での最終回となる第 6 回研究会では、まとめとして「宇宙（宇宙を視点においた地
球を含む）における生命」の研究は今後どのように進むか、ロードマップを議論するとと
もに、大学における宇宙の生命研究と教育についてもそれぞれの所属組織における状況を
報告し、今後の具体的行動案について議論を行った。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 「宇宙の生命」研究は最も価値の高い、また典型的な学際的新研究分野の１つであると
いえる。天文・宇宙分野、地球進化や生物進化、地球と生物の共進化、生命の起源、人類
進化と文明など、現在学術会議の夢ロードマップや、他大型プロジェクトなどがない分野
も含めてそれぞれの展望を議論、共有したことは大いにそれぞれの分野の最先端で活躍す
る参加者にとって参考となり、刺激となった。また、このアストロバイオロジーという新
分野は今後長きにわたって発展していくことが期待されるが、次世代の研究者を育成し、
専門研究者以外の支持者を広く一般に醸成するための大学における教育についても報告・
検討されたことは大変有意義な成果であった。 
本年度も研究会で使用された発表資料はＤＶＤとしてまとめ、参加者に配布した（添付）。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
なし。 
教科書「アストロバイオロジー入門」（東大出版会）は本文（コラム以外）の原稿が集ま
り、最初に提出してから研究の進展によって書き換えが必要な部分の改訂、編集委員によ
るクロスチェックが行われ、現在は装丁等刊行前の最終段階にある。 
 
研究課題名称 惑星科学と生命科学の融合：生命概念の普遍化をめざして 
応募事業区分 事業枠（Ａ）「戦略的共同研究Ｉ」 
申請代表者氏名 長谷川 眞理子 
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発表タイトル 
第 5 回研究会（2015 年 6 月 19～21 日 広島大学学士会館） 
1. 初期生命への実験・シミュレーション（東工大・星元紀） 
2. 数理モデルに基づいて生体高分子ネットワークを実装する （東工大・木賀大介） 
3. 粘菌アメーバの解探索ダイナミクスに着想を得た生化学シミュレーションモデル 
  （東工大・青野真士） 
4. 普遍生物学：生きていることの動的状態論（東大・金子邦彦） 
5. 人工細胞モデルの進化実験（阪大・四方哲也） 
6. 知性と文明（国立天文台・海部宣男） 
7. ホモサピエンスはいつ、どのように知性を獲得したか（総研大・長谷川眞理子） 
8. 人類の文明は必然か偶然か（村上陽一郎） 
9. 生命惑星学の試案（東工大・丸山茂徳） 
 
第 6 回研究会（2015 年 12 月 11 日～13 日 湘南国際村生産性国際交流センター） 
I. 大学における宇宙の生命研究と教育 
1. 宇宙生命教育の価値 （東工大・星元紀） 
2. 物理学の立場から：東大物理学科での経験を中心に（東大・須藤靖） 
3. 天文学の立場から：ＮＩＮＳの計画を含めて（東工大・井田茂） 
4. 生命科学の立場から：アメリカなどの状況を含む（共和化工（株）環境微生物研究所 
大島泰郎） 
5. 大学の学部教育における宇宙生命研究：国内の現状を調査し紹介（阪大・芝井広） 
6. 所属大学・機関における宇宙生命に関する学部教育（全員） 
 
II. 宇宙生命論研究の展望とロードマップ 
1.  天文・宇宙での”コンタクト”へのロードマップ（国立天文台・海部宣男） 
2. 太陽系内天体における生命探査のロードマップ（東京薬科大学・山岸明彦） 
3. 太陽系外惑星における生命探査のロードマップ（東大・田村元秀）  
4. 地球進化の理解と展望（東工大・丸山茂徳） 
5. 生命進化の理解の展望（東京薬科大学・山岸明彦） 
6. 地球環境と生命の共進化の理解の展望（東大・田近英一） 
7. 生命の起源の理解の展望（横国大・小林憲正） 
8. 人類進化と文明の理解の展望（総研大・長谷川眞理子） 
 
他参加者： 磯部洋明（京都大学）、長沼毅（広島大学）、遠藤慎一（日本宇宙生物科学会）、 
大森聡一（放送大学）、眞山聡（総研大）、大石雅寿（国立天文台）、阿部豊（東京大学）、 
小松睦美（総研大）、望月優子（理化学研究所）（順不同） 
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（様式 3） 
平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
分子進化学的解析、分子生物学的解析、行動学的解析、生理学的解析の４つの側面からのそれ
ぞれの解析について以下にまとめる。 
 
① 分子進化学的解析：これまで、アメリカムラサキウニ、チビイトマキヒトデのゲノムデータを網
羅的に解析することにより、それぞれのゲノム中の TRPA ホモローグを含む TRP ホモローグ
を複数同定した。さらに、バフンウニ幼生の RNA-seq を全ゲノム塩基配列から同定された
TRPA 候補遺伝子が実際に発現されているかを調べた。その結果、アメリカムラサキニの全
ゲノム塩基配列からの予測では 8 つであったが、少なくとも 7 つの TRPA 遺伝子コピーがバ
フンウニの幼生に発現していることを確認した。 
 
② 分子生物学的解析： これまでにイトマキヒトデゲノムから単離した AP-TRPA の発現解析を
行った。RNA レベルとタンパク質レベルのいずれにおいても、発現は非常に少ない事が分か
った。一方、イトマキヒトデ幼生の RNAseq 解析を行ったところ、AP-TRPA の他に TRPA のホ
モローグがもう一種類、と TRPM のホモローグが 6 種類、TRPV のホモローグが１種類同定さ
れた。 
 
③ 行動学的解析：ヒトデの幼生の走温性を定量的に解析するために、温度勾配のあるチャン
バー中の個体密度を計測した。その結果、温度走性を定量的に表現することに、成功した。
またこの方法を用いて、広範の TRP の阻害剤である Rutenium red により、この走性が阻害
されることが示された。この結果は、走性行動に、TRP 遺伝子が関与していることを強く示唆
する。 
 
④ 生理学的解析： Ap-TRPA を Xenopus 卵母細胞に強制発現させた場合に、Ap-TRPA は細
胞膜に限局して分布していた。また Ap-TRPA は脊椎動物や昆虫の TRPA1 アゴニストにより
活性化されること、熱刺激により活性化され、その活性化温度閾値は約 36℃であることを示
した。 
 
 
研究課題名称 温度感受システムの進化生理学 
—無脊椎動物をターゲットとしてー 
応募事業区分 ①「戦略的共同研究Ⅰ」 
申請代表者氏名 颯田 葉子 
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○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
来年度は最終年度にあたるため、成果出版を視野に入れて研究活動を行う。そのために、以下の
計画を遂行する予定である。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
Shigeru Saito & Makoto Tominaga, Functional diversity and evolutionary dynamics of thermo TRP 
channels. Cell Calcium doi:10.1016/j.ceca.2014.12.001 
 
 
 
 
 
 
① バフンウニ、イトマキヒトデでの温度走性関連候補遺伝子として、様々なTRPのホモローグ
のクローニングを行いと電気生理学的な特性を明らかにするとともに、分子進化学的解析を
行い、無脊椎動物でのTRP遺伝子の進化の過程を明らかにする。 
 
② イトマキヒトデで発現が確認された、TRPM, TRPV、および新たに同定されたTRPAに関して、
モルフォリノオリゴにより温度走性を抑制できるかどうかを明らかにするとともに、これらの受
容体の電気生理学的特性を明らかにする。 
 
③ 温度走性の行動解析で一個体の遊泳軌跡を追跡するシステムを開発し、個体の行動を解
析する。 
 
④ これまでの結果から、AP-TRPA1は温度走性に関与する可能性は低いが、一方で、発生学
的に重要や役割を担っている可能性が示唆された。この発生学的な役割を明らかにするた
めに、モルフォリノオリゴで発現を抑制できるかどうか、アフリカツメガエル卵母細胞の系で
確認するとともに、効果的な抗体を見つける。 
 
⑤ 公開講演会を開催しこれまでの結果の報告をするとともに、論文としてまとめる。 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 本研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ，自然界にある蛍光の性質を解
析し，蛍光が作られる機構と蛍光の生物学的意味を理解することを目的としている．自然
界の蛍光の性質では，沖縄県瀬底において非常に波長幅の狭いレーザー光源を用いること
により, 励起光と蛍光を分離してのサンゴの蛍光を測定することに成功した(寺井担当). ま
た, 複数の励起光を含む特殊光源による蛍光の測定も試みており, 光情報解析を行いなが
ら測定条件の検討を進めている(佐藤, Yinqiang 担当). このサンゴの蛍光を作る機構を調べ
るために次世代シークエンス解析を行った. その結果, サンゴの蛍光の基盤となる蛍光タ
ンパク質はこれまで知られていたより非常に多い 30以上もの遺伝子群で構成されることが
明らかとなった(寺井担当). このような自然界の蛍光の生物学的意味を明らかにするために, 
花性昆虫であるナミアゲハを用いた蛍光弁別実験の系を立ち上げた(木下, 佐藤担当). この
系は蛍光物質を含む透明塗料の有無が異なる色紙をナミアゲハに学習させ, 蛍光の有無に
より行動が異なるかを評価し蛍光の弁別を明らかにできる. 行動実験の結果, ナミアゲハ
は弱い蛍光であっても弁別できることが明らかになった(木下担当). このようにして, 本研
究では自然界に存在する蛍光の性質, 蛍光が作られる機構, 生物による認識を明らかにし
てきた.  
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
本研究計画の中で, 平成 27 年度には自然界にある蛍光の性質を解析(サンゴの蛍光), 蛍光
が作られる機構(蛍光タンパク質遺伝子), 蛍光の生物学的意味(ナミアゲハの蛍光弁別)を明
らかにしてきた. 平成 28年度にはハイパースペクトルカメラを用い, サンゴと陸棲植物を
対象に光情報を解析し，反射・蛍光の分光特性（強弱や反射および蛍光の波長成分など）
を詳細に解析する．また, 蛍光の生物学的意味では，花と葉から出ている蛍光の波長を
用いて，花性昆虫であるチョウ類の視覚行動と蛍光情報の関係を明らかにする．これら
により, 自然界の蛍光の重要性を明らかにする予定である． 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
国際学会発表 
1. Separating Fluorescent and Reflective Components by Using a Single 
研究課題名称 自然界の蛍光の世界を理解する 〜光情報解析と生物学的解析
の融合〜 
応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 佐藤 いまり 
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Hyperspectral Image. Yinqiang Zheng, Ying Fu, Antony Lam, Imari Sato, Yoichi 
Sato; The IEEE International Conference on Computer Vision (ICCV), 2015, pp. 
3523-3531. 
2. Genetic diversity of fluorescent protein genes generated by gene duplication and 
alternative splicing in reef-building corals. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko 
Satta, Yohey Terai. SMBE meeting, Vienna, June 12-16, 2015 
国内学会発表 
1. ミドリイシ属サンゴ生体が放射する蛍光の遺伝的 基盤とその進化 仮屋園(高橋)志
帆 , 五條堀淳, 颯田葉子, 寺井洋平  日本進化学会大会 東京, 8 月 20 日 2015 年 
発表論文 
1. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko Satta, Yohey Terai. Genetic diversity of 
fluorescent protein genes generated by gene duplication and alternative splicing 
in reef-building corals Zoological Letters, 1:23 (2015) 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
1. 哺乳類の「見えない光」の受容機能を担うメラノプシンが、「見える光」の受容（視覚）
を担う光受容タンパク質とはどのように異なる分子特性を持つのかを解析するために、
種々の哺乳類メラノプシンの分子特性を、分光学的・電気生理学的手法を用いて解析
した。 
 
2. アゲハ（Papilio xuthus）尾端に存在する光受容細胞について、そこに発現する光受容
物質の同定を目指した分子生物学的実験を開始した。オスアゲハの scaphium（光受容
細胞を含む尾端の構造）を 21 頭分単離し、mRNA を抽出したあと、次世代シーケン
サーを用いて RNA—sequence (RNA-seq)解析を行った。 
 
3. ゼブラフィッシュ(Danio rerio)などの硬骨魚類に存在する眼外光受容器官である松果
体・副松果体で機能する光受容タンパク質パラピノプシンが、ゲノム中に２種類存在
することがわかったため、それらがどのような分子特性・機能の違いを持つのかを、
分光学的・生理学的に解析した。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
1. 精製した哺乳類メラノプシンを生理的温度の 37℃に保持すると、発色団として機能す
るレチナール分子が自発的に放出されるが、メラノプシンに近縁な無脊椎動物の視覚
を担う光受容タンパク質ではそのような反応は起こらないことがわかった。また、哺
乳類の種間でも、メラノプシンからのレチナールの放出しやすさが大きく異なること
も明らかにした。すなわち、哺乳類メラノプシンが自発的に光受容能を失う特性を持
つことで、メラノプシンが機能する網膜神経節細胞が強い光入力でも応答が飽和しな
いことに寄与し、またそれぞれの動物種での環境光受容感度を調節していることを示
唆する結果を得た (Tsukamoto et al., JBC, 2015)。今後は、環形動物や節足動物などの無
脊椎動物において「見えない光」の受容を担うエンセファロプシンの分子特性を解析
する予定である。 
 
 
研究課題名称 動物が「見えない光」を受容するメカニズム 
-化学と生理学を融合したアプローチ- 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 古谷祐詞 
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2. RNA-seq の結果、紫外線受容型オプシンと思われるタンパク質分子の１つ PxUV-like
が、候補として絞られた。このオプシンは、ショウジョウバエでも機能が不明の Rh7
に相同な分子であり、アゲハで新たな機能が解明されれば、ショウジョウバエなどの
他の昆虫での機能も明らかになってくると期待される。今後は、メスで光受容細胞を
含む構造（papilla analis）を単離、同じく RNA-seq を行って分子の同定を行う。一方、
PxUV-like オプシンに対する特異的な抗体を作成、免疫組織化学法で、このタンパク質
を発現する細胞を同定すること、CRISPR-Cas9（ゲノム編集）法で PxUV-like をノッ
クアウトし、光受容細胞の電気生理学的反応、微細構造、行動への影響を調べる予定
である。 
 
3. 硬骨魚類が持つ 2種類のパラピノプシンは、1つは紫外光を受容し、もう 1つは青色光
を受容するという違いがあることがわかった。変異タンパク質を用いた解析から、7回
膜貫通構造の中の 2番目の部位が、異なる色を受容するために重要であることがわか
った。さらに生理学的解析から、両パラピノプシン分子がそれぞれ異なる生理機能を
担っていることが示唆された(Koyanagi et al., BMC Biol., 2015)。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. Tsukamoto H, Kubo Y, Farrens DL, Koyanagi M, Terakita A, Furutani Y., " Retinal 
Attachment Instability Is Diversified among Mammalian Melanopsins.", J. Biol. 
Chem., 290, 27176-27187, 2015.  
2. Koyanagi M, Wada S, Kawano-Yamashita E, Hara Y, Kuraku S, Kosaka S, 
Kawakami K, Tamotsu S, Tsukamoto H, Shichida Y, Terakita A., " Diversification of 
non-visual photopigment parapinopsin in spectral sensitivity for diverse pineal 
functions.", BMC Biol., 13, 73, 2015.  
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
平成２7年度は初年度から前年まで続けてきた次の 3つの基礎テーマを土台とし，前年度より開始
した 1つの応用テーマに基づいて進めてきた． 
(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SCの実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 
(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SCのメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 
(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SCの行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担
当：宮尾・佐藤・坊農) 
(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高
梨・坊農ら) 
 前年度まで続けてきた基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論
文執筆と学会発表を多数行ってきた．基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもら
い，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)のラーニングログを登録してもらった．また、データ
を分析し、どの展示に対して、どのようなログが記録されているかを視覚的に表示する機
能を開発した。基礎テーマ 3 では，前年に収録した「未来館 SC コーパス」の言語アノテー
ション，非言語コーディングを実施した．特に非言語コーディングは，動画を１秒刻みの
幅に分割し，ウィンドウを形成した．さらに，そのウィンドウの中に動作の有無， 動作の
種類（自律的か否か），静止状態の分類を行い，一致率の高い非言語コーディング手法につ
いて整備を進めた． 
 以上の前年度までの成果を踏まえ，平成 27 年度は応用テーマ 4，「ディスカッション型教
育メソッド」開発を中心に研究を進めた．具体的には，コミュケーション研究の知識を持
つ 4 名の大学院生をアルバイト雇用し，「レリバントアノテーション」と名付けたアノテー
ション作業を実施した．本手法は，従来研究で用いられてきたような，行為を記述するため
の「行為タグ」，行為間の関係を記述するための「対話タグ」，対話に内在する情報の新旧やトピ
ックに関する構造を記述するための「談話タグ」等のタグセットを事前に準備せず，会話分析
および相互行為分析の手法を用いて，より参与者の志向性および理解にもとづいた，「参加
者にとってレリバントな行為記述」を提供するといったものである． 
 研究期間内にアノテーション完了したファイルは 32 ファイル，完了した時間は 36 分 13
秒，アノテーション実施箇所 2,082 箇所，各モダリティに対するアノテーション数 2,446(内
訳 hand: 815, foot: 229, face: 579, body: 308, meta: 515)である．学融合研究事業としての
研究課題名称 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカ
ッション型教育メソッドの開発 
応募事業区分 事業枠④「育成型研究者研究支援」 
申請代表者氏名 坊農真弓 
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研究機関は終了したが，引き続きこの基礎データを用いて分析を進める予定である．また，
この基礎データは「ディスカッション型教育メソッド」構築の資料となるものであり，教
育メソッド構築はこれからの課題である． 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 平成 27 年度の研究事項は，(1)総研大生を対象にした「ディスカッション型教育メソッド」に基づく
講義の提供，(2)(1)の受講者を対象とした「未来館 SC 体験ツアー」の実施，(3)平成 25 年度と平成
26 年度に得た，知見(実践知理解とスキル評価尺度)をディスカッション型教育メソッド開発へ適用
する可能性について，他の博物館・科学館関係者との議論を通して検討することであった．(1)の講
義の提供は学融合教育事業総研大レクチャーに採択いただき，「科学と対話」というリレー講義を，
TELAS を用いて実施した(詳細は総研大レクチャーの報告書を参照のこと)．また(2)についても総
研大レクチャーの中に組み込んで実現した．(3)については公開セミナーにご参加いただいた博物
館・科学館関係者といくつか議論を進めた． 
 当該事業年度の設定目標は，(1)初年度から実施してきた基礎テーマについて，重要度の高い
国内・国際会議で研究成果を報告し，国内・国際ジャーナルに論文を投稿すること，(2)総研大生
への講義提供を成功させること(例：参加学生の募集方法の工夫など)，また(3)国内の科学館・博
物館関係者，研究者向けの公開WSを開催することによって，我々のプロジェクトの全体像とディス
カッション型メソッドの有用性を確認することであった．こうした目標や見込みのもと，先述した「レリ
バントアノテーション」の手法構築と総研大レクチャー「科学と対話」をおこなった． 
 今後はこれらの成果をディスカッション型教育メソッドの開発に利用し，教育メソッドの開発と講義
への展開を，総研大学融合推進センターの教員らと共同で進めたいと考えている． 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. 船越孝太郎，東中竜一郎，稲葉通将，小林優佳，高梨克也，大塚裕子，小磯花絵，坊
農真弓 (2016) テーマセッション３：対話・言語コミュニケーションにおける主観性
とその評価, 言語処理学会第 22 回年次大会(NLP2016) (3 月 7 日-11 日, 東北大学) 
2. 坊農真弓，須永将史 (2016) 参与者の理解に基づく身体動作のアノテーション手法の
提案，第 76 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, 
pp.7-12 (2 月 29 日-3 月 2 日，長野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 
3. 坂井田瑠衣，榎本美香，伝康晴，坊農真弓 (2016) フィールドに依存した身体相互行
為の組織化過程 ―歯科診療における「修正」のやりとり―，第 76 回 人工知能学会 言
語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, pp.17-22 (2 月 29 日-3 月 2 日，長
野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 
4. 大崎章弘, 坊農真弓, 緒方広明, 高梨克也, 宮尾祐介, 牧野遼作, 城綾実, 本田ともみ, 
森田由子 (2015) 科学コミュニケーターの対話スキル養成を支援するリフレクション
システムの構築, ヒューマンインタフェースシンポジウム 2015 論文集, pp.893-896. 
(9 月 1-4 日, 公立はこだて未来大学) 
5. 牧野遼作, 城綾実, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾 祐介(2015) 実世界における
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身体動作のコーディング・セグメンテーション手法の提案−日本科学未来館における科
学コミュニケーターと来館者間の対話を対象に-，人工知能学会第 29 回全国大会．(5
月 30-6 月 2 日，公立はこだて未来大学)  
6. 牧野遼作，古山宣洋，坊農真弓(2015) 会話の映像収録冒頭部分の検討-実験環境会話
データとフィールド環境会話データの比較を通して- 日本認知科学会第32回大会発表
論文集，pp.1040-1047 (9 月 18 日-9 月 20 日, 千葉大学) 
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○ 研究状況報告 
 カラスによる農作物被害は約 21 億円に達している（農林水産省 平成 24 年）。その他、
営巣による配電トラブル、家畜や展示動物への咬傷、街中での騒音、糞害など、前述の農
業被害以外にもカラスによる深刻な被害がある。これらの被害軽減のため、日本全国で箱
罠によるカラスの捕獲が行なわれている。捕獲には箱罠の設置費用や維持のためコストが
かけられている（東京都では年間１億円程度）が、捕獲されたカラスは、ほぼ 100%が有効
利用されることなく、処分されている。もし、カラスの肉に食資源としての利用価値が見
出されれば、コストの一部を還元できるかもしれない。しかしながらカラスは屍肉を食べ
る動物であり、生物濃縮による汚染など安全面が危惧される。そこで本研究は、カラスの
肉の栄養成分の他、食肉としての安全性を調べることを目的とした。また、カラスは死に
まつわるイメージなどから、食用にするには抵抗を感じる人が多いと推察されるが、どの
程度の割合の人がカラスの肉を食べたいと思うのか、受容性も調査した。さらに、有害捕
獲されたカラスの有効利用の一つとして、研究資源としての利用の可能性を探るため、培
養細胞の作出を試みた。 
 長野県および神奈川県にて有害捕獲されたハシブトガラスとハシボソガラスを屠殺した
後、浅胸筋を採取した。採取した浅胸筋について、遊離アミノ酸、無機類、残留農薬、残
留抗生物質、細菌類の定量を行った。その結果、カラスの浅胸筋にはタウリンと鉄分が豊
富に含まれることがわかった。また、長野県で捕獲されたカラスの一部において農薬で使
用される Dichloro-diphenyl-trichloroethane とヒ素、水銀が検出されたが、大量に摂取し
なければ問題ない程度の微量であった。神奈川県ではすべての項目において検出限界以下
であった。したがってこれらの解析結果から、カラスの肉は栄養面で優れており、また、
今回の分析では安全面でも問題が無かったことから、食資源として利用できる可能性が高
いことが示された。 
 30-50 代の 142 人の主婦を対象とした市場性の調査の結果、15%がカラスの肉を食べた
いと回答した。カラスの肉を食べたい理由として、珍しいからと回答した割合が高く、カ
ラスの肉を食べる上で重要な条件として、衛生面での安全性、味と回答した割合高かった。
カラスの肉の安全性が証明でき、また、許容できる調理法を開発できれば、珍しいという
理由で購入される可能性は高く、市場性はあることがわかった。また、20-70 代の男女 34
人が参加した試食会にて燻製肉の食後のアンケートを行った結果、半数近くの被験者には
研究課題名称 有害捕獲された野生動物の利用とその過程で起こる諸問題の
検討 ―カラスを例として― 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 塚原 直樹 
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許容される味であることがわかった。 
 また、研究資源としての利用の可能性を探るため、カラスの培養細胞の作出を試みたと
ころ、カラスの腎臓由来の初代培養の樹立に成功した。したがって、非モデル動物のバイ
オリソースとして有効利用することが可能となった。 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 本研究により、カラスの肉には栄養的価値があり、安全性に問題はなく、市場性と受容
性があることがわかった。したがって、有害捕獲されたカラスは食資源として十分に有効
利用できると期待される。 
 現状、カラスは食資源として社会に認知されていない。そのカラスが食資源として社会
に認知される過程は非常に興味深い。カラスには、感覚的な負のイメージが強いが、今後
は、その負のイメージを払拭するための仕掛け（試験、調査の情報に基づく普及活動）に
より、新たな食資源として受容されるか、を実験的に試み、受容される過程で鍵となった
事象を明らかにしたい。 
 具体的には、１）複数地域のカラスの肉の安全性の検査を行い、有害物質の蓄積の地域
差を調べる。２）まだわかっていないカラスの肉の栄養機能性を探るため、疲労回復の機
能を持つイミダゾールジペプチドを始めとした栄養機能性を調べる。３）カラスを食べて
いた事例を調べるため、日本と海外でカラスを食べていた事例について、どのように食べ
られていたのか、またどうして食べられなくなったのかについて文化人類学的に調査を行
う。４）カラスの肉の最適な調理法、加工法を検討する。５）供給者側の意識変化に関す
る調査および意識変化を促す因子の調査を行うため、ジビエ解体場やレストラン、加工場
にカラスを市場に出すことへの協力を依頼し、その過程での初年度から最終年度までの供
給者の意識変化を調査する。変化した場合は、普及活動の中のどの因子の影響を受けたの
か分析する。６）消費者側の意識変化に関する調査および意識変化を促す因子の調査を行
うため、市民セミナーを行う他、マスメディアへの露出、本の出版を通じて、カラスの肉
の普及活動を行い、それに伴う消費者の意識変化を調査する。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
【学会発表】 
1) 塚原直樹 ら、「カラスは食資源として利用できるか?」、カラスシンポジウム 
2) 田辺秀之、塚原直樹、「カラスの初代培養細胞作成の試み」、カラスシンポジウム 
3) 蕪山由己人、塚原直樹 ら、「ハシブトカラス骨格筋中のタウリン含量と筋収縮」、カラ
スシンポジウム 
4) 塚原直樹 ら、「カラス肉の食資源としての可能性と安全性の検討」、日本畜産学会第 119
回大会 
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5) Tsukahara N, et al, Nutrients and toxic substances in crow meat, IWMC2015 
6) 二瓶泰雅、塚原直樹 ら、カラス肉の食資源としての可能性を探る-栄養成分の解析-、日
本畜産学会第 120 回大会 
7) 塚原直樹、カラスは食資源として利用できるか？、第３回狩猟サミット 
8) 葉山美咲、塚原直樹 ら、「カラス肉はどんな味か？そして許容されるか？」、畜産学会
第 121 回大会 
9) 塚原直樹 ら、「カラス肉はどんな味か？そして許容されるか？」、畜産学会第 121 回大
会 
 
【研究会、市民セミナー】 
10) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2014 年 10 月、品川イ
ンターシティホール（東京都） 
11) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2015 年 5 月、総合研
究大学院大学（神奈川県） 
12) 市民セミナ 「ー平塚市で捕獲されたカラスの有効利用と音声を使ったカラス撃退装置の
紹介」、2015 年 10 月、平塚市吉沢公民館（神奈川県） 
13) 市民セミナー「カラスを騙し対話するドローンを作りたい」、2015 年 12 月、デジタル
ハリウッド大学大学院（東京都） 
 
【社会発信】 
14) TV 神奈川「TVK ニュース」、2015 年 10 月 20 日 
15) TV 神奈川「ニュース 930α」出演、2015 年 10 月 20 日 
16) 日本農業新聞、2015 年 10 月 27 日 
17) タウンニュース、2015 年 11 月 5 日 
18) JA 湘南,11 月号,No.595、2015 年 11 月 10 日 
19) 読売新聞、2015 年 11 月 15 日 
20) 読売オンライン、2015 年 11 月 15 日 
21) ヨミドクター、2015 年 11 月 16 日 
22) Yahoo!ニュース主要トピックス、2015 年 11 月 16 日 
23) 味博士の研究所、2015 年 12 月 14 日 
24) 味博士の研究所、2015 年 12 月 17 日 
25) 朝日新聞、2015 年 12 月 21 日 オンライン版 
26) 日本テレビ「変ラボ」、2016 年 1 月 11 日 
27) milsil（2016 年 第 1 号）、2016 年 1 月発行 
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○ 研究状況報告 
＜研究会＞ 
２０１６年３月２７日（日）午後１時～午後５時半、学術情報センター（東京都千代田区一ツ橋
2-1-2）において公開シンポジウムを開催した。 
２０１５年１２月１９日、国立民族学博物館において、共同研究会を開催した。 
これらの詳細は、本研究ホームページ
（http://www.saitou-naruya-laboratory.org/meetings/SOKENDAI_Japonesian.
html）を参照されたい。 
＜ゲノムワイド SNPタイピング＞ 
島根県出雲市在住の４０名余、鹿児島県枕崎市在住の７０名余から試料の提供を得て、ゲノムワ
イド SNPタイピングをおこなった。 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 
出雲人のデータ解析結果は、すでに一昨年度おこなった２１名の結果と大きな違いはなか
ったが、枕崎市の南薩摩人は、沖縄人にやや遺伝的に近いという期待される位置にくる個
体が大部分であったほかに、未知の別集団との混血の可能性がある個体が１０名ほどみつ
かり、これらがどの集団との混血であるのかに、大きな興味がでてくる。今後奄美大島、
種子島、屋久島などの周辺の島嶼を中心に、詳細なサンプリングと解析が必要になる。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
斎藤成也（２０１５）日本列島人の歴史 岩波ジュニア新書 
 
Saitou N. and Jinam T. A. (2016) Language diversity of the Japanese Archipelago and 
its relationship with human DNA diversity. Man in India, vol. 95 (in press). 
 
 
研究課題名称 日本列島人の起源 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 斎藤 成也 
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○ 研究状況報告 
生命科学的アプローチでは、発声の研究の基盤を構築できたため、発声のモチベーション
とパターンを制御する分子メカニズムの解明に取り組む。既に、RNA-seq を用いて、発声
のモチベーション（頻度）を制御する遺伝子を、QTL 解析および SNP アレイを用いたゲノ
ムワイド関連解析を用いて、発声のパターンを制御する遺伝子の候補を同定することに成
功している。これらの研究の機能解析と立証研究を行うことで、総研大から世界を先導す
る研究を発信する。また、人文社会科学的アプローチでは、研究会を開催し、日本の動物
愛護思想と欧州の動物福祉思想との統合を行い新たな倫理感の醸成を図る。その倫理感が、
日本において許容されうるかを、政治学や法律学の専門家を新たに加えて議論し、合意形
成に向けた具体的手順についても議論する。さらに、また、平成 27 年度の研究において、
欧州先進国と日本との教育の違いが浮き彫りになったものの、日本においては動物福祉や
動物倫理の基本となる授業体系が存在しない。そこで、平成 28 年度は、教育学の専門家で
ある七田准教授（学融合推進センター）を新たに加え、学融合レクチャーで動物倫理のト
ライアルを行い、第 3 期中期目標にも貢献することを目標とする。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
生命科学的アプローチでは、動物の音声コミュニケーションを操作して集団内の行動を制
御する系の基盤を構築できた。すなわち、ニワトリの発声のタイミングは、体内時計の支
配を受け（Ito et al. 投稿中）、集団内では社会的順位が高い個体から順番に発声ということ
を発見し（Shimmura et al. Scientific Reports 2015）、生命科学全般に大きなインパクトを与え
た。また、人文社会科学的アプローチでは、国際応用動物行動学会において国際ワークシ
ョップの世話人代表を務め、欧米各国のフロントランナーを招待して議論し、動物福祉の
世界的な動向を理解した。また、世話人代表として動物福祉の研究会を実施し、欧州の動
物福祉思想の背後にある文化・社会的背景を理解すると同時に、日本の動物愛護思想の歴
史的変遷についても理解した。いずれのアプローチも、期待以上の大きな進展があり、目
標を上回る研究成果を挙げることができた（業績の詳細は下記参照）。 
 
 
 
研究課題名称 動物福祉学の確立に向けた文理融合研究 -ニワトリをモデル
として- 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 新村 毅 
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○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. Shimmura T*, Ohashi S, Yoshimura T*. The highest-ranking rooster has priority to announce 
the break of dawn. Scientific Reports 5 (Article number: 11683), 1-9 (2015). *責任著者. 
Nature Publishing Group の注目の論文に選定されると同時に、NPG から世界各国の報道
機関にプレスリリースする論文として選定, 2015 年に Scientific Reports に掲載された約
11,000 編の論文の中で最も閲覧された論文 100 選に選出（2015 年だけで 5,614 閲覧を記
録), 2015年にScientific Reportsに掲載された日本人著者の論文の中で最も閲覧された論
文に選出,国内メディア：TV3 社（フジテレビ，日本テレビ（Zip！なーるほどマスカレ
ッジ）, NHK（おはよう日本）），新聞掲載 3 社（読売新聞, 中日新聞，毎日新聞），Web
掲載多数（Yahoo! JAPAN など）；海外メディア：アメリカ、フランス、スペイン、中国
など).  
2. Shimmura T*, Maruyama Y, Hujino S, Kamimura E, Uetake K, Tanaka T*. Persistent effect of 
broody hens on behaviour of chickens. Animal Science Journal 86, 214–220 (2015). *責任
著者. 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 
本研究では、多くの生物種・細胞種において、染色体のサイズ、核のサイズ、紡錘体のサ
イズを測定し、そこから定量的規則性を見いだすことにより、多様性の裏に潜む細胞構築
の原理を明らかにすることを目的とした。測定する生物種は、ヒトに近い「霊長類（田辺）」、
ほ乳類・脊椎動物のモデル生物として実験技法が確立している「マウス（山縣）」・「カエル
（原）」・「メダカ（成瀬・竹花）」、広く生物界の中での多様性を検討するための「海産無脊
椎動物（奥村）」・「植物（菊池）」、および課題代表者らが本研究課題着想のきっかけを得た
「線虫（木村・山本）」とした（カッコ内は担当する共同研究者）。 
 研究期間内に、それぞれの生物種から細胞の顕微鏡像を得るとともに、上記以外の生物
種については文献のデータも解析し、１９の生物種から総計１５９種類の細胞のデータを
取得した。現時点で解析途上の生物種・細胞種もあるため、今後この数はさらに増える。
データの数が増えてきたとともに、それぞれのデータについてサンプル調整や顕微鏡撮影
の条件などの情報が付随するため、専用のデータベースを構築し、データの整理を行った。 
 得られたデータから、まずは細胞分裂期染色体の凝縮率と細胞核内の染色体濃度の関係
に焦点をあてて種を超えた規則性について解析を行ったところ、定量的規則性が浮かび上
がってきた（論文投稿準備中）。 
 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 
1. １９の生物種から合計１５９の細胞種について、染色体や核のサイズを測定し、データ
ベースを構築した。整備にめどが立てば本プロジェクトの成果として公開する予定であ
る。今後は、このデータベースの中のデータをさらに拡充するとともに、広く一般の人
などからもデータを受け付けられる体制作りを目指したい。 
2. 細胞分裂期染色体の凝縮率と細胞核内の染色体濃度の関係について種を超えた規則性
を見出した。現在、論文投稿準備中である。この後は、他の計測値についても順次検討
を加え、規則性を見つける試みを続けて、細胞の多様性の裏に潜む細胞構築の原理を明
らかにしたい。 
研究課題名称 細胞建築の博物学 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 木村 暁 （遺伝学専攻） 
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本研究課題は平成２７年度をもって終了したが、期間内に得たデータは整理・解析を続け
ており、今後も共同研究者と連絡を取りながら、研究自体は継続していきたい。 
 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
学融合推進センターのウェブサイトに本プロジェクトに関するインタビュー記事を掲載し
ていただいた。 
http://cpis.soken.ac.jp/project/research/interview/kimura.html 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
高エネルギージェット生成の機構解明に向けて、それぞれの現象レベルでの解析が進んで
いる。27 年度に取り組んだのは、ブラックホール周辺における相対論的なジェット生成機
構やジェットの安定性について、数値計算を駆使して調べる研究と、マグネター周辺の強
磁場中で生ずると考えられる新奇現象の場の理論的解析である。さらに、強い磁場がある
もとでの磁気再結合現象の数値的取り扱いに関しての研究が、天文・ブラックホール・ハ
ドロン物理研究者の間の共同研究としてスタートしている。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 
■ブラックホールからの相対論的ジェットに関する研究 
(1) 3 次元の一般相対論的な磁気流体シミュレーションによって、回転するブラックホール
の降着円盤からの物質の降下とともに如何にして相対論的ジェットが形成されるかを調べ
た。降着円盤内部での回転による巻き込みや磁気回転不安定性によって増幅した磁場が外
向きの流れを形成することがわかった。また、非軸対称な計算の場合、大きな爆発的放出
が見られ、より詳細に調べることでジェットの観測で見られる時間的変動との関係が解明
される可能性がある。 
(2) また、ブラックホールへのガス降着率が高い超臨界降着円盤の場合は、輻射のダイナミ
クスを取り入れる必要があり、一般相対論的な「輻射磁気流体」シミュレーションを行っ
た。その結果、ガス降着に伴って重力エネルギーが解放され、そのエネルギーが輻射に提
供されることが分かった。この強い輻射がジェットを形成する。ジェットの速度は光速の
40%程度になり、これは観測される超高光度 X 線源のジェット速度を定量的に説明できる
ものである。さらに、大質量のブラックホールに伴う亜臨界降着円盤の場合は、ガスは部
分的にしか電離しておらず、吸収線の効果を取り入れた輻射流体シミュレーションを行っ
た。この場合の外向きの物質流は、降着円盤から放出された紫外線をガスが吸収すること
で形成されることが分かった。 
(3) 相対論的ジェットに関する未解決問題として、その形状に関して、Cygnus A のように
研究課題名称 自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解
明 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 板倉数記 
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細く絞られたジェットの形状を保ったままの種族と 3C 31 のように途中でジェットの形状
が崩れる種族の違いをもたらす要因が不明というものがある。この問題に対する一つの解
として、ジェットの境界で今まで考えられてこなかったレイリー・テイラー不安定性に注
目した。この不安定性は、重力場中にある二層の流体間で起こるものであるが、同様の機
構がジェットとコクーンの間に働く復元力によって生ずる。そして、この不安定性が実際
に成長し、ジェット形状の不安定性を引き起こすことを解析的・数値的に確認した。 
 
■強磁場中での新奇現象の場の理論的解析 
マグネター等の超臨界磁場を持つ天体周辺で実現していると考えられる様々な新規現象の
うち、まだ理解が十分ではない「光子分裂」についての理解が深まってきた。場の理論的
に詳細に解析することで、幾つかの選択則の存在や、強磁場における光子分裂の振幅の解
析的な表式を得ることができた。今後は、この結果を用いてマグネター周辺からの輻射の
スペクトルなどに対する影響などを調べていく。また、クォークグルーオンプラズマ中の
ジェット現象に関係する近藤効果について考察し、さらに強磁場中で起こる新しい現象と
して「磁場により誘起される QCD 近藤効果」を提唱し、その解析を行った。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト 
■関連する内容の発表論文（主なメンバーについてのみ掲載） 
 Hiroyuki R. Takahashi, Ken Ohsuga, Tomohisa Kawashima & Yuichiro Sekiguchi,  
‘Formation of Overheated Regions and Truncated Disks around Black Holes; 
Three-dimensional General Relativistic Radiation-magnetohydrodynamics Simulations’, 
submitted to ApJ 
 Ken Ohsuga & Hiroyuki R. Takahashi,‘A Numerical Scheme for Special Relativistic 
Radiation Magnetohydrodynamics Based on Solving Time-dependent Radiative 
Transfer Equation', 2016, ApJ, 818, 162 
 Mariko Nomura, Ken Ohsuga, Hiroyuki R. Takahashi & Keiichi Wada,‘Radiation 
Hydrodynamic Simulations of Line-Driven Disk Winds for Ultra Fast Outflows', 
2016, PASJ, 68, 1616 
 Hirotaka Ito, Jin Matsumoto, Shigehiro Nagataki, Donald C. Warren, Maxim V. 
Barkov, 'Photospheric Emission from Collapsar Jets in 3D Relativistic 
Hydrodynamics', 2015, The Astrophysical Journal Letters, 814, L29 
 ・榎戸輝揚, 「宇宙最強の磁石星: マグネター観測で垣間見る極限物理」, 物理科学月
刊誌パリティ 2015 年 8 月号  
 S. Ozaki, T. Arai, K. Hattori and K. Itakura, ``Euler-Heisenberg-Weiss action for 
QCD+QED,''  Phys. Rev. D92 (2015)  016002 
  K. Hattori, K. Itakura, S. Ozaki and S. Yasui, ``QCD Kondo effect: quark matter 
with heavy-flavor impurities,''  Phys. Rev. D 92 (2015)  065003 
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 K. Hattori and K. Itakura, ``Photon and dilepton spectra from nonlinear QED 
effects in supercritical magnetic fields induced by heavy-ion collisions,''  
arXiv:1509.03217 [hep-ph]. 
 S. Ozaki, K. Itakura and Y. Kuramoto, ``Magnetically Induced QCD Kondo Effect,'' 
arXiv:1509.06966 [hep-ph]. 
 
■国内・海外での講演発表（主なメンバーについてのみ掲載） 
高橋博之 
国際会議 
• H. R. Takahashi, ‘3D-reconection of supercritical accretion disks in relativistic 
radiation magnetohydrodynamics’, Magnetic Reconnection 2016, California, US, March 
7-11, 2016 (招待講演) 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Relativistic Radiation 
Magnetohydrodynamic Simulations of Black Hole Accretion Disks and Outflows’, 
Quarks to Universe in Computational Science (QUCS 2015), Nara, Japan, Nov. 4 - 8, 
2015 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Numerical Study of Super 
Critical Accretion Disks’, Black Hole Accretion and AGN Feedback, Shanghai, China, 
Jun 1 - 6, 2015 
 
国内会議 
•高橋博之 ‘相対論的輻射磁気流体シミュレーションで探る超臨界降着円盤構造’, 
 第 9 回現象解析特別セミナー, 茨城大学, 2016 年 3 月 20 日-21 日(招待講演) 
•高橋博之 ‘一般相対論的輻射流体による超臨界降着円盤シミュレーション’, 
 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 (招待講演) 
•高橋博之 ‘中性子星周囲の超臨界降着円盤の一般相対論的輻射磁気流体シミュレーショ
ン’, 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 
• 高橋博之 ‘Numerical Study of Super Critical Accretion Disks’, 天文シミュレーショ
ンプロジェクトユーザーズミーティング, 国立天文台水沢, 2016 年 1 月 28 日-29 日 
• 高橋博之 ‘ブラックホール周りにおける高温ガス雲形成の一般相対論的輻射磁気流体シ
ミュレーション’, 第２８回理論懇シンポジウム, 大阪大学, 2015 年 12 月 23 日-25 日 
• 高橋博之 ‘超臨界降着円盤の円盤構造' , 流体力学会年会 2015 , 東京工業大学, 2015 年
9 月 26 日  
• 高橋博之 ‘一般相対論的輻射磁気流体計算による円盤コロナの形成について' , 日本天
文学会秋季年会 , 甲南大学, 2015 年 9 月 10 日  
• 高橋博之 ‘恒星質量ブラックホール降着円盤シミュレーション研究の現状' , 超巨大ブラ
ックホール降着円盤スペクトルの解釈を巡って , 宇宙航空研究開発機構(JAXA)淵野辺キ
ャンパス, 2015 年 8 月 10 日 - 11 日, (招待講演) 
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• 高橋博之 ‘高エネルギー天文学, 特に降着円盤における輻射過程とシミュレーション研
究の現状' , Solar-C 時代の太陽研究 , 国立天文台, 2015 年 7 月 3 日, (招待講演) 
 
松本仁 
国際会議 
Matsumoto J.,“Comparison of divergence-free techniques in relativistic magneto 
hydrodynamic simulations’’, COMPUTING in PHYSICS, Valencia, Spain, Oct. (2015) 
 
国内会議 
松本仁,“相対論版 HLLD コードの開発’’, 宇宙磁気流体・プラズマシミュレーションサ
マースクール, 千葉, 8 月 (2015) 
松本仁,“相対論的ジェットの伝搬ダイナミクス’’, 2015 年度天体 MHD 研究会, 名古屋, 
8 月 (2015) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’,国立天文台天文
シミュレーションプロジェクト平成 27 年度ユーザーズミーティング, 奥州, 1 月 (2016) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’, 天文学会 2016
年春季年会, 東京, 3 月 (2016) 
 
榎戸輝揚 
招待講演 
・T. Enoto, “Astrophysical Observation of Extremely Strong Magnetic Fields of 
Magnetars”, 1st CORE-U International Conference, Intense Fields and Extreme 
Universe, Hiroshima University, 2016.3.6 
・T. Enoto, “Broadband X-ray spectra of SGRs and AXPs observed with Suzaku”, “The 
Many Faces of Neutron Stars”, Munch, Germany, 2015 September 2 
・榎戸輝揚, 「QED 臨界磁場に迫る天体物理と ASTRO-H」Comprehensive Studies of 
Neutron Stars (RIKEN symposium), 2015 年 11 月 24-25 日,理研仁科ホール 
・榎戸輝揚,「マグネターの磁気活動と進化のＸ線観測」, 理論天文学研究会 2015, 2015 年
10 月 27 日, 伊豆大仁ホテル 
 
コロキウム 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様性とマグネターの磁気活動」,第 14 回(2015 年度第 9 回) 極
限宇宙研究拠点 CORE-U セミナー, 2016 年 3 月 10 日, 広島大学 
・Teruaki Enoto, “Diversity of Neutron Stars and Strongest Magnet “Magnetars””, 
ISAS/JAXA コロキウム, 2016 年 1 月 20 日, 神奈川, 宇宙科学研究所 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様な物理と宇宙最強の磁石星マグネター」慶応大学コロキウム, 
2016 年 1 月 15 日, 慶応大学 
・Teruaki Enoto, “Diversity of Neutron Stars and Magnetar Activities”, 立教大学高エ
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ネルギー天文学コロキウム, 2015 年 12 月 18 日, 立教大学 
・榎戸輝揚, 「宇宙Ｘ線で見る中性子星の多様性と磁気現象の物理」, 理化学研究所 QCD 
Club, 2015 年 6 月 15 日 
 
国際学会での発表 
・Teruaki Enoto and NICER magnetar science team, “Magnetars” NICER science 
meeting, December 14-15, 2015, NASA Goddard Space Flight Center, USA, Maryland, 
Greenbelt 
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, “ASTRO-H Cookbook” Astro-H Science Meeting 15, 
TMU, November 10, 2015  
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, Tim Kallman, and Richard Mushotzky, “ASTRO-H 
Cookbook” Astro-H Science Meeting 14, TMU, July 28, 2015 
 
国内学会での発表 
・榎戸輝揚, 柴田晋平, 北口貴雄, 諏訪雄大, 内出崇彦, 牧島一夫, 「マグネターの磁場強度
と硬 X 線放射の相関: すざく観測のまとめ」,日本天文学会春季年会, 2016 年 3 月 17 日, 首
都大学東京 
・榎戸輝揚, 「Ｘ線衛星『すざく』時代のマグネター観測」(ポスター), ~中性子星の観測と
理論~ 研究活性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハ
ウス 
・榎戸輝揚, 「観測から見たマグネター進化と諸問題」, ~中性子星の観測と理論~ 研究活
性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハウス 
・榎戸輝揚, 「中性子星の質量-半径の精密測定を狙う NICER 計画とその進捗」,日本物理
学会 2015 秋季年会, 2015 年 9 月 25 日, 大阪市立大学 
・榎戸輝揚, 岡島崇, K.C.Gendreau, Z. Arzoumanian, E. Balsamo, Y. Soong, 玉川徹, 寺澤
敏夫「超高時間分解能・大統計Ｘ線ミッション NICER との国際連携による中性子星観測」
新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性子星の核物質」 2015 年 9 月 17 日, 第４回
研究会, 神奈川湘南国際村センター  
・T. Enoto, T. Takahashi, T. Dotani, T. Tamagawa, and ASTRO-H Team, “（計画研究 
C01) Neutron Star Physics of ASTRO-H” 新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性
子星の核物質」 2015 年 9 月 17 日, 第４回研究会, 神奈川湘南国際村センター 
 
板倉数記 
招待講演 
・K. Itakura, ``Heavy Ion Collision as a Possible Laboratory for Extreme Physics with 
Intense Fields" in 1st CORE-U International Conference : Intense Fields and Extreme 
Universe March 7-8, 2016, Hiroshima University 
・板倉数記 「超強磁場における QED 過程：光子の複屈折と分裂に関する最近の発展」 
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～中性子星の観測と理論～ 研究活性化ワークショップ Dec.21, 22, 2015 京都大学 
 
国内研究会 
・板倉数記「中性子星・マグネター周辺で起こる強磁場に由来する現象」玉垣さんを偲ぶ
研究会「原子核・クォークと中性子星」2015 年 6 月 11 日～13 日 京都大学 基礎物理学
研究所 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
本課題は総研大に所属する研究者およびその研究を俯瞰的に理解することを可能にするた
めの情報統合を実現するものである。このために（1）データ収集、（2）データ分析、（3）
データの可視化、を行う。（1）データ収集においては、まず科学研究費助成事業データベ
ース(KAKEN)からのデータ収集を行った。総研大の対象とした 1227 名の教員のうち、207名
を除く 1020 名が KAKENにおいて成果報告が存在した。これらの教員の成果報告を収集した。 
(2)データ分析においては、まず共同研究者によるソーシャルネットワークを構築した。し
かし、これはかなり疎で、とくに専攻をまたがる関係が少なかった。つぎにキーワード共
有によるネットワークを構築した。このキーワード共有に基づくネットワークを用いて、
幾つかの分析を行った。一つは専攻間の関係の可視化であり、もうひとつは共同研究の推
薦である。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
今回の目的のひとつは専攻をまたがった潜在的な共同研究の発見であり、このためにキー
ワード共有によるネットワークの構築を行った。このネットワークが一定の潜在的な共同
研究を発見する可能性があることはわかった。しかし、今回は KAKEN のデータのみ使っ
ており、偏りがある。このため、次年度は reseachmap および各基盤機関の業績ページ記
載の情報を取り込んで、データを増やして分析を行う。 
また、データ分析についてもさらに検討を行い、適切なモデル化を行う。 
また、データの可視化にはさらに検討が必要である。今回は静的なネットワーク図のみを
使ったが、煩雑で必ずしも理解しやすいとはいけない。インタラクティブな表示等を検討
する。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
研究成果データベースを用いた異分野の共同研究者の推薦: 荒木 将貴，桂井 麻里衣，大向 
一輝，武田 英明：第 8 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（第 14 回日
本データベース学会年次大会）（DEIM2016）, No. E1-3 (2016). 
 
 
研究課題名称 総研大の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統
合の研究 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 武田英明 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
人類は古くからオーロラ等の天の異変を観察して記録に残し、現代では多くの人がデジカ
メで撮影したオーロラ写真を Twitter 等の SNS に掲載している。本研究の目的は、第一に
人々が残したこれらの資産を自然科学に活かすことであり、さらにはそれを通して市民参
加型の科学研究のあり方について実践的に考察することである。研究期間内の達成を目指
したのは、以下の 2 つコンテンツを有するウェブサイトの構築であるが、。当初の予定を上
回る勢いで研究が進んでいる。 
 
テーマ１：歴史的な古文献中のオーロラ及び太陽黒点記録のアーカイブ 
テーマ２：市民参加型のオーロラ監視データの収集と公開 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
上記の 2 つのコンテンツを含むウェブサイト「オーロラ 4D プロジェクト：aurora4d.jp」
を立ち上げた。限られた数の投稿データに柔軟に対応できる表示システム（「タイムライン」
と「マップ」が、それぞれテーマ１とテーマ２のコンテンツに対応）を構築・公開し、市
民参加型の研究を実践しているが、いずれも大量データ処理が 28 年度の主な課題として残
されている。 
 
早い段階から専用ウェブサイトで一般に広く情報公開しつつ研究を進めてきた主な効果と
して、本研究課題への一般からの注目度は、既に非常に高いものがある。実際に、新聞で
は読売新聞「オーロラ写真 HP で募集」（片岡に取材）、ラジオでは、TBS ラジオ「夢☆夢
エンジン」（片岡が出演）、テレビでは、NHK ニュース 7「くずし字を最新技術で自動解読」
（片岡が出演）、日本テレビ NEWS EVERY「くずし字解読 最新技術で歴史が変わる？」
（山本が出演）など各メディアにも、文理融合の新たな挑戦をしていく姿勢が多く取り上
げられてきている。 
 
27 年度は、大きな研究会を 3 回開催した。2015 年 7 月 17 日には「オーロラと人間社会の
過去・現在・未来」キックオフ会議を国立極地研究所で開催し、文理融合の新たな分野を
切り開く議論を交わすきっかけとした。2015 年 12 月 22 日には第 2 回となる全体会議を国
立極地研究所で開催し、それぞれの研究の進捗と成果を共有した。2016 年 1 月 25 日には、
研究課題名称 オーロラと人間社会の過去・現在・未来 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 片岡龍峰 
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第 1 回オーロラ 4D 画像処理ワークショップを国立極地研究で開催し、テーマ 2 に関するテ
クニカルな検討を推し進めた。 
 
これらの研究会を通して、「白虹」がオーロラの記述であることが発見され、天文学の論文
として出版された（Hayakawa et al., 2016）。2016 年 2 月には、京都・上賀茂神社にて、
同神社所蔵の未読文献の調査から、巨大磁気嵐に関する詳細な新記述が複数発見された。
2016 年 3 月 13 日には、初めて国文研と極地研が合同で開催する市民参加型のくずし字解
読ワークショップ「古典オーロラハンター」を国文学研究資料館において開催した。この
イベント開催により、インターネットに限らない新たな市民参加型の研究のヒントを得て、
新年度の今に至る。28 年度では、成果を広く一般に共有するためのオープンなシンポジウ
ムを開催する予定である。新たな文理融合・市民参加型の研究の突破口が開けつつある。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
Hayakawa, H., H. Isobe, A.D. Kawamura, H. Tamazawa, H. Miyahara, and R. Kataoka 
(2015), Unusual rainbow and white rainbow – a new auroral candidate in oriental h
istorical sources, Publications of Astronomical Society of Japan, doi:10.1093/pas
j/psw032.  
 
岩橋清美、オーロラと人間社会の過去・現在・未来―古典籍・古文書が伝える江戸時代の
オーロラ―、ふみ第 5 号, 2016 年１月号. 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 本研究に関わる研究集会・ミーティングを５回開催し、各研究者間で密にコミュニケー
ションを取りながら研究を進めた。南極湖沼において、これまで蓄積してきた湖沼環境デ
ータの解析、湖底群集の形態・構成種の試料分析と解析、および湖底内の栄養塩濃度の鉛
直分布解析を行った。また、不足している栄養塩データおよび生態系の遷移段階の関する
知見を得るために、昨年度実施した南極での現地調査で獲得したデータを解析した。湖底
堆積物の栄養塩の濃度分布、堆積物−湖水境界面におけるフラックス、および生物群集動態
との結合モデルを構築した。これにより、実測データに対してモデルのフィッティングを
行い、湖底の物質循環パターンを解析した。また、無生物環境へのバクテリアおよびシア
ノバクテリアの侵入と定着、その後の藻類の侵入と共存・競争について、バクテリア-シア
ノバクテリア-藻類-無機窒素-有機窒素の５者共存モデルを構築し、生態系形成初期の物質
循環トランジションと空間幾何学的トランジションを明らかにした。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 南極の湖底堆積物から得られた間隙水中の栄養塩の実測値データを用いて、湖水と生物
群集動態による栄養塩フラックスモデルを構築した。また、バクテリア-シアノバクテリア
-藻類-無機窒素-有機窒素の５者共存モデルを作り、生態系初期の生物のダイナミクスと物
質の蓄積に関しての研究をまとめた。これらの成果は、平成２７年４月にウィーンで開催
された Hydrology and Ecologyシンポジウム、平成２７年１１月に極域科学シンポジウム、
平成２８年３月に日本生態学会大会において発表を行った。 
 現在、これらの研究成果を学術論文として国際誌に２本投稿済みであり、また、３本の
論文を国際誌に投稿すべく、論文執筆中である。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
特になし 
 
研究課題名称 極域湖沼から探る生態系のメジャートランジション 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 田邊優貴子 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 平成 27 年度では、前年度の研究班を維持しつつ、さらに機動的な研究を実現するため、
新たな量子物理量としての弱値の基礎的な研究を行うグループと、その測定である弱測定
の諸科学への応用研究を行う応用グループに分け、前者を筒井（KEK）、後者を鹿野（分子
研）が統率して行い、互いに交流を行った上で研究代表者の筒井がとりまとめるという形
で研究を実施した。 
 まず基礎的な研究においては、弱値・弱測定の理論研究の創案者である Aharonov 教授
（Tel Aviv 大、イスラエル）らと弱値を使った新しい量子パラドックスを創出する共同研究
を開始し、さらに量子ダイナミクスへの適用可能性を検討した。加えて Aharonov 教授の共
同研究者である Vaidman 教授を招聘し、弱値の時間逆行現象の解釈に関して平成 27 年 9
月に講演会及び研究集会を KEK や東大、阪大等にて開催した。また弱値の基礎論的な意義
を明確にするため、国内外の科学哲学研究者らと討議を重ね、弱値の一般化（擬）確率に
基づく解釈と、弱測定による推定誤差に関する新しい不確定性関係の研究を行った。 
 一方、応用的な観点からは平成 28 年 2 月に、弱測定の実験研究の専門家である長谷川教
授（Wien 工科大、オーストリア）を招き、中性子を用いた弱測定の応用に関する討議を集
中的に行った。 さらに光計測における弱測定の有用性を研究し、国立天文台の研究グルー
プと共同で光干渉計型重力波検出器への応用の可能性を検討した。また、弱測定を用いた
プラズマの量子測定のため、光渦ビームを用いたプラズマの流れ計測の可能性を分子研と
核融合研の共同で検討した。 
 研究会開催の活動としては、基礎的な研究を推進するための『弱値と確率の概念』と題
する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 27 年 6 月）にて、また『弱値と不確定性』と
題する研究会を名古屋大（東京オフィス：平成 27 年 10 月）にて、さらに『情報と確率』
と題する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 28 年 3 月）にて開催した。後者の応用研
究に関しては、『重力波検出への弱測定の応用』と題する研究会を国立天文台（三鷹キャン
パス：平成 27 年 12 月）にて、さらに『情報と確率』と題する研究会を慶應大（三田キャ
ンパス：平成 28 年 3 月）で行い、この他にも関連する小研究集会を分子研等で開催した。
これらの基礎と応用における研究成果を総合し、本研究事業の研究の進展状況の確認と今
後の発展を討議することを目的として、KEK（つくば：平成 28 年 2 月）にて全国規模の研
究会『量子論の諸問題と今後の発展』を開催した（参加者数は約 120 名）。 
 
研究課題名称 新たな量子物理量の基礎の探求と精密測定への応用 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 筒井 泉 
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○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 平成 27 年度における本研究事業の主な研究成果は、以下の３つに分類される。 
1. 弱値の量子力学における概念的基礎の確立 ：新しい量子物理量としての弱値に、（一
般化）確率論的な観点から数学的に厳密な基礎を与えることに成功した。また物理的
にも、Wigner 関数を含む初めとする量子状態に対応する統計関数の基盤を成すもので
あり、一般の量子状態の記述に極めて有用であることを明らかにした。一方、実験的
には、中性子を用いて質量を持つ粒子の弱値の完全検証を行った。これらの結果は、
弱値が量子力学における概念として基礎的な位置を占めることを指し示すものである。 
2. 弱値に基づく新しい不確定性関係：物理量を測定する場合、測定誤差や推定精度には
弱値によって表現される新しい不確定関係が存在することを発見した。この不確定関
係は極めて一般的なもので、測定誤差に援用した場合には従来の Heisenberg の不確
定性関係を含み、また量子推定に援用した場合には従来より知られた情報論的な不等
式を再現し、かつ新たなコヒーレント光の枠組みを示唆するなど、極めて有用性が高
いものであり、今後の応用が期待できる。 
3. 弱測定の幅広い応用の可能性：弱測定の光計測への応用においては、前年から引き続
いた研究を行った結果、光計測に重要な光学伝搬モードを用いた場合の優位性と、ス
クイーズド光の場合の優位性の両者を実証することに成功した。またプラズマの流れ
計測への応用についても、実用的な可能性があることを指摘した。 
 今後の展望としては、まず上記の１の研究成果を基礎に、量子状態の記述への応用の手
法を拡大することや、量子古典関係の議論の精密化を図りたいと考えている。２の不確定
関係の適用先として最も直接的には精密測定が考えられるが、まずは重力波検出に応用し
た場合の測定限界の評価や、新しい量子干渉計の設計等について、定期的な研究会の開催
を通して国立天文台及び KEK の研究グループ等と連携して研究を発展させたい。また３に
ついても、分子研と核融合研を中心とした研究 network を拡充させて、波動関数の可視化
等の実験系における実現性を追究したいと考えている。 
 これらに加えて、今回の研究事業によって形成された共同研究網を活用して、新しい素
粒子相互作用反応の測定や、ハドロンや原子核の状態評価などへの応用を各分野の専門家
と考察することを通して、弱値の物理的意義をさらに明確なものにする予定である。 
 猶、本研究事業に基づき平成 27 年度に開催した国際研究会や、その後の国際的共同研究
は、今後も継続し拡大することにしており、平成 28 年度においても数名の海外の研究者と
の国際研究交流を実施することにしている。一方で、本研究事業において始まった科学史・
科学哲学分野の研究者と物理学及び数学分野の研究者との交流は、今後も「量子基礎論懇
話会」（事務局：KEK）として年３回程度の小研究集会を開催することで、恒常的なものに
移行することになっている。 
 以上、本研究事業を契機とする国際的な共同研究の体制を拡大し、科学史・科学哲学分
野の研究者との共同研究体制をより確固としたものにすることにより、 
長期的な観点から、弱値・弱測定の研究分野だけでなく広く量子基礎論における日本の研
究を、一段と充実させたいと考えている。 
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○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（本研究事業共同研究者には
下線） 
 
[3] “Advantages of nonclassical pointer states in postselected weak measurements”, 
Y. Turek, M. Al-Amri, C.-P. Sun, and Y. Shikano, C.-P. Sun, and M. Al-Amri 
Phys. Rev. A 92, 022109 (August 2015). 
 
[4] "Post-selected von Neumann measurement with Hermite–Gaussian and 
Laguerre–Gaussian pointer states", 
Y. Turek, H. Kobayashi, T. Akutsu, C.-P. Sun, and Y. Shikano,  
New Journ. Phys. 17, 083029 (August 2015). 
 
[5] “Weak values obtained in matter-wave interferometry”, 
S. Sponar, T. Denkmayr, H. Geppert, H. Lemmel, A. Matzkin, J. Tollaksen, and Y. 
Hasegawa,  
Phys. Rev. A 92, 062121 (December 2015). 
 
[6] “Uncertainty Relations for Approximation and Estimation”, 
J. Lee, and I. Tsutsui,  
Phys.Lett. A, to appear (2016) 
 
[7] “Quasi-probabilities of Quantum Observables and a Geometric/Statistical Inter
pretation of Aharonov’s Weak Value”, 
J. Lee, and I. Tsutsui,  
Prog. Theor. Exp. Phys., to appear (2016) 
 
[8] “Weak Value, Quasiprobability and Bohmian Mechanics”, 
K. Fukuda, J. Lee, and I. Tsutsui,  
arXiv:1602.08872 (February 2016), submitted for publication  
 
[1] “ Quantum Trajectories based on the Weak Value”, 
T. Mori, and I. Tsutsui,  
Prog. Theor. Exp. Phys.,(2015) 043A01 (April 2015) 
 
[2] “ Weak Value and Wave-Particle Duality”, 
T. Mori, and I. Tsutsui,  
Quant. Stud.: Math. Found., (2015) 2, 371 (April 2015) 
 
271
 1 
 
（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
 
○ 研究状況報告 
 平成 26・27 年度に引き続き世界的にも研究が進んでいない『温帯～亜熱帯地域の半化石
試料』を用いて、後期更新世～完新世に絶滅した種および集団の古代試料からクリーンル
ームにて DNA 抽出をおこない、ゲノムライブラリーの構築、および次世代シークエンサー
をもちいた大規模な塩基配列の解析をおこなった。その成果について論文発表も進めてい
る。特筆すべき点として、温帯や亜熱帯地域に位置し DNA の保存状態が著しく悪い、もし
くはエピオルニスの卵殻などのようにそもそも DNA の含有量が少ないと考えられる試料
においても、本研究プロジェクトでは厳密な条件検討に基づいてプロトコルを改善するこ
とにより前例のない優れたシーケンスデータを得ることが出来た点である。本研究プロジ
ェクトにより得られた生物学的な知見に加え、その過程で確立された古代 DNA 研究の方法
論により、この分野におけるブレークスルーが期待される。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 エピオルニスのゲノムレベルでの大規模なシーケンシングにより、古顎類（ダチョウ、
エミュー、エピオルニスなど）の進化史について新たな知見が得られた。分子進化学、生
物情報学、古生物学、機能形態学から地球物理学にいたるまで総研大の擁する高い専門性
を持つ研究者を中心とした学際的研究チームを編成し論文執筆を行い現在投稿中である。 
 マダガスカル南部で大量に見つかるエピオルニスの卵殻片(12 試料)からミトコンドリア
ゲノムのドラフト配列の決定を進めている。試料のうちのひとつは炭素 14年代測定の結果、
1670±20BP であった。本研究において大型の Aepyornis と小型の Mullerornis のドラフ
ト配列を決定することが出来た(10000～14000 塩基対)。 
 ナウマンゾウのミトコンドリアおよび複数の核遺伝子の解析を進めている。日本は温暖
湿潤であることに加えて火山性の酸性土壌により DNA の保存状態が極めて悪く、抽出され
た DNA のうちわずか 10E-6%がナウマンゾウ由来の物であった。しかしながらそれでもゾ
ウ科の分子進化学的解析に用いられる複数遺伝子座位の配列の再構築に成功し、アフリカ
ゾウ、アジアゾウ、マンモスのデータと併せて系統解析を行っている。 
 2016 年度はマダガスカルコビトカバやマチカネワニなどの新たな生物種を対象にして、
引き続き熱帯域～温帯域における失われたメガファウナ（大型動物相）の遺伝的多様性の
推定を行う。また古代 DNA 研究に加え、分子系統学的手法により真獣類を対象に生物の種
研究課題名称 失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA 研究
の展開 
応募事業区分 グローバル共同研究 
申請代表者氏名 足立 淳 
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分化と絶滅のパターンの解析を行うことで現在進行中である第六の大量絶滅についての評
価を行う。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
Waku D, Segawa T, Yonezawa T, Akiyoshi A, Ishige T, Ueda M, Ogawa H, Sasaki H, 
Ando   M, Kohno N, Sasaki T (2016) Evaluating the Phylogenetic Status of the Extinct 
Japanese Otter on the Basis of Mitochondrial Genome Analysis. PLoS ONE 11(3): 
e0149341. doi:10.1371/journal.pone.0149341 
 
※本論文は論文出版日(2016 年 2 月 29 日)に朝日新聞で詳細な紹介記事が掲載された。その
後、プレスリリースが出版されると、日本経済新聞、産経新聞などの大手新聞社から全国
各地の地方の新聞社まで多くの新聞社がこの論文の紹介記事を掲載した。 
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○ 研究状況報告 
 本研究は、KEK, NAOJ, NIFS などの大型研究機関の真空・低温・表面の専門家が結集し、
低温・常温接面での残留ガスの吸着汚染問題を研究するものである。一定温度下での残留ガスの
表面吸着および伝搬（コンダクタンス）については良く研究されており、一般的には真空容器表
面に衝突した残留ガスは一度その情報を失い、cosθの確率分布で再放射されるようなモデルが
用いられる。このモデルを低温・常温接面に拡張し、低温部での残留ガス衝突ではエネルギー散
逸を生じるモデルを作成した。この際に重要なのはエネルギー散逸の係数で、この係数は実験で
決める必要がある。 
 実験については、重力波望遠鏡をモデルケースに選び、室温部の残留ガスが 100K 程度の細長
い低温パイプを介して 4K へ入射するような冷凍機冷却型のクライオスタットを設計した。すで
に部品製作は完了している。大型実験施設をそのまま用いるのでは効率が非常に悪いため、様々
なパターンの実験が出来るように汎用性を考慮した小型設計となっている。ただ、それであって
もコスト的には高額になるため、小型冷凍機等は KEK の備品を借用し、コストダウンを図った。
現在は仮組立の途上であり、構造確認後に精密洗浄を実施し、実験をスタートさせる予定である。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 本年度は、次年度実施の実験へ向けた準備に全力を注ぎ、科学的成果はまだ得られていない。
これら実験準備等で達成された今年度の成果は下記の通りである。 
① 低温・常温界面でのガス伝搬についてのモデル化 
② 表面でのエネルギー散逸係数を実測するための実験装置のデザイン、製図 
③ 実験装置の部品製作および必要物品の調達 
 すでにほぼ全ての実験装置部品は調達済みあるいは製作済みであり、現在は不具合をチェック
するために仮組中である。不具合の確認修正後、部品は精密洗浄と一部黒化表面処理を行い、バ
ックグラウンドを計測してガス吸着の計測を実施する予定である。今年度は学生の修士論文テー
マとしての取り組みも行うことで学生教育に貢献しつつ、当初予定通りに完了する見込みである。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 現在はまだ発表論文等はない。 
 
 
研究課題名称 大型科学施設の連携で切り拓く表面の科学 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 都丸 隆行 
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○ 研究状況報告 
本年度は研究計画にもとづき、研究分担者のそれぞれの研究課題に関する継続的調査を
実施するとともに、最終年度につき全体を鳥瞰できるような料理の環境文化史モデル構築
のための議論を行った。環境文化史という課題にとりくむための必要な要素として時間軸
を切り口とした考察が必要であるという認識のもとに、１）考古学的なアプローチにもと
づく長期的な環境への影響、２）人類学的なアプローチにもとづく短期的な環境への影響
の検証を行った。 
１）考古学的なアプローチによる課題へ取り組みとしては、ティグリス川上流域の初期
定住狩猟採集民の遺跡における動物遺存体の分析結果から、哺乳動物に対する狩猟圧がか
なり高いこと、淡水魚の大部分がコイ科の２種の骨で多様性に乏しいといったことから、
当時の河川流域の環境と資源利用の季節性を検証した。また、日本列島における遺跡出土
植物遺体の網羅的なデータ整理を行い、特に縄文時代における狩猟採集と植物栽培の複合
的な生業のありかたの検証を行った。興味深い知見としては、ダイズとアズキが大量に埋
め込まれた土器の存在から饗宴や儀礼などの行為がマメ類の栽培と関わっていた可能性が
指摘されている。また、南西諸島におけるイノシシの現生個体と考古学資料中の動物遺存
体の分析を通して、島嶼間における長期的な食料資源の移動について検証を行った。 
２）人類学的なアプローチにもとづく課題への具体的な取り組みとしては、人の移動に
伴う料理と生態資源利用の関係の変化を、タイにおける事例を中心に、食料資源の商品化
にともなう、生産、加工の過程の変化と環境への影響について、台湾、日本における事例
を中心に検証した。タイでの事例研究では、食材の属性（投影された価値観）と携帯性お
よび調理技法の特性といった要素の相互関係の中で食に関する民族性や地域性が保持され
たり、逆に弱体化していくことが示された。また、台湾、日本の事例では、地域における
新たな食料資源の（再）開発が生じるときの生産や加工の過程が以前の食料資源利用の形
態とは必ずしも同じではないことから、環境に対する影響にも差異が生じる可能性が考え
られた。 
これらの調査成果は各自の投稿論文、学会発表等の基礎データとして活用されると同時
に、情報学的アプローチによる考古学データ、人類学データのリンク DB を作成するため
の素材として整備を進める作業を行った。 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
研究課題名称 「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程
が環境に与えるインパクト 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 野林厚志 
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 本年度も含めて、本研究課題の実施によって得られた研究分担者の調査、研究成果はそ
れぞれの研究論文や学会発表を通して公開を行ってきた。来年度以降にも継続的に学術論
文等を通して、成果の公開を行う予定である。 
 当初計画において構想していた時空間データベースはデータ属性の整理やデータベース
の構造とそれに必要なデータの形態に関する議論が研究計画期間の間には必ずしも十分に
尽くされず、今後も継続的な検討が必要となる課題が残された。ただし、食に関する物質
文化データベース（食器、食具、生産用具等）のプロトタイプをもとにしながら、本研究
課題であつかってきた食の変化とそれにともなう環境への影響に関するデータを関連づけ
ることを試行し、データの蓄積を今後活かすことができる見通しを得ることができた。 
 研究計画に参加した研究分担者のほぼ全員が、人間文化研究機構が第３期中期計画期間
に実施する基幹研究「食の文明における布置」に参加することを予定しており、生態、身
体、制度という切り口を通して、食という人間の行為がどのように文明社会の中に位置づ
けられてきたかを解明する新たな研究プロジェクトを、本研究課題をより発展させるかた
ちで実施することを予定している。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
高橋遼平、本郷一美（2015）「二子山山系で捕獲されたイノシシの DNA 解析」神奈川自然
誌資料(36):73-76. 
Ishiguro, N., Inoshima, Y., Yanai, T., Sasaki, M., Matsui, A., Kikuchi, H., Maruyama, M., 
Hongo, H., Vostretsov, Y.E., Gasilin, V., Kosintsev, P.A., Quanjia, C. & Chunxue, W. 
(2016) Japanese wolves are genetically divided into two groups based on an 
8-Nucleotide insertion/deletion within the mtDNA control region. Zoological Science 33: 
44-49. 
高橋遼平、黒澤弥悦、安達登、本郷一美（2016）「現生リュウキュウイノシシの DNA 解析：
遺跡出土資料の解析結果を解釈するための基礎データとして」『動物考古学』33: 63-77. 
本郷一美(2016)「家畜飼育の始まり：『肥沃な三日月弧』北部の新石器時代遺跡における動
物利用」新学術領域 ニュースレター 7 号 pp.？ 
Takeshi Inomata, Jessica MacLellan, Daniela Triadan, Jessica Munson, Melissa 
Burham, kazoo Aoyama, Hiroo Nasu, Flory Pinzón, Hitoshi Yonenobu (2015) 
Development of sedentary communities in the Maya lowlands: Coexisting mobile groups 
and public ceremonies at Ceibal, Guatemala. Proceedings of National Academy of 
Science USA, doi:10.1073/pnas.1501212112 
 那須浩郎・会田進・佐々木由香・中沢道彦・山田武文・輿石甫 (2015) 炭化種実資料から
みた長野県諏訪地域における縄文時代中期のマメの利用. 資源環境と人類, 5: 37-52. 
那須浩郎・会田進・山田武文・輿石甫・佐々木由香・中沢道彦(2015) 土器種実圧痕の焼成
実験報告. 資源環境と人類, 5: 103-115. 
会田進・山田武文・佐々木由香・輿石甫・那須浩郎・中沢道彦（2015）岡谷市内縄文時代
遺跡の炭化種実及び土器種実圧痕調査の報告．長野県考古学会誌，150：10－50． 
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増野高司（2016）「タイ北部に暮らすミエン族の食事におけるニワトリの重要 
性」『家畜資源研究会報』15:14-19. 
増野高司（2015）「ニワトリとブタの供犠 －タイ北部に暮らすミエン族の事例 
－」『生き物文化誌学会 ビオストーリー』23:24-27. 
Nguyen Van Du, Bui Hong Quang, Nguyen Thi Van Anh, Tran Van Tien, Masuno  
T, and Peter J. Matthews. 2015. Useful aroids and their prospects in  
Vietnam. Aroideana. 38E(N1):130-142. 
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○ 研究状況報告 
２７年度は最終年度にあたるため、研究成果をまとめる方向で、研究を遂行した。 
具体的には、研究成果を論文として発表するために必要な、追加実験等を行い、2 月の研究会
及び 3 月の公開セミナーで班員が集まった際に、論文について話し合い、3 月末に論文投稿を
行った。公開セミナーのプログラムは、以下の通りである。 
 
学融合プロジェクト・学内公開セミナー 
「温度感受スステムの進化生理学」 
2016年 3月 7日 
於：総合研究大学院大学 葉山キャンパス共通棟セミナー室 103・104号室 
13：30〜13：40  颯田 葉子  開会あいさつ 
13：40〜14：20    河合 成道(慶応義塾大学・助教) 
  「イトマキヒトデTRPA family とTRPM familyの発現解析」 
14：20〜15：00   濱中 玄（お茶の水女子大・特任講師） 
「ヒトデ幼生の温度走性とTRPチャネル」 
15：00〜15：20   （休 憩） 
15：20〜16：00    五條堀 淳（生命共生体進化学専攻・助教） 
  「無脊椎動物におけるTRP遺伝子族の探索とその進化過程の解析」 
16：00〜16：40    齋藤 茂(岡崎統合バイオサイエンスセンター 生理学研究所・特任助教) 
   「生息環境に応じた温度センサー分子の機能進化とその分子基盤」 
16：40〜17：00  総合質疑応答 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
これまでの先行研究でショジョウバエやマウスなどのモデル生物でその機能や構造等が詳細に調べら
れている、TRPA subfamilyの遺伝子をヒトデ幼生の温度感受性に関わる遺伝子の候補として進化・行
動・分子・生理の異なる観点から詳細に調べた。 
 
１）進化生物学的解析（五條堀） 
  ヒトデのゲノム（公開されているチビイトマキヒトデ (Patiria miniata) のゲノムデータ）から TRPAfamily
のメンバーと想定される遺伝子を二つ同定した。さらに、本研究の材料である、イトマキヒトデ (P. 
研究課題名称 温度感受システムの進化生理学—無脊椎動物をターゲットとして— 
応募事業区分 旧事業枠「戦略的共同研究Ⅰ」 
申請代表者氏名 颯田 葉子 
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pectinifera) の幼生の RNA-seqの結果からも、チビイトマキヒトデの遺伝子のオーソログを単離した。こ
れらの遺伝子を、他の生物由来の TRPA subfamily メンバーとともに、系統樹を作成したところ、この２
遺伝子は TRPAの中でも分岐が非常に古い TRPA1 クレードと TRPA_basal クレードにそれぞれ属する
ことが明らかになった。それぞれ PpTRPA1, PmTRPA1, PpTRPA_basal. PmTRPA_basal と命名した。 
 
２）行動生物学的解析（濱中、古川、金子） 
  ヒトデの幼生の温度感受性について、走性を観察するチャンバー内の温度勾配をサーモグラフィー
により確認した。またヒトデの幼生の温度走性に関わる温度受容に TRPAが関わっていることを確認す
るため、TRPのアンタゴニスト（阻害剤）の存在下で温度走性を観察したところ、この行動は観察されな
かった。さらに TRPAが関与していることを示すために、PpTRPA1,のモルフォリノオリゴを用いた実験を
行い、温度走性行動が抑制されることを確認した。 
 
３）分子生物学的解析（河合） 
  ２種類のTRPA遺伝子（PpTRPA1, PpTRPA_basal）について、発生に伴う、発現領域の推移と、発現
量の変化を調べた。In situ hybridization法では PeTRPA1の発現は確認できないほど、少量であった
が、qPCRにより発現していることは確認された。一方、PpTRPA_basal の発現量は多く、特に消化管周
辺に多く発現していた。 
 
４）生理学的解析（齋藤、富永） 
  アフリカツメガエルの卵で発現させたヒトデTRPAを用いた電気生理学的解析によると、TRPA1のチ
ャンネルが開く閾値温度は３５度程度であることが明らかになった。またこの他にも、TRPA1はアゴニス
ト（作動薬）への反応性も他の生物の TRPA1と同様に示すこと等今までに知られている TRPA1の反応
性に関する特性を示した。このことからも、ヒトデの TRPA1は機能的に既知の TRPA1のオーソログであ
ることが示された。それに対して、TRPA_basalの方は、温度刺激に対しての反応性はなく、また、アゴニ
ストへの反応も観察されなかった。TRPA_basalは温度受容以外の機能を持つ TRPAであることが示唆
された。 
 
ヒトデの幼生 RNA-seqデータからヒトデには、TRPA subfamilyの他に、TRPV subfamily と TRPM 
subfamilyのメンバーが複数存在することが示されている。今後は、これらの subfamily の温度走性への
関わり方を含めて、進化学、行動学、分子生物学、生理学の異なる観点から、ヒトデの TRP familyの機
能と進化に焦点を当てた研究を進めていきたい。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
Evolution of Heat Sensors Drove Shifts in Thermosensation between Xenopus Species Adapted to 
Different Thermal Niches. Shigeru Saito, Masashi Ohkita, Claire T. Saito, Kenji Takahashi, Makoto 
Tominaga, and Toshio Ohta J. Biol. Chem. jbc.M115.702498. First Published on March 28, 2016, 
doi:10.1074/jbc.M115.702498. 
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平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称 自然界の蛍光の世界を理解する 〜光情報解析と生物学的解析の融合〜 
応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 佐藤 いまり 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください. 研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は,その理由についても説明してください.  
 本研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ，1)自然界にある蛍光の性質を解
析し，2)蛍光が作られる機構と蛍光の生物学的意味を理解することを目的としている． 
1) 自然界の蛍光の性質では，平成 27 年度に沖縄県瀬底において非常に波長幅の狭いレ
ーザー光源を用いることにより, 励起光と蛍光を分離してのサンゴの蛍光を測定す
ることに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). このサンゴの蛍光を作る機構を調べ
るために次世代シークエンス解析を行った. その結果, サンゴの蛍光の基盤となる蛍
光タンパク質はこれまで知られていたより非常に多い 30 以上もの遺伝子群で構成さ
れることが明らかとなった(寺井担当). 平成 28 年度には複数の励起光を含む特殊光
源とハイパースペクトルカメラを用い, サンゴの蛍光を撮像することを沖縄県瀬底
島の琉球大学亜熱帯研究施設で試みた. その結果, 世界で初めて生きたサンゴの蛍光
成分を分離することに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). これにより, サンゴの
どの部位で, どのような蛍光が放射されているかを調べることが可能となった. サン
ゴの蛍光を作る機構では, 平成 27 年度までにサンゴの蛍光タンパク質遺伝子が遺伝
子群を構成することを明らかにしたが,どれか特定の遺伝子が重要に働くのか, どの
遺伝子も均等に働くのかは明らかにされていなかった. そこで平成 28 年度は, 長鎖
次世代シークエンスを用いて個々の遺伝子の識別を試みた. その結果, それぞれの遺
伝子は配列が少しずつ異なり, 偽遺伝子も存在することが明らかになった. それぞれ
の遺伝子の発現量を調べると, 遺伝子間の発現量は大きく異なり, 特定が蛍光の放射
と個体間の蛍光の違いを作り出していることが明らかになった (寺井担当).  
2) 自然界における蛍光の生物学的意味の理解では, 平成 27 年度には花性昆虫であるナ
ミアゲハを用いた蛍光弁別実験の系を立ち上げた(木下, 佐藤担当). この系では蛍光
物質を含む透明塗料の有無が異なる色紙をナミアゲハに学習させ, 蛍光の有無によ
り行動が異なるかを評価し蛍光の弁別を明らかにできる. その結果, ナミアゲハは弱
い蛍光の有無を弁別できることが明らかになった(木下担当). 平成 28 年度にはこの
研究を発展させ，照明光が変わる環境下における蛍光情報の弁別能を調べた．蛍光が
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元の色紙の反射と重ならないよう、刺激には蛍光塗料の有無が異なる白い紙を緑背景
の上に提示した．紫外線を含む照明光の下で、蛍光の有無を学習・弁別できることを
確認できた．続いて、紫外線を含まない照明光に切り替えて実験を行うと，蛍光の有
無による弁別能は低下した．これは，紫外線によって励起されていた蛍光の量が減っ
たため、蛍光塗料の有無を見分けられなくなったからである．色覚を持つ動物は色の
恒常性をもつため，照明光の変化は色の弁別に影響しない．以上を考え合わせると，
アゲハが微弱な蛍光の弁得ができること，照明光の変化によって弁別が影響を受ける
ことは，蛍光情報が特殊な生物学的意味を持つ可能性を示唆しているのかもしれない 
(木下担当)．このようにして, 本研究では自然界に存在する蛍光の性質, 蛍光が作られ
る機構, 生物による認識を明らかにしてきた.  
 
〇今後の展望等 
 本共同研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ自然界の蛍光の世界を理解す
る理解することを目的として研究を遂行してきた．自然界の蛍光の研究はまだ始まったば
かりであり, この研究予算が終了した後もこの共同研究で形成された研究グループが密接
に関わりながら, さらなる発展を目指して研究を進めていく予定である.  
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研究課題名称 社会と研究のインターフェースとしての展示に関する総合的研究 
応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 佐藤浩司 
〇研究実施状況（最終報告） 
本研究は、きわめて専門性の高い基盤機関同士が横断的に議論できる対象として展示をとりあげ
た。社会とのインターフェースといった側面に注目するなら、専門性の壁をこえた学融合研究の
環境が構築できると考えたからである。まず研究者間の相互理解を深めるために、各研究機関を
互いに訪問し、それぞれの展示に対する意見交換をおこなった。初年度は国立民族学博物館、国
立天文台（三鷹、水沢）、2 年度は高エネルギー加速器研究機構、国立遺伝学研究所、国立極地
研究所において研究会を開催した。その過程で問題もあきらかになった。展示に対するプライオ
リティは機関ごとに一様ではない。概して自機関の展示を見てもらうことには積極的でも、わざ
わざ他機関の展示を見て意見を述べるほど意欲があるとは限らないのである。そうした問題を解
消する手段として総研大デジタルミュージアムなるものを web 上に構築することを考えた。各
機関のつくる展示施設紹介の web とはまったく性格の異なるものを研究会の開催と平行して試
作するのである。本研究参加者との共同作業でヴァーチャルな展示空間をつくりあげることで、
本研究がめざした基盤機関を横断する学融合研究ははじめて共通のターゲットをもつことがで
きたと考えている。その成果は以下で確認できる。 http://www.sumai.org/souken/ 
また、本研究の共同研究者である竹沢は、東日本大震災にかかわる企画展「津波を越えて生きる」
（会期 2017 年 1 月 19 日～4 月 11 日）を開催した。この展示も当初は本研究会メンバーによる
展示協力の成果として企画されたものだが、実際には積極的な関与を得られたとは言い難い。そ
のため、展示期間中（3 月 10 日）に国際シンポジウム「自然科学と人文・社会科学のコラボレ
ーションはいかにして可能か？」を開催した。シンポジウムには、スミソニアン自然史博物館の
ブリアナ・ポビナー氏とフランス社会科学高等研究院のフレデリック・ジュリアン氏を招聘し、
企画展見学後に活発なディスカッションをおこなった。 
〇今後の展望等 
上述した総研大デジタルミュージアムには以下の文言が記されている。 
「国際的にも最先端の研究をしているこれら機関の活動をミュージアムという視点でわれわれ
にも手の届く存在にすること、離ればなれにある施設を web上で一望の下にすること、そして、
相互に無関係にみえる研究同士がじつは見えない糸でむすばれていることを示そうというのが
このデジタルミュージアムの狙いです。」研究会参加メンバーの協力と責任でつくられたものだ
が、効果的に活用される方途を模索している。なお、手つかずのままであった宇宙科学研究所と
国立歴史民俗博物館についても完成できればいっそう効果的だろう。 
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研究課題名称 
動物が「見えない光」を受容するメカニズム  
 -化学と生理学を融合したアプローチ- 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 古谷祐詞 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
古谷・塚本・寺北らは、哺乳類の「見えない光」の受容（概日時計のリセットや瞳孔反射）を
担うメラノプシンの分子特性を、分光学的・電気生理学的手法を用いて解析した。そしてメラノ
プシンが自発的に光受容能を失う特性を持つことで、メラノプシンが機能する網膜神経節細胞が
強い光入力でも応答が飽和しないことに寄与すると示唆する結果を得た (Tsukamoto et al., JBC, 
2015)。 
蟻川・秋山は、アゲハチョウの尾端光受容器で機能する光受容タンパク質を同定するために、
その組織から mRNA を抽出・精製し、その試料に対して内山は次世代シークエンサーを用いた
解析(RNA-seq)を行った。その結果、１つのオプシン遺伝子が有意に尾端光受容器を含む組織に
多く発現していることがわかった。そのオプシン遺伝子を、蟻川・秋山がクローニングするとと
もに、コードされる光受容タンパク質の分光学的特性を古谷・塚本が解析したところ、紫外光感
受性を持つことを見出した。この結果は、以前に蟻川が見出していた尾端光受容器の細胞レベル
での応答特性によく合っている。現在、免疫組織学的手法を用いて、蟻川・秋山がそのオプシン
が光受容細胞に局在して発現しているのかを確認することを進めている。 
寺北・塚本らは、魚類の脳内光受容器官松果体において、異なる色を受容する２種類のオプシ
ンが発現して、その生理機能に重要なはたらきをしていることを明らかにした (Koyanagi et al., 
BMC Biol., 2015) 
古谷・塚本らは、動物プランクトンが太陽光からの紫外光ダメージや捕食者を避けるために日
周期で水中を移動することに注目して、プランクトンの脳内で発現することが知られているオプ
シンの分光学的特性を解析した、その結果、このオプシンが紫外光感受性を持つことを見出し、
このオプシンがプランクトンの日周運動への紫外光受容による制御に関わっていることが強く
示唆された。 
上述したように、本研究プロジェクトは研究代表者および研究分担者が実際に有機的に協力し、
各々が得意な研究手法を、様々な動物の光受容機能の解析に適用することができた。その結果、
研究対象の動物（哺乳類、魚類、昆虫、動物プランクトンなど）の「見えない光」の受容機能（視
覚以外の光受容機能）に関わる分子や、その分子の機能特性を明らかにすることに成功した。 
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〇今後の展望等 
「研究実施状況」で述べたように、本研究プロジェクトを遂行することにより、総研大
内外の研究者が共同で、昆虫から哺乳類まで多様な動物における光受容機能を、多面的か
つ総合的に研究を行う体制を構築できた。今後は、それぞれの共同研究を引き続き遂行す
るとともに発展させることで、動物の多様な光受容機能をこれまで以上に理解することが
期待できる。 
具体的には、アゲハチョウの尾端光受容機能については、本研究グループが見出した光
受容タンパク質候補の抗体を作製し、そのタンパク質が実際に尾端光受容細胞に発現して
いることを確認する。さらに、CRISPR/Cas9 などのいわゆるゲノム編集技術(Perry et al., 
Nature, 2016)を用いて、その光受容タンパク質の発現を喪失させたり、吸収波長特性を変化
させたりした際に、生理機能（生殖行動）にどのような影響が出るのかを電気生理学的・
行動学的に解析する。 
また、動物プランクトンの脳内紫外光受容タンパク質についても、それが発現する脳内
細胞が紫外光を受容した時に、生理機能・行動にどのような影響が出るのかを国内外の研
究者との共同研究などによって推進する。またこのタンパク質についても、遺伝子操作に
より発現させなくしたときの日周行動への影響も明らかにすることをめざす。 
そして、動物の「見えない光」の受容を担うタンパク質群が、どのような分子メカニズ
ムでそれぞれの生理機能を担うための分子特性（吸収波長など）を実現しているのかを、
各種（赤外・紫外-可視・蛍光）分光学的解析などを駆使して明らかにしていく。 
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研究課題名称 動物福祉学の確立に向けた文理融合研究 -ニワトリをモデルとして- 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 新村 毅 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
 
本研究課題では、人文社会科学と生命科学との連携により動物福祉という複雑で動的な学
問分野を体系づけて理解することを試みた。人文社会科学のアプローチについては、まず国
際ワークショップを主催し、各国の動物福祉の情勢を把握した。その結果、国際基準の制定
が始まっており、EU やアメリカの一部の州では、動物福祉が法律として具現化しているこ
とが明らかになった一方、日本では国際的な情勢との大きな乖離が存在することもわかっ
た。次に、動物福祉研究会を 3 回開催することで、日本に根付いている動物愛護の思想と動
物福祉とを比較検討した。その結果、動物福祉が動物の生存中の生活の質を重視するのに対
し、動物愛護では生死を重視することが明らかになった。この違いは、宗教の違いが根本に
あることもわかり、また日本で話題となっている殺処分ゼロという運動も、まさに動物愛護
の思想が具現化したものであることがわかった。したがって、生命科学アプローチでは、生
死、すなわち死亡率などを考慮した生産システムの開発が重要であることが示唆された。そ
のため、本研究課題では、従来型ケージに砂浴び場などを敷設した福祉ケージに注目し、新
たな福祉ケージを開発した。開発した福祉ケージでは、行動が多様化すると共に、死亡率は
低いことが明らかとなり、安価で簡易的な福祉ケージを開発することに成功した。 
 
また、人文社会科学的アプローチでは、研究会を開催し、日本の動物愛護思想と欧州の動
物福祉思想との統合を行い新たな倫理感の醸成を図る。その倫理感が、日本において許容
されうるかを、政治学や法律学の専門家を新たに加えて議論し、合意形成に向けた具体的
手順についても議論する。さらに、また、平成 27 年度の研究において、欧州先進国と日
本との教育の違いが浮き彫りになったものの、日本においては動物福祉や動物倫理の基本
となる授業体系が存在しない。そこで、平成 28 年度は、教育学の専門家である七田准教
授（学融合推進センター）を新たに加え、学融合レクチャーで動物倫理のトライアルを行
い、第 3 期中期目標にも貢献することを目標とする。 
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〇今後の展望等 
 
本研究課題は、人文社会科学と生命科学との連携により動物福祉という複雑で動的な学問
分野を体系づけるという野心的なものであった。研究会の開催などにより、期待以上の連携
を生み出すことができた。しかしながら、学問を体系づけという観点では、まだ十分とは言
えない状況であった。そこで、設立準備会を経て、28 名の発起人と共に動物福祉研究会
（JSAWS: Japanese Society of Animal Welfare Science）を正式に発足させた。動物福祉
に関する研究は、これまで応用動物行動学者などを中心として進んできたものの、動物福祉
は本来、生命科学分野のみならず、倫理学、民族学、行政学、経済学など人文社会科学分野
をも含有した複雑な学問体系である。動物研究会では、多様な専門分野の研究者が集い、多
角的な情報共有と議論を行うことで、家畜福祉を総合的に理解し、学問分野として体系づけ
ると共に、関係者の有機的な組織化を行うことを目的とした。今後、研究会などを引き続き
開催することで、動物福祉学という 1 つの学問分野として確立する活動を進めて行く。 
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(様式 3a) 
平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称 
 総研大の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統合の研
究 
応募事業区分  事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名  武田英明 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
本課題は総研大に所属する研究者およびその研究を俯瞰的に理解することを可能にするた
めの情報統合を実現するものである。このために（1）データ収集、（2）データ分析、（3）
データの可視化、を行う。（1）データ収集においては、まず科学研究費助成事業データベ
ース(KAKEN)からのデータ収集を行った。総研大の対象とした 1227 名の教員のうち、207名
を除く 1020 名が KAKENにおいて成果報告が存在した。これらの教員の成果報告を収集した。 
(2)データ分析においては、まず共同研究者によるソーシャルネットワークを構築した。し
かし、これはかなり疎で、とくに専攻をまたがる関係が少なかった。つぎにキーワード共
有によるネットワークを構築した。このキーワード共有に基づくネットワークを用いて、
幾つかの分析を行った。一つは専攻間の関係の可視化であり、もうひとつは共同研究の推
薦である。 
前述の分析では総研大内の学融合共同研究の少なさが浮き彫りになった。ただ、これを指
標として定量的に表現することができなかった。学内の学際的共同研究を指標化を試みる
ために、総研大を含む 12の大規模大学の同様のデータを収集し、比較分析を行った。KAKEN
データに置ける組織内部局を収集し、この所属部局を手がかりにネットワーク分析をおこ
なった。様々なネットワーク指標を検討したが、最終的に組織内の共同研究の活発さに関
連する平均次数、部局横断の共同研究の偏りに関連するエントロピー、部局間共同研究割
合の 3つの指標の相関が比較的特徴を表現しやすいことがわかった。例えば、最初の 2つ
の指標に基づけば、調査対象中の国立大学が平均次数が高くエントロピーが低く、これは
共同研究は活発であるが、その活発の度合いは部局に偏りがあることを示している。調査
対象中の私立大学はその逆の傾向を示した。しかし、総研大は平均次数は中庸でエントロ
ジーは極端に低い。これは共同研究はそれほど活発でない上に偏りが大きいことを示して
いる。 
本研究ではこのような分析を行う一方、収集したデータをユーザにインタラクティブに操
作して閲覧するシステムを構築した。これは KAKENにある全データを対象に研究者をノー
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ドとする研究ネットワークとして可視化するシステムである。キーワードを指定すること
で、特定のキーワードを持つ研究者のネットワークのみを見ることができる。これにより、
個別の分野やトピックにおける研究者のつながり具合を確認することができる。 
  
図 1：研究者ネットワークの可視化の例（“オーロラ”をキーワードに検索したケース） 
〇今後の展望等 
今回は科研費の課題の共同研究関係に基づいて学融合研究の現状を分析した。科研費の課
題データは分野共通のデータであり、この点においては信頼できるデータである。学内共
同研究を探るために部局を単位に分析をおこなったが、学内部局のあり方は大学ごとに異
なり、この点ではさらに工夫の余地がある。 
また可視化においてはごく基本的なネットワーク可視化に留まっている。分析の結果得ら
れた指標の値を利用した可視化などの工夫もさらにできると考えられる。 
今回のシステム化はあくまでプロトタイプであるが、これを実用的に提供すれば、自発的
に学融合的な共同研究を発見するツールとして使えるものと思われる。 
一方、科研費のデータに基づく限界もあり、この点も留意が必要である。特に人文系の研
究においては共同研究ではない研究も多くあり、こういった点が考慮されていない。 
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(様式 3a) 
平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称  オーロラと人間社会の過去・現在・未来 
応募事業区分  学融合共同研究 
申請代表者氏名  片岡龍峰 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
 
研究実施期間中に申請時の研究体制から特に変更はない。この 2 年間弱、大小の研究会、研
究打ち合わせ、資料調査などを繰り返して、主に古典籍に残された赤気に関する文理融合研
究を進め、データ閲覧ウェブサイト「aurora4d.jp」を構築し、毎年度末には人海戦術で赤
気の記述を探すという市民参加型ワークショップ「古典オーロラハンター」を開催してきた。 
 
以上のように、当初の想定以上の成果が得られたと考えられるが、最終年度に特筆すべき成
果として、プロジェクトメンバー13 名全員が著者となった Space Weather 誌の論文
「Historical space weather monitoring of prolonged aurora in Japan and in China」が出
版され、米国地球物理学会のジャーナルハイライトにも選ばれた。また、国内では本論文を
評した 2017 年 3 月 22 日の毎日新聞の記事を通して、「古典籍と年輪に過去を聞き、現在の
オーロラの知識を活かし、未来の巨大磁気嵐の予測につなげた研究」、あるいは「人の記録、
植物の記憶、地球の記憶が解析されている」というように、広く一般の興味を喚起する研究
としても注目された。 
 
〇今後の展望等 
 
単に古典籍に尋ね、自然科学に役立つ情報を注意深く引き抜き活用して研究するという点
では、たとえば古天文学と呼ばれてきた既存の学問分野の範疇にあるともいえるため、新分
野開拓といった新規性を謳うには弱い。たとえば本論文のように、現代科学的に傍証が整っ
たことにより、明月記の赤気はまぎれもなくオーロラであり、定家は京都でオーロラを見て
いた、という説得力のある「史実」が科学的に確定されることによって、人文学や歴史学へ
の変更を迫るなどの、理から文への貢献が今後期待されるが、この双方向の文理融合的な側
面を開花させるには時間がかかるため、今後の継続的な支援・アドバイスが強く望まれる。 
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(様式 3a) 
平成 28年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 
 
研究課題名称  失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA研究の展開 
応募事業区分  グローバル共同研究 
申請代表者氏名  足立淳 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
現生人類 Homo sapiensの出アフリカ以降、世界
各地の大陸で大型動物相の絶滅があったことが
知られている。その後の農耕牧畜の開始発展に
よる急激な人口増加、産業革命以降の環境の著
しい改変は世界を文字通り一変させた。この期
間における生物の絶滅率は、地質時代の大量絶
滅に比肩されるレベルと言われている。人類の
環境に及ぼした影響を理解するうえで古代 DNA
は極めて重要な情報をもたらす。種レベルの多
様性がどれだけ失われたのか、種内での遺伝的
多様性がどのように変動してきたのか、形態学
的な解析だけでは解らない様々な知見をえるこ
とが出来ると期待される。2010年以降の著しいシーケンシング技術の発展は、古代 DNA研究においてもブ
レークスルーをもたらした。我が国においては、古代 DNA 研究はまだ萌芽段階と言えるが、古代 DNA から
得られる情報を活かした高度に学際的な本研究テーマにとりくむために構成された研究体制を上図に示す。
本研究体制は基本的に申請時に構想をした研究体制を同じだが、日本の動物考古学研究を牽引されてこら
れた松井章博士のご逝去にともない菊地大樹博士に研究チームに加わっていただいたほか、より学際性を
高める目的で人文科学分野の増強をはかり、那須浩郎博士と林耕次博士に研究チームに加わっていただい
た。 
 本研究期間中に多くの試料を分析し、膨大なデータを得ることができたので現在データを解析し、論文
化を進めている段階である。国際的な競争が極めて激しい分野でもあるため、以下出版された研究につい
てのみ、その意義と成果について詳述する。 
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次いで論文発表された研究成果について詳細を示す(本研究体制のメンバーを下線付きの太字で示す)。 
1. T Yonezawa, T Segawa, H Mori, PF Campos, Y Hongoh, H Endo, A Akiyoshi, N Kohno, S 
Nishida, J Wu, H Jin, J Adachi, H Kishino, K Kurokawa, Y Nogi, H Tanabe, H Mukoyama, K 
Yoshida, A Rasoamiaramanana, S Yamagishi, Y Hayashi, A Yoshida, H Koike, F 
Akishinonomiya, E Willerslev, M Hasegawa (2017) Phylogenomics and morphology of extinct 
paleognaths reveal the origin and evolution of the ratites. Current Biology 27: 68–77. 
本研究では古顎類の進化史を解明する目的で、絶滅したエピオルニスのミトコンドリア全長配列と複数の核遺伝子の決
定に成功した。古顎類とは現生鳥類を構成する二大系統のひとつでダチョウやエミューなど飛翔能力を持たない走鳥類と
南米に生息するシギダチョウ類と言う飛翔能力を持つグループから構成される。現生古顎類はすべて南半球に分布してお
り、中生代に南半球に存在したゴンドワナ超大陸の分裂と古顎類の系統進化の関係が示唆されてきた。しかしながら初
期の古顎類化石は主に北半球で報告されており、それらの化石種が形態学的に多くの祖先的形質を持つためゴンドワナ
超大陸起源説には問題があった。またゴンドワナ超大陸の分裂の時期と古顎類の系統のタイミングが一致するか否かにつ
いても論争があったが、古顎類内部の分岐年代推定値は極めて不安定で統一見解が得られていなかった。これらの諸問
題は、古顎類は古い系統だが現生種の種数が少なく頑強な系統樹推定や分岐年代推定が難しいこと、形態学的な収
斂により祖先形質の推定が難しいことに起因する。本研究では絶滅走鳥類エピオルニスのゲノムデータを用いることで化石
記録による制約やタクソンサンプリングによらない極めて安定した分岐年代を推定することに成功した。加えて、収斂進化の
影響を受けにくい形態学的形質を選抜して系統樹推定を行う手法の開発、分子進化速度と体重の相関により祖先体
重を推定する手法の改良を行い、化石データの解析と併せて古顎類の進化史について新しいシナリオを提唱した。従来の
仮説とは異なり、本研究では古顎類は北半球起源であり、非常に小型で飛翔能力を持った祖先古顎類が白亜紀後期
に北米大陸からパナマ海峡を越えて南半球に進出した。ゴンドワナ超大陸はすでにいくつかの陸塊に分裂していたが、当時、
南米、南極、さらにオーストラリア大陸は陸続きで、南極大陸から機会的な移住でマダガスカルやニュージーランドに幾度も
渡りその後、独立に大型化し走鳥類になった。南極大陸からの移住は南米と南極が分離し、周南極還流により南極が氷
河に覆われる約 3300 万年前に終了したと思われる。本研究に関して Current Biology 誌上でエディターによるレビュー論
文が掲載された。 
F Maderspacher (2017) Evolution: Flight of ratites. Current Biology, 27: R110-113 
（左図）本研究で提唱された古顎類の進化史のシナリオ。
時間軸付系統樹の枝の色は地理的分布を示し、ノード上
の円のサイズは体サイズの大きさに比例して描画。従来の
仮説と異なり古顎類は北半球起源であり飛翔能力を持っ
ていたが、白亜紀末期に南米-南極大陸へと拡散。南極
大陸から機会的な海を越えた拡散によりマダガスカルやニュ
ージーランド、オーストラリアに広がっていった。その後、各大
陸や島々で飛翔能力を失い独立に「走鳥類化」した。  
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2. D Waku, T Segawa, T Yonezawa, A Akiyoshi, T Ishige, M Ueda, H Ogawa, H Sasaki, M Ando, N 
Kohno, T Sasaki (2016) Evaluating the phylogenetic status of the extinct Japanese otter on the 
basis of mitochondrial genome analysis. PloS ONE 11: e0149341 
ニホンカワウソは、本州・四国・九州に分布していたカワウソの一種であり、ユーラシアカワウソ(Lutra 
lutra)の亜種と考えられている。しかしながら、ニホンカワウソとユーラシアカワウソとの形態学的な差
異はユーラシアカワウソの種内変異の範囲内には入らず、両者は別種であるとする知見も得られており、
ニホンカワウソの分類学的地位を解明するためには分子遺伝
学的な研究が必要であった。本研究ではニホンカワウソ 2個体
(神奈川県産個体(1915もしくは 1916年採取)および高知県産
個体（1977年採取：右写真）)およびユーラシアカワウソ 6個
体（中国(3個体)、サハリン(1個体)、産地不明（1個体））の
ミトコンドリア DNA全長配列を決定し、すでにデータベース上
に登録されている韓国産ユーラシアカワウソおよびラッコな
ど他種のカワウソ類のデータと併せて解析を行った。 
 その結果、を下図に示す。神奈川県産のニホンカワウソは東アジアのユーラシアカワウソの内部系統に
位置づけられ、中国産のカワウソと単系統群を形成することが明らかとなった。その一方で、高知県産の
ニホンカワウソは、東アジア集団とは独自の系統であることが明らかとなった。ユーラシアカワウソは、
ユーラシア大陸に広く分布
するがユーロッパ産の集団
についてはミトコンドリア
部分配列のみが報告されて
いるだけだが、これらのデ
ータを用いても高知県産ニ
ホンカワウソとユーラシア
カワウソの遺伝的差異はユ
ーラシアカワウソの種内変異には収まらず、独自の系統であることが明らかとなった。ユーラシアカワウ
ソと高知県産カワウソの分岐は約 127万年前、神奈川県産カワウソと中国産ユーラシアカワウソの分岐は
約 10万年前と推定された。更新世に繰り返し起きた氷期間氷期の海進海退サイクルで、ユーラシア大陸か
ら日本列島への陸生哺乳類の移住が幾たびも起きたと考えられている。本研究結果は日本列島には少なく
とも二度にわたってカワウソが移住してきたことを示唆している。しかしながら、異なる時期に入って来
たカワウソ集団が日本列島内で遺伝的に混じり合うことなく独自の系統を維持していたのか、すなわち日
本列島に二種のカワウソが分布していたのか、あるいは両者は遺伝的に混じり合っていたのかを解明する
ためには、複数の核遺伝子を用いた解析が必要であり、それが今後の課題として残されている。 
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〇今後の展望等 
 これまで古代 DNA 研究は欧米諸国を中心に進められており、日本をはじめとするアジア諸国はまだ萌芽
段階と言える。とりわけ日本では温暖湿潤な気候に加え火山性酸性土壌による DNA の変性のため古代 DNA
研究が遅れていた。本グローバル共同研究において欧州からの技術供与に加え瀬川高弘博士による独自の
改良によって多くの目覚ましい技術的革新があった。まず特筆すべきは日本列島で数万年前の動物遺体か
らの DNA 配列の決定に成功である。この過程において著しく断片化した DNA 配列からゲノムを構築するう
えで森宙史博士による生物情報学的な試行錯誤があったこともこのように難しい解析を可能とした原動力
であった。本研究成果は今後の日本の動物相の形成史やその後日本列島に入って来た現生人類による環境
の影響を理解するうえで極めて重要である。 
 また脊椎動物化石は一般的に産出数がすくないため化石骨や化石歯は貴重な標本として扱われているこ
とが多い。しかしながら DNA 抽出のため破壊的な採材を行わざるを得なかった。本研究プロジェクトによ
り DNA の抽出効率を大幅に上げることが出来たので、破壊的採材を最低限度に抑えることに成功した。加
えて、化石骨そのものでなく生痕化石や化石が埋没していた土壌中からの DNA 分析法を開発中である。こ
れらは試料数が著しく多い場合があり破壊的採材が大きな問題とならないことに加え、様々な年代の試料
を数多く分析できることで経年的な遺伝的多様性の変動を直接観察することが可能である。 
 本研究プロジェクトは現生人類が環境に与えて来た影響の評価という極めて学際性の高い目標を掲げて
いるが、2 年半という期間は、技術的問題をクリアするための試行錯誤の連続であり、結果的に本研究期
間中に発表で来た成果は生物学的な視点に偏ってしまった。人類による環境への影響を評価するためには、
絶滅生物の種数や種内の多様性を正確に解明する必要がある。しかしエピオルニスのようにその近縁種も
くふめて絶滅してしまったようなグループも多く、何種のエピオルニスが存在したのかを解明するために
は、まずその系統的な位置づけなどを明確にしないと種内変異の研究には進めないという問題も大きかっ
た。系統学的な議論では往々に地質学的年代スケールでの議論となり人類が存在した年代と大きくかけ離
れてしまうためどうしても生物学的な議論に偏ってしまうことは避けられなかった。このことは大いに反
省すべき点である。しかしながら本研究期間中に確立した解析技術は、人文科学である動物考古学や植物
考古学に与える影響は計り知れない。本プロジェクトを出発点として、長期的な学際的研究に向けた新た
な研究体制を構築しつつある段階である。 
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研究課題名称  大型科学施設の連携で切り拓く表面の科学 
応募事業区分  学融合共同研究 
申請代表者氏名  都丸 隆行 
 
〇研究実施状況（最終報告） 
 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に
は、その理由についても説明してください。 
 本研究では、大型研究機関に分散する様々な分野の専門家が結集し、それぞれの研究所でのミ
ッションで共通の課題である常温-極低温界面での希薄残留ガス分子の吸着について研究を実施
したものである。大型の研究設備ではこのような個別の課題を実験的に検証することが難しい
ため、新規に小型の実験装置を製作し、課題を再現出来るようにした。具体的には、小型極低温
冷凍機（住友 SRD415）を用いて 4K の極低温ガス吸着室と 100K 程度の中低温のパイプ（低温
パイプ）を用いて、ガスの吸着の分圧や種類を分析できるような装置を開発した。このコンフィ
グレーションは、輻射熱侵入の観点から常温-低温接面に有効であることがこれまでの研究から
分かっており、実際に重力波望遠鏡 KAGRA などでは採用されている。 
 この実験装置を開発した上で、各領域の内容積をガス圧力から算出し、実験を行った。残念な
がら中低温パイプ領域では熱フィードスルーの部分での熱侵入量が大きく、十分な冷却が得ら
れなかったが、極低温室は設計通りの 4K まで冷え、両者に十分な温度差がある状態での残留ガ
スの吸着分圧は測定できた。この実験では注入ガスに高純度窒素ガスを用い、150cc の定量を注
入した。この結果、極低温室に全量のガスが吸着され、中低温パイプの温度が高い状態では完全
なクライオポンプとして働くことが分かった。 
 このように、中低温パイプ部の熱フィードスルー部の改良が必用な事は分かったが、おおむね
実験装置は完成し、今後常温-低温界面での様々な残留ガス吸着を調べる事が出来るようになっ
た。 
〇今後の展望等 
 中低温パイプ部の熱フィードスルーからの熱侵入を低減するような改良を実施途上であり、
これが完了次第 100K 程度の温度での両領域の分圧測定を様々なガスでじっしうる予定である。
特に、残留ガスの主成分である水を含んだ状態での吸着量を調べる事で、半導体成膜などの技術
向上が期待出来る。さらに、光共振器を導入したガス分子の表面吸着スピード計測も現在準備中
であり、これにより希薄残留ガスの表面吸着をより一層詳しく調べる事が出来る。 
 このように発展させることで、科学実験・技術の基盤に存在する表面吸着の課題を解決してい
くことを考えている。 
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を⾏いました。 
研究代表者 ⽚岡 ⿓峰（かたおか りゅうほう）
国⽴極地研究所 准教授 
総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科 極域科学専攻 准教授
専⾨は、宇宙空間物理学
近くて遠い研究所との共同作業
 ⽚岡先⽣は国⽴極地研究所（極地研）に所属し、オーロラの研究をされてい
ます。⽚岡先⽣が代表となる本プロジェクトでは、⾔葉を扱う国⽂学研究資料
館（国⽂研）と⾃然を扱う極地研といった、全く異なる分野の研究所に属する
研究者が⼀緒に研究を進めています。⼆つの研究所は隣接しており、共に総研
⼤の基盤研究機関です。
 ⽚岡先⽣は、今回のプロジェクトにおいて、異分野の研究者とのオフラインにおける議論と学融合の事業による⽀援の2つが重要で
あったと感想を述べられました。本プロジェクトのきっかけは、国⽂研の先⽣との世間話の中で、崩し字の⾃動検索の話題となり、そ
の流れで⽇本でのオーロラの古い呼称である「⾚気（せっき）」を検索してもらったことだったそうです。また、学融合の事業が研究
分野の異なる基盤機関の間の協⼒のあり⽅を問い続けてきたことは、本プロジェクトのために⾏動を起こす上で⼤きな動機になったそ
うです。 
史上最⼤の「磁気嵐」を古典書物から紐解く
 右図は、江⼾時代の京都においてオーロラが観察されたときに描かれたもの
です。この絵を発⾒した国⽂研の岩橋先⽣は、「なぜ根元の⽅が⿊いのか」、
「なぜギザギザしているのか」、「なぜ扇型をしているのか」と気になること
を尋ねに、頻繁に研究室までやってこられたそうです。⽚岡先⽣も⼀緒になっ
て、元の⽂を⼀字⼀句読み直していると、京都の東⽻倉家の⽇記の中に天の川
をオーロラが貫いたという記録があることを発⾒しました。当時の天の川はほ
ぼ真上にあったことから、この絵はオーロラが真上まで伸びた様⼦を⽴体的に
表したものだということが分かったそうです。さらに、京都ような低緯度の地
域でオーロラが真上にまで現れたということから、このときの磁気嵐は、観測
史上最⼤と⾔われている磁気嵐よりも強いものだったということを⽰唆してい
ます。 
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 古典籍を⽤いたオーロラ研究のプロジェクトは、極地研・国⽂研・京⼤の3つの機関に属する研究者でスタートしました。京⼤のグ
ループは、既に中国の⽂献から⾚気という単語を検索している状況でした。本プロジェクトで、国⽂研の総研⼤⽣が藤原定家の明⽉記
の読み下しをしたところ、連続してオーロラが観察される例が⾒つかりました。近年、似たようにオーロラが連続して観察される例が
あったことや、中国の⽂献でも同様の例が⾒つかったことで、オーロラの発⽣パターンの研究につながりました。
隕⽯から雷へ、広がる「古典」ハンティングの世界
 オーロラに関する研究報告会をきっかけに、次のターゲットとして隕⽯・雷
といった分野への展開が始まっています。隕⽯であれば、包み紙に書かれてい
る崩し字は国⽂研が担当し、⼩惑星探査機「はやぶさ」に使われた技術を応⽤
した隕⽯の分析を極地研が担当しています。雷の例では、研究会を通して、昔
の⽇記から雷の⽇をデータ化していた研究者が、雷の発⽣パターンの⻑期的な
分析をしたいという研究者と巡り会うことになりました。
 ⼤学共同利⽤機関という⼟台の元で、これから先細ると思われていた分野に、新しい⾵が吹き込まれている状況に、周りの研究者か
らも未来があるプロジェクトだと好意的な感想が得られているようです。
これからの展開
 本プロジェクトでは、極地研や国⽂研が、⼤学共同利⽤機関ということもあ
り、科学と⽂学・歴史学を繋ぐハブとしての重要な役割を果たしています。⽚
岡先⽣は、このように知が交差して新しい学問が⽣まれる状況を、⼼から楽し
んでいるようでした。さらには、このような学融合的な研究を、⼀般の⽅から
⼤学院⽣にまで触れる機会を作りたいと意気込んでいます。⼀般向けには「古
典籍からオーロラを⾒つけよう『古典』オーロラハンタ－」と題し、古典の中
からオーロラに関する情報を、古典籍や天⽂に興味がある⼀般の⽅の協⼒で探
し出すというワークショップを開いています。
 本プロジェクトをきっかけとして「知道楽」というランチセミナーも始まりました。事務⽅も参加する、隣接する総研⼤の3つの基盤
研究機関（極地研・国⽂研・統計数理研究所）の合同の座談会です。このセミナーは、無理のない形で続けていくことで、⾃然に学融
合の芽が⽣まれてくることを期待しているそうです。
 ⽚岡先⽣は、思わぬ学問分野が繋がる楽しさや、それに伴う、とめどない好奇⼼を⼤事にして研究をしていきたいと話していまし
た。また、そのような⽅向性を理解し・⽀援してくれた学融合の事業に深く感謝をしておりました。
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を⾏いました。 
研究代表者 颯⽥ 葉⼦（さったようこ）
総合研究⼤学院⼤学 先導科学研究科
⽣命共⽣体進化学専攻 ⽣命体科学専攻 教授
同 学融合推進センター副センター⻑
主な専攻は分⼦進化学 進化⽣理学
ドイツのマックスプランク⽣物学研究所を経て、現職
主な研究テーマに 「五感の遺伝⼦からみたヒトの進化」などが挙げられる 
研究分担者
富永 真琴（⽣命科学研究科⽣理学専攻・教授、⽣理学）
齋藤 茂 （⽣命科学研究科⽣理学専攻・特任助教、分⼦進化学）
五條堀 淳（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・助教、分⼦進化学）
寺井 洋平（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・助教、分⼦進化学） 
仮屋園（⾼橋）志帆（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・博⼠課程２年）
⾦⼦ 洋之（慶應⼤学・教授、ヒトデ・ウニの⽣物学）
河合 成道（慶應⼤学・助教、ヒトデ・ウニの⽣物学）
濱中 ⽞ （お茶の⽔⼥⼦⼤学・特任講師、発⽣⽣物学）
古川 亮平（岩⼿医科⼤学・助教、発⽣⽣物学） 
無脊椎動物の温度受容体をターゲットとして温度感受システムの起源と進化に迫る
 ヒトの祖先は⾚道付近のアフリカの⾼温地域から派⽣し、氷河期などの過酷
な環境変化の中を⽣き抜いてきました。現在、私達ヒトは、北極圏を初めとす
る－４０度を超える寒冷地や、⽇中の温度が５０度近くなる⾚道直下の⾼温地
域に暮らしています。⼀つの⽣物種でここまで多様な環境に適応している種は
多くないでしょう。⼀体、ヒトはどのように多様な温度環境に適応しているの
でしょうか。
 この疑問解決の第⼀歩として、颯⽥先⽣は、温度受容体であるTransient Receptor Potential（TRP）に着⽬しました。そして、「温度
感受システムの進化⽣理学 －無脊椎動物をターゲットとして－」と題した研究テーマが、2013年度に学融合推進センターが⽀援する
「戦略的共同研究」に採択されました。脊椎動物の遥か以前に誕⽣した無脊椎動物のTRPをターゲットにすることで、TRPがどのよう
に進化し、どのようにゲノムに維持されてきたかを紐解くことで、「温度感受システム」の起源と進化を探っていきます。 
急激に変わる地球の環境変化にヒトの⾝体が適応できていない！？
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 例えば寒い地域に住んでいる⼈と、暑い地域に住んでいる⼈とでは、同じ気
温でも温度の感じ⽅が違うと思いませんか？もちろん、⽂化や⽣活圏での「慣
れ」というものがあると思いますが、私たち⼈間は同⼀種であるにもかかわら
ず、なぜこうした「温度の適応能⼒」に違いがあるのでしょうか？  ⽣物は、
地球の環境変化に合わせて進化し、適応してきました。しかし産業⾰命以降、
私たち⼈間の作り出した⽂明の発展と共に、地球の環境は⼤きく変化を遂げて
います。
その環境変化に、私たち⼈間は追いついていないのではないでしょうか？例えば、塩分が貴重だったはるか昔、「貴重な塩分」をより
多く体内に蓄えられるよう、ヒトの⾝体は適応していました。しかし現代になり、塩分は簡単に摂取出来るようになり、そうした適応
が「⾼⾎圧症」など様々な弊害を⽣んでいます。
 私たち⼈間は万能ではありません。急激に変わる環境に適応していく為にも、まず私たち⾃⾝が、ヒトの⾝体のことを知る必要があ
るのではないでしょうか？颯⽥先⽣は、「温度」という視点で、環境に適応できる許容範囲を知ることに挑戦しています。 
死の温度帯へと向かうヒトデの幼⽣の不思議と「2度のギャップ」
 1mm程のヒトデの幼⽣をチャンバー（⼩さな箱のような実験機器）に⼊れ、
その中に２０度から２５度などの様々な温度勾配を作り、ヒトデの幼⽣がどの
ような反応を⽰すか、実験しました。その結果、ヒトデはより⾼い温度を好ん
で移動することが分かりました。ヒトデは３３度以上の温度になると、耐えら
れずに死んでしまうのですが、驚くべきことに、３０度から３５度の温度勾配
の実験でも、死んでしまう温度帯である３５度の⽅向へ移動します。
 また、ヒトデの幼⽣の温度受容体が機能しなくなる阻害剤を⽤いた実験の結果より、TRPが無脊椎動物にもあることが分かりまし
た。
 さらに、ヒトデの幼⽣における「TRPA1」が３５度の温度を感受していることも明らかとなりました。ヒトデが死んでしまう３３度
と遺伝⼦のレベルで感じることができる３５度との「２度のギャップ」、こうして⽣まれた新たな不思議に颯⽥先⽣は挑まれていま
す。 
「学融合研究のしやすい環境」で得た財産
 颯⽥先⽣は、普段はコンピューターを使ったゲノム解析を中⼼に研究されて
いますが、今回の共同研究を⾏うに当たって、他の研究者が⾏う異なる研究⼿
法に触れることができました。それにより、視野が⼤きく広がったそうで、そ
れこそが財産だといいます。この財産を得たのも、総研⼤の強みである、「学
融合研究のしやすい環境」にいたからだそうです。
 また、本来の颯⽥先⽣のテーマはヒトです。今回の実験で得られた知⾒を基に、「ヒト」への研究にテーマを広げていきたいと考え
ています。今後の研究では、「ヒト」の感覚を専⾨とされる⽣理学や⺠族学などの研究者と共に研究の裾野を広げていきたいと語って
くださいました。 
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を⾏いました。 
研究代表者 坊農真⼸（ぼうのうまゆみ）
国⽴情報学研究所 准教授 
総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科 准教授
  専攻は社会⾔語科学、会話情報学、⼿話学
主な研究テーマに、「ロボット井⼾端会議に⼊れるか」、「⼿話⾔語コーパスプロジェクト」などが挙げられる
研究分担者
○研究分担者
⾼梨克也 京都⼤学・研究員 （インタラクション研究）
緒⽅広明 九州⼤学・教授 （計算機科学，協調学習）
宮尾祐介 国⽴情報学研究所/総合研究⼤学院⼤学・准教授 （⾃然⾔語処理，計算⾔語学）
城綾実 京都⼤学・研究員 （ジェスチャー研究，会話分析）
⼤崎章弘  国⽴情報学研究所・特任研究員 （ヒューマンコンピュータインタラクション）
○連携研究者
⾓康之  公⽴はこだて未来⼤学・教授 （ヒューマンコンピュータインタラクション，⼈⼯知能）
○研究協⼒者
牧野遼作 総合研究⼤学院⼤学・⼤学院⽣ （ジェスチャー研究，会話分析）
佐藤美祐 北陸先端科学技術⼤学院⼤学・⼤学院⽣ （博物館学・ヒューマンコンピュータインタラクション）
森⽥由⼦ ⽇本科学未来館・科学コミュニケーター （⽣物学）
科学の語り部「サイエンスコミュニケーター」のテクニックを紐解く
 サイエンスコミュニケーターという仕事をご存知ですか？ ⼀⾔で説明する
と、科学と⼈を繋ぐ「橋渡し」をする仕事です。 では⽇本科学未来館はご存知
でしょうか？ 東京のお台場にある⼈気の科学館です。 宇宙⾶⾏⼠の⽑利衛さ
んが館⻑を務めており、テクノロジー、地球環境、宇宙の探求、⽣命の不思議
などに触れることができ、 最新の科学技術を体験できる施設です。 このよう
な施設で働くサイエンスコミュニケーターは、⼤⼈から⼦供の幅広い層に科学
の⾯⽩さを伝え、豊富な知識と経験を元に皆さんを科学の世界へ誘う「ストー
リーテラー」なのです。 
 坊農先⽣が総研⼤の「育成型共同研究の採択課題」として取り組んだのが 「科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディ
スカッション型教育メソッドの開発」です。 このプロジェクトは、科学未来館のサイエンスコミュニケーターから 「サイエンスコミュ
ニケーターの能⼒を評価する⽅法がないから⼿伝ってほしい」とお願いされた事に始まりました。 実践の中で育まれる様々なテクニッ
クを評価するには、まずはサイエンスコミュニケーターに密着する必要があります。 坊農先⽣は、彼らのテクニックを可視化するとい
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う難しいミッションに挑戦しました。 
サイエンスコミュニケーターの知られざる能⼒を発⾒
 研究を⾏っていく中で、サイエンスコミュニケーターの素晴らしい能⼒に驚
かされたと⾔います。 未来館でのサイエンスコミュニケーターの案内は、５分
程の短い時間なのですが、 そこにはコミュニケーションに⼤切な「様々な要
素」が詰まっていました。 決まった案内ツアーなどは存在せず、展⽰物を⾒て
いる来館者にそっと近づき声をかけます。 例えば、「５０年先の未来」をテー
マにした展⽰物の前にいる⼦供達に対して 「５０年後の皆さんは何歳です
か？」と質問を投げかけます。 ⾃⼰紹介から始めるではなく、具体例を挙げな
がら科学の話へ誘導していくのです。 
 サイエンスコミュニケーターのテクニックは会話の中だけにとどまりません。 会話が盛り上がってる最中に、サイエンスコミュニ
ケーターは次の展⽰へ⽬線を動かします。 次の展⽰に誘導するのに⼗分なスペースがあるか、他の来館者の動きなど、誘導のタイミン
グを図り、スムーズに誘導していきます。
 これらサイエンスコミュニケーターの素晴らしいテクニックのおかげで、来館者達は展⽰に集中することができ、研究を⾝近に感じ
るキッカケになるのです。
研究者⼀⼈⼀⼈がサイエンスコミュニケーターになる？
 本プロジェクトは、次のステップへと歩み始めています。 サイエンスコミュ
ニケーターの実践知の理解の先にあるものは、教育です。 当初のきっかけに
あった、サイエンスコミュニケーターの指標作りに加え、サイエンスコミュニ
ケーターのマニュアルの作成を⾏う予定です。 また、サイエンスコミュニケー
ターの伝えるテクニックを基に、総研⼤⽣へ「コミュニケーションのスキル」
のトレーニングが出来るプログラムの展開を考えているそうです。
 坊農先⽣は、研究成果の社会への還元や周知が求められる今こそ、研究者がもっと⾃⾝の研究を魅⼒的に語っていく必要があると⾔
います。 ⼀⼈⼀⼈の研究者が、サイエンスコミュニケーションのスキルを⾝につけていけば、研究者⾃⾝がサイエンスコミュニケー
ターになる⽇が訪れるかも知れません。
総研⼤だからこそ⾒えた「研究の発展」
 総研⼤⽣の多くは、⼊学した時点で⼤きな研究プロジェクトに携わっていき
ます。 これは、他の⼤学院⽣ではあまり経験しないことかもしれません。 プ
ロジェクトの中で、様々な基盤機関の先⽣⽅と共同研究を⾏うことで、 専⾨分
野に捉われない多⾓的な視点が⽣まれます。 その視点が持てることこそ、総研
⼤のメリットだと坊農先⽣は⾔います。 今回の坊農先⽣のプロジェクトに参加
した学⽣達も総研⼤ならではの学融合に触れて広い視野を持てたのではないで
しょうか。
 また、学⽣がプロジェクトに参加することは、教員側にとっても教育を意識することにつながります。 学⽣参加型の募集であるから
こそ、本プロジェクトが⼤学院⽣へ向けた「ディスカッション型教育への展開」まで結びつける事が出来たと⾔えるのではないでしょ
うか。
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 
研究代表者 ⽊村 暁（きむらあかつき）
総合研究⼤学院⼤学 ⽣命科学研究科 教授
国⽴遺伝学研究所 構造遺伝学研究センター 細胞建築研究室 教授
主な専攻は⽣物科学 細胞⽣物学 細胞建築学
主な研究テーマに 「細胞分裂の⼒学的理解」などが挙げられる
研究分担者
⽥辺 秀之 （総研⼤先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・准教授）
成瀬 清 （総研⼤⽣命科学研究科基礎⽣物学専攻・准教授）
⽵花 佑介 （総研⼤⽣命科学研究科基礎⽣物学専攻・助教）
原 裕貴 （⼭⼝⼤学⼤学院創成科学研究科・テニュアトラック助教 / 総研⼤遺伝学専攻博⼠課程平成21年度修了）
奥村 誠⼀ （北⾥⼤学海洋⽣命科学部・教授）
⼭縣 ⼀夫  （近畿⼤学⽣物理⼯学部・准教授）
菊池 真司  （千葉⼤学園芸学研究科・助教）
⼭本 ⼀徳  （⽣命科学研究科遺伝学専攻・博⼠後期課程）
細胞に潜む隠れた秩序を探るプロジェクト
 細胞にはDNAやタンパク質など様々な物質があります。 個々の物質はそれ
ぞれ役割を持ち、⼀つの細胞として、そして⼀つの⽣命として機能していま
す。 個々の物質に意思や知能があるわけではないのに秩序が⽣まれている、そ
こに⽊村先⽣の興味があります。 細胞の中には、核やミトコンドリアなど様々
な構造物が適材適所に存在していますが、それらがどうやって存在するの
か、「細胞建築学」と称して、⽊村先⽣は細胞に潜む隠れた秩序を探っていま
す。
 今回の「学融合共同研究」の採択課題では、「細胞建築の博物学」と題し、様々な⽣物における細胞のサイズと構造物の形態の規則
性に焦点を当てています。 
種を超えた細胞の「定規」の発⾒
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 ⽊村先⽣はこれまでの研究から、センチュウの細胞において、「細胞サイズ
と紡錘体の伸⻑」、「紡錘体の縦の⻑さと横の⻑さ」、「核内の染⾊体密度と
染⾊体の凝縮度」に 規則性があることを発⾒しました。 このプロジェクトを
推進した研究室の学⽣の原裕貴さん（現・⼭⼝⼤学テニュアトラック助教）と
の議論から、このような規則性は⽣物種を超えて共通して存在しているのでは
ないかと考え、 今回の研究で、霊⻑類、マウス、カエル、メダカ、海産無脊椎
動物、植物の細胞を⽐べることにしたそうです。 
 そしてこれらの様々な⽣物の膨⼤なデータの蓄積と解析から、ある種の規則性があることが⾒えてきました。 ⽊村先⽣が⾒つけた、
この種を超えた規則性ですが、実は今後の私たちの⽣活に役⽴つ可能性を秘めています。 種を超えた規則性を探る作業は、ある意
味、「定規」を⾒つける作業であると⽊村先⽣は⾔います。 この「定規」に当てはまらない細胞は、普通の細胞とは異なるガン細胞や
万能細胞かも知れません。 もしかしたら近い将来、「定規」を基準にガン細胞の診断が可能となるかもしれませんし、新たな万能細胞
を⾒つける⼿助けになるかも知れません。 
総研⼤だからこそ、時代や分野にとらわれない挑戦的な研究
 今回のプロジェクトのメンバーは、過去に⾏われた総研⼤の様々な会議など
で知り合った先⽣が多いそうです。 この研究者ネットワークこそが、総研⼤の
ならではの分野横断型の活動によって⽣まれた成果物であり、 研究の学融合的
な広がりにつながる、と⽊村先⽣は⾔います。 遺伝学の世界では、対象となる
⽣物が違えば、研究の仕⽅が⼤きく変わってくるそうです。 そのため、対象と
なる⽣物種が多くなることは避けられがちだそうで、今回のプロジェクトであ
るからこそ挑戦できた、と⽊村先⽣は⾔います。
本プロジェクトは、時代や分野にとらわれない、総研⼤ならではの研究と⾔えるのではないでしょうか。
誰もが参加できる「参加型研究」へ
 今後の研究の発展としては、 現段階で発⾒、検証した「規則性」について、
もっと多くの⽣物種に対象を広げて、より多くの研究者に協⼒を得ながら研究
を進めて⾏きたいそうです。 また将来的には、⼀般の⽅が参加できるプロジェ
クトに発展させていきたい、と⽊村先⽣は⾔います。 ⼀般の⽅に、⾝近な⽣物
やご⾃⾝の細胞の写真を撮影し提供してもらうことで、バラエティ豊かな「定
規」を作っていきたいと考えています。 皆さんも「新たな定規」を作る研究
チームの⼀員になる⽇が来るかも知れません。
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 
研究代表者 筒井泉（つついいずみ）
⾼エネルギー加速器研究機構（KEK）
素粒⼦原⼦核研究所・理論部 准教授
総合研究⼤学院⼤学 ⾼エネルギー加速器科学研究科 准教授 
専攻は理論物理学 量⼦⼒学
主な研究テーマに、「弱値及び弱測定の基盤整備とその応⽤」、「中間⼦を⽤いた量⼦⼒学の⾮局所性検証の理論的研究」などが上げ
られる
研究分担者
【KEK 素粒⼦原⼦核研究所】
磯 暁 教授（素粒⼦論）
熊野 俊三 教授（原⼦核理論）
福⽥ 教紀 総研⼤院⽣（量⼦基礎論）
李 宰河 東京⼤院⽣（量⼦基礎論）
【分⼦科学研究所】
⿅野 豊 特任准教授（量⼦測定、情報科学）
杉尾 ⼀ 学振PD（科学哲学）
【核融合科学研究所】
永岡 賢⼀ 准教授（プラズマ物理）
吉村信次 助教（プラズマ物理）
【国⽴天⽂台】
⿇⽣ 洋⼀ 准教授（重⼒波天⽂学、 レーザー精密計測）
中村 康⼆ 研究⽀援員（⼀般相対論、宇宙科学）
【総研⼤ ⽣命共⽣体進化学専攻】
伊藤 憲⼆ 准教授 (科学史、科学哲学）
【ウィーン⼯科⼤】
⻑⾕川 祐司 准教授（中性⼦実験、量⼦物理学）
常識が変わる？物理学にメスを⼊れる「弱測定」
 皆さんは「量⼦」をご存知ですか？ 「原⼦」や原⼦が結合した「分⼦」は理
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 皆さんは「量⼦」をご存知ですか？ 「原⼦」や原⼦が結合した「分⼦」は理
科で習いましたよね。 この原⼦や分⼦のように、物質を形成する素材にあたる
⼩さいものを量⼦と呼びます。 その量⼦には電⼦や光⼦など様々な種類があり
ます。 量⼦のうち、⽬に⾒えるものがどのような「ルール」で動くかについて
は、現代になり⼤⽅解明されました。 しかし、量⼦の中には、その「ルール」
に当てはまらないものが存在するのです。
その不可解な現象を解明していく学問が「量⼦⼒学」であり、筒井先⽣の専⾨分野です。 今回、筒井先⽣が総研⼤の「学融合共同研
究」の採択課題として取り組んだのは、 「新たな量⼦物理量の基礎の探求と精密測定への応⽤」と題したプロジェクトです。 近年注⽬
される「弱測定」を⽤いて、これまでの量⼦⼒学の「常識」にメスを⼊れていきます。 
「弱測定」から検証する量⼦⼒学の「ブッラクボックス」
 量⼦の働きについて、説明の出来ない現象をある⼀定の「ルール」を使って
⾒直してみると説明できてしまうことがあります。 当てはめた「ルール」によ
り、新たな仮説が⽣まれ、「ルール」に基づいて検証してみるとその新たな現
象が起きます。 これらの過程で⽣まれた応⽤が、半導体などの先端技術の基礎
に⽤いられているのです。 しかし、その「ルール」の理論までは検証してきま
せんでした。 それは、量⼦⼒学の「ブラックボックス」に⼿をつける必要があ
るからです。
これまでの量⼦⼒学の常識から外れる「ルール」の検証には、「弱測定」が使える、と筒井先⽣は考えています。 「弱測定」とは、測
定を⾏う際の相互作⽤を極⼒最⼩限にした測定法です。 量⼦の状態を測る際、これまでの⽅法ではその状態が壊れてしまう可能性があ
ります。 弱測定では、量⼦の本来の状態を保ちながら測定を⾏うことが出来るのです。 今回のプロジェクトは、弱測定を⽤いて量⼦⼒
学の基礎を探求するだけでなく、弱測定の応⽤の可能性も探っているそうです。 
学融合のしやすい環境、総研⼤
 筒井先⽣は、今回の研究は総研⼤だからこそ、広がりを⾒せていると⾔いま
す。 筒井先⽣が所属する⾼エネ研では、専⾨から離れた他分野の研究者との交
流は多くないようですが、この事業を通じ、核融合研や分⼦研、また先導研な
どの異分野の研究者と⼀緒に研究ができたそうです。 理系、⽂系問わず、様々
な分野の研究者と研究会を開催でき、それ以降、学際的な交流にもつながって
いるようです。 学融合をしやすい環境がある総研⼤ならではと⾔えるのかもし
れません。
 筒井先⽣は、今回のプロジェクトの鍵である「弱測定」が、素粒⼦や原⼦核の実験にも応⽤出来ると考えています。 「全部が成功す
るとは限りませんが、総研⼤だからこそ広がりを⾒せる「弱測定」をこれから広めていきたいです」とお話し下さいました。
弱測定の応⽤が⾒据える未来
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 2016年1⽉、アメリカのLIGO（ライゴ）研究チームが重⼒波を初めて観測し
て話題になりました。 アインシュタインが1916年に予⾔してから、およそ100
年かけての快挙です。 重⼒波は４組の巨⼤な鏡を使う装置で観測されました。
その観測装置は、全⻑４㎞に及ぶ巨⼤な装置です。 それ以外にも、素粒⼦を測
るスーパーカミオカンデや巨⼤な加速器は全⻑27kmにも及び、 ⼩さな量⼦や
新たな発⾒をするためには装置の巨⼤化が進んでいます。
 しかし、今回の筒井先⽣が研究を進めている、測定法の新たなアプローチ「弱測定」を使えば 近い将来、それほど⼤きな装置は必要
でなくなる可能性があると⾔います。 筒井先⽣の本プロジェクトにより、測定精度の向上や効率化が図られ、新たな⼈類の⾶躍に向け
た、⼿助けになるかも知れません。 
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公開研究報告会
公開研究報告会は、学融合研究事業の下で研究活動を実施している研究者が年に⼀度本学葉
⼭キャンパスにある学融合推進センター棟に集い、採択された研究課題について⼀年間の活
動報告を⾏う場です。研究課題の進捗状況を把握するという⽬的の他に、本学の多くの研究
者と知り合う機会を提供することによって、それぞれの研究について広く意⾒を交換する場
として活⽤していただくことを⽬指しています。
平成30年度学融合推進センター公開研究報告会
総研⼤では異分野融合、学際的な共同研究を推進すべく、創⽴当初から様々な形態での 共同研究が⾏われており、⽂系から理系まで幅
広い研究テーマについて、公募型共同研究 事業を⻑年実施してきました。学融合推進センターが今年度いっぱいで終了し、次年度よ
り、 新たに教育開発センターが発⾜予定となっているため、今回の公開研究報告会は、過去 30年の歴史を区切りとする報告会となりま
す。 そこで、これまでの公募型共同研究事業を総括し、今後の総研⼤の歩むべき⽅向性も含め、 皆様と議論をする時間を短時間です
が、設定させていただきました。また、懇親会の時間帯 （17:45-19:00）に、先導研学⽣のポスター発表の機会も設定させていただきま
した。 先導研学⽣にとりまして、様々な専攻の参加者の皆様との貴重な交流の機会となります ので、是⾮、懇親会も含めてご参加くだ
さいますよう、よろしくお願い申し上げます。
プログラムはこちら 
学融合推進センター研究事業担当：⼩松睦美・⽥辺秀之
過去の公開研究報告会
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公開研究報告会  24 January 2014
 学融合研究事業では、総研⼤内の分野を跨いだ様々な共同研究の⽀援を⾏ってきました。採択された研究課題の代表者は、年に⼀度、公
開研究報告会にて、研究の中間報告または最終報告を⾏うことになっており、今年は1⽉23⽇（⽊）、24⽇（⾦）に学融合推進センター1
階ホールにて開催されました。初⽇の第1セッションでは、戦略的共同研究ⅠⅡの最終報告3件、続いて中間報告9件（5分間ずつのプレビュー
とポスターセッション45分間）の発表が⾏われ、総勢50名を超える参加者が集まり、活発な議論がなされ、その後の懇親会も⼤盛況でし
た。ポスター発表には、研究費の増額の特典があるポスター賞が設定されており、参加した全ての教員による投票（各⾃シール2枚を貼る
⽅式）で決定されます。今年度のポスター賞は、⽐較⽂化学専攻の菊澤律⼦准教授の「⼿話⾔語学を世界へつなぐ－メディア発信とe-
learning開発に向けて－」、および地域⽂化学専攻の野林厚志教授の「「料理」の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境
に与えるインパクト」の2つの課題が同点1位でポスター賞（学融合推進センター賞）に選ばれました。この2課題には、特典として次年度
の研究費に25万円が加算されます。2⽇⽬の第2セッションでは、公募型共同研究と若⼿研究者研究⽀援の最終報告6件の発表が⾏われ、続
いて研究プロジェクト企画会議の活動報告と全体討論が⾏われました。
【開催⽇時】 平成26年1⽉23⽇（⽊）13:00〜1⽉24⽇（⾦）12:50
 
【開催場所】 総研⼤葉⼭キャンパス学融合推進センター棟1Fホール 他
【タイムスケジュール】
■ 平成26年1⽉23⽇（⽊） 1⽇⽬
12:00〜13:00  受付
13:00〜13:05  開会挨拶（池内理事） 進⾏:平⽥ 光司学融合推進センター⻑
○ 第1セッション<最終報告> 進⾏:颯⽥副センター⻑
13:05〜13:30 テクノロジーアセスメント報告の試作—ヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に
    遺伝学専攻 井ノ上 逸朗教授戦略的共同研究Ⅰ 24〜25年度（最終年度）
13:30〜14:10 現⽣⼈類の拡散による遺伝⼦と⽂化の多様性創出に関する総合的研究
    遺伝学専攻 斎藤 成也教授 22〜25年度（最終年度）
14:10〜14:50 ⽇本における諸科学の編制と基礎概念の検討―⽂理融合の有効性をさぐる
    国際⽇本研究専攻 稲賀 繁美教授 (代理発表:鈴⽊ 貞美名誉教授）23〜25年度（最終年度）
14:50〜14:55 講評
14:55〜15:15 休憩
○ ポスターセッション<中間報告> 進⾏:本郷 ⼀美准教授
 [プレビュー ⼝頭発表 1研究課題につき5分]
15:15〜15:20 観相資料の学際的研究⽇本⽂学研究専攻
    相⽥ 満准教授 24〜26年度（継続）
15:20〜15:25 在ハワイの⽇本歴史・⽂化資料をめぐる国際共同研究 ―ハワイにおける⽇本⽂化の受容⽇本歴史研究専攻
    ⼤久保 純⼀教授 24〜26年度（継続）
15:25〜15:30 ⼿話⾔語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向けて― 
    ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦准教授 24〜26年度（継続）
15:30〜15:35 惑星科学と⽣命科学の融合：⽣命概念の普遍化をめざして
    ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦教授 24〜26年度（継続）
15:35〜15:40 「料理」の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト
    地域⽂化学専攻 野林 厚志教授 25〜27年度（25年度新規）
15:40〜15:45 ニュー・ミュージオロジーの確⽴のための研究
    地域⽂化学専攻 ⽵沢 尚⼀郎教授 25〜26年度（25年度新規）
15:45〜15:50 ⾃然界の様々なスケールに現れる⾼エネルギージェット現象の解明
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    素粒⼦原⼦核専攻 板倉数記講師（代理発表:郡 和範講師） 25〜27年度（25年度新規）
15:50〜15:55 温度感受システムの進化⽣理学 —無脊椎動物をターゲットとしてー
    ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦教授 25〜27年度（25年度新規）
15:55〜16:00 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカッション型教育メソッドの開発
    情報学専攻 坊農 真⼸助教 育成型共同研究⽀援 25〜27年度（25年度新規）
 [ポスターセッション]
16:00〜16:45 ポスターセッションその１
16:45〜17:30 ポスターセッションその２
17:30〜18:00 休憩
18:00〜20:00 懇親会
■ 平成26年1⽉24⽇（⾦） 2⽇⽬
8:30〜9:05  受付
○ 第2セッション<最終報告> 進⾏:印南 秀樹 准教授
9:05〜9:30 糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御
    ⽣理科学専攻 池中 ⼀裕教授 23〜25年度（最終報告）
9:30〜9:55 模擬宇宙線を⽤いた実験室宇宙科学の展開
    加速器科学専攻 ⾼⼭ 健教授 23〜25年度（最終報告）
9:55〜10:10 複合的災害を巡る社会構造と⾔論に関する科学技術社会論的研究〜格差の構造に注⽬して
    ⽣命共⽣体進化学専攻 標葉 隆⾺助教 24〜25年度（最終報告）
10:10〜10:25 ヘパラン硫酸微⼩構造(HSNS)によるＷｎｔシグナルの制御
    基礎⽣物学専攻 三井 優輔助教 24〜25年度（最終報告）
10:25〜10:40 ショウジョウバエにおけるmiRNA遺伝⼦と標的遺伝⼦の共進化の検証
    遺伝学専攻 野澤 昌⽂助教 24〜25年度（最終報告）
10:40〜10:55 最終氷期以降における東南極氷床の融解：その量・速度の定量的復元
    極域科学専攻 菅沼 悠介助教 24〜25年度（最終報告）
10:55〜11:00 講評
11:00〜11:15 休憩
○ 研究プロジェクト企画会議の活動報告と総研⼤を代表するプロジェクト(11:30〜12:25） 進⾏:⽥辺 秀之 准教授
12:25〜12:35 ポスター賞表彰・閉会挨拶（⾼畑 尚之学⻑）
【会議の様⼦】
308
池内理事による開会挨拶 ⻫藤教授による戦略的共同研究II採択課題の最終
報告
戦略的共同研究Iの報告（相⽥教授） 戦略Iの報告（⼤久保教授）
学融合推進センター賞受賞の菊澤准教授 学融合推進センター賞受賞の野林教授
育成型共同研究採択課題の坊農助教 育成I の郡講師（代理発表）
懇親会も盛会となりました 翌朝は最終報告を中⼼とした発表
公募型共同研究の⾼⼭教授
309
若⼿研究者研究⽀援の標葉助教 若⼿⽀援の野澤助教
研究プロジェクト企画会議の活動報告と全体討
論
⾼畑学⻑による講評
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公開研究報告会  15 January 2015
【会議の様⼦】
311
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公開研究報告会  28 January 2016
開催⽇時・場所
⽇時 平成28年1⽉28⽇（⽊）13：10〜1⽉29⽇（⾦）12：30
開催場所
IPC⽣産性国際交流センター セミナー室Ａ（研修棟1F 101）
住  所：〒240-0015 神奈川県三浦郡葉⼭町湘南国際村
アクセス：http://www.js-ipc.gr.jp/access.html
プログラム
【会の様⼦】
ブログ記事もご覧ください（クリック）。
 岡⽥学⻑による開催挨拶  戦略的共同研究 野林教授
 戦略的共同研究 板倉講師  戦略的共同研究 颯⽥教授
 育成型共同研究 坊農准教授  学融合共同研究 筒井准教授
314
 学融合共同研究 ⽊村教授  テラスでの集合写真
 学融合共同研究 斎藤教授  学融合共同研究 ⽥邊助教
 学融合共同研究 塚原助教  ⽣理学専攻４年の菊地原さんによる学⽣企画の報告
 ポスター発表の様⼦  
 
 
315
  カラス⾁の試⾷
 グローバル共同研究 ⾜⽴准教授  学融合共同研究 佐藤准教授
 学融合共同研究 都丸准教授  学融合共同研究 ⽚岡准教授
 学融合共同研究 新村助教  学融合共同研究 古⾕准教授
316
 学融合共同研究 佐藤教授（代理 寺井助教）  学融合共同研究 武⽥教授
 総合討論（⽥辺准教授の司会）  平⽥センター⻑による閉会挨拶
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公開研究報告会  26 January 2017
開催⽇時・場所
⽇時 平成29（2017）年1⽉26⽇（⽊）13:40〜 1⽉27⽇（⾦） 12:30予定
場所 総合研究⼤学院⼤学 葉⼭キャンパス 学融合推進センター棟 1階 福利厚⽣室
プログラム
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【会の様⼦】 
ブログ記事もご覧ください（クリック）。
 ⼤峯副学⻑による開催挨拶  学融合共同研究 佐藤准教授
 学融合共同研究 都丸准教授
319
 学融合共同研究 新村助教
 学融合共同研究 佐藤教授  萌芽的研究会 島⾕准教授
 萌芽的研究会 ⻄中特任准教授
 学⽣企画事業紹介 清古さん  岡⽥学⻑による乾杯
320
 意⾒交換会の様⼦
 シンガポール国⽴⼤の末⽥⽒  学融合共同研究 武⽥教授
 学融合共同研究 古⾕教授
 グローバル共同研究 ⾜⽴教授  研究事業意⾒交換
 鎌⽥センター⻑による閉会挨拶
321
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公開研究報告会  8 February 2018
開催⽇時・場所
⽇時 平成30（2018）年2⽉8⽇（⽊）13:40〜 17:45
場所 総合研究⼤学院⼤学 葉⼭キャンパス 学融合推進センター棟 1階 福利厚⽣室
プログラム
【会の様⼦】
2⽉8⽇（⽊）に学融合推進センター1階ホールにて、学融合推進センター公募型研究事業・公開研究報告会が開催されました。
年に1回開催される本報告会では、センターが⽀援している公募型研究課題の研究代表者による成果発表が⾏われます。
まず、萌芽的共同研究の報告5件の発表が⾏われました。
「太陽系⾒聞録の作成と発信ー太陽系の起源と進化の統合的理解に向けてー」では、極地研の保有する南極隕⽯とJAXAのはやぶさプロ
ジェクトの連携からスタートしたという経緯が述べられました。⼋王⼦隕⽯について微⼩資料の科学的解析と古典籍の解析の両⾯から研究
が⾏われています。
「⽣物界を超えた遺伝⼦発現調節因⼦trans-kingdom interfering RNAの探索」では、⼆本鎖RNAを害⾍に摂⾷させRNA⼲渉を起こすことに
よって害⾍防除を⾏うRNA農薬について述べられました。広範な昆⾍に活⽤できる⼀⽅で、種特異性が⾼く、化学的には安全であるという
点で、現状の化学農薬の問題点を解消することが⾒込まれます。
「抗体の糖鎖修飾をモデルとした糖転移酵素の細胞内局在の探査」では、タンパク質の糖鎖修飾を⾏う糖転移酵素がゴルジ体内でも住み分
けしていること、タンパク質の細胞内輸送経路の違いで糖鎖修飾のパターンが変化することが述べられました。糖鎖はタンパク質間相互作
⽤に重要な役割を果たしており、糖鎖修飾の過程が明らかになることは、細胞内ネットワークの理解や創薬につながると考えられます。
「アゲハチョウの眼外紫外光受容タンパク質と⽣殖⾏動との関連」では、アゲハチョウの尾端に存在する紫外光受容タンパク質について、
タンパク質の物理化学から動物⽣理学、神経⾏動学、分⼦⽣物学といった様々なアプローチで解析を⾏なっていることが述べられました。
尾端における光受容は⽣殖⾏動の制御に重要であると考えられています。
「⽣物の紫外線の利⽤と蛍光の⽣物学的意味を理解する〜光情報解析と⽣物学解析の融合〜」では、サンゴの蛍光タンパク質について、光
情報学と蛍光放射の⽣物学の両⾯から解析を⾏なっていることが述べられました。サンゴに限らず、刺胞動物⼀般に蛍光タンパク質が存在
し、触⼿に多く存在することから、プランクトンを捕⾷するために蛍光が利⽤されているとの可能性が発⾔されました。
続いて、センター⻑裁量⽀援共同研究課題の報告1件の発表が⾏われました。
「天変地異と⼈間社会の変遷：⾔葉の在り⽅と世界の在り⽅」では、雷・隕⽯・オーロラを通して、古典籍の分析から⾒えてきた科学的知
⾒を中⼼に述べられました。また、異分野融合にまつわるイベントや市⺠参加型の研究についても紹介されました。
最後に、「これまでの公募型共同研究課題の総括と最新の成果報告について」という題で、学融合推進センターのこれまでの活動の紹介、
公募型共同研究の⽀援を通して得られた、異分野融合型共同研究のパターンについて発表がなされました。
閉会後の懇親会では、先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻の学⽣による4件のポスター発表も⾏われました。
学融合推進センター公募型共同研究事業、および、公開研究報告会は今年度で終了することとなりましたが、多くの異分野連携型の研究の
きっかけを作り、また、異分野連携型の共同研究の成功例や課題といった多くの知⾒が得られたことと思われます。 
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ブログ記事もご覧ください（クリック）。
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総研⼤研究プロジェクト企画会議
 学融合推進センターでは複数回に渡る企画会議を開催し、様々な研究シーズの探索と議論を重ね、本学を代表する研究
プロジェクトの⽴案を⽬指してまいりました。今年度（平成２６年度）は、これまでの学内共同研究⽀援事業の枠組みの
再編に伴い、新事業枠である「グローバル共同研究」と「学融合共同研究」の⽀援の趣旨に適した異分野連繋型の課題の
創出を⽬指すこととなりました。これまでの会議にご出席いただいた⽅のみならず、ご参加いただける⽅を全学より広く
募集いたします。
企画会議PR動画
総研⼤研究プロジェクト第１０回企画会議 参加者募集
⽇時： 平成２７年１１⽉９⽇（⽉） １３：００ 開始
（１１⽉１０⽇午前  希望者のみ基礎⽣物学研究所⾒学を予定）
場所： ⾃然科学研究機構 分⼦科学研究所 研究棟201 セミナー室
  （〒444-8585 愛知県岡崎市明⼤寺町字⻄郷中38）
（協⼒：機能分⼦科学専攻 中村敏和 准教授）
１１⽉９⽇(⽉)
・開催挨拶 総合研究⼤学院⼤学 学⻑ 岡⽥泰伸
・参加者による⾃⼰紹介
・「電⼦スピン共鳴（ESR）で何が分かるのか？-物理，化学，材料，⽣体，医療，⾷品，年代計測…-」
機能分⼦科学専攻 准教授 中村敏和
・「炭⽔化物⾷と脂肪⾷の選択⾏動に関わるニューロンの発⾒とその制御機 構に関する研究」
⽣理科学専攻 教授 箕越靖彦
・分⼦科学研究所 ⾒学
・「視覚障害者が鎌倉時代の写本『源⽒物語』を指で読む」
⽇本⽂学研究専攻 教授  伊藤鉄也
・「総合教育科⽬『⼤統合⾃然史（仮称）』の紹介」
学融合推進センター 特任教授 鎌⽥進
・「研究ノートプロジェクトの現状と今後について」
遺伝学専攻 准教授 ⽊村暁/学融合推進センター 助教 ⼩松睦美
・総合討論
・意⾒交換会
（注：意⾒交換会参加費⽤は参加者のご負担となります）
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１１⽉１０⽇(⽕)
・基礎⽣物学研究所明⼤寺地区 ⾒学 [希望者のみ]
協⼒ 基礎⽣物学専攻 助教 倉⽥智⼦
＊宿泊場所については、名鉄東岡崎駅周辺ホテルの各⾃⼿配をお願いいたします。
参加申込： 参加⼈数を把握するため、参加を希望される⽅は 平成２７年１１⽉２⽇（⽉）までに下記連絡先までその旨をご連絡くださ
い。
(参加者の旅費については学融合推進センターが負担いたします)
＜学融合推進センター事務室＞
TEL.046-585-1629/1657 E-MAIL cpis-ofﬁce@ml.soken.ac.jp 
現時点で研究プロジェクトのアイデアを持っているか否かに関わらず、本学を代表する研究プロジェクトを構築するという志を共にする本
学研究者の積極的なご参加をお待ちしております。研究アイデアのご提案をされたい場合には、その旨を下記の担当者までお知らせくださ
い。また、もし今後この企画会議で取り上げるべき研究のアイデアをお持ちの本学研究者をご存知でしたら、是⾮ともご紹介ください。
学融合研究事業 責任者 ⽥辺秀之 准教授  tanabe_hideyuki@soken.ac.jp
担当者 ⼩松睦美 助教 komatsu_mutsumi@soken.ac.jp
第1回から第9回までの企画会議の議論の内容は、会議録にてご確認いただけます。これまでの会議にご参加の⽅にお配りしておりますが、
それ以外でご所望の⽅は上記担当者までご連絡ください。
過去の企画会議
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第⼀回企画会議  25 July 2013
総研⼤研究プロジェクト 第⼀回企画会議
【開催場所】 学術総合センター
【参加者】  ２７名
【プログラム】
１．開会
２．開催挨拶・企画会議の趣旨説明
    学融合推進センター⻑ 平⽥ 光司 教授
３．参加者による簡単な⾃⼰紹介
４．「在り⽅検討会」の振り返り
    学融合研究事業責任者 ⽥辺 秀之 准教授
    学融合研究事業担当  ⾒上 公⼀ 助教
５．「新分野の開拓」の活動内容
    学⻑付教授 湯川 哲之 教授
６．話題提供
    「南極湖沼から⽣態系の原理を探る」 極域科学専攻  ⼯藤 栄 准教授
    「⾔語をとおしてみる⼈間研究」   ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦ 准教授
    「質感を科学するということ」    ⽣理科学専攻  ⼩松 英彦 教授
７．全体討論
  終了後、懇親会
【議論の概要】
まず平⽥センター⻑から総研⼤を代表する研究プロジェクトを⽴ち上げることが⽬的であるとの確認があり、第１回企画会議は昨年度の
「学融合研究事業の在り⽅検討会」を振り返る形でスタートしました。⽂理融合は⼤きな⽬標ではあるものの、そこにこだわらず総研⼤の
特⾊を活かした研究というのが共通認識です。また、湯川先⽣からは「新分野開拓」を実施したご経験から、⼤きなテーマのもとでいくつ
かの研究班が活動し、密な研究班間の連携を⾏うというひとつのモデルをご提案いただきました。プロジェクトの体制を考えることもこの
会議の重要な役割となっています。
 具体的な話題提供としては極域科学専攻の⼯藤先⽣、⽐較⽂化学専攻の菊澤先⽣、⽣理学専攻の⼩松先⽣にお話をいただきましたが、そ
れぞれに学際的な研究を⾏っており、その内容を中⼼として闊達な議論が⾏われました。このような現在進⾏中の研究の中⾝を理解しなが
ら、次なる研究の流れを作り出すことこそこの会議の担う役割です。これらの研究を単に押し進めるだけではなく、他の分野との接点や融
合の可能性を検討していく必要があります。また、会場では学外研究者との連携も重要であることが指摘され、総研⼤の強みである専⾨性
を繋いでくれるような学外研究者の探索も今後の課題です。
 多くの参加者から充実した会議であったとのご意⾒をいただきましたので、次回以降も継続して議論を進められるよう企画して⾏く予定
です。
（⽂責：⾒上公⼀）
【会議の様⼦】
27名の⽅にお集まりいただきました 平⽥先⽣より開会の挨拶と趣旨の説明
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参加者による⾃⼰紹介
湯川先⽣による過去の試みについての発表
⼯藤先⽣による話題提供 菊澤先⽣による話題提供
⼩松先⽣による話題提供 懇親会も⼤変盛り上がりました
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⽂系理系が⼊り交じり議論も⽩熱
分野を超えたネットワーク形成の場となりまし
た
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第⼆回企画会議  14 September 2013
総研⼤研究プロジェクト 第⼆回企画会議
【開催⽇時】 平成２５年９⽉１４⽇（⼟）
【開催場所】 東京⼋重洲ホール ２階 ２０１会議室
【参加者】  20名
【内容】
 ⑴ 第１回企画会議の振り返りと今後の⽅針について
 ⑵ 本学を代表する研究プロジェクトの具体的提案としての話題提供
    「次世代バイオサイエンス推進のための研究・教育拠点」
           ⽣理科学専攻 池中⼀裕 教授
    「『極限状態』から紐解く⾃然現象の謎：学際的・多⾓的アプローチの可能性」
           素粒⼦原⼦核専攻 板倉数記 講師
    「光学解析技術による新しい挑戦」
           基礎⽣物学専攻 ⻲井保博 准教授
 ⑶ 全体討論
  終了後、懇親会
【議論の概要】
第２回企画会議は前回の会議の内容を振り返ることから始めました。プロジェクトの⽬的をどのように設定するか、そして広く学内の研究
者が積極的に関与できる体制とはどのようなものか、そして実際の運営についてはどのような組織が必要となるかなど、まだまだ検討すべ
き課題はたくさんあるようです。
 具体的な話題提供では⽣理学専攻の池中先⽣、素粒⼦原⼦核専攻の板倉先⽣、基礎⽣物学専攻の⻲井先⽣にお話をいただきました。個別
分野の閉塞感を打開するための研究と教育の包括的な在り⽅の必要性、類似する現象を複数分野から包括的に捉えることの重要性、そして
技術を中⼼とした分野連携の可能性など、それぞれの提案の中に学融合の異なる在り⽅が提⽰されていたように思います。また、他分野の
ことを知り、分野間の交流を活性化させるという視点でも、この企画会議が担うことのできる役割は⼤きいのではとのご意⾒もいただきま
した。より多くの研究者に関与していただく為にも、「⾯⽩い・⾃分もやりたい」と思わせるような研究プロジェクトの⽴案が求められて
いるようです。
 今回は全体についての意⾒交換もある程度の時間をとることができました。次回は場所を岡崎に移して開催することで、より多くの研究
者からご意⾒がいただけるよう企画を進めていきます。
（⽂責：⾒上公⼀）
【会議の様⼦】
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第三回企画会議  02 October 2013
総研⼤研究プロジェクト 第三回企画会議
【開催⽇時】 平成２５年１０⽉２⽇（⽔） 午後１時００分~午後５時３０分
【開催場所】 ⾃然科学研究機構 ⼭⼿地区 ⼭⼿３号館２階 共通セミナー室
【参加者】  28名
【内容】
 ⑴ 第１回・第2回企画会議の振り返り
 ⑵ シーズ提案・話題提供
   「惑星科学と⽣命科学の融合：⽣命概念の普遍化をめざして」
         ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川眞理⼦ 教授
   「⼈⼯光合成を志向した⾦属錯体化学」
         構造分⼦科学専攻   正岡重⾏ 准教授
   「核融合研究の現状と基礎研究との関わり」
         核融合科学専攻    岡村昇⼀ 教授
 ⑶ 融合研究の成功例の紹介と全体討論
   「補償光学顕微鏡プロジェクトの経緯」
         基礎⽣物学専攻 ⽟⽥洋介 助教
  終了後、懇親会
【議論の概要】
 第３回企画会議も第１回・第２回の会議の内容を振り返ることから始めました。プロジェクトの⽬的や体制といった点では継続した議論
が必要となりますが、第２回会議では若⼿研究者の持つ創造性やエネルギーをどう利⽤できるのかといったことも検討すべき課題として挙
げられていました。
 そして話題提供では⽣命共⽣体進化学専攻の⻑⾕川先⽣、構造分⼦科学専攻の正岡先⽣、核融合科学専攻の岡村先⽣からお話をいただ
き、また前回の⻲井先⽣からご紹介があった若⼿中⼼のプロジェクトの代表者である基礎⽣物学専攻の⽟⽥先⽣にもお話いただきました。
本学のみならず機構法⼈や外部資⾦で進められる分野横断型のプロジェクトの実情を知ることは重要です。研究プロジェクトを⽴案するこ
とを⽬指して進んできたこの企画会議ですが、学融合研究を促進するための「サロン」的な役割を担うことの重要性が強く認識されたと共
に、若⼿研究者が学融合研究に興味を持ち、そして実践することが難しいというアカデミアが抱える課題も⽰されたように思います。ま
た、⽂理だけではなく、⽬的意識を強く持つ⼯学系の分野との恊働にも壁は存在するようです。
 このように乗り越えなければいけない壁を具体的に認識することは、学融合推進センターが果たすべき役割を理解し、適切な事業の設計
に役⽴ちます。⼀歩ずつではありますが、この企画は前進していると感じています。次回は⺠博での開催となりますが、更なる前進が期待
できるのではないでしょうか。
【会議の様⼦】
平⽥センター⻑より開会挨拶 恒例の⾃⼰紹介
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岡崎開催ということもあり、始めてご参加くだ
さった⽅も多数いらっしゃいました
⻑⾕川先⽣による話題提供 正岡先⽣による話題提供
岡村先⽣による話題提供 ⽟⽥先⽣による話題提供
様々な⾓度からの⽩熱した議論
いくらあっても時間は⾜りません 議論は懇親会会場に場所を移して・・・
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第四回企画会議  05 November 2013
総研⼤研究プロジェクト 第四回企画会議
【開催⽇時】 平成２５年 １１⽉５⽇（⽔） １２時４５分〜１７時５０分
             １１⽉６⽇（⽕） ９時３０分〜１２時１５分
【開催場所】 ⼈間⽂化研究機構 国⽴⺠族学博物館 第四セミナー室
【参加者】  23名
【内容】
 1⽇⽬
 ⑴ 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 ⑵ 参加者による⾃⼰紹介
 ⑶ 展⽰解説   ⽐較⽂化学専攻 菊澤律⼦ 准教授
 ⑷ 第１回・第２回・第３回 企画会議の振り返り
 ⑸ シーズ提案・話題提供
    「豚の遊牧から家畜化を考える」
         地域⽂化学専攻 池⾕和信 教授
    「ペルー北⾼知パコパンパ遺跡における先祖崇拝と星座」
         ⽐較⽂化学専攻 關雄⼆ 教授
    「動物の⾔葉の意味を探る」
         基礎⽣物学専攻 新村毅 助教
 ⑹ 全体討論
  終了後、懇親会
 2⽇⽬
 ⑴ 1⽇⽬の議論の振り返り
 ⑵ 話題提供および展⽰解説
    「博物館の歴史と⺠俗学博物館の課題」
         地域⽂化学専攻 ⽵沢尚⼀郎 教授
 ⑶ 全体討論
【議論の概要】
 第４回企画会議は国⽴⺠族学博物館にて１泊２⽇で⾏いました。まずは、⽐較⽂化学専攻の菊澤先⽣による⾔語を中⼼とした展⽰の解説
から始まりました。その後、話題提供として、地域⽂化学専攻の池⾕先⽣、⽐較⽂化学専攻の關先⽣、基礎⽣物学専攻の新村先⽣からお話
をいただきました。２⽇⽬は、⽵沢先⽣による展⽰解説を交えた話題提供を⾏っていただき、その後全体討論を⾏いました。
 議論の中では、⽂理融合の難しさについての議論がなされていました。過去の例を振り返ってみると、⽂理融合は何度も試みられていま
すが、実際は⽂理協働の形でしか実現していないようです。そもそも研究のスタイルが異なる分野間の融合を実現するためには、双⽅によ
る歩み寄りが必要であるとの意⾒が出ておりました。また、⽂理融合研究が実現した場合に、何が成功で、何が失敗であるか、その評価が
難しいという問題が挙げられました。評価基準を作っていくことも課題のひとつであるかもしれません。
 これまでの議論の中から「太陽」「時間」「起源」「記憶」「フーリエ変換」などのテーマが湧き上がってきております。今後はこれま
で同様の企画会議を続けるとともに、企画会議で提案されたテーマに関するワークショップを開催し、その中で具体的な研究課題を創出
し、総研⼤を代表する学際研究の実現を⽬指していきたいと思います。
【会議の様⼦】
平⽥センター⻑より開会挨拶 １泊２⽇のプログラムにも関わらず23名の⽅に
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ご参加いただきました
恒例の⾃⼰紹介
菊澤先⽣による展⽰解説
池⾕先⽣による話題提供 關先⽣による話題提供
新村先⽣による話題提供 理系と⽂系の違いが議論を⽣みます
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総合討論では⽂理融合の可能性が議論されまし
た
菊澤先⽣セレクトのすてきなお店での懇親会
美味しいお料理で話もはずみます
翌⽇は前⽇の振り返りから始まりました ⽵沢先⽣の話題提供
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続いて⽵沢先⽣による展⽰解説 全体討論では企画会議の今後について議論され
ました
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企画会議ワークショップ  17 January 2014
「フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域」
【開催⽇時】 平成２6年 1⽉14⽇（⾦） １3時30分〜１７時30分
 
【開催場所】 学術総合センター
【参加者】  約35名
【内容】
 (1) 学融合推進センターより本ワークショップの説明
 (2) 本ワークショップ趣旨の説明
 (3) 話題提供
    「電波⼲渉計によるイメージングとその解析」
          天⽂学専攻 本間希樹 准教授
    「新たな情報処理の流れ：スパース性に基づく⽅法」
          統計科学専攻 池⽥思朗 准教授
    「タンパク質X線結晶構造解析における画像処理」
          物質構造科学専攻 千⽥俊哉 教授
    「(劣決定)逆問題の解法と薬物動態への応⽤」
          情報学専攻 速⽔ 謙 教授
    「拡散雑⾳モデルベース主成分分析によるマイクロフォンアレイ信号の次元削減」
          情報学専攻 ⼩野順貴 准教授
    「電⼦顕微鏡による分⼦から細胞までの構造解析」
          ⽣理科学専攻 村⽥和義 准教授
 (5) 全体討論
  終了後、懇親会
【会の様⼦】
まずは本間先⽣による話題提供 池⽥先⽣による話題提供
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千⽥先⽣による話題提供 速⽔先⽣による話題提供
⼩野先⽣による話題提供 村⽥先⽣による話題提供
全体討論 ⽂理⼊り乱れての議論
30名以上の⽅にお集まりいただきました 少しタイトなスケジュールではありましたが、
⼤変有意義な会でした
続いて懇親会も盛会でした 本ワークショップを通して、分野は違えども広
く使われている技術であり、共通性が⾼いこと
がわかりました
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第五回企画会議  14 March 2014
総研⼤研究プロジェクト 第五回企画会議
【開催⽇時】 平成２6年 3⽉14⽇（⾦） １3時00分〜１７時00分
 
【開催場所】 国⽴遺伝学研究所
【参加者】  21名
【内容】
 (1) 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 (2) 参加者による⾃⼰紹介
 (3) 過去の企画会議の振り返り
 (4) 話題提供
    「ワークショップ『フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域』の報告」
         天⽂科学専攻 本間希樹 准教授
    「学問は時間を定義できるか！？」
         遺伝学専攻 ⼩林武彦 教授
    「『偽物』をテーマとした学際研究の可能性の提案」
         ⽇本歴史研究専攻 ⼩瀬⼾恵美 准教授
 (5) 全体討論
  終了後、懇親会
【議論の概要】
 第5回企画会議は国⽴遺伝学研究所にて⾏いました。まずは1⽉17⽇に⾏われたワークショップ「フーリエ変換によるイメージングとそ
の周辺領域」の報告を本間先⽣に⾏っていただきました。企画会議の中でわき上がった融合研究のシーズについて、関連する様々な分野の
研究者を集め、話題提供および議論する場がこのワークショップです。フーリエ変換の技術は様々な分野で使われており、異なる分野間
で、類似の技法、類似の問題があるということが⾒いだせたものの、すぐに研究テーマとして動き出せるかという点では難しく、もう何度
かワークショップを開催していく必要があるようです。
 ⼆題⽬は、「時間」をテーマとした話題提供で、⼩林先⽣のご提案は、「時間」に関する感覚を様々な学問分野で共有するためのデータ
ベースを作る、というものです。⼩林先⽣のご提案⾃体は直接論⽂等の学術的なアウトプットに結びつくものではありませんが、総研⼤の
全教員が参加できるテーマであり、また、このデータベースが実現されれば、学際的な研究テーマの創出に活かされるものになると思われ
ます。また、時間に関連する研究として、湯川先⽣の宇宙の始まりに関わる時間と空間に関するご研究についてもご紹介いただきました。
 三題⽬は⼩瀬⼾先⽣による「偽物」を テーマとした話題提供です。真作と贋作は社会通念により決まるという話を実際の例をもとにお
話いただきました。また、「偽物」というキーワードを少し広げて考えると、⽣物学では擬態、計算科学ではモデル化、その他に偽科学、
研究者倫理等、様々な分野への広がりが期待できるテーマでもあります。
 総合討論では今後の企画会議の⽅向性について議論されました。企画会議はサロンのように交流の場として重要な役⽬を果たしているも
のの、何かしらアウトプットを残していくことも重要です。学術論⽂には直接は結びつかないものの、今回の話題提供で取り上げられた
「時間」や「偽物」のようなデータベースを作ることも企画会議のひとつの成果となりうるといえます。今後の企画会議は、これまで通り
のサロンの役⽬も果たしつつ、具体的なアウトプットを⾒据え、展開していきたいと思います。
【会議の様⼦】
今回は21名の⽅にご参加いただきました 平⽥センター⻑より開会挨拶
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恒例の⾃⼰紹介  
本間先⽣による話題提供 ⼩林先⽣による話題提供
⼩瀬⼾先⽣による話題提供 総合討論
懇親会会場にて遺伝研所⻑桂先⽣によるご挨拶 乾杯！
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第６回企画会議  11 September 2014
総研⼤研究プロジェクト 第６回企画会議
【開催⽇時】 平成２６年９⽉１１⽇（⽊） １３時００分〜１７時３０分
 
【開催場所】 品川インターシティ貸会議室 貸会議室４ （〒108-6105 東京都港区港南2-15-4）
http://www.sic-hall.com/home/contact.html 
【参加者】  23名
【内容】
 (1) 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 (2) 参加者による⾃⼰紹介
 (3) 過去の企画会議の振り返り  ⽥辺秀之 准教授
 (4) 話題提供
    グローバル共同研究採択課題についてのご紹介
    「失われた⽣態システムの多様性解明に向けた古代ＤＮＡ研究の展開」 
         統計科学専攻 ⾜⽴淳 教授
         復旦⼤学 ⽶澤隆弘 副教授
    「総研⼤プロジェクトとしての『よい研究記録のあり⽅研究』の提案」
         遺伝学専攻 ⽊村暁 准教授
    「研究記録に関して」
         学融合推進センター 菊池好⾏ 特任准教授
 (5) 全体討論
  終了後、懇親会
【会議の様⼦】
 こちらのブログもご参照ください。
今回は23名の⽅にご参加いただきました 平⽥センター⻑より開会挨拶
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恒例の⾃⼰紹介  
⽥辺先⽣より過去の振り返り ⾜⽴先⽣よりグローバル共同研究採択課題のご
紹介
⽶澤先⽣よりグローバル共同研究採択課題のご
紹介
⽊村先⽣より実験ノートに関するご提案
菊池先⽣より研究記録に関するお話 総合討論
総合討論 懇親会
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第7回企画会議
総研⼤研究プロジェクト 第7回企画会議
【開催⽇】 平成２６年１１⽉６⽇（⽊）〜１１⽉７⽇（⾦）
 
【開催場所】国⽴天⽂台 ⽔沢ＶＬＢＩ観測所
本館会議室（協⼒：天⽂学専攻 本間希樹 准教授）
（岩⼿県奥州市⽔沢区星ガ丘町２－１２）
http://www.miz.nao.ac.jp/content/tour_guide_mizusawa_campus
【内容】１１⽉６⽇（⽊） 企画会議
（１）「誤差から学ぶ－Z項と地球回転」
   天⽂学専攻 花⽥英夫 准教授
（２）「研究記録のあり⽅研究」継続議論
   遺伝学専攻 ⽊村暁 准教授 他
（３）「⽂化財レスキューと⽣活記憶の⼈⽂学」
   国⽴歴史⺠俗博物館 葉⼭茂 特任助教（総研⼤修了⽣）
（４）⽔沢地区⾒学（VLBI 観測所、⽊村記念館、奥州宇宙遊学館）
その後、奥州市前沢区にて懇親会
１１⽉７⽇（⾦） 三陸視察 
午前7:30時頃⽔沢駅出発?陸前⾼⽥他視察?
（午後： 中尊寺訪問：⾃由参加)
   「浄⼟教⽂化に関するフィールドワーク」 
   学融合推進センター 七⽥⿇美⼦特任准教授
【会議の様⼦】
 こちらのブログもご参照ください。
  
恒例の⾃⼰紹介（左）に始まり、花⽥先⽣のZ​項に関する話題提供
345
  
⽇本に⼆つある標準時のうちの⼀つは⽔沢で計測されています（左）、計測データを記録するメディア（右）
  
⽊村栄記念館の⾒学（左）、葉⼭先⽣による⽂化財レスキューの話題提供（右）
  
継続議論の⽊村先⽣による研究記録のあり⽅に関する議論（左）、議論は懇親会の席でも（右）
  
被災地陸前⾼⽥の視察、地元の⽅によるガイド（左）
ガイドの⽅が撮影された津波の映像を実際の現場で⾒る様⼦（右）
  
中尊寺でのフィールドワーク（左）、⽔沢天⽂台にて電波望遠鏡を背に集合写真（右）
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第８回企画会議  5 February 2015
⽇時：平成27年2⽉6⽇（⾦）13:00〜2⽉7⽇（⼟）
  （2 ⽉6 ⽇13 時00 分集合・2 ⽉7 ⽇昼解散予定）
場所：2 ⽉6 ⽇(⾦)：核融合科学研究所 （〒509-5292 岐⾩県⼟岐市下⽯町322-6）
  （協⼒：核融合科学専攻 中⻄秀哉 准教授）
   2 ⽉7 ⽇(⼟)：多治⾒市産業⽂化センター3 階⼤会議室 （多治⾒駅徒歩15 分）
  （〒507-8603 岐⾩県多治⾒市新町1 丁⽬23 番地）
スケジュール：２⽉６⽇（⾦）１３：００-１７：００ 企画会議I
（核融合科学研究所 シミュレーション科学研究棟１階会議室）
・開催挨拶
 核融合科学研究所⻑・核融合科学専攻⻑・ ⼩森彰夫 教授
・「⼈間科学から⾒る科学コミュニケーション」
 核融合科学専攻 中⻄秀哉 准教授
・「⾼輝度X 線の2 次元エネルギー分布画像診断法の基礎研究」
 核融合科学専攻 武藤貞嗣 助教
・「⾚外線の⽬で⾒る宇宙：宇宙の誕⽣から太陽系外惑星まで」
 宇宙科学専攻 松原英雄 教授
・「古典⽂学における研究記録の⽅法」
 ⽇本⽂学研究専攻 ⼩⼭順⼦ 准教授
・⼤型ヘリカル装置(LHD)実験装置⾒学
 終了後、多治⾒駅付近にて懇親会
（注：懇親会参加費⽤は参加者のご負担となります）
２⽉７⽇（⼟）９：３０-１２：００ 企画会議II （多治⾒市産業⽂化センター3 階⼤会議室）
・「動物福祉のグローバル化」
 基礎⽣物学専攻 新村毅 助教
・「現場主義統計学」
 統計科学専攻 島⾕健⼀郎 准教授
[希望者のみ]
２⽉５⽇（⽊）
１５：３０ 核融合研シミュレーション科学研究棟１階会議室 集合
１５：３０-１７：１５ ⼤型ヘリカル装置（LHD）実験⾒学
２⽉６⽇（⾦）
１０：００-１１：００ 研究事業 意⾒交換会
（核融合科学研究所 シミュレーション科学研究棟１階会議室）
⼤型ヘリカル装置⾒学は、２⽉６⽇に実験休⽌中のLHD 本体室内部の⾒学を⾏います。２ ⽉５⽇の実験実施⽇には、プラズマ実験の様⼦
を⾒学する予定ですので、是⾮ご参加くださ い。
現時点で研究プロジェクトのアイデアを持っているか否かに関わらず、本学を代表する研究プロジェクトを構築するという志を共にする本学研究者の積極的な
ご参加をお待ちしております。研究アイデアのご提案をされたい場合には、その旨を下記の担当者までお知らせください。また、もし今後この企画会議で取り
上げるべき研究のアイデア をお持ちの本学研究者をご存知でしたら、是⾮ともご紹介ください。
学融合研究事業 
責任者 ⽥辺秀之 准教授
tanabe_hideyuki[at]soken.ac.jp
担当者 ⼩松睦美 助教
komatsu_mutsumi[at]soken.ac.jp 
第１回から第７回までの企画会議の議論の内容は、会議録にてご確認いただけます。これまでの会議にご参加の⽅にお配りしておりますが、それ以外でご所望
の⽅は上記担当者までご連絡ください。
会議の様⼦
347
 中⻄先⽣の説明を聞きながら実験を⾒学  プラズマが発⽣している様⼦（中央モニタ）
 スーパーコンピューター
 核融合科学研究所⼩森所⻑によるご挨拶
 学⽣も参加してくれました
 参加者による⾃⼰紹介
348
 中⻄先⽣によるサイエンスコミュニケーショ
ンの話題提供
 施設⾒学
 ギネス記録を持つ厚い壁
 （放射線封じ込めのため）
349
 武藤先⽣による画像診断法の話題提供  ⼩⼭先⽣による研究記録に関する話題提供
 懇親会では岐⾩の美味しいお酒を堪能  新村先⽣による動物福祉の話題提供
 島⾕先⽣の⽣物統計に関する話題提供  松原先⽣による⾚外線による観測の話題提供
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第９回企画会議  25 April 2015
⽇時：平成27年4⽉25⽇（⼟）13:00〜15:00
場所：国⽴歴史⺠俗博物館 （〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117 ）
 
 
歴博の⻄⾕先⽣による解説
 
千両箱を実際に持って重さを体感
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萌芽的研究会開催⽀援
平成29年度の募集を開始しました。平成30年1⽉31⽇締切
平成29年度萌芽的研究会開催⽀援要項 
平成29年度萌芽的研究会開催⽀援申請書 
趣旨
総合研究⼤学院⼤学（以下、「本学」）に於いて、従来の学問分野の枠を超えた独 創的、国際的な学術研究の推進並びに先導的な新野
の開拓を⽬指す異分野連携型の共同 研究のシーズを⽀援することを⽬的に、「萌芽的研究会開催⽀援」事業の募集を⾏いま す。
過去の萌芽的研究会の⼀覧
年度 研究会名 所属 申請代表者 報告書
平成29年度 新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⽥辺秀之 准教授
平成28年度 分野融合研究の駆動⼒となる定量的アプローチの研究会 学融合推進センター ⻄中 美和 特任准教授
平成28年度 重⼒崩壊型超新星の重要未解決問題の解決に向けて 天⽂科学専攻 梶野 敏貴 准教授
平成28年度 ⽇本⼈がかかえる英語の諸問題：研究に必要な英語教育・政策・国⺠性 統計科学専攻 島⾕ 健⼀郎 准教授
平成27年度 量⼦論の諸問題と今後の発展 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉 准教授
平成27年度 観相学・観相資料の総合的・学融合的研究準備会 ⽇本⽂学専攻 相⽥ 満 准教授
平成27年度 惑星科学と社会の相互の関係の在り⽅についての研究会 極域科学専攻 ⼭⼝ 亮 准教授
平成27年度 各学問分野の⾔葉の違いを探る 学融合推進センター 七⽥ ⿇美⼦特任准教授
平成27年度 「キュレーション」の学際的発展についての研究会 学融合推進センター ⼩松 睦美 助教
平成26年度 ⽂理学術基盤に関する萌芽的研究会 ⽐較⽂化学専攻 出⼝ 正之 教授
平成26年度 研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会 遺伝学専攻 ⽊村 暁 准教授
平成26年度 ⼈間科学から⾒る科学コミュニケーション 核融合科学専攻 中⻄ 秀哉 准教授
平成26年度 動物福祉研究会 基礎⽣物学専攻 新村 毅 助教
過去の萌芽的研究会の様⼦
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平成 27年 3月 30日 
出口正之 
学融合研究事業・萌芽的研究会 
「文理学術基盤に関する萌芽的研究会」 
報告書 
 
(1) 参加者一覧 
   出口正之 比較文化学専攻 教授 deguchi@idc.minpaku.ac.jp 
      中村敏和 機能分子科学専攻 准教授 Toshikazu NAKAMURA<t-nk@ims.ac.jp>; 
   田村義保 統計科学専攻   教授   tamura@ism.ac.jp<tamura@ism.ac.jp>; 
   塚原直樹 学融合推進センター助教 Yoshiyasu Tamura<tamura@ism.ac.jp>; 
   平田光司 学融合推進センター教授 Kohji HIRATA<hirata@soken.ac.jp>; 
   小林登志生 総研大名誉教授  tashakobayashi@yahoo.co.jp 
   西村祐子  駒澤大学教授  yukonb1b2@gmail.com<yukonb1b2@gmail.com>; 
   島村真佐利 非営利法人研究学会 <shimamura@koueki.co.jp>; 
   渡辺 元 立教大学大学院客員教授
gwatanabe@rikkyo.ac.jp<gwatanabe@rikkyo.ac.jp>; 
   星 さとる パブリック・ベネフィット研究所 所長 星さとる
<publicbenefit@kke.biglobe.ne.jp>; 
    
(2) 議論の概要 
①予め参加者に撮影の許可と広報上その他の利用の許可を得た。 
②公益法人制度改革について学会誌が、どの程度扱っているか調べたところ、研究対
象として扱っている学会誌は非常に少ない一方、自然科学系の雑誌の多くで、巻頭
言等のコラムで取り扱われていることが判明した（38件）。 
③「学術の動向」誌においては二度において特集がなされていた。同誌に掲載された
内閣府発表の数字によれば、学協会で一般社団法人 111、一般財団法人９、公益社団
法人 100公益財団法人８である。 
④学会は、ギルド的な同業者の技能向上の場であったものが、現在では、間接的には
科研費の配分や大学評価等にまで影響を与える論文の評価機関としての機能を持つ
など公的な存在へと変化してきている。 
⑤学協会はこれまで相互に十分な交流がなくその運営方法、査読の方法、オーサーシ
ップの習慣など、一つの学会では許されても別の学会では許されない事項などがあ
れば、その間の学際研究は研究倫理問題に必然的に直面することになる。 
⑥事例報告として、3学会が報告された。Ａ学会は中小規模の学際学会であるが、ドレ
スコードや使用言語などについてもディシプリン間での文化の装置が顕著である。 
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⑦学協会の法人化をスケジュール化して検討しているが、財務など会計事務の問題に
直面している状況が明らかになった。 
⑧任意団体の学協会もあるが、任意団体だからと言って、法令上の要請に応えないと
いうことはありえず、マイナンバー制度の導入などにより、学協会の組織運営に今
後厳しい目が向けられる可能性が指摘された。 
⑧多くの研究者にそれぞれに何らかの接点があるものの、相互に熟知しているものが
少ないという現状が明らかになった。 
⑨学協会研究の切り口として以下のような考え方が示された。 
 １．分野別分類  物理系、化学系．．．社会科学系、人文科学系…学際系 
 ２．規模別分類 
 ３．機能別分類  論文誌の発行、査読、学術講演会・研究発表会、Authorship、
倫理規定などのルールメイク、表彰、（認定医などの）資格付与。 
 ４．法人格別分類 公益社団法人、公益財団法人、一般社団法人、一般財団法人、
ＮＰＯ法人、任意団体（法人格なし） 
 
 
(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への 
  申請への展望 
① 研究の意義については、大きな反響があった。具体的な研究方法としては、学協会を
いくつかに分類し、その中で分野別の研究を行う手法や事例をたくさん収拾する方法
などが検討された。 
② 学協会を研究するグループが誕生したということを示すだけで意義があるという意
見もあった。 
③ 海外の学会や国際学会も研究の対象とすることで、「学融合共同研究」としての意義
が出てくるという意見もあった。他方で米国は世界そのものであり、米国の学会は比
較にならないのではないかという意見もあった。 
④ 大学法人化後、急速に研究倫理上の問題を研究者が承知しておくことが必要になり、
教育にも盛り込まれるようになったが、学会についても同様のことが起こり、教育に
も活用するために、予め研究していくべきではないかという意見も出てきた。 
⑤ 「学融合共同研究」事業についての申請については、文理研究者が誰でも参加できる
利点があるので、諸課題を予め整理したうえで引き続き検討していくべきではないか
という方向性が示された。 
以上 
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萌芽的研究会 
「研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」 
開催報告 
 
１．参加者  
20名（参加者リストは最終ページ） 
 
２．議論の概要 
2015年 3月 9日(月)に、学融合推進センターの萌芽的研究会開催支援事業として「研究
記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」を国立遺伝学研究所（遺伝学専
攻）で開催いたしました。「研究記録」は、どのような分野の研究でも欠かせない研究の基
本的ツールです。しかしながら、各研究者がどのように研究記録をつけているかは同じ分
野でも個々人の流儀があるようで、ましてや異分野でどのような記録をつけているかにつ
いて情報交換がされることは少ないのが現状です。学融合推進センターでは、これまでに
企画会議などの場を利用して各分野での研究記録のありかたについて小規模な議論を展開
してきました。本研究会では、多様な分野の研究者の集まる総研大という場を活かし、「研
究記録」を切り口とした議論をすることで、各分野での研究のあり方や教育のあり方につ
いて、まとまった議論を行い相互理解を深めることを目的としました。文理さまざまな専
攻から出席した１９名の教員・学生が自らの研究記録を実物を交えながら紹介し、間瀬先
生（物質構造科学専攻）、花田先生（天文科学専攻）、春山先生（宇宙科学専攻）からはス
ライドを使って体系的に各分野の現状を紹介していただきました。様々な学問分野の研究
記録や研究の進め方に関する情報や意見の交換は、学問の多様性を認識し相互理解を深め
るだけでなく、意外な共通性を発見する効果があることを参加者全員が実感し、今後も情
報交換と議論を進めていこうという結論に至りました。 
 
３．学融合公募事業への申請への展望 
 今後の展開として、学融合推進センターのウェブサイトに、「研究記録」についてのホー
ムページを開設し、各分野の教員からの記事を公開する案が出されました。内容が充実し
た時点で、書籍化または研究公募への応募を検討する予定です。 
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萌芽的研究会 「研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」                
氏  名 所  属 職名等 
吉村 健司 文化科学研究科 比較文化学専攻 学生 
佐々木 飛鳥 生命科学研究科 遺伝学専攻 学生 
小山 順子 文化科学研究科 日本文学専攻 准教授 
中村 敏和 物理科学研究科 機能分子科学専攻 准教授 
花田 英夫 物理科学研究科 天文科学専攻 准教授 
中西 秀哉 物理科学研究科 核融合科学研究科 准教授 
春山 純一 物理科学研究科 宇宙科学専攻 助教 
両角 祐一 高エネルギー加速器研究科 加速器科学専攻 講師 
間瀬 一彦 高エネルギー加速器研究科 物質構造科学専攻 准教授 
木村 暁 生命科学研究科 遺伝学専攻 准教授 
成瀬 清 生命科学研究科 基礎生物学専攻 准教授 
来栖 光彦 国立遺伝学研究所リサーチ・アドミニストレーター室 
リサーチ・アドミ
ニストレーター 
伊東 真知子 国立遺伝学研究所リサーチ・アドミニストレーター室 特任技術専門員 
Zakea Sultana 
京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験
所 
学生 
平田 光司 学融合推進センター センター長 
桑島 邦博 学融合推進センター 特任教授 
田辺 秀之 学融合推進センター 准教授 
塚原 直樹 学融合推進センター 助教 
小松 睦美 学融合推進センター 助教 
七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
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平成 26年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 
（平成 27年 2月 12日（木） 於：AP名古屋・名駅 8階 A会議室） 
(1) 参加者一覧（全 19名） 
物理科学研究科 核融合科学専攻 准教授    中西 秀哉 
学融合推進センター 助教      奥本 素子 
文化科学研究科 メディア社会文化専攻 （放送大学教養学部）教授 加藤 浩 
文化科学研究科 国際日本研究専攻 学生    大石 真澄 
高エネルギー加速器科学研究科 加速器科学専攻 講師  両角 祐一 
複合科学研究科 統計科学専攻 准教授    島谷 健一郎 
未来工学研究所 主任研究員     田原 敬一郎 
大阪大学医学部 准教授      吉澤 剛 
東京工業大学 特任准教授     大場 恭子 
関西大学 准教授      門林 岳史 
国立情報学研究所 特任研究員     城 綾美 
京都大学 学術情報メディアセンター 研究員   高梨 克也 
物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    坂東 隆宏 
物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    大野 誠 
京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授   南 貴司 
京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授   笠田 竜太 
原子力機構 六ヶ所核融合研究所 研究主幹   春日井 敦 
原子力機構 （核融合エネルギーフォーラム事務局）   吉田 英俊 
金属技研（株） 技術企画担当     夏目 吉久 
 
(2) 議論の概要 
先端科学は、時として未確定な対象を扱うため、その活動に伴うリスクの説明責任も
負っているが、科学側の社会に対する説明責任はこれまで不明確であったとの指摘もあ
る（科学技術・学術審議会 2012）。科学の便益とリスクに関する人々との対話は、単
なる広報戦略を超えて、人間の認知、心理、意思決定、そして行動原理への理解が必要
であり、その原理に沿った科学コミュニケーション（SC）戦略の構築が不可欠である。 
本研究会では、科学コミュニケーションを人間活動と捉え、人間を研究する分野の研
究者の知見を活用しながら、科学コミュニケーションにおける便益・リスク対話の在り
方について検討することを目的とした。人文・社会学の研究者と自然科学の研究者が科
学コミュニケーションをテーマに、人文・社会学の研究者は理論的紹介、自然科学の研
究者はこれまでの取り組みと課題を持ち寄り、人間の行動としての科学コミュニケーシ
ョンに対して、議論と分析を行った。 
理論的な紹介としては、加藤が学習理論と SC の歴史について触れ、SC における行
動主義→表象主義→（個人的）構造主義→社会構造主義への流れを説明した。SCでは、
啓蒙主義的 SCから双方向的な対話・能動学習への流れがある。社会構造主義では、学
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平成 26年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 
（平成 27年 2月 12日（木） 於：AP名古屋・名駅 8階 A会議室） 
習をコミュニティへ参加してその中で自己を確立する過程ととらえ、SC を市民・科学
者が互いに異なるコミュニティに参加して異文化理解を進める行為と認識する。その後、
社会構造主義に関する質疑が行われた。 
次に、人間行動システム論からみた SCについて田原より講演があった。政策科学は、
啓蒙から「社会とともに創り進める」戦略へと移りつつある。人間行動システム論では、
人は経験した現実に意味を与えそれに沿って自分の意図的行為を決めると考えられて
おり、SC は、目的の共有性、利害関係の一致度、権力の対称性によって、一元的、多
元的、威圧的の３つに分類されると説明した。 
吉澤からは行動経済学から見た人間と感情に関する講演があった。違和（wrongness）
と異和（gap）、共感（sympathy）と感情移入（empathy）、Nudge層と Think層の違いな
どについて触れると共に、マイノリティ憑依やアンガー・アクティビスム・モデルにつ
いても説明した。科学者は全人的人格をもって自らの研究の社会的影響について語るべ
きと主張した。 
事例提供としては、研究会冒頭には中西が核融合分野の SCにおける多層性・多体性・
分極化が実例を交えて紹介され、問題点と本研究会へ期待すべき点が指摘された。門林
からは表象文化論学会における人工知能とジェンダーに関する議論の紹介があり、城か
らは日本科学未来館における SC技術の知見化への取り組みが報告された。笠田は同分
野で取り組んできたアウトリーチ活動とその可能性について指摘を行い、大場は、福島
事故のリスクコミュニケーション事例に基づいて、今後に向けた知見化と活用法の検討
について講演した。 
研究会最後には、奥本の司会により、総合討論と今後の研究事業化に向けた方針の相
談がなされた。SC を研究対象としてのみ捉えるのではなく、工学的な実用性をもたら
すことのできる、SC「工学」として成立させることができないだろうかといった意見が
述べられた。単一の原理・思想で SCを一分野化するのは難しいだろうという指摘のほ
か、教育については方法論を研究する教育工学という分野が存在している、といったコ
メントも出た。 
 
(3)「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への展望 
本研究会に参加した各方面の研究者からは、今後（次年度）の学融合共同研究事業へ
の申請に向けて、課題の形成に協力いただくことの快諾を受けた。今後は申請に向けて、
代表者が属する核融合科学分野の SC関係者と、人文・社会学の多方面の研究者、それ
に学融合推進センターが連携して、研究課題の目標と取り組み内容の具体化の話し合い
を継続し、次年度の研究事業の計画立案および申請を目指している。 
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学融合推進センターの萌芽的研究会開催支援事業「動物福祉研究会」報告書 
 
2015年 3月 29日 基礎生物学専攻・助教・新村毅 
 
(1) 参加者一覧 
 新村 毅（生命科学研究科基礎生物学専攻・特任助教・本研究会代表） 
 塚原 直樹（学融合推進センター・助教） 
 中尾 央（先導科学研究科生命共生体進化学専攻・助教） 
 春藤 献一（文化科学研究科国際日本研究専攻・総研大生 D3） 
 東城 義則（文化科学研究科地域文化学専攻・D5） 
 
(2) 議論の概要（webサイトで公開） 
動物福祉は、文化、社会、科学などが複雑に絡む課題であるため、必然的に文理融合研究が
必要とされる。今回の研究会では、先導科学研究科、生命科学研究科および文化科学研究科
の研究者が一堂に会し、動物福祉に関するこれまでの情報を共有すると共に、動物福祉の今
後に必要な研究課題および研究方法について、人文社会科学および生命科学の観点から議
論した。議論の結果、人文社会科学的アプローチとしては、まず文化・宗教・社会情勢など
の観点から動物福祉の世界的な動向を総合的に理解することが重要だと考えられた。さら
に、日本における動物愛護の歴史的変遷を紐解き、ステークホルダーによる合意形成を経る
ことが、日本における動物福祉のガイドラインを提唱する上で鍵となると思われた。また、
生命科学的アプローチとしては、金網ケージに代わる革新的な福祉的飼育システムを開発
すると同時に、卵などの畜産物を差別化してプレミアム価値を生むための総合的評価法を
開発することの重要性、さらに、問題行動を人為的に制御する技術の開発として全く新しい
発想に基づく研究展開が必要であることも示唆された。 
 
(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への
展望（webサイトで公開） 
動物福祉は、文理融合研究が必要とされるものの、これまでそのような研究は見られなかっ
た。しかし、総研大には、生命科学から人文社会科学に至るまで、専門分野の異なる世界的
な研究者が多く在籍している。萌芽的研究会「動物福祉研究会」において、その可能性を模
索した結果、総研大に所属する多様な研究者が協奏し、複合領域における 1 つの学問分野
として「動物福祉学」の確立を目指すことが可能に思えた。具体的には、人文社会科学的ア
プローチとして、動物福祉の世界的な動向および日本における動物愛護の歴史的変遷を文
化・宗教・社会情勢などの観点から理解し、さらにはステークホルダーによる合意形成を経
て、日本における動物福祉のガイドラインを提唱することが 1つの大きな目標となりうる。
また、生命科学的アプローチとしては、金網ケージに代わる革新的な福祉的飼育システムを
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開発すると同時に、卵などの畜産物を差別化してプレミアム価値を生むための総合的評価
法を開発することが目標となりうる。さらに、問題行動の制御技術として、動物の音声コミ
ュニケーションを操ることで、共食いなどの問題行動を人為的に制御する技術を開発する
ことも重要と考えられた。以上のように、動物福祉は、異分野融合、社会連携、基盤連携、
国際連携を機能させる優れたテーマであり、総研大でこそ成し遂げられる研究課題である。
したがって、この課題は、「グローバル共同研究」事業および「学融合共同研究」事業の趣
旨に合致したものであると考えられる。 
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萌芽的研究会報告 
〔開催日時・会場〕 
第 1回 2016年 2月 8～9日（月・火） 会場：京都アーバンホテル 
第 2回 2016年 2月 23日（火）      会場：国文学研究資料館 
(1) 参加者一覧（アイウエオ順） 
相田満（総研大日文専） 
安保博史（群馬県立女子大学） 
オレグ・ブリアーニ（大東文化大学） 第 2回 
黄昱（総研大学生［日文専］） 第 1回 
七田麻美子（総研大学融合） 
張培華（国文学研究資料館博士研究員［総研大卒業生］） 
三田明弘（日本女子大学） 
矢澤由紀（国文学研究資料館アルバイト職員） 
屋代（高野）純子（国文学研究資料館専門員［総研大終了生］） 
〔内容〕 
【応用研究提案】教育コンテンツへの応用助言・成果発信方法についての助言（張
培華［総研大卒業生］）・日本文学における研究動向（矢澤由紀）  
【海外の観相学との協業提案】（西洋観相学・動物観相学研究者との調整：三田明
弘［日本女子大学］） 
(2) 議論の概要（発題者） 
 美男・美女・善人・悪人・尊卑・貴賤……。人間の容貌・体格・所作などからその人の
性状・運命を判別する観相の営みには、有史以来の永い歴史と膨大な蓄積がある。本萌芽
的研究会は、そうした観相学が期間にわたって受けつがれてきた事実を受け止めることに
よって、観相の学問体系と諸学との関係を整理するとともに、学問体系の蘊奥が集約され
た相書資料に着目することによって、当該学問の現代的再生と新たなイノベーションを創
出することをめざすものである。 
 その目的の下に、すでに相田には先行する学融合研究や学振萌芽研究などの取り組みが
ある。そこでは、観相書の収集と読解、和漢における画論の検討、文学・史書などの検証
を通じて、以下の成果を上げてきた。 
  ①相書資源の構造化とデータベース化 
  ②肖像絵画と観相とが不可分の関係にあることの立証 
  ③文学を中心とする言説資料と観相との関係の指摘 
 また、上記の視点に加えて、 
  ④日本・台湾・西安・福建などの国内外の専業占い師による観相の実地調査 
を行い、これらの諸点における研究の大成に向けてのロードマップを描ける段階にまでた
どりついた。 
 しかしながら、観相学の裾野はとほうもなく広く、たとえば、文学の領域一つとっても、
各ジャンル、各時代の専門研究者の視点からは、これまで観相の視点が全くといってよい
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ほど視野に入ってこなかったため、既存の学問体系との関わりを洗い直す作業から必要で、
予想される結果には、未開の沃野が待ち受けているといっても過言ではない。特に日本に
おける観相のありようは、文学作品・キャラクターイメージ、文章表現などの視点で、古
代から現代に至る壮大な年表を構築することが可能である。それほどに観相書・観相学と
の関わりで再構築される研究内容は、全ての面で新しいといっても過言ではない。 
 このこと視点を肖像図像に転じた場合も同様である。たとえば、画論と観相の親和性を
前提に肖像をとらえ直すだけでも、膨大な関連事象を芋ずる式に引き出すことが可能で、
特に日本においてはこうした視点がこれまで十分になされてこなかったことは重要であ
る。 
 その一連の取り組みの基盤資源として、前近代に表された相書を体系化するべく構築し
ている観相トピックマップがある。本萌芽研究会では、そのデータベースを利用しつつ文
学における観相との関わりを以下の視点で、報告をもとに協議した。 
 ・研究の現状把握と発展の可能性（①②） 
 ・データベース観相トピックマップの現状紹介（③） 
 ・データベースに搭載される図像の統計学的応用研究の紹介（⑤） 
 ・文学作品と相書言説、相書との関連性の事例を報告（④） 
 第 1回の研究会は、会場を占い商店街との異称のある石切神社商店街への取材もかねて、
石切から小一時間でアクセス可能な深草にある京都アーバンホテル会場で開催した。開催
に先立って、有志参加ではあったが、全員の参加を得て、石切神社商店街での檀幸叡氏に
よる観相を実際に体験してもらった。当該観相師は、100 件以上ある商店街の中で、唯一
「人相」をメニューの中に掲示している店である。 
 その後、アーバンホテル会場に場所を移し、1泊 2日の合宿会議を開催した。また、第 2
回会議は、第 1 回会議の体験と会議内容を踏まえ、2 週間後に開催した。以下は、それら
の会議の内容のトピックと簡単なまとめである。  
①日本文学研究における観相に関わる業績の確認（矢澤） 
 日本文学研究論文目録データベースの調査により、日本文学研究におけるこれまで
の研究蓄積は、『源氏物語』の高麗人の観相の場面をめぐる解釈が 3分の 1近くを占
めていることが明確になった。この結果はかねてより予想はされていたことだったが、
日本における観相学の浸透度と達成度、文化・社会的な影響史の面から見ると、先行
研究の現状は、一面的な側面しか踏まえていないことは明らかで、特に日本文学と観
相の影響史を真正面から扱う研究成果は、本プロジェクトに関わった者の業績以外に
は乏しい状況が改めて確認できた。 
②西洋観相学研究者とのコラボレーションの提案（三田） 
 フランス革命期に注目されはじめた動物観相学の研究者や、化粧による人相への効
果が認識されていた西洋観相学についての研究者を擁している大学からの参加者と共
同研究・シンポジウムなどの協業の可能性について協議を行った。その際、本研究会
の参加者においても、それぞれの専門研究の観点から観相との関わりについての理解
を深める必要があるとの認識を共有することができ、そのためには、本会のような小
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規模の研究会を重ねることにより、負担の軽減をはかり、展示・小冊子などによる研
究成果を蓄積した上で、共同研究会を開催、その後にシンポジウムを開催することを
めざす認識で一致した。 
 シンポジウムを成り立たせるためには、日本における観相学についての知識の深ま
りも必要であるが、そのためには会合の数を重ねることで、認識・知識の共有をはか
ることが重要であるとのいう点で意見の一致を見た。 
③観相トピックマップデータベースの紹介（屋代（高野）・相田） 
 観相トピックマップの概要の説明と使い方、および 2015年 3月に更新を行った観相
トピックマップ６の新規項目を中心に説明を行った。観相トピックマップ６での仕様
は以下の通り。 
・搭載観相書は全部で 9種類 
古典相書のトピックカテゴリ 
 書名・部位・グループ・種類・表現・部位/種類一覧 
・青空文庫に搭載される作品中から、観相に関わる場面を抽出し、その場面に GISデ
ータを付与することにより、googleマップで場面が地図上に現れるようにした。 
観相場面のトピックカテゴリ 
  作品（164作品）・著者・キーワード・場所・国 
・屋代（高野）からは 2016年 2月 23日に行われた総研大学術セミナー発表「「観相」
における「文学」と「科学」」にさらに累加した内容の発表を行った。学融合的視点
による発表では、島崎藤村や田山花袋も原書で読んだダーウィン「人および動物の表
情について」を採り上げ、それが人相学に対する批判が原点にある書物であるともい
えることを紹介した。 
 観相学を現代的に意義づけるに際しては、 
  文学ジャンルの横断・「近代自然科学への接近」・「地理的な横断」 
の面で、 
 他者認知・コミュニケーション・異文化理解の問題にも通じる問題点をはらんでお
り、今後の研究の方向性の一つに、ローンブロゾに代表される犯罪心理学の受容と否
定の過程や動向を押さえる必要があるだろう。また、それが大衆化したきっかけとな
った紙芝居作品原作による『黄金バット』ナゾー編でなぜナゾー博士が「ローンブロ
ゾ」を口癖にしていたかなど、さまざまな視点による協議が行われた。いずれにして
も、「観相」が何故、どのような経緯で近代に否定されることになったかを見定める
必要があるとの結論に至った。 
 しかし、現代社会はさまざまな価値観にも変化が生じており、、非科学的・迷信的
なものについても、それらを研究する学問分野の受け皿が用意されている。そのため、
「観相」を迷信と切り捨てるようなことにはならず、その意義を拾い上げる視点をは
らむ論文や言説、社会運動も少なからず見られるようになっている。たとえば、 
  他者認知・コミュニケーション・異文化理解 
の観点が紹介され、具体的な一例として NPO法人「マイフィス・マイスタイル」が採
り上げている「見た目問題」について、「観相」の視点からも向き合う必要がことを
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示されたことを受けて協議を行った。 
④日本文学における観相の受容（黄・安保） 
 日本古典文学作品に見える観相に関する言説の具体的事例の報告として、『徒然草』
中の明雲座主の話（黄）と、『八犬伝』中の観相譚の紹介（安保）が行われた。 
 黄報告で行われた『徒然草』146段明雲の話は『源平盛衰記』34巻に同話が収めら
れるが、『盛衰記』では時代が会わない信西が登場する点が異なる。中国の相書に観
相名人として名が列挙される中に、たとえば東方朔や李陵など、意外に思える著名人
の名が挙がる現象があるが、それに類する現象ともいえよう。この件については、今
後、中国と日本の説話の例を阿ためて合理的な観相の系譜をたどる必要があることや、
『源平盛衰記』の独自記事と『徒然草』との関係などの調査の必要性など、研究の発
展次第では大きく発展する可能性のあるテーマが紹介された。 
 また、後者の安保報告による第 88回の犬坂毛野の香具師の口上に見える活字本にし
て 10頁を超える蘊蓄が披露される場面には、同時代に流布していた観相書『神相全編
正義』からの得られたことを明示する証拠が歴然と現れており、文学研究上でも画期
的指摘といえることが、報告を受けての協議の過程から判明した。 
 このことは、馬琴の知識の源泉を文化文政期を中心に幅広くたどることで、いまま
で注釈の方途が閉ざされていた『八犬伝』の解明に道を拓くことが実証できる一例と
して顕彰されるべきことだろう。また、協議の場で利用された観相トピックマップデ
ータベースも発見の一助となっており、データベースのユースケースとしても知見を
フィードバックすることで、より充実した研究資源が構築できる可能性が示されたこ
との意義は大きい。 
⑤意味情報を内在的に持つ画像認識の有効利用の可能性（玉森報告［相田代読］・相田） 
 観相においては、顔面全体はもとより、眉・口・鼻・目など各部位の形状も判断基
準となっており、古来より伝えられる観相書においては、吉凶判断、性行、生涯の運
命などが、図と解説とともに伝えられてきた。そうした観相資料に描かれる図に伝承
的規範性があるかについては、遅くとも元代ころより肖像画家は人相書の素養を身に
つけなくては成らないと言われてきていた。このことを実証するためには、さまざま
に伝えられる観相資料に描かれた顔面や各部位の諸器官の図と相判断が同質の結果を
持つ事が実証されなくてはならない。そこで、観相トピックマップデータベースで蓄
積・公開されるデータを使用して、諸観相書に掲載される諸器官の図が相判断として
共通の伝承を持っているかを検証してみた。具体的には目・眉などの顔面部位が描か
れた画像パーツの吉凶を機械学習で教え込んでランダムな画像判定を行わせたとこ
ろ、鼻の 8割以上の正答率を筆頭に、いずれも 7割以上の正答率を得ることができた。
この正答率はデータ数の増加に比例してますます有効世性を発揮しており、今後はさ
らなるデータの追加とともに、その特性を利用した応用研究を考えるべき段階に来て
いることが示唆されていることが分かった。 
 この内容は、3月 11日に開催される情報処理学会大会で発表予定の報告であったが、
このような特性を利用した応用事例について話し合い出た意見には以下のようなもの
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があった。 
１.人間に応用してセキュリティシステムに適用する。 
２.お札など、シンボル的な存在となる肖像が、本当に予祝性を持つものか判断する
ための基準にする。 
３.国文学研究資料館から公開されている歴史人物画像のような肖像画像の分析や
意味性を持った画像検索に利用する。特に、吉凶の判断もメルクマールとすること
により、画像の意味を読みとる一要素とする。 
⑥今後の研究の推進方法 
 文学研究領域において観相はこれまであまりにも等閑視されてきたことが、観相書
との比較検討を行うことによって明らかになってきた。研究方法としては、まず観相
書を検討対象資料として、その内容を構造化したデータベースを作成して、誰にでも
客観的に使用できる状態にすること。また、膨大な知識体系を一度に網羅することに
は負荷が大きいので、まず、展示することを念頭に置いて、観相資料の知識世界を紹
介する冊子を作成する目標を立てること。そのためには、たとえ未成熟な発表内容で
あっても、このような形でアイデアを共有して考えを熟成させる試みを複数回繰り返
すことが大切で、より発展的な考えを生み出しやすいことが確認できた。 
(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請へ 
の展望 
 本萌芽研究の取り組みを実施してみて、こうした会が、標榜される通りの、比較的
自由で気楽な内容の討論を行うための枠組みとして最適なものであると実感しまし
た。 
 本来ならば時間をかけて幅広い学科から多くの人の参加を得て、従来の発想の枠を
飛び越えたアイデアを寄せ集めという運営手法が望まれるものでしょうが、時間的制
約もあって十分な公募体制をとれなかったため、既存の研究の総括を軸に、それを糧
にしてさらなる熟成をはかるためのロードマップの確認と、その成果を確実にステッ
プアップさせるための研究会という位置づけでの開催となりました。 
 今回は総研大・日文専・外部参加者からの参加による研究会となりましたが、ほか
に急病で出席かなわなかった複合科学研究科からの参加予定者からの研究報告を代読
した報告も行い、参加者からの報告と協議でセンターで実施される学融合的要素をど
こまで追究できるかについて、以下の点に申請への展望が開けることを確認しました。 
  1.国際的視野 
中国・イタリア人参加者からは、今後も本研究テーマについて積極的に関わり
たいとの意向が表明された。 
  2.教育的側面 
 上記(2)③で述べたような他者理解・認知的側面の歴史的表象として、観相
学は重要な位置づけを持っていたことを説くことには重要な意義があると言
える。 
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 また、今回で以てこれまで観相に関わってきた在学生は総研大の籍を抜ける
ことになるが、今後総研大生が参画することについても、本テーマには、発表
の場、先進的研究論文業績を発信することに十分なテーマが多く提供できる状
態にある。 
   3.学際的側面：統計学的応用研究の可能性 
 萌芽研究会で報告した内容を 3/10の情報処理学会大会（会場：慶應義塾大
学矢上校舎）にて、「サポートベクトルマシンを用いた自動人相判別の検討」
（発表：○玉森聡，松井知子（統数研），相田満（国文学研究資料館））を
行ったところ、6件の質疑応答を受けた。 
 主な質問内容は以下の通り。 
①顔面全体の吉凶判断はできないか 
回答：顔面部位の確度については、サンプル数がまだ少ない段階なの
で、今後数を増やして検討したい。ただし、部品の吉凶を組み合わせ
ることによって、顔面全体の人相判別が可能ではないかと考える。ま
た、この方法をさらに援用して、顔面の自動認識に繋げられないかと
も考えている。 
②セキュリティへの応用を何故 2次元の絵で考えるのか 
回答（相田・玉森）：実在人物の写真などを利用する場合、個人情報
保護の点で差し障りがあること。また、観相資料のような 2示現の絵
を使用することについては、すでにモンタージュ写真よりも似顔絵の
方が効果があることは、警視庁で運用されている捜査官などですでに
実績があるので、方法的にも有効ではないかと考える。そこで、実在
の人間をマンガ風にする機能を持つ 2次元絵生成アプリを利用して、
それを観相資料に援用することで、セキュリティシステムを作ること
を考えている。 
③歴史上の人物の絵を観相の視点で分析してみてはどうか 
回答：基礎データは揃いつつあるので今後の課題としたい。 
 以上、次期申請に向けての準備は整いつつあり、今後は共同研究としてどれだけ人
材と時間が割けるかという人的問題にかかる段階にあります。いずれにしても、今後
2 年間の内に成果を発信可能な状況にあるため、具体的なロードマップの策定と、学
融合的な視点を盛り込んだ申請準備を進めたく思います。 
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萌芽的研究会開催 
「重力崩壊型超新星の重要未解決問題の解決に向けて」 報告書 
日時：平成 28年 6月 27日から 7月１日 
場所：国立天文台すばる棟 大セミナー室 
 
研究会の位置づけ 
本研究会は第 2回 NAOJ-ECT*国際ワークショップに位置づけられている。総研大物理科学
研究科の一翼を担う天文科学専攻（国立天文台, NAOJ）と欧州原子核物理学関連領域理論セ
ンター(ECT*)間で結ばれた国際交流協定のもとに、2015年 9月 8日から 12日に開かれた第
１回 NAOJ-ECT*国際ワークショップ「超新星および中性子星連星系合体における rプロセス
の解明」に続くシンポジウムであった． 
 
議論の内容 
 本研究会の特徴はその学際性にある．簡単にプログラムを紹介すると 1 日目は一般的な
超新星の爆発メカニズムとニュートリノ物理，2日目は元素合成，3日目は特殊な超新星爆
発，4日目はブラックホール形成，最後の 4日目と 5日目を使ってニュートリノ，重力波，
光によるマルチメッセンジャー天文学が議論された．上記の通り，天文の理論と観測（どの
粒子を見るかによって研究手法が異なるため，別々の学問領域を成している）と原子核物理，
それぞれの専門家が最新の知見を紹介し，それぞれの目から見て他の分野の研究を建設的
に批判しあった． 
 
 上記の中で特に 3日目の特殊な超新星の議論は非常に萌芽的なものである．現在，超高輝
度超新星と呼ばれる非常に明るい超新星が話題になっているが，その正体はまだよくわか
っていない．強磁場を持つ中性子星であるマグネターがその正体ではないかと非常にラフ
に言われている．本研究会では観測家も理論家もお互いの現状の理解を共有できた． 
 
 参加人数は 52人で，天文台のすばる棟大セミナー室を埋める盛況ぶりであった（議論を
促進するために，右側と左側の机はあらかじめ片付けてある）．総研大から補助していただ
いた予算は招待講演者と学生の旅費に使用した． 
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今後の展望 
 本研究会では超新星の特に爆発メカニズムの計算を核としながら，観測等の研究につな
げていくというリンクがより強固になった． 
 
一つには爆発の詳細精密シミュレーション（3次元一般相対論的ニュートリノ輻射輸送計
算）を用いて主に元素合成を行うための 1 次元現象論的シミュレーションをキャリブレー
トしていく道筋が示され，今後の研究で元素合成の計算がより確からしくなっていくこと
が予想される． 
 
また，精密計算を引き継いだ長時間シミュレーションを実行することにより，光やニュー
トリノ，重力波でどう観測されるのかについて熱い議論が交わされた．今後は特に重力波の
観測で示唆されるような重い星質量のブラックホールを作るようなメカニズムについても
議論が広がっていくだろう． 
 
 本研究会のプログラムは若手に多くの発表時間を割り当てた．それというのも，本研究分
野においては日本，海外に関わらず若手の活躍が著しいからである．今後も高いアクティビ
ティが期待される．詳細は決まっていないが２年後におそらくイタリアで催される第 3 回
NAOJ-ECT*国際ワークショップが今から非常に楽しみである． 
 
総研大天文科学専攻  梶野 敏貴 
国立天文台 滝脇 知也 
福岡大学 固武慶 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「キュレーション」の学際的発展についての研究会 
開催報告 
 
1. 参加者 
19名 
 
2. 議論の概要 
2015年 5月 14日(木)・15 日（金）に学融合推進センター萌芽的研究会開催支援事業と
して、JAMSTEC高知コア研究所にて「「キュレーション」の学際的発展についての研究会」
を開催した。 
日本の小惑星探査機「はやぶさ」が世界で初めて小惑星物質のサンプルリターンに成功
し、また 2014年には「はやぶさ２」の打ち上げが成功し、今後も日米が小惑星物質のサン
プルリターン計画を予定している。一方で、南極観測隊の採取した南極隕石の分析も進ん
でおり、試料及びその情報を統括する「キュレーション」の重要性がさらに増している。
また JAMSTEC高知コア研究所は、深海を含めた地球の固体物質の分析及びキュレーショ
ンでは世界最先端の設備を擁しており、総研大のキュレーションネットワーク構築にとっ
ても重要な施設である。 
研究会では、国立極地研究所と JAXA 宇宙科学研究所のキュレーション部門、東京大学
地球惑星科学教室、高知コア研究所の研究者がそれぞれの研究所でのキュレーションの取
り組みを紹介し、総研大のネットワークを活用した「キュレーションネットワークの構築」
と、その学際的発展についての議論を行った。 
研究会では、高知コア研究所の保管する海底コアのキュレーションと、現在設備が整い
つつある微小領域分析施設の取り組みを学び、地球外物質のキュレーションの重要性と、
今後の研究の方針について情報共有及び議論を行った。 
 
3. 学融合公募事業への申請への展望 
参加者より、今年度のグローバル共同研究及び学融合共同研究への申請を検討し、今年
度両方の申請を出すことで合意を得た。さらに、研究体制や国際連携の方向性、予算案に
ついても議論を行った。 
 
4. 会議の詳細 
＜開催日＞  
平成２７年５月１４日（木）〜１５日（金）  
＜開催場所＞  
独立行政法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)高知コア研究所 
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https://www.jamstec.go.jp/kochi/j/  
高知県南国市物部乙 200  
＜協力＞  
高知コア研究所 グループリーダー代理 伊藤元雄 主任技術研究員 
＜スケジュール＞  
5月 14 日(木) 11:40 -17:00 高知コア研究所 セミナ室（大）  
11:30〜受付 
・ 11:40-12:20 高知コア研究所の概要（高知コア研・伊藤）  
・ 13:20-14:00 南極隕石キュレーション紹介（極地研・山口）  
・ 14:00-14:40 南極探査について（東大・三河内）  
・ 14:40-15:00 Tea Break  
・ 15:00-15:40 前回実施したやまと隕石探査（極地研・今栄）  
・ 15:40-16:20 宇宙研でのキュレーション紹介（宇宙研・安部）  
・ 16:20-17:00 学融合共同研究への発展について（総研大・小松）  
 
5月 15日（金）10:00-15:00  
10:00 高知コア研究所 セミナ室（小）集合 
＊高知龍馬空港行き空港連絡バス利用( 9:20 はりまや橋 乗車 － 9:47農学部前 下車)  
・施設見学ラボツアー 
・コア保管庫見学 
 
 
安部正真 物理科学研究科　宇宙科学専攻 准教授
山口亮 複合科学研究科　極域科学専攻 助教
今栄　直也 複合科学研究科　極域科学専攻 助教
小松　睦美 学融合推進センター 助教
鎌田　進 学融合推進センター 特任教授
三河内　岳 東京大学大学院理学系研究科 准教授
伊藤　元雄 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
富岡　尚敬 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
小谷　桃代 JAMSTEC 高知コア研究所
駒井　信晴 JAMSTEC 高知コア研究所 グループリーダー代理
石川　剛志 JAMSTEC 高知コア研究所 所長
牛久保　孝行 JAMSTEC 高知コア研究所
若木　重行 JAMSTEC 高知コア研究所
肖　楠 JAMSTEC 高知コア研究所
山本　英輝 （株）マリン・ワーク・ジャパン
佐藤　慧郎 （株）マリン・ワーク・ジャパン
寺田　武志 （株）マリン・ワーク・ジャパン
川合　達也 （株）マリン・ワーク・ジャパン
萌芽的研究会　出席名簿
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萌芽的研究会「学術とことばシンポジウム」実施報告書 
 
１、実施概要 
・開催日時 2016年 1月 22日（金）13時より 17時（会場 12時半） 
 ・会場 メルパルク東京 瑞雲 
 ・当日スケジュール 
①基調講演 「日本語の“タタミゼ” 力」 
       鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
②講演Ⅰ  「日本語による科学」 
       松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト 
③講演Ⅱ  「近代における日本語の革新 ― 訳語、漢語、そして和語―」 
       田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
④講演Ⅲ  「フィールドから拾う現代の『日本語』とその特質」 
       出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学 
⑤パネルディスカッション 【司会】 永山 國昭 総合研究大学院大学理事 
 
２、参加者一覧 
鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト  
田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学  
牛村 圭 国際日本研究専攻 教授 
菊澤 律子 比較文化学 准教授 
島谷 健一郎 統計科学 准教授 
両角 祐一 加速器科学専攻 講師 
田村 克己 理事  
永山 國昭 理事  
平田 光司 学融合推進センター長 
七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
塚原 直樹 学融合推進センター 助教 
小松 睦美 学融合推進センター 助教 
菊地 浩平 学融合推進センター 助教 
新海 拓郎 生命共生体進化学専攻 
田村 美由紀 国際日本研究専攻 
古沢 ゆりあ 比較文化学専攻 
増田 斎 国際日本研究専攻 
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山村 奨 国際日本研究専攻 
秋山 庵然 日本体育大学 保健医療学部 
井上 逸兵 慶應大学文学部教授 
今別府 悟 日産自動車株式会社 
宇津木 光代 一般 
風見 岳快 都立足立高等学校 定時制課程 
川崎 晶子 立教大学異文化コミュニケーション学部 
斎藤 淳子 一般 
菅 直樹 駒場東邦中学・高校 英語教師 
辻村 厚 大修館書店 編集部 
林 香月 Nature Publishing Group 
原田 由美子 大修館書店 編集第２部 
檜枝 光太郎 立教大学 
野水 昭彦 情報・システム研究機構（ROIS)総合企画本部URAステーション・シニ
ア URA 女性研究者活動支援室長 
 
２、議論の概要 
①基調講演 
 言語文化学の鈴木先生による基調講演では、日本語の特性として多様性を受け入れる受
容力を挙げ、近代以降の世界的な状況、特に近年の西洋的な価値観の枠組みに収まり切らな
い複雑化した状況の中で、日本語の持つ柔軟性を活かしていくことについて示唆が行われ
ました。 
②講演１ 
 科学ジャーナリストの松尾氏の講演では、日本人科学者の活躍と、その基盤として思考を
支える日本語による学術の営みを考察し、科学と言葉の問題、日本語による科学の可能性に
ついて報告がなされました。 
③講演２ 
 言語学の田中先生の講演では、近代、特に明治初期の漢語の受容と展開さらに定着の様相
を日本語コーパスを使って分析し、さらに学術語の発生と定着の様子を同様の手法で確認
されました。その結果、漢語の定着には和語との組み合わせによる使用が大きな働きをして
いること、現代における学術語・専門用語の使用状況に漢語を除く外来語が大きな割合を占
めていることが分かると報告されました。 
④講演３ 
 言政学の出口先生の講演では、現在の日本語、特に書き言葉の多様性の調査の報告がなさ
れました。一般的に認識されている「漢字仮名交じり文」という定義よりも、さらに多様な
要素を含む表現が行われていること、それらに習熟した世代が台頭していること、そのため、
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その多様性を制限せずに使うことが持つ可能性が考察されました。どんな言語を用いるか、
それらを組み合わせて表現をするかは、誰に何を伝えたいかという意図を表すものになる
ことであることも示唆されました。 
⑤パネルディスカッション 
 パネルディスカッションでは、サブタイトルにも掲げた「日本語創造は可能か」を中心に、
日本語で学術すること、学術活動における言葉の問題について、各講演の内容に基づき議論
がなされました。会場からの質問も受け付け、日本語の可能性、学術の可能性についても議
論が広がり、今後もこうした考察を続けていくことを確認して終了しました。 
 
３、今後の展望 
 今回のシンポジウムを踏まえて、今後は以下の展開を予定しております。 
 ①次年度以降、ことばの学術活動における影響を考察するために、特に学際研究を阻害す
る要素としての「言語：言語障壁」を研究するプロジェクトを立ち上げ、学融合推進センタ
ーの公募型研究に応募する。 
②本学の学生、特に留学生を中心として、「母語以外での教育・博論研究・今後のキャリア」
を考える自身の研究者としての立ち位置を相対化するキャリア教育を目的としたワークシ
ョップ型授業を学融合レクチャー（単位なし）を実施する。 
 
以上 
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!
萌芽的研究会プロジェクト 
KEK・総研大共催『量子論の諸問題と今後の発展』(QMKEK6)　報告書 !
日程：平成２８年２月１７日（水）・１８日（木） 
場所：高エネルギー加速器研究機構（KEK）　研究本館小林ホール !
(1) 参加者一覧 !
別紙参照 !
(2) 議論の概要 !
　この研究会では、近年の量子力学における物理量概念と測定に関する新たな視点とされる『弱
値・弱測定』、量子情報科学の根幹的基盤である『エンタングルメント（量子もつれ）』、量
子力学の操作論的意味を拡大した確率論の中で探る『一般確率論と情報理論』、量子性のマク
ロ性や古典性の連続性を考察する『マクロ量子系の統計物理学』、統計的平衡性とゆらぎの量
子性を見極める『量子系の熱力学』、計算理論における量子性の特質を探求する『計算と量
子』、及び一般相対論における量子性を検証する『重力と量子情報』の多角的なトピックにつ
いて講演がなされ、参加者との間で精力的な討議が行われた。 
　特に、弱測定の精密化と弱値に基づく新たな不確定性関係、量子情報と因果律及び量子もつ
れとの関係、熱的な量子純粋状態における平衡状態とゆらぎの定理などにおいては、極めて刺
激的で斬新な研究結果が報告され、量子力学の基礎研究において、それぞれの分野で革新的な
進歩が見られる時代に入ったことを強く感じさせるものとなった。さらに一般確率論と計算複
雑性や、相対論的な光円錐における量子もつれの類似構造など、情報理論、相対性理論、量子
力学といった現代科学の根幹を成す３つの異なる分野の間に、相互的な関係を見出すことので
きる可能性も示唆され、参加した研究者間で、近い将来、共同研究が実施されることに大きな
期待が持たれることとなった。 !
(3) 「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への展望 !
　本研究会には総研大所属の教員が数名出席し、発表や討議を含めて積極的に参加者との意見
交換が行われた。また講演者の中には、現在最終年度を迎える申請者の学融合共同研究「新た
な量子物理量の基礎の探求と精密測定への応用」の共同研究者も含まれたことから、これら関
係者との討議を通して、現在の学融合共同研究のグループをさらに拡大し、「グローバル共同
研究」やそれに類した研究プロジェクトに応募することを検討した。 
　その結果、研究のテーマとしては現行の「新たな量子物理量の基礎の探求と精密測定への応
用」（弱値と弱測定の研究）をさらに発展させ、その周辺トピックとして本研究会で議論され
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た量子力学の基礎分野から、特に将来有望だと期待される２，３のテーマを選択することとし、
さらに現在の文理融合的な研究班の構成を強化した上で、綜合的な視点から研究を遂行するこ
ととなっている。これを受けて、申請者は新年度に入り次第、上記共同研究事業への応募の準
備を進めることにしている。 !!
平成２８年３月１１日 !
高エネルギー加速器研究機構（KEK）　 
素粒子原子核研究所・理論センター　 
筒井　泉 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「惑星科学と社会の相互の関係の在り方についての研究会」開催報告 
極域科学専攻 准教授 山口亮 
学融合推進センター 助教 小松睦美 
 
1. 研究会の趣旨 
 日本の惑星探査は、過去 10年間で大きく進展した。昨年も「はやぶさ２」や「あかつき」
探査の成果が新聞等で大きく取り上げられ、社会的な関心も高い。これらの成果は、太陽
系の成り立ちの理解に大きく寄与するものであるが、惑星科学を通じて得た結果や技術を、
惑星科学の分野に閉じない形で社会へ還元することも重要である。本研究会では、総研大
組織である極地研・宇宙研・分子研の研究者が集まり、「物質分析」の立場から社会との相
互関係について議論を行い、惑星科学と社会のより良い在り方の発信を目指す。 
 
2. 開催日程 
2016年 1月 18日(月)・19日（火）独立行政法人海洋研究開発機構 高知コア研究所 
 
3. 参加者 
１８名 (内 総研大学生 1名、総研大入学予定学生 1名) 
 
4. プログラム 
１月 1８日(月) 13:00-17:00 
・高知コア研究所の概要（伊藤） 
・分子科学研究所での物質分析研究（大東） 
・南極探査と物質分析（山口） 
・宇宙探査と物質分析 （安部） 
・スプリング８での物質分析 （上杉） 
・惑星科学と社会との関係について―福島第一原発で放出した放射性粒子分析の経緯と
結果－（白井・参加者全員） 
 
1月１９日（火）9:00-12:00 
・高知コア研究所キュレーション施設見学 
・装置デモンストレーション 
 
5. 議論の概要 
参加者の所属する組織で行っている物質分析について、それぞれの参加者が紹介を行っ
た。惑星科学と社会の連携の事例として、首都大学東京の白井助教に、「惑星科学と社会と
376
の関係について―福島第一原発で放出した放射性粒子分析の経緯と結果－」について講演
いただいた。白井助教らは、2011 年 3 月の東日本大震災の際には、日本地球化学会の会長
である海老原教授グループメンバーとして、他団体に先駆けて「放射性物質の環境中への
放出」に関する日本地球化学会会員のボランティア活動組織を立ち上げ、放射性セシウム
の土壌濃度マップ作成に大きく貢献した。本講演では、組織を立ち上げるにあたっての経
緯や、分析結果の公開方法について説明があった。参加者からは、社会から関心の高い科
学成果をどのように公表してくか、について議論があった。特に、2018 年に小惑星 Ryugu
に到着予定の「はやぶさ２」の科学成果は世間からの関心も高いと考えられ、惑星科学コ
ミュニティからの一方的な成果発信ではなく、一般社会からの視点も含めた成果公表が求
められるとの議論が出た。また、はやぶさ２探査の成果発表のタイミングで、今回の研究
会のような機関連係による分析の重要性を発信すべきとの意見も出され、今後本テーマに
ついて継続して議論を行うことが重要であるとの意見で一致した。 
 
6. 学融合公募事業への申請への展望 
参加者より、今後も face to faceの研究会を持つことで、継続してネットワークを維持・
拡大する、またそのためのサポートを総研大の公募事業を活用したい、ということで合意
を得た。 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「分野融合研究の駆動力となる定量的アプローチの研究会」 
開催報告 
 
1. 参加者、開催場所  
第1回（8/30）：19 名、  第2回（12/1）：15 名 @ 城山トラストタワー（神谷町） 
 
2. 議論の概要  
2016 年 8月30日(火)・12月1日(木) に学融合推進センター萌芽的研究会開催支援事業として、
「分野融合研究の駆動力となる定量的アプローチの研究会」を開催した。 この研究会は日本における
研究ＩＲの学術的な裏付けを確立するため、また、定量的アプローチを活用することにより分野融合研究
の成功要因を追及し、新分野を創出する駆動力とすることを最終的な目的とする。その過程として、分
野連携・横断的な研究、および、それら研究を推進する研究者の状況の可視化を定量的にアプローチ
する。背景として、日本においても IR (Institutional Research) が各大学等研究機関で開始されている
ことが挙げられる。アメリカでは20年前から開始され定着しているが、日本においては黎明期である。IR
の学術的な背景としては、経営学、知識科学、教育学、教育心理学、定量的調査手法・評価手法、
情報学等、文理に跨った広範な学問分野に渡るが、学問的裏付けは確立していない。特に、大学院
大学で必須である研究ＩＲにおいては、成果の把握に長期的な視点が必要になるという事情もあり、今後
研究が必要な分野として認識されている。 
これらを踏まえ、研究会では以下を行い、各研究機関、他大学での取り組みを学び、また、今後の研究
の方針および発展について議論を行った。 
 
第1回研究会： 
・日本におけるIRの最先端事例の紹介 
大正大学 学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長および山形大学 EM部 教授 
福島真司先生 
・分野融合的な新学術領域の端緒を提供する研究 
国立情報学研究所 教授 武田英明先生 
・CERN-NII-KEK の協同による高エネルギー物理学分野のデータベースに関して 
高エネルギー加速器研究機構 准教授 菊谷英司先生 
 
第2回研究会： 
・人文系学問の研究成果特性と評価指標策定の試み―人文機構の研究成果を事例として― 
人間文化研究機構 特任助教 木村自先生 
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3. 今後の展望  
参加者より、今後の研究展望のために、平成29年度の国立情報学研究所 共同研究公募への申請
を出すことで合意を得た。また、次回研究会においては、科学技術政策の方針を理解するために、科学
技術・学術政策研究所より講演者を招聘したいとの要望が出た。さらに、これまで仮であった研究会の
名称を「分野横断的研究の可視化研究会（Workshop for Visualization of Interdisciplinary Studies）」
と定め、方向性を明確化した。 
 
4. 参加者 （順不同） 
第1回： 
大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 
壁谷 如洋 自然科学研究機構 企画連携課専門員 
木村 自    人間文化研究機構 特任助教 
齋藤 憲一郎  東京農工大学先端産学連携研究推進センター 特任講師 
高橋 啓     長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 
野田 好人   自然科学研究機構 機構企画連携課長 
樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 
福島 真司    大正大学学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長&山形大学EM部教授 
横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 
菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 
菊池 浩平 総研大 助教 
小松 睦美 総研大 助教 
七田 麻美子 総研大 特任准教授 
島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 
武田 英明 国立情報学研究所 教授 
永山 國昭 総研大 IR担当 理事 
西中 美和 総研大 特任准教授 
柳生 修二 総研大 図書館 副館長 
横山 雅之 総研大・核融合科学専攻 教授 
 
第2回： 
齋藤憲一郎 東京農工大学先端産学連携研究推進センター 
清家 弘史 東北大学 研究推進本部 URAセンター 特任准教授 
大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 
木村 自  人間文化研究機構 特任助教 
高橋 啓  長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 
樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 
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横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 
菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 
七田 麻美子 総研大 特任准教授 
内川 明佳 総研大 助教 
島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 
武田 英明 国立情報学研究所 教授 
永山 國昭 総研大 IR担当 理事 
西中 美和 総研大 特任准教授 
柳生 修二 総研大 図書館 副館長 
 
以上 
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総研大学融合センター萌芽的研究会実施報告書 
日本人がかかえる英語の諸問題：研究に必要な英語教育・政策・国民性 
島谷健一郎 （統計科学専攻・准教授） 
開催趣旨 
日本人はなぜ英語ができないか。あなたは英語で戦えますか。 
科学研究に従事していれば、分野を問わずこうした問題に直面する。英語について
は、既にたくさんの書籍や論文で論じられている。鈴木孝夫は、専門の言語学に途方も
なく広い視野加えて冒頭に対する回答を文献 1, 2 の中で提示している。元統数研所長
の故林知己夫氏は、統数研の「日本人の国民性調査」の結果に基づき、英語と「日本人
らしさ」について考察している(文献 3)。「英語学習は早いほどよいのか」を考えると(文
献 4)、行動や心理の実験や入手可能な教育データに基づく(文献 5)推論、さらに脳科学
も関わってくる。政策として国語と外国語をどう調和させるかは民主政治の根幹と関
わる(文献 6）。「地球上には多様な言語がある」「外国語が固有文化へもたらす影響」
は、生物多様性や外来種の侵入といった生態学を踏まえた考察が望まれる(文献 7）。 
日本人がかかえる英語の諸問題は、学際的に原因を考え対策を講じることが望まれ
る。本研究では、「研究者が有するべき英語力」という(院生も含め)誰もが直面してい
る問題を入り口に置き、英語について学際的に考える。 
 
引用文献 
1．「あなたは英語で戦えますか」 鈴木孝夫著 富山房インターナショナル 
2.「日本人はなぜ英語ができないか」 鈴木孝夫著 岩波新書  
3.「日本らしさの構造―こころと文化をはかる」 林知己夫著 東洋経済新聞社 
4.「英語学習は早いほどよいのか」 バトラー後藤裕子著 岩波新書 
5. 「調査観察データの統計科学」 星野祟宏著 岩波書店 
6. 「英語化は愚民化」 施光恒著 集英社新書 
7. 「生態学における英語化を考える」 生態学会大会自由集会、大会予稿集 P99, 2016
年 3 月、仙台. 
 
議論の概要及び今後の展望 
 
第 1回： 6月 14日 15:00-17:30 統計数理研究所 
文献 1, 2 の著者・鈴木孝夫氏を招聘し、会場からの質問に応える談話会を企画した。 
 
著作の題名そのままに「日本人はなぜ英語ができないか」という話題から始めてもら
ったところ、その回答は、いきなり 2 時間にわたるものとなった。その後、会場から 5
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－6 つの質問を受けられたが、結果として講演会+質疑という形式と、ほとんど変わら
ないものとなってしまった。しかし、話し始めたら 2 時間止まらない姿こそ、まさしく
鈴木孝夫氏であり、90 歳に達する人が日々新しい知識やアイデアを取り入れ、昔の成
果でなく、昨日気づき今考えていることに熱弁をふるう姿は、参加者に強い印象を与え
た。以下に、主催者の主観と独断により、講演のごく一部を抜粋する。 
 
概して日本人は、英語を母語とする人のような発音やイントネーションで英語を話す
ことに憧れ、それができる人を「かっこいい」と思う。しかし、「アメリカ人のように
英語を話したい」のような漠然とした目標意識で英語を勉強しても身に付かない。一方、
非英語圏の人の多くは、仕事で必要だから、英語力があると収入が上がるから、などの
具体的な目標を持って英語を学ぶ。 
研究者の場合、主目的は相手の主張を理解し自分の主張を理解してもらうあたりにあ
る。そこで必要なのは、まず、筋道の通った主張、科学的に論理の整った意見である。
いくら発音やイントネーションがアメリカ人に似ていても、論理や流れのあいまいな話
ではわかってもらえない。 
 
ネイティブスピーカーと対等に議論するには、同じように流暢に英語を話す訓練を
するのでなく、自分のペースに相手を合わせさせるような「言力」を養うべきである。 
往々にして、日本の研究者は英語話者と同じペースで話す訓練を優先してしまう。 
言語による不公平を科学に持ち込んではいけないし、普及・定着させることは望まし
くない。 
 
日本文化を賞賛する発言も多く（それを英語や諸外国語で発信せよ）、それはしばし
ば偏狭な国粋主義と曲解される。しかし、「日本文化が他国のものより優れているから
発信せよ」と主張しているのではない。地球上の文化の多様性を尊重しているのであり、
文化多様性の維持と向上に貢献している日本を発信せよ、という主張である。 
 
第 2回： 2月 23日 13:00-17:00 統計数理研究所 
13:00-13:15  趣旨説明 島谷健一郎（統数研） 
13:15-14:00  言語多様性の観点からみた『英語＝国際語』観の弊害 永井忠孝（青山学院大） 
14:00-14:45 「脱グローバル化」時代の到来？――政治と言語の観点から 施光恒（九州大） 
15:00-15:45  遺伝研の国際化メカニズム  広海健（遺伝研） 
15:45-16:30  歴史と固有性の価値：生物多様性からの視点  田中健太（筑波大菅平セ） 
16:30-17:00  総合討論 
コメンテータ：佐藤克文（東大海洋研）、山本誉士（総研大修了生、学振、名古屋大） 
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 永井氏による数多くの言語の例文を用いる解説は、 
・ 英語しか学ばない日本人はそれで逆に視野を狭くしている。 
・ 英語が科学を記述・実践するのに優れた言語であると錯覚している。 
・ そうした英語の関する妄想を払拭した上で英語を学ぶ方が進歩も早い。 
・ その 1 助になるのが、多言語比較や第 2 外国語である。 
などの視点を含むものだった。 
しばしば「英語と日本語ほどかけ離れた言語はない。だから英語学習で日本人は不利
だ」という主張を耳にする。しかし、地球には、日本語とも英語とも大きく異なる言語
もあり、その言語話者から見ると、日本語と英語の共通点ばかりが目に入るに違いない。 
 多様な言語の具体例を提示されることで、外国語を学ぶ主要な目的が（「使う」こと
だけでなく）異文化理解であることを思い出し、英語（と日本語）を客観的に見つめ直
す視点を与えられた。それは科学の現場で英語を用いる際に忘れてはならないし、大き
な助けとなる。 
 
 施氏は、おりしものイギリスの EU 離脱、アメリカ・トランプ大統領という国際情勢
を鑑み、流行語に近い「グローバル化」がそもそも何なのか、問い詰める。 
 まず、90 年代前半まで、日本でも流行した「国際化」では、国民生活は国際社会と
の関係より優先し、貿易などは自国の国民生活の向上のためだった。一方、90 年代後
半以降の「グローバル化」は、グローバル市場に合わせて各国の国内制度や規制、商習
慣まで改造すべきという発想を伴う。そこに「新自由主義」という経済政策が加わり、
結果としてグローバルな投資家や企業はより稼ぎやすくなったが庶民の生活は貧しく
不安定になり、格差が広がった。そして、そもそも「民主主義」「国民国家」「グロー
バル化」の 3 つは同時には成り立たないという政治経済理論も提唱された。 
・グローバル化が一方的に進むことはない。 
・日常の言語で政治を論じることが民主主義では不可欠。 
・安直な英語化は、日本語という現在は科学や政治を論じることのできる言語を、世間
話しかできない言語に落としかねない。 
 「グローバル化」で英語は国際共通語である、の類の風聞を盲信せず、科学では英語
のみを用いても日常会話は日本語だから日本語がダメになることはない、とは行かない
ことを認識した上で、科学者は英語とどう関わるか、考える必要がある。 
 
 広海氏は、遺伝研が授業などの英語化をどう進めてきたか、そして、「遺伝研メソッ
ド」として教科書も編集した科学英語プリゼンテーション教育について紹介した。その
コンセプトは、研究者に必要な能力育成法を研究者が考案したもので、英語と科学的思
考の両方を複合的に強化する効果を持つ。 
なお、遺伝研がこの英語科学教育を確立するのに、3 名で 10 年近くを要している。 
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日本ではあまり知られていないが、アメリカで学ぶ大学院生の大半は（留学生もアメ
リカ人も）、英語で論文を書くテクニック、科学的な文書とはどうあるべきか、どうい
う表現が科学論文として適切かつわかりやすいか。こうした事項を授業で学ぶ。日本
の研究室では、そうした授業を受けることなく、成果が出たらいきなり英語で論文を書
く院生が多い。そこでは、英語力以前に、科学における論理や思考力、その表現法が問
われる。その基礎が弱いために、院生も教員も膨大な時間とエネルギーを費やすわりに、
できあがる論文は（英語でなく）論理の流れがわかりにくいなどのため、却下あるいは
公表されても引用されにくい。 
 
 田中氏は、稀少種の維持に力を注いだために未然に防げた（食料不足などの）危機を
紹介しながら、生物多様性の価値について解説した。生物集団において、ある種が優占
することは普通に見られる。ところが、特定種が（特に人の干渉により）優占し過ぎる
と、多種を滅ぼした挙句に自らも滅び、地球全体に災いをもたらす。 
 
 翻って現在の科学界では、英語は過度の優占種ではないか。今の諸科学において、英
語の優占度をさらに強める作用のある研究体制や教育より、ほどよいバランスを保つ方
向（それは全言語均等を意味するのではない。生物集団でも、種が均等に分布すること
は稀だし逆に不安定になりがち）を目指すほうが、科学は健全に発達するのではないか。 
 
奇しくも、施氏の講演の中で、グローバル化の反対概念は「保護主義」や「孤立主義」
ではない、3者の共存が無理ならグローバル化を不完全なものにとどめておくのが穏当
な解決策ではないか、という意見が出された。これは田中氏が紹介した生物多様性にお
ける教訓と、不思議な合致を示す。 
 
 4 つの話題提供は、言語学、国際政治、英語科学教育、生態学、それぞれの専門性を
踏まえた異なる視点からのものだったが、日本人が抱える英語の諸問題について、不思
議なほど視点や主張の重複するものだった。 
 
参加者 
総研大 
統計科学：島谷健一郎、船渡川伊久子、伊藤聡、栗木哲、志村隆彰、三分一史和 
遺伝研：広海健 
極域科学：高橋晃周、塩見こずえ 
学融合セ：小松睦美 
先導科学：新海拓郎 
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核融合科学：榊原悟 
国際日本研究：牛村圭 
天文科学：福島登志夫、早野裕 
総研大外 
計 38 名 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会」開催報告 
先導科学研究科・生命共生体進化学専攻 准教授 田辺秀之 
 
1. 研究会の趣旨 
現生人類は約 20 万年前にアフリカ大陸で誕生し、様々な環境に適応しながら世界各地へ拡散
した。1 種でここまでの分布域をもつ動物種は他にいない。ヒトの特徴として、直立二足歩行、
脳容量の増大、体毛の喪失、子ども期の延長、寿命の延長、食性多様化、女性の発情期の喪失、
言語、意図の理解と共有、自意識、など多々挙げられるが、これらは進化的に見れば比較的短期
間の産物であろう。分布域を拡大し、新しい環境に適応して生存し続けるには、急速な表現型の
多様化がもたらされた可能性が高い。本研究会では、ヒト表現型多様性のゲノム基盤を明らかに
することを目指すための共同研究の議論を行うとともに、様々な専門家を糾合しており、そのク
ロストークによるヒト進化学の新しいアプローチの創成を検討する機会としたい。 
 
2. 開催日時・会場 
2017 年 6 月 18 日(日) 9:30-17:30・AP 品川アネックス会議室 
 
3. 参加者一覧 16 名 (内 総研大学生 1 名) 
 
井ノ上 逸朗 国立遺伝学研究所人類遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 
今井 啓雄 京都大学霊長類研究所･准教授 
今西 規 東海大学医学部･教授 
太田 博樹 北里大学医学部解剖学・准教授 
大橋 順 東京大学大学院理学系研究科･准教授 
河村 正二 東京大学大学院新領域創成科学研究科･教授 
齋藤 茂 岡崎統合バイオサイエンスセンター・生理学研究所･生命科学研究科・助教 
田嶋 敦 金沢大学医薬保健研究域医学系・教授 
田辺 秀之 総合研究大学院大学先導科学研究科･准教授 
津山 淳 東京都医学総合研究所･研究員 
中林 一彦 国立成育医療研究センター周産期病態研究部・室長 
中山 一大 自治医科大学医学部･講師 
吉見 一人 大阪大学附属共同研ゲノム編集センター・助教 
斎藤 成也 国立遺伝学研究所集団遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 
降旗 大岳 総研大・高エネルギー加速器科学研究科 物質構造科学専攻・D1 
木村 亮介 琉球大学大学院医学研究科人体解剖学講座・准教授 
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4. プログラム 
・1：ゲノム編集・改変マウス解析（吉見）   ・8：ヒト集団エピゲノム解析③（中林） 
・2：幹細胞生物学・脳神経系（津山）     ・9： 霊長類機能解析①（河村） 
・3：核・染色体空間配置解析（田辺）     ・10：霊長類機能解析②（今井） 
・4：ヒト集団ゲノム解析①（大橋）      ・11：代謝・機能解析①（齋藤） 
・5：ヒト集団ゲノム解析②（太田）      ・12：代謝・機能解析②（中山） 
・6：ヒト集団エピゲノム解析①（井ノ上）   ・13：ヒト集団ゲノム解析③（今西） 
・7：ヒト集団エピゲノム解析②（田嶋）    ・総合討論（参加者全員） 
 
5. 議論の概要 
本研究会では、生物種としてのヒトの進化を探るための新たなアプローチの創成を検討し、
様々な専門家を糾合して、そのクロストークによる議論の機会となることを目指した。現生人類
は約 20 万年前にアフリカ大陸で誕生し、様々な環境に適応しながら世界各地へ拡散していき、
地球上の全大陸に至るまで分布域を拡げた。生物学的なヒトの特徴としては、直立二足歩行、脳
容量の増大、体毛の喪失、子ども期の延長、寿命の延長、食性多様化、女性の発情期の喪失、言
語の使用、道具の使用、意図の理解と共有、自意識、など多々ある。ヒトという種の誕生の謎を
はじめ、世界各地の人種・民族の表現型レベルでの多様性の起源と成り立ちに関して、集団レベ
ルでの全ゲノム解析を駆使することも踏まえ、今はまさに、新しいヒト進化学のアプローチの創
成が望まれている時期である。参加者は 16 名、話題提供者は総勢 13 名から成り、ゲノム編集、
幹細胞生物学、染色体テリトリーの核内配置解析、といった技術的な内容をはじめ、ヒト集団の
ゲノム解析、コホート研究、エピゲノム解析と疾患、生活習慣病、感覚系遺伝子の適応進化、視
覚・味覚受容体の機能解析、温度受容体 TRP チャネルの種間多様性、など、多岐に渡った。 
総研大所属の参加者としては、先導科学研究科（生命共生体進化学専攻）、生命科学研究科（遺
伝学専攻、生理学専攻）の研究者および高エネルギー加速器科学研究科（物質構造科学専攻）の
学生の参加があり、各プレゼンでの質疑が活発に成された。最新情報に基づいた技術的なブレー
クスルー、具体的なアプローチの仕方、解析の実例などについての議論ができ、非常に有意義で
あった。今後も引き続き、このテーマでの議論を続け、具体的なアプローチの発展に繋げていき
たいという意見で締めくくられた。 
 
6. 総研大の教育への還元 
総研大の学生（物質構造科学専攻）が参加者として加わり、ヒト進化学に関連するトピックス
の最新情報は元より、専門家同士でのディスカッションの現場を目の当たりにすることができた。
この経験は、学生本人のこれからの研究への取り組みに非常に有意義であったとの意見・感想が
寄せられ、一定の教育的な効果が得られたものと考えられた。 
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >萌芽的研究会開催⽀援
総合研究⼤学院⼤学学術シンポジウム「学術とことば」
学術とことば ―バイリンガル世紀の⽇本語創造を考える―
本研究会は、学術研究分野ごとに異なる「ことば」が学際研究を妨げるきっかけになっているのではないか、という問題意識を出発点に、
学術の持つ構造的な問題を考えることを⽬指して開催されます。 ⼀⽅で外来語が多い学術⽤語の中で⽇本語が今後どのような展開をして
いくべきなのか、克服すべき課題は、どんな可能性を持つのかにまで視野を広げ、学術とことばの問題を議論していきたいと考えておりま
す。 そのため、今回は、公開学術シンポジウムとして開催し、本学教職員にとどまらず広く参加者を募り、活発な意⾒の交換を⽬指して
おります。
⽇時：2016年1⽉22⽇（⾦） 13時から17時
開催場所：メルパルク東京 5階 「瑞 雲 (ZUIUN)」
プログラム：
1) 基調講演 「⽇本語の“タタミゼ” ⼒」
 鈴⽊ 孝夫 慶應義塾⼤学名誉教授 ⾔語⽂化学
2) 講演Ⅰ  「⽇本語による科学」
 松尾 義之 ⽩⽇社編集⻑ 科学ジャーナリスト
3) 講演Ⅱ  「近代における⽇本語の⾰新 ― 訳語、漢語、そして和語―」
 ⽥中 牧郎 明治⼤学教授 ⾔語学
4) 講演Ⅲ  「フィールドから拾う現代の『⽇本語』とその特質」
 出⼝ 正之 総合研究⼤学院⼤学・国⽴⺠族学博物館教授 ⾔政学
5) パネルディスカッション 【司会】 永⼭ 國昭 総合研究⼤学院⼤学理事
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萌芽的研究会「動物福祉研究会」
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >公開セミナー
公開セミナー
公開セミナーは、学融合研究事業の公募において採択された課題が⾏う、⼀般公開型のセミナーです。総研⼤内の教職員
と学⽣はもちろんですが、学外の研究者も交え議論を⾏うことで、研究課題がより学際的に広がるよう、学融合推進セン
ターでは⽀援を⾏っております。
過去の公開セミナー
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 23 March 2014
公開セミナー 23 March 2014
公開シンポジウム「⼈類 地球を動く」
 総研⼤主催 公開シンポジウム「⼈類 地球を動く」 が東京・五反⽥で開催されました。
⼩⻑⾕有紀「遊牧⺠の移動精神--モンゴルの場合」、関雄⼆「⼈類、アメリカ⼤陸に渡る」、印東道⼦「海洋地域へ移動した⼈々--島で暮
らす⼯夫の数々」、斎藤成也：⼈類、東ユーラシアをうごく--ヤポネシアを中⼼にして」⽂化⼈類学的研究、集団遺伝学的研究多⾓的な報
告がなされました。
折しも、関東に何年かぶりの⼤雪が降った⽇でした。⼈類は厳しい環境の中、⽣き延びてきたことを実感しました。
パネルディスカッションでは、フロアーからも質問が出され、関⼼の深さを受け取れました。
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 10 March 2014
公開セミナー 10 March 2014
戦略的共同研究・学内公開セミナー
「温度感受システムの進化⽣理学」
 ⽣物にとって環境の温度を感じることは⽣存上必須です。本プロジェクトは温度を感受するシステムがいつどのようにして進化してきた
かを探ることを⽬的としています。 今回は、今年度の成果の報告会です。
海産の無脊椎動物であるヒトデの幼⽣を⽤いた
温度⾛性実験について報告するお茶の⽔⼤学の
濱中⽞先⽣。
基礎⽣物学専攻の井⼝泰泉先⽣から温度感受性
と性決定というタイトルで、温度のような環境
条件によって♂になるか♀になるかが決まるメ
ダカやワニを⽤いた研究結果を報告していただ
きました。
⼤阪市⽴⼤学の寺北明久先⽣は光受容タンパク
質の多様性と機能について話していただきまし
た。
⽣理科学専攻の富永先⽣は温度受容体とその⽣
理学的意義について多くの⽣物から得られた研
究結果を報告しました。 各発表後の質疑応答で
は、とても活発な意⾒交換が⾏われました。
追記：このプロジェクトの中⼼的存在であった渡辺正勝総研⼤名誉教授と団まりな元⼤阪市⽴⼤学教授は事故のため、この研究会の3⽇後
に亡くなられました。お⼆⼈ともに、このプロジェクトを牽引するとともに、その成果を楽しみにしていただけに、本当に残念でなりませ
ん。⼼からご冥福をお祈りします。
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 23 March 2014
公開セミナー 23 March 2014
戦略的共同研究・学内公開セミナー
「料理の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト」
 学融合推進センターの「戦略的共同研究Ⅰ」で採択された野林教授の「料理の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に
与えるインパクト」に関する公開セミナーが３⽉２３⽇（１３：３０ー１６：４５）に国⽴⺠族学博物館にて開催されました。
野林先⽣よりプロジェクトの概要が説明されま
した。
学⽣も多数参加していました。
本郷先⽣のご発表「考古学遺跡における消費活
動の変化」
池⾕先⽣のご発表「狩猟採集⺠の⽣計活動と消
費について」
先⽣⽅による展⽰の解説もしていただきまし
た。こちらは養蜂に関する展⽰。
こちらは実際に使⽤されていた熊の捕獲のため
の罠。
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⻄⾕先⽣による成果発表。 中井先⽣による成果発表。
増野先⽣による成果発表。 地域⽂化学専攻の林さんによる成果発表。
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 研究者交流掲⽰板
研究者交流掲⽰板
研究者交流掲⽰板とは、研究者と研究者を繋げることを⽬的とした企画です。例えば、異分野連繋の研究課題のアイデアはあるものの、異
分野の研究者を知らないためにチームを作れない場合など、この掲⽰板をご活⽤ください。
ピックアップ研究者
異分野連繫に興味のある研究者をご紹介しております。
現在の募集
募集
番号
募集
開始⽇ 探している⼈物 構想中の研究課題
募集者の
専攻 募集者⽒名
13
NEW h28.3.21 GISデータが扱える⽅で⾔語処理に興味のある⽅
フィジー語諸⽅⾔の分布の分析とその背景にある通
時的な変化の検証
⽐較⽂化学専
攻
菊澤律⼦
web(⺠博)
web(個⼈)
12 h27.10.2 ⾃⾝の研究を効果的な授業にしたいと思っている研究者の⽅ 先端研究のアクティブラーニング化に関する研究
学融合推進セ
ンター
七⽥⿇美⼦
webサイト
11 h27.3.18 カラスを⾷べる⽂化の調査にご協⼒いただける⼈⽂系研究者
有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査
学融合推進セ
ンター
塚原 直樹
webサイト
10 h27.3.18 ⾷品に含まれる⾦属、ダイオキシン、放射線物質などの分析ができる研究者
有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査
学融合推進セ
ンター
塚原 直樹
webサイト
9 h26.11.19 ⼒学系(dynamical system)に造詣の深い⽅ ⼒学系の細胞⽣物学への適⽤による細胞構築原理の理解 遺伝学専攻
⽊村 暁
webサイト
8 h26.11.17 動物福祉の各国の⽂化的背景や歴史的変遷などに興味がある⽅ 動物福祉に関する⽂化科学的研究
基礎⽣物学専
攻
新村 毅
webサイト
6 h26.11.17 フランス語が堪能な⽅でフランスの料理⽂化の調査にご協⼒いただける⽅
有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査
学融合推進セ
ンター
塚原 直樹
webサイト
⽊村 暁
396
3 h26.6.24 記録システム構築の専⾨家の⽅ ⽣物学の実験ノートの電⼦化システムの開発 遺伝学専攻 webサイト
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研究者交流掲⽰板 ピックアップ研究者
研究者交流掲⽰板では、異分野連繫に興味のある研究者をご紹介しております。
⼯藤 栄（極域科学専攻 准教授）
極域科学専攻の⽣物圏研究グループ陸上⽣物
研究チームに所属。
趣味は、⿂釣り、料理。
skudoh[at]nipr.ac.jp（[at]を@に変えて）
研究紹介
南極をフィールドにしており、しょっちゅう出かけて⾏っては仕事をしています。 南極の湖、あるいは湖の周りに住んでいる⽣物の
中でも僕が主に扱っているのは植物です。植物のそこでの⽣き⽅、そして、そこにどうやって⽣態系を構築してきたかということに着
⽬しています。南極の湖は、⼀万年くらいの間に出来上がって発達してきたのですが、そこでの⽣態系の作られ⽅、作り⽅、この先ど
うなっていくのかを含めて⾯⽩く⾒ています。⼈類が経験したことのないような現象が湖の中にまだまだたくさんありますので、それ
を⾒つけてうまい説明をつけていきたいと思っています。
現在⾏っている異分野連繋
我々フィールドサイエンスの分野の研究者は様々な⾃然現象を捉えています。しかしながら、それら現象の真に迫るには、その理論
背景を負う必要があります。そこで、理論⽣態学者の⼈たちの協⼒を得ました。例えば、南極の湖の⽣態系のシステムが次に移るとき
に、突発的な変化があるという現象を我々は捉えました。その現象について、理論⽣態学者の協⼒により、連続的な変化ではなく、不
連続な変化があるという理論背景を説明することができました。
今後の展開、求める研究者
2016年度から三年間の予定の南極をフィールドとしたプロジェクトがあります。1年⽬はすでにメンバーが決まってしまっています
が、2年⽬から、もし南極でのフィールドワークに関⼼がある⼈は異分野の⽅でも連れて⾏って活躍してもらいたいです。何があっても
動じないような⼈、何もなくても何かできる⼈、そして、我々の発想にないような突拍⼦もない別の展開を⾒せてくれるような研究者
を求めています。
この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関ウェブサイト
個⼈のウェブサイト
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研究者交流掲⽰板 ピックアップ研究者
研究者交流掲⽰板では、異分野連繫に興味のある研究者をご紹介しております。
⽊村 暁（遺伝学専攻 教授）
⽣命科学研究科 遺伝学専攻
趣味は、読書、旅⾏。
実はもともと⽣物にはそれほど興味はなく、⼤
学進学時は建築に興味を持っていました。建築
の機能性や都市計画の中の隠れた秩序などを⾯
⽩いと思っていました。しかしながら都市で実
験するのは困難です。そんな中、細胞に出会い
ました。細胞の中では、シンプルなもので複雑
なことをやっており、建築と似たような機能性
や秩序があるのでは、と思ったのがこの道に
⼊ったきっかけです。
akkimura[at]nig.ac.jp（[at]を@に変えて）
研究紹介
細胞の研究をしています。細胞がタンパク質などからどうやってできているのか、どうやって組み上がっていくのかを研究してい
て、それを細胞建築学と名付けています。顕微鏡観察とコンピューターシミュレーションを組み合わせて、細胞がダイナミックに動く
様⼦を再現し、説明しようとしています。
学融合推進センターで採択されている課題
いろいろな⽣物を扱っている研究者の⽅々に協⼒いただき、様々な⽣物の細胞の情報を集めています。細胞の⼤きさは千差万別です
が、細胞の⼤きさに⽐例して細胞の内部の構造が⼤きくなったり⼩さくなったりしているのかどうか、細胞のサイズと内部構造の関係
に着⽬しています。
今後の展開、求める研究者
私の⾏っている細胞建築学には、統計学や情報学や画像の処理が必須ですので、それらの専⾨家と共同研究を進めていきたいと思っ
てます。特に⼤きなデータを扱う際など、⼊⼒してアウトプットする時点で、情報の処理を⾃動化するなど、何か⼯夫をできる⽅と⼀
緒に研究したいと考えております。
様々な分野の研究者が参加できる研究記録に関するプロジェクト
上記の細胞建築学の研究とは別に、研究記録に関するプロジェクトも学融合推進センターの⽀援を得てすすめています。
多くの研究者にとって研究ノートは必須なものだと思います。ただ、⼈によっては我流であったり、ノートの取り⽅も様々です。そ
こで、記録の仕⽅について何かしら標準化できないかということを考えてこのプロジェクトを提案しました。しかし、議論を進めてい
くうちに、研究分野により記録⽅法は様々あり、⾮常に多様だということが分かってきました。今は、それぞれの分野でどのような違
いがあって、それがその分野の本質とどう関係があるのかということを研究していくのが⾯⽩いだろうと思ってます。同時に、記録を
取ることは研究者の教育にとってもすごく重要なツールなので、どうやって教えていくかということを皆さんで議論したいと考えてい
ます。 今は、細胞⽣物学、⽇本⽂学、フィールドワークをされてる⽅、⼤きな装置を使ってプロジェクトを進めている⽅、宇宙・天⽂
の⽅、物理・理論の⽅など、多分野の⽅々に⼊っていただいてます。
この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関のウェブサイト
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研究者交流掲⽰板 ピックアップ研究者
研究者交流掲⽰板では、異分野連繫に興味のある研究者をご紹介しております。
新村 毅（基礎⽣物学専攻 助教）
⽣命科学研究科 基礎⽣物学専攻
横浜出⾝。
今の趣味は、育児。もともとは、爬⾍両⽣類の
飼育・繁殖が趣味だったので、今はブリーダー
を夢⾒ています。
tsuyoshi_shimmura[at]yahoo.co.jp（[at]を@に
変えて）
研究紹介
基⽣研でのメインの研究は、動物がどうやって季節を感じているのか、春を感じ繁殖したり、秋を感じ渡りをしたり、それらの⾏動
がどのような遺伝⼦によって制御されているのか、遺伝⼦を特定して、さらにそれが体の中でどのように動いているのか明らかにした
いと考えています。
学融合推進センターで採択されている課題
動物福祉というキーワードを軸にいろいろな分野の⽅に⼊ってもらって学際的な研究をしています。動物福祉とは、飼育動物のここ
ろと⾝体の健康が保たれる飼育環境を提供すべきという考え⽅です。動物福祉の研究は、ヒトと家畜化された動物の関係やその歴史、
地球環境、社会情勢などが複合的に絡んできます。例えば、⽣産性だけを求め、ヒトの都合だけを優先させた家畜の⼯場的飼育は倫理
的には良くないという議論が、⽇本以外の国で⾏われています。そのような動物福祉の歴史、あるいは動物虐待の歴史を紐解くという
のが⼀つと、もう⼀つは⽣命科学として、例えば交尾⾏動とか攻撃⾏動というのが、どのような遺伝的な基盤で制御されているのかと
いうのを明らかにする、その⼆つを本プロジェクトで進めています。⼈⽂社会学と⽣命科学が融合することで、本当の意味での動物福
祉が確⽴できるでしょうし、ヒトと動物だけでなく、さらには地球全体との共⽣が上⼿くいくのではないかなと思ってます。
今後の展開、求める研究者
動物福祉の研究では、⼈⽂社会学からの視点がまだ弱いと思っています。例えば家畜は⽣産物であり、政治や経済とつながります。
また、動物の飼育については⽇本でもヨーロッパでも様々な法律が存在しています。経済学や法律学、政治学の研究者に加わっていた
だきたいですね。
この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関のウェブサイト
研究室のウェブサイト
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研究者交流掲⽰板 ピックアップ研究者
研究者交流掲⽰板では、異分野連繫に興味のある研究者をご紹介しております。
塚原 直樹（学融合推進センター 助教）
2013年４⽉より学融合推進センターにて 総研⼤内の教員および学⽣の交流、学際
研 究の創出の⽀援などを⾏ってきました。 ウェブサイトの管理など、主に学内向け
の 広報活動を⾏っております。
趣味は、⾷べ歩き、酒、料理、シュノー ケル、スノーボード。
tsukahara_naoki[at]soken.ac.jp（[at]を@に変えて）
046-858-1624（直通）
研究分野・研究紹介
専⾨は動物解剖学、野⽣動物管理学です。総研⼤に来る前は宇都宮⼤にて、 ​「⿃の発声器官や眼球の解剖学的解析」や「カラスの⾳
声コミュニケーション」 をテーマとしてきました。総研⼤に来てからは、学融合共同研究に採択され、 「カラスの⾷資源としての利⽤
の可能性を探る」プロジェクトにて⽂理融合研究 に取り組む他、シンガポール国⽴⼤と共同で「カラスと対話できるドローンの 開
発」、三菱電機株式会社と「カラスの鳴き声を利⽤した撃退装置」の開発などをテーマ としております。
現在興味をもっていること、探している研究者
⽇本、海外を含め、カラスを⾷べていた地域で、今も⾷されているか、⾷され ていないとすれば、何が原因で⾷されなくなったか、
などを調べたいと思ってお り、それらの調査ができる研究者を探しています。⾷べられていた例：100年ほ ど前のフランスでは最⾼級
⾷材であった、リトアニアでは伝統料理である、韓国 では滋養強壮の漢⽅だった、⻑野県などでは「ろうそく焼き」「カラス⽥楽」と
して⾷べられていた。
この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
個⼈ウェブサイト
Facebook
Twitter
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論⽂出版費補助
研究論⽂掲載費を助成します。
（学融合推進センター出版補助事業・研究論⽂掲載費等助）
2018年2⽉28⽇締め切り
総研⼤⽣が著者に⼊っている学術論⽂（筆頭著者でなくとも良い、単著でも良い）の掲載費⽤を最⾼20万円まで補助します。
著者である総研⼤⽣、またはその論⽂の著者である本学教員が申請できます。
その論⽂の著者である総研⼤⽣、教員など総研⼤所属の⽅全員が、著者の所属先として総研⼤の所属を書いていること。
本学修了⽣が在学中に⾏った研究に関する論⽂の場合には、修了１年以内であれば上記「総研⼤⽣」と同等とします。
ただし著者所属に総研⼤が⼊っていること。
※本学の英⽂名称の記載ミスが多発しております。正式名称【SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)】が記載され
ていない論⽂は⽀援対象外となります。申請前に今⼀度ご確認願います。
詳しくは下記をご覧下さい。
平成29年度研究論⽂掲載費等助成要項
論⽂掲載料申請書
CPIS subsidizes publication expenses for scholarly journals (publication support program of CPIS)
The publication fee for a paper in an academic journal is covered up to 200 thousand Yen. A SOKENDAI student should be the author
or one of the authors (the ﬁrst author or not). 
The SOKENDAI student and/or a SOKENDAI faculty, one of the authors, can apply.
In the paper, all authors who are SOKENDAI students or faculty should show their SOKENDAI afﬁliation. 
Special treatment of SOKENDAI graduates: A SOKENDAI graduate is regarded as a student within one year after the graduation, if the
work was done in SOKENDAI before the graduation. The afﬁliation of the graduate should include SOKENDAI. 
※All authors who are SOKENDAI students or faculty members MUST show their afﬁliation in SOKENDAI with accurate description. 
Papers that do not contain the ofﬁcial name “SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)” are not accepted. 
For more detail, refer the following.
the Application guidelines
the Application form .
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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平成23年度論⽂出版費補助実績
管理
番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等
11001
尾形 良彦
野村 俊⼀
駒⽊ ⽂保
遠⽥ 晋次
Bayesian forecasting of recurrent earthquakes and predictive performance for
a small sample size
繰り返し地震のベイズ予測と、⼩標本に対する予測性能
Journal of Geophysical
Research-Solid Earth
American Geophysical
Union
116巻B04315号18⾴
2011年4⽉
11002
武⽥ 英明
後藤 孝之
濱崎 雅弘
塚⽥ 浩⼆
安村 通晃
視覚的オブジェクトを⽤いた検索的メタデータ検索 情報処理学会論⽂誌
情報処理学会52巻4号
（1504〜1514）
2011年4⽉
11003 武⽥ 英明⼩出 誠⼆ OWL意味論に基づくCLOSオブジェクト指向プログラミング
コンピュター  ソフト
ウエア
⽇本ソフトウエア科学
会
28巻2号
（236〜260)
2012年2⽉
11004
Mikio Nishimura,
Shino Goto,
Shoji Mano,
Chihiro Nakamori
Arabidopsis ABERRANT PEROXISOME MORPHOLOGY9 is a peroxin that
recruits the PEX1-PEX6 complex to peroxisomes The Plant Cell
The American Society
of Plant Biologists
23巻4号
（1573〜1587）
2011年4⽉
11005
Yasuo Kawaguchi,
Mieko Morishima,
Kenji Morita,
Yoshiyuki Kubota
Highly differentiated projection-speciﬁc cortical subnetworks  Journal of Neuroscience
Society For
Neuroscience
31巻28号
（10380〜10391）
2011年7⽉
11006
Akatsuki Kimura,
Ritsuya Niwayama,
Kyosuke Shinohara
The hydrodynamic property of the cytoplasm is sufﬁcient to mediate 
cytoplasmic streaming in the Caenorhabiditis elegans embryo ⽶国科学アカデミー
108巻29号
(11900〜11905)
2011年7⽉
11007 ⼭道 真⼈印南 秀樹 始めよう！エコゲノミクス（６）⾃然選択の検出（その２） ⽇本⽣態学会誌
⽇本⽣態学会
61巻2号
(237〜249)
2011年7⽉
11008
渡邉 孝明
⽥辺 秀之
堀内 嵩
Gene ampliﬁcation system based on double rolling-circle replication as a 
model for oncogene-type ampliﬁcation  Nucleic Acids Resarch
Oxford University
Press
doi:10.1093/nar/gkr442
(1〜7)
2011年6⽉
11009
⽚⼭ 伸彦
⼩松 英⼀郎
（テキサス⼤学
オースチン校）
Simple Foreground Cleaning Algorithm for Detecting Primordial B-Mode
Polarization of the Cosmic Microwave Background The Astrophysical Journal
737巻2号
(78〜88)
2011年8⽉
11010
Toshihiko Kaji,
Minlu Zhang,
Satoru Nakao,
Kai Iketaki,
Kazuya Yokoyama,
Ching W.Tang,
Masahiro Hiramoto
Co-evaporant induced crystalline donor:acceptor blends in organic solar cells Advanced Materials
John Wiley & Nuns Inc.
23巻(3320〜3325)
2011年6⽉
11011
佐々⽊ 顕
⼭道 真⼈
吉⽥ 丈⼈
Comparing the effects of rapid evolution and phenotypic plasticity on
predator-prey dynamics The American Naturalist
The American Society
of Naturalists
178巻3号
(287 〜304)
2011年9⽉
11012
Yasuo Kawaguchi,
Yoshiyuki Kubota,
Naoki Shigematsu,
Fuyuki Karube,
kio Sekigawa,
Satoko Kato,
Noboru Yamguchi,
Yasuharu Hirai,
Mieko Morishima,
Selective coexpression of multiple chemical markers deﬁnes discrete 
populations of neocortical GABAergic neurons Cerebral Cortex
21巻8号
(1803〜1817)
2011年8⽉
11013
Yoshiyuki Kubota,
Karube F,
Nomura M,
Gulledge AT,
Mochizuki A,
Schertel A
Conserved properties of dendritic trees in four cortical interneuron subtypes Scientiﬁc Reports 
ネイチャージャパン
1巻
2011 年9⽉
11014
秦 和弘(総研
⼤/NAOJ)
⼟居 明広
（総研⼤/JAXA),
紀基樹(NAOJ),
永井 洋(NAOJ),
荻原 喜昭
(NAOJ/総研⼤）,
川⼝ 則幸
(NAOJ/総研⼤）
An origin of the radio jet in M87 at the location of the central black hole Nature
ネイチャージャパン
477巻7363号
（185~187)
2011 年9⽉
403
(NAOJ/総研⼤）
11015
Tomoya Hirota,
Masato Tsuboi,
Kenta Fujisawa,
Mareki Honma,
Noriyuki
Kawaguchi,
Mi Kyoung Kim,
Hideyuki
Kobayashi,
Hiroshi Imai,
Toshihiro
Omodaka,
Katunori.M.Shibata,
Tomomi Simoikura,
Yoshinori Yonekura
Identiﬁcation of Bursting Water Maser Features in Orion KL  The Astrophysical JournalLetters
IOP Publishing
739巻L59⾴
2011年10⽉
11016 新屋 みのり酒井 則良
Generation of Highly homogeneous Strains of Zebraﬁsh through Full Sib-Pair 
Mating
G3:Genes, Genomes,
Genetics
アメリカ遺伝学会
1巻5号
2011年10⽉
11017
Jungmi Kwon,
Motohide Tamura,
Ryo Kandori,
Nobuhiko
Kusakabe,
Jun Hashimot,
Yasushi Nakajima,
Fumitaka
Nakamura,
Takahiro
Nagayama,
Tetuya Nagata,
James H.Hough,
Michael W Werner,
Paura Stella Teixira
Complex Scattered Radiation Fields and Multiple Magnetic Fields in the
Protostellar Cluster  in NGS2264
American Astronomical
Society
IOP Publishing
738巻2号
2011年9⽉
11018 杉野 隆⼀ Natural selection on gene order in the genome-re-organization process afterwhole genome duplication of yeast
Molecular biology and
evolution
Oxford University
Press
2011年10⽉
11019
Seiji Hitoshi,
Yugo Ishino,
Akhilesh kumar,
Salma Jasmine,
Kenji F.Tanaka,
Takeshi Kondo,
Shigeaki Kato,
Toshihiko Hosoya,
Yoshiki Hotta,
Kazuhiro Ikenaka
Mammalian GCM genes induce Hs5 expression by active DNA demethylation
and induce nueral stem cells Nature Neuroscienece
Nature Publishing
Group
14巻8号
2011年8⽉
11020 川⼝ 泰雄 Differentiated participation of thalamocortical subnetworks in slow/spindlewaves and desynchronization Journal of Neuroscience
Society FOr
Neuroscience
32巻
2011年12⽉
11021 川⼝ 泰雄 Specialized cortical subnetworks differentially connect frontal cortex toparahippocampal areas Journal of Neuroscience
Society For
Neuroscience
32巻
2011年12⽉
11022
Takahiko Kubo,
Atsushi Yoshimura,
Nori Kurata
Hybrid male sterility in rice is due to epstatic interactions with a pollen killer
locus Genetics
Genetics Society of
America
189巻3号
(1083〜1092)
2011年11⽉
11023
Ko Matsui,
Timotheus
Budisantoso,
Naomi Kamasawa,
Yugo Fukazawa,
Ryuichi
Shigemoto
Mechanisms underlying signal ﬁltering at a multi-synapse contact  Journal of Neuroscience
Society for
Neuroscience
2012年1⽉
11024
印南 秀樹
五條堀 淳
⼭道 真⼈
An autosomal analysis gives no  genetic evidence for complex speciation of
humans and chimpanzees
Molecular Biology and
Evolution
29巻1号
(145〜156)
2012年1⽉
11025
末崎 裕康
古⼭ 宣洋
関根 和⽣
物語説明場⾯の話者⾝振りに⽣起するマイクロスリップ〜開き⼿⼀とエピ
ソードの複雑さが及び素影響
電⼦情報通信学会論⽂誌
Ａ
電⼦情報通信学会
J95-A巻1号
(157〜164)
2012年1⽉
11026
Sumru Keceli,
Koji Inui,
Hidehiko Okamoto,
Naofumi Otsuru,
Ryusuke Kakigi
Auditory sustained ﬁeld responses to periodic noise  BMS Neuroscience
BioMed Central
Vol13 Issue 7
2012年1⽉
11027
Kuno Nario,
Tomoka Tosaki,
Sachiko Onodera,
Rie Miura,
Tsuyoshi Sawada,
Kazuyuki Moraoka,
Kouichiro
Nakanishi,
Shinya Komugi,
NRO M33 ALL Disk Survey of Giant Molecular Clouds (NRO MAGIC):1.HI to
H2 Transition
Publication of the
Astronomical Society of
Japan
⽇本天⽂学会
63巻6号
2011年12⽉
404
Shinya Komugi, 
HIroyuki Nakanishi,
Hiroyuki Kaneko,
Akihiko Hirota,
Kotaro Kohno,
Ryohei Kawabe
11028
鐘巻 将⼈
滝澤 温彦
渡瀬 成治
Mcm10 plays a role in functionning of the eukaryotic replicative DNA
helicase, Cdc45-Mcm-GINS Current Biology
22巻
2012年2⽉
11029 宅野 将平印南 秀樹
Selection ﬁne-tune s the expression of microRNA target genes in Arabidopsis 
thaliana
Molecular Biology and
Evolution
Oxford University
Press
28巻9号
(2429〜2434)
2011年9⽉
11030
Michiyo Kinoshita,
Kentaro Arikawa,
Yuki Takahashi
Simultaneous brightness contast of foraging Papilio butterﬂies 
Proceeding of Royal
Society of London
BIological Science
(1〜8)
2012年2⽉
11031 MIchiyo Kinoshita,Keram Pfeiffer
Segregation of Visual Inputs from Different Regious of the Compound Eye in
Two Parallel Pathways Through the Anterior Optic Tubercle of the
Bumblebee(Bombus ignitus)
Journal of Comparative
Neurology
(212〜228)
2012年2⽉
11032 印南 秀樹⼭道 真⼈ 始めよう！エコゲノミクス（７）今後のエコゲノミクス研究の展望 ⽇本⽣態学会誌 62巻1号2012年3⽉
11033
Dhital Raghu Nath,
Arumugum
Murugadoss,
Hidehiro Sakurai
Dual Roles of Polyhydroxy Matrices in the Homocoupling of Aryboronic Acids
Catalyzed by Gold Nanoclusters under Acidic Conditions
Chemistry an Asian
Journal
WILEY VCH Verlag
GmbH and Co.
Vol.7
Issue 1
(55〜59)
2012年1⽉
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等
12001 栗⽊ 哲加藤直広 ２次多項式回帰曲線の正値性検定 応⽤統計学
応⽤統計学会        
    41巻1号（1〜15） 
2012年４⽉
12002
Kohji Hizume, Sumiko Araki,
Kosuke Hata, Eloise Prieto,
Tapas K.Kundu, Kenichi
Yoshikawa, Kunio Takeyasu
Nano-scale analyses of the chromatin decompaction
induced by histone acetylation
Archives of Histology
and  Cytology
国際組織細胞学会組織細胞学記
録編集部 73巻3号 
(149〜163)  
2012年４⽉
12003 Geroge Watase, HaruhikoTakisawa, Masato T. Kanemaki
Mcm10 plays a lole in functioning of the eukaryotic
replicative DNA helicase, Cdc45-Mcm-GINS Current Biology 22巻 2012年2⽉
12004 Hanako Hayashi, Kenji Kimura,Akatuki Kimura 
Localized accumulation of tubulin during semi-open
mitosis in the Caenorhabditis elegans embryo
Molecular Biology of
the Cell
The American Society for Cell
Biology 23巻9号(1688〜1699)
 2012年5⽉
12005
Ying Zhang, Sayoko
Yamamoto, Takumi
Yamaguchi, Koichi Kato
Application of Paramagnetic NMR-Validated Molecular
Dynamics Simulation to the Analysis of a Conformational
Ensemble of a Branched Oligosaccharide
Molecules Vol.17 Issue 6 (6658〜6671) 2012年5⽉
12006
Iwata T., Sakamoto Q.K.,
Takahashi A., Edwards E.W.J.,
Staniland I.J., Trathan P.N.,
Naito Y.
Using a mandible accelometer to study ﬁne-scale 
foraging behavior of free-ranging Antarctic fur seals
Marine Mammal
Science
28巻2号 
(345〜357）      2012
年4⽉ 
12007
Atsuko Matsushita, Hiroko
Awata, Motohiro Wakakuwa,
Shin-ya, Takemura, Kentaro
Arikawa
Rhabdom evolution in butterﬂies:insights from the 
uniquely tiered and heterogeneous ommatidia of the
Glacial Apollo butterﬂy, Parnassius glacialis 
Proceedings of the
Royal Society B 英国王⽴協会 2012年5⽉
12008
Yoshitaka Hamanaka, Michiyo
Kioshita, Uwe Homberg,
Kentaro Arikawa
Immunocytochemical Localization of Amines and GABA
in the Optic Lobe of the Butteﬂy Papilio xuthus  PLoS One
Public Library of Science   
  2012年7⽉
12009
島岡政基、⻄村健、古村隆
明、中村素典、佐藤周⾏、岡
部寿男、曽根原登
学術機関のためのサーバ証明書発⾏フレームワーク 電⼦情報通信学会 J95-B巻 07号 2012年7⽉
12010 ⻑倉洋樹、諏訪雄⼤、井岡邦仁 
Population III Gamma-Ray Bursts and Breakout Criteria
for Accretion-Powered Jets
The Astrophysics
Journal American Astronomical Society
12011
Shuro Takano, Yusuke Sakai,
Suguru Kakimoto, Mutsumi
Sasaki, Kaori Kobayashi
Detection of MethyI Formate in the Second Torsionally
Excited State (vt=2) in Orion KL
Publications of the
Astronomical Society
of Japan(⽇本天⽂学
会欧⽂誌）
⽇本天⽂学会 64巻(89〜97) 
2012年8⽉
12012 印南秀樹、宅野将平、寺内良平 The power of QTL mapping with RILs PLoS One
Public Library of Science 7巻 
2012年10⽉
12013 Akira Sasaki, YoshihiroHaraguchi, Hiromu Yoshida
Estimating of the risk of re-emergence after stopping polio
vaccination Frontiers in Virology
Frontiers Media SA 
2012
12014
濱野哲史、⼩林尚⼈、近藤荘
平、辻本拓司、⼤越克也、茂
⼭俊和
Type-la Supernova Remnant Shell at Z=3.5 Seen in The
Three Sight Lines toward The Gravitationally-lensed QSO
B1422+231
The Astrophysical
Journal
IOP Publishing 753巻2号   
2012年7⽉
12015
坂井伸⾏、本間希樹、中⻄裕
之、坂之上裕史、倉⼭智春、
柴⽥克典、清⽔上誠
Outer Rotation Curve of the Galaxy with VERA
I:Trigonometric Parallax of IRAS 05168+3634
Publication of the
Astronomical Society
of Japan
⽇本天⽂学会 64巻5号 
2012年10⽉ 
12016 ⾕⽣道⼀、⻄村勝之
Analysis of the phospholipase C-δ1 pleckstrin homology
domain using Native polyacrylamide gel electrophoresis
Analytical
Biochemistry
431巻2号9⾴(106〜114） 
2012年12⽉
12017
⼟居明広、柳楽央⾄、川勝
望、紀基樹、永井洋、浅⽥圭
⼀
Kiloparsec-scale Radio Structures in Narrow-line Seyfert
1Galaxies
The Astrophysical
Journal
American Astronomical Society
760巻1号 2012年11⽉
12018
S.Mayama,J.Hashimoto,
T.Muto, T.Tsukagoshi,
N.Kusakabe
Subaru Imaging of Asymmetric Features in a Transitional
Disk in Upper Scorpius
The Astrophysical
Journal IOP Publishing 2012年11⽉
12019 森⽥ 理仁 待ち合わせにおけるヒトの挨拶⾏動の性差：⽇本におけるフィールド調査
Journal of Human
Ergology
⼈類動態学会 40巻1-2号(79〜
83) 
2012年12⽉
12020 ⻑⾕川眞理⼦、⼭道真⼈ 「保全⽣態学研究」の掲載論⽂に⾒られる研究対象の偏り 保全⽣態学研究
⽇本⽣態学会17巻2号12⾴(199
〜210) 2012年11⽉
12021
Takuya Sasaki, Kaoru Beppu,
Kenji F.Tanaka, Yugo
Fukazawa, Ryuichi Shigemoto,
Ko Mastui
Application of an optogenetic byway for perturbing
neuronal activity via glial photostimulation
Proceedings of the
National Academy of
Sciences of the United
States of America
National Academy of Sciences
of the United States of America
109巻50号(20720〜20725) 
2012年12⽉
12022
Yoko Satta,Yoshiki Yasukochi,
Toshifumi Kurosaki, Masaaki
Yoneda, Hiroko Koike
ニホンツキノワグマにおけるMHCクラスII DQBの多様性 BMC EvolutionaryBiology 12巻230号 2012年11⽉
12023
Kenji Yamada, Atsushi J
Nagano, Momoko Nishina,
Ikuko Hara-Nishimura, Mikio
Nishimura
⼆つのERボディ特異的な膜タンパク質の同定 Plant Physiology
American Society of Plant
Biologists          
    161巻1号(108〜120)
      2013年1⽉
12024
Timotheus Budisantoso,
Harumi Harada, Naomi
Kamasawa, Yugo Fukazawa, シナプス間隙におけるグルタミン酸濃度推移の推定 Journal of Physiology
The Physiologica Society 591
巻1号(219〜239) 2013年1⽉
406
Kamasawa, Yugo Fukazawa,
Ryuichi Shigemoto, Ko Matsui
巻1号(219〜239) 2013年1⽉
12025
Dwi Wahyu Indriati, Ryuichi
Shigemoto, Naomi Kamasawa,
Ko Matsui, Andrea
Meredith,Masahiko Watanabe, 
Quantitative localization of Cav2.1(P/Q-type)voltage-
dependent calcium channels in Purkinje
cells:somatodendritic gradient and distinct somatic co-
clustering with calcium-activated potassium channels
The Journal of
Neuroscience
Society of Neuroscience Vol.33
Issue8 2013年2⽉
12026
⼟居明広、浅⽥圭⼀、藤澤健
太、永井洋、萩原喜昭、輪島
清昭、井上允
Very Long Baseline Array Imaging of Parsec-scale Radio
Emissions in Nearby Radio-quiet Narrow-line Seyfert
1Galaxies
The Astrophysical
Journal
American Astronomical Society
765巻1号 2013年3⽉1⽇
12027 Kien Nguyen, Yusheng Ji,Shigeki Yamada
LO-MAC:Low Overhead MAC Protocol for Low Data Rate
Wireless Sensor Networks
International Journal
of Distributed Sensor
Networks
Hindawi Publishing Corporation
2013年3⽉
12028
Mikio Nishimura,  Songkui
Cui,  Yoichiro Fukao,  Shoji
Mano,   Kenji Yamada, 
Makoto Hayashi
Proteomic Analysis Reveals that the Rab GTPase
RabE1c is Involved in the Degradation of the Peroxisomal
Protein Receptor PEROXIN 7 
Journal of Biological
Chemistry
American Society for
Biochemistry and Molecular
Biology 288巻 2013年3⽉
12029
T.Yokoyama, K.Misawa,
O.Okano, C-Y Shih,
L.E.Nyquist,
J.I.Simon,M.J.Tappa,
S.Yoneda
Rb-Sr isotopic systematics of alkari-rich fragments in the
Yamato-74442LL-chondritic breccia
Earth and Planetary
Science Letters Elsevier 2013年
12030
⼟居明広、河野孝太朗、中⻄
康⼀郎、⻲野誠⼆、井上允、
秦和弘、徂徠和夫
Nuclear Radio Jet from Low-Luminosity Active Galactic
Nucleus in NGC 4258
The Astrophysical
Journal
American Astronomical Society
765巻1号 2013年3⽉1⽇
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等
13001 ⼤⼭ 敬三、藤⽥ 悦郎 Efﬁcient Top-k  Document Retrieval for LongQueries Using Term-Document Binary Matrix
IEICE
TRANSACTIONS
on Information
and Systems
電⼦情報通信学会 
E96-D巻 5号(1016〜
1028) 2013年5⽉
13002 ⽊村 暁、原 裕貴
An allometric relationship between mitotic
spindle width, spindle length, and ploidy I
Caenorhabditis elegans embryos.
Molecular
Biology of the
Cell
The American Society
for Cell Biology
13003 浅岡 美穂 Egfr signaling controls the size of the stem cellprecursor pool in the Drosophila overy
Mechanisms of
Development 国際発⽣⽣物学会
13004 ⾼野 秀路 Detection of ammonia in M51 Astronomy &Astrophysics
ESO Headquarters,
EDP Sciences
13005 ⻄村 勝之、⾕⽣ 道⼀
Intramolecular allosteric interaction in the
phospholipase C-σ1 pleckstrin homology
domain
Biochimica et
Biophysica Acta-
Proteins and
Proteomics
Elsevier Science Ltd.
13006
村⽥ 隆、佐野 俊夫、笹部 美知⼦、野中 茂紀、
東⼭ 哲也、馳澤 盛⼀郎、 町⽥ 泰則、 ⻑⾕部
光泰
Mechanism of microtubule array expansion in
the cytokinetic phragmoplast
Nature
Communications
ネイチャージャパン株
式会社
13007 松下 敦⼦
Time disparity sensitive behavior and its neural
substrates of a pulse-type gymnotiform electric
ﬁsh, brachyhypopomus gauderio 
Journal of
Comparative
Physiology A
Springer New York,
LCC
13008 印南 秀樹、杉野 隆⼀、佐々⽊ 江理⼦
The Linkage Method:A Novel Approach for
SNP Detection and Haplotype Reconstruction
from a Single Diploid Individual Using Next-
Generation Sequence Date
Molecular
Biology and
Evolution
Oxford University
Press
13009 印南 秀樹、 江澤 潔
Competition between the sperm of a single
male can increase the evolutionary rate of
haploid expresse genes
Genetics Dartmouth JournalServices
13010 ⽊村 暁、原 裕貴、岩淵 万⾥、⼤隅 圭太 Intranuclear DNA density affects chromosomecondensation in metazoans
Molecular
Biology of the
Cell
The American Society
for Cell Biology
13011 ⽥中 誠司、⽶⽥ 弥⽣、梅森 稔⼦、久保⽥ ⼸⼦、滝澤 温彦、荒⽊ 弘之
Efﬁcient  Initiation of DNA Replication in
Eukaryotes requires Dpb11/TopBP1-GINS
Interaction
Molecular and
Cellular Biology
American Society for
Microbiology
13012 井岡 邦仁、 村瀬 孔⼤ TeV-PeV Neutrinos from Low-Power Gamma-Ray Burst Jets inside Stars
Physical Rreview
Letter
American Physical
Society
13013 野⽥ 昌晴、渓 佐知⼦、新⾕ 隆史、桜庭 寿⼀
Substrate speciﬁcity of R3 receptor-like 
protein-tyrosine phospatase subfamily toward
receptor protein-tyrosine kinases
Journal of
Biological
Chemistry
American Society for
Biochemistry and
Molecular Biology
13014 楠野 こず枝、朝⽊ 義晴、 今井 裕、⼩⼭ 友明
Distance and Proper Motion Measurement of
the Red Supergiant, PZ Cas, in VLBI H2O
Maser Astrometry
The
Astrophysical
Journal
American
Astronomical Society
13015 佐々⽊ 顕、⼭道 真⼈
Single-gene speciation with pleiotroy:Effects of
allele dominance, population size, and delayed
inheritance
Evolution Society for the Studyof Evolution
13016 Nobuharu Sako, Masumi Shimojo, Tetsuya Watanabe,
Takashi Sekii
A statistical study of coronal active events in
the north polar region
The
Astrophysical
Journal
The Astrophysical
Journal
13017 越前 功、⼭⽥ 隆⾏、 合志 清⼀ ⼈間とデバイスの感度の違いを利⽤したディスプレイ盗撮防⽌⽅式 情報処理学会誌 情報処理学会誌
13018 伊東 貴宏、正岡 重⾏、近藤 美欧、⾦池 真理
Arene-perﬂuoroarene  Interactions for Cystal
Engineering of Metal Complexes:Controlled
Self-assmbly of Paddle-wheel Dimers
CystEngComm The Royal Society ofChemistry
13019
Seiji Hitoshi, Kazuhiro Ikenaka, Hisashi Narimatsu,
Akira Togayachi, Takeshi Yoshimura, Daisuke Muraoka,
Yugo Ishino, Tomohiro Torii, Akhilesh Kumar
The Leiw X-related α1,3-fucosyItransferase,
Fut10, is required for the maintenance of stem
cell populations
The Journal of
Biological
Chemistry
American Society for
Biochemistry and
Molecular Biology
13020 Miko Nishimura, Maki Kondo, Makoto Hayashi,Masatake Kanai
The Plastidic DEAD-box RNA Helicase 22,
HS3, is Essential for Plastid Functions Both in
Seed Development and in Seeding Growth.
Plant Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会
13021 Kohji Hizume, Masaru Yagura, Hiroyuki Araki
Concerted interaction between origin
recognition complex(ORC), nucleosomes and
replication origin DNA ensures stable ORC-
origin binding
Genes to Cells ⽇本分⼦⽣物学会
13022 井岡 邦仁、 樫⼭ 和⺒、Peter Meszaros Cosmological Fast Radio Bursts from BinaryWhite Dwarf Mergers
The
Astrophysical
Journal Letter
American
Astronomical Society
13023 Anjali John K, U.Suematsu, M.Kubo, D.Shiota,S.Tsuneta
The Association of Polar Faculae with Polar
Magnetic Patches Examined with Hinode
Observations
The
Astrophysical
Journal
The Astrophysical
Journal
13024 井岡 邦仁、⽔⽥ 晃 Opening Angle of Collapsar Jets
The
Astrophysical
Journal
American
Astronomical Society
408
Journal
13025
Fumikazu Miwakeichi, Makio Ishiguro, Yoshiyasu
Tamura, Yoshitaka Oku, Yasumasa Okada, Shigefumi
Yokota, Yasuhisa Fujiki
Standardization of Size, Shape and Internal
Sturcture of Spinal Cord Images:Comparison
of Three Transformation Methods
PLOS ONE
(Online-Journal)
Public Library of
Science
13026 Yunlong Feng, Gene Cheung, Wai-tian Tan, Patrick LeCallet, Yusheng Ji
Low-Cost Eye Gaze Prediction System For
Interactive Networked Video Streaming
IEEE
Transactions on
Multimedia
IEEE Transactions on
Multimedia
13027
Toshika Ohkawa, Yuko Fukata, Miwako Yamasaki,
Taisuke Miyazaki, Norihiko Yokoi, Hiroshi Takashima,
Masahiko Watanabe, Osamu Watanabe, Masaki Fukata
Autoantibodies to epilepsy-related LGI1 in
limbic encephalitis neutralize LGI1-ADAM22
interaction and reduce synapitic AMPA
receptors
The Journal of
Neuroscience
Society for
Neuroscience
13028 Tim Byrnes, Alexey Pyrkov Entanglement generation in quantum networksof Bose-Einstein condensates
New Journal of
Physics
Institute of
physics(IOP)
13029
印南 秀樹、Jeffrey A.Fawcett, ⾓ 友之、佐々⽊ 江
理⼦、宅野 将平、吉⽥ 健太郎、杉野 隆⼀、⼩杉
 俊⼀、夏⽬ 聡、上村愛⼦、⾼⽊ 弘樹、阿部 
晃、⽯井 尊⽣、寺内 良平 
QTL マップと集団遺伝学：イネゲノムへの応
⽤ PLoS One?
Public Library of
Science
13030 越前 功、⼭⽥ 隆⾏、 合志 清⼀ ⼈間とデバイスの感度の違いを利⽤した撮影画像からの顔検出防⽌⼿法
情報処理学会論
⽂誌 情報処理学会
13031 越前 功、⼤内 紀知、梶⼭ 朋⼦、飯⽥ 拓也 読者の印象を反映させた書籍表紙画像⽣成のための⾊抽出⼿法
電⼦情報通信学
会論⽂誌 電⼦情報通信学会 
13032 Mikio Nishimura, Makoto Hayashi, Kenji Yamada, ShojiMano, Songkui Cui
Novel proteins interacting with peroxisomal
protein receptor PEX7 in Arabidopsis thaliana.
Plant Signaling &
Behavior
LANDES
BIOSCIENCE
13033 橋⽖ 宏達、杉本 雅則、前⽥ 泰成 ⾳響イメージングにおけるログｓテップマルチキャリア並みによるドップラー速度推定法
電⼦情報通信学
会論⽂誌 電⼦情報通信学会 
13034 越前 功、廣井 隆之、合志 清⼀ 超解像機能を持つHDTVの主観評価⼿法
EURASIP
Journal on Image
and Vido
Processing
The European
Association for Signal
Processing(EURASIP)
13035
Mikio Nishimura, Yoshinori Ohsumi,Wataru Sakamoto,
Makoto Hayashi, Kenji Yamada, Shoji Mano, Maki
Kondo, Kohki Yoshimoto, Kazusato Oikawa, Michitaro
Shibata?
Highly Oxidized Peroxisomes Are Selectively
Degraded via Autophagy in Arabidopsis The Plant Cell ⽇本植物⽣理学会
13036
Mikio Nishimura, Akira Nagatani, Tetsuro Mimura, Shuh-
ichi Nishikawa, Tomoki Miwa, Maki Kondo, Takanori
Nakamura, Shoji Mano
The Plant Organelles Databese 3(PODB#)
Update 2014:Integrating Electron Micrographs
and New Options for Plant Oganelle Research
Plant and Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会
13037
Kazuo Tsugane, Mika Hayashi-Tsugane, Hiroyuki
Takahara , Nisar Ahmed, Eiko Himi, Kyoko Takagi,
Shigeru Iida, Masahiko Maekawa
A Mutable Albino in Rice Reveals that
Formation of Thylakoid Membranes Requires
the SNOW-WHITE LEAF1Gene
Plant and Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報
14001
Saran Tarnoi, Wuttipong Kumwilaisak,
Poompat Saengudomlert, Yusheng JI, C-C
Jay Kuo
QoS-aware routing for heterogeneous layered unicast
transmissions in wireless mesh networks with cooperative network
coding
EURASIP Journal on Wireless
Communications and Net
14002 ⼤川 都史⾹、佐⽵ 伸⼀郎、横井 紀彦、深⽥ 優⼦、深⽥ 正紀
Identiﬁcation and Characterization of GABA Receptor 
Autoantibodies in Autoimmune Encephalitis The Journal of Neuroscience
14003 MIN CHEULHONG, 本間 希樹、柴⽥ 克典、廣⽥ 朋也、松本 尚⼦ Acurate parallax measurement toward the symbiotic star R Aquarii
Publications of the Astronomical
Society of Japan (⽇本天⽂学会欧
⽂誌）
14004 町⽥ 史⾨、梶⼭ 朋⼦、嶋⽥ 茂、越前 功
SNSにおけるセンシティブデータの漏洩検知に基づく公開範囲の
設定⽅式 情報処理学会論⽂誌
14005 松⽥ 貴嗣、中村 卓司、江尻 省、堤 雅基
New statistical analysis of the horizontal phase velocity distribution
of gravity waves observed by airglow imaging
Journal of Geophysical Research :
Atmospheres
14006 川嶋 彩夏、颯⽥ 葉⼦
Substrate-Dependent Evolution of Cytochrome P450 : Rapid
Turnover of the Detoxiﬁcation-Type and Conservation of the 
Biosyntehsis-Type
PLoS one
14007 WANGLAR Chimwar, TAKAHASHI Jun,YABE Taijiro, TAKADA Shinji
Tbx protein level critical for clock-mediated somite positioning is
regulated through interaction between Tbx and Ripply PLoS one
14008 岩⽥ 亮平、岩⾥ 琢治 RacGAP alpha-chimaerin function in development adjusts cognitiveability in adulthood Cell Reports
14009 Hoang-Quoc NGUYEN-SON、越前 功 Anonymizing Personal Text Messages Posted in Online SocialNetworks and Detecting Disclosures of Personal Information
IEICE TRANSACTIONS on
Information and Systems
14010 Erkin Kurganov, Yiming Zhou, 斎藤 茂、富永 真琴
Heat and AITC activate green anole TRPA1 in a membrane-
delimited manner European Journal of Physiology
14011 福島 健児、川⼝ 正代司、⻑⾕部 光泰 Oriented cell division shapes carnivorous pitcher leaves ofSarracenia purpurea Nature Communications
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報
15001 Anjali John Kaithakkal, Yoshinori Suematsu, Masahito Kubo
Photosperic Flow Field Related to the Evolution of the Sun's
Polar Magnetic Patches Observed by Hinode Solar Optical
Telescope
The Astrophysical
Journal (ApJ)
15002 ⽯⽥ 哲朗、⼩川 泰信、⾨倉 昭 Direct observations of blob deformation during a substorm AnnalesGeophysicae
15003 鈴⽊ 智⼦、嶋川 ⾥澄、⼭元 萌⻩、 児⽟ 忠恭 Galaxy formation at z > 3 revealed by narrow-band selected[OIII] Emission Line Galaxies
Astrophysical
Journal
15004 ⻄村 俊哉、⽥中 実 foxl3 is a germ cell-intrinsic factor involved in sperm-egg fatedecision in medaka ⽶科学誌 Science
15005 吉⽥ 后那、⽊下 充代、蟻川 謙太郎 Plant scents modify innate colour preference in foragingswallowtail butterﬂies  Biology Letters
15006 ⽻賀 崇史、⼟居 明広、村⽥ 泰宏 Determination of Central Engine Position and Accretion DiskStructure in NGC 4261 by Core Shift Measurements
The Astrophysical
Journal (ApJ)
15007 桜井 準也、浜名 崇、宮崎 聡、⼩宮⼭ 裕 PROPERTIES OF WEAK LENSING CLUSTERS DETECTEDON HYPER SUPRIME-CAM'S 2.3 DEG2 FIELD
Astrophysical
Journal
15008 ⽯川 将吾、 尾上 匡房、柏川 伸成 The very wide-ﬁeld gzK galaxy survey -- I. Details of the clustering properties of star-forming galaxies at z 〜 2
Monthly Notices of
the Royal
Astronomical
Society
15009 ⻄本 れい、加塩 ⿇紀⼦、富永 真琴 Propofol-induced pain sensation involves multiplemechanisms in sensory neurons
Pﬂügers Archiv - 
European Journal of
Physiology
15010 能地 宏、宮尾 祐介 Left-corner Parsing for Dependency Grammar ⾃然⾔語処理
15011 ⼤橋 りえ、椎名伸之、⾼雄 啓三
Comprehensive behavioral analysis of RNG105(Caprin1)
heterozygous mice: Reduced social interaction and attenuated
response to novelty
Scientiﬁc Reports 
15012 Pei-Ju Chen, 松下 敦⼦、蟻川 謙太郎
Extreme spectral richness in the eye of the Common
Bluebottle butterﬂy, Graphium sarpedon （アオスジアゲハ複 
眼の極めて⾼い分光的多様性）
Frontiers in Ecology
and Evolution
15013 済藤 祐理⼦、今⻄ 昌俊 Near-Infrared Spectroscopy of Quasars at z〜3 and Estimatesof Their Supermassive Black Hole Masses
Publications of the
Astronomical
Society of Japan
15014
Daehyeon Oh, Satoshi Mayama, Saeko Hayashi, Masanori
Iye, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe, Ryo Kandori,
Jungmi Kwon, Takuya Suenaga
Near-infrared imaging polarimetry of LkCa 15 : A possible
warped inner disk
Publications of the
Astronomical
Society of Japan
15015 早⽔ 桃⼦ On the existence of inﬁnitely many universal tree-based networks
Journal of
Theoretical Biology
15016 ⾕⼝ 琴美、斎藤 正雄、中村 ⽂隆、⻲野 誠⼆ Implication of Formation Mechanisms of HC5N in TMC-1 asStudied by 13C Isotopic Fractionation
The Astrophysical
Journal (ApJ)
平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等
16001 ⽯川 将吾、柏川 伸成、尾上 匡房 天⽂科学
The very wide-ﬁeld gzK galaxy survey -- II, The 
relationship between star-forming galaxies at z〜2 and
their host haloes based upon HOD modelling Monthly
Notices of the Royal Astronomical Society
Oxford University Press
16002 早⽔ 桃⼦、福⽔ 健次 統計科学
A Characterization of Minimum Spanning Tree-like Metric
Spaces IEEE/ACM Transactions on Computational
Biology and Bioinformatics (TCBB)
IEEE, ACM
16003 都築 周作、武⽥ 直也、川⼝ 正代司 基礎⽣物学
Strigolactone-induced putative secreted protein 1 is
required for the establishment of symbiosis by the
arbuscular mycorrhizal fungus Rhizophagus irregularis
Molecular Plant-Microbe Inteeractions
American Phytopathological
Society
16004 宇佐⾒ ⽂⼦、藤森 俊彦 基礎⽣物学
Dynamics of planar cell polarity protein Vangl2 in the
mouse oviduct epithelium Mechanisms of Development ELSEVIER
16005 井出 雄⼀郎、 徳留 真⼀郎 宇宙科学
Combustion Characteristics of an Ammonium-Dinitramide-
Based Ionic Liquid Propellant Transaction of JSASS,
Aerospace Technology Japan_ISTS Special
Issue:Selected papers from the 30th International
Symposium on Space Technology and Science
The Internaional Symposium
on space technology and
science(ISTS), The Japan
Society for Aeronautical and
Space Sciences (JSASS)
16006 笠 嗣瑠、末永 拓也、林 左絵⼦、眞⼭ 聡、⾅⽥ 知史 天⽂科学
High-Contrast Imaging of Intermediate-Mass Giants with
Long-Term Radial Velocity Trends Astrophysical Journal ⽶国天⽂学会
16007 ⼋⽊ 崇⾏ 情報学専攻
⽴体⾓を⽤いた若年者、⾼齢者、脳卒中患者の静⽌⽴位
制御モデル ⽇本⽣理⼈類学会誌 ⽇本⽣理⼈類学会
16008 Yu Mao, Yusheng Ji 情報学専攻
On Constructing Z-dimensional DIBR-Synthesized Images
Institute of Electrical and Electronics Engineers IEEE REPRINTS
16009 道⼭ 知成、 安藤 未彩希、松⽥ 有⼀、中⻄ 康⼀郎、伊王野 ⼤介
天⽂科学
専攻
Investigating the relation between CO(3-2) and far-infrared
luminosities for nearby merging galaxies using ASTE
Publications of the Astronomical Society of Japan
⽇本天⽂学会
16010 羅ブンシュウ、中沢 信吾、岩⽥ 亮平、⽔野 秀信、岩⾥ 琢治
遺伝学専
攻
Supernova: A Versatile Vector System for Single-Cell
Labeling and Gene Function Studies in vivo Nature
Publishing Group
シュプリンガー・ジャパン
16011 ⾕⼝ 琴美、齋藤 正雄 天⽂科学専攻
13C lsotopic Fractionation of HC3N in Star-Forming
Regions : Low-Mass Star Forming Region L1527 and
High-Mass Star Forming Region G28.28.-0.36 The
Astrophysical Journal
American Astronomical
Society
16012 仮屋園 志帆、五條堀 淳、颯⽥ 葉⼦、寺井 洋平
⽣命共⽣
体進化学
専攻
Acropora digitifera Encodes the Largest Known Family of
Fluorescent Proteins That-Has Persisted During the
Evolution of Acropora Species Genome Biology and
Evolution
Oxford University Press
16013
Daehyeon Oh, Yi yang, Saeko Hayashi,
Masanori Iye, Tomonori Usuda, Hideki
Takami, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe,
Ryo Kandori, Jungmi Kwon, Takuya
Suenaga, Mayama Satoshi
天⽂科学
専攻
Resolved Near-Infrared Image of Inner Cavity in GM Aur
Transitional Disk The Astrophysical Journal Letters
学会：American Astronomical
Society/出版社：IOP
Publishing
16014 Zhi Liu, Ruijian An, Yusheng Ji 情報学専攻
Resource Allocation and Layer Selection for Scalable
Video Streaming over Highway Vehicular Networks
Engineering Science Society, The Institute of Electronics,
Information and Communication Engineers (IEICE)
電⼦情報通信学会
16015 中林 暁男, 上野 ⽞太 統計科学専攻
An Extension of the Ensemble Kalman Filter for Estimating
the Observation Error Covariance Matrix Based on the
Variational Bayes Method Monthly Weather Review
American Meteorological
Society
16016 Vanessa Romero, Hirofumi Nakaoka, IturoInoue
遺伝学専
攻
STRUCTURE AND EVOLUTION OF THE FILAGGRIN
GENE REPEATED REGION IN PRIMATES BMC
Evolutionary Biology
Bio Med Central
16017 ⼋島 亮⼦, 印南 秀樹
⽣命共⽣
体進化学
専攻
varver : a database of microsatellite variation in
vertebrates Molecular Ecology Resources Wiley Online Library
16018
楊 毅, Oh Daehyon､末永 拓也、林 佐絵
⼦、眞⼭ 聡、早野 裕、林 正彦、表 泰
秀、髙遠 徳尚、⾼⾒ 英樹、⾅⽥ 知史
天⽂科学
専攻
Near-Infrared Imaging Polarimetry of Inner Region of GG
Tau A The Astronomical Journal
American Astronomical
Society, IOP Publishing
16019 松野 允郁, ⻘⽊ 和光 天⽂科学専攻
Lithium in CEMP-no stars:A new constraint on the lithium
depletion mechanism in the early universe Publications of
the Astronomical Society of Japan
Oxford University Press
在学⽣ ・ 修了⽣
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
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発起⼈ ⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻） 「研究記録（実験ノート、フィールド
ノート、調査ノートなど）」は、どのよ
うな分野の研究でも⽋かせない研究の基
本的ツールです。しかしながら、各研究
者がどのように研究記録をつけているか
は同じ分野でも個々⼈の流儀があるよう
で、ましてや異分野でどのような記録を
つけているかについて情報交換がされる
ことは少ないのが現状です。また，記録
の仕⽅についての教育も体系だって⾏わ
れることはないようです。本研究会で
は、多様な分野の研究者の集まる総研⼤
という場を活かし、「研究記録」を切り
⼝とした議論をすることで、各分野での
研究記録の位置付けや内容に関する相互
理解を深めます。また研究者をめざす⼤
学院⽣に「よい研究記録のあり⽅」につ
いて効果的な指導を⾏う⽅法を考えるこ
とを⽬的とします。
⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻） ⼩⼭ 順⼦ 准教授 （⽇本⽂学研究専攻）
プロジェクトの概要
各分野の研究記録
Contents
News
2017年2⽉1⽇
ウェブサイトを⽴ち上げました。
Links
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伏⾒ 譲 教授 （葉⼭本部） 花⽥ 英夫 准教授 （天⽂科学専攻）
左：菊澤 律⼦ 准教授 （⽐較⽂化学専攻）
右：⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻）
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写真1
国⽴遺伝学研究所細胞建築学研究室
教授
⽊村暁先⽣
「私流のノートの取り⽅を⾃分の研究にあわ
せてアレンジして試してみてください」と若
⼿研究者にアドバイス。
写真2：⽊村先⽣のノート
研究ノートの意義を考える①
研究ノートを研究と教育に活⽤しよう
⽣命科学研究科 遺伝学専攻 教授
遺伝学研究所 細胞建築研究室 ⽊村暁先⽣
実験の結果を記⼊したり、フィールド調査の記録をしたりと、研究ノートは研究者にとって⽋かせ
ないものです。研究ノートはとても⾝近なものですが、これまでそのあり⽅について研究分野を越
えて議論されることはほとんどありませんでした。そこで、総研⼤では、「よい研究ノートとはど
ういうものなのか」、「研究ノートを教育や研究の場にもっと活⽤しよう」など研究ノートのあり
⽅について考える研究プロジェクト「研究記録を通じて融合的研究をすすめるための研究会」が始
まりました。今回はこの研究会の発案者である国⽴遺伝学研究所細胞建築学研究室教授の⽊村暁先
⽣に、プロジェクトの⽬的や⽊村先⽣にとってのノートの意義についてうかがいました。
細胞のデザインをさぐる
⽊村先⽣の専⾨は「細胞建築学」です。細胞建築学とは、聞き慣れない⾔葉ですが、これは⽊村先
⽣が名付けたもので、分⼦が集まって細胞が組み⽴てられることを意味します。「細胞にはさまざ
まな種類があり、細胞内には核やミトコンドリアなどの細胞内⼩器官があります。どの細胞もサイ
ズや種類に応じて⾒事なバランスで細胞内⼩器官が配置されています。細胞は⽣命の最⼩単位であ
るとともに、⾃然が作り上げた建築物と考えられるのです」と⽊村先⽣。分⼦がどうやって集まっ
て、細胞という構造体をつくり、機能するのかということを、個々の分⼦や細胞内⼩器官ではなく
細胞全体から解き明かそうとしています。センチュウという⼩さい⽣物を実験材料にして、細胞の
観察や遺伝⼦解析、コンピュータシミュレーションなどで解析しています。たとえば、微⼩管が
引っ張られる⼒を計算することで、細胞分裂のときに現れる紡錘体の⻑さが細胞の⼤きさに応じて
調節されるしくみを明らかにしました。「細胞が形作られるしくみをなるべく単純なメカニズムで
説明したいのです」と⽊村先⽣は話します。細胞のしくみの解明に⼒学の視点でアプローチすると
いうユニークな研究です。
毎⽇論⽂を書いているようなもの
さて、⽊村先⽣はどのように研究の記録をとっているのでしょうか。早速、ノートを⾒せてもらい
ました。⽊村先⽣の⼿にあるのはA4版の⿊い表紙のノートです（写真1）。これは市販の研究⽤の
ノートだそうです。「私のノートは、毎⽇論⽂を書いているようなものです」と話すように、ノー
トの構成は論⽂と同じようになっていて、「タイト
ル」、「⽇付」、「⽬的」、「⽅法」、「結果」、「考
察」などの事項が箇条書きで⽰されています。そのた
め、第3者でも⼀⾒するだけで、実験の内容を論理的に
理解することができます。⽬的に加え、研究の「背景」
や「基礎情報」も書いてありますので、⾃分がどうして
この実験をしなければならないのかをすぐにつかむこと
ができます。煩雑な実験になるほど、操作に気をとられ
がちですが、ノートを⾒返せばすぐに⽬的を思い出すこ
とができ、実験内容を客観的に理解することができま
す。
さらには、
「操作成功の
基準」、「実
験成功の基
準」、「実験
成功の場合の
次の実験」、
「結果の予想
と対策」と
いった⼀般的
Contents
Links
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実験の⽬的や結果の予測などびっしりと記録
してある
なノートには
⾒慣れない事
項も記録され
ています（写真2）。「ノートには実験の条件やサンプルのロットなど細かい情報を記録します
が、さらに実験の基準や対照を詳細に書く点が特徴です。記録する事項が⾮常に多くて⼤変だし、
時間がかかると思われるかもしれません。でも、ノートを書くことでデータを得るために必要な条
件が絞られるので、結果的には無駄な実験をしなくてすみます。実験のトータルの時間は変わりま
せんよ」と⽊村先⽣は話します。
実験では、対照（コントロール）や基準（クライテリア）をどう設定するのかが⼤変重要です。実
験で⼀⾒良さそうな結果がでたとしても、対照や基準がきちんと定められた実験でなければ、その
結果の解釈を誤ってしまうからです。実験の成功のカギをにぎるのは、対照をどうおくか、サンプ
ルの種類はどれくらいにするか、実験を何回繰り返すのかといった、実験の組み⽴て⽅なのです。
実験を組み⽴てる⼒はすぐに⾝につくものではありませんが、ノートを書くことでそのセンスが磨
かれます。
ノートは実験を記録するのではなく、考えることと結び付けられるようになっていて、研究⼒に不
可⽋な科学的な思考の訓練や論⽂の書き⽅の練習になります。ノートには実験記録と研究⼒の向上
というふたつの⽬的があります。
恩師の指導がきっかけ
⽊村先⽣がこのようなノートの書き⽅に⾄ったきっかけは、学⽣時代の体験によるものです。指導
教官である東京⼤学の堀越正美先⽣からノートのつくりかたを徹底的に指導されました。研究室に
⼊るとまず「⾃然科学⼊⾨」というテキストのコピーを配られました。堀越先⽣の恩師である⽔野
傳⼀先⽣が書かれたもので、研究者の⼼構えが詳しく書いてあります。このテキストをもとに指導
を受けました。先⽣からは、研究ノートは結果の再現性が⼀番の⽬的である、ノートを書くときは
⾃分がどういうつもりで実験を始めたのかを常に⾃覚するために⽬的を書くこと、実験に対する考
察や反省を細かく書くこと、次の実験への計画まで盛り込んでストーリー性を持たせること、など
を教わりました。
続いて「ピペットの検定」、「びん洗い」「試薬づくり」のプロトコールを書き、実⾏するという
課題が出ました。たとえば、5 mol/LのNaCl溶液を調製するという課題では、溶液を調製する⽅法
だけでなく、できあがった溶液の濃度が正しいかどうかをどう検証するかまで事前に記録する必要
がありました。実験操作そのものは簡単なはずですが、指導教官に何度もノートを⾒せて、お互い
が納得してはじめて実際の実験にすすみます。ずいぶん考え、先⽣と議論するうちに、実験の組み
⽴ては結果の予測をしながら⾏うこと、そして信⽤できる実験結果を得るためには、実験のクライ
テリア（基準）やコントロールの考え⽅が重要なことがわかってきました。
「毎⽇きちんと実験ノートを書いていれば、論⽂執筆を含め、研究全体のトレーニングになるとい
う考え⽅を学びました。この体験から、ノートは研究者を養成するための教育ツールになると確信
しています」と⽊村先⽣は話します。
研究分野が違うとノートも違う
「私が先⽣から教わったノートのとり⽅は、やり続ければ必ず研究の⼒が⾝につくので、この考え
⽅を広めたいと考えています。そのときに他の分野の研究ではノートをどのようにとっているのだ
ろうかと疑問に思いました」と⽊村先⽣は続けます。そこで、⼯学系や情報系など⽊村先⽣とは異
なる分野の研究者に研究ノートについて尋ねてみました。すると研究者によってノートの考え⽅が
違うことを知り、驚きました。
研究ノートは、研究をするのには⽋かせないツールであることは、どの分野においても共通です
が、ノートの作り⽅はそれぞれ個⼈の流儀があります。⽊村先⽣のように指導教官から指導を受け
た⼈もいれば、全くの⾃⼰流の研究者もいます。また、⽊村先⽣のように実験が中⼼の研究者もい
れば、⽂系の研究者のように実験をせずに過去の⽂献などから研究の材料を得ている⼈もいます。
このように研究のアプローチの違う研究者のノートにはどんな違いがあるのでしょう。また、⽊村
先⽣のノートの取り⽅は他の分野の研究でも有効なのでしょうか。
「これまで、他の分野の研究者と研究の記録についての情報交換をする場はほとんどありませんで
した。そこで、いろんな分野の研究者とよい研究ノートとはどんなものなのか議論したいと思った
のです」と⽊村先⽣は「研究記録を通じて融合的研究をすすめるための研究会」を発⾜した理由を
語ります。どの研究分野でも共通する研究ノートを切り⼝として議論をすることは、異分野の相互
理解を深めることにつながると⽊村先⽣ら研究会メンバーは考えています。また、議論の成果を、
研究者をめざす⼤学院⽣などへの効果的な指導⽅法につなげていくのが⽬的です。「IT技術が⽬覚
ましく進化していますから、記録の仕⽅も電⼦記録に変わっていく可能性があります。電⼦化が進
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めば、研究記録を容易に公開することができ、科学のありかたが変わるかもしれません。新しい科
学のあり⽅も模索していければいいですね」と⽊村先⽣は最後につけ加えました。
まとめ：⽊村先⽣のノート
⽬的、⽅法、結果、考察をすべて記⼊。
クライテリア（基準）とコントロール（対照）を明確に。
論⽂を書くつもりで、ストーリー性のあるノートづくり。
研究のトレーニングにノートを活⽤。
（⽂/佐藤成美）
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写真1：⽇本⽂学研究専攻准教授⼩⼭
順⼦先⽣
「試⾏錯誤を経て、2年半ほど前にこのノート
のスタイルに落ち着きました。」
研究ノートの意義を考える②
記録は未来の⾃分が⾒るためのもの
⽂化科学研究科 ⽇本⽂学研究専攻 准教授
国⽂学研究資料館研究部 ⼩⼭順⼦先⽣
総研⼤⽇本⽂学研究専攻（国⽂学研究資料館）准教授の⼩⼭順⼦先⽣は、古典⽂学を研究していま
す。古典⽂学を読み解くための研究のノートは、実験科学を中⼼とする理系の研究ノートと考え⽅
が⼤きく異なります。
和歌の表現から探る古典の世界
⼩⼭先⽣は、『新古今和歌集』を中⼼に鎌倉時代や室町時代の和歌の解釈や表現を研究していま
す。『新古今和歌集』は、鎌倉時代に後⿃⽻上皇の下命による勅撰和歌集で、約2000⾸の和歌が
収められています。新古今調といわれる絵画的、物語的な歌⾵をもち、本歌取り、体⾔⽌め、七五
調の初句切れや三句切れなどの表現が多く使われていることが特徴です。
⼩⼭先⽣は、古い歌を取り⼊れて新しく作歌する「本歌取り」という表現を⼿掛かりに、作者の意
図や意味を読み解きます。「鎌倉時代の⼈が、それ以前の古典をどう使って和歌を詠んだのでしょ
う。私の研究は謎解きをする推理⼩説のようなものかもしれません」と⼩⼭先⽣はいいます。和歌
のある表現に着⽬し、その解釈が仮説となります。その仮説をさまざまな⽂献や資料から裏付けて
いくので、研究を進めることはまるで謎を解くための証拠集めのようなのです。
和歌が書かれた当時の⽂化背景を紐解く必要がありますし、和歌が作られた時代よりさらに過去に
遡って⽂学史の流れの中で考える必要もあります。また、後世の⼈がどう和歌を解釈したのかと
いった資料や先⾏研究を調べる必要もあります。断⽚的な情報を集め、積み重ねることで研究を進
めます。そのため、研究は資料探しや、みつけた資料の調査が中⼼です。
研究ノートは個⼈のもの
⽂学の研究においても、もちろん研究ノートを使いますし、ノートが研究に⽋かせないものである
ことはほかの分野と変わりません。ただ、⽂学の研究はあくまで個⼈で⾏い、⼀つのテーマを複数
の⼈が調査・検討するような共同研究をすることはほとんどありません。そのため、研究ノートは
あくまでも個⼈のためのものです。「他⼈のノートを⾒たことも⾃分のノートをだれかに⾒せたこ
ともないです。ノートの体裁や書き⽅のきまりはなく、ノートの取り⽅を指導されたことないです
ね。どの研究者も⾃分が研究しやすいスタイルでノート
を活⽤していると思います」と⼩⼭先⽣はノートについ
て話します。
⼩⼭先⽣の場合は、調査⽤と⽂献整理⽤の2種類のノー
トを使っています。昔に書かれた資料は⽇本各地の図書
館や資料館などに保存されています。資料は古くて貴重
なものが多いので、持ち出すことはできません。そこ
で、直接現地へ赴き、閲覧します。調査⽤ノートはこの
ような調査をするときに使います。⽂献整理⽤ノートは、作品の本⽂、調査した例、先⾏研究など
関連の論⽂や学術書の内容を整理するために使います。
鉛筆で縦書きが基本
調査⽤のノートはB5版のルーズリーフを使い、鉛筆で縦
書きというスタイルが基本です。図書館などに保管され
ている古い資料は、資料を傷めるので、コピーをするこ
とが許されません。また、写真撮影も基本的にはできま
せん。そのため、調査では資料から必要な事項をノート
に書き写します。資料を汚さないようにインクの⼊った
ペンの使⽤も禁⽌されている場合が多いので、鉛筆で記
録します。また、⽇本⽂学は縦書きなので、縦書きで書
き写します。横書きにすると、記述の仕⽅が変わるので
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写真2：⼩⼭先⽣のノート
上：調査⽤ノート（縦書き）
下：⽂献整理⽤ノート（横書き）
写真3：拾遺和歌集の写本の複製を⼿
にする⼩⼭先⽣
「⽂献を調査する際には、サイズや表紙の情
報なども細かく記録します。」
正確性に⽋けることもあります。
「頻繁に参照できない資料もありますから、調査にいっ
たらわかる情報を書き写せるものはすべて書きます。で
きるだけたくさんの資料を⾒たいのですが、1⽇10点ぐ
らいが限度です。資料によっては、数⽇かかっても1点
しか記録できないこともあります」。
個⼈の写真撮影は禁⽌されていても、専⾨業者の撮影な
ら許可される場合もあります。そういうときは撮影をお
願いし、その写真を印刷したものをファイルに綴じてお
きます。写真があっても、その資料はどんな紙を使って
いるのか、どんな装飾が施されていたのかといった細か
い情報まで、⾒たことはすべて記録します。
ルーズリーフを使うのは、時系列ごとに記録する必要がなく、関連の記録をひとまとめにしたいか
らです。いくつもの資料を調査するときに、テーマごとに何冊ものノートを出張先に持っていくの
は⼤変です。そこで「これさえあればいい」ように記録したものをファイルでまとめるようにしま
した。また、このスタイルなら、後から記録を付け⾜すことも容易です。
カードも兼ねるノート
もう⼀⽅のノートは、記録や資料を調べてわかった情報、現代の本や先⾏研究からの情報を調べて
まとめるもので、検索できるカードの役割も持たせています。ルーズリーフを⽤いるのは調査⽤と
同じですが、こちらはA5版横書きで、ペンも使います。ノートには、参考書を調べて、必要な事項
を記録したページもあれば、論⽂の必要な個所をコピーしたものを張り付けたページもあります。
⽂学の研究では、先⾏研究を把握することがとても重要です。そこで、関連の⽂献を集めるのです
が、時間がたてば⽂献はたまります。「最新の研究以外の⽂献は処分すればよいと思うかもしれま
せんが、⽂学研究では古い研究でも価値があり、研究するにはどの⽂献も必要なのです」。⼩⼭先
⽣の場合、50〜100年前の研究も重要な資料です。
研究を効率よく進めるためには、どんどんたまる⽂献を整理していかなければなりません。これは
どの研究者も頭を悩ませているといいます。以前は必要な⽂献がどこにいったかわからなくなり、
何度もコピーしなおしたこともありました。そこでひとつの論⽂を執筆するのに必要な資料のコ
ピーはすべて1冊のファイルにまとめることにしたのです。インデックスをつけ、検索しやすいよ
うにしました。A5版は、A6版のカードより少し⼤きく、B5版などのノートより少し⼩さいサイズ
です。B5版やA6版のサイズも試したのですが、A5版が⼩⼭先⽣にとって使いやすいサイズでし
た。
ノートは未来の⾃分が使うもの
「ノートに必要なのは、正確なこと、検索できること、
保存できること、の3点です」と⼩⼭先⽣はいいます。
例えば漢字とかなの違いなどでも正確に記録しないと
誤った説を⽣むことにもなりかねず、研究の信頼性にも
関わってきます。集められた記録は、インデクッスや
ファイルの⾊などに⼯夫をし、検索しやすいようにして
います。
「この3つの条件を満たすには、パソコンが⼀番なので
すが、私は今のところ、紙を⽤いています。今後、ファ
イルを電⼦化するなど、⼈によってスタイルは変わって
くるかもしれません。ただ、どういうやりかたをしよう
とも研究のよしあしは個⼈の能⼒しだい。⽂学の分野で
全てが電⼦化を迫られることはないと思います」。
研究を続け、経験を積むことによって、研究者独⾃のノートの使い⽅ができてきます。⼩⼭先⽣も
このノートのスタイルにたどり着くまでは試⾏錯誤の繰り返しでした。「研究に必要な情報さえ
⼊っていれば、どんなやり⽅でもよいのではないでしょうか。⾃分の研究にとって、ベストなノー
トの使い⽅を模索し続けることが必要だと思います」と⼩⼭先⽣はいいます。また⽂学研究におい
ては、ノートの記録⾃体が⼤切な資料となります。つまり、あるノートの記録はそのときにだけ必
要なわけではなく、その後の研究にも必要です。「ノートは未来の⾃分も参照するもの。残してお
くことを常に意識して記録をとるべきです」と⼩⼭先⽣は強調します。
「⽂学の研究は、世の中にあまり役に⽴たないとよく⾔われますが、けっして楽しいからだけでや
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るものではありません。研究の意義を⾒失うことなく、進めてほしいですね。⾃分が選んだ道です
からどんなにつらくても腹をくくって、がんばってほしいです」と最後に若⼿研究者に向けてメッ
セージをいただきました。
まとめ：⼩⼭先⽣のノート
特に形式は決まっていない。
正確さ、検索性、保存性を重視。
ノートの記録は資料として残す。
時系列ではなく、研究テーマごとにファイルにまとめる。
（⽂/佐藤成美）
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議事録の例
RSAT／VRADミッション検討会（重⼒場デー
タ）議事録の⼀部。
このミッションにはNASAが協⼒し、⽉周回衛
私の研究ノート
天⽂科学専攻 准教授
国⽴天⽂台 RISE⽉惑星探査検討室 花⽥英夫先⽣
花⽥英夫さんは⽉周回衛星「かぐや」のミッションで⽉重⼒探査の主任研究員を務めました。その
プロジェクトで作成した研究ノートを紹介します。
──研究分野は惑星測地学です。
「地球の重⼒測定から⽉の重⼒測定へ研究を進めてきま
した。最近は“測⽉学”といって、⽉の重⼒分布などから
内部構造を調べて、⽉の起源や進化を解明しようとして
います。1996年から始まったRISE⽉探査プロジェクト
では、⽉周回衛星「かぐや」を使って⽉の裏側の重⼒分
布をはじめて探査しました。そして、表側とは内部構造
が⼤きく異なり、地殻ができた当時の温度が違い、した
がって固さが違う可能性を⽰しました。この観測をする
ための⼿法や装置の開発も⾏いました」
──どんな研究ノートを使っていましたか？
「基本ツールはA4サイズの⽩紙です。そこに、プロジェクトのすべての記録、開発スケジュールか
ら、ミーティングの議事録や参考資料、観測⼿法・機器開発のアイデアなどを書き込み、また図⾯
や装置の⾒積書・注⽂書はコピーをとって、さらに⼿紙・ファックス・メール、論⽂の原稿まで
を、当初は分類しないで⽇時順に重ねていきファイルしていました。ですから、プロジェクトで共
有する研究ノートということになります。
「かぐや」は⼤きなミッションなので、14の観測装置（プロジェクト）に分かれていました。重⼒
探査プロジェクトのメンバーは約70⼈。総研⼤の基盤機関（国⽴天⽂台とJAXA宇宙科学研究本
部）の研究者だけでなく、他⼤学やメーカーの研究者・技術者、それに⼤学院⽣が参加し、観測機
器の設計と開発、ソフトウエアの開発、運⽤など、多くのグループで構成されていました。プロ
ジェクトの原動⼒となったのは、グループごとのミーティングやグループ間の調整会議、全体会議
といったさまざまな会合です。それぞれで議論を重ね、合意した結果にもとづいて次のステージに
移るという繰り返しでプロジェクトを進めていきます。
これらの会合ではかならず議事録が作成されました。打ち合わせは並⾏して開かれていて、週に数
回もありましたから、議事録は研究ノートのコアをなす重要な記録でした。また、議事録にはその
都度分厚い資料がついているので、どんどんたまっていきました。
議事録をしっかりとるということは私のまわりの研究ではそれまでなかった習慣でしたが、「かぐ
や」のプロジェクトに倣って、天⽂台の他の研究にも取り⼊れられるようになりました」
──議事録の作成者は？
「私が書くこともあるし、ほかの⼈がまとめることもあ
りました。学⽣にやらせたこともあり、これはいい勉強
になったと思います。
ミーティングなどで出た意⾒や議論、決定事項はその場
でメモをとっておき、後で要点をA4版1、2枚にまとめ
て議事録の形にします。フォーマットは書く⼈によって
違いますが、⽇時、場所、出席者、配布資料、議題、議
事内容は必須です。ミーティングでのメモは⼿書きで
あっても、議事録はパソコンで作成するのが普通でし
た。
議事録を作成するこの過程は、学⽣にとって、思考を整
理する恰好の訓練になります。ときには論⽂のテーマを
⾒いだすきっかけになるかもしれません。ちなみに国⽴
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星からの電波を受信したことがわかる。
花⽥先⽣のアイデアのメモ
⽉の重⼒分布を観測する「かぐや」のミッ
ションでは、VLBI（超⻑基線電波⼲渉法）の
⼿法によって⼦衛星（VRAD-1とVRAD-2）
から発信される複数の周波数の電波（S-1と
S-2）を地上のアンテナで受けると、電離⼤気
によって周波数ごとに電波の遅れる影響が異
なることを計算している。
スケジュール表の例
アクションアイテム・リスト
次の会議で解決したものは■、未解決のものは
□として残し、解決するまで消えない。
天⽂台では、これまで2名の総研⼤⽣が「かぐや」の⽉
重⼒計測プロジェクトに参加しており、⽉探査機のVLBI
観測の研究で博⼠号を取得しています」
──アイデアのメモとは？
「ミーティングですべての議題が決まるわけではありま
せん。結論が出ないままの議題もあります。なかには個
⼈レベルでじっくり考えないと答えが出てこないような
議題もあり、持ち帰って⾮公式な場で検討することがあ
りました。それも、頭の中で考えているだけではどうし
ても進まない。書いてみると、思考が整理されていきま
す。最後の⼿段は頭と⼿ですね。これがアイデアのメモ
で、ここは個⼈の研究ノートの性格を帯びてきます。こ
れも整理してプロジェクトの研究ノートに加えていま
す。いろいろな⼈がアイデアのメモを書くので、これも
結構な量になります」
──プロジェクトの運営には時間の管理も重要です。
「最初にプロジェクトの全期間にわたるスケジュールを
⽴て、どのようなことを進めていくのかを書き込んだス
ケジュール表を作成します。そして、⼀定期間ごと、⼤
きくは四半期ごとにどの段階にいるのか、予定通りに進
んでいるかを確認し、修正が必要なときは調整します。
⽇常的な作業についても年間計画を⽴て、⽉ごと、さら
に週ごとに⾒直して検討しました。
スケジュール管理は研究計画を意識することにつながり
ます。これによって、計画性を養うことができますね」
「管理ツールとしては、アクションアイテムも使ってい
ました。会議では毎回、⼤量のアクションアイテムが出
てきます。これは、いわば「宿題」。あまりためすぎる
と、プロジェクトの進⾏に⽀障をきたしますので、程よ
く解決していく必要があります」
──研究ノートはどのように活⽤していますか？
「議事録には、あるテーマについて、こういう意⾒が出たとか、こういう紹介があったということ
を書いています。それを後で⾒直して、検討することは多かったですね。
もちろん、アイデアのメモもその場限りで終わらせるわけではなく、検討を続けていきますから、
それがブレークスルーにつながることもありました。
研究ノートにはプロジェクトの全記録が残るわけですから、プロジェクトの歴史を正確にたどるこ
とができます。先に上で述べたような研究計画の整理（スケジュール表）、学⽣の教育（議事録の
経験）以外に、アーカイブとしての価値も⾼いと思います。また、研究ノートをプロジェクトで共
有することによって、データの捏造を防ぐこともできると思います」
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研究ノートのファイルを並べた書架
順不同で⽬的のものをすばやく取り出せるよ
うに、１冊ずつ⾊分けして、箱に⼊れて分類
されている。
プログラムの基礎となった計算メモ
⼦衛星から発信される電波は、異なる周波数
を⽤いることによって電離層での影響を補正
する必要がある。そのためのプログラムの基
礎となったもの。
──研究ノートの保存と管理法は？
「研究ノートが膨⼤な量になると、過去の記録を⾒直そ
うとしたとき、時間が経てば経つほど⽬的のものを探し
出すのに苦労するようになりました。検索が容易にでき
るようにしたい。そこで、時系列だけでなく、出所に
よって分類してからファイリングするようになりまし
た。「かぐや」ではプロジェクトごとに分ける、また観
測機器ごとに分ける、会議の種類によっても分けるな
ど、分類⽅法を年々改良していきました」
「ファイルの保存⽅法が⼤きく変わったきっかけは
2011年の東⽇本⼤震災でした。本棚が全部倒れてしま
い、その整理にかなりの時間をとられました。紙のまま
保存しておくと災害時に失われる危険があると気づき、
PDFにすることにしました。PDF化すると、分類もしやすくなりますし、検索も容易になります。
PDFにした元の⽂書は⼀定期間後には廃棄するようにしたので、今では紙のものはほとんど残って
いません」
──観測結果を研究ノートに⼊れることは？
「観測データは個⼈では扱えないほどの量になりますか
ら、研究ノートでは整理することができません。すべて
サーバーに保存しています。観測⽇時なども記録されま
すから、検索も容易です。解析データも同様で、天⽂学
の世界ではほとんどがデジタルで保存されています。
ただし、観測に⾄るまでの基礎データ、プログラムなど
は研究ノートに記録されています」
──今後はさらに電⼦化が進むのでしょうか？
「PDF化すれば、すべての記録をプロジェクトのサーバーに保管することができます。議事録の作
成にしても、私は得意ではありませんが、ミーティングの場でパソコンを使って打ち込んで作成し
てしまう。ホワイトボードに書いた図⾯なども、スマホを使って撮影すれば、元からペーパーレス
にすることができます。
ですが、私が⼼がけているのは、会議の趣旨や結論をより的確に理解してもらうため、議題をより
整理して書くようにしています。会議の場でははっきり⾔えていなかった意⾒も、こちらで想定し
て、強調して書いています。それは、パソコンで打ち込む過程でもできることですし、後で読み直
して修正したり書き⾜したりすることでもできると思います。議事録は参加者全員に内容を確認し
てもらうので、書く⼈によって捏造されることはありません」
──では、捏造の問題はおこらない？
「この分野でもないとはいえません。ただ、それがどの段階で起きるかというと、たぶん論⽂にす
る段階でしょう。データを使って論⽂にするのは個⼈で、どんなデータをどのように使っているか
はブラックボックスです。その段階で不正をしようとしたらできてしまう。もちろん、査読などの
段階で⾒破られると思いますが。天⽂の分野は、観測された⽣データは、そのままでは何も⾒えな
いので、捏造のしようがない。そこが⽣物分野との⼤きな違いです」
──この研究ノートは異分野との融合にも役⽴ちます。
「私たちの研究ノートは、ごく⼀部の機密書類を除いて、グループの中のメンバーが⾃由に⾒られ
るようになっています。これまで外部の⼈に公開したことはありませんが、グループの研究ノート
としてきわめて客観的に記録していますから、汎⽤性が⾼い。他の分野の⼈が⾒ても参考になると
思います」
Point
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研究ノートのコアは議事録とスケジュール表
議事録作成は思考過程を養う訓練に最適
アイデアを発掘する糧になる
活⽤するには検索しやすさも重要
（⽂/佐藤成美）
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写真1：伏⾒先⽣
先⽣の前の左にあるのが卒業⽣のノート、右
がアメリカのラボノート
写真2：埼⽟⼤学の卒業⽣のノート
研究室にいた間の実験ノートを1冊にまとめて
ある。
研究ノートの意義を考える③
研究を管理し、知的財産権を守る
総合研究⼤学院⼤学 教授
埼⽟⼤学名誉教授 伏⾒譲先⽣
総研⼤教授の伏⾒譲先⽣は、研究ノートは知的財産権を守るための重要な資料としてとらえていま
す。研究を管理するためにも必要で、今後はいっそう重要性が⾼まるといいます。さて、伏⾒先⽣
のノートはどんなものなのでしょうか。
2年後の⾃分に「伝える」
伏⾒先⽣（写真1）の専⾨は、⽣物物理学です。物理か
ら⽣物物理、さらに分⼦⽣物学へと研究の幅を広げてき
ました。「化学、⽣化学や分⼦⽣物学の分野では、ラボ
ワークに使うノートという意味で、研究ノートを『ラボ
ノート』という場合が多いです」と伏⾒先⽣は分厚い
ノートを⾒せてくれました。先⽣が指導した卒業⽣のも
ので、⼤学ノート5冊を製本したもの3つの内の⼀つです
（写真2）。伏⾒先⽣が以前在職されていた埼⽟⼤学の
研究室では、学⽣にノートを配り、ラボノートとして
使ってもらいました。卒業後に、そのノート5冊ほどを
単位として1冊に製本し、研究室で保管していました。
伏⾒先⽣が在職したころの⼤学院には修⼠課程しかな
く、2年で卒業すると、次の学⽣に研究を引き継いでも
らわなければなりません。4⽉に新しくきた学⽣は、このノートを⾒て、これまでの研究を理解
し、研究の続きを始めます。「2年後の⾃分に伝える気持ちで記録するようにと学⽣を指導しまし
た」。
ラボノートは形式が決まっています。A4版の⼤学ノートを使い、右半分のページに実験⽅法や結果
などを記⼊し、左半分のページは⽩紙にしておきます。実験室のすべてのことをラボノートに記⼊
することになっており、左半分のページをメモ書きに使います。また、記録をなくしたり、持ち
去ったりしないように、ルーズリーフやレポート⽤紙などをノートに使うことは禁⽌されていま
す。⽷で綴じたノートを使い、最初に各ページに通し番
号をふっておくので、ノートのページを破ればすぐにわ
かります。⻄暦で⽇付を記⼊し、その⽇の内に書くこと
が原則。後からそのページに書き⾜すことはできないよ
うに、ページの空欄にはバツ印をつけておきます。これ
はノートの改ざんを防ぐためです。本来は、ボールペン
か万年筆で記⼊すべきなのですが、伏⾒先⽣の研究室で
は鉛筆による記⼊も認めていました。第三者に内容を確
認してもらうことも必要で、伏⾒先⽣は毎週⾏う学⽣と
のミーティングでノートをチェックしていたそうです。
知財になることを重視
伏⾒先⽣は、東京⼤学⼤学院の学⽣だったときに、指導教官の和⽥昭允先⽣からこのノートの書き
⽅を指導されました。ノートの形式は和⽥先⽣がハーバード⼤学に留学した時に学んできたものの
ようです。「和⽥先⽣がこのノートの形式にした理由は、研究成果の知的財産権（知財）を重視し
たからなのです。研究室では、ラボノートは後輩に研究を伝えることを主な⽬的にして、書き⽅を
⾝に着けてもらいました。実際の研究現場では、知財を守るうえでラボノートはとても重要です」
と伏⾒先⽣は続けます。
「⽇本では研究を基礎と応⽤のひとつの軸として表すことが多いのですが、科学を、純粋と応⽤、
基礎と末梢の⼆つの軸で表し、おたがいにつながっていると考えるべき」と伏⾒先⽣はいいます。
社会に近い、つまり商品などになるのが応⽤末梢科学です。社会にいちばん遠いのは、知識や原理
を探求する純粋基礎科学と思われがちですが、「基礎」の本質からして、特に化学や分⼦⽣物学分
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野では、純粋基礎科学は応⽤基礎科学に直結することが多く（例：iPS細胞）、応⽤研究や商業的な
利益につながり、知財になる可能性があります。そこで、アメリカではどんな研究であろうと、特
許をとるのは当たりまえと考えられ、早くから知財を重視していたのです。
命の次に⼤事なラボノート
2013年まで、アメリカの特許制度は「先発明主義」でした。アメリカ以外の国は、「先願主義」
で、最初に出願した⼈に特許権が与えられますが、先発明主義では、最初に発明をした⼈に特許権
を与えます。つまり、発明者が特許を出願しても、先に発明した⼈がいれば、出願⽇に関わらず最
初の発明者に特許権が与えられるということです。そのため、発明者は、発明した⽇を⽴証できる
ようにしておかなければなりません。
研究者にとっては、それは⼤きな負担なので、研究者が研究活動の内容を記録し、第三者による確
認をとるためのラボノートの形式が考案されました。ラボノートは、研究者の重要な財産となると
ともに、研究成果を知的財産権として保護する際の重要な証拠資料にもなります。
今から35年ほど前、伏⾒先⽣は、ゲノム解析の実験で広く使われているDNAシーケンサーという
分析機器のアイデアを発⾒し、技官と修⼠の学⽣1名とともにアイデアの実証実験に成功しまし
た。⽇本が知財を重視するようになったのは1990年代になってからで、そのころは⼤学の研究者
に特許は関係ないという⾵潮がありました。しかしカリフォルニア⼯科⼤学からDNAシーケンサー
がアメリカ特許に出願され、伏⾒先⽣は特許論争に巻き込まれました。結局、DNAシーケンサーは
アメリカ側の特許となってしまいましたが、そのときノートの重要性を痛感したそうです。「研究
室新⼈にラボノートの書き⽅を教えるとき、世界でただ⼀つのデータが書かれているラボノート
は、命の次に⼤事なものだよ、と話している」と伏⾒先⽣。
アメリカの研究者に使われている市販のラボノートは、A4版のハードカバーのもので、表紙をあけ
るとノートの書き⽅や注意事項が書いてあります。結果などを記⼊するページには、すでにページ
の番号が印刷され、⽇付やサインを記⼊する場所があります。
⼤学の研究室のほか、バイオベンチャーなどもみなこれを使っています。バイオベンチャーでは、
ラボノートの著作権は個⼈にありますが、ノートの所有権は会社にあり、⾦庫に保管しているそう
です。最近では⽇本でも類似のノートが発売され、使っている研究者が増えています。
研究室のマネジメントに活⽤
今ではアメリカの先発明主義はなくなりましたが、知財やノートの重要性は変わりません。「ラボ
ノートは研究のマネジメントに有効です」と伏⾒先⽣はいいます。研究室や研究プロジェクトにお
いて、最⼤の研究成果を⽣み出すためには研究チームのマネジメントが必要です。研究室や研究プ
ロジェクトでは、教授や准教授あるいは、PI（Principal Investigator）と呼ばれるリーダーが研究
メンバーをまとめます。プロジェクトの⼈数が多くても、ラボノートを介して、研究の結果を共有
することができます。また、リーダーはだれがどんなことをどれくらいやったのかをラボノートに
よって把握できます。すると、たとえば論⽂を書くときの著者をだれにして、だれがファースト
オーサーになるのかを客観的に判断できます。ラボノートをもとに公平に評価できるので、みんな
が納得でき、研究者のモチベーションが下がることはありません。ラボノートによって、情報をお
互いに共有するだけでなく、情報を管理できるので情報漏えいを防ぐこともできます。ラボノート
を活⽤すれば、研究のマネジメントができ、よい研究成果につながります。
「アメリカでは、⼤学でも研究所でもみなこのスタイルでラボノートが使われていますが、ドイツ
では、ノートに記録せず、パソコンにいきなり⼊⼒している⼈もいました」と伏⾒先⽣は話すよう
に、今後はラボノートも電⼦化が進むかもしれません。
実際に「電⼦ラボノート」が実験機器メーカーから販売されています。パソコンに⼊⼒するので、
計算や分析が迅速にでき、実験の効率が上がります。また、内容を検索しやすいうえに、離れた場
所にいる研究者とも簡単に情報を共有できます。研究者どうしのコミュニケーションをとりやすい
⼀⽅で、他⼈が簡単に記⼊できるので、改ざんしやすく、証拠資料としての機能には不安がありま
す。「セキュリティが改善されれば、ラボノートとして使うかもしれませんが、今の時点では紙の
ノートのほうがいいですね。これから10年たっても、⼤事な証拠資料となる紙のラボノートは⽣き
残るでしょう。ただし、理論研究なら今でもワープロで⼗分です」と伏⾒先⽣は電⼦ラボノートを
評価します。
先達を知ろう
伏⾒先⽣は「⾃分の研究がどんな位置にあるかを理解し、知財の重要性を重視してほしい」と述
べ、ラボノートの重要性を強調しました。それに加え、「哲学のある研究をしてほしい」と若⼿研
究者に向けてメッセージをくれました。海外の研究者に⽇本⼈の研究論⽂は信⽤できるがおもしろ
くない、研究の哲学がないといわれることがあるのだそうです。「研究の哲学とはむずかしいです
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が、それを⾝に着けるためには、⾃分の専⾨分野の先達がいかにその分野を切り開いたのかを知る
ことです。先達の研究に対する思いや⽅法論を勉強すれば、⾃分がどんなふうに研究すればいいか
が⾒えてきます。私も尊敬する科学者「デルブリュック」、「アイゲン」、「マッハ」の伝記や⾃
伝、論⽂などを読みあさりました。⽬的意識をもって先達の⽂献などを読み解いてみてください」
と伏⾒先⽣は締めくくりました。
まとめ：伏⾒先⽣のノート
形式が決まっている。
実験室の記録はすべてノートに。
知財を守り、研究を管理する。
情報を伝え、共有する。
（⽂/佐藤成美）
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フィールドノートの束を⼿にして、「現地で
はどこに⾏くにも、ノートを⼿放しませんで
した。そのため、使いやすい⼤きさが決まっ
てきました」と菊澤先⽣（左）。「⼿書きで
克明に書かれていて、⽣の研究が伝わってき
ます」と⽊村先⽣（右）。
私の研究ノート
⽐較⽂化学専攻 准教授
国⽴⺠族学博物館 菊澤律⼦先⽣
菊澤律⼦先⽣はオーストロネシア諸⾔語の現地調査によ
る記述研究、および系統関係の研究が専⾨です。現地調
査ではフィールドノートが必需品。フィールドノートを
使った研究の進め⽅を、今回のプロジェクトの発起⼈で
ある遺伝学専攻の⽊村暁先⽣がインタビューしました。
⾔語を科学する学問分野
⽊村 ⾔語学は⽣物学を研究している私にはまさに異分野なのですが、どのようなアプローチをさ
れるのですか？
菊澤 いろいろな⾔語を話せるようになる学問だと思われがちですが、私は「⾔葉を科学する学
問」だと説明しています。話すことがマストではありません。⾔葉を対象にして、それを科学的に
分析する。その中でも記述系の研究では、現地へ⾏ってそこで話される⾔語の構造や⽂法などを調
べます。
オーストロネシア系の⾔語（太平洋に広く点在する島々とその周辺部で話される）を選んだのは、
ヨーロッパ⾔語や⽇本語とはとても違っているように思えたからです。フィールドワークに⾏きた
かったのですが、当時は学⽣が海外に⾏くのは簡単ではありませんでした。研究対象にしたフィ
ジー語の調査に出かけたのは修⼠課程に⼊ってからです。このとき、現地調査の⼤切さを痛感しま
した。⽇本では、フィジー語の⼊⾨書を⾒ても、⾳の羅列のようで、⾔葉として頭に⼊ってきませ
んでした。現地に⾏くと、覚えた単語が指すものや概念がそこにあるので、⼀瞬で⽣きた⾔葉にな
り、話せるようになりました。
⾔葉は⽂化的な背景が違うと語彙が変わってきますし、概念も違ってきますから、現地に⾏き、話
者と⼀緒に⽣活することが⼤事です。⾔語学の研究をするのだったら、無理をしてでもまずは現地
に⾏ってみなさいと、学⽣にはアドバイスしています。
フィールドノートから研究が始まる
⽊村 現地調査でフィールドノートを使われるのです
ね？
菊澤 聞き取りをしながら⾃分で書いています。書き⽅
は基本的に⾃⼰流です。⾔語データの記述の仕⽅は授業
で指導されますが、ノートの書き⽅は現地で調査しなが
ら、⾃分で編み出していきました。
フィジーの⾸都には、政府直属の⾔語⽂化研究所があ
り、当時、イギリス⼈のポール・ギャラティ先⽣がおら
れ、カンダブ島（フィジー諸島の中で4番⽬に⼤きい
島）の村への紹介状を書いてもらいました。そのとき、
「あなたのお名前は何とおっしゃいますか？」というカ
ンダブ⽅⾔での⾔い⽅も教えてもらいました。私がフィ
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最初のフィールドノート（上）とその1ページ
⽬（下）（1991年）。最初はとにかく、聞こ
えたまま書いていき、⽂脈から理解した⽇本
語をつけています。
フィールドノートの書き込み（上）と固有番
号（下）。
現地まとめはじめノート
「現地まとめはじめノート」。聞き書きの中
でわかったこと、分析してみようと思ったア
イデアなどを書き留めています。
フィールドノートの記録をもとにして作成し
たKWIC*検索リスト。
* Key word in context
ジーの標準語で挨拶したら、相⼿も標準語で返してくる
ので、⽅⾔の調査ができません。⽅⾔で話しかけると、
⽅⾔が返ってきますが、最初は何を⾔っているのかわか
りませんでした。とにかく、⾔われるままに書き取り、
覚えていく。とはいっても、⾔語学的な知識はあります
から、標準語との対応で、推測はできるわけですが。
どこに現地調査に⾏くときでもそうですが、1⽇⽬と2⽇
⽬は珍しさもあって楽しいのですが、3⽇⽬の朝は「ま
たやるのか」という⾟さがあります。そこを越えると、
コミュニケーションがとれるようになり、現地の⼈も安
⼼してだんだん普通に話してくれるようになります。
⽊村 そこから本格的な調査が始まるのですね。
菊澤 はい。そこからノートに書いていく内容は、⽂や語を書きとったもの、その⽤法チェックや
⽂法チェック、録⾳した語りなど、さまざまになりま
す。その内容がそのまま⾔語データになりますから正確
でなければいけないので、⼤変な作業になります。書き
ながら⾃分で発⾳してみせ、間違っていたら直す。OK
が取れるまで何回もチェックします。また、1⼈の話者
ではなく複数から聞き取りをします。⾯⽩がって付き
合ってくれる⼈だと時間をかけられますが、⻑く続けら
れない⼈の場合は短時間で切り上げないといけない。
私はボールペンで書き起こしをしているのですが、あと
から意味を確認して鉛筆で書き⼊れたり、ほかの⾔い⽅
があることがわかると、書き添えておきます。そして、
ノートには1冊ずつ固有番号をうち、各ページにもペー
ジ番号を⼊れます。また、毎⽇、調査を始めるときに、
⽇付や場合によっては時間、さらに、協⼒してくださる
話者などの名前も書き込んでおきます。のちにパソコン
に打ち込むときに、⾏番号を⾜したものが検索するとき
に必要な固有番号になります。
こうしてこつこつと聞き書きを続けていくと、だんだん
対象となる⾔語のことがわかってきて、いろいろな単語
がどこで切れるのか、発⾳の体系はどうなっているの
か、さらに動詞の次に⽬的語が来るといった⽂型がわか
るようになります。
⽇本に帰ったら、フィールドノートの内容をすべてパソ
コンに打ち込み、データ処理ができるようにします。こ
れをもとにして、リストを作成したり、解析のためのプ
ログラムを書くこともあります。パソコンへの打ち込み
はかならず⾃分でやります。内容の⾒直しにもなります
し、⾃分の頭の中でデータをトレースしているのです
が、他⼈にやってもらうとそのプロセスが抜け落ちてし
まうからです。その中で、フィールドでは分析しきれな
かった⾔語現象が、理解できるようになることもありま
す。
ここまではデータの収集の話でしたが、収集が進むにつれて同時に頭の中で分析していきます。た
とえば、普通名詞の前には冠詞が来る、固有名詞の前に
は違う冠詞が来るといったことです。
こうした分析の過程では、メモは全部とっていきます。それを繰り返していくうちに全体像が⾒え
てくると同時に、学術的に⾯⽩そうなところが⾒つかり
ます。そこにフォーカスして、より深く調査し、論⽂の
形にまとめます。
⽊村 ⼤きなレポートのようなものを書いて、それを圧
縮して論⽂にするイメージですか？
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動詞の⽤法について、聞き取りを
しながらとったメモ。
動詞の形と⽂の構造の関係につい
て収集したデータを整理したもの
動詞の形と⽂の構造についてまと
めた修⼠論⽂の冒頭
オーストロネシア諸語の⽐較
地域 ⾔語名 数字の3 数字の5
台湾 パイワン語 təlu lima
フィリピン ボントック語 toló lima
ミクロネシア ポーンペイ語 siluh limau
ミクロネシア キリバス語 teniua nimaua
ヴァヌアツ ヴァヌアラヴァ語 nitel tafalem
フィジー マズアタ⽅⾔ ʔolu lima
サモア サモア語 tolu lima
ハワイ ハワイ語 ekolu elima
ニュージーランド マオリ語 toru rima
ラパヌイ（イースター島） ラパヌイ語 toru rima
菊澤 そうですね。圧縮するというよりは、その中の⼀部に焦点を当てて掘り下げるという感じで
す。記述研究の場合、論⽂に⼊れなくてはならない要素が決まっています。たとえば⾳韻の構造、
句の構造、複⽂の構造があって、それらの要素が全部⼊っていないといけない。私の場合、わかる
ところから埋めていって、1か所に掘り下げていき、論⽂にしています。
⾔語の変化は遺伝と共通している
記述研究では、対象となる⾔語の現在の姿に集中することが多いのですが、私の場合は、ハワイ⼤
学に留学して⽂法構造の変化を調べている研究者と出会ったことがきっかけになり、⾔語の構造が
どのように変わるのかを調べてみようと思いました。そこで、フィジーにふたたび出向き、とくに
⽂の構造が異なる5か所の⽅⾔を調べました。その後、フィジーだけでなく、もっと昔の先祖まで
遡ったらどうなるかに関⼼をもち、オーストロネシア全体を⾒るようになりました。
⽊村 それは⽂献で調べるものなのですか？
菊澤 オーストロネシアには⽂献という形での古い記録がありません。そこで、今話されている⾔
語を⽐較して、過去にはどうだったかを論理的に再構築していきます。そのために使うのは、さま
ざまな研究者が収集した現在話されている⾔語の記述データです。オーストロネシア系の⾔語の系
統関係については、これまでに⽐較的よく研究されています。
具体的な単語で、オーストロネシアの諸語を⽐べてみましょう。このとき、形が似ているかどうか
は重要ではありません。カバとクジラは、クジラとマグロより系統は近いですね。⾔語も同じなの
です。
⽊村 え！ 遺伝学の進化系統樹と似ているのでは？
菊澤 ⾔語の系統論がおこったのは、ダーウィンの進化論が出て、⾔語も同じだろうと考えられた
ことによるのです。
たとえば数字の「3」を表す単語のパイワン語
のLにあたる部分をみてみると、2つめのボン
トック語やポーンペイ語、ヴァヌアツなどで
は同様にL、キリバス語ではN、マオリ語とラ
パヌイ語ではRになっています。同様に「5」
を表す語を⾒ると、パイワン語でLの部分で他
の⾔語でみられる⼦⾳が同じになっていま
す。ほかの単語でも広くこのような対応が⾒
つかると、それは元もとの⾔語が同じで、分
岐していく中で⾳が⼊れ替わっていったと考
えられます。このとき、どの⾳がどの⾳に変
化しやすいかという傾向があります。
このような規則的な⾳対応は、⾳が遺伝⼦のようにどんどん⼊れ替わっていった軌跡を反映してい
て、変わり⽅の組み合わせによって、その集合体である単語が似て聞こえたり、違って聞こえたり
するようになります。さらに、この考え⽅を応⽤して、⽂法の変化もとらえられるような分析⼿法
を考えました。
マルチメディアの導⼊とリポジトリの活⽤
⽊村 ⾔語の分析というのは膨⼤な作業だということがわかりました。
菊澤 ⼿作業が基本になりますから。今は、パソコンが普及したこともあり、PCも使うようになっ
てきました。
⽊村 フィールドワークの⽅法も変化してきているのでしょうか？
菊澤 私はもっぱら⼿でノートをとっていましたが、今は⼩型のボイスレコーダーができています
から、ノートをとりながら録⾳もできるようになりました。
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⽊村 では、聞き取りをしながらパソコンに打ち込むことは？
菊澤 どうでしょうか？ 私⾃⾝は現地ではパソコンを使いません。打ち間違いがあったとき、そ
れがデータになってしまうのが怖いからです。
最近は、映像が撮れるようになったことが⼤きなメリットになっています。⼈が話すときには、う
なずいたり、表情を変えたりと、視覚と聴覚を使ってコミュニケーションをとっています。ときに
は、同じ⾔葉を使っていても、ジェスチャーで⽅位の違いを表していることもあるのです。それは
映像でないとわかりません。
⽊村 菊澤先⽣は⽂系だと思っていたのですが、作業⾃体は理系的だと感じました。統計学も使っ
ていますし。
ところで、フィールドノートの保管には気を付けているのでしょうね。
菊澤 私はしっかり⼿に持って帰ります。今は、現地でコピーをとったり、スキャンしている⼈も
いますね。
⽊村 リポジトリもできました。
菊澤 パラディセック（PARADISEC）というフィールドノートデータのリポジトリで、オーストラ
リアでできたシステムです。フィジーの恩師ギャラティ先⽣はノートをたくさんとっておられるの
ですが、その内容が全部出版されるわけではありません。ノートが埋もれてしまうのは惜しいの
で、リポジトリに⼊れたいと画策しているところです。
Point
現地で聞き取った⽂や単語と関連情報はすべてフィールドノートに記録
ノートの内容はすべてデータとしてパソコンに⼊⼒
パソコンに打ち込む時点で固有番号を振り、検索に備える
デジタル化する過程で、分析のアイデアも整理
（⽂/福島佐紀⼦）
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